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取扱説明書 


目次/注意事項 


ご使用の前に 


電話 


テレビ電話 


電話帳 


音/画面/照明 


あんしん設定 


音声機能 


カメラ 


ｉモード 


メール 


ｉモーション 


データ表示/編集 


その他の機能 


ネットワーク 


データ通信 


文字入力 


付録 


索引/クイックマニュアル 


● FOMA は無線を利用しているため、トンネル・地下・建物の中など電波の届かない所、屋外でも電波 
の弱い所およびサービスエリア外ではご使用になれません。また、高層ビル・マンションなどの高層 
階で見晴らしの良い場所であってもご使用になれない場合があります。なお、電波が強くアンテナマー 
クが3 本表示されている状態で、移動せずに使用している場合でも通話が切れることがありますので、 
ご了承ください。 
● 公共の場所、人の多い場所や静かな場所などでは、まわりの方の迷惑にならないようにご使用ください。 
● FOMA 端末は電波を利用している関係上、第三者により通話を傍受されるケースもないとはいえませ 
ん。しかし、W-C DMA 方式では秘話機能をすべての通話について自動的にサポートしますので、第 
三者が受信機で傍受したとしても、ただの雑音としか聞きとれません。 
● FOMA 端末は、音声をデジタル信号に変換して無線による通信を行っていることから、電波状態の悪 
い所へ移動するなど、送信されてきたデジタル信号を正確に復元できない場合には、実際の音声と異 
なって聞こえる場合があります。 
● お客様ご自身でFOMA 端末に登録された情報内容は、別にメモを取るなどして保管してくださるよう 
お願いします。万一、登録された情報内容が消失してしまうことがあっても、当社としては責任を負 
いかねますのであらかじめご了承ください。 
● この FOMA 端末は、ドコモの提供する FOMA ネットワ－ク以外ではご使用になれません。 
T he FOMA terminal c an be us ed only via the FOMA network provided by DoC oMo. 
FOMA F8 8 0 iE S は、バイリンガル機能には対応しておりません。 
● お客様は S S L をご自身の判断と責任においてご利用することを承諾するものとします。 
お客様によるS S L のご利用にあたり、ドコモおよび別掲の認証会社はお客様に対しS S L の安全性な 
どに関し何ら保証を行うものではなく、万一何らかの損害が発生したとしても一切責任を負いません 
ので、あらかじめご了承ください。 
認証会社：日本ベリサイン株式会社、ビートラステッド・ジャパン株式会社 


ドコモ　W-C DMA 方式 


このたびは、「FOMA F8 8 0 iE S 」をご利用いただきまし 
て、まことにありがとうございます。 


ご利用の前に、あるいはご利用中に、この取扱説明書および電池パックなど機器に添付の個別取扱説明 
書をよくお読みいただき、正しくお使いください。取扱説明書に不明な点がございましたら、裏面の「総 
合お問い合わせ先」までお問い合わせください。 
FOMA F8 8 0 iE S は、あなたの有能なパートナーです。大切にお取扱いの上、末長くご愛用ください。 


○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
取扱説明書の構成 


FOMA F8 8 0 iES の取扱説明書は『取扱説明書』、『かんたん操作ガイド』の2 冊で構成さ 


れています。目的に合わせてお読みください。 


なお、取扱説明書はなくさないよう大切に保管してください。 


この「FOMA F8 8 0 iE S 取扱説明書」の本文中においては、「FOMA F8 8 0 iE S 」を「FOMA 
端末」と表記させていただいております。あらかじめご了承ください。 


※ 「安全上のご注意」は、P 6 に記載しています。ご使用の前に必ずお読みください。 


○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
FOMA 端末のご使用にあたって 


○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
FOMA F8 8 0 iE S 取扱説明書（本書） 


● F8 8 0 iE S のすべての機能を詳しく説明しています。 


● 留守番電話サービスや転送でんわサービスなど、当社が提供するネットワークサービス 


について説明しています。 


●「故障かな？」と思ったときの対処方法やアフターサービスなどについて説明しています。 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
FOMA F8 8 0 iE S 取扱説明書　かんたん操作ガイド 


● F8 8 0 iE S の代表的な機能を、簡単な表現でわかりやすく説明しています。 
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電 
話 
の 
か 
け 
か 
た 
／ 
受 
け 
か 
た 


受 
話 
音 
量 


相手の声の音量を調節します 
＜受話音量＞ 


相手の声の大きさを調節します。 


● 音量 1 （最小）～音量 6 （最大）の 6 段階で調節できます。 


● 受話音量は電源を切っても保持されます。 


通話中に調節します 
1 通話中に UD または 
（音量 大・小）を押す 


2 UDLR または 
（音量 大・小）を押 


して音量を調節する 


● 次のボタンを押して音量を調節できます。 


● 
を押すか、ボタンの操作を止めてしばらくすると音量が設定され、通話 


中の画面に戻ります。 


〈音量ボタンを使うとき〉 
〈マルチカーソルボタンを使うとき〉 


小さくする 


大きくする 


大きくする 


小さくする 


● 通話中に変更した音量は、通話終了後も保持されます。 


● テレビ電話通話中の音量調節は音量ボタンのみ有効です。 


● 受話音量を調節すると、ボタン確認音や伝言メモの再生音の音量も同じように変わります。 


お知らせ 


お買い上げ時 
音量 4 


・操作するときに 
　気をつけること 


・タイトル 


・機能の概要 


・お買い上げ時の設定 


・操作に関する 
　補足説明 


・操作後の画面や 
　操作手順内の 
　重要な画面 


・お知らせ 
知っていると便利 
な情報や必要な 
参照ページ 


・基本的な操作手順 


・インデックス 
章のタイトルと、 
各ページの 
タイトル／機能名 


メインメニュー 


待受画面で 


メニュー 


を押してメニュー画面を表示し、目的の機能を実行します。→P2 9 


サブメニュー 


画面の左下に 
が表示されているときは、 


メニュー 


を押してサブメニューを表示 
し、さまざまな操作ができます。→ P 3 1 


本書の見かた ＜クイックマニュアル記載→ P 6 4 6 ＞ 


ここでは、本書の構成や説明方法について紹介します。 


● 操作の方法は、主にショートカット操作（→ P 3 0 ）で説明しています。 
各機能のショートカット操作については、メニュー一覧（→P 5 8 0 ）をご覧ください。 


● 本書では、UDLR（マルチカーソルボタン）を押して機能や項目を 


選ぶ操作を「選択」と表記しています。 


● 操作方法が複数ある場合は、最も簡単な操作方法で説明しています。 


本書の引きかた 


● 表紙とインデックスから引く 
表紙や本書中のインデックスから操作したい項目や機能を選んで引きます。 
各章の先頭には各項目や機能の詳細なページを掲載しており、そこから選ん 
で引きます。 
● 目次から引く 
目次（→ P 2 ）から操作したい項目や機能を選んで引きます。 
● 索引から引く 
索引（→ P 6 3 5 ）、目的別索引（→ P 6 2 8 ）から操作したい項目や機能名を 
選んで引きます。 
● 特徴から引く→ P 4 


お知らせ 


● 本書で掲載している画面やイラストはイメージです。実際の製品とは異なる場合があります。 
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● 
本体付属品および主なオプション品に 
ついて ・・・・・・・・・・・ 
2 0 


ご使用前の確認 


各部の名称と機能　ディスプレイの見かた　メニュー操作　 
FOMA カードの使いかた　FOMA 端末の保存・登録・保護件数　 
電池パックの取り付け／取り外し　充電　電池残量　電源 ON ／ OFF　 
日付時刻設定　発信者番号通知　個人情報表示 


電話のかけかた／受けかた 


かけかた　リダイヤル　1 8 6 ／ 1 8 4 　受けかた　着信履歴　 
受話音量　着信音量　応答保留　ドライブモード　伝言メモ　など 


テレビ電話のかけかた／受けかた 


かけかた　受けかた　テレビ電話画面表示設定　音声再発信設定　 
発信時自画像送信設定　テレビ電話画面大きさ設定　など 


電話帳 


電話帳登録　グループ名変更　電話帳検索　電話帳修正　 
電話帳削除　シークレット属性設定　ワンタッチダイヤル登録　 
登録件数確認　など 


音／画面／照明設定 


着信音設定　バイブレータ　マナーモード　待受画面設定　 
背面表示設定　照明設定　時計表示設定　など 


あんしん設定 


暗証番号について　端末暗証番号変更　P IN コード設定　オールロック 
セルフモード　個人情報表示制限　ダイヤル発信制限　履歴表示制限 
シークレットモード　その他の「あんしん設定」　など 


音声呼び出し／読み上げ機能 


ボイスダイヤル登録　ボイスダイヤル　ボイスメニュー登録　 
ボイスメニュー　音声読み上げ設定　音声読み上げ単語登録 


カメラ 


ご使用になる前に　写真撮影　ビデオ撮影　撮影時の設定 


ｉモード 


ｉモードメニュー　マイメニュー　ｉモードパスワード変更　 
インターネット接続　ブックマーク　画面メモ　画像保存　ｉメロディ 
メッセージ R /F　ユーザ証明書操作　など 
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メール 


簡単メール作成・送信　ｉモードメール作成・送信　保存　 
未送信／送信メール　受信メール　ｉモード問い合わせ　 
メール設定　ショートメッセージの作成・送信　など 


ｉモーション 


取り込み　ｉモーション設定 


データ表示／編集／管理 


画像の表示　残り枚数確認　動画／ｉモーションの再生　 
表示サイズ設定　メロディの再生　再生位置設定　など 


その他の便利な機能 


自動電源 ON　自動電源 OFF　目覚まし自動電源 ON　目覚まし機能 
通話時間表示／積算時間表示　電卓　スイッチ付イヤホンマイク　 
設定リセット　など 


ネットワークサービス 


留守番電話サービス　キャッチホン　転送でんわサービス　 
迷惑電話ストップサービス　番号通知お願いサービス　 
デュアルネットワークサービス　英語ガイダンス　サービスダイヤル 
通話中着信動作選択　通話中着信設定　遠隔操作 


データ通信 


利用できるデータ通信　パソコンと接続　 
通信設定ファイル（ドライバ）のインストール　 
FOMA PC 設定ソフトについて　FOMA PC 設定ソフトのインストール 
通信の設定　設定した通信の実行　W-T C P の設定　 
接続先（AP N）の設定　ダイヤルアップネットワークの設定　 
ダイヤルアップ接続　AT コマンド一覧　など 


文字入力 


文字入力について　かな方式　定型文登録　文字コピー　 
区点コード入力　単語登録　電話帳呼出　文字入力方法設定 


付録 


メニュー一覧　ダイヤルボタンの文字割り当て一覧　 
マルチアクセスの組み合わせについて 
故障かな？と思ったら、まずチェック　保証とアフターサービス　 
ソフトウェア更新　など 


索引／クイックマニュアル 


目的別索引　索引　クイックマニュアル 
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豊富なネットワークサービス 


FOMA は、第三世代移動通信システム（IMT -2 0 0 0 ）の世界標準規格の１つと 


して認定された W-C DMA 方式をベースとしたドコモのサービス名称です。 


F OMA F 8 8 0 iE S の特徴 


楽しいｉモード機能 


多彩なあんしん設定 


• 番号通知お願いサービス※ 2 


→ P 4 9 4 


• ショートメッセージサービス 


（S MS ）※ 2 
→ P 3 8 3 


• 迷惑電話ストップサービス 


（有料）※ 1 
→ P 4 9 2 


• 発信者番号通知※ 2 ※ 3 
→ P 4 8 


ｉモード（有料） 
→ P 2 4 0 


簡単なボタン操作でサイトやインター 
ネットホームページに接続し、情報を閲 
覧できるオンラインサービスです。 


ｉモードメール 
→ P 3 1 3 


ｉモードをご契約の携帯電話はもちろ 
ん、パソコンなどとのメールのやり取り 
ができます。 


ｉモーションメール 
→ P 3 2 4 


F OMA 端末内蔵のカメラで撮影した動 
画や、サイトやインターネットから取り 
込んだｉモーションを、ｉモードメール 
に添付して手軽に送信することができ 
ます。 


ｉモーション 
→ P 4 2 0 


サイトやインターネットから映像や音を 
取得して楽しむことができます。 


個人情報表示制限 
→ P 1 8 4 


メールや電話帳データ、F OMA 端末内 
蔵のカメラで撮影した写真などをディス 
プレイに表示しないように設定すること 
ができます。見られたくないデータがあ 
るときに便利です。 


履歴表示制限 
→ P 1 8 6 


リダイヤルや着信履歴などを表示しない 
ように設定することができます。知られ 
たくない発信・着信情報があるときに便 
利です。 


• 留守番電話サービス（有料）※ 1 


→ P 4 8 3 


• デュアルネットワークサービス 


（有料）※ 1 ※ 3 
→ P 4 9 5 


• 話中着信サービス（キャッチホン） 


（有料）※ 1 
→ P 4 8 6 


• 転送でんわサービス※ 1 
→ P 4 8 8 


※ 1 ：お申し込みが必要となります。 
※ 2 ：お申し込みは不要です。 
※ 3 ：設定の際にネットワーク暗証番号が必要になります。→ P 1 7 1 


迷惑メールなどの受信拒否 
→ P 3 6 4 、P 3 6 8 


知らないアドレスからのメールや不要な勧誘メールなどを受信しないように設定するこ 
とができます。シークレットコード登録やアドレス指定による受信拒否など、さまざま 
な迷惑メールへの対処方法があります。 
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F 8 8 0 iE S ならではの便利な機能 


その他の便利な機能 


ツインカメラ 
→ P 2 2 0 


テレビ電話に便利な外側カメラと内側カ 
メラを搭載。F O M A 端末の右側面の 


（ 
）を押せば、ワンタッチでカメ 
ラが起動します。写真撮影画面からは簡 
単にビデオに切り替えて撮影、保存する 
ことができます。 


オートスピーカーホン → P 7 0 


着信音が約 4 秒間鳴った後自動応答さ 
せれば、F OMA 端末を置いたままでも 
お話しすることができます。 


新着情報 
→ P 2 7 


新しい不在着信・受信 
メール・伝言メモなどが 
あると、待受画面にはそ 
の内容を確認するための 
ボタンが表示されます。 
簡単なボタン操作で、未 
確認の情報を確認することができます。 


簡単メール 
→ P 3 1 3 


画面の表示に従って操作すると、手軽に 
メールを作成できます。写真やビデオの 
添付も簡単。さらに、伝えたいことをそ 
の場で録音し、メールに託して送信する 
こともできます（音声メール）。 


テレビ電話 
→ P 9 0 


テレビ電話に対応した FOMA 端末どう 
しで、画面に映し出される相手の顔を見 
ながら通話できま 
す。スピーカーホ 
ン機能を利用する 
と、FOMA 端末を 
置いたままでもお 
話しすることがで 
きます。 


2 .4 インチ大画面高精細 
T FT 液晶ディスプレイ 


→ P 2 5 


2 4 0 × 3 2 0 ドットの QV GA 液晶画面 
に、細かい画像や文字などを表示します。 


ガイド表示 
→ P 5 5 9 


文字の入力方法がわからなくなったとき 
に 


電話帳 


を押すと、文字入力のガイドを見 
ることができます。 


ワンタッチダイヤル 
→ P 1 4 8 


ディスプレイの下の数字ボタン（ワン 
タッチダイヤルボタン）を押すだけで、登 
録した相手に、簡単に電話をかけたり 
メールを作成したりすることができます。 
登録相手専用の着信音や着信画像を設定 
することも可能。相手とのコミュニケー 
ションがさらに 
楽しくなります。 
登録相手の変更 
もできます。 


音声読み上げ 
→ P 2 0 7 


表示中の操作の説明、受信メールやサイ 
トの内容を読み上げます。 
F OMA 端末を折り畳んでいるときに右 
側面の 
を1 秒以上押せば、日時を声 
でお知らせ。読み上げの声質や速さの変 
更も可能なので聞きやすい読み上げ動作 
を設定することができます。 


光ナビゲーション→ P 6 6 、P 9 4 


電話がかかってくると、ボタンが明るく 
点滅します。音声電話がかかってきたとき 
は 
、テレビ電話がかかってきたときは 


と 
が点滅するので、どのボタン 
を押せば電話に出ら 
れるのかが一目でわ 
かります。周りが暗 
いときなどに役立つ 
機能です。 
音声認識 
→ P 2 0 1 、P 2 0 6 


名前や単語を音 
声登録して、電話 
帳や各機能を簡 
単に呼び出すこ 
とができます。 
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
安全上のご注意（必ずお守りください） 


● ご使用の前に、この「安全上のご注意」をよくお読みの上、正しくお使いく 
ださい。また、お読みになった後は、大切に保管してください。 
● ここに示した注意事項は、お使いになる人や、他の人への危害、財産への損 
害を未然に防ぐための内容を記載していますので、必ずお守りください。 


■ 次の表示の区分は、表示内容を守らず、誤った使用をした場合 
に生じる危害や損害の程度を説明しています。 


指示に基づく行為の強制（必ず実行していただくこと）を示します。 


電源プラグをコンセントから抜いていただくことを示す記号です。 


■「安全上のご注意」は下記の 6 項目に分けて説明しています。 


FOMA 端末、電池パック、アダプタ、FOMA カードの取扱いについて（共通）...... 7 


FOMA 端末の取扱いについて ........................................................................................8 


電池パックの取扱いについて ....................................................................................... 1 0 


オプション品（AC アダプタ、DC アダプタ、卓上ホルダ）の取扱いについて ........... 1 1 


FOMA カードの取扱いについて.................................................................................. 1 3 


医用電気機器近くでの取扱いについて ....................................................................... 1 4 


この表示は、取扱いを誤った場合、「死亡または重傷を負う 
危険が切迫して生じることが想定される」内容です。 


この表示は、取扱いを誤った場合、「死亡または重傷を負う 
可能性が想定される」内容です。 


この表示は、取扱いを誤った場合、 
「傷害を負う可能性が想定さ 
れる場合および物的損害のみの発生が想定される」内容です。 


危険 


警告 


注意 


■ 次の絵表示の区分は、お守りいただく内容を説明しています。 


禁止（してはいけないこと）を示します。 


分解してはいけないことを示す記号です。 


水がかかる場所で使用したり、水に濡らしたりしてはいけないこと 
を示す記号です。 


濡れた手で扱ってはいけないことを示す記号です。 
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次 
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
FOMA 端末、電池パック、アダプタ、FOMA カードの取扱いについて（共通） 


○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
警告 


FOMA 端末に使用する電池パックおよびアダプタは、ドコモグ 
ループ各社が指定したものを使用してください。 


指定品以外のものを使用した場合は、FOMA 端末および電池パックやその他 
機器を漏液、発熱、破裂、発火、故障させる原因となります。 
電池パック　F0 6 
卓上ホルダ　F0 6 
A C アダプタ　F0 3 
DC アダプタ　F0 1 
その他互換性のある商品についてはドコモショップなど窓口までお問い合わせください。 


○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
危険 


ガソリンスタンドなど、引 
火、爆発の恐れがある場所で 
は、使用しないでください。 


プロパンガス、ガソリンなど引火性 
ガスや粉塵が発生する場所で使用す 
ると、爆発や火災の原因となります。 


強い衝撃を与えたり、投げ 
つけたりしないでください。 


電池パックの漏液、発熱、破裂、発 
火や機器の故障、火災の原因となり 
ます。 


電子レンジなどの加熱調理 
機器や高圧容器に、電池 
パック、FOMA 端末やアダ 
プタを入れないでください。 


電池パックを漏液、発熱、破裂、発 
火させたり、FOMA 端末、アダプタ 
の発熱、発煙、発火や回路部品を破 
壊させる原因となります。 


○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
注意 


湿気やほこりの多い場所や 
高温になる場所には、保管 
しないでください。 


故障の原因となります。 


ぐらついた台の上や傾いた 
場所など、不安定な場所に 
は置かないでください。 


落下して、けがや故障の原因となり 
ます。 


直射日光の強い場所や炎天下 
の車内などの高温の場所で使 
用、放置しないでください。 


電池パックを漏液、発熱、破裂、発火 
させたり、機器の変形、故障の原因と 
なります。 
また、ケースの一部が熱くなり、や 
けどの原因となります。 


乳幼児の手の届かない場所 
に保管してください。 


誤って飲み込んだり、けがなどの原 
因となります。 


子供が使用する場合は、保 
護者が取扱いの内容を教え 
てください。また、使用中に 
おいても、指示どおりに使 
用しているかをご注意くだ 
さい。 


けがなどの原因となります。 
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目 
次 
／ 
注 
意 
事 
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高精度な制御や微弱な信号 
を取扱う電子機器の近くで 
は、F O M A 端末の電源を 
切ってください。 


電子機器が誤動作するなどの影響を 
与える場合があります。 
※ ご注意いただきたい電子機器の例 
補聴器、植込み型心臓ペースメーカ 
および植込み型除細動器、その他医 
用電気機器、火災報知器、自動ドア、 
その他の自動制御機器など。 
植込み型心臓ペースメーカおよび植 
込み型除細動器、その他の医用電気 
機器をご使用される方は、当該の各 
医用電気機器メーカもしくは販売業 
者に電波による影響についてご確認 
ください。 


自動車などを運転中に使用 
しないでください。 


安全走行を損ない、事故の原因とな 
ります。車を安全なところに停車さ 
せてからご使用になるか、ドライブ 
モードをご利用ください。道路交通 
法の改正により、2 0 0 4 年1 1 月1 
日から運転中の携帯電話の使用は、 
罰則の対象となります。 


分解、改造しないでください。 


火災、けが、感電などの事故または 
故障の原因となります。 


航空機内や病院など、使用 
を 禁 止 さ れ た 区 域 で は 、 
FOMA 端末の電源を切って 
ください。 


電子機器や医用電気機器に影響を与 
える場合があります。 
自動的に電源が入る機能を設定して 
いる場合は、設定を解除してから電 
源を切ってください。 
医療機関内における使用については 
各医療機関の指示に従ってください。 
また、航空機内での使用など禁止行 
為をした場合は法令により罰せられ 
ることがあります。 


スピーカーホン機能を動作 
させて通話する際は、必ず 
FOMA 端末を耳から離して 
ください。 


難聴になる可能性があります。 


医用電気機器などを装着し 
ている場合は、胸ポケット 
や内ポケットなどへの装着 
はおやめください。 


FOMA端末を医用電気機器などの近 
くで使用すると、医用電気機器など 
の故障の原因となる恐れがあります。 


心臓の弱い方は、着信バイ 
ブレータ（振動）や着信音量 
の設定に注意してください。 


心臓に影響を与える可能性があり 
ます。 


火のそばやストーブのそば 
など、高温の場所での使用、 
放置はしないでください。 


発熱、発火などの事故または故障の 
原因となります。 


○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
FOMA 端末の取扱いについて 


○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
警告 
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
FOMA 端末の取扱いについて（つづき） 


○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
注意 


お客様の体質や体調によって 
は、かゆみ、かぶれ、湿疹な 
どが生じることがあります。 
異状が生じた場合は、直ちに 
使用をやめ、医師の診断を受 
けてください。 


下記の箇所に金属を使用しています。 


内蔵のカメラのレンズに太 
陽光などの強い光が進入す 
る状態で長時間放置しない 
でください。 


レンズの集光作用により、火災が発 
生する原因となります。 


FOMA カード挿入口に水な 
どの液体や金属片、燃えや 
すいものなどの異物を入れ 
ないでください。 


火災、故障、感電の原因となります。 


磁気カードなどをFOMA 端 
末に近づけたり、挟んだり 
しないでください。 


キャッシュカード、クレジットカー 
ド、テレホンカード、フロッピー 
ディスクなどの磁気データが消えて 
しまうことがあります。 


屋外で使用中に、雷が鳴り 
だしたら、すぐに電源を 
切って安全な場所に移動し 
てください。 


落雷、感電の原因となります。 


FOMA 端末を濡らさないで 
ください。 


水やペットの尿などの液体が入ると、 
発熱、故障、感電、けがなどの原因と 
なります。使用場所、取扱いにご注意 
ください。 


ストラップなどを持って 
F OMA 端末を振り回さない 
でください。 


本人や他の人などに当たり、けがな 
どの事故や故障および破損の原因と 
なります。 


誤ってディスプレイ部を破 
損し、液晶が漏れた場合に 
は、液体を口にしたり、吸い 
込んだり、皮膚につけたり 
しないでください。 
液晶が目や口に入った場合 
は、すぐにきれいな水で洗 
い流し、直ちに医師の診断 
を受けてください。 
また、皮膚や衣類に付着し 
た場合は、すぐにアルコー 
ルなどで拭き取り、石鹸で 
水洗いしてください。 


失明や皮膚に傷害をおこす原因とな 
ります。 


※ ：樹脂コートされていますが、これがはが 
れると肌に触れる可能性があります。 


誤ってディスプレイ部、カ 
メラのレンズ部を破損した 
ときは、割れたガラスなど 
にご注意ください。 


けがの原因となります。 
ディスプレイ部、カメラのレンズ部 
の表面は、ガラス板上にプラスチッ 
クパネルを取り付け、ガラスが飛散 
しにくい構造になっていますが、万 
が一、切断面などに触れますとけが 
をすることがあります。 


自動車内で使用した場合、 
車種によっては、まれに車 
載電子機器に影響を与える 
ことがあります。 


安全走行を損なう恐れがあります 
ので、その場合は使用しないでくだ 
さい。 


材　質 


クロムメッキ 


マグネシウム 
合金 


使用箇所 


外部カメラ部の周囲 


ディスプレイ表示側フロン 
トケース※ 
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
電池パックの取扱いについて 


○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
危険 


表　示 


Li-ion 


電池の種類 


リチウムイオン電池 


端子に針金などの金属類を 
接触させないでください。 
また、金属製ネックレスな 
どと一緒に持ち運んだり、 
保管しないでください。 


電池パックを漏液、発熱、破裂、発 
火させる原因となります。 


分解、改造しないでくださ 
い。また、直接はんだ付けし 
ないでください。 


電池パックを漏液、発熱、破裂、発 
火させる原因となります。 


火のそばやストーブのそば 
など、高温の場所での使用、 
放置はしないでください。 


電池パックを漏液、発熱、破裂、発 
火させる原因となります。 


電池パックを濡らさないで 
ください。 


水やペットの尿などの液体が入ると、 
発熱、故障、感電、けがなどの原因と 
なります。使用場所、取扱いにご注意 
ください。 


電池パック内部の液体が目 
のなかに入ったときは、こ 
すらず、すぐにきれいな水 
で洗った後、直ちに医師の 
診断を受けてください。 


失明の原因となります。 


電池パックを F O M A 端末 
に接続するときに、うまく 
接続できない場合は、無理 
に接続しないでください。 
また、電池パックの向きを 
確かめてから接続してくだ 
さい。 


電池パックを漏液、発熱、破裂、発 
火させる原因となります。 


■ 電池パックのラベルに記載されている表示により、電池の種類 
をご確認ください。 


釘を刺したり、ハンマーで 
叩いたり、踏みつけたりし 
ないでください。 


電池パックを漏液、発熱、破裂、発 
火させる原因となります。 
火の中に投下しないでくだ 
さい。 


電池パックを漏液、発熱、破裂、発 
火させる原因となります。 
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次 
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
注意 


一般のゴミと一緒に捨てな 
いでください。 


発火、環境破壊の原因となります。 
不要となった電池パックは、端子に 
テープなどを貼り、絶縁してからド 
コモショップなど窓口にお持ちいた 
だくか、回収を行っている市町村の 
指示に従ってください。 


○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
警告 


○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
電池パックの取扱いについて（つづき） 


電池パックの使用中、充電 
中、保管時に、異臭、発熱、 
変色、変形など、いままでと 
異なるときは、FOMA 端末 
から取り外し、使用しない 
でください。 


そのまま使用すると電池パックを漏 
液、発熱、破裂、発火させる原因と 
なります。 


所定の充電時間を超えても 
充電が完了しない場合は、 
充電をやめてください。 


電池パックを漏液、発熱、破裂、発 
火させる原因となります。 


電池パックが漏液したり、異 
臭がするときは、直ちに使用 
をやめて火気から遠ざけてく 
ださい。 


漏液した液体に引火し、発火、破裂 
の原因となります。 


電池パック内部の液体が皮 
膚や衣服に付着した場合は、 
直ちに使用をやめてきれい 
な水で洗い流してください。 


皮膚に傷害をおこす原因となります。 


直射日光の強い場所や炎天 
下の車内などの高温の場所 
で使用、放置しないでくだ 
さい。 


漏液、発熱、性能、寿命を低下させ 
る原因となります。 


○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
オプション品（A C アダプタ、DC アダプタ、卓上ホルダ）の取扱いについて 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
警告 


DCアダプタはマイナスアー 
ス車専用です。プラスアー 
ス車には絶対に使用しない 
でください。 


火災の原因となります。 


濡れた手でアダプタのコー 
ド、コンセントに触れない 
でください。 


感電の原因となります。 
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
オプション品（A C アダプタ、DC アダプタ、卓上ホルダ）の取扱いについて（つづき） 


指定の電源、電圧で使用し 
てください。 


誤った電圧で使用すると火災や故障 
の原因となります。また、海外での 
使用は故障などの原因となります。 
A C アダプタ： 
A C 1 0 0 V （国内の家庭用交流 
1 0 0 V コンセントのみに接続す 
ること） 
DC アダプタ： 
DC 1 2 V ・2 4 V （マイナスアー 
ス車専用） 


コンセントやシガーライタ 
ソケットにつながれた状態 
で充電端子をショートさせ 
ないでください。 
また、充電端子に手や指な 
ど、身体の一部を触れさせ 
ないでください。 


火災、故障、感電、傷害の原因となり 
ます。 


D C アダプタのヒューズが 
万が一切れた場合は、必ず 
指定のヒューズを使用して 
ください。 


誤ったヒューズを使用すると、火 
災、故障の原因となります。指定 
ヒューズに関しては、個別の取扱説 
明書でご確認ください。 


A C アダプタをコンセント 
に差し込むときは、金属性 
ストラップなどの金属類を 
触れさせないように注意し、 
確実に差し込んでください。 
感電、ショート、火災の原因となり 
ます。 


長時間使用しない場合は、 
電源プラグをコンセントや 
シガーライタソケットから 
抜いてください。 
感電、火災、故障の原因となります。 


○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
警告 


プラグについたほこりは、 
拭き取ってください。 


火災の原因となります。 


A C アダプタや卓上ホルダ 
は、風呂場などの湿気の多い 
場所では、絶対に使用しない 
でください。 


感電の原因となります。 


万が一、水などの液体が 
入った場合は、直ちにコン 
セントやシガーライタソ 
ケットからプラグを抜いて 
ください。 


感電、発煙、火災の原因となります。 


アダプタを濡らさないでく 
ださい。 


水やペットの尿などの液体が入ると、 
発熱、故障、感電、けがなどの原因と 
なります。使用場所、取扱いにご注意 
ください。 


アダプタのコードが傷んだ 
ら使用しないでください。 


感電、発熱、火災の原因となります。 


充電中は、卓上ホルダを安定 
した場所に置いてください。 
また、卓上ホルダを布や布 
団でおおったり、包んだり 
しないでください。 


F OMA 端末が外れたり、熱がこも 
り、火災、故障の原因となります。 


分解、改造しないでください。 


火災、けが、感電などの事故または 
故障の原因となります。 
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注 
意 
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
オプション品（AC アダプタ、DC アダプタ、卓上ホルダ）の取扱いについて（つづき） 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
注意 


アダプタをコンセントやシ 
ガーライタソケットから抜 
く場合は、アダプタのコー 
ドを引っ張らず、プラグを 
持って抜いてください。 


コードを引っ張るとコードが傷つ 
き、感電、火災の原因となります。 


濡れた電池パックを充電し 
ないでください。 


電池パックを発熱、発火、破裂させ 
る原因となります。 


アダプタのコードの上に重 
いものを載せたりしないで 
ください。 


感電、火災の原因となります。 


お手入れの際は、コンセント 
やシガーライタソケットから 
抜いて、行ってください。 


感電の原因となります。 


○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
FOMA カードの取扱いについて 


電子レンジなどの加熱調理器や高圧容器にFOMA カードを入れ 
ないでください。 


溶損、発熱、発煙、データの消失、故障の原因となります。 


○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
警告 


○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
注意 


F OMA カードを曲げたり、 
重いものを載せたりしない 
でください。 


故障の原因となります。 


FOMA カードを落としたり、 
衝撃を与えたりしないでくだ 
さい。 


故障の原因となります。 


FOMA カードを使用する機 
器は、当社が指定したもの 
を使用してください。 


指定品以外のものを使用した場合 
は、データの消失や故障の原因とな 
ります。指定品については、ドコモ 
ショップなど窓口までお問い合わせ 
ください。 


FOMA カードを分解、改造 
しないでください。 


データの消失、故障の原因となり 
ます。 


FOMA カード（IC 部分）を取 
り外す際にご注意ください。 


手や指を傷つける可能性があります。 
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植込み型心臓ペースメーカ 
および植込み型除細動器を 
装着されている場合は、装着 
部からFOMA 端末は2 2 cm 
以上離して携行および使用し 
てください。 


電波により植込み型心臓ペースメー 
カおよび植込み型除細動器の作動に 
影響を与える場合があります。 


満員電車の中など混雑した場 
所では、付近に植込み型心臓 
ペースメーカおよび植込み型 
除細動器を装着している方が 
いる可能性がありますので、 
FOMA 端末の電源を切るよ 
うにしてください。 


電波により植込み型心臓ペースメー 
カおよび植込み型除細動器の作動に 
影響を与える場合があります。 


○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
FOMA カードの取扱いについて（つづき） 


○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
注意 


F O M A カードを濡らさな 
いでください。 


水やペットの尿などの液体が付着す 
ると故障の原因となります。 


ICを傷つけないでください。 


故障の原因となります。 


IC を 不 用 意 に 触 れ た り 、 
ショートさせたりしないで 
ください。 


データの消失、故障の原因となり 
ます。 


FOMA カード保管の際には、 
直射日光が当たる場所や高温 
多湿な場所には置かないでく 
ださい。 


故障の原因となります。 


FOMA カードはほこりの多 
い場所には保管しないでくだ 
さい。 


故障の原因となります。 


FOMA カードを火の中に入 
れたり、加熱したりしない 
でください。 


溶損、発熱、発煙、データの消失、故 
障の原因となります。 


FOMA カードを火のそばや 
ストーブのそばなど、高温の 
場所で使用、放置しないでく 
ださい。 


溶損、発熱、発煙、データの消失、故 
障の原因となります。 


FOMA カードは、乳幼児の 
手の届かない場所に保管し 
てください。 


誤って飲み込んだり、けがなどの原 
因となります。 


○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
医用電気機器近くでの取扱いについて 


■ 本記載の内容は「医用電気機器への電波の影響を防止するため 
の携帯電話端末などの使用に関する指針」（電波環境協議会 
〔旧不要電波問題対策協議会〕）に準ずる。 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
警告 
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
医用電気機器近くでの取扱いについて（つづき） 


○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
警告 


医療機関の屋内では次のことを守って使用してください。 


・手術室、集中治療室（IC U）、冠状動脈疾患監視病室（C C U）には FOMA 
端末を持ち込まないでください。 
・病棟内では、FOMA 端末の電源を切ってください。 
・ロビーなどであっても付近に医用電気機器がある場合は、FOMA 端末の電 
源を切ってください。 
・医療機関が個々に使用禁止、持ち込み禁止などの場所を定めている場合は、 
その医療機関の指示に従ってください。 
・自動的に電源が入る機能が搭載されている場合は、設定を解除してから、 
電源を切ってください。 


自宅療養など医療機関の外で、植込み型心臓ペースメーカおよび 
植込み型除細動器以外の医用電気機器を使用される場合には、電 
波による影響について個別に医用電気機器メーカなどにご確認く 
ださい。 


電波により医用電気機器の作動に影響を与える場合があります。 
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
取扱上の注意について 


■ 共通のお願い 
● 水をかけないでください。 
・FOMA 端末、電池パック、アダプタは防水仕様にはなっておりません。 
風呂場など、湿気の多い場所でのご使用や、雨などがかかることはおや 
めください。また身につけている場合、汗による湿気により内部が腐食 
し故障の原因となります。 
調査の結果、これらの水濡れによる故障と判明した場合、保証対象外と 
なり修理できない場合がありますので、あらかじめご了承願います。な 
お、保証対象外ですので修理を実施できる場合でも有償修理となります。 
・F OMA 端末が濡れたり湿気を帯びてしまった場合は、すぐに電源を 
切って電池パックを外し、お早めに故障取扱窓口へご来店ください。た 
だし、FOMA 端末の状態によって修理できないことがあります。 
● お手入れは乾いた柔らかい布で行ってください。 
・FOMA 端末のディスプレイは、カラー液晶画面を見やすくするため、特 
殊コーティングを施してある場合があります。お手入れの際に、乾いた 
布などで強く擦ると、ディスプレイに傷がつく場合があります。お取扱 
いには十分ご注意いただき、お手入れは乾いた柔らかい布(めがね拭き 
など)で行ってください。また、ディスプレイに水滴や汚れなどが付着 
したまま放置すると、シミになったり、コーティングがはがれることが 
あります。 
・アルコール、シンナー、ベンジン、洗剤などで拭くと、印刷が消えたり、 
色があせたりすることがあります。 
● 端子は時々乾いた綿棒で清掃してください。 
・端子が汚れていると接触が悪くなり、電源が切れることなどがありま 
す。また、充電不十分の原因となりますので、汚れたときは、端子を乾 
いた布、綿棒などで拭いてください。 
● エアコンの吹き出し口の近くに置かないでください。 
・急激な湿度の変化により結露し、内部が腐食し故障の原因となります。 
● FOMA 端末に無理な力がかかるような場所に置かないでください。 
・多くの物がつまった荷物の中に入れたり、衣類のポケットに入れて座る 
と、液晶画面、内部基板などの破損、故障の原因となり、保証の対象外 
となります。 
● 電池パックやアダプタに添付されている個別の取扱説明書をよくお読みく 
ださい。 
■ FOMA 端末についてのお願い 
● 使用中、充電中、FOMA 端末が温かくなることがありますが、異常では 
ありませんのでそのままご使用ください。 
● 極端な高温、低温は避けてください。 
・温度は 5 ℃～ 3 5 ℃、湿度は 4 5 % ～ 8 5 % の範囲でご使用ください。 
● 一般の電話機やテレビ・ラジオなどをお使いになっている近くで使用する 
と、影響を与える場合がありますので、なるべく離れた場所でご使用くだ 
さい。 
● お客様ご自身でFOMA 端末に登録された情報内容は、別にメモを取るな 
どして保管してくださるようお願いします。 
・万が一、登録された情報内容が消失してしまうことがあっても、当社と 
しては責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。 
● ズボンやスカートの後ろポケットにFOMA端末を入れたまま、椅子などに座 
らないでください。また、鞄の底など無理な力がかかるような場所には入れ 
ないでください。 
・故障、破損の原因となります。 
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● ストラップなどを挟んだまま、FOMA 端末を折り畳まないでください。 
・故障、破損の原因となります。 


■ 電池パックについてのお願い 
● 電池パックは消耗品です。 
・十分に充電しても使用状態などによって異なりますが、使用時間が極端 
に短くなったときは電池パックの交換時期です。指定の新しい電池パッ 
クをお買い求めください。 
● 充電は、適正な周囲温度（5 ℃～ 3 5 ℃）の場所で行ってください。 
● 初めてお使いのときや、長時間ご使用にならなかったときは、ご使用前に 
必ず充電してください。 
● 電池パックの使用時間は、使用環境や電池パックの劣化度により異なります。 
● 不要になった電池パックは、一般のゴミと一緒に捨てないでください。 
・不要になった電池パックは、端子にテープなどを貼り付け絶縁してか 
ら、ドコモショップなど窓口へお持ちいただくか、電池を分別している 
市町村では、その規則に従って処理してください。 


■ アダプタについてのお願い 
● 抜け防止機構のあるコンセントをご使用の場合、そのコンセントの取扱説 
明書に従ってください。 
● 次のような場所では、充電しないでください。 
・周囲の温度が 5 ℃以下、または 3 5 ℃以上になるところ 
・湿気、ほこり、振動の多い場所 
・一般の電話機やテレビ、ラジオなどの近く 
● 充電中、アダプタが温かくなることがありますが、異常ではありませんの 
でそのままご使用ください。 
● DC アダプタを使用して充電する場合は、車のエンジンを切ったまま使用 
しないでください。 
・車のバッテリーを消耗させる原因となります。 


■ FOMA カードについてのお願い 
● 極端な高温・低温は避けてください。 
● IC 部分の取り外しには、必要以上に力を入れないようにしてください。 
● ご使用になる端末への挿入には必要以上の負荷をかけないようにしてくだ 
さい。 
● 使用中、FOMA カードが温かくなることがありますが、異常ではありま 
せんのでそのままご使用ください。 
● 他のIC カードリーダライタなどにFOMA カードを挿入して使用した結果 
として故障した場合は、お客様の責任となりますので、ご注意ください。 
● IC 部分はいつもきれいな状態でご使用ください。 
● お手入れは、乾いた柔らかい布などで拭いてください。 
● お客様ご自身で、FOMA カードに登録された情報内容は、別にメモを取 
るなどして保管してくださるようお願いします。 
・万が一、登録された情報内容が消失してしまうことがあっても、当社と 
しては責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。 
● 環境保全のため、不要になったFOMA カードはドコモショップなど窓口に 
お持ちください。 


お客様がFOMA 端末を利用して公衆に著しく迷惑をかける不良行為などを行 
う場合、法律、条例（迷惑防止条例など）に従い処罰されることがあります。 


カメラ付き携帯電話を利用して撮影や画像送信を行う際は、プライバシーなどにご配慮 
ください。 
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知的財産権について 


商標について 


本書に記載されている会社名、商品名は、各社の商標または登録商標です。 


●「FOMA ／フォーマ」「mova ／ムーバ」「ｉモーション／アイモーション」「ｉモー 


ド」「ｉアプリ／アイアプリ」「ｉメロディ／アイメロディ」「mopera ／モペラ」 


「WOR LD C ALL」「ドライブモード」「ｉモーションメール／アイモーションメー 


ル」 
「マルチアクセス」 
「ｉショット／アイショット」 
「ｉエリア／アイエリア」 
「デュ 


アルネットワーク」「Firs tP as s ／ファーストパス」「ｉアプリサーチ／アイアプリ 


サーチ」「M-s tag e V ライブ」「mus ea ／ミュゼア」「クイックキャスト」および 


「FOMA」「ｉ -mode」ロゴはＮＴＴドコモの商標または登録商標です。 


● Windows は、米国Mic ros oft C orporationの米国およびその他の国における登 


録商標です。 


（Windows の正式名称は、Mic ros oft ® Windows ® operating s ys tem です。） 


● J ava およびすべてのJ ava 関連の商標およびロゴは、米国およびその他の国にお 


ける米国 S un Mic ros ys tems ,Inc . の商標または登録商標です。 


●「キャッチホン」は日本電信電話株式会社の登録商標です。 


● NetFront ®および 
は、株式会社A C C E S S の日本ならびにその他の国 


における商標または登録商標です。 


● その他本文中に記載されている会社名および商品名は、各社の商標または登録商 


標です。 


著作権・肖像権について 


お客様が本製品を利用して撮影またはインターネット上のホームページからのダウ 


ンロードなどにより取得した文章、画像、音楽、ソフトウェアなど第三者が著作権 


を有するコンテンツは、私的使用目的の複製や引用など著作権法上認められた場合 


を除き、著作権者に無断で複製、改変、公衆送信などすることはできません。 


実演や興行、展示物などには、私的使用目的であっても撮影または録音を制限し 


ている場合がありますのでご注意ください。 


また、お客様が本製品を利用して本人の同意なしに他人の肖像を撮影したり、撮 


影した他人の肖像を本人の同意なしにインターネット上のホームページに掲載す 


るなどして不特定多数に公開することは、肖像権を侵害する恐れがありますので 


お控えください。 
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その他 


● 本製品のソフトウェアの一部に、Independent J P E G Groupが開発したモ 


ジュールが含まれています。 


● 本製品はインターネット機能としてNetFront ® v3 .0 for FOMAを搭載して 


います。 


NetFront ® v3 .0 は株式会社 A C C E S S の製品です。 


C opyrig ht © 1 9 9 6 -2 0 0 4 A C C E S S C O., LT D. 


● 本製品は、MP E G-4 V is ual P atent P ortfolio Lic ens e に基づきライセンスさ 


れており、お客様が個人的かつ非営利目的において以下に記載する場合において 


のみ使用することが認められています。 


● M P E G -4 V is ua l の規格に準拠する動画やｉモーション( 以下、M P E G -4 


V ideo)を記録する場合 


● 個人的かつ非営利的活動に従事する消費者によって記録されたMP E G-4 V ideo 


を再生する場合 


● MP E G-LA よりライセンスをうけた提供者により提供されたMP E G-4 V ideo 


を再生する場合 


● 下記一件または複数の米国特許またはそれに対応する他国の特許権に基づき、 


QUA LC OMM 社よりライセンスされています。 


L ic ens ed by QUA L C OMM Inc orporated under one or more of the 


following United S tates P atents and/or their c ounterparts in other 


nations ; 


4 ,9 0 1 ,3 0 7 
5 ,6 0 0 ,7 5 4 
5 ,2 6 7 ,2 6 1 
5 ,5 0 6 ,8 6 5 
5 ,7 1 0 ,7 8 4 


5 ,5 0 4 ,7 7 3 
5 ,4 1 6 ,7 9 7 
5 ,5 6 8 ,4 8 3 
5 ,2 2 8 ,0 5 4 
5 ,7 7 8 ,3 3 8 


5 ,1 0 9 ,3 9 0 
5 ,4 9 0 ,1 6 5 
5 ,4 1 4 ,7 9 6 
5 ,5 4 4 ,1 9 6 


5 ,5 3 5 ,2 3 9 
5 ,1 0 1 ,5 0 1 
5 ,6 5 9 ,5 6 9 
5 ,3 3 7 ,3 3 8 


5 ,2 6 7 ,2 6 2 
5 ,5 1 1 ,0 7 3 
5 ,0 5 6 ,1 0 9 
5 ,6 5 7 ,4 2 0 


本書では各 OS （日本語版）を次のように略して表記しています。 


● Windows X P は、Mic ros oft ® Windows ® X P P rofes s ional operating s ys tem 


またはMic ros oft ® Windows ® X P Home E dition operating s ys temの略です。 


● Windows 2 0 0 0 P rofes s ionalは、Mic ros oft ® Windows ® 2 0 0 0 P rofes s ional 


operating s ys tem の略です。 


● Windows Meは、Micros oft® Windows ® Millennium Edition operating s ys tem 


の略です。 


● Windows 9 8 は、Mic ros oft ® Windows ® 9 8 operating s ys tem の略です。 


● Windows 9 8 S E は、Mic ros oft ® Windows ® 9 8 operating s ys tem S E C OND 


E DIT ION の略です。 


● Windows X P 、2 0 0 0 P rofes s ional、Me、9 8 S E、9 8 のように併記する場合が 


あります。 


● Windows 9 8 と Windows 9 8 S E をまとめて Windows 9 8 と表記しています。 
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本体付属品および主なオプション品 
について 


FOMA F8 8 0 iE S 


（保証書・リアカバー F 0 6 含む） 


FOMA F8 8 0 iE S 用 


C D-R OM 


■ 本体付属品 


かんたん操作ガイド 


FOMA F8 8 0 iE S 
かんたん操作ガイド 
FOMA F8 8 0 iE S 
取扱説明書（本書） 


※ P 6 4 6 にクイック 
マニュアルを記載 
しております。 


その他オプション品について→ P 6 0 3 


■ 主なオプション品 


FOMA A C アダプタ 0 1 
または A C アダプタ F0 3 


（保証書、取扱説明書付き） 


卓上ホルダ F0 6 


（取扱説明書付き） 
電池パック F0 6 


（取扱説明書付き） 
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ご使用前の確認 


各部の名称と機能 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2 2 


ディスプレイの見かた 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2 5 


メニュー操作のしかた 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2 9 


FOMA カードを使います ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3 2 


FOMA 端末の保存・登録・保護件数 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3 6 


電池パックの取り付けかた／取り外しかた 
・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3 7 


携帯電話を充電します 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3 9 


電池残量の確認のしかた＜電池残量＞ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4 3 


電源を入れます／切ります＜電源 ON ／ OFF ＞ ・・・・・・・・・・・・・・・ 4 5 


日付・時刻を合わせます＜日付時刻設定＞ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4 6 


相手に自分の電話番号を通知します＜発信者番号通知＞ 
・・・・・・・・・・・ 4 8 


自分の電話番号を確認します＜個人情報表示＞ 
・・・・・・・・・・・・・・・ 5 0 
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ご 
使 
用 
前 
の 
確 
認 


各 
部 
の 
名 
称 
と 
機 
能 


1 受話口※ 


相手の声がここから聞こえます。 


2 内側カメラ 


ここから撮影した画像がディスプレイに表 
示されます。→ P 2 2 0 


3 ディスプレイ→ P 2 5 


4 
ワンタッチダイヤル 
ボタン 1 ／ 2 ／ 3 


ワンタッチダイヤルの登録や発信などに使 
います。→ P 1 3 8 、P 1 4 8 


各部の名称と機能 


サイズ（mm）：高さ 1 0 3 × 幅 5 1 × 厚さ 2 3 
※ 高さ、厚さは折り畳み時 
質量（g ） 
：約 1 2 0 
※ 電池パック装着時　 


2 


3 


5 


6 
7 


8 


9 


! 


" 


~ 


) 


$ 


% 


& 


( 


# 


4 


1 


- 


+ 
, 


5 スピーカー※ 


着信音などがここから聞こえます。また、ス 
ピーカーホン機能使用時は、相手の声がここ 
から聞こえます。→ P 5 5 、P 7 0 、P 9 2 


6 


メニュー 


メニューボタン 


メニューの表示、ガイド行の左に表示され 
る操作の実行、機能の音声呼び出しなどに 
使います。 


7 C 戻るボタン 


文字入力時の入力内容の消去、1 つ前の画 
面に戻る、新着情報表示の消去などに使用 
します。 


/ 


: 


. 


> 


= 


? 


; 


< 
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ご 
使 
用 
前 
の 
確 
認 


8 
開始／スピーカーホン／ 
文字ボタン 


音声電話をかける／受ける、スピーカーホ 
ン機能での音声電話発信や通話切り替え、 
留守番電話の伝言メッセージ再生、文字入 
力時の入力モード切り替えなどに使います。 
9 ダイヤルボタン 


電話番号や文字の入力、メニュー項目の実 
行などに使います。 
! * 
／ドライブモードボタン 


「 
」の入力、ドライブモードの設定／解除 
などに使います。→ P 7 9 
" 
テレビ電話開始 


テレビ電話をかける／受ける、スピーカー 
ホン機能でのテレビ電話発信、文字入力時 
の大文字／小文字切り替えなどに使います。 
# 送話口／マイク 


自分の声を伝えます。 
• 通話中やビデオ撮影中などに送話口／マ 
イクをふさぐと、相手にお客様の声が聞 
こえにくくなったり、音声などが録音さ 
れない場合があります。 
$ 
マルチカーソルボタン 


決定ボタン 


選択した操作の実行、ｉモードメニューの 
表示などに使います。 


U メール／↑ ボタン 


メールメニューの表示、新規メール作成、 
カーソルの上方向への移動、音量の調節な 
どに使います。 


D 伝言メモ／↓ ボタン 


伝言メモの再生／削除、伝言メモの設定／ 
解除、カーソルの下方向への移動、音量の 
調節などに使います。 


L 着信履歴／ 
←（前へ）ボタン 


着信履歴の表示、画面の切り替え、カーソ 
ルの左方向への移動などに使います。 


R リダイヤル／ 
→（次へ）ボタン 


リダイヤルの表示、画面の切り替え、カー 
ソルの右方向への移動などに使います。 
% 


電話帳 電話帳ボタン 


電話帳メニューの表示、ガイド行の右に表 
示される操作の実行、電話帳の音声呼び出 
しなどに使います。 


& 
電源／終了／応答保留ボタン 


電源を入れる／切る、通話の終了、操作中 
の機能の終了、応答保留、シークレット 
モードの解除などに使います。 
( # ＃／マナーモード／ 
改行ボタン 


「＃」の入力、マナーモードの設定／解除、 
文字入力時の改行などに使います。→ P 1 6 0 
) 外部接続端子 


各種オプション類などを接続します。 
~ 充電端子 
+ 外側カメラ 


ここから撮影した画像がディスプレイに表 
示されます。→ P 2 2 0 
, 着信ランプ／充電ランプ 


電話の着信時やメールの受信時、カメラの 
起動中や充電中などに点灯／点滅します。 
- 背面ディスプレイ→ P 2 5 


電話の着信時やメールの受信時、アラーム 
設定時刻になったときなどに情報を表示し 
ます。 
. ストラップ取付口 


ここにストラップを取り付けます。 
/ アンテナ部分 


• 通話中や通信中はアンテナ部分を指で覆 
わないようにしてください。 
: スピーカー※ 


着信音などがここから聞こえます。また、ス 
ピーカーホン機能使用時は、相手の声がここ 
から聞こえます。→ P 5 5 、P 7 0 、P 9 2 
; 
（音量 大）音量ボタン大 
→ P 2 4 


< 
（音量 小）音量ボタン小 
→ P 2 4 


= イヤホンマイク端子 


スイッチ付イヤホンマイク（別売）を接続 
します。→ P 4 7 5 
> ( 音声読み上げボタン→ P 2 4 


日時や機能説明などの読み上げの開始や停 
止に使います。 
? )（ 
）カメラ切替ボタン 
→ P 2 4 


写真撮影画面の起動、外側カメラと内側カ 
メラの切り替えに使います。 


※ ：読み上げの音声はここから聞こえます。 
→ P 2 1 0 


各 
部 
の 
名 
称 
と 
機 
能 


● アンテナは本体に内蔵されています。 
● 操作の説明では各ボタンをイラストで表しています。→ P 2 2 、P 2 3 


お知らせ 
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ご 
使 
用 
前 
の 
確 
認 


サイドボタンでできる主な操作 


FOMA 端末の左右側面には音量ボタン（ 
（音量 大・小））、(、)（ 
） 


の 3 種類のボタンがあります。本書ではこれらのボタンをまとめて「サイドボ 


タン」と表記しています。 


FOMA 端末ではサイドボタンを押していろいろな操作ができますが、主な操作 


は次のとおりです。 


各 
部 
の 
名 
称 
と 
機 
能 


操　作 


受話音量の調節 


着信音量の調節 


読み上げ音量の 
調節 


再生音量の調節 


目覚まし音の 
停止 


読み上げ開始 


読み上げ停止 


時刻の読み上げ 


カメラ（写真撮 
影画面）の起動 


カメラの切り 
替え 


FOMA 端末の状態 


通話中、通話中着信中、 
受話音量調節中 


着信中、着信音量調節中、 
6 4 K データ通信着信中※ 1、 
外部機器接続時のテレビ電話着信 


読み上げ音量設定中、読み上げ中 


メロディ再生中、 
動画／ｉモーション再生中※ 1 


目覚まし起動中※ 2 


読み上げアイコン（ 
）表示中 


読み上げ中※ 2 


待受画面表示中※ 3 


待受画面表示中※ 1 


テレビ電話通話中※ 1、 
写真／ビデオ撮影待機中※ 1 


ボタン 


※ 1 ： FOMA 端末を開いた状態でのみ操作できます。 
※ 2 ： FOMA 端末を折り畳んでいても停止できます。 
※ 3 ： FOMA 端末を折り畳んでいるときは 1 秒以上押します。 


● F OMA 端末を折り畳んでいるときにいずれかのサイドボタン（ 
（音量 大・小）、(、 
)（ 
））を押すと、背面ディスプレイが点灯します。 


● 音量ボタン（ 
（音量 大・小））で操作する場合は、ボタンの上下端の「◎ 」を押すよ 
うにしてください。ボタンの中心の凸部を押すと、操作が正常に行われない場合があります。 
● F OMA 端末を折り畳んで(を1 秒以上押して読み上げを行う場合、(以外のサイドボ 
タンを同時に押さないようにしてください。読み上げない場合があります。 


お知らせ 


（ 
） 
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ご 
使 
用 
前 
の 
確 
認 


■ 背面ディスプレイ 


1 
2 
3 
8 
9 
- 


! 


5 
" 


ディスプレイの見かた 


! 
1 2 34 5 6 7 8 9 


" 


# $ %&()~+, - . 


1 
：電池残量の表示→ P 4 3 
2 
：受信レベルの表示→ P 4 5 


：圏外の表示→ P 4 5 


：セルフモードの設定中→ P 1 8 3 


：ターミナルリンク中 


：データ転送（送受信）中／デー 


タリンクソフトの使用中 


→ P 5 0 4 、P 6 0 5 
3 
：ｉモード接続中・パケット通信中 


→ P 2 4 7 


：S S L ページ表示中→ P 2 4 8 


：パソコンを接続してパケット通 


信中→ P 5 0 4 、P 5 4 1 


：パソコンを接続してデータ送受 


信中→ P 5 0 4 、P 5 4 1 
4 
：シークレットモードの設定中 


→ P 1 8 7 
5 
：音声電話の通話中→ P 5 4 


：テレビ電話の通話中（6 4 K ） 


→ P 9 0 


：テレビ電話の通話中（3 2 K ） 


→ P 9 0 


：6 4 K でデータ通信中 


→ P 5 2 2 、P 5 4 1 


：外部機器と接続してテレビ電話 


通話中→ P 1 0 5 


：音声読み上げ可能／音声読み上 


げ中→ P 2 0 7 
6 
：メールの受信完了通知→ P 3 3 9 
※ 待受画面に戻ると表示が消え 


ます。 
7 
：スピーカーホン機能の動作中 


→ P 5 5 、P 9 2 


：オートスピーカーホン機能の設 


定中→ P 7 0 


：ｉモード通信中→ P 2 4 7 


：ｉモーションデータの取り込み 


中→ P 4 2 0 
8 
：マナーモードの設定中 


→ P 1 6 0 


：音声電話のバイブレータと着信 


音量の消音を同時に設定中 


：音声電話のバイブレータを設定 


中→ P 1 5 5 


：着信音量を消音に設定中 


→ P 7 6 


デ 
ィ 
ス 
プ 
レ 
イ 
の 
見 
か 
た 


ここではディスプレイに表示されるマーク（アイコンなど）の説明をします。 


■ ディスプレイ 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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ご 
使 
用 
前 
の 
確 
認 


／ 
／ 
／ 


／ 
／ 
： 


文字入力モードの表示→ P 5 6 0 


：メールの受信中→ P 3 3 9 


（青）：メッセージ R の受信中→ P 2 8 7 


（青）：メッセージ F の受信中→ P 2 8 7 
9 
：ドライブモードの設定中→ P 7 9 


：FOMA カードを読み込み中 


→ P 4 5 
!日付・時刻の表示→ P4 6 
"新着情報の表示→ P 2 7 
# 
：伝言メモが満杯→ P8 2 


：未確認の伝言メモあり→ P8 6 


：伝言メモの設定中→ P 8 1 
$ 
：未確認の不在着信情報あり 


→ P 7 2 
% 
：未読メール・ショートメッセージ 


（S MS ）が満杯で、FOMA カード 


にショートメッセージ（S MS ） 


が満杯→ P3 4 0 、P3 9 0 


：未読メール・ショートメッセー 


ジ（S MS ） が満杯→P 3 4 0 


：FOMA カードにショートメッ 


セージ（S MS ）が満杯 


→ P 3 9 0 


：未読のｉモードメール、ショー 


トメッセージ（S MS ）あり 


→ P 3 3 9 、P3 8 9 
& ／ （青／赤）： 


未読メッセージ R あり／満杯 


→ P 2 8 7 、P2 8 8 
( ／ （青／赤）： 


未読メッセージ F あり／満杯 


→ P 2 8 7 、P2 8 8 


) 
：センターにｉモードメールと 


メッセージ R /F が満杯 


→ P 2 8 8 、P 3 4 0 


／ 
／ 


：センターにｉモードメール、ま 


たはメッセージ R /F が満杯 


→ P 2 8 8 、P 3 4 0 


：センターに未受信のｉモード 


メールとメッセージ R/F あり 


→ P 2 8 8 、P 3 4 0 


／ 
／ 


：センターに未受信のｉモード 


メール、またはメッセージ R /F 


あり→ P 2 8 8 、P 3 4 0 
~ 
：ソフトウェア更新の予約中 


→ P 6 2 1 
+ 
：FOMA US B ケーブルの接続中 


→ P 5 0 7 
, 
：個人の情報表示の制限中 


※ 
→ P 1 8 4 


：ダイヤル入力での発信を制限中 


→ P 1 8 5 
- 
：目覚ましを設定中→ P 4 6 8 
. 
： 


ｉモードの接続操作の表示 


→ P 2 4 7 
※ 待受画像を標準の画像（草 
原）、または「表示なし」に設 


定したときのみ表示されます。 


： 


留守番電話の伝言メッセージ 


あり→ P 4 8 5 


※ ：現在優先度の高いものが 1 つ表示され 


ます。 


優先度の高い順に上から掲載しています。 


※ 


※ 


デ 
ィ 
ス 
プ 
レ 
イ 
の 
見 
か 
た 


● 次の現象は液晶ディスプレイの特性であり、F OMA 端末の故障ではありません。あらかじめ 
ご了承ください。 
• F 8 8 0 iE S のディスプレイは、非常に高度な技術を駆使して作られておりますが、一部に点 
灯しないドット（点）や常時点灯するドット（点）が存在する場合があります。 
• 誤って F OMA 端末の電源を切らずに電池パックを取り外した場合、しばらくの間、ディス 
プレイから残像が消えないことがあります。 
• F OMA 端末を開いた状態でしばらくの間同じ画面を表示していると、何か操作を行って画 
面表示が切り替わったときに、前の画面表示の残像がディスプレイに残る場合があります。 


お知らせ 


※ 
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ご 
使 
用 
前 
の 
確 
認 


表示位置とボタンは、図のように対応しています。 


本書では、ガイド行に表示される操作の説明を、対応 


するボタン（ 


メニュー 、 
、 


電話帳 ）を用いて説明してい 


ます。 


ガイド行に表示される操作は画面により異なります。 


● ガ イ ド 行 の 
は 、 マ ル チ カ ー ソ ル ボ タ ン の 


UDLR に対応しています。 


ガイド行 


ボタン操作 


を押す 


を押す 


を押す 


を 1 秒以上 
押す 


説　明 


受信メールのフォルダ一覧が表示されます。 
→ P 3 4 5 


着信履歴の表示画面が表示されます。 
→ P 7 2 


伝言メモの件数確認画面が表示されます。 
→ P 8 7 


留守番メッセージを再生するかどうかの 
確認画面が表示されます。→ P 4 8 5 


● 上記のように表示されているときは次の操作ができます。 


● Cを1 秒以上：新着情報の表示を消します。新たに情報が追加されると、新着 
情報が再表示されます。 
● FOMA端末を折り畳んでいるときは、背面ディスプレイに新着情報が表示されます。 
→ P 2 5 


画面表示 


新着情報の表示 


メールの受信や不在着信の記録、伝言メモの録音、留守番電話サービスセンターに 
伝言メッセージの録音があると、待受画面で新着情報があることをお知らせします。 


ガイド行の表示 


ガイド行には、 


メニュー 、 
、 


電話帳 を押して実行できる操作が表示されます。 


デ 
ィ 
ス 
プ 
レ 
イ 
の 
見 
か 
た 
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ご 
使 
用 
前 
の 
確 
認 


デ 
ィ 
ス 
プ 
レ 
イ 
の 
見 
か 
た 


背面ディスプレイの主な表示 


FOMA 端末を折り畳んでいるときは、背面ディスプレイにFOMA 端末の状態や 


日時、新着情報が表示されます。→ P 2 5 、P 2 7 


また、FOMA 端末を折り畳んでいるときに電話を着信した場合やメール受信中 


など、待受中から変化があると、状態を表示してお知らせします。主な表示内容 


は次のとおりです。 


■ 音声電話やテレビ電話の状態表示 


■ 目覚ましの指定時刻になったとき 


■ ｉモードメールやショートメッセージ（S MS ）、メッセージ R /F 受信中 
のとき 


■ パケット通信や 6 4 K データ通信、US B 通信の状態表示 


■ 伝言メモの状態表示 


＜音声電話がかかってきたとき＞ 


通話中や応答保留中、切断中などの状態が表示さ 


れます。 


● 音声電話の受けかた→ P 6 6 


● テレビ電話の受けかた→ P 9 4 


● 外部機器と接続してテレビ電話を利用→P 1 0 5 


● 目覚ましについて→ P 4 6 8 


● ｉモードメール受信→ P 3 3 9 


● ショートメッセージ（S MS ）受信→ P 3 8 9 


● メッセージ R /F 受信→ P 2 8 7 


＜ｉモードメール受信中のとき＞ 


着信中や通信中などの状態が表示されます。 


● パケット通信→ P 5 0 4 、P 5 1 2 、P 5 4 1 


● 6 4 K データ通信→ P 5 0 4 、P 5 1 2 、P 5 4 1 


● US B 通信→ P 5 0 7 
＜ 6 4 K データ着信中のとき＞ 


応答ガイダンス中や録音中に表示されます。 


● 伝言メモ→ P 8 1 
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ご 
使 
用 
前 
の 
確 
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● 背面ディスプレイのバックライトが消灯したときは、サイドボタン（ 
（音量 大・小）、 
(、)（ 
））を押すと点灯します。 
● FOMA 端末を折り畳んでいるときに電話がかかってきたりメールを受信したりして背面ディ 
スプレイの表示が自動的に切り替わった場合は、バックライトが自動的に点灯します。 
● 背面ディスプレイに情報を表示しないように設定しているときは、電話がかかってきても相 
手の発信者情報（電話番号や名前）は背面ディスプレイに表示されません。→ P 1 6 3 
● 背面ディスプレイの時計表示方法を設定する→ P 1 6 6 
● スイッチ付イヤホンマイクなどを接続しているときにF OMA 端末を折り畳んでも、背面ディ 
スプレイに各状態が表示されます。 


お知らせ 


デ 
ィ 
ス 
プ 
レ 
イ 
の 
見 
か 
た 
／ 
メ 
ニ 
ュ 
ー 
操 
作 
の 
し 
か 
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メニュー操作のしかた 


待受中に、メインメニューや電話帳メニューなどのメニュー画面から各種機能を 


選択して実行します。機能を選択するには、マルチカーソルボタンを押して選択 


する方法と、各機能に対応したダイヤルボタンを押して選択する方法の 2 とお 


りの方法があります。 


マルチカーソルボタンでメニューから機能を選択します 


〈例〉「電話を受けた時の音量を調節する」を実行するとき 
1 待受画面で 


メニュー を押す 


2 D を押して「2 電話を使う」を選択し、 
を押す 


「電話を使う」のメニュー画面が表示されます。 


● U：カーソルが上の機能に移動します。 


● D：カーソルが下の機能に移動します。 


現在選択されている機能の色が変わります。 


次の階層のメニューがあることを示します。 


表示中のメニュー画面に続きがある場合に表示されます。 


D を押して画面をスクロールしなくても、LR を押 


して画面を切り替えて表示できます。 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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メ 
ニ 
ュ 
ー 
操 
作 
の 
し 
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● メニュー画面から選択して実行できる機能については、メニュー一覧をご覧ください。 
→ P 5 8 0 


お知らせ 


3 D を押して「5 電話を受けた時の音量を調節する」 
を選択し、 
を押す 


4 UDLR または 
（音量 大・小）を押 


して音量を調節し、 
を押す 


● 操作方法→ P 7 6 


● 音量 6 のときに U ／ R ／ 
（音量 大）： 


「だんだん大きく」（消音→音量 1 →… →音量 6 ）に設定します。 


● 音量 1 のときに D ／ L ／ 
（音量 小）： 


消音に設定します。 


5 
を押す 


電話の呼出音量を設定した旨のメッセージが表示されます。 


6 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


ダイヤルボタンでメニューから機能を選択します（ショートカット操作） 


各機能にはそれぞれ番号や記号が割り当てられており、各機能の左側に表示され 


ています。機能は、対応するダイヤルボタン（0～9）、または記号（*） 


を押して選択できます。これをショートカット操作といいます。 


本書では、待受画面で 


メニュー 


を押してメニュー画面を表示し、該当するダイヤル 


ボタンを順番に押すショートカット操作を、次のように表記しています。 
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〈例〉「電話を受けた時の音量を調節する」を実行するとき 
1 待受画面で 


メニュー 
「2 電話を使う」 「5 電話を受けた 
時の音量を調節する」を押す 


2 UDLR または 
（音量 大・小）を 


押して音量を調節 
を押す 


● 操作方法→ P 7 6 


● 音量 6 のときに U ／ R ／ 
（音量 大）： 


「だんだん大きく」（消音→音量 1 →… →音量 6 ）に設定します。 


● 音量 1 のときに D ／ L ／ 
（音量 小）： 


消音に設定します。 


3 
を押す 


電話の呼出音量を設定した旨のメッセージが表示されます。 


4 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


待受画面や 1 つ前の画面に戻るには 


機能を選択した後で、待受画面や 1 つ前の画面に戻るときは次のボタンを押し 


ます。 


C：１つ前の画面に戻ります。 


：待受画面に戻ります。 


メ 
ニ 
ュ 
ー 
操 
作 
の 
し 
か 
た 


サブメニューから機能を選択します 


ガイド行の左側に 
が表示されているときは、 


メニュー 


を押してサブメニューを 


表示し、さまざまな操作ができます。 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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〈例〉リダイヤルのサブメニューを表示するとき 
1 待受画面で R を押す 


2 


メニュー を押す 


3 UD を押して機能を選択し、 
を押す 


機能が実行されます。 


● 画面左端に表示される番号に対応するダイヤルボタンを押しても選択でき 


ます。 


● サブメニュー表示中に 


メニュー 


を押すと、サブメニューが閉じます。 


現在選択している機能の色が変わります。 


メ 
ニ 
ュ 
ー 
操 
作 
の 
し 
か 
た 
／ 
Ｆ 
Ｏ 
Ｍ 
Ａ 
カ 
ー 
ド 
を 
使 
い 
ま 
す 


お知らせ 


● 機能の実行が制限されている場合（→P 1 8 5 ）や、F OMA カードが挿入されていない場合な 
どは、実行できない機能の文字がグレーなどで薄く表示され、その機能は選択できません。 


FOMA カードとは、電話番号などのお客様情報を記録できるカードです。 


FOMA 対応の端末に挿入して使用します。 


● FOMA カードの詳しい取り扱いについては、FOMA カードの取扱説明書をご 


覧ください。 


● FOMA カードの取り付け／取り外しは、電源を切ってから FOMA 端末を折 


り畳んだ状態で、手で持って行ってください。FOMA 端末を置いた状態で行 


うと、背面ディスプレイが破損する恐れがあります。 


F OMA カードを使います 


ガイド行の左側に 
が表示されます。 


表示中のメニュー画面に続きがある場合に表示されます。 


D を押して画面をスクロールしなくても、LR を押 


して画面を切り替えて表示できます。 
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Ｆ 
Ｏ 
Ｍ 
Ａ 
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ー 
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① リアカバーと電池パックを取り外し 
ます。→ P 3 9 
F OMA カードに指が触れないように 
ロックを矢印方向にスライドさせ、 
FOMAカードを少し飛び出させます。 


② FOMA カードをまっすぐ静かに取り 
出します。 
このときFOMA カードが落ちないよ 
うにご注意ください。 


ロック 


F OMA カード 


F OMA カードを取り外します 


① 親指でリアカバーを押し付けながら、 
矢印方向へスライドさせて外します。 
電池パックが取り付けられている場 
合は、取り外してください。→ P 3 9 


② FOMA カードの IC 面を下にして、図 
のような向きで FOMA カードスロッ 
トへ矢印方向に差し込みます。 


③ 図のようにロックがスライドして 
FOMA カードが固定されるまで、さ 
らに差し込みます。 


④ 電池パックとリアカバーを取り付け 
ます。→ P 3 8 


ロック 


IC 


F OMA カード 


リアカバー 


ここに指をあてる 


F OMA カード 
スロット 


F OMA カードを取り付けます 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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Ｆ 
Ｏ 
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F OMA カードの暗証番号について 


FOMA カードには、「P IN1 コード」「P IN2 コード」という 2 つの暗証番号が 


あります。→ P 1 7 1 


ご契約時はどちらも「0 0 0 0 」に設定されていますが、4 ～ 8 桁の数字で任意 


に変更することができます。→ P 1 7 5 、P 1 7 7 


● F OMA カードを無理に取り付けようとしたり、引き抜こうとしたりすると、F OMA カードが 
変形や破損することがありますのでご注意ください。 
● 取り外した F OMA カードはなくさないようにご注意ください。 
● F OMA カードの取り付け／取り外しを行うときは、IC 部分に触れたり、傷を付けたりしない 
ようにご注意ください。 
● F OMA カードを取り外すときは、強く押しつけないでください。変形や破損することがあり 
ます。 
● ロックのスライド時に F OMA カードに指が触れるなどしてカードの飛び出し量が少なく、 
F OMA カードが取り外しにくい場合は、奥まで差し込んで再度ロックをスライドさせてくだ 
さい。 


お知らせ 


F OMA カード動作制限機能について 


FOMA 端末には、お客様のデータやファイルを保護するための機能として、FOMA 


カード動作制限機能が搭載されています。 


● FOMA 端末にお客様の FOMA カードを取り付けている状態でサイトなどか 


らファイルやデータをダウンロードしたり、メールに添付のデータを取得す 


ると、それらのデータやファイルにはFOMA カード動作制限機能が自動的に 


設定されます。 


● FOMA 端末に別の FOMA カードが取り付けられている場合や FOMA カード 


が取り付けられていない場合、FOMA カード動作制限機能が設定されたデー 


タやファイルの表示や再生はできなくなります。 


● 動作制限の対象となるデータは次のとおりです。 


• 画像（アニメーションを含む） 
• ｉモーション 
• メロディ 


• 画面メモ 
• メッセージ R /F 


• ｉモードメールに添付されているデータ 


● FOMA カード動作制限機能が設定されているデータを待受画面や着信音などに設定している 
と、別の F OMA カードに差し替えた場合や F OMA カードを差し込んでいない場合に、設定 
がお買い上げ時の状態に戻ります。データを受信・ダウンロードしたときに使用したF OMA 
カードを差し込むと、設定は元の状態に戻ります。 
● データリンクソフトを利用して入手したデータや内蔵のカメラで撮影した画像には、F OMA 
カード動作制限機能が設定されません。 


お知らせ 
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WOR L D WING 


WOR LD WING とは、FOMA カード（緑色）をサービス対応の海外用携帯電 


話（GS M 方式）に差し替えることにより、海外でのご利用時も、日本で契約し 


ている携帯電話番号のままで発信や着信ができる、ドコモのFOMA 国際ローミ 


ングサービスです。WOR LD WING のご利用にはお申込みが必要です。詳しく 


は、取扱説明書裏面の「総合お問い合わせ先」までお問い合わせください。 


項　目 


F OMA カード電話帳に登録 
可能な電話番号の桁数 


F irs tP as s を利用するため 
のユーザ証明書操作 


WOR L D WING サービスの 
利用 


サービスダイヤル 


FOMA カード 
（緑色） 


最大 2 6 桁 


利用可 


利用可 


「ドコモ故障窓口」 
および「ドコモ総合 
案内・受付」の利用 


参照先 


P 1 2 1 


P 2 9 8 


下記 


P 4 9 8 


FOMA カード 
（青色） 


最大 2 0 桁 


利用不可 


利用不可 


利用不可 


F OMA カードの機能差分について 


FOMA カードには緑色と青色の2 種類があり、それぞれのカードは次のように 


機能が異なります。 


Ｆ 
Ｏ 
Ｍ 
Ａ 
カ 
ー 
ド 
を 
使 
い 
ま 
す 
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Ｆ 
Ｏ 
Ｍ 
Ａ 
端 
末 
の 
保 
存 
・ 
登 
録 
・ 
保 
護 
件 
数 


FOMA 端末の保存・登録・保護件数 


種　別 


メール 


F O M A カードのショート 
メッセージ（S MS ）※ 3 


メッセージ R ※ 4 


メッセージ F ※ 4 


ブックマーク 


画面メモ※ 1 


画像※ 1 


メロディ※ 1 


動画／ｉモーション※ 1 ※ 5 


保存・登録件数 


最大 2 0 0 件 


最大 5 0 件 


最大 5 0 件 


1 0 件 


最大 2 0 件 


最大 5 0 件 


最大 5 0 件 


最大 5 0 件 


最大 5 0 件 


最大 2 0 0 件 


最大 3 0 件 


最大 5 0 件 


参照先 


P 3 4 5 、3 9 1 、 
4 0 9 


P 3 3 7 、3 8 7 、 
4 0 9 


P 3 3 7 、3 8 7 、 
4 0 9 


P 3 3 2 


P 3 9 6 


P 2 9 4 、2 9 6 


P 2 9 4 、2 9 6 


P 2 6 1 


P 2 6 9 、2 7 1 


P 2 2 2 、2 7 2 、 
3 5 0 


P 2 7 3 、3 5 7 


P 2 2 6 、3 5 3 、 
4 2 3 


受信メール※ 1 ※ 2 


送信メール※ 1 ※ 2 


未送信メール※ 2 


例文 


保護件数 


最大 1 0 0 件 


最大 2 5 件 


最大 2 5 件 


－ 


－ 


最大 2 5 件 


最大 2 5 件 


－ 


最大 2 5 件 


－ 


－ 


－ 


※ 1 ：保存・登録するデータのサイズにより、実際に保存・登録できる件数が少なく 
なる場合があります。 
※ 2 ：ｉモードメールとショートメッセージ（S MS ）の合計件数です。 
※ 3 ：送信ショートメッセージ（S MS ）、受信ショートメッセージ（S MS ）の合計 
件数です。 
※ 4 ：保存できる件数はメッセージ R /F のサイズによって変わります。 
※ 5 ：音声は動画データとして保存されます。 


● FOMA 端末に保存・登録されているデータは、電池パックを外したままの状態や電池残量が空 
の状態でも約 1 ヶ月は保持されていますが、それ以上経過すると消失する可能性があります。 
また、F OMA 端末の故障、修理やその他の取り扱いによっても消失する場合がありますので、 
登録内容や重要な内容は控えをとっておくことをおすすめします。万一、保存されている内 
容や登録した内容が消失した場合、当社としては責任を負いかねますので、あらかじめご了 
承ください。 
● パソコンをお持ちの場合は、添付のF 8 8 0 iE S 用C D-R OM 内のF OMA F シリーズデータリ 
ンクソフトとF OMA US B 接続ケーブル（別売）を利用して、メール、ブックマーク、画像、 
メロディ、動画／ｉモーションなどの内容をパソコンに転送・保管することができます。 
→ P 6 0 5 


お知らせ 
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電池パックの取り付けかた／ 
取り外しかた 


お買い上げのとき、電池パックは十分に充電されていません。 


必ず専用のアダプタで充電してからお使いください。 


● 電池パックの詳しい取り扱いについては、電池パックの取扱説明書をご覧く 


ださい。 


充電時間（目安） 


FOMA 端末の電源をOFF にして、電池パックを空の状態から充電したときの時 


間です。 


FOMA 端末の電源を ON にして充電した場合、充電時間は長くなります。 


A C アダプタ　F0 3 


DC アダプタ　F0 1 


約 1 3 0 （分） 


約 1 3 5 （分） 


十分に充電したときの使用時間（目安） 


充電のしかたや使用環境によって、下表の時間は変動します。 


連続待受時間（静止時） 


連続待受時間（移動時） 


連続通話時間（音声電話通話時） 


連続通話時間（テレビ電話通話時） 


約 3 8 0 （時間） 


約 2 9 0 （時間） 


約 1 2 0 （分） 


約 8 5 （分） 


● 連続通話時間は、電波を正常に送受信できる状態での目安です。 


● 連続待受時間はF8 8 0 iES を折り畳んで電波を正常に受信できる状態で移動した 


場合の目安です。なお、電池の充電状態、機能設定状況、気温などの使用環境、 


利用場所の電波状態（電波が届かない、または弱い場合など）などにより、通話 


（通信）・待受時間は約半分程度になる場合があります。ｉモード通信を行うと通 


話（通信）・待受時間は短くなります。また、通話やｉモード通信をしなくても、 


ｉモードメールを作成したり、音声読み上げをすると通話（通信）・待受時間は 


短くなります。 


● データ通信やマルチアクセス実行時、カメラの使用などによっても、通話（通 


信）・待受時間は短くなります。 


電 
池 
パ 
ッ 
ク 
の 
取 
り 
付 
け 
か 
た 
／ 
取 
り 
外 
し 
か 
た 


電池パックの上手な使いかた 


FOMA端末の性能を十分に発揮するために、専用の電池パックをご利用ください。 


● 電源を入れたままでの長時間（数日間）充電はおやめください。 


充電時に F O M A 端末の電源を入れたままで長時間置くと、充電完了後、 


FOMA 端末は電池パックから電源が供給されるようになるため、充電完了直 


後よりも短い時間しか使用できず、すぐに電池残量警告音が鳴ってしまう場合 


があります。その場合もう一度正しく充電し直してください。 


再充電の際は FOMA 端末を一度 A C アダプタ（卓上ホルダ）または DC アダ 


プタから外して、再度セットをし直してください。 


次 
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ー 
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電 
池 
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● 電池パックの寿命は？ 


電池パックは消耗品です。どのような充電式電池も、充電を繰り返すたびに 


1 回の使用時間が次第に短くなっていきます。1 回の使用時間が使用開始時 


に比べて半分以下になったら、電池パックの寿命とお考えください（電池 


パックの寿命の目安は、約 1 年です。ただし、使用頻度により寿命は短くな 


ります）。 


● 環境保全のため、不要になった電池はNT T DoC oMoまたは代理店、 


リサイクル協力店などにお持ちください。 


② 電池パックの印字面を上にして、 
電池パックの凸部分を F OMA 端 
末の凹部分に合わせて 1 の方向 
に差し込み、2の方向に押し付け 
てはめ込みます。 


取り付けます 


① 親指でリアカバーを押し付けなが 
ら、矢印方向にスライドさせて外 
します。 


③ リ ア カ バ ー の 3 箇 所 の ツ メ を 
FOMA 端末のミゾに合わせます。 
FOMA 端末とリアカバーのすき間 
が生じないように1の方向に押さ 
えながら、2 の方向にスライドさ 
せて取り付けます。 


リアカバー 


ここに指をあてる 


電池パック 


リアカバー 


電池パックを取り付けます／取り外します 


● 電池パックの交換や取り付け／取り外しは、電源を切ってからFOMA 端末を 
折り畳んだ状態で、手で持って行ってください。FOMA 端末を置いた状態で 
行うと、背面ディスプレイが破損する恐れがあります。 
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ここでは、FOMA 端末を充電する方法を説明します。 


● 電池パック単体での充電はできません。 


充電時の留意事項 


● 充電中に充電ランプが点滅する場合は、「故障かな？と思ったら、まずチェッ 


ク」をご覧ください。→ P 6 0 8 


● 環境によっては、充電開始時に充電ランプがすぐに点灯しないことがありま 


すが、故障ではありません。しばらくしても点灯しない場合は、FOMA 端末 


を一度 A C アダプタ（卓上ホルダ）または DC アダプタから取り外し、再度 


セットし直してから充電を行ってください。充電開始後、しばらくしても点 


灯しない場合は、ドコモショップなど窓口にご連絡ください。 


● 高温環境下で充電中にテレビ電話をかけたり、パケット通信や6 4 K データ通 


信を行ったりすると、FOMA 端末が高温になり、充電が正常に完了しない場 


合があります。この場合は、F OMA 端末の温度が下がるのを待って充電を 


行ってください。 


● 充電中にメールの受信やカメラの起動で着信ランプが使用されると、充電ラ 


ンプが一時的に消灯したり、着信ランプの緑色と充電ランプの赤色が交互に 


点灯したりします。 


● 充電開始と完了を音で知らせないように設定していると確認音は鳴りません。 


→ P 1 5 7 


● 音声読み上げ機能を設定しているときは、充電の完了を音声でお知らせします。 


→ P 2 0 7 


① 親指でリアカバーを押し付けなが 


ら、矢印方向にスライドさせて外 


します。 


② 電池パックのツメを持って、矢印 


方向に持ち上げて取り外します。 


取り外します 


ここに指をあてる 


リアカバー 


ツメ 


電 
池 
パ 
ッ 
ク 
の 
取 
り 
付 
け 
か 
た 
／ 
取 
り 
外 
し 
か 
た 
／ 
携 
帯 
電 
話 
を 
充 
電 
し 
ま 
す 


● 電池パックを無理に取り付けようとすると、F OMA 端末の端子が壊れることがありますので 
ご注意ください。 
● 力を入れすぎるとリアカバーが破損する恐れがあります。 
● 上記以外の方法で取り付け／取り外しを行うと、F OMA 端末やリアカバーが破損する恐れが 
あります。 


お知らせ 


携帯電話を充電します 
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携 
帯 
電 
話 
を 
充 
電 
し 
ま 
す 


２ 


１ 


コネクタ 


リリースボタン 
A C アダプタ 


電源プラグ 
　　A C 1 0 0 V 
　　コンセント 


充電ランプ 


外部接続端子 


A C アダプタでの充電方法 


必ず A C アダプタ F0 3 の取扱説明書もご覧ください。 


（1 ）FOMA 端末に電池パックを取り付けます。 


（2 ）F OMA 端末の外部接続端子の端子キャップを開き（①）、A C アダプタのコネ 


クタを矢印の表記面を上にして FOMA 端末と水平に差し込みます（②）。 


（3 ）A C アダプタの電源プラグを起こし、A C 1 0 0 V コンセントへ差し込みます。 


（4 ）充電開始音が鳴り、充電ランプが点灯したことを確認します。 


● 待受中に充電する場合は、ディスプレイ、背面ディスプレイの電池アイコンが 


点滅します。 


● 充電中は F OMA 端末や電池パック、A C アダプタが温かくなることがあり 


ますが、異常ではありません。 


（5 ）充電完了音が鳴り、充電ランプが消灯します。 


● ディスプレイ、背面ディスプレイの電池アイコンの点滅も止まります。 


（6 ）充電が終わったら、A C アダプタをコンセントから抜き、コネクタの両側のリ 


リースボタンを押して FOMA 端末から水平にコネクタを外します。 


（7 ）端子キャップを閉じてください。 


端子キャップ 
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卓上ホルダと組み合わせた充電方法 


必ず卓上ホルダ F0 6 の取扱説明書もご覧ください。 


● FOMA 端末を卓上ホルダへ取り付ける際は、ストラップなどを挟まないよう 


にご注意ください。 


● A C アダプタと卓上ホルダ F0 6 を組み合わせると、FOMA 端末の端子キャッ 


プを開かなくても充電できます。 


● 正しく取り付けるために、端子キャップは閉じた状態で卓上ホルダに取り付 


けてください。 


● 卓上ホルダだけでは充電することはできません。 


● 卓上ホルダは平らな面に置いて使用してください。また、卓上ホルダへの取 


り付けや取り外しを行うときは、FOMA 端末を折り畳んだ状態で行ってくだ 


さい。 


（1 ）A C アダプタのコネクタを矢印の表記面を上にして卓上ホルダに接続します。 


（2 ）A C アダプタの電源プラグを起こして A C 1 0 0 V コンセントへ差し込みます。 


（3 ）電池パックを取り付けた FOMA 端末と卓上ホルダの端子を合わせて FOMA 端 


末を差し込みます。 


（4 ）充電開始音が鳴り、充電ランプが点灯したことを確認します。 


● 待受中に充電する場合は、ディスプレイ、背面ディスプレイの電池アイコンが 


点滅します。 


● 充電中は FOMA 端末や電池パック、卓上ホルダ、A C アダプタが温かくなる 


ことがありますが、異常ではありません。 


（5 ）充電完了音が鳴り、充電ランプが消灯します。 


● ディスプレイ、背面ディスプレイの電池アイコンの点滅も止まります。 


（6 ）充電が終わったら、FOMA 端末を卓上ホルダから取り外します。 


● 長時間使用しないときは A C アダプタをコンセントから抜いてください。 


充電ランプ 


卓上ホルダ 


コネクタ 


　　A C 1 0 0 V 
　　コンセント 


電源プラグ 
取り外しかた 
卓上ホルダを押さえながら FOMA 端末を 
持ち上げ、矢印方向に引き抜きます。 


携 
帯 
電 
話 
を 
充 
電 
し 
ま 
す 
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● DC アダプタをシガーライタソケットに接続したままエンジンを止めると、車のバッテリーが 
消耗する場合があります。使用しないときや車から離れるときは、DC アダプタのシガーラ 
イタプラグをシガーライタソケットから外して、F OMA 端末からDC アダプタのコネクタを 
抜いてください。 
● ヒューズ（1 A ）は消耗品ですので、交換に際しては、お近くのカー用品店などでお買い求め 
ください。 


お知らせ 


D C アダプタ（別売）での充電方法 


必ず DC アダプタ F0 1 の取扱説明書もご覧ください。 


（1 ）FOMA 端末に電池パックを取り付けます。 


（2 ）FOMA 端末の外部接続端子の端子キャップを開き（①）、DC アダプタのコネク 


タを矢印の表記面を上にして差し込みます（②）。 


（3 ）DCアダプタのシガーライタプラグを、車のシガーライタソケットへ差し込みます。 


DC アダプタの動作ランプが赤く点灯したことを確認します。 


（4 ）充電開始音が鳴り、充電ランプが点灯したことを確認します。 


● 待受中に充電する場合は、ディスプレイ、背面ディスプレイの電池アイコン 


が点滅します。 


● 充電中はFOMA 端末や電池パック、DC アダプタが温かくなることがありま 


すが、異常ではありません。 


（5 ）充電完了音が鳴り、充電ランプが消灯します。 


● ディスプレイ、背面ディスプレイの電池アイコンの点滅も止まります。 


（6 ）充電が終わったら、コネクタの両側のリリースボタンを押してFOMA 端末から 


外し、シガーライタプラグをシガーライタソケットから抜きます。 


（7 ）端子キャップを閉じてください。 


２ 
１ 


コネクタ 


外部接続端子 
シガーライタ 
プラグ 


動作ランプ 


DC アダプタ 


リリースボタン 


シガーライタ 
ソケット 


充電ランプ 


端子 
キャップ 


携 
帯 
電 
話 
を 
充 
電 
し 
ま 
す 
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電 
池 
残 
量 


電池残量の確認のしかた＜電池残量＞ 


ディスプレイに電池残量の目安が表示されます。 


● 3 段階で表示されます。 


● 電池残量表示は、あくまでも目安としてご覧ください。 


● FOMA 端末を折り畳んでいるときは、背面ディスプレイに電池残量が表示さ 


れます。→ P 2 5 


電池残量 3 
（十分残っています） 
電池残量 2 
（少なくなって 
います） 


電池残量 1 
（充電することを 
おすすめします） 


電池アイコン 


電池残量を音と表示で確認します＜電池残量確認＞ 


● 次の場合は電池残量確認音は鳴りません。 
• ボタンを押した時の音を鳴らさないように設定中→ P 1 5 6 
• マナーモードを設定中 
• 着信音量を消音に設定中 


1 待受画面で 


メニュー 
「 
詳細な機能を設定する」 「7 情 
報の表示やリセットを行う」 「2 電池残量を確認する」 
を押す 


しばらく電池残量が表示された後、メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


（電池残量 3 ） 


音が 3 回鳴ります 


（電池残量 1 ） 


音が 1 回鳴ります 


（電池残量 2 ） 


音が 2 回鳴ります 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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電池が切れそうになると 


電池が切れそうになると、ディスプレイのメッセージ表示や電池残量警告音でお 


知らせします。充電を開始すれば電池残量警告音は止まりますが、電池残量警告 


音をすぐに止めたい場合は 
を押してください。 


〈例〉待受中の場合 


〈例〉通話中の場合 


● FOMA 端末を折り畳んでいるときは、背面ディスプレイに「電池残量なし」 


と点滅表示されます。 


● 次の場合、本機能を「鳴らす」に設定していても、電池残量警告音は鳴りま 


せん。 


・マナーモードを設定中 


・ドライブモードを設定中 


1 待受画面で 


メニュー 
「 
詳細な機能を設定する」 「3 音 
を設定する」 「2 電池残量の警告音を設定する」を押す 


電池残量警告音を鳴らすかどうかの確認画面が表示されます。 


2「2 鳴らさない」を押す 


電池残量警告音を解除した旨のメッセージが表示されます。 


●「1 鳴らす」：電池残量警告音を鳴らすようにします。 


電池残量警告音が鳴ります。ディスプレイに表示さ 


れているすべてのアイコンが点滅して、ディスプレ 


イに電池残量がない旨のメッセージが表示されます。 


を押すと電池残量警告音は止まり、約 1 分後に 


自動的に電源が切れます。 


受話口から電池残量警告音が聞こえ、ディスプレイ 


に電池残量がない旨のメッセージが表示されます。 


電池残量警告音が聞こえてから約 2 0 秒後に通話が 


切れて、待受中と同じ電池残量の警告メッセージが 


表示されます。その後、約 1 分後に自動的に電源が 


切れます。 


電池残量警告音を鳴らさないようにします＜電池残量警告音＞ 


電 
池 
残 
量 


お買い上げ時 
鳴らす 
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電 
池 
残 
量 
／ 
電 
源 
Ｏ 
Ｎ 
／ 
Ｏ 
Ｆ 
Ｆ 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 通話中に電池が切れそうになったときは、本機能の設定やマナーモード、ドライブモードの 
設定に関わらず、電池残量がない旨のメッセージが表示され、受話口から電池残量警告音が 
鳴ります。 


お知らせ 


電源を入れます／切ります 
＜電源 ON ／ OF F ＞ 


電源を入れます 
1 
を 2 秒以上押す 


「起動中 しばらくお待ちください」とメッセージが表示された後、待受画面 


が表示されます。 


● 日付・時刻が設定されていないときは、その 
旨のメッセージが表示されます。 
を押し 
て、日付・時刻を設定してください。→P 4 6 


電池アイコン、受信レベル 


待受画像 


日付・曜日・時刻 


F OMA カードの読み込みが始まると表示され、終わると消え 
ます。 


電波の状態表示 


強 
サービスエリア外や 
電波の届かないところ 


→ 


弱 


→ 


→ 
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電源を切ります 
1 
を 2 秒以上押す 


「電源切断中です」とメッセージが表示された後、電源が切れます。 


● FOMA カードが取り付けられていない場合は、FOMA カードの挿入が必要な旨のメッセージ 
が表示されます。電源を切り、F OMA カードを取り付けてから電源を入れ直してください。 
→ P 3 3 
● 設定により、P IN1 コード入力画面が表示されることがあります。→ P 1 7 4 
● サービスエリア外や電波が届かないところで「 
」が表示されているときは、表示が消え 
る場所まで移動してください。ただし、 が表示されていて、移動せずに通話していても、通 
話が切れることがあります。 
● F OMA カードを正しく取り付けていない場合や、F OMA カードに異常がある場合は、電話の 
発着信やメールの送受信などはできません。 


お知らせ 


日付・時刻を合わせます 
＜日付時刻設定＞ 


FOMA 端末の日付と時刻を設定します。 


● 設定した時刻は、電池パックを交換しても保持されますが、長い間電池パッ 


クを外しているとリセットされることがあります。その場合は再度、日付・ 


時刻の設定を行ってください。 


1 待受画面で 


メニュー 
「8 初めに行う設定」 「8 時計を設 
定する」 「1 日付と時刻を設定する」を押す 


電 
源 
Ｏ 
Ｎ 
／ 
Ｏ 
Ｆ 
Ｆ 
／ 
日 
付 
時 
刻 
設 
定 
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2 日付を入力する 


● 西暦は下 2 桁を入力します。西暦、月、日が 1 ～ 9 のときは、前に 0 を 


付けます。 


● 2 0 0 0 年 1 月 1 日から 2 0 5 0 年 1 2 月 3 1 日まで設定できます。 


● LR：変更する数字を選択できます。 


● UD：日付と時刻の入力を切り替えます。 


3 時刻を入力する 


4 
を押す 


日付・時刻を設定した旨のメッセージが表示されます。 


5 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


日 
付 
時 
刻 
設 
定 


● 2 4 時間制（0 0：0 0 ～2 3：5 9 ）で設定します。 


時、分が 0 ～ 9 のときは、前に 0 を付けます。 


● LR：変更する数字を選択できます。 


● UD：日付と時刻の入力を切り替えます。 


● 日付・時刻を設定していないときは、次の機能は利用できません。 
• 目覚ましを使う→ P 4 6 8 
• 電源が入る時刻を設定する→ P 4 6 3 
• 電源が切れる時刻を設定する→ P 4 6 5 
• 再生・保存期間や期限が設定されているｉモーションの取り込み→ P 4 4 6 
• ソフトウェアを更新する→ P 6 1 7 
● 日付・時刻を設定していないときは、次の機能で日時が記録されず、「----/--/--」などと表示 
されます。 
• リダイヤル→ P 5 8 
• 着信履歴→ P 7 1 
• 伝言メモ→ P 8 1 
• カメラで撮影した写真／ビデオの保存日時（データ名）→ P 2 2 2 、P 2 2 3 
• 送信メール・未送信メールの日時→ P 3 3 7 、P 3 8 8 


お知らせ 
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発 
信 
者 
番 
号 
通 
知 


相手に自分の電話番号を通知します 
＜発信者番号通知＞ 


電話をかけたとき、相手の電話機（ディスプレイ）へお客様の電話番号（発信者 


番号）を知らせることができます。 


● 本機能の設定には「ネットワーク暗証番号」の入力が必要になります。ネッ 


トワーク暗証番号とは、お買い上げのときにお客様ご自身が指定した4 桁の 


暗証番号です。→ P 1 7 0 、P 1 7 1 


● 発信者番号はお客様の大切な情報です。発信者番号を通知する設定に変更す 


るときには、十分にご注意ください。 


● 相手の電話機がデジタル携帯電話など、発信者番号の表示が可能なときに表 


示されます。 


● 発信者番号通知はお申し込み不要です。また、月額使用料もかかりません。 


● サービスエリア外や電波の届いていない場所では、発信者番号通知の設定は 


できません。電波状態のよい場所で行ってください。 


● 詳しくは『ネットワークサービス操作ガイド』をご覧ください。 
1 待受画面で 


メニュー 
「8 初めに行う設定」 「1 発信者番 
号通知を使う」 「1 発信者番号通知を設定する」を 
押す 


ネットワーク暗証番号の入力画面が表示されます。 


● ネットワーク暗証番号→ P 1 7 0 、P 1 7 1 


2 4 桁のネットワーク暗証番号を入力 
を押す 


3「1 通知する」を押す 


ネットワークに接続され、発信者番号通知が設定された旨のメッセージが表 


示されます。 


●「2 通知しない」：発信者番号を通知しません。 
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発 
信 
者 
番 
号 
通 
知 


設定内容を確認します 
1 待受画面で 


メニュー 
「8 初めに行う設定」 「1 発信者番 
号通知を使う」 「2 発信者番号通知設定を確認する」 
を押す 


2「1 確認する」を押す 


ネットワークに接続され、設定内容が表示されます。 


●「2 確認しない」：確認操作を中止します。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


お知らせ 


● 電話をかけたとき、発信者番号の通知をお願いする旨のガイダンスが聞こえた場合は、発信 
者番号を通知する設定にしてからおかけ直しください。 
● 相手が発信者番号を通知して電話をかけてきた場合は、相手の電話番号がディスプレイに表示 
されます。相手の電話番号が電話帳に登録されているときは名前が表示されます。→ P 1 0 9 
● 次の場合は、通知されない理由（発信者番号非通知理由）が表示されます。 


● 通話ごとに、発信者番号を相手に通知する／通知しないを選択する→ P 6 0 


発信者番号非通知理由 


非通知設定 


公衆電話 


通知不可能 


意　味 


発信者の意思により発信者番号を通知しないで発信した場合 


公衆電話などから発信した場合 


海外からの着信や一般電話から各種転送サービスを経由して 
の着信など、発信者番号を通知できない相手から発信した場 
合（ただし、経由する電話会社により発信者番号が通信され 
る場合もあります。） 


4 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 
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個 
人 
情 
報 
表 
示 


自分の電話番号を確認します 
＜個人情報表示＞ 


お客様の FOMA 端末の電話番号（自局電話番号）や個人情報（名前やメールア 


ドレスなど）を確認します。 


● 個人の情報表示を制限しているときには、本機能を利用できません。 


→ P 1 8 4 


1 待受画面で 


メニュー 


「0 自分の電話番号を見る」を押す 


■ 詳細情報を確認するとき 


① 
を押す 


端末暗証番号入力画面が表示されます。 
• 端末暗証番号→ P 1 7 0 


② 4 ～ 8 桁の端末暗証番号を入力 
を押す 


詳細画面が表示されます。 
• 
：基本画面と詳細画面を切り替えます。 


2 
C を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● お買い上げ時は自局電話番号のみ表示されます。 


個人情報を登録・修正します＜修正＞ 


お客様の FOMA 端末の電話番号（自局電話番号）以外の電話番号や名前、メー 


ルアドレスなどを登録します。 


● 登録できるのは次の項目です。 
• 名前、フリガナ 
• 電話番号（FOMA 端末の電話番号を含めて最大 3 件） 
• メールアドレス（最大 3 件） 
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ご 
使 
用 
前 
の 
確 
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1 待受画面で 


メニュー 


「0 自分の電話番号を見る」を押す 


2 


電話帳 
4 ～ 8 桁の端末暗証番号を入力 
を押す 


3 名前を入力 
を押す 


4 フリガナを確認 
を押す 


2 件目の電話番号を登録するかどうかの確認画面が表示されます。 


● 半角カタカナ、半角英字、半角数字、半角記号を入力できます。 


● 半角で最大 3 2 文字入力できます。 


5「1 入力する」または「2 入力しない」を押す 


●「1 入力する」 ： 他の電話番号を登録します。 


●「2 入力しない」： 他の電話番号を登録しません。操作 8 に進みます。 


入力した名前のフリガナが自動的に入力されてい 


ます。 


● 漢字、ひらがな、カタカナ、英字、数字、記号、絵 


文字を入力できます。 


● 全角で最大 1 6 文字、半角で最大 3 2 文字入力で 


きます。 


個 
人 
情 
報 
表 
示 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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ご 
使 
用 
前 
の 
確 
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6 電話番号を入力 
を押す 


3 件目の電話番号を登録するかどうかの確認画面が表示されます。 


● 最大 2 6 桁入力できます。 


7「1 入力する」または「2 入力しない」を押す 


●「1 入力する」 
： 他の電話番号を登録します。操作 6 を繰り返します。 


●「2 入力しない」： 他の電話番号を登録しません。 


8 メールアドレスを入力 
を押す 


2 件目のメールアドレスを登録するかどうかの確認画面が表示されます。 


● 半角英字、半角数字、半角記号を入力できます。 


● 半角で最大 5 0 文字入力できます。 


● 何も入力しないで 
： メールアドレスを入力しません。操作 1 0 に 


進みます。 


● 英字入力モード時に 1：「＠」「．」「‐ 」など宛先によく使う記号を入 


力できます。 


● 英字入力モード時に *：「＠ doc omo.ne.jp」「.c om」「.or.jp」などを 


入力できます。 


9「1 入力する」または「2 入力しない」を押す 


「2入力しない」を押すと個人情報を登録した旨のメッセージが表示されます。 


●「1 入力する」 ：他のメールアドレスを登録します。操作 8 を繰り返し 


ます。 


●「2 入力しない」：他のメールアドレスを登録しません。 


10 
を押す 


基本画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


個 
人 
情 
報 
表 
示 


● 自局電話番号はF OMA カードに登録されています。それ以外の項目を登録すると、F OMA 端 
末に記録されます。 
● 個人情報のメールアドレスを変更しても、ｉモードのメールアドレスは変更されません。 
また、ｉモードのメールアドレスを変更しても、個人情報のメールアドレスは自動的には変 
更されません。 
● ｉモードのメールアドレスを確認する→ P 3 6 3 
● ｉモードのメールアドレスを変更する→ P 3 6 1 
● 文字入力のしかた→ P 5 5 8 


お知らせ 
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電話のかけかた／受けかた 


電話のかけかた 


電話をかけます 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5 4 


前にかけた相手にかけ直します＜リダイヤル＞ 
・・・・・・・・・・・・・・・ 5 8 


1 回の通話ごとに発信者番号を 


　　通知／非通知にします＜ 1 8 6 ／ 1 8 4 ＞ ・・・・・・・・・・・・・・・・ 6 0 


国際電話を利用します＜ WOR LD C A LL ＞ ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6 3 


再接続するときのアラームを設定します＜再接続アラーム＞ 
・・・・・・・・・ 6 5 


電話の受けかた 


電話を受けます 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6 6 


自動で電話を受けます＜オートスピーカーホン機能＞ 
・・・・・・・・・・・・ 7 0 


着信履歴を利用します＜着信履歴＞ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7 1 


相手の声の音量を調節します＜受話音量＞ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7 4 


着信音の音量を調節します＜着信音量＞ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7 6 


電話に出られないとき／出られなかったとき 


すぐに電話に出られないとき保留にします＜応答保留＞ ・・・・・・・・・・・・ 7 8 


運転中に電話を受けないようにします＜ドライブモード＞ ・・・・・・・・・・・・ 7 9 


電話に出られないときに用件を録音します＜伝言メモ＞ ・・・・・・・・・・・・ 8 1 


着信中の電話に出られないときに 


　　用件を録音します＜クイック伝言メモ＞ 
・・・・・・・・・・・・・・・・ 8 6 


伝言メモを再生／削除します 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8 6 
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電話をかけます 


FOMA 端末では、音声のみで利用する音声電話と、映像を利用するテレビ電話 


の 2 種類の方法で電話をかけることができます。 


ここでは、音声電話のかけかたを説明します。 


● 相手の携帯電話の電源が入っていないとき、または相手が電波の届かない場 


所にいるときには、音声ガイダンスで接続できないことをお知らせします。 


● ダイヤル入力での発信を制限しているときには、緊急通報（1 1 0 番、1 1 9 番、 


1 1 8 番）以外はダイヤルボタンを押して電話をかけることはできません。 


→ P 1 8 5 


1 待受画面で電話番号を入力する 


● 最大 8 0 桁入力できます。 


● C：電話番号を訂正できます。1 秒以上押すと、待受画面に戻ります。 


2 
を押す 


3 お話しが終わったら 
を押す 


● FOMA 端末を折り畳んでも電話を切ることができます。 


電 
話 
を 
か 
け 
ま 
す 


一般電話にかける 


携帯電話にかける 


P HS にかける 


市外局番－市内局番－電話番号 
• 同一市内への通話でも、必ず市 
外局番からダイヤルしてくだ 
さい。 


0 9 0 － X X X X － X X X X 
0 8 0 － X X X X － X X X X 


0 7 0 － X X X X － X X X X 


「プップップッ」という発信音が聞こえます。相手が 


出たらお話しください。 


■ ツーツーという音が聞こえたとき 


相手がお話し中です。 
を押していったん発信を 


終了し、しばらくたってからおかけ直しください。 


リダイヤルを使うと便利です。→ P 5 8 


■ 発信者番号の通知をお願いする旨のガイダンス 
が聞こえたとき 


を押していったん発信を終了し、発信者番号 


を通知する設定にしてからおかけ直しください。 


→ P 4 8 、P 6 0 
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電 
話 
を 
か 
け 
ま 
す 


はっきりボイスの設定を行います 


騒音が多い中でも通話中の相手の声が強調されて聞き取りやすくなります。 


● スピーカーホン機能動作中は、本機能は無効となります。 
1 通話中に ( を押す 


● はっきりボイスを設定中に (： 


はっきりボイスを解除します。 


● 他の機能を実行していると、電話をかけることができない場合があります。→ P 6 0 1 


● 
を押してから電話番号を入力しても、約5 秒経過すると自動的に音声電話がかかります。 


● 発信者番号の通知／非通知を指定しないで電話番号を入力して電話をかけた場合は、発信者 
番号通知の設定に従って動作します。→ P 4 8 
● 通知／非通知で電話をかける→ P 6 0 
● 2 つの通信機能を同時に利用することができます（マルチアクセス）。→ P 4 6 0 
● 電話帳の検索のしかた→ P 1 2 4 
● 通話中保留のしかた→ P 5 6 
● スイッチ付イヤホンマイクの使いかた→ P 4 7 5 


お知らせ 


● 本機能は音量を調節するものではありません。相手の声の音量は、受話音量の調節を行って 
ください。→ P 7 4 


お知らせ 


スピーカーホン機能を利用して通話します 


相手の声がスピーカーから聞こえる状態で音声電話をかけることができます（ス 


ピーカーホン機能）。 


● スイッチ付きイヤホンマイクを接続中は、本機能を利用できません。 


● FOMA 端末から約 5 0 c m 以内の距離でお話しください。 


● スピーカーホン機能を利用した通話に切り替えると、音量が急に大きくなり 


耳に障害を与える恐れがありますので、FOMA 端末を耳から離して使用して 


ください。 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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電 
話 
を 
か 
け 
ま 
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通話中に保留にします＜通話中保留＞ 


自分の声を相手に聞こえないように通話を保留にします。 


● 通話保留中も、電話をかけた方に通話料金がかかります。 
1 通話中に 
を押す 


左の画面が表示され、着信ランプが緑色で点滅しま 


す。自分と相手の端末にメロディ（エンターテイ 


ナー）が流れます。 


● 
または 
：保留を解除します。 


電話がかかり、ディスプレイ上部に 
が表示され 


ます。 
● 発信中、通話中に 
： 


通常の通話とスピーカーホン機能を利用した 


通話を切り替えます。 


● 通常の通話に切り替えると、 
の表示が消え、音 


声が受話口から聞こえます。 


1 待受画面で電話番号を入力 
を１秒以上押す 


● 保留中に流れるメロディ（エンターテイナー）は変更することができません。 
● スイッチ付イヤホンマイクを接続中でも設定できます。ただし、保留中にスイッチを１秒以 
上押すと、通話は切断されます。 
● 通話保留中、スイッチ付きイヤホンマイクを接続中にF OMA 端末を折り畳むと、背面ディス 
プレイに「通話保留中」が表示されます。 


お知らせ 


● 通話中、周囲の相手側の雑音の大きい場合は、聞き取りにくいことがあります。その場合は 
通常の通話に切り替えてください。 


お知らせ 


音声電話通話中の操作について 


音声電話の通話中にサブメニューから次の操作ができます。→ P 3 1 


● 通話中には、受話音量を調節することもできます。→ P 2 4 、P 7 4 
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電 
話 
を 
か 
け 
ま 
す 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 



「1 通話を保留」／「1 保留を解除」： 
通話を保留または保留を解除します。→P 5 6 
「2 電話帳を見る」： 
電話帳を表示します。→ P 1 2 4 
「3 着信履歴を見る」： 
着信履歴を表示します。→ P 7 1 
「4 リダイヤルを見る」： 
リダイヤルを表示します。→ P 5 8 
「5はっきりボイスオン」／「5はっきりボイスオフ」： 
はっきりボイスを設定または解除します。 
→ P 5 5 
「6 スピーカーオン」／「6 スピーカーオフ」： 
スピーカーホン機能を設定または解除します。 
→ P 5 5 
• 通話保留中はオン／オフを切り替えられま 
せん。 
「7 日付時刻の設定」： 
日付・時刻を設定します。→ P 4 6 
「0 自分の電話番号」： 
自分の電話番号（自局電話番号）を表示します。 
→ P 5 0 


ポーズ、タイマー、「＋」を入力します 


ポーズ、タイマー、「＋」を入力して電話をかけられます。 


〈例〉「0 3 X X X X X X X X P 1 2 3 4 5 」で発信したとき 
電話がつながった後に 
を押すと、ポーズ（「P 」）以降の番号が送信されます。 


ポーズ「P 」を入力するには 


* を 1 秒以上押す 
ポーズ（「P 」）は、ポケットベル※ へのメッセージ送信や自宅の留守番電話の操 
作、チケットの予約などに利用します。 
● 電話番号の先頭に入力すると発信できません。 
● ポーズの入力後に「 
」を入力しても、サブアドレスの区切りとしては使えま 
せん。 
※ ：2 0 0 1 年 1 月から、ドコモのポケットベルは「クイックキャスト」に名称 
が変わりました。 
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タイマー「T 」を入力するには 


# を 1 秒以上押す 


外線番号に続けて内線番号をダイヤルするときなどにタイマー（「T 」）を利用し 


ます。外線番号と内線番号の間に「T 」を入力することによって、外線番号に続 


いて一定の秒数が経過した後に内線番号が発信されるようになります。 


● タイマー 1 つにつき、約１秒の間隔をとります。 


● タイマーは連続して入力できます。 


● 電話番号の先頭に入力すると発信できません。 


● タイマーの入力後に「 
」を入力しても、サブアドレスの区切りとしては使え 


ません。 


「＋」を入力するには 


0 を 1 秒以上押す 


電話番号の先頭に「＋」を入力することができます。 


● プッシュ信号（DT MF）を送信する際、受信側の機器によっては信号を受信できない場合が 
あります。 
● チケットの予約など、音声ガイダンスに従ってプッシュ信号（DT MF ）を送信する必要があ 
る場合には、スピーカーホン機能を利用すると便利です。この場合、スピーカーホン機能を 
利用した通話に切り替えた後で、プッシュ信号（DT MF ）を入力してください。 


お知らせ 


相手が話し中の場合などに、もう一度かけ直します（リダイヤル）。 


日付時刻設定（→ P 4 6 ）で日付・時刻が設定されていると、電話をかけた最新 


の日時が記録されます。 


● 最大 3 0 件記録されます。 


● 同じ相手にかけた場合は、通知または非通知でそれぞれ最新の 1 件のみが記 


録されます。 


● シークレットモードで呼び出した電話番号へ発信した場合でも、リダイヤル 


に相手の電話番号が記録されます。電話番号を他の人に知られたくないとき 


は、リダイヤルを削除してください。 


● 履歴の表示を制限しているときには、本機能を利用できません。→ P 1 8 6 


● ダイヤル入力での発信を制限したり、個人の情報表示を制限すると、リダイ 


ヤルは削除されます。ただし、設定後にかけた電話はリダイヤルに記録され、 


リダイヤルから電話をかけることができます。→ P 1 8 4 、P 1 8 5 


前にかけた相手にかけ直します 
＜リダイヤル＞ 


電 
話 
を 
か 
け 
ま 
す 
／ 
リ 
ダ 
イ 
ヤ 
ル 
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リダイヤルを表示します 
1 待受画面で R 
UD を押してかけ直すリダイ 


ヤルを表示する 


2 
を押す 


音声電話がかかります。 


● 
：テレビ電話がかかります。 
リ 
ダ 
イ 
ヤ 
ル 


電話をかけた日付、曜日、時間、発信の種別（音声電話／テレ 
ビ電話）が表示されます。 


電話番号が表示され、電話帳に登録されているときは名前も表 
示されます。→ P 1 0 9 
発信者番号の通知／非通知が表示されます。→ P 6 2 


● リダイヤルが 3 0 件を超えた場合は、古いものから削除されます。 
● リダイヤルに記録されている電話番号を電話帳に登録する→ P 1 1 7 


お知らせ 


リダイヤルを削除します 


1 件ずつ削除したり、すべてのリダイヤルをまとめて削除したりします。 
1 待受画面で R 
UD を押して削除するリダイ 


ヤルを表示する 


リダイヤルの表示画面が表示されます。 


2 


メニュー 
「8 削除する」を押す 


「1 選択 1 件」：表示していた 1 件を削除します。 


「2 全件」 
：記録されているすべてを削除します。 
次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 



リダイヤルの番号 
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リ 
ダ 
イ 
ヤ 
ル 
／ 


1 8 6 


／ 


1 8 4 


3「1 選択 1 件」を押す 


選択したリダイヤルを削除した旨のメッセージが表示されます。 


●「2 全件」：リダイヤルを全件削除します。 


4 
を押す 


リダイヤルの表示画面に戻ります。リダイヤルがない場合や、全件削除した 


場合は、待受画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


1 回の通話ごとに発信者番号を通知／ 
非通知にします＜ 1 8 6 ／ 1 8 4 ＞ 


電話をかけるたびに相手先電話番号の前に特定の番号を付けることで、自分の電 


話番号を相手に通知するか通知しないかを選択できます。 


● 発信者番号はお客様の大切な情報です。通知する際には十分にご注意ください。 


● 相手の電話機がデジタル携帯電話など、発信者番号表示が可能なときに表示 


されます。 


● 自分の電話番号を相手に通知するには、次の方法があります。 


あらかじめ一括して設定 
する 


ダイヤルするときに設定 
する 


特定の番号を付けて電話 
をかける 


P 4 8 


P 6 2 


P 6 1 


電話をかけるときの発信者番号の通知／ 
非通知を一括して設定します。 


電話をかけるたびに、発信者番号の通知／ 
非通知を設定します。 


電話番号の前に特定の番号を付けます。 
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1 8 6 


／ 


1 8 4 


特定の番号（1 8 4 ）を付けて発信します 


相手に電話番号を通知しません。 
1 待受画面で 184 
相手の電話番号を入力する 


2 
を押す 


電話がかかります。 


● 
：テレビ電話をかけます。 


3 お話しが終わったら 
を押す 


● FOMA 端末を折り畳んでも電話を切ることができます。 


● #31# を押してから相手の電話番 


号を入力しても、発信者番号を通知しません。 


特定の番号を付けて電話をかけます 


● *31# を押してから相手の電話番 


号を入力しても、発信者番号を通知します。 


特定の番号（1 8 6 ）を付けて発信します 


相手に電話番号を通知します。 
1 待受画面で 186 
相手の電話番号を入力する 


2 
を押す 


電話がかかります。 


● 
：テレビ電話をかけます。 


3 お話しが終わったら 
を押す 


● FOMA 端末を折り畳んでも電話を切ることができます。 
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1 8 6 


／ 


1 8 4 


ダイヤルするときに通知／非通知を設定します 


電話番号を入力してから発信者番号の通知／非通知を設定します。また、電話帳 


やリダイヤルなどから電話番号を表示させてから設定することもできます。 


〈例〉発信者番号を通知して音声電話をかけるとき 
1 待受画面で電話番号を入力 


メニュー 


を押す 


2「3 通知で音声電話」を押す 


「3 通知で音声電話」 ：発信者番号を通知して音声 


電話をかけます。 


「4 非通知音声電話」 ：発信者番号を通知しないで 


音声電話をかけます。 


「5 通知でテレビ電話」：発信者番号を通知してテレ 


ビ電話をかけます。 


「6 非通知テレビ電話」：発信者番号を通知しないで 


テレビ電話をかけます。 


● 電話をかけたとき、発信者番号の通知をお願いする旨のガイダンスが聞こえた場合は、発信 
者番号を通知する設定にしてからおかけ直しください。 
● 以下の番号通知方法を同時に設定・操作した場合、次のような順位（①→③）で番号通知動 
作が行われます。 
①相手の番号の前に「1 8 6 」／「1 8 4 」を付けた場合 
②発信時にサブメニューから番号通知方法を選択した場合 
③発信者番号通知の設定をした場合 
ただし、上記の番号通知方法を同時に設定・操作すると、ディスプレイの表示と実際の通知／ 
非通知の発信が異なる場合があります。 
● 国際電話では「1 8 6（ 3 1 #）」を付けても、経由する電話会社などにより発信者番号が通知 
されない場合があります。 


お知らせ 


音声電話がかかります。 


●「5 通知でテレビ電話」または「6 非通知テレビ 


電話」を押すと通信速度（→P 9 0 ）の選択画面が 


表示され、「16 4 K テレビ電話」または「23 2 K 


テレビ電話」を押すとテレビ電話がかかります。 
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WOR LD C A LL 


国際電話を利用します 
＜ WOR L D C A L L ＞ 


海外の特定3 G携帯端末をご利用のお客様に対し、上記ダイヤル方法の後にテレ 


ビ電話モード（発信時に 
を押す）で発信すれば「国際テレビ電話」がご 


利用いただけます。 


● 接続可能な国および通信事業者等の情報についてはドコモのホームページを 


ご覧ください。 


● 国際テレビ電話の接続先の端末により、FOMA 端末に表示される相手側の画 


像が乱れたり、接続できない場合がございます。 


ドコモの国際電話サービス「WOR L D C A L L 」 


WORLD CALLはドコモの携帯電話からご利用いただける国際電話サービスです。 


● 通話方法 


● 通話先は世界約 2 2 0 の国と地域です。 


●「WOR LD C A LL」の料金は毎月のFOMA サービスの通信料金と合わせてご 


請求します。 


● 申込手数料・月額使用料は不要です。 


※ FOMA サービスをご契約のお客様は、ご契約時に併せて「WOR LD C A LL」 


もご契約いただいています（ただし、不要のお申し出をされた方を除きます）。 


● 国際電話ダイヤル手順の変更について 


携帯電話などの移動体通信は、電話会社選択サービス「マイライン」のサー 


ビス対象外であるため、WOR LD C A LL についても「マイライン」をご利用 


いただけませんが、「マイライン」の導入に伴い携帯電話などから国際電話を 


ご利用になる場合のダイヤル手順が変更となりました。従来のダイヤル手順 


（上記ダイヤル手順から「0 1 0 」を除いたもの）ではご利用いただけませんの 


で、ご注意ください。 


● 詳しくは、取扱説明書裏面の「総合お問い合わせ先」までお問い合わせください。 


※ ドコモ以外の国際電話サービス会社をご利用になる場合は、各国際電話 


サービス会社に直接お問い合わせください。 


009130　010　国番号　市外局番　相手先 


電話番号　 
を押す 


※ 上記の操作方法を FOMA 端末の電話帳に登録することができます。 
※ 市外局番が「0 」で始まる場合には「0 」を除いてダイヤルしてください（た 
だし、　イタリアの一般電話などにおかけになる場合は「0 」が必要です）。 


▼ 


▼ 


▼ 


▼ 


▼ 
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簡単な方法で国際電話をかけます 
1 待受画面で国番号を含めた電話番号を入力する 


2 


メニュー 


「7 ワールドコール」を押す 


3 
を押す 


国際電話がかかります。 


● 
：国際電話をテレビ電話でかけます。 


4 お話しが終わったら 
を押す 


● FOMA 端末を折り畳んでも電話を切ることができます。 


WOR LD C A LL 


● 国番号を含めた電話番号をあらかじめ電話帳に登録しておくと、簡単に国際電話をかけるこ 
とができます。→ P 1 1 0 


お知らせ 
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再接続するときのアラームを設定します 
＜再接続アラーム＞ 


トンネルやビルの陰などで電波状態が悪くて途切れた通話を、電波状態がよく 


なったときに再接続するときのアラーム音を設定します。 


● 電波が途切れている間は、相手は無音状態となります。 


● 利用状態や電波状態により、再接続が可能な時間は異なります。目安は約1 0 


秒間です。 


● 再接続されるまでの時間（最長 1 0 秒間）も通話料金がかかります。 


● 利用状態や電波状態により、アラ－ム音が鳴らずに通話が切れてしまうこと 


があります。 


1 待受画面で 


メニュー 


「 
詳細な機能を設定する」 「3 音 
を設定する」 「5 再接続した時の音を選ぶ」を押す 


2「1 高音で鳴らす」～「3 鳴らさない」のいずれか 1 つ 
の番号を押す 


アラーム音を設定した旨のメッセージが表示されます。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


「1 高音で鳴らす」：再接続アラームを高音で鳴ら 


します。 


「2 低音で鳴らす」：再接続アラームを低音で鳴ら 


します。 


「3 鳴らさない」 ：再接続アラームを鳴らしません。 


● 本機能は音声電話、テレビ電話ともに有効です。 


再 
接 
続 
ア 
ラ 
ー 
ム 


高音で鳴らす 
お買い上げ時 


お知らせ 
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電話を受けます 


ここでは、音声電話の受けかたを説明します。 


● FOMA 端末を開くだけでは電話に出ることはできません。 
1 電話がかかってくる 


2 
を押す 


3 お話しが終わったら 
を押す 


● FOMA 端末を折り畳んでも電話を切ることができます。 


着信音が鳴り、ディスプレイのバックライトが点灯 


して、着信ランプ、 
が点滅します。 


● FOMA 端末を折り畳んでいるときは、背面ディス 


プレイに「電話です」が点滅表示されます。→P 2 8 


お話しください。 


ディスプレイには通話時間が表示されます。 


ディスプレイの表示について 


相手からの発信状況やFOMA 端末の設定に従って、電話番号や名前、画像などが 


ディスプレイに表示されます。 


● 電話番号が通知されたときは、背面ディスプレイにも電話番号や電話帳に登 


録している名前が表示されます。→ P 1 0 9 
• 背面ディスプレイに情報を表示しないように設定しているときは表示されま 


せん。→ P 1 6 3 
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■ 相手の都合で電話番号が通知されなかったとき 


通知されなかった理由が表示されます。→ P 4 9 


相手の電話番号が電話帳に登録されている場合は、 


相手の名前と電話番号が表示されます。→ P 1 0 9 


ワンタッチダイヤルに登録されている場合は、相手 


の名前とワンタッチダイヤルに設定されている着信 


画像が表示されます。→ P 1 3 8 


相手の電話番号が電話帳に登録されていない場合は、 


相手の電話番号が表示されます。 


■ 相手が電話番号を通知してきたとき 


電 
話 
を 
受 
け 
ま 
す 
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ご契約の内容 


留守番電話サービス 


キャッチホン 


転送でんわサービス 


動　作 


留守番電話サービスセンターへ転送します。→ P 4 8 3 


通話中の電話を保留にして、かかってきた電話に応答しま 
す。→ P 4 8 6 


転送登録先へ転送します。→ P 4 8 8 


お話し中に「ププ… ププ… 」という音（通話中着信音）が聞こえたとき 


留守番電話サービス、キャッチホン、転送でんわサービスのいずれかをご契約い 


ただくと、通話中に別の電話がかかってきたときに「ププ… ププ… 」という通話 


中着信音が聞こえます。このとき、次の動作が可能です。 


サブメニュー 


1 伝言メモ※ 1 


2 留守番電話※ 2 


3 転送でんわ※ 3 


4 着信拒否 


説　明 


伝言メモで応対します（クイック伝言メモ）。 


かかってきた電話を留守番電話サービスセンターに接続します。 


かかってきた電話を転送登録先へ転送します。 


電話が切れます。相手側に通話料金はかかりません。 


※ 1 ：通話中に別の電話がかかってきたときは選択できません。 
※ 2 ：留守番電話サービスをご契約いただき、音声電話がかかってきた場合のみ有 
効です。 
※ 3 ：転送でんわサービスをご契約いただき、転送先が登録されている場合に有効 
です。 
● 着信中には、着信音量を調節することもできます。→ P 2 4 、P 7 6 


音声電話着信中の操作について 


音声電話がかかってきたとき、着信音が鳴っている間にサブメニューから次の操 


作ができます。→ P 3 1 


通話中着信動作選択（→ P 4 9 9 ）を「通常着信する」に設定していると、通話 


中に別の電話がかかってきたときも同様に操作できます。 


● 留守番電話サービス、転送でんわサービスの場合、通話中着信設定を「開始 


する」に設定し、通話中着信動作選択を「通常着信する」に設定した場合に 


限り、上記の各動作が選択できます。→ P 4 9 9 、P 5 0 0 
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● マナーモードやドライブモードを設定中は、着信音は鳴りません。 
● 電話帳に登録されていない相手から電話がかかってきたときに、着信音などの呼出動作をす 
ぐに開始しないように設定できます。→ P 1 9 3 
● ｉモード中でも音声電話の着信を受けることができます。通話を終了すると、通話前に表示 
していたサイト画面に戻ります。 
● 2 つの通信機能を同時に利用することができます（マルチアクセス）。→ P 4 6 0 
● 転送された他のF OMA 端末からの電話がかかってきた場合は、着信中画面の左下に転送元の 
電話番号が「転：X X X … 」のように表示されます。転送元の電話番号が電話帳に登録されて 
いても、名前は表示されません。転送元によっては転送元の電話番号が表示されないことが 
あります。 
● 通話中にメールを受信すると受信中に 
、メッセージ R / F を受信すると受信中に 
/ 
が 
ディスプレイ上部に点滅表示されます。メールの受信が完了した場合は、ディスプレイ上部 
に 
が表示されます。通話を終了して待受画面に戻ると、メールを受信した場合は未読の 
メールがあることを示す 
、メッセージR /F を受信した場合は未読のメッセージR /F があ 
ることを示す 
/ 
がディスプレイ下部に表示されます。また、メールを受信した場合は新着 
情報（→ P 2 7 ）も表示されます。 
● ビル電話・P B X など、ダイヤル市外通話のできない電話機からは、F OMA 端末へもかけら 
れません。 
● 応答保留のしかた→ P 7 8 
● 通話中保留のしかた→ P 5 6 
● スピーカーホン機能の利用のしかた→ P 5 5 
● 国際電話を着信した場合、発信者番号の先頭に「＋」が表示されます。 
● スイッチ付イヤホンマイクの使いかた→ P 4 7 5 
● 音声電話通話中の操作→ P 5 6 


お知らせ 
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オ 
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ス 
ピ 
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カ 
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自動で電話を受けます 
＜オートスピーカーホン機能＞ 


音声電話がかかってきて着信音が約 4 秒間鳴った後、自動で電話を受けるよう 


に設定します。電話を受けるとスピーカーから相手の声が聞こえます。 


● スピーカーホン機能を利用するときには、FOMA 端末から約5 0 c m以内の距 


離でお話しください。 


● 本機能を設定すると、音量が大きく聞こえ、耳に傷害を与える恐れがありま 


すので、FOMA 端末を耳から離して使用してください。 


● マナーモードを設定中は、解除してから本機能を設定してください。→P 1 6 0 
1 待受画面で 


メニュー 
「 
詳細な機能を設定する」 「2 電 
話の詳細を設定する」 「8 オートスピーカーホンを設 
定する」を押す 


オートスピーカーホンを設定するかどうかの確認画面が表示されます。 


2「1 設定する」を押す 


オートスピーカーホンを設定した旨のメッセージが表示されます。 


●「2 解除する」：既に設定しているオートスピーカーホン機能を解除し 


ます。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● オートスピーカーホンを設定中はディスプレイ上部に 
が表示されます。 


お買い上げ時 
解除する 
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● 本機能はテレビ電話には対応していません。 
● 電話を受けた後の動作は、スピーカーホン機能を利用した通話と同様です。→ P 5 5 
● 本機能が動作して電話を受けると、ディスプレイ上部に 
が表示されます。 
● 本機能を設定中にマナーモードやドライブモードを設定すると、本機能は動作しません。 
● 次の場合は、本機能を設定していても動作しません。 
• 自動的に電話がつながる前に 
を押して電話を受けた場合 
• 通話中に電話がかかってきた場合 
• F OMA 端末を折り畳んでいる場合 
• スイッチ付イヤホンマイクや外部機器などを接続中の場合 
● 留守番電話サービスや転送でんわサービスを開始に設定している場合、設定した時間によっ 
て動作の優先が異なります。 
● 発信者番号通知のない相手に対する着信動作（→P1 9 1 ）、着信を拒否／許可する相手（→P1 8 8 ）、 
電話帳登録外の着信の拒否（→ P 1 9 5 ）を設定中は、着信拒否の対象に設定している相手か 
ら電話がかかってくると、各機能が優先して動作します。 
● 本機能と伝言メモを同時に設定している場合、設定した時間によって動作の優先が異なります。 
● 本機能と無音着信時間（→P 1 9 3 ）を同時に設定している場合、無音着信時間を 4 秒に設定 
すると、着信のタイミングによっては本機能が動作するまでの間に、着信音が鳴る場合があ 
ります。 


お知らせ 


オ 
ー 
ト 
ス 
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着信履歴を利用します＜着信履歴＞ 


かかってきた電話に応答した履歴や、電話に出なかったとき（不在着信）の履歴 


を記録しておく機能です。伝言メモに録音されたときも記録されます。 


日付時刻設定（→ P 4 6 ）で日付・時刻が設定されていると、電話がかかってき 


た日時が記録されます。また、電話番号が通知されたときは、その番号も記録さ 


れます。 


● 最大 3 0 件記録されます。 


● 不在着信の場合は、着信してから相手が呼び出しを止めるまでの時間（呼出 


時間）が表示されます。覚えのない番号からの不在着信があった場合、着信 


履歴を残す目的だけの迷惑電話（「ワン切り」など）なのかどうかを確認でき 


ます。 


● 履歴の表示を制限しているときには、本機能を利用できません。→ P 1 8 6 


● 個人の情報表示を制限すると、着信履歴は削除されます。ただし、設定後に 


かかってきた電話は着信履歴に記録され、着信履歴から電話をかけることが 


できます。→ P 1 8 4 


● ダイヤル入力での発信を制限すると、着信履歴は削除されます。ただし、設 


定後にかかってきた電話は着信履歴に記録され、 
「制限しない」に設定すると 


着信履歴から電話をかけることができます。→ P 1 8 5 
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かかってきた電話に出なかったとき（不在着信） 


かかってきた電話に出なかったときは、待受画面に新着情報（→ P 2 7 ）と 


が表示されます。 


また、FOMA 端末を折り畳んでいるときは、背面ディスプレイに 
が表示 


されます。 


着 
信 
履 
歴 


着信履歴を表示します 
1 待受画面で L 
UD を押して目的の着信履歴 
を表示する 


● 無音着信時間内の不在着信（→P 1 9 3 ）のみが着信履歴に記録されている 


場合、待受画面で L を押すと、表示されていない着信履歴がある旨の 


確認画面が表示されます。 


不在着信の場合は呼出時間が表示されます。 


不在着信の場合は「不在」、伝言メモが録音されている場合は 
「伝言」が表示されます。 


電話がかかってきた日付、曜日、時間、着信の種別（音声電話／ 
テレビ電話／データ通信）が表示されます。 


電話番号が表示され、電話帳に登録されているときは名前も表 
示されます。→ P 1 0 9 
発信者番号が非通知の場合は非通知理由が表示されます。 
→ P 4 9 


● 着信履歴が 3 0 件を超えた場合は、古いものから削除されます。 
● 無音着信動作が設定されているときは、無音着信時間内の不在着信は表示されません。 
→ P 1 9 3 


該当する不在着信を表示する場合は、着信履歴の表示画面で 


メニュー 


「0表示切替」 「2呼 


出なし着信」を押します。通常の着信履歴表示に戻す場合は 


メニュー 


「0表示切替」 「1呼 


出あり着信」を押します。 


● 登録外着信拒否が設定されているときは、電話帳に登録されていない相手からの着信は拒否 
され、着信履歴に記録されます。→ P 1 9 5 
● 会社などでダイヤルインをご利用の相手からの着信の場合、相手のダイヤルイン番号と異なっ 
た番号が表示される場合があります（ダイヤルインとは、1 本の回線で着信用の電話番号を 
複数持てるサービスです）。 


● 着信履歴の表示画面で 
を押すと音声電話、 
を押すとテレビ電話をかけることがで 


きます。また、サブメニューから発信者番号通知／非通知を設定して音声電話やテレビ電話 


をかけたり、通信速度を指定してテレビ電話をかけたりすることもできます。→ P 6 2 


● スピーカーホン機能の利用のしかた→ P 5 5 、P 9 2 
● 通知／非通知で電話をかける→ P 6 0 
● 着信履歴に記録されている電話番号を電話帳に登録する→ P 1 1 7 


お知らせ 


着信履歴の番号 
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着 
信 
履 
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着信履歴を削除します 


1 件ずつ削除したり、すべての着信履歴をまとめて削除したりします。 
1 待受画面で L 
UD を押して削除する着信履 
歴を表示する 


着信履歴の表示画面が表示されます。 


2 


メニュー 
「8 削除する」を押す 


3「1 選択 1 件」を押す 


選択した着信履歴を削除した旨のメッセージが表示されます。 


●「2 全件」：着信履歴を全件削除します。 


4 
を押す 


着信履歴の表示画面に戻ります。着信履歴がない場合や、全件削除した場合 


は、待受画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


「1 選択 1 件」：表示していた 1 件を削除します。 


「2 全件」 
：記録されているすべてを削除します。 
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受 
話 
音 
量 


相手の声の音量を調節します 
＜受話音量＞ 


相手の声の大きさを調節します。 


● 音量 1 （最小）～音量 6 （最大）の 6 段階で調節できます。 


● 受話音量は電源を切っても保持されます。 


通話中に調節します 
1 通話中に UD または 
（音量 大・小）を押す 


2 UDLR または 
（音量 大・小）を押 


して音量を調節する 


● 次のボタンを押して音量を調節できます。 


● 
を押すか、ボタンの操作を止めてしばらくすると音量が設定され、通話 


中の画面に戻ります。 


〈音量ボタンを使うとき〉 
〈マルチカーソルボタンを使うとき〉 


小さくする 


大きくする 


大きくする 


小さくする 


● 通話中に変更した音量は、通話終了後も保持されます。 
● テレビ電話通話中の音量調節は音量ボタンのみ有効です。 
● 受話音量を調節すると、ボタン確認音や伝言メモの再生音の音量も同じように変わります。 


お知らせ 


お買い上げ時 
音量 4 
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待受中に調節します 
1 待受画面で 


メニュー 
「2 電話を使う」 「6 相手の声の音 
量を調節する」を押す 


2 UDLR または 
（音量 大・小）を押 


して音量を調節する 


● 操作方法→ P 7 4 


3 
を押す 


音量を設定した旨のメッセージが表示されます。 


4 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


受 
話 
音 
量 
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着信音の音量を調節します 
＜着信音量＞ 


着信音の大きさを調節します。 


● 消音、音量1 ～音量6 の7 段階で調節できます。待受中は「だんだん大きく」 


にも設定できます。 


● 着信音量は電源を切っても保持されます。 


着信中に調節します 
1 着信中に UD または 
（音量 大・小）を押す 


2 UDLR または 
（音量 大・小）を押 


して音量を調節する 


● 次のボタンを押して音量を調節できます。 


● 
、 
、 
を押すか、ボタンの操作を止めてしばらくすると、音量が設 


定されます。 


大きくする 


小さくする 


〈音量ボタンを使うとき〉 
〈マルチカーソルボタンを使うとき〉 


● 着信中に変更した音量は、通話終了後も保持されます。 
● マナーモードを設定中は、着信中に音量調節はできません。→ P 1 6 0 


お知らせ 


小さくする 


大きくする 


お買い上げ時 
音量 4 
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待受中に調節します 
1 待受画面で 


メニュー 
「2 電話を使う」 「5 電話を受けた 
時の音量を調節する」を押す 


2 UDLR または 
（音量 大・小）を押 


して音量を調節する 


● 操作方法→ P 7 6 


● 音量 6 のときに U ／ R ／ 
（音量 大）： 


「だんだん大きく」（消音→音量 1 →… →音量 6 ）に設定します。 


● 音量 1 のときに D ／ L ／ 
（音量 小）： 


消音に設定します。 


3 
を押す 


音量を設定した旨のメッセージが表示されます。 


4 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


お知らせ 


● 着信音量を消音に設定しているときは、待受画面に 
が表示されます（S :S IL E NT（サイレ 
ント））。また、同時に音声電話のバイブレータを設定中は、 が表示されます。 
● 着信音量を調節すると、電池残量確認音の音量も同じように変わります。 
● 着信音量を消音に設定しても、電話がかかってきたときにディスプレイのメッセ－ジ表示の 
他に、バイブレータの振動や背面ディスプレイのメッセージ表示でお知らせするように設定 
できます。→ P 1 5 5 、P 1 6 3 


着 
信 
音 
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すぐに電話に出られないとき保留に 
します＜応答保留＞ 


電話がかかってきたとき、すぐに出られない場合は保留にします。 


● 応答保留中でも相手側には通話料金がかかります。 
1 着信中に 
を押す 


応答保留になります。相手には「ただいま電話に出ることができません。そ 


のままお待ちになるか、しばらくたってからおかけ直しください。」という応 


答保留ガイダンスが流れます。 


● テレビ電話の場合は、相手には応答保留ガイダンスとともにテレビ電話応 


答保留画像が送信されます。 


● 応答保留中に FOMA 端末を折り畳むと、背面ディスプレイに「応答保留 


中」または「テレビ電話応答保留中」が表示されます。 


● 応答保留中に 
を押すか、相手が電話を切ると、通話は切れます。 


2 電話に出られる状態になったら 
を押す 


保留が解除されます。 


● 音声電話の応答保留中に 
：保留を解除します。 


● テレビ電話の応答保留中に 
：保留を解除しカメラ画像を送信し 


ます。 


● テレビ電話の応答保留中に 
：保留を解除しカメラオフ画像(→P 9 7 ) 


を送信します。 


音声電話応答保留中 
テレビ電話応答保留中 


応 
答 
保 
留 


● オートスピーカーホン機能を設定中は、着信してからオートスピーカーホン機能が動作する 
までの約 4 秒間で応答保留の操作を行ってください。→ P 7 0 


お知らせ 
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運転中に電話を受けないように 
します＜ドライブモード＞ 


ドライブモードは、運転中の安全性を重視した自動応答サービスです。ドライブ 


モードに設定すると、相手には運転中のために電話に出られないことを伝えるガ 


イダンスが流れ、通話を終了します。 


●「 
」が表示されているときでも、本機能の設定や解除ができます。 


● 本機能を設定中は、電話の着信やメール・メッセージR /F の受信、目覚まし 


が起動しても、着信音や目覚まし音は鳴りません。また、バイブレータや着 


信ランプも動作しません。FOMA 端末を折り畳んでいるときに電話の着信や 


メール・メッセージ R /F を受信したときなどは、背面ディスプレイに新着情 


報（→ P 2 7 ）が表示されます。 


● 電源が入っていないときや圏外にいるときは、相手には圏外時のガイダンス 


が流れ、ドライブモードのガイダンスは流れません。 


● 本機能を設定中でも電話はかけられます。 


● ドライブモードはお申し込み不要です。また、月額使用料もかかりません。 


● 詳細は『ネットワークサービス操作ガイド』をご覧ください。 


設定します 


待受中にドライブモードを設定していて電話がかかってきたときは、次のように 


動作します。 


● 音声電話をかけてきた相手の端末にはドライブモードのガイダンスが流れ、 


切断されます。テレビ電話をかけてきた相手の端末には運転中のため電話に 


でられない旨のメッセージが表示され、切断されます。お客様のFOMA 端末 


は着信動作を行わず、待受画面には新着情報（→ P 2 7 ）と 
が表示され、 


着信履歴に記録されます。 


1 待受画面で * を 1 秒以上押す 


ドライブモードを設定した旨のメッセージが表示されます。 


2 
を押す 


待受画面に戻ります。 


● 本機能を設定中は待受画面に 
が表示されます。 


FOMA 端末を折り畳んでいるときは、背面ディス 


プレイに 
が表示されます。 


● マナーモードを同時に設定しているときは、本機 


能の設定が優先されます。 
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サービス名 


留守番電話サービス 


転送でんわサービス 


キャッチホン 


動　作 


• 音声電話をかけてきた相手の端末にはドライブモードのガイダン 
スが流れた後、留守番電話サービスセンターに接続されます。お 
客様のFOMA 端末は着信動作を行いません。待受画面には新着 
情報（→ P 2 7 ）と 
が表示され、着信履歴に記録されます。 
ただし、留守番電話サービスの呼出時間を「0 秒」に設定した 
場合、相手の端末にはドライブモードのガイダンスは流れずに 
留守番電話サービスセンターに接続する旨のガイダンスが流れ 
ます。お客様の F OMA 端末は着信動作を行わず、着信履歴に 
も記録されません。 
• テレビ電話の場合、相手の端末には「運転中のため電話にでられ 
ません」と表示され、お客様の FOMA 端末には接続されず、着 
信履歴に記録されます。 


• 音声電話をかけてきた相手の端末にはドライブモードのガイダ 
ンスが流れた後、指定した転送先に転送されます。お客様の 
F OMA 端末は着信動作を行いません。待受画面には新着情報 
（→ P 2 7 ）と 
が表示され、着信履歴に記録されます。 
ただし、転送でんわサービスの呼出時間を「0 秒」に設定した 
場合、相手の端末にはドライブモードのガイダンスは流れずに 
指定した転送先に転送されます。お客様の F OMA 端末は着信 
動作を行わず、着信履歴にも記録されません。 
• テレビ電話の場合の動作→ P 4 8 9 


• 音声電話通話中に音声電話をかけてきた相手の端末にはドライ 
ブモードのガイダンスが流れます。音声電話やテレビ電話通話 
中にテレビ電話をかけてきた相手の端末には「接続できません 
でした」と表示されます。テレビ電話通話中に音声電話をかけ 
てきた場合、相手の端末には話中音が流れます。いずれの場合 
もお客様のFOMA 端末は着信動作を行わず、待受画面には新着 
情報（→ P 2 7 ）と 
が表示され、着信履歴に記録されます。 


解除します 
1 ドライブモード中に * を 1 秒以上押す 


ドライブモードを解除した旨のメッセージが表示されます。 


2 
を押す 


待受画面に戻ります。 


● 本機能を設定中でも電話をかけることができます。ただし、緊急通報（1 1 0 番、1 1 9 番、 
1 1 8 番）をすると、本機能は解除されます。 
● 本機能を設定中は、オートスピーカーホン機能は動作しません。 
● 本機能を設定中は、伝言メモを設定していても相手にはドライブモードのガイダンスが流れ、 
伝言メモは動作しません。 
● 本機能を設定中の着信と、各ネットワークサービスの関係は次のとおりです。ネットワーク 
サービス→ P 4 8 2 


お知らせ 
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サービス名 


迷惑電話ストップサー 
ビス 


番号通知お願いサービス 


動　作 


• 音声電話をかけてきた相手が着信拒否に登録されている場合、相 
手の端末には着信拒否ガイダンスが流れます。お客様のFOMA 
端末は着信動作を行わず、着信履歴にも記録されません。 
• テレビ電話の場合、相手の端末には「接続できませんでした」 
と表示され、お客様の F OMA 端末には接続されません。 


• 音声電話をかけてきた相手が電話番号を通知していない場合、相 
手の端末には番号通知お願いガイダンスが流れます。お客様の 
FOMA 端末は着信動作を行わず、着信履歴にも記録されません。 
• テレビ電話の場合、相手の端末には「運転中のため電話にでら 
れません」と表示され、お客様の F OMA 端末には接続されず、 
着信履歴に記録されます。 


伝言メモを設定しておくと、電話に出られないときに応答ガイダンスを再生し、 


相手の用件を録音します。 


日付・時刻が設定されていると、用件を録音した日時も自動的に記録されます。 


また、電話番号が通知されたときは、その番号なども記録されます。 


● 音声電話・テレビ電話合わせて最大4 件、1 件につき約3 0 秒間録音できます。 


● テレビ電話に伝言メモで応答した場合、音声電話と同様に音声のみ録音され、 


画像は録画されません。 


● 伝言メモの内容は、手帳などに別にメモをお取りくださるようお願いします。 


FOMA 端末の故障・修理・電話機の変更やその他の取り扱いによって、録音 


内容が消失してしまう場合もあります。万一、録音内容が消失してしまうこ 


とがあっても、当社としては責任を負いかねますので、あらかじめご了承く 


ださい。 


伝言メモを設定します 


電話に出られないときに用件を録音 
します＜伝言メモ＞ 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 



お買い上げ時 
停止する 


● 履歴の表示を制限しているときや、個人の情報表示を制限しているときには、 


伝言メモを設定／停止することはできません。→ P 1 8 4 、P 1 8 6 


1 待受画面で D を 1 秒以上押す 


伝言メモを開始した旨のメッセージが表示されます。 
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伝 
言 
メ 
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伝言メモを設定したときは 
1 電話がかかってくる 


● 伝言メモが 4 件録音されると、待受画面に 
が表示されます。 
● 伝言メモが既に 4 件録音されている場合は、伝言メモを設定できません。不要な伝言メモを 
消去してから操作をやり直してください。→ P 8 8 
● 電話がかかってきてから応答ガイダンスを再生するまでの時間を変更できます。→ P 8 4 
● 応答ガイダンスは変更することができます。→ P 8 5 


お知らせ 


2 
を押す 


伝言メモが設定されます。 


● 伝言メモを設定中は待受画面に 
が表示されます。 


● 本機能を停止する場合は待受画面で D を 1 秒以上押して 
を押し 


ます。 


応答時間の設定に従って着信音が鳴った後、伝言メ 


モガイダンス中の画面が表示され、自動的に伝言メ 


モが応答します。 


● FOMA 端末を折り畳んでいるときは、背面ディス 


プレイに「伝言メモ起動中」または「テレビ電話 


伝言メモ中」が表示されます。 


● 着信中／応答ガイダンス中に 
： 


音声電話またはカメラオフ画像（→P 9 7 ）で 


テレビ電話に出ることができます。 


● 着信中／応答ガイダンス中に 
： 


テレビ電話に出ることができます。 
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2 相手のメッセージが録音される 


● 録音の開始時と終了時には「ピーッ」と音が鳴ります。また、録音開始時 


から約 2 5 秒後に、録音終了予告音（ピピッ）が鳴ります。 


● 音声電話またはテレビ電話伝言メモ録音中に 
： 


音声電話、またはカメラオフ画像（→P 9 7 ）でテレビ電話を受けます。 


それまでの録音データは破棄されます。 


● テレビ電話伝言メモ録音中に 
： 


テレビ電話を受けます。それまでの録音データは破棄されます。 


3 録音が終了すると、電話が切れる 


伝言メモが録音されると、待受画面には新着情報 


（→ P 2 7 ）と 
が表示されます。 


● FOMA 端末を折り畳んでいるときは、背面ディス 


プレイに 
が表示されます。 


録音終了までの 
目安が表示され 
ます。 


＜テレビ電話伝言メモ録音中＞ 
＜音声電話伝言メモ録音中＞ 


●「 
」が表示されているときは、伝言メモ機能は動作しません。 
● 伝言メモが既に 4 件録音されている場合は、伝言メモ機能は動作せずに着信音が鳴り続けま 
す。また、着信中にクイック伝言メモを動作させることもできません。 
伝言メモ機能またはクイック伝言メモを動作させるには、録音されている不要な伝言メモを 
消去してください。→ P 8 8 
● ドライブモードを設定中はドライブモードが優先され、伝言メモ機能は動作しません。 
● 電波の状態により、録音内容が途切れる場合があります。 
● 伝言メモが録音された場合でも、着信履歴に記録されます。 
● 音声電話の場合、相手の声を録音中は、F OMA 端末の受話口から録音中の相手の声が聞こえ 
ます。 
● 伝言メモ録音中に電話がかかってきた場合は、着信を拒否して録音を継続し、着信履歴に記 
録されます。 
● 応答ガイダンス再生中や相手のメッセージ録音中は、F OMA 端末の開閉に関わらず、応答ガ 
イダンスや相手の声が F OMA 端末の受話口から漏れることがあります。 


お知らせ 


伝 
言 
メ 
モ 


録音終了までの 
目安が表示され 
ます。 
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電話がかかってきてから応答ガイダンスが流れるまでの時間を設定します。 


● 個人の情報表示を制限しているときには、本機能を利用できません。→P 1 8 4 
1 待受画面で 


メニュー 
「2 電話を使う」 「7 伝言メモを使 
う」 「2 伝言メモを開始する」 「3 呼出時間設定」を 
押す 


2 応答時間を入力 
を押す 


呼出時間を設定した旨のメッセージが表示されます。 


● 0 ～ 1 2 0 秒の範囲で設定できます。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


録音が始まるまでの時間を設定します＜呼出時間設定＞ 


● 留守番電話サービスや転送でんわサービスと伝言メモを同時に設定している場合、各サービ 
スの呼出時間設定で設定した時間により、優先順位が異なります。伝言メモを優先させるに 
は、伝言メモの応答時間を各サービスの呼出時間設定よりも短く設定してください。ただし、 
電波状態によっては伝言メモが優先されないことがあります。 
● 伝言メモが既に 4 件録音されている場合は、伝言メモ機能は動作しません。留守番電話サー 
ビス・転送でんわサービスを開始に設定している場合は、各サービスが動作します。 
● イヤホンマイク接続時に自動で着信する設定の応答時間と、伝言メモの応答時間は同じ時間 
に設定できません。→ P 4 7 8 
● 本機能とオートスピーカーホン機能を同時に設定している場合、本機能の呼び出し時間を 3 
秒以下に設定していると本機能が動作します。→ P 7 0 
● 無音着信時間の設定に関わらず、着信した時点から伝言メモの呼出時間がカウントされます。 
→ P 1 9 3 


お知らせ 


お買い上げ時 
8 秒 
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伝言メモの応答ガイダンスを設定します。 


● 応答ガイダンスは、次の 3 種類から選択できます。 


種　類 


1 標準 


2 会議中用 


3 移動中用 


内　容 


ただいま、電話に出ることができません。「ピー」という発 
信音の後に、3 0 秒以内でメッセージをお話しください。な 
お、テレビ電話の場合でも、音声メッセージのみのお預かり 
となります。 


会議中のため、電話に出ることができません。「ピー」とい 
う発信音の後に、3 0 秒以内でメッセージをお話しくださ 
い。なお、テレビ電話の場合でも、音声メッセージのみのお 
預かりとなります。 


移動中のため、電話に出ることができません。「ピー」とい 
う発信音の後に、3 0 秒以内でメッセージをお話しくださ 
い。なお、テレビ電話の場合でも、音声メッセージのみのお 
預かりとなります。 


伝言メモの応答メッセージを選択します＜伝言メモメッセージ選択＞ 


1 待受画面で 


メニュー 


「2 電話を使う」 「7 伝言メモを使 
う」 「3 伝言メモのメッセージを選ぶ」を押す 


2「1 標準」～「3 移動中用」のいずれか 1 つの番号を 
押す 


伝言メッセージを設定した旨のメッセージが表示されます。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 


電話帳 


：応答メッセージを確認します。 


● 応答メッセージ確認中にUDまたは 


（音量 大・小）：再生中の応答メッセージの音量を 


調節します。 


お買い上げ時 
標準 


伝 
言 
メ 
モ 


● 応答メッセージを再生中は、音量を一時的に消音にすることができます。 


お知らせ 
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伝言メモが停止中でも、電話の着信時に伝言メモを一時的に動作させることがで 


きます。 


● この操作を行っても、伝言メモは設定されません。 
1 電話がかかってくる 


メニュー を押す 


2「1 伝言メモ」を押す 


着信中の電話に出られないときに用件 
を録音します＜クイック伝言メモ＞ 


伝言メモガイダンス中の画面が表示され、相手の 


メッセージが録音されます。 


ク 
イ 
ッ 
ク 
伝 
言 
メ 
モ 
／ 
伝 
言 
メ 
モ 
を 
再 
生 
／ 
削 
除 
し 
ま 
す 
伝言メモを再生／削除します 


録音された伝言メモを再生／削除します。 


● 未確認の伝言メモがあるときは、待受画面には新着情報（→ P 2 7 ）と 
が 


表示されます。 


● 履歴の表示を制限していたり、個人の情報表示を制限していると、本機能を利 


用できません。→ P 1 8 4 、P 1 8 6 
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伝言メモを再生します 
1 待受画面で D を押す 


2 
を押す 


3 UD を押して再生する伝言メモを表示 
を 
押す 


4「1 削除する」または「2 削除しない」を押す 


■ 削除するとき 


①「1 削除する」を押す 


伝言メモを削除した旨のメッセージが表示されます。 


● 伝言メモが録音されていない場合は、伝言メモが 


ない旨のメッセージが表示されます。 


伝言メモを録音した日付、曜日、時間、着信の種別（音声電話／ 
テレビ電話）が表示されます。 


電話番号が表示され、電話帳に登録されている場合は名前も表示 
されます。→ P 1 0 9 
発信者番号が非通知の場合は発信者番号非通知理由が表示されま 
す。→ P 4 9 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 



時間経過の目安が表示さ 
れます。 


伝言メモが再生されます。 


再生が終了すると、伝言メモを削除するかどうかの 


確認画面が表示されます。 


● 
：伝言メモの再生を途中で停止します。 


● UD または 
（音量 大・小）： 


再生中の伝言メモの音量を調節します。 


● 
：伝言メモがスピーカーから聞こえるよう 


になります。 


伝言メモの番号 
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② 
を押す 


次の伝言メモの表示画面が表示されます。 


● 次の伝言メモがない場合は待受画面に戻ります。 


■ 削除しないとき 


「2 削除しない」を押す 


伝言メモの表示画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


伝言メモを削除します 


1 件ずつ削除したり、すべての伝言メモをまとめて削除したりします。 
1 待受画面で D 
UD を押して削除す 
る伝言メモを表示する 


伝言メモの表示画面が表示されます。 


2 


メニュー 
「9 削除する」を押す 


3「1 選択１件」を押す 


選択した伝言メモを削除した旨のメッセージが表示されます。 


●「2 全件」：伝言メモを全件削除します。 


4 
を押す 


伝言メモの表示画面に戻ります。伝言メモがない場合や、全件削除した場合 
は、待受画面に戻ります。 
● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 伝言メモの表示画面で 
を押すと音声電話、 
を押すとテレビ電話をかけることがで 
きます。また、サブメニューから発信者番号通知／非通知を設定して音声電話やテレビ電話 
をかけたり、通信速度を指定してテレビ電話をかけたりすることもできます。 
● 伝言メモを再生中は、音量を一時的に消音にすることができます。 
● 伝言メモに記録されている電話番号を電話帳に登録する→ P 1 1 7 


お知らせ 


伝 
言 
メ 
モ 
を 
再 
生 
／ 
削 
除 
し 
ま 
す 
「1 選択 1 件」：表示していた 1 件を削除します。 


「2 全件」 
：録音されているすべてを削除します。 
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テレビ電話について 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9 0 


テレビ電話をかけます 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9 0 


テレビ電話を受けます 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9 4 


テレビ電話通話中に画面の設定などを変更します 
・・・・・・・・・・・・・・ 9 6 


通話中の画面表示を 


　　設定します＜テレビ電話画面表示設定＞ 
・・・・・・・・・・・・・・・ 
1 0 0 


通話中の画面の明るさを 


　　設定します＜テレビ電話画面明るさ設定＞ 
・・・・・・・・・・・・・・ 
1 0 1 


テレビ電話がつながらないときの動作を 


　　設定します＜音声再発信設定＞ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
1 0 2 


テレビ電話をかけたときに自画像を送るかどうかを 


　　設定します＜発信時自画像送信設定＞ 
・・・・・・・・・・・・・・・・ 
1 0 3 


通話中の親画面の大きさを 


　　設定します＜テレビ電話画面大きさ設定＞ 
・・・・・・・・・・・・・・ 
1 0 4 


外部機器と接続してテレビ電話を 


　　使用します＜テレビ電話着信先機器設定＞ 
・・・・・・・・・・・・・・ 
1 0 5 


テレビ電話のかけかた／受けかた 
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テレビ電話について 


テレビ電話機能は、ドコモのテレビ電話に対応した端末どうしで利用できます。 


また、自分の映像の代わりにカメラオフ画像（→ P 9 7 ）などを送信することも 


できます。 


テレビ電話通話中の画面の見かた 


説　明 


－ 


：6 4 K 
：3 2 K 


表示なし：通常の通話中 


：スピーカーホン機能利用中 


－ 


：音声チャンネル開設 
：映像チャンネル開設 
：音声・映像チャンネル開設 


：標準～ 
：3 倍（外側カメラ） 


：標準～ 
：2 倍（内側カメラ） 


～ 
： 
受話音量／スピーカーホン音量 


分・秒の形式で表示 


1 


2 


3 


4 


5 


6 


7 


8 


親画面 


通信速度 


テレビ電話の 
状態 


子画面 


チャンネル開 
設状態 


表示倍率 


受話音量／ 
スピーカーホ 
ン音量 


通話時間 


1 


78 


4 
3 
2 


56 


表　示 


ドコモのテレビ電話は「国際標準の3 GP P ※ 1 で標準化された、3 G-3 2 4 M ※ 2」 
に準拠しています。異なる方式を利用しているテレビ電話とは接続できません。 
※ 1 ：3 GP P （3 rd Generation P artners hip P rojec t） 
第三世代移動通信システム（IMT -2 0 0 0 ）に関する共通技術仕様開発 
のために設置された地域標準化団体。 
※ 2 ：3 G-3 2 4 M 
第三世代携帯テレビ電話の国際規格。 
● テレビ電話の通信速度には、次の 2 種類があります。 
• 6 4 K ：通信速度 6 4 kbps で通信をします。 
• 3 2 K ：通信速度 3 2 kbps で通信をします。 


ここでは、テレビ電話のかけかたを説明します。 
テレビ電話をかけます 
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● ダイヤル入力での発信を制限しているときには、緊急通報（1 1 0 番、1 1 9 番、 


1 1 8 番）以外はダイヤルボタンを押して電話をかけることはできません。 


→ P 1 8 5 


● テレビ電話をかけるときはスピーカーホン機能を利用するか、スイッチ付イ 


ヤホンマイクなどを接続してご利用ください。→ P 9 2 、P 4 7 5 


● ドコモの国際電話サービス「WOR LD C A LL」を利用して、国際テレビ電話 


を利用することができます。→ P 6 3 


1 待受画面で電話番号を入力する 


● 音声電話の入力方法と同じです。→ P 5 4 


2 
を押す 


● 
を 1 秒以上：スピーカーホン機能を利用してテレビ電話をかけま 


す。→ P 9 2 


● 画面に「テレビ電話接続中」と表示された時点から課金が始まります。 


■ ツーツーという音が聞こえたとき 


相手がお話し中です。ディスプレイには「お話中です」または「接続できま 


せんでした」が表示されます。 
を押していったん発信を終了し、しばらく 


たってからおかけ直しください。リダイヤルを使うと便利です。→ P 5 8 


その他の表示→ P 9 3 


3 通話する 


4 お話しが終わったら 
を押す 


● FOMA 端末を折り畳んでも電話を切ることができます。 


画面には、相手の画像が表示されます。 


● 通話中に 


電話帳 または 
： 


通常の通話とスピーカーホン機能を利用した 


通話を切り替えます。→ P 9 2 


● 相手の設定により画像が送信されなかった場合は、 


相 手 の 画 像 は 表 示 さ れ ず 、 カ メ ラ オ フ 画 像 


（→ P 9 7 ）などが表示されます。 
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スピーカーホン機能を利用して通話します 


相手の声がスピーカーから聞こえる状態でテレビ電話をかけることができます。 


● スイッチ付きイヤホンマイクを接続中は、本機能を利用できません。 


● FOMA 端末から約 5 0 c m 以内の距離でお話しください。 


● スピーカーホン機能を利用した通話に切り替えると、音量が急に大きくなり 


耳に障害を与える恐れがありますので、FOMA 端末を耳から離して使用して 


ください。 


1 待受画面で電話番号を入力 
を１秒以上押す 


テレビ電話がかかり、ディスプレイ上部に 
が表示されます。→ P 9 0 


● 発信中、通話中に 
：通常の通話とスピーカーホン機能を利用した通話を 


切り替えます。 


● 通常の通話に切り替えると、 
の表示が消え、音声が受話口から聞こえます。 


通話中に保留にします＜通話中保留＞ 


自分の声が相手に聞こえないように通話を保留にします。 


● 通話保留中も、電話をかけた方に通話料金がかかります。 
1 通話中に 
を押す 


左の画面が表示され、着信ランプが緑色で点滅しま 


す。自分と相手の端末にメロディ（エンターテイ 


ナー）が流れます。 


● 
：保留を解除して、保留前の通話状態に戻 


します。 


● 
：保留を解除して、相手にカメラオフ画像 


（→ P 9 7 ）を送信します。 


● 
：保留を解除して、相手にカメラ画像を送 


信します。 


テ 
レ 
ビ 
電 
話 
を 
か 
け 
ま 
す 


お知らせ 


● 通話中、周囲の相手側の雑音の大きい場合は、聞き取りにくいことがあります。その場合は 
通常の通話に切り替えてください。 


テレビ電話通話中保留画像 


● 保留中に流れるメロディ（エンターテイナー）は変更することができません。 
● スイッチ付イヤホンマイクを接続中でも設定できます。ただし、保留中にスイッチを１秒以 
上押すと、通話は切断されます。 
● 通話保留中、スイッチ付きイヤホンマイクを接続中にF OMA 端末を折り畳むと、背面ディス 
プレイに「テレビ電話保留中」が表示されます。 


お知らせ 
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テレビ電話通話中の操作について 


テレビ電話の通話中にサブメニューから次の操作ができます。→ P 3 1 
● 通話中には、受話音量を調節することもできます。→ P 2 4 、P 7 4 


テ 
レ 
ビ 
電 
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を 
か 
け 
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ペ 
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ジ 
へ 
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「1 通話を保留」： 
通話を保留にします。→ P 9 2 
「2 カメラオフ」／「2 カメラオン」： 
カメラをオフまたはオンにします。→ P 9 7 
「3 外側カメラへ切替」／「3 内側カメラへ切替」： 
外側カメラまたは内側カメラの表示に切り替 
えます。→ P 9 7 
「4 スピーカーオン」／「4 スピーカーオフ」： 
スピーカーホン機能を設定または解除します。 
→ P 9 2 
「5 表示を設定」： 
画面の表示を設定します。→ P 9 8 
「6 明るさを選ぶ」： 
画面の明るさを設定します。→ P 9 8 
「7 親画面サイズ変更」： 
親画面の大きさを変更します。→ P 9 9 
「0 自分の電話番号」： 
自分の電話番号（自局電話番号）を表示します。 
→ P 5 0 


● 
を押してから電話番号を入力しても、約 5 秒経過すると自動的にテレビ電話がかか 
ります。 
● 他の機能を実行していると、テレビ電話をかけることができない場合があります。→P 6 0 1 
● カメラオフ画像を利用しても、通信料金は音声通話料ではなくデジタル通信料になりますの 
でご注意ください。 
● 電話帳の検索のしかた→ P 1 2 4 
● テレビ電話がかからなかったときは、画面に次のメッセージ（文字情報）が表示され、自動 
的に待受画面に戻ります。なお、通話する相手の電話機やネットワークサービスのご契約の 
有無により、実際の相手の状況とメッセージの表示が異なる場合があります。 


● 3 2 K によるテレビ電話は、ネットワーク状況によって6 4 K でのテレビ電話が利用できない 
P H S などの機器と接続するためのものです。6 4 K でテレビ電話をかけたときでも相手が 
3 2 K エリアなどの通信環境だった場合、自動的に 3 2 K に切り替えて再発信します。音声再 
発信の設定（→ P 1 0 2 ）を「かけ直す」に設定中でも、3 2 K での再発信が優先されます。 
※ 3 2 K でテレビ電話接続をした場合でも、6 4 K で接続したデジタル通信料と同一になります。 


お知らせ 


メッセージ 


番号をご確認の上おかけ直し下さい 


お話中です 


電波が届かないか電源が入っていません 


運転中のため電話にでられません 


接続できませんでした 


説　明 


使われていない電話番号です。 


相手が話し中、またはパケット通信中です。 


相手が電波の届かない所にいるか、電源が入って 
いません。 


相手がドライブモードを設定しています。 


上記以外の場合に表示されます。 
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再発信動作 


6 4 K →3 2 K →音声 


6 4 K →3 2 K →切断 


3 2 K →音声 


3 2 K →切断 


音声再発信を設定する 


かけ直す 


かけ直さない 


かけ直す 


かけ直さない 


発信方法 


6 4 K 


3 2 K 
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ここでは、テレビ電話の受けかたを説明します。 
1 電話がかかってくる 


着信音が鳴り、ディスプレイのバックライトが点灯 


して、着信ランプ、 
、 
が点滅します。 


● FOMA 端末を折り畳んでいるときは、背面ディス 


プレイに「テレビ電話着信」が点滅表示されます。 


→ P 2 8 


テレビ電話を受けます 


● ポーズやタイマーを入力した場合（→ P 5 7 ）、ポーズやタイマーの前のダイヤルで発信動作 
を行い、それ以降のダイヤルは無効となります。 
● 音声や映像の送受信に失敗した場合（ 
または 
が表示された場合）、自動的に復旧しま 
せん。再度テレビ電話をおかけ直しください。 
● テレビ電話をかけてつながらなかった場合、次のように再発信が自動で行われます。　 


● 電話番号入力後に通信速度を指定しないで発信した場合は、6 4 K でテレビ電話がかかります。 
通信速度を指定してテレビ電話をかける→ P 6 2 
● 音声再発信の設定（→ P 1 0 2 ）を「かけ直す」に設定すると、テレビ電話をかけた相手がテ 
レビ電話に対応していない端末の場合や、デュアルネットワークサービスでmova サービス 
を利用中の場合などに、自動的に音声電話に切り替えて再発信するので、相手へのアクセス 
がより確実になります。 
※ 音声電話で再発信した場合、かかる通話料金は音声通話料になります。 
● テレビ電話に対応していない電話機にかけた場合や、相手がテレビ電話に対応している電話機 
でも圏外にいる場合や電源を切っている場合は接続できません。テレビ電話に対応していない 
電話機にかけた場合で、音声再発信の設定（→ P 1 0 2 ）を「かけ直す」に設定しているとき 
は、テレビ電話接続前に相手から切断され、音声電話として電話をかけ直します。ただし、 
IS DN同期6 4 K やP IAFS のアクセスポイント、3 G-3 2 4 M（→P 9 0 ）に対応していないIS DN 
のテレビ電話など（2 0 0 4 年 8 月現在）、間違い電話をした場合は、このような動作にならな 
い場合があります。通話料金が発生する場合もありますのでご注意ください。 
● 通話中に電池が切れそうになったときは、受話口から電池残量警告音が鳴り、自動的に通話 
が切れます。→ P 4 4 
● テレビ電話通話中に電波状況が悪くなった場合、画像がモザイク表示になることがあります。 
● F OMA 端末から緊急通報（1 1 0 番、1 1 9 番、1 1 8 番）へテレビ電話発信した場合は、自 
動的に音声電話発信となります。 
● 通知／非通知で電話をかける→ P 6 0 
● 通話中保留のしかた→ P 9 2 
● 2 つの通信機能を同時に利用することができます（マルチアクセス）。→ P 4 6 0 
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2 
を押す 


3 通話する 


4 お話しが終わったら 
を押す 


● FOMA 端末を折り畳んでも電話を切ることができます。 


説　明 


伝言メモで応対します（クイック伝言メモ）。 


かかってきた電話を転送登録先へ転送します。 


電話が切れます。相手側に通話料金はかかりません。 


テレビ電話着信中の操作について 


テレビ電話がかかってきたとき、着信音が鳴っている間にサブメニューから次の 


操作ができます。→ P 3 1 


※ ：転送でんわサービスをご契約いただき、転送先が3 G-3 2 4 M（→P 9 0 ）に 


準拠したテレビ電話対応機の場合に有効です。 


● 着信中には、着信音量を調節することもできます。→ P 2 4 、P 7 6 


サブメニュー 


1 伝言メモ 


2 転送でんわ※ 


3 着信拒否 


相手とつながるまではテレビ電話接続中の状態とな 


り、画面には自分の画像が表示されます。 


■ カメラオフ画像でテレビ電話を受けるとき 


を押す 


テレビ電話がつながったときから、相手にはカメ 


ラ画像の代わりにカメラオフ画像（→P 9 7 ）が送 


信されます。 


画面には、相手の画像が表示されます。 


● 相手の設定により画像が送信されなかった場合は、 


相手の画像は表示されず、カメラオフ画像（→P9 7 ） 


などが表示されます。 
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● マナーモードやドライブモードを設定中は、着信音は鳴りません。 
● 音声電話・テレビ電話通話中やｉモード中、ｉモードメール送受信中、6 4 K データ通信中に 
テレビ電話の着信があっても電話を受けることはできません。キャッチホンを契約している 
ときは、着信履歴には不在着信として残ります。 
ただし、ｉモード中、ｉモードメール送受信中のテレビ電話の着信は、キャッチホン未契約 
でも着信履歴に不在着信が残ります。 
● オートスピーカーホン機能は、テレビ電話には対応していません。 
● 留守番電話サービス（→ P 4 8 3 ）、番号通知お願いサービス（→ P 4 9 4 ）は、テレビ電話に 
は対応していません。 
● 転送でんわサービスの呼出時間を0 秒にして開始に設定している場合は、テレビ電話通話中 
にテレビ電話がかかってくると、転送登録先へ転送されます。呼出時間を 0 秒以外に設定し 
ている場合は、着信履歴には不在着信として残ります。 
● テレビ電話がかかってきたときは、転送でんわサービスを開始に設定していても、転送先を 
3 G-3 2 4 M（→ P 9 0 ）に準拠したテレビ電話対応機に設定していない場合は接続されませ 
ん。転送先の電話機をあらかじめご確認の上、転送設定を行ってください。 
● 迷惑電話ストップサービスで登録した電話番号からテレビ電話がかかってきた場合、着信拒 
否ガイダンスが流れずに切断されます。→ P 4 9 2 
● 音声や映像の送受信に失敗した場合（ 
または 
が表示された場合）、自動的に復旧しま 
せん。再度テレビ電話をおかけ直しください。 
● テレビ電話の通話を終了したとき、端末の状態によっては切断中の画像が表示されない場合 
があります。 
● ワンタッチダイヤルに登録されている相手から電話がかかってきた場合は、相手の名前とワ 
ンタッチダイヤルに設定されている着信画像が表示され、ワンタッチダイヤルに登録されて 
いる着信音が鳴ります。→ P 1 3 8 
● ディスプレイの表示→ P 6 6 
● 応答保留のしかた→ P 7 8 
● 通話中保留のしかた→ P 9 2 
● スピーカーホンを利用する→ P 9 2 
● スイッチ付イヤホンマイクを接続中にテレビ電話がかかってきた場合、イヤホンのスイッチ 
を 1 秒以上押すとカメラオフ画像でテレビ電話を受けることができます。→ P 4 7 7 
● イヤホンマイク接続時は、イヤホンマイク接続時に自動で着信する設定（→ P 4 7 8 ）に従っ 
て動作して、自動的にカメラオフ画像を送信して応答することができます。 
● ソフトウェア更新中（→ P 6 1 7 ）にテレビ電話を着信すると着信は拒否され、着信履歴に記 
録されます。 
● テレビ電話着信時に外部機器を使用することができます。→ P 1 0 5 
● テレビ電話通話中は、キャッチホンを利用できません。→ P 4 8 6 


お知らせ 


テレビ電話通話中に、画面の設定を変更します。 


● 設定できる項目は次のとおりです。 


項　目 


カメラをオン／オフにします 


外側と内側のカメラを切り替 
えます 


画面の表示方法を変更します※ 


画面の明るさを変更します※ 


参照先 


P 9 9 


P 9 9 


P 9 9 


参照先 


P 9 7 


P 9 7 


P 9 8 


P 9 8 


項　目 


親画面の大きさを変更します※ 


カメラで撮っている画像を拡大 
します 


プッシュ信号を送信します 


テレビ電話通話中に画面の設定など 
を変更します 


※ ：通話終了後も設定内容が保持されます。 
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カメラをオン／オフに切り替えた旨のメッセージが 


表示され、画像が切り替わります。 


● 
を押すたびにカメラ画像とカメラオフ画像 


が切り替わります。 


● テレビ電話接続中も同様に操作できます。 


→ P 9 1 


カメラオフ画像 


カメラをオン／オフにします 


相手に送信する画像を、カメラで撮影中のカメラ画像とカメラオフ画像で切り替え 


ます。自分の画像を相手に送信したくない場合などにカメラオフ画像を用います。 


● カメラオフ画像に切り替えているときは、外側と内側のカメラを切り替える 


ことはできません。→下記 


1 通話中に 
を押す 


テ 
レ 
ビ 
電 
話 
通 
話 
中 
に 
画 
面 
の 
設 
定 
な 
ど 
を 
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外側と内側のカメラを切り替えます 


通話中に使用するカメラを切り替えます。 


● カメラオン（→上記）の場合のみ変更できます。 
1 通話中に )（ 
）を押す 


外側／内側のカメラを有効にした旨のメッセージが表示され、切り替わった 


カメラからの画像が表示されます。 


● )（ 
）を押すたびに内側カメラと外側カメラが切り替わります。 


お知らせ 


● カメラを切り替えても、拡大の設定は保持されます。ただし、外側カメラで 3 倍に拡大して 
いるときに内側カメラに切り替えた場合は、自動的に 2 倍の拡大に変更されます。 
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画面の明るさを変更します 


テレビ電話通話中画面に表示される相手の送信画像と、自分のカメラ画像の表示 


方法を設定します。また、相手の送信画像のみ表示したり、自分のカメラ画像の 


み表示したりすることもできます。 
1 通話中に 


メニュー 


「5 表示を設定」を押す 


2 表示方法を選択する 


● 操作方法→ P 1 0 0 


画面の表示方法を変更します 


テ 
レ 
ビ 
電 
話 
通 
話 
中 
に 
画 
面 
の 
設 
定 
な 
ど 
を 
変 
更 
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ま 
す 


お買い上げ時 
相手を大きく 


テレビ電話通話中画面の明るさを設定します。 
1 通話中に 


メニュー 


「6 明るさを選ぶ」を押す 


2 明るさを選択する 


● 操作方法→ P 1 0 1 


お買い上げ時 
標準の明るさ 
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ディスプレイの中央に写し出されている親画面の大きさを設定します。 
1 通話中に 


メニュー 


「7 親画面サイズ変更」を押す 


2 親画面の大きさを選択する 


● 操作方法→ P 1 0 4 


親画面の大きさを変更します 


テ 
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お買い上げ時 
拡大して表示 


カメラで撮っている画像を拡大します 


相手に送信するカメラ画像の表示倍率を切り替えます。 


● カメラオン（→ P 9 7 ）の場合のみ利用できます。 
1 


通話中に UD を押す 


プッシュ信号を送信します 


通話中にプッシュ信号（DT MF）を送信します。 


● 受信側の機器によっては、信号を受信できない場合があります。 
1 通話中に 0 ～ 9、*、# を押す 


プッシュ信号が送信されます。 


表示倍率が変更されます。 


● U を押すたびに次の順に切り替わります。 


外側カメラ：標準（ 
）→ 2 倍（ 
）→ 


3 倍（ 
） 


内側カメラ：標準（ 
）→ 2 倍（ 
） 


D を押すと逆の順で切り替わります。 


カメラ画像が拡大します。 
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テレビ電話通話中画面に表示される相手の送信画像と、自分の画像（カメラ画 


像）の表示方法を設定します。相手の送信画像のみ表示したり、自分の画像（カ 


メラ画像）のみ表示したりすることもできます。 


テ 
レ 
ビ 
電 
話 
画 
面 
表 
示 
設 
定 


通話中の画面表示を設定します 
＜テレビ電話画面表示設定＞ 


1 待受画面で 


メニュー 


「 
詳細な機能を設定する」 「2 電 
話の詳細を設定する」 「0 テレビ電話を設定する」 


「1 テレビ電話画面の表示を設定する」を押す 


2「1 相手を大きく」～「4 自画像のみ」のいずれか 1 つ 
の番号を押す 


画面表示を設定した旨のメッセージが表示されます。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


相手を大きくし 
た場合 
自分を大きくし 
た場合 
相手画像のみの 
場合 
自画像のみの場 
合 


お買い上げ時 
相手を大きく 


「1 相手を大きく」：相手の画像を画面上に大きく表 


示します。 


「2 自分を大きく」：自分の画像を画面上に大きく表 


示します。 


「3 相手画像のみ」：相手の画像のみを画面上に表示 


します。 


「4 自画像のみ」 ：自分の画像のみを画面上に表示 


します。 
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通話中の画面の明るさを設定します 
＜テレビ電話画面明るさ設定＞ 


テレビ電話通話中画面の明るさを設定します。 
1 待受画面で 


メニュー 
「 
詳細な機能を設定する」 「2 電 
話の詳細を設定する」 「0 テレビ電話を設定する」 


「2 テレビ電話画面の明るさを設定する」を押す 


2「1 暗くする」～「3 明るくする」のいずれか 1 つの番 
号を押す 


画面の明るさを設定した旨のメッセージが表示されます。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


テ 
レ 
ビ 
電 
話 
画 
面 
明 
る 
さ 
設 
定 


「1 暗くする」 
：画面の明るさを標準より暗く 


します。 


「2 標準の明るさ」：画面の明るさを標準にします。 


「3 明るくする」 ：画面の明るさを標準より明る 


くします。 


● テレビ電話通話中は、画面の明るさの設定（→ P 1 6 5 ）ではなく、本機能の設定に従った画 
面の明るさになります。 


お知らせ 


お買い上げ時 
標準の明るさ 
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テレビ電話がつながらないときの動作を設 
定します＜音声再発信設定＞ 


テレビ電話をかけたときに、相手の電話機がテレビ電話を受けられないなどの理 


由で電話が切られた場合、自動的に音声電話で再発信するように設定します。 
1 待受画面で 


メニュー 
「 
詳細な機能を設定する」 「2 電 
話の詳細を設定する」 「0 テレビ電話を設定する」 


「3 音声再発信を設定する」を押す 


2「1 かけ直す」または「2 かけ直さない」を押す 


音声再発信動作を設定した旨のメッセージが表示されます。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


音 
声 
再 
発 
信 
設 
定 


お買い上げ時 
かけ直さない 
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テレビ電話をかけたときに自画像を送るかどうか 
を設定します＜発信時自画像送信設定＞ 


テレビ電話をかけたときに、相手に自画像（カメラ画像）を送信するかどうかを 


設定します。自画像を送信しないように設定した場合は、相手にはカメラオフ画 


像（→ P 9 7 ）が送信されます。 
1 待受画面で 


メニュー 
「 
詳細な機能を設定する」 「2 電 
話の詳細を設定する」 「0 テレビ電話を設定する」 
「4 発信時の自画像送信を設定する」を押す 


2「1 送る」または「2 送らない」を押す 


自画像の送信方法を設定した旨のメッセージが表示されます。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


発 
信 
時 
自 
画 
像 
送 
信 
設 
定 


お買い上げ時 
送る 
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通話中の親画面の大きさを設定します 
＜テレビ電話画面大きさ設定＞ 


テ 
レ 
ビ 
電 
話 
画 
面 
大 
き 
さ 
設 
定 


標準の大きさの 
場合 


拡大して表示の 
場合 


テレビ電話通話中の親画面の大きさを設定します。 


1 待受画面で 


メニュー 
「 
詳細な機能を設定する」 「2 電 
話の詳細を設定する」 「0 テレビ電話を設定する」 


「6 テレビ電話画面の大きさを設定する」を押す 


2「1 標準の大きさ」または「2 拡大して表示」を押す 


親画面の大きさを設定した旨のメッセージが表示されます。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


お買い上げ時 
拡大して表示 
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外部機器と接続してテレビ電話を使用します 
＜テレビ電話着信先機器設定＞ 


パソコンなどの外部機器とFOMA 端末をFOMA US B 接続ケーブル（別売）で 


接続することで、外部機器からテレビ電話の着信操作を行うことができます。 


この機能を利用するためには、専用の外部機器、またはパソコンにテレビ電話ア 


プリケーションソフトウェアをインストールして、さらにパソコン側にイヤホン 


マイクや US B 対応 Web カメラなどの機器を用意する必要があります。 


● FOMA 端末が外部機器に接続されていないときは、本機能を利用できません。 


※ 本機能は、対応するアプリケーションソフトウェアがリリースされた場合に利 


用可能なオプション機能です。 


1 待受画面で 


メニュー 
「 
詳細な機能を設定する」 「2 電 
話の詳細を設定する」 「0 テレビ電話を設定する」 
「5 テレビ電話着信先の機器を設定する」を押す 


2「2 接続した機器」を押す 


テレビ電話の着信応答機器を設定した旨のメッセージが表示されます。 


● 「1 携帯電話本体」：テレビ電話の着信先を FOMA 端末に設定します。 


テ 
レ 
ビ 
電 
話 
着 
信 
先 
機 
器 
設 
定 


基地局 


FOMA テレビ電話 
通信速度 
3 2 K または6 4 K 


FOMA 
ネットワーク 


お買い上げ時 
携帯電話本体 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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テ 
レ 
ビ 
電 
話 
着 
信 
先 
機 
器 
設 
定 


● 音声電話通話中は、テレビ電話の着信があっても、外部機器で電話を受けることはできませ 
ん。キャッチホンを契約しているときは、着信履歴には不在着信として残ります。→ P 4 8 6 
外部機器によるテレビ電話通話中に音声電話やテレビ電話、6 4 K データ通信の着信があった 
場合も同様です。 
● 外部機器によるテレビ電話は、対応するアプリケーションソフトウェアや、対応機器がリリー 
スされた場合に利用可能なオプション機能です。テレビ電話アプリケーションソフトウェア 
の動作環境や設定・操作方法については、外部機器の取扱説明書などを参照してください。 
● 2 つの通信機能を同時に利用することができます（マルチアクセス）。→ P 4 6 0 


お知らせ 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 
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電話帳 


FOMA 端末で使用できる電話帳について ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
1 0 8 


FOMA 端末電話帳に登録します＜電話帳登録＞ ・・・・・・・・・・・・・・ 
1 1 0 


リダイヤルや着信履歴などから電話帳に登録します 
・・・・・・・・・・・・ 
1 1 7 


グループ名を変更します＜グループ名変更＞ 
・・・・・・・・・・・・・・・ 
1 1 9 


電話帳をコピーします 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
1 2 0 


電話帳から電話をかけます＜電話帳検索＞ 
・・・・・・・・・・・・・・・・ 
1 2 4 


電話帳を修正します＜電話帳修正＞ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
1 3 2 


電話帳を削除します＜電話帳削除＞ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
1 3 5 


知られたくない電話帳を守ります＜シークレット属性設定／解除＞ 
・・・・・ 
1 3 6 


よく連絡を取り合う相手を登録します＜ワンタッチダイヤル登録＞ 
・・・・・ 
1 3 8 


電話帳の登録件数を確認します＜登録件数確認＞ 
・・・・・・・・・・・・・ 
1 4 7 


ボタン１つで電話をかけます＜ワンタッチダイヤル＞ 
・・・・・・・・・・・ 
1 4 8 


少ないボタン操作で電話をかけます＜ツータッチダイヤル＞ 
・・・・・・・・ 
1 4 9 
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Ａ 
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話 
帳 
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つ 
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F OMA 端末で使用できる電話帳に 
ついて 


FOMA F8 8 0 iE S では、FOMA 端末電話帳と FOMA カード電話帳を利用でき 


ます。 


F OMA 端末電話帳と F OMA カード電話帳の違い 


FOMA 端末電話帳とFOMA カード電話帳に登録できる情報（電話帳データ）に 


は、次のような違いがあります。 


● FOMA カードに直接電話帳データを登録することはできません。FOMA カー 


ド電話帳に登録するには、F OMA 端末電話帳に登録した電話帳データをコ 


ピーしてください。→ P 1 2 0 


FOMA 端末電話帳 


最大 5 0 0 件 


○ 


○ 


1 人につき最大 3 件 
登録可能 


1 人につき最大 3 件 
登録可能 


3 0 グループおよび 
「グループなし」に登 
録可能 


○ 


○ 


○ 


○ 


○ 


○ 


○ 


○ 


○ 


参照先 


― 


P 1 1 2 


P 1 1 2 


P 1 1 3 


P 1 1 3 


P 1 1 4 


P 1 1 4 


P 1 2 4 


P 1 2 5 


P 1 2 6 


P 1 2 7 


P 1 2 8 


P 1 2 8 


P 1 3 3 


P 1 3 6 


FOMA カード 
電話帳 


最大 5 0 件 


○ 


○ 


1 人につき 1 件登録 
可能 


1 人につき 1 件登録 
可能 


1 0 グループおよび 
「グループなし」に登 
録可能 


× 


○ 


× 


○ 


○ 


○ 


× 


× 


× 


項　目 


電話帳登録件数 


名前 


フリガナ 


電話番号 


メールアドレス 


グループ 


電話帳番号 


5 0 音順検索 


音声検索 


グループ検索 


フリガナ検索 


電話番号検索 


電話帳番号検索 


シークレットコード 
入力 


シークレット属性設定 


登 
録 
内 
容 


電 
話 
帳 
検 
索 


各 
種 
設 
定 
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FOMA 端末電話帳 


○ 


○ 


○ 


○ 


項　目 


ワンタッチダイヤル 


音声呼び出し 
（ボイスダイヤル） 


ツータッチダイヤル 


ツータッチメール 


FOMA カード 
電話帳 


× 


× 


× 


× 


○ ：可　× ：不可 


名前の表示について 


FOMA 端末電話帳やFOMA カード電話帳の登録状況によって、ディスプレイに 


表示される名前は次のようになります。 


電話帳に登録されている相手に電話をかけたとき／メールを送信したとき 


リダイヤルや送信メール・未送信メールなどには、次のように表示されます。 


● FOMA 端末電話帳や FOMA カード電話帳を検索して電話の発信やメールの 


送信を行った場合は、検索した電話帳に登録されている名前が表示されます。 


● FOMA 端末電話帳と FOMA カード電話帳に同じ電話番号／メールアドレス 


が登録されている場合、電話帳を検索せずに電話番号／メールアドレスを入 


力して電話の発信やメールの送信を行うと、FOMA 端末電話帳に登録されて 


いる名前が表示されます。 


● ｉモード端末宛ての宛先を入力したとき、電話帳に登録されているメールアド 


レスの「＠doc omo.ne.jp」の有無を含めて完全に一致した場合は名前が表示 


され、一致しない場合は入力した宛先がそのまま表示されます。ただし、携帯 


電話番号@doc omo.ne.jpの相手からメールを受信した場合は、「@doc omo. 


ne.jp」を省略して電話帳に登録していると、@ より前の部分が一致すれば名 


前が表示されます。→ P 3 3 7 


参照先 


P 1 4 8 


P 2 0 1 


P 1 4 9 


P 3 2 1 


そ 
の 
他 


電話帳に登録されている相手から電話がかかってきたとき／メールを受信したとき 


着信履歴や伝言メモ、受信メールなどには、次のように表示されます。 


● FOMA 端末電話帳、または FOMA カード電話帳のどちらか一方だけに登録 


されている相手からの場合は、いずれかの電話帳に登録されている名前が表 


示されます。 


● FOMA 端末電話帳と FOMA カード電話帳に同じ電話番号／メールアドレス 


が登録されている場合は、FOMA 端末電話帳に登録されている名前が表示さ 


れます。 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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電 
話 
帳 


よく利用する電話番号やメールアドレスを、名前とともに登録できます。 


● 電話帳には最大5 0 0 人分、1 人につき電話番号を最大3 件、メールアドレスを 


最大 3 件登録できます。全体ではそれぞれ 1 5 0 0 件までになります。 


● 次の設定もできます。 
• グループに分けて登録できます。→ P 1 1 4 


グループの名前は変更できます。→ P 1 1 9 
• 電話帳番号 0 ～ 9 の電話帳データの 1 件目に電話番号やメールアドレスを 


登録しておくと、ツータッチダイヤル（→ P 1 4 9 ）で簡単に電話をかけた 


り、ツータッチメール（→ P 3 2 1 ）で簡単にメールを作成したりすること 


ができます。 
• FOMA 端末電話帳に登録した電話帳データをFOMA カードにコピーするこ 


とができます。→ P 1 2 0 


● 個人の情報表示を制限していたり、ダイヤル入力での発信を制限していると、 


本機能を利用できません。→ P 1 8 4 、P 1 8 5 


● F OMA 端末電話帳の電話帳データにシークレット属性（→ P 1 3 6 ）が設定されている場合 
は、シークレットモード（→ P 1 8 7 ）を設定しているときのみ相手の名前が表示されます。 
シークレット属性が設定されている電話帳データの相手がリダイヤルや着信履歴、伝言メモ 
などに表示されている場合も同様です。 
● 個人の情報表示を制限しているときには、電話帳に登録されている相手へ電話をかけても、ま 
たは電話帳に登録されている相手から電話がかかってきても、相手の名前は表示されません。 
相手の電話帳データがリダイヤルや着信履歴、伝言メモなどに表示されている場合も同様で 
す。→ P 1 8 4 
● 電話帳に登録されている名前が長い場合、発着信時の画面、着信履歴や伝言メモの表示画面 
などには、画面に表示できる文字数分のみ名前が表示されます。 


お知らせ 


Ｆ 
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F OMA 端末電話帳に登録します 
＜電話帳登録＞ 


● 電話帳にメールアドレスを登録するとき、ｉモード端末のメールアドレスの 


＠以降のドメイン名（「＠doc omo.ne.jp」）まで含めて登録することをおすす 


めします。「＠ doc omo.ne.jp」は省略して登録できますが、省略した相手か 


らメールを受信すると、＠以降の有無も含めて完全に一致していないと名前は 


表示されずに送信元のメールアドレスがそのまま表示されます。また、ワン 


タッチダイヤル登録のメール着信時の設定では動作しません。ただし、携帯電 


話番号@doc omo.ne.jpの相手からメールを受信した場合は、 
「@doc omo.ne. 


jp」を省略して電話帳に登録していても、@より前の部分が一致すれば名前が 


表示され、ワンタッチダイヤル登録のメール着信時の設定で動作します。 


→ P 3 4 5 
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電 
話 
帳 
登 
録 


●「 
」が表示されている場合でも電話帳の登録はできます。 
● 電話帳に登録した内容は、別にメモを取り、保管することをおすすめします。パソコンをお 
持ちの場合は、データリンクソフトと F OMA US B 接続ケーブル（別売）を利用して、パソ 
コンに保管することもできます。→ P 6 0 5 
● F OMA 端末の故障・修理・電話機の変更やその他取り扱いによって、登録内容が消失してし 
まう場合があります。また、電話帳の内容は電池パックを外した状態および空の状態でも約 
1 ヶ月は保持されますが、それ以上経過すると内容が消失してしまう可能性があります。 
万一、電話帳などに登録してある内容が消失してしまうことがあっても、当社としては責任 
を負いかねますので、あらかじめご了承ください。 
● 機種変更時などに、ドコモショップなど窓口にて電話番号やメールアドレスを新機種へコピー 
することができますが、新機種の仕様によっては、F OMA 端末に登録したデータをコピーで 
きない場合もありますので、あらかじめご了承ください。 


お知らせ 


ステップ 1 
名前を登録します 
P 1 1 2 


ステップ 2 
フリガナを登録します 
P 1 1 2 


ステップ 3 
電話番号を登録します 
P 1 1 3 


ステップ 4 
メールアドレスを登録します 
P 1 1 3 


ステップ 5 
グループを登録します 
P 1 1 4 


ステップ 6 
電話帳番号を登録します 
P 1 1 4 


ステップ 7 
ワンタッチダイヤル／音声呼出しに登録します 
P 1 1 5 


　　　　：必ず行ってください。　　　　：必要に応じて行ってください。 


● 文字の入力のしかたについては、 
「文字入力について」をご覧ください。→P 5 5 8 


F OMA 端末電話帳登録の流れ 


FOMA 端末電話帳への登録は、次の手順で行います。 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
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ステップ 2 　フリガナを登録します 


ステップ 1 で入力した名前のフリガナを確認して、必要に応じて修正します。 


● 半角カタカナ、半角英字、半角数字、半角記号を入力できます。 


● 半角で最大 3 2 文字入力できます。 
1 フリガナを確認する 


2 
を押す 


電話番号の入力画面が表示されます。 


フリガナを変更するにはダイヤルボタンで入力し直 


します。 


● フリガナは電話帳の検索に使用しますので、正し 


く入力してください。 


●「タロウ」を「タロー」のように長音（「ー」）を使 


用して登録すると、電話帳の音声読み上げがより 


自然になります。→ P 2 0 7 


電 
話 
帳 
登 
録 


ステップ 1 　名前を登録します 


相手の名前や会社名などを入力します。 


● 漢字、ひらがな、カタカナ、英字、数字、記号、絵文字を入力できます。 


● 全角で最大 1 6 文字、半角で最大 3 2 文字入力できます。 
1 待受画面で 


電話帳 


「2 電話帳に登録する」を押す 


名前の入力画面が表示されます。 


2 名前を入力する 


3 
を押す 


フリガナの入力画面が表示されます。 


ダイヤルボタンで入力してください。 
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ステップ 3 　電話番号を登録します 


電話番号を市外局番から入力します。 
● 最大 3 件登録できます。 
● 最大 2 6 桁入力できます。 
1 電話番号を入力する 


2 
を押す 


2 件目の電話番号を登録するかどうかの確認画面が表示されます。 


3「1 入力する」または「2 入力しない」を押す 


●「1 入力する」 ：他の電話番号を登録できます。ステップ3 の操作1 、2 


を繰り返します。3 件目を登録すると、自動的にステッ 


プ 4 に進みます。 


●「2 入力しない」：他の電話番号を登録しません。 


● ポーズ（「P 」）、タイマー（「T」）、「＋」、「＃」、サブ 


アドレスの区切り（「 」）を入力できます。→P 5 7 


● 1 8 6 、1 8 4 を付けて電話帳に登録すると、ショー 


トメッセージ（S MS ）作成時の宛先に選択した 


際、送信できません。 


電 
話 
帳 
登 
録 


ステップ 4 　メールアドレスを登録します 


メールアドレスを入力します。 
● 最大 3 件登録できます。 
● 半角英字、半角数字、半角記号を入力できます。 
● 半角で最大 5 0 文字入力できます。 
1 メールアドレスを入力する 


● 英字入力モード時に 1： 


「＠」「.」「‐ 」など宛先によく使う記号を入力 


できます。 


● 英字入力モード時に *： 


「@doc omo.ne.jp」「.c om」「.or.jp」などを 


入力できます。 


● メールアドレスを「携帯電話番号 @d o c o m o . 


ne.jp」にしている相手を電話帳に登録する場合、 


1 8 4 、1 8 6 を付けて電話帳に登録すると、ｉモー 


ドメール作成時の宛先に選択した際、送信できま 


せん。 


次 
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電 
話 
帳 
登 
録 


2 
を押す 


2 件目のメールアドレスを登録するかどうかの確認画面が表示されます。 


3「1 入力する」または「2 入力しない」を押す 


●「1 入力する」 ：他のメールアドレスを登録できます。ステップ4 の操作 


1 、2 を繰り返します。3 件目を登録すると、自動的に 


ステップ 5 に進みます。 


●「2 入力しない」：他のメールアドレスを登録しません。 


● 相手がシークレットコードを登録しているとき→ P 1 3 3 
● ｉモード端末のメールアドレスを登録するときは、メールアドレスの＠以降のドメイン名 
（「@doc omo.ne.jp」）を省略できます。ただし、「携帯電話番号@docomo.ne.jp」以外のメー 
ルアドレスをワンタッチダイヤルに登録した場合には、＠以降のドメイン（「@docomo.ne.jp」） 
を省略して登録していると、メールを受信しても設定した着信音は鳴らず、画像も表示され 
ません。→ P 1 0 9 


お知らせ 


ステップ 6 　電話帳番号を登録します 


電話帳の番号を割り当てます。 


● 電話帳番号0 ～9 の電話帳データの1 件目に電話番号やメールアドレスを登 


録しておくと、ツータッチダイヤル（→ P 1 4 9 ）で簡単に電話をかけたり、 


ツータッチメール（→ P 3 2 1 ）で簡単にメールを作成したりすることができ 


ます。 


● スイッチ付イヤホンマイクのスイッチで電話をかけるには、相手の電話番号 


を電話帳番号 0 の 1 件目の電話番号に登録しておきます。 


ステップ 5 　グループを登録します 


電話帳を登録するグループを選択します。 


● グループ1 ～3 0 および「グループなし」から選択できます。「グループなし」 


以外のグループ名は変更することができます。→ P 1 1 9 


1 グループを選択する 


2 
を押す 


電話帳番号の入力画面が表示されます。 


● LR：前後のページを表示できます。 
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1 電話帳番号（0 ～ 4 9 9 ）を入力する 


2 
を押す 


3「2 終了する」を押す 


メニュー画面に戻ります。これで登録は終了です。 


●「1 登録する」：ワンタッチダイヤルまたは音声呼出しに登録します。ス 


テップ 7 に進みます。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


電話帳番号の入力画面には、現在使用されていない 


最も小さい番号が自動的に入力されています。 


● 電話帳番号が「0 0 1 」のように 1 桁の場合や、 


「0 1 0 」のように2 桁の場合は、「1 」や「1 0 」と 


入力します。 


● 0 ～ 4 9 9 までの番号を設定してください。5 0 0 


以上の番号を入力した場合は、自動的に 4 9 9 が 


入力されます。 


電 
話 
帳 
登 
録 


● 登録済みの電話帳番号を指定したときは、上書き 


するかどうかの確認画面が表示されます。「2 新 


規登録する」を押すと、現在使用されていない最 


も小さい電話帳番号に登録されます。 


ステップ 7 　ワンタッチダイヤル／音声呼出しに登録します 


電話帳データをワンタッチダイヤル（→P 1 3 8 ）や音声呼出し（→P 1 9 8 ）に登 


録します。 
1 ステップ 6 の操作 3 で「1 登録する」を押す 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 



116 
116 


電 
話 
帳 
②「1 ワンタッチ 1 」～「3 ワンタッチ 3 」のいずれか 1 つの番号を押して 


登録する 
登録が終了するとワンタッチダイヤルに登録した旨のメッセージが表示さ 
れ、 
を押すと登録先の選択画面に戻ります。 
● すでに音声呼出しが登録されている場合は、メニュー画面に戻ります。 
● 操作方法→ P 1 3 9 


■ 音声呼出しに登録するとき 


①「2 音声呼出し登録」を押す 


② 単語を入力 
を押す 
単語を登録した旨のメッセージが表示されます。 
● あらかじめフリガナの先頭1 0 文字が単語として入力されており、その 
まま登録することもできます。 
● 半角カタカナを登録できます。 
● 3 ～ 1 0 文字入力できます。 


③ 
を押す 


登録先の選択画面に戻ります。 
● すでにワンタッチダイヤルが登録されている場合は、メニュー画面に戻 
ります。 


2「3 終了する」を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


電 
話 
帳 
登 
録 


● 電話帳呼出し用の単語が既に1 0 0 件登録されて 


いる場合は、登録ができない旨のメッセージが 


表示されます。 
を押すと、登録先の選択画 


面に戻ります。 


■ ワンタッチダイヤルに登録するとき 


①「1 ワンタッチダイヤル登録」を押す 
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リダイヤルや着信履歴などから電話 
帳に登録します 


リダイヤルや着信履歴などから、電話番号を電話帳に登録します。新しい電話帳 


データとして登録することも、登録済みの電話帳に追加することもできます。 


● 次の画面から登録できます。 
• ダイヤル入力画面 
• リダイヤルの表示画面 
• 着信履歴の表示画面 
• 伝言メモの表示画面 


● サイトやｉモードメールなどから電話番号やメールアドレスを登録すること 


もできます。→ P 2 7 7 、P 4 1 7 


新規に登録します 


〈例〉リダイヤルから登録するとき 
1 待受画面で R を押す 


2 UD を押して登録する電話番号を表示 


メニュー 


「1 電話帳に登録」を押す 


3 電話帳登録と同じ方法で、名前やメールアドレスなどを 
登録する 


● 操作方法→ P 1 1 2 


● 電話番号の入力画面には、選択したリダイヤルの電話番号が表示されます。 


リ 
ダ 
イ 
ヤ 
ル 
や 
着 
信 
履 
歴 
な 
ど 
か 
ら 
電 
話 
帳 
に 
登 
録 
し 
ま 
す 
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● ダイヤル入力画面の表示→ P 5 4 


● 着信履歴の表示→ P 7 2 


● 伝言メモの表示→ P 8 7 
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登録済みの電話帳に追加します 


〈例〉リダイヤルから登録するとき 
1 待受画面で R を押す 


2 UD を押して追加する電話番号を表示 


メニュー 


「2 電話帳に追加」を押す 


3 電話帳を検索して登録先の電話帳データを選択 


を押す 


選択した電話番号が追加されます。 


● 操作方法→ P 1 2 4 


● 登録先の電話帳データに電話番号やメールアド 


レスが既に3 件登録されているときは、上書きす 


るかどうかの確認画面が表示されます。上書き 


する場合は「1 上書きする」を押します。登録 


してある電話帳データの 3 件目に上書き登録さ 


れます。「2 上書きしない」を押すと、電話帳の 


検索結果一覧に戻ります。 


リ 
ダ 
イ 
ヤ 
ル 
や 
着 
信 
履 
歴 
な 
ど 
か 
ら 
電 
話 
帳 
に 
登 
録 
し 
ま 
す 


● ダイヤル入力画面、着信履歴の表示画面、伝言メモの表示画面から操作する場合は、それぞ 
れの画面から登録する電話番号を表示させて、 


メニュー 


「電話帳に登録」 
を押して操作 
します。 


お知らせ 


● ダイヤル入力画面の表示→ P 5 4 


● 着信履歴の表示→ P 7 2 


● 伝言メモの表示→ P 8 7 
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リ 
ダ 
イ 
ヤ 
ル 
や 
着 
信 
履 
歴 
な 
ど 
か 
ら 
電 
話 
帳 
に 
登 
録 
し 
ま 
す 
／ 
グ 
ル 
ー 
プ 
名 
変 
更 


4 内容を確認して登録する 


● 操作方法→ P 1 1 1 


● 2 件目または3 件目の電話番号を入力するかどうかの確認画面で「1入力 


する」を押すと、選択したリダイヤルの番号が表示されます。 


● ダイヤル入力画面、着信履歴の表示画面、伝言メモの表示画面から操作する場合は、それぞ 
れの画面から登録する電話番号を表示させて、 


メニュー 


「電話帳に追加」 
を押して操作 
します。 
● シークレット属性を設定した電話帳データは、シークレットモードを設定していないと表示 
されません。→ P 1 8 7 


お知らせ 


グループ名を変更します 
＜グループ名変更＞ 


FOMA 端末電話帳の「グループ 1 」～「グループ 3 0 」のグループ名を自由に 


変更することができます。 


●「グループなし」のグル－プ名は変更できません。 
1 待受画面で 


電話帳 


「4 電話帳のグループ名を変更する」 
を押す 


2 グループを選択 
を押す 


● LR：前後のページを表示できます。 
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3 グループ名を入力 
を押す 


グループ名が登録された旨のメッセージが表示されます。 


● 全角で最大 1 0 文字、半角で最大 2 0 文字入力できます。 


● 何も入力しないで 
を押すと、お買い上げ時のグループ名に戻ります。 


4 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


グ 
ル 
ー 
プ 
名 
変 
更 
／ 
電 
話 
帳 
を 
コ 
ピ 
ー 
し 
ま 
す 


● 文字入力のしかた→ P 5 5 8 


お知らせ 


電話帳をコピーします 


FOMA 端末電話帳をFOMA カード電話帳にコピーしたり、FOMA カード電話 


帳を FOMA 端末電話帳にコピーしたりします。 


● 個人の情報表示を制限していたり、ダイヤル入力での発信を制限していると、 


本機能を利用できません。→ P 1 8 4 、P 1 8 5 


F OMA 端末電話帳を F OMA カード電話帳にコピーします 


● FOMA 端末電話帳の検索結果一覧から操作する場合は、複数の電話帳データ 


をまとめてコピーできます。FOMA 端末電話帳の詳細画面から操作する場合 


は、表示中の電話帳データがコピーされます。 


● FOMA 端末電話帳と FOMA カード電話帳に同じ名前のグループが登録され 


ている場合は、同じグループにコピーされます。同じ名前が登録されていな 


い場合は、「グループなし」にコピーされます。 


● 次の項目がコピーされます。ただし、FOMA カードに保存できる最大文字数 


を超えた部分は切り捨てられます。 


• 名前 
：名前を全角で最大1 0 文字、半角で最大2 1 文字コピーし 


ます。ただし、全角／半角が混在している場合や、半角カ 


タカナが含まれている場合は、最大1 0 文字となります。 


• フリガナ 
：フリガナを全角で最大 1 2 文字、半角で最大 2 5 文字コ 


ピーします。ただし、全角／半角が混在している場合は、 


最大 1 2 文字となります。 


FOMA カードでは、半角カタカナは全角カタカナに置き 


換えられます。 
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電 
話 
帳 
を 
コ 
ピ 
ー 
し 
ま 
す 


• 電話番号 
：1 件目に登録されている電話番号を最大 2 6 桁コピーし 


ます。FOMA カードの種類によっては最大 2 0 桁となり 


ます。→ P 3 5 


タイマー（「T 」）が登録されている場合は削除されます。 


• メールアドレス ：1 件目に登録されているメールアドレスを半角で最大5 0 


文字コピーします。 


1 FOMA 端末電話帳の検索結果一覧を表示する 


● 検索方法→ P 1 2 4 


2 


メニュー 


「6 FOMA カードへコピー」を押す 


電話帳選択画面が表示されます。 


3 コピーする相手を選択 
を押す 


4 


電話帳 


を押す 


FOMA カードにコピーした旨のメッセージが表示されます。 


5 
を押す 


FOMA 端末電話帳の検索結果一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 相手の 
が 
に変わり、選択されます。 


● 
：電話帳データを選択／解除します。 


● 


メニュー 


：すべての電話帳データを選択／解除します。 


● F OMA 端末電話帳の詳細画面で操作 2 を行うと、表示した電話帳データをコピーできます。 


お知らせ 
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電 
話 
帳 
を 
コ 
ピ 
ー 
し 
ま 
す 


F OMA カード電話帳を F OMA 端末電話帳にコピーします 


● FOMA カード電話帳の検索結果一覧から操作する場合は、複数の電話帳デー 


タをまとめてコピーできます。FOMA カード電話帳の詳細画面から操作する 


場合は、表示中の電話帳データがコピーされます。 


● FOMA カード電話帳と FOMA 端末電話帳に同じ名前のグループが登録され 


ている場合は、同じグループにコピーされます。同じ名前が登録されていな 


い場合は、「グループなし」にコピーされます。 


● 次の項目がコピーされます。 
• 名前 
：名前にコピーされます。 
• フリガナ 
：フリガナにコピーされます。 


全角カタカナは半角カタカナに置き換えられます。 
• 電話番号 
：電話番号にコピーされます。 
• メールアドレス：メールアドレスにコピーされます。 


1 FOMA カード電話帳の検索結果一覧を表示する 


● 検索方法→ P 1 2 4 


2 


メニュー 


「4 本体へコピー」を押す 


電話帳選択画面が表示されます。 


3 コピーする相手を選択 
を押す 


4 


電話帳 


を押す 


FOMA 端末電話帳にコピーした旨のメッセージが表示されます。 


5 
を押す 


FOMA カード電話帳の検索結果一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 相手の 
が 
に変わり、選択されます。 


● 
：電話帳データを選択／解除します。 


● 


メニュー 


：すべての電話帳データを選択／解除します。 


● FOMA カード電話帳の詳細画面で操作2 を行うと、表示した電話帳データをコピーできます。 


お知らせ 
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登録内容をコピーします 


FOMA 端末電話帳やFOMA カード電話帳に登録されている電話帳データの個々 


の登録内容（名前や電話番号など）をコピーします。 
1 FOMA 端末電話帳の検索結果一覧を表示する 


● 検索方法→ P 1 2 4 


2 コピーする相手を選択 


メニュー 


「8 名前等をコ 
ピー」を押す 


3 コピーする項目を選択 
を押す 


選択した項目をコピーした旨のメッセージが表示されます。 


4 
を押す 


FOMA 端末電話帳の詳細画面に戻ります。 


● 貼付け→ P 5 7 3 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● F OMA カード電話帳の詳細画面から操作する場合は、 


メニュー 


「6名前等をコピー」を押して 
操作します。 


お知らせ 


電 
話 
帳 
を 
コ 
ピ 
ー 
し 
ま 
す 
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電話帳から電話をかけます 
＜電話帳検索＞ 


電 
話 
帳 
検 
索 


電話をかける相手の電話帳データを電話帳から呼び出し、簡単に電話をかけるこ 


とができます。 


● 電話帳の呼び出しかたには次の方法があります。 


※ ：FOMA カード電話帳では利用できません。 


● FOMA 端末電話帳／ FOMA カード電話帳の登録内容は表示して確認できま 


す。→ P 1 2 9 


● シークレット属性が設定されている電話帳データも含めて検索する場合は、 


シークレットモードに設定してから検索してください。→ P 1 8 7 


シークレット属性の設定されている電話帳データを選択中は、ディスプレイ 


上部に が点滅します。 


● 個人の情報表示を制限しているときには、電話帳を検索できません。→P 1 8 4 


● 発信方法を選択して電話をかけることができます。→ P 1 3 0 


下記 


P 1 2 5 


P 1 2 6 


P 1 2 7 


P 1 2 8 


P 1 2 8 


5 0 音順検索 


音声検索※ 


グループ検索 


フリガナ検索 


電話番号検索 


電話帳番号検索※ 


5 0 音順に検索して表示します。 


音声で検索します。 


グループから検索します。 


フリガナから検索します。 


電話番号の一部から検索します。 


電話帳番号から検索します。 


5 0 音順に検索して表示します＜ 5 0 音順検索＞ 


5 0 音順に検索して表示します。 
1 待受画面で 


電話帳 
「1 電話帳の内容を見る」 「15 0 音 
順検索」を押す 


電話帳 


を押して、F OMA 端末電話帳と F OMA カード電話帳を 
切り替えます。 


● FOMA カード電話帳を検索するときは、待受画面 


で 


電話帳 


「1 電話帳の内容を見る」 


電話帳 


「1 


5 0 音順検索」を押します。 
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2 UDLR を押して相手を選択する 


3 
を押す 


● テレビ電話をかける場合は 
を押して操作します。 


● 2 件目以降に登録されている電話番号に電話をかける場合は、相手を選択 


電話番号を選択 
または 
を押します。 


音声で検索します＜音声検索＞ 


音声で電話帳データを検索します。 


● あらかじめ電話帳データを音声呼出しに登録しておく必要があります。 


→ P 1 9 8 


● 周囲の雑音が大きい場合は、「入力された音声は認識できませんでした」と表 


示されます。なるべく静かな場所で呼び出しを行ってください。 


1 待受画面で 


電話帳 
「1 電話帳の内容を見る」 「2 音声 
検索」を押す 


2 
音声で検索して電話をかける 


● 操作方法→ P 2 0 1 


● 0 ～ 9、#、*： 


ボタンに割り当てられている行の先頭の電話 


帳データを表示します。 


たとえば、｢松尾太郎｣を表示する場合は「ま」 


に対応する 7 を押します。 


ダイヤルボタンの文字割り当て一覧→P 5 9 2 


● LR： 


画面上部にある5 0 音表示のカーソルを移動し 


て、各行の先頭の電話帳データを表示します。 
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グループで検索します＜グループ検索＞ 


グループに登録されている電話帳データを検索します。 


● FOMA 端末電話帳にグループを設定せずに登録した電話帳データは、 
「グルー 


プなし」に登録されています。 


● FOMA 端末電話帳に登録されている電話帳データのグループが次のような場 


合は、FOMA カード電話帳にコピーされると「グループなし」に登録されて 


います。 
• グループが設定されていないとき 
• グループ 1 1 以降に登録されているとき 
• 名前が変更されているグループに登録されているとき 


1 待受画面で 


電話帳 
「1 電話帳の内容を見る」 「3 グ 
ループ検索」を押す 


グループ検索画面が表示されます。 


● FOMA カード電話帳を検索するときは、待受画面で 


電話帳 


「1電話帳の内 


容を見る」 


電話帳 


「2 グループ検索」を押します。 


2 検索するグループを選択 
を押す 


3 相手を選択 
を押す 


● テレビ電話をかける場合は 
を押します。 


● 2 件目以降に登録されている電話番号に電話をかける場合は、相手を選択 


電話番号を選択 
または 
を押します。 


● 0 ～ 9、#、*： 


ボタンに割り当てられている行の先頭の電話 


帳データを表示します。 


ダイヤルボタンの文字割り当て一覧→P 5 9 2 


● LR： 


画面上部にある5 0 音表示のカーソルを移動し 


て、各行の先頭の電話帳データを表示します。 


● 同一グループ内の電話帳データは次のフリガナ順 


に表示されます。 


① 5 0 音順　②アルファベット順　③数字　 


④空白で始まるもの　⑤記号 


電 
話 
帳 
検 
索 
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フリガナで検索します＜フリガナ検索＞ 


フリガナを入力して、その文字から始まる電話帳データを検索します。 


● 半角カタカナ、半角英字、半角数字、半角記号を入力できます。 


● 電話帳は半角で最大 3 2 文字入力できます。 


● FOMAカード電話帳は全角で最大1 2 文字、半角で最大2 5 文字入力できます。 
1 待受画面で 


電話帳 
「1 電話帳の内容を見る」 「4 フリ 
ガナ検索」を押す 


フリガナ検索画面が表示されます。 


● FOMA カード電話帳を検索するときは、待受画面で 


電話帳 


「1電話帳の内 


容を見る」 


電話帳 


「3 フリガナ検索」を押します。 


2 フリガナを入力 
を押す 


3 相手を選択 
を押す 


● テレビ電話をかける場合は 
を押します。 


● 2 件目以降に登録されている電話番号に電話をかける場合は、相手を選択 


電話番号を選択 
または 
を押します。 


● フリガナは一部を入力することで検索できます。 


電 
話 
帳 
検 
索 


● 文字入力のしかた→ P 5 5 8 


お知らせ 
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電話番号で検索します＜電話番号検索＞ 


電話番号の一部だけを入力して、その数字を含む電話番号を検索します。 


● 最大 2 6 桁入力できます。 
1 待受画面で 


電話帳 
「1 電話帳の内容を見る」 「5 電話 
番号検索」を押す 


電話番号検索画面が表示されます。 


● FOMA カード電話帳を検索するときは、待受画面で 


電話帳 


「1電話帳の内 


容を見る」 


電話帳 


「4 電話番号検索」を押します。 


2 電話番号の一部を入力 
を押す 


3 相手を選択 
を押す 


● テレビ電話をかける場合は 
を押します。 


● 2 件目以降に登録されている電話番号に電話をかける場合は、相手を選択 


電話番号を選択 
または 
を押します。 


● 0 ～ 9、#、*： 


ボタンに割り当てられている行の先頭の電話 


帳データを表示します。 


ダイヤルボタンの文字割り当て一覧→P 5 9 2 


● LR： 


画面上部にある5 0 音表示のカーソルを移動し 


て、各行の先頭の電話帳データを表示します。 


電 
話 
帳 
検 
索 


電話帳番号で検索します＜電話帳番号検索＞ 


電話帳番号を入力して検索します。 
1 待受画面で 


電話帳 
「1 電話帳の内容を見る」 「6 電話 
帳番号検索」を押す 


電話帳番号検索画面が表示されます。 
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2 電話帳番号を入力 
を押す 


3 相手を選択 
を押す 


● テレビ電話をかける場合は 
を押します。 


● 2 件目以降に登録されている電話番号に電話をかける場合は、相手を選択 


電話番号を選択 
または 
を押します。 


● 電話帳番号が「0 0 1 」のように 1 桁の場合や、 


「0 1 0 」のように2 桁の場合は、「1 」や「1 0 」と 


入力します。 


● 0 ～ 4 9 9 までの番号を入力してください。5 0 0 


以上の番号を入力した場合は、自動的に4 9 9 が入 


力されます。 


F OMA 端末電話帳／ F OMA カード電話帳の詳細を表示します 


登録内容を表示して確認します。 
1 電話帳の検索結果一覧を表示する 


● 検索方法→ P 1 2 4 


2 詳細表示する電話帳データを選択 
を押す 


グル－プ名 


電話帳番号 


名前、フリガナ 


選択している電話番号／メールアドレス 


電話、メールアイコン 


グループ名 


電話、メールアイコン 


名前、フリガナ 


選択している電話番号／メールアドレス 


＜ F OMA 端末電話帳＞ 


＜ FOMA カード電話帳＞ 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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発信方法を選択して電話をかけます 


電話帳の検索結果一覧から発信方法を選択して電話をかけます。 


● 電話帳データに電話番号が登録されていない場合は、本機能を利用できません。 
1 電話帳の検索結果一覧を表示する 


● 検索方法→ P 1 2 4 


2 電話をかける相手を選択 


メニュー 


「1 電話をかける」 
を押す 


「1 音声電話」 
：音声電話をかけます。 


「26 4 K テレビ電話」：6 4 K の通信速度でテレビ電 


話をかけます。 


「33 2 K テレビ電話」：3 2 K の通信速度でテレビ電 


話をかけます。 


● 選択した相手の 1 件目に登録されている電話番号 


が対象になります。 


● 2 件目以降に登録されている電話番号に電話をか 


ける場合は、FOMA 端末電話帳の詳細画面を表示 


電話番号を選択 


メニュー 


「1 電話をかける」を 


押します。 


電 
話 
帳 
検 
索 


● 0 ～ 9、*、#：ボタンに割り当てられている行の先頭の電 


話帳データを表示します。 


ダイヤルボタンの文字割り当て一覧→P5 9 2 


● UD 
：前後の電話帳データの詳細画面を表示し 


ます。 


● LR 
：登録されている電話番号、メールアドレス 


の表示を切り替えます。 


● 
：音声電話をかけます。 


● 
：テレビ電話をかけます。 
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● F OMA 端末電話帳の詳細画面、F OMA カード電話帳の検索結果一覧または詳細画面、個人情 
報（詳細）画面からも同様に操作できます。 
● 電話をかけるかどうかの確認画面表示中に次の操作ができます。 


• 電話番号を通知しないで電話をかける： 


メニュー 


「1非通知で電話」 「1電話をかける」を 


押します。 


• 電話番号を通知して電話をかける： 


メニュー 


「2 通知で電話」 「1 電話をかける」を押し 


ます。 


• 国際電話をかける： 


メニュー 


「3 ワールドコール」 「1 電話をかける」を押します。 


お知らせ 


3「1 音声電話」～「33 2 K テレビ電話」のいずれか 1 
つの番号を押す 


電話をかけるかどうかの確認画面が表示されます。 


4「1 電話をかける」を押す 


設定した方法で電話がかかります。 


● 「2 電話をかけない」：電話をかけることを中止します。 
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電話帳を修正します＜電話帳修正＞ 


FOMA 端末電話帳に登録した電話帳データの内容を修正したり、電話帳データ 


を他のグループに移動することができます。 


● FOMA カード電話帳に登録した電話帳データは、電話帳にコピーすると修正 


できます。 


● 個人の情報表示を制限しているときには、本機能を利用できません。→P 1 8 4 
1 FOMA 端末電話帳の検索結果一覧を表示する 


● 検索方法→ P 1 2 4 


2 修正する相手を選択 


メニュー 


「4 修正する」を押す 


名前入力画面が表示されます。 


3 電話帳データを修正して登録する 


● 操作方法→ P 1 1 1 


● グループを修正／確認すると、上書きするかどうかの確認画面が表示され 


ます。上書きするときは「1上書きする」を押します。上書きしないとき 


は「2 新規登録する」を押し、他の電話帳番号を設定します。 


● 名前を修正してもフリガナは自動で変更されません。フリガナについても、変更してくだ 
さい。 
● 複数の電話番号やメールアドレスを登録している場合、1 件目に登録されている電話番号や 
メールアドレスを削除すると 2 件目以降、繰り上げ登録されます。 
● F OMA 端末電話帳の詳細画面からも同様に操作できます。 


お知らせ 
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メールアドレスにシークレットコードを設定します＜シークレットコード入力＞ 


相手がメールアドレス（携帯電話番号@doc omo.ne.jp）にシークレットコード 


を登録している場合は、そのシークレットコードを電話帳データのメールアドレ 


スに設定しておくことで、電話帳を検索してｉモードメールを作成するときに自 


動的にシークレットコードが付加されます。 


● ダイヤル入力での発信を制限しているときや（→ P 1 8 5 ）、電話帳データに 


メールアドレスが登録されていないときには、本機能を利用できません。 


1 FOMA 端末電話帳の検索結果一覧を表示する 


● 検索方法→ P 1 2 4 


2 シークレットコードを設定する相手を選択 
を押す 


詳細画面が表示されます。 


グループを変更します 


電話帳データを他のグループに移動します。 
1 FOMA 端末電話帳の検索結果一覧を表示する 


● 検索方法→ P 1 2 4 


2 グループを変更する相手を選択 


メニュー 


「5 グループ 
を移動」を押す 


グループ選択画面が表示されます。 


3 グループを選択 
を押す 


選択したグループに移動した旨のメッセージが表示されます。 


4 
を押す 


FOMA 端末電話帳の検索結果一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● F OMA 端末電話帳の詳細画面からも同様に操作できます。 


お知らせ 
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3 メールアドレスを選択 


メニュー 


「0 シークレットコー 
ド入力」を押す 


端末暗証番号入力画面が表示されます。 


4 4 ～ 8 桁の端末暗証番号を入力 
を押す 


5 4 桁のシークレットコードを入力 
を押す 


シークレットコードを設定した旨のメッセージが表示されます。 


6 
を押す 


FOMA 端末電話帳の詳細画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


電 
話 
帳 
修 
正 


● シークレットコード→ P 3 6 4 
● メールアドレスを「携帯電話番号＋シークレットコード @doc omo.ne.jp」として電話帳に 
登録している場合はその相手にメールの返信ができません。また、 
「携帯電話番号@doc omo. 
ne.jp」として電話帳に登録している場合、シークレットコードを設定しても、その相手に 
メールの返信ができません。電話帳データの「@doc omo.ne.jp」を削除してから設定し直し 
てください。 
● シークレットコードを削除するには、操作 5 でシークレットコードを削除して 
を押し 
ます。 


お知らせ 


135 


電 
話 
帳 


電話帳を削除します＜電話帳削除＞ 


電話帳に登録されている 1 人分の電話帳データ（電話帳番号 1 件分）を削除し 


ます。 


● 個人の情報表示を制限しているときには、本機能を利用できません。 
1 FOMA 端末電話帳の検索結果一覧を表示する 


● 検索方法→ P 1 2 4 


2 削除する相手を選択 


メニュー 


「8 電話帳から削除」を 
押す 


3「1 削除する」を押す 


電話帳を削除した旨のメッセージが表示されます。 


●「2 削除しない」：削除を中止します。 


4 
を押す 


FOMA 端末電話帳の検索結果一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


電 
話 
帳 
削 
除 


● F OMA 端末電話帳の詳細画面、F OMA カード電話帳の検索結果一覧または詳細画面から操 
作する場合は、 


メニュー 


「電話帳から削除」 
「1 削除する」を押して操作します。 


お知らせ 
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シ 
ー 
ク 
レ 
ッ 
ト 
属 
性 
設 
定 
／ 
解 
除 


知られたくない電話帳を守ります 
＜シークレット属性設定／解除＞ 


シークレット属性とは、FOMA 端末電話帳のデータを他の人に見られないよう 


にするための設定機能です。シークレット属性を設定した電話帳データは認証操 


作（→ P 1 7 0 ）を行って、シークレットモード（→ P 1 8 7 ）を設定しないと表 


示できません。 


● シークレットモードを設定していないときは、シークレット属性の設定／解 


除はできません。 


1 シークレットモードを設定する 


● 操作方法→ P 1 8 7 


2 FOMA 端末電話帳の検索結果一覧を表示する 


● 検索方法→ P 1 2 4 


3 設定する相手を選択 


メニュー 


「9 シークレット 
属性設定」を押す 


シークレット属性を設定した旨のメッセージが表示されます。 


4 
を押す 


シークレット属性が設定されていると点滅します。 


電話帳の詳細画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 待受画面で 
：シークレットモードを解除します。 
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● シークレット属性が設定されている電話帳データは、シークレットモードを設定していない 
と検索できません。また、ワンタッチダイヤルやツータッチダイヤル、ツータッチメールも 
利用できません。 
● シークレットモードを設定していないときは、着信画面、リダイヤル、着信履歴、受信メー 
ル一覧、背面ディスプレイなどに、シークレット属性が設定されている電話帳データの名前 
は表示されません。→ P 1 0 9 
また、ワンタッチダイヤルに登録した電話帳データにシークレット属性を設定している場合、 
ワンタッチ専用の着信音や着信画像を設定していても設定した着信音は鳴らず、画像も表示 
されません。→ P 1 4 2 、P 1 4 4 
● シークレット属性を解除する場合は、シークレットモードを設定してから、シークレット属 
性が設定されている電話帳データを選択 


メニュー 


「9 シークレット属性解除」を 
押します。→ P 1 8 7 


お知らせ 


シ 
ー 
ク 
レ 
ッ 
ト 
属 
性 
設 
定 
／ 
解 
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ワ 
ン 
タ 
ッ 
チ 
ダ 
イ 
ヤ 
ル 
登 
録 


よく連絡を取り合う相手を登録します 
＜ワンタッチダイヤル登録＞ 


● ワンタッチダイヤルは最大 3 件登録できます。 


● FOMA 端末電話帳の登録時に本機能を登録することもできます。→ P 1 1 5 


● 個人の情報表示を制限しているときには、本機能を利用できません。→P 1 8 4 


「写真 de コール」について 


画像を設定すると、待受中に電話がかかってきたときやメールを受信したとき 


に、画像を表示して着信をお知らせします。相手の写真などを登録しておけ 


ば、誰からの電話またはメールなのか一目で分かります。設定方法→ P 1 4 2 


頻繁に連絡を取る相手の電話番号やメールアドレスをワンタッチダイヤルに登録 


しておくと、ワンタッチダイヤルボタンを押すだけで簡単に電話をかけたり、 


メールを送ったりできます。→ P 1 4 8 


また、着信音や画像を設定することができます。 


● 着信画像はワンタッチダイヤル登録した電話帳 


データのみに設定できます。 


● 設定した画像の表示は、相手側が電話番号を通 


知してきた場合のみ有効です。 


ワンタッチダイヤルボタン 


電話帳から相手を選択して登録します＜電話帳選択＞ 


● FOMA カード電話帳から選択することはできません。 
1 待受画面でワンタッチダイヤルボタン 
～ 
を押す 


● 既に登録されているワンタッチダイヤルボタンを 


押すと、ワンタッチダイヤル詳細画面が表示され 


ます。→ P 1 4 1 


● F OMA 端末に 1 件も電話帳データが登録されて 


いない場合は、新規に登録するかどうかの確認画 


面が表示されます。登録する場合は、「1 新規に 


登録する」を押します。→ P 1 1 2 
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2「1 電話帳から選ぶ」を押す 


FOMA 端末電話帳の検索方法選択画面が表示されます。 


3 登録する相手を検索して選択 


メニュー 


を押す 


■ 電話番号が 1 件登録されているとき 


表示中の電話番号を登録する旨のメッセージが表示されます。メールアドレ 


スが登録されているときは、 
を押すと操作 4 に進みます。 


● メールアドレスが登録されていないときは、 
を押すと操作 5 に進み 


ます。 


■ 電話番号が 2 件以上登録されているとき 


登録する電話番号を選択 
を押す 


● メールアドレスが登録されているときは操作 4 に進みます。 


● メールアドレスが登録されていないときは操作 5 に進みます。 


■ 電話番号が 1 件も登録されていないとき 


● メールアドレスが登録されているときは操作 4 に進みます。 


● メールアドレスが登録されていないときはワンタッチに登録した旨のメッ 


セージが表示され、 
を押すとワンタッチダイヤル詳細画面に戻ります。 


4 登録するメールアドレスを選択する 


■ メールアドレスが 1 件登録されているとき 


表示中のメールアドレスを登録する旨のメッセージが表示されます。 
を 


押して操作 5 に進みます。 


■ メールアドレスが 2 件以上登録されているとき 


登録するメールアドレスを選択 
を押す 


● 操作 5 に進みます。 


ワ 
ン 
タ 
ッ 
チ 
ダ 
イ 
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ル 
登 
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次 
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へ 
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く 
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5「1 設定する」または「2 設定しない」を押す 


●「1 設定する」 ：ワンタッチ専用の音声電話着信音を設定するかどうかの 


確認画面が表示されます。 


●「2 設定しない」：ワンタッチに登録した旨のメッセージが表示されます。 


操作 1 2 に進みます。 


● 電話番号が登録されていない場合は、「1 設定する」を押すとワンタッチ 


専用のメール着信音を設定するかどうかのメッセージが表示されます。 


操作 1 1 に進みます。 


6「1 設定する」または「2 設定しない」を押す 


7 フォルダを選択 
メロディを選択 
を押す 


ワンタッチ専用のテレビ電話着信音を設定するかどうかの確認画面が表示さ 


れます。 


● 操作方法→ P 4 5 2 


8「1 設定する」または「2 設定しない」を押す 


●「1 設定する」 ：メロディのフォルダ一覧が表示されます。 


●「2 設定しない」：テレビ電話用の着信音を設定しません。操作1 0 に進み 


ます。 


9 フォルダを選択 
メロディを選択 
を押す 


ワンタッチ専用のメール着信音を設定するかどうかの確認画面が表示されます。 


● 操作方法→ P 4 5 2 


10「1 設定する」または「2 設定しない」を押す 


●「1 設定する」 ：メロディのフォルダ一覧が表示されます。 


●「2 設定しない」：メール用の着信音を設定しません。操作1 2 に進みます。 


●「1 設定する」 ：メロディのフォルダ一覧が表 


示されます。 


●「2 設定しない」：音声電話用の着信音を設定し 


ません。操作 8 に進みます。 


ワ 
ン 
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新規に相手を登録します＜新規登録＞ 


● ダイヤル入力での発信を制限しているときには、本機能を利用できません。 


→ P 1 8 5 


1 待受画面でワンタッチダイヤルボタン 
～ 
を押す 


2「2 新規に登録する」を押す 


3 登録する 


● 操作方法→ P 1 1 1 


● 既に登録されているワンタッチダイヤルボタンを 


押すと、ワンタッチダイヤル詳細画面が表示され 


ます。→上記 


登録相手を変更する→ P 1 4 2 


11 フォルダを選択 
メロディを選択 
を押す 


ワンタッチに登録した旨のメッセージが表示されます。 


● 操作方法→ P 4 5 2 


12 
を押す 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


＜ワンタッチダイヤル詳細画面＞ 
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● 登録相手の変更は、F OMA 端末電話帳に登録した相手からのみ選択できます。 


お知らせ 


登録相手を変更します 


登録した電話番号やメールアドレスを変更します。 
1 待受画面でワンタッチダイヤルボタン 
～ 
を押す 


2 


メニュー 


「1 登録相手を変更」を押す 


FOMA 端末電話帳の検索方法選択画面が表示されます。 


3 登録する 


● 操作方法→ P 1 3 9 


● 登録されていないワンタッチダイヤルボタンを押す 


と、登録するかどうかの確認画面が表示されます。 


→ P 1 3 8 


● 登録されていないワンタッチダイヤルボタンを押す 


と、登録するかどうかの確認画面が表示されます。 


→ P 1 3 8 


登録相手の電話着信時／メール受信時に表示する画像を設定します 


ワンタッチダイヤルに登録した相手に画像を設定すると、電話がかかってきたと 


きに設定した画像を表示してお知らせします（写真 de コール→ P 1 3 8 ）。 


● 相手が電話番号を通知してきた場合のみ有効です。 
1 待受画面でワンタッチダイヤルボタン 
～ 
を押す 
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2 


メニュー 


「5 着信画像を設定」を押す 


3「1 今から撮影する」～「3 解除する」のいずれか 1 つ 
の番号を押す 


■ 写真をその場で撮影して設定するとき 


①「1 今から撮影する」を押す 


② 被写体にカメラを向けて 
を押す 


撮影確認音（シャッター音）が鳴り、撮影した写真が表示されます。 


③ 
を押す 


写真が保存された旨のメッセージが表示されます。 


④ 
を押す 


着信画像を設定した旨のメッセージが表示されます。 


⑤ 
を押す 


ワンタッチダイヤル詳細画面に戻ります。 


● 設定した画像を確認する場合は、ワンタッチダイヤル詳細画面で 


電話帳 


を 


押します。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 
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登 
録 


● 写真撮影→ P 2 2 3 


● 写真の大きさは「S サイズ（1 7 6 × 1 4 4 ）」固 


定です。 


● 


メニュー 


：撮影時の設定ができます。→ P 2 2 8 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
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く 
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■ 写真をアルバムから選択して設定するとき 


①「2 アルバムから選ぶ」を押す 


② アルバムを選択 
画像を選択 
を押す 
着信画像を設定した旨のメッセージが表示されます。 
● 操作方法→ P 4 2 8 


③ 
を押す 
ワンタッチダイヤル詳細画面に戻ります。 
● 設定した画像を確認する場合は、ワンタッチダイヤル詳細画面で 


電話帳 


を 
押します。 
● 
を押すと待受画面に戻ります。 


■ 着信画像を表示しないとき 


①「3 解除する」を押す 
着信画像を解除した旨のメッセージが表示されます。 


② 
を押す 
ワンタッチダイヤル詳細画面に戻ります。 
● 
を押すと待受画面に戻ります。 


●「携帯電話番号@doc omo.ne.jp」以外のｉモード端末のメールアドレスを登録している場合 
には、@以降のドメイン名（@doc omo.ne.jp）を省略して登録していると、メールを受信し 
ても設定した着信画像は表示されません。→ P 1 0 9 
● 設定した画像のサイズなどにより、着信画像が表示されるまでに時間がかかる場合があり 
ます。 


お知らせ 


着信音を設定します 


ワンタッチダイヤルに登録されている相手の音声電話用やテレビ電話用、メール 
用の着信音を設定します。 
● ワンタッチダイヤルに登録されている相手の登録内容によっては、選択でき 


ない項目があります。 


1 待受画面でワンタッチダイヤルボタン 
～ 
を押す 


ワンタッチダイヤル詳細画面が表示されます。 
● 登録されていないワンタッチダイヤルボタンを押すと、登録するかどうか 
の確認画面が表示されます。→ P 1 3 8 
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2 


メニュー 


「2 電話着信音」～「4 メール着信音」のいず 
れか 1 つの番号を押す 


着信音を設定するかどうかの確認画面が表示されます。 


■ 電話着信音を設定するとき 


「2 電話着信音」を押す 


■ テレビ電話着信音を設定するとき 


「3 テレビ電話着信音」を押す 


■ メール着信音を設定するとき 


①「4 メール着信音」を押す 


②「1 メール着信音設定」「1 鳴らす」を押す 


●「2鳴らさない」：着信音を鳴らしません。 


電話帳 


を押して操作5 に進みます。 


③「2 着信音」を押す 


3「1 設定する」を押す 


メロディ一覧が表示されます。 


●「2 設定しない」：設定を中止・解除します。操作 5 に進みます。 


4 フォルダを選択 
メロディを選択 
を押す 


ワンタッチ専用の着信音を設定した旨のメッセージが表示されます。 


● 操作方法→ P 4 5 2 


■ 操作 2 で「4 メール着信音」を選択したとき 


「3 鳴らす時間」 鳴らす時間を入力 


電話帳 


を押す 


● 1 ～ 3 0 秒の間で設定します。 


5 
を押す 


ワンタッチダイヤル詳細画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 
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登録相手の設定情報を確認します 


ワンタッチダイヤルに登録されている相手の設定情報（登録した電話番号やメー 


ルアドレス）を確認します。 
1 待受画面でワンタッチダイヤルボタン 
～ 
を押す 


ワンタッチダイヤル詳細画面が表示されます。 


● 登録されていないワンタッチダイヤルボタンを押すと、登録するかどうか 


の確認画面が表示されます。→ P 1 3 8 


2 


メニュー 


「6 設定情報を確認」を押す 


● UD：画面をスクロールして設定情報を表 


示します。 


● 
：ワンタッチダイヤル詳細画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


ワンタッチダイヤルの登録を解除します 
1 待受画面でワンタッチダイヤルボタン 
～ 
を押す 


ワンタッチダイヤル詳細画面が表示されます。 


● 登録されていないワンタッチダイヤルボタンを押すと、登録するかどうか 


の確認画面が表示されます。→ P 1 3 8 


2 


メニュー 


「7 ワンタッチ設定解除」を押す 


ワンタッチ設定を解除するかどうかの確認画面が表示されます。 


3「1 解除する」を押す 


ワンタッチ設定を解除した旨のメッセージが表示されます。 


●「2 解除しない」：ワンタッチ設定の解除を中止します。 


お知らせ 


●「携帯電話番号@doc omo.ne.jp」以外のｉモード端末のメールアドレスを登録している場合 
には、@以降のドメイン名（@doc omo.ne.jp）を省略して登録していると、メールを受信し 
ても設定した着信音は鳴りません。→ P 1 0 9 
● 登録した複数の相手から同時にメールが送られてきた場合は、最後に受信したメールの相手 
の設定に従って動作します。 
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ワ 
ン 
タ 
ッ 
チ 
ダ 
イ 
ヤ 
ル 
登 
録 
／ 
登 
録 
件 
数 
確 
認 


● 登録した相手にシークレット属性（→ P 1 3 6 ）が設定されている場合、シークレットモード 
を解除しているときに相手から電話がかかってきたり、ｉモード問い合わせを行ってメール 
を受信したりしても、設定した着信音は鳴らず、画像も表示されません。 
● 登録した相手の電話番号やメールアドレスと同じものが他のワンタッチダイヤルに登録され 
ている場合は、最も小さいワンタッチダイヤル番号に登録されている電話帳データの名前が 
表示されます。 
● ワンタッチダイヤルに登録した相手の電話帳データを削除した場合は、ワンタッチダイヤル 
に登録したデータも削除されます。 


お知らせ 


電話帳の登録件数を確認します 
＜登録件数確認＞ 


FOMA 端末電話帳の登録件数やシークレット属性（→P 1 3 6 ）が設定されてい 


る電話帳データの件数などを表示して確認します。 


● 個人の情報表示を制限しているときには、本機能を利用できません。 
1 待受画面で 


メニュー 


「 
詳細な機能を設定する」 「2 電 
話の詳細を設定する」 「1 電話帳の登録件数を見る」 
を押す 


2 確認が終わったら 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● FOMA カード電話帳の登録件数を確認する場合は 


電話帳 


を押します。 


お知らせ 


● シークレット属性が設定されている電話帳データの件数は、シークレットモードを設定中に表 
示されます。→ P 1 8 7 


4 
を押す 


待受画面に戻ります。 
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頻繁に電話をかける相手の電話番号をワンタッチダイヤルに登録すると、ワン 


タッチダイヤルボタン 1 つで簡単に電話をかけることができます。 


● 個人の情報表示を制限しているときには、本機能を利用できません。→P 1 8 4 


● ワンタッチダイヤルに登録した電話帳データに電話番号がない場合や、ワン 


タッチダイヤルが登録されていない場合は、ワンタッチダイヤルで電話をか 


けることはできません。 


ワンタッチダイヤル登録→ P 1 3 8 


1 待受画面でワンタッチダイヤルボタン 
～ 
を 1 秒以 
上押す 


ボタン 1 つで電話をかけます 
＜ワンタッチダイヤル＞ 


ワンタッチダイヤルボタンに登録されている相手に 


音声電話がかかります。 


ワ 
ン 
タ 
ッ 
チ 
ダ 
イ 
ヤ 
ル 


● ワンタッチダイヤルボタン 
～ 
を押すと、登録されている内容が表示されます。 


内容を表示させてから、 
を押して音声電話、 
を押してテレビ電話をかけることもで 


きます。メールアドレスを登録していれば、Uを押してメールを作成することもできます。 


● ワンタッチダイヤルに登録した電話帳データにシークレット属性（→P 1 3 6 ）が設定されて 
いる場合、シークレットモードを解除しているときは電話をかけることができません。 


お知らせ 


ワンタッチダイヤルボタン 
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ツ 
ー 
タ 
ッ 
チ 
ダ 
イ 
ヤ 
ル 


少ないボタン操作で電話をかけます 
＜ツータッチダイヤル＞ 


頻繁に電話をかける相手の電話番号を電話帳番号（→ P 1 1 4 ）の 0 ～ 9 に登録 


しておくと、ダイヤルボタンと 
の2 つのボタンを押すだけで電話をかけるこ 


とができます。 


● 個人の情報表示を制限しているときには、本機能を利用できません。→P 1 8 4 
1 待受画面で電話帳番号（0 ～ 9）を入力 


を押す 


● 電話帳番号を入力して 
を押すと、テレビ電話をかけることができます。 


電話帳番号 


電話帳の 1 件目の 
電話番号 


お知らせ 


● 入力した電話帳番号の電話帳データに電話番号が登録されていない場合や、電話帳データが 


登録されていない場合は、 
または 
を押すと該当するデータがない旨のメッセージ 


が表示されます。 
を押すと待受画面に戻ります。 


● シークレット属性が設定されている電話帳データの場合、シークレットモードに設定してか 


ら操作してください。→ P 1 8 7 
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音／画面／照明設定 


音の設定 


携帯電話から鳴る着信音を変えます＜着信音設定＞ 
・・・・・・・・・・・・ 
1 5 2 


着信を振動でお知らせします＜バイブレータ＞ 
・・・・・・・・・・・・・・ 
1 5 5 


ボタンを押したときに鳴る音を設定します＜ボタン確認音＞ 
・・・・・・・・ 
1 5 6 


充電時の確認音を設定します＜充電確認音＞ 
・・・・・・・・・・・・・・・ 
1 5 7 


通話が途切れそうなときにアラームで 


　　お知らせします＜通話品質アラーム＞ 
・・・・・・・・・・・・・・・・ 
1 5 8 


イヤホンだけから着信音を鳴らします＜スピーカー／イヤホン切替＞ 
・・・・ 
1 5 9 


電話から鳴る音を消します＜マナーモード＞ 
・・・・・・・・・・・・・・・ 
1 6 0 


画面／照明の設定 


待受画面の表示を変えます＜待受画面設定＞ 
・・・・・・・・・・・・・・・ 
1 6 1 


電話がかかってきたときの背面ディスプレイの表示を 


　　設定します＜背面表示設定＞ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
1 6 3 


画面のカラー配色を変更します＜画面配色設定＞ 
・・・・・・・・・・・・・ 
1 6 4 


ディスプレイの照明を設定します＜照明設定＞ 
・・・・・・・・・・・・・・ 
1 6 5 


時計の表示を設定します＜時計表示設定＞ 
・・・・・・・・・・・・・・・・ 
1 6 6 
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着 
信 
音 
設 
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携帯電話から鳴る着信音を変えます＜着信音設定＞ 


電話がかかってきたときに鳴る音を設定します。 


● 個人の情報表示を制限しているときには、本機能を利用できません。→P 1 8 4 
1 待受画面で 


メニュー 


「2 電話を使う」 「3 電話を受けた 
時の音を選ぶ」を押す 


2「1 音声電話の着信音を選ぶ」または「2 テレビ電話の 
着信音を選ぶ」を押す 


3「1 着信音設定」 「1 鳴らす」を押す 


操作 2 の画面に戻ります。 


●「2 鳴らさない」：着信音を鳴らさないように設定します。 


●「鳴らさない」に設定すると、「着信音」は設定できません。 


■ 着信音を鳴らすときのメロディを設定するとき 


「2 着信音」 フォルダを選択 
メロディを選択 
を押す 


操作 2 の画面に戻ります。 


● 操作方法→ P 4 5 2 


4 


電話帳 


を押す 


着信音を設定した旨のメッセージが表示されます。 


「1 音声電話の着信音を選ぶ」： 


音声電話の着信音を設定します。 


「2 テレビ電話の着信音を選ぶ」： 


テレビ電話の着信音を設定します。 


お買い上げ時 
音声電話：鳴らす／着信音 1 　テレビ電話：鳴らす／ハープ 


「1 着信音設定」： 


着信音を鳴らすかどうかを設定します。 


「2 着信音」： 


着信音を鳴らすときのメロディを設定します。 
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着 
信 
音 
設 
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5 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 次の機能でも着信音を設定できます。 
• ワンタッチダイヤル登録→ P 1 3 8 
• ｉモードメール、ショートメッセージ（S MS ）が届いたときの音の設定→ P 3 7 7 
• メッセージ R /F が届いたときの音の設定→ P 2 9 1 
● 発信者番号が通知された場合は、次の優先順位で鳴ります。 
① ワンタッチダイヤルの着信音設定 
② 本機能の設定 
● 相手が発信者番号を通知してこなかった場合、音声電話の着信音は発信者番号通知のない相 
手に対する着信動作（→ P 1 9 1 ）の設定に従い、テレビ電話の着信音は本機能のテレビ電話 
の設定に従います。 


お知らせ 
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メロディ一覧 


お買い上げ時は次のメロディが「内蔵メロディ」フォルダに登録されています。 


作曲者 
表　示 


着信音 1 ～ 6 


少年時代 


ﾚｯﾄｲｯﾄﾋﾞｰ 


星に願いを 


カノン 


大きな古時計 


きらきら星 


もみじ 


静かな湖畔 


凱旋行進曲 


愛の挨拶 


展覧会の絵 


ｴﾝﾀｰﾃｲﾅｰ 


G 線上のアリア 


ﾄｯｶｰﾀとﾌｰｶﾞ 


ﾍﾟｰﾙ・ｷﾞｭﾝﾄ 


曲　名 


少年時代 


Let It Be 


星に願いを 


カノン 


大きな古時計 


きらきら星 


紅葉 


静かな湖畔 


アイーダより凱旋行進曲 


愛の挨拶 


展覧会の絵 


E NT E R T A INE R 


Ｇ線上のアリア 


トッカータとフーガ ニ短調 


ペール・ギュント 


井上 陽水 


J OHN LENNON、 
P AUL Mc CARTNEY 


LE IGH HA R LINE 


J OHA NN P A C HE LBE L 


HE NR Y C LA Y WOR K 


WOLFGA NG A MA DE US 
MOZ A R T 


高野 辰之 


スイス民謡 


GIUS E P P E V E R DI 


E DWA R D E LGA R 


MODE S T P E T R OV IC H 
MUS S OR GS K Y 


S C OT T J OP LIN 


J OHANN S EBAS TIAN BACH 


J OHANN S EBAS TIAN BACH 


E DV E R D HAGE R UP GR IE G 


目覚まし 1 、2 
黒電話 
ハープ 
癒やし 
残念 
モデム音 
チャイム 
ビール 
ﾌｧﾝﾌｧｰﾚ1、2 
電話だよ 
テレビ電話だよ 
メールだよ 
起きて下さい 
漫才 
感心 
くしゃみ 
ナイスショット 


許諾番号：T - 0 4 7 0 0 8 6 


分類 


メ 
ロ 
デ 
ィ 


着 
信 
音 
設 
定 


効 
果 
音 
・ 
ボ 
イ 
ス 
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バ 
イ 
ブ 
レ 
ー 
タ 


音声電話やテレビ電話着信時に振動（バイブレータ）でお知らせします。 


● 本機能を設定して机の上などに置いたままにすると、振動で落下する恐れが 


あります。 


● 通話中に着信があった場合は振動しません。 
1 待受画面で 


メニュー 


「2 電話を使う」 「4 電話を受けた 
時の振動を選ぶ」を押す 


2「1 音声電話の振動を選ぶ」または「2 テレビ電話の振 
動を選ぶ」を押す 


3「1 パターンＡで振動」～「4 振動させない」のいずれ 
か 1 つの番号を押す 


振動パターンを設定した旨のメッセージが表示されます。 


● UDを押してパターンを選択すると、選択されているパターンで約 


6 0 秒間振動します。 


「1 パターン A で振動」： 


0 .5 秒振動→ 0 .5 秒停止→ 0 .5 秒振動→ 1 .5 


秒停止の繰り返しで振動させます。 


「2 パターン B で振動」： 


1 秒振動→ 2 秒停止の繰り返しで振動させ 


ます。 


「3 パターン C で振動」： 


0 .2 5 秒振動→0 .2 5 秒停止の繰り返しで振動 


させます。 


「4 振動させない」： 


振動させません。 


「1 音声電話の振動を選ぶ」： 


音声電話着信時のバイブレータを設定します。 


「2 テレビ電話の振動を選ぶ」： 


テレビ電話着信時のバイブレータを設定します。 


着信を振動でお知らせします＜バイブレータ＞ 


お買い上げ時 
音声電話：振動させない　テレビ電話：振動させない 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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4 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


バ 
イ 
ブ 
レ 
ー 
タ 
／ 
ボ 
タ 
ン 
確 
認 
音 


● 本機能で音声電話のバイブレータを設定すると、待受画面に 
が表示されます。また、同時 
に着信音量を消音に設定すると 
が表示されます。 
● メールやメッセージ R / F 受信時に振動でお知らせするように設定することもできます。 
→ P 2 9 3 、P 3 7 8 


お知らせ 


操作時にボタンが確実に押されたかどうかをボタン確認音で確認します。確認音 


が必要ないときは「鳴らさない」に設定します。 


● 次の場合は、本機能を「鳴らさない」に設定していても、ボタン確認音は鳴 


ります。 
• 通話中にダイヤルボタンを押した場合（受話口からプッシュ音（DT MF）が 


聞こえます） 


1 待受画面で 


メニュー 


「8 初めに行う設定」 「5 ボタンを 
押した時の音を設定する」を押す 


2「2 鳴らさない」を押す 


ボタン確認音を設定した旨のメッセージが表示されます。 


●「1 鳴らす」：ボタン確認音を鳴らすようにします。 


鳴らす 


ボタンを押したときに鳴る音を設定 
します＜ボタン確認音＞ 
お買い上げ時 
鳴らす 
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充電の開始／終了時に充電確認音が鳴るように設定します。 


● マナーモードやドライブモードを設定中は充電確認音は鳴りません。 
1 待受画面で 


メニュー 


「 
詳細な機能を設定する」 「3 音 
を設定する」 「1 充電開始と完了時の音を設定する」 
を押す 


2「1 知らせる」を押す 


充電確認音を設定した旨のメッセージが表示されます。 


●「2 知らせない」：充電確認音を鳴らさないようにします。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


充電時の確認音を設定します 
＜充電確認音＞ 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


ボ 
タ 
ン 
確 
認 
音 
／ 
充 
電 
確 
認 
音 


●「鳴らさない」に設定した場合、電池残量確認時の確認音も鳴らなくなります。→ P 4 3 
● ボタン確認音の音量は受話音量と同じになります。→ P 7 4 
● ボタン確認音と音声読み上げ機能の動作について→ P 2 1 0 


お知らせ 


● 音声読み上げ機能を設定しているときは、充電の完了を音声でお知らせします。→ P 2 0 7 


お知らせ 


知らせる 
お買い上げ時 
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通 
話 
品 
質 
ア 
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通話が途切れそうなときにアラームでお知らせ 
します＜通話品質アラーム＞ 


通話状態が悪く、途中で通話が途切れてしまう恐れのある場合、直前にアラーム 


音を鳴らしてお知らせします。 


● 急に通話状態が悪くなった場合は、アラーム音が鳴らずに通話が切れてしま 


うことがあります。 


1 待受画面で 


メニュー 


「 
詳細な機能を設定する」 「3 音 
を設定する」 「4 通話状態が悪い時に音で知らせる」 
を押す 


2「1 高音で鳴らす」～「3 鳴らさない」のいずれか 1 つ 
の番号を押す 


アラーム音を設定した旨のメッセージが表示されます。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


「1 高音で鳴らす」：通話品質アラームを高音で鳴 


らします。 


「2 低音で鳴らす」：通話品質アラームを低音で鳴 


らします。 


「3 鳴らさない」 ：通話品質アラームを鳴らしま 


せん。 


● 本機能は音声電話、テレビ電話ともに有効です。 


お知らせ 


高音で鳴らす 
お買い上げ時 
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イヤホンだけから着信音を鳴らします＜スピー 


カー／イヤホン切替＞ 


スイッチ付イヤホンマイク（別売）などを接続したときに、着信音をイヤホンマ 


イクとスピーカーの両方から鳴らすか、イヤホンマイクのみから鳴らすかを設定 


します。 
1 待受画面で 


メニュー 


「 
詳細な機能を設定する」 「3 音 
を設定する」 「3 イヤホンマイク利用時の切替を設定 
する」を押す 


2「2 イヤホンマイクのみ」を押す 


イヤホンマイクの切り替えを設定した旨のメッセージが表示されます。 


●「1 イヤホンマイク＋スピーカー」： 


着信音がイヤホンマイクとスピーカーの両方から鳴ります。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


ス 
ピ 
ー 
カ 
ー 
／ 
イ 
ヤ 
ホ 
ン 
切 
替 


● スイッチ付イヤホンマイク（別売）などが接続されていないときは、本設定に関わらず、ス 
ピーカーから鳴ります。 
●「イヤホンマイクのみ」に設定した場合でも、着信音の開始から2 0 秒経過するとスピーカー 
からも着信音が鳴ります。 


お知らせ 


お買い上げ時 
イヤホンマイク＋スピーカー 
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設定します 
1 待受画面で # を 1 秒以上押す 


バイブレータが振動して、マナーモードを設定した旨のメッセージが表示さ 


れます。 


マナーモードは、着信を振動で知らせたり、ボタンを押したときの確認音を消し 


たりして、周囲の迷惑にならないようにする機能です。 


● 本機能を設定中に動画／ｉモーションやメロディの再生を行うと、再生を行 


うかどうかの確認画面が表示されます。 


● 本機能を設定中は、ｉモードメールやメッセージR/F を表示したときに添付の 


メロディを自動演奏するように設定していても、メロディは再生されません。 


ただし、再生するメロディを選択して 
を押した場合は、再生を行うかどう 


かの確認画面が表示されます。→ P 2 9 0 、P 3 8 2 


● マナーモードを設定中でも、写真やビデオ撮影時の撮影確認音は鳴ります。 


電話から鳴る音を消します 
＜マナーモード＞ 


マ 
ナ 
ー 
モ 
ー 
ド 


マナーモードを設定すると 


マナーモードを設定すると次のように動作します。 


説　明 


待受中の着信を振動で知らせます。ただし、 
通話中に着信があった場合は振動しません。 


ボタンを押しても確認音は鳴りません。 


着信音は鳴りません。 


電池が切れそうになっても警告音は鳴りま 
せん。 


指定した時刻に目覚まし音は鳴らず、振動と 
画像表示で知らせます。 


着信があっても自動応答しません。 


充電を開始したときや完了したときに音で知 
らせません。 


を押しても読み上げをしません。 


設定状態 


パターン A で 
振動→ P 1 5 5 


鳴らさない 


消音 


鳴らさない 


消音 


解除する 


知らせない 


読み上げなし 


バイブレータ 


ボタン確認音 


着信音量 


電池残量警告音 


目覚まし音 


オートスピーカー 
ホン 


充電確認音 


音声読み上げ 
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解除します 
1 本機能を設定中に待受画面で # を 1 秒以上押す 


マナーモードを解除した旨のメッセージが表示されます。 


2 
を押す 


待受画面に戻ります。 


マ 
ナ 
ー 
モ 
ー 
ド 
／ 
待 
受 
画 
面 
設 
定 


2 
を押す 


待受画面に戻ります。 


● マナーモードを設定中は、待受画面に 
が表示さ 


れます。 


● FOMA 端末を折り畳んでいるときは、背面ディス 


プレイに 
が表示されます。 


待受画面の表示を変えます 
＜待受画面設定＞ 


待受画面に表示されている画像を別の画像に変更することができます。 


● 個人の情報表示を制限しているときには、アルバムから画像を選択すること 


はできません。→ P 1 8 4 


● 画像によっては、待受画面に設定しても、ダウンロード時と同じFOMA カー 


ドを挿入していない場合や、個人の情報表示を制限しているときには、表示 


されないものがあります。その場合、待受画面には標準の画像（草原）が表 


示されます。→ P 4 5 


1 待受画面で 


メニュー 
「8 初めに行う設定」 「2 待受画面 
の画像を設定する」を押す 


お買い上げ時 
標準の画像（草原） 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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■ 待受画面に画像を表示しないように設定するとき 


「2 表示なし」を押す 


画像を解除した旨のメッセージが表示されます。操作 5 に進みます。 


● 待受画面に画像を設定していた場合は、画像を解除するかどうかの確認画 


面が表示されます。「1 解除する」を押します。操作 5 に進みます。 


「2 解除しない」を押すと操作 1 の画面に戻ります。 


2「1 アルバムから選ぶ」を押す 


3 フォルダを選択 
画像を選択 
を押す 


4「1 設定する」を押す 


画像を設定した旨のメッセージが表示されます。 


●「2 設定しない」：設定を中止します。 


5 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


待 
受 
画 
面 
設 
定 


● 画像一覧を表示中に 


電話帳 


： 


画像表示を切り替えます。 


● 画像を選択して 


メニュー 


： 


画像を表示します。アニメーションの場合は 


表示すると自動的に再生されます。 


● 画像表示中に UD： 


前後の画像を表示します。 


● 画像表示中に 
： 


画像が選択され、左の画面に戻ります。 


お知らせ 


● アニメーションを待受画面に設定すると、待受画面表示中に F O M A 端末を開いたとき、 


または 
を押したときや待受画面に戻ったときに再生します。再生中に 
を押 


すと一時停止、再度 
を押すと再生を再開します。再生中に 
を押すと停止、再度 


を押すと初めから再生します。 
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待 
受 
画 
面 
設 
定 
／ 
背 
面 
表 
示 
設 
定 


草原 
バラ 
いぬ 


イルカ 
プチトマト 
サボテン 


● 待受画面に設定できる画像の最大サイズは、横縦（または縦横）が 6 4 0 × 4 8 0 （ドット） 
までです。また、横縦のサイズが 2 4 0 × 3 2 0（ドット）を超える画像は、縮小して待受画 
面に設定されます。 
● アニメーションに再生回数が設定されていない場合、または再生回数が 1 6 回以上に設定さ 
れている場合は、最大 1 6 回まで繰り返して再生します。 
● お買い上げ時には、待受画面サイズの画像として次の画像が「内蔵写真」フォルダに登録さ 
れています。 


● 待受画像を変更していても、全ての操作を制限すると標準の画像（草原）が表示されます。 
→ P 1 8 2 
● 設定した画像が写真のアルバムから削除されると、待受画面には標準の画像（草原）が表示 
されます。 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 



電話がかかってきたときの背面ディスプレイの表 
示を設定します＜背面表示設定＞ 


電話がかかってきたときに、背面ディスプレイに相手の電話番号や名前を表示す 


るかどうかを設定します。 


● 本機能を「表示する」に設定しても、FOMA 端末を開いているときなど背面 


ディスプレイの表示が消えている場合は、何も表示されません。 


1 待受画面で 


メニュー 
「 
詳細な機能を設定する」 「2 電 
話の詳細を設定する」 「7 背面の画面表示を設定する」 
を押す 


お買い上げ時 
表示する 
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2「1 表示する」または「2 表示しない」を押す 


背面の画像表示を設定／解除した旨のメッセージが表示されます。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 本機能を「表示しない」に設定した場合、電話がかかってくると、背面ディスプレイには「電 
話です」などの状態のみが表示されます。 
● 本機能を「表示する」に設定した場合、電話番号が通知されて電話がかかってくると、背面 
ディスプレイにも電話番号や電話帳に登録している名前が表示されます。→ P 1 0 9 


お知らせ 


背 
面 
表 
示 
設 
定 
／ 
画 
面 
配 
色 
設 
定 


画面のカラー配色を変更します 
＜画面配色設定＞ 


画面の配色を変更します。 


● カラー配色は 3 種類から選択できます。 
1 待受画面で 


メニュー 
「8 初めに行う設定」 「3 画面の配 
色を設定する」を押す 


2「1 ブルー」～「3 白黒反転」のいずれか 1 つの番号を 
押す 


配色を設定した旨のメッセージが表示されます。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


「1 ブルー」 ：画面の配色を青系統の色にします。 


「2 オレンジ」：画面の配色をオレンジ系統の色にし 


ます。 


「3 白黒反転」：画面の配色を白黒反転にします。 


● UDを押して配色の種類を選択すると、選 


択されている配色で画面が表示されます。 


お買い上げ時 
ブルー 
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● 本機能の設定を変更しても、背面ディスプレイの配色は変わりません。 
●「オレンジ」に設定すると、待受画面で 


メニュー 


を押したときに表示されるメニュー項目と電話 
帳メニューの一部にアイコンが表示されます。 


お知らせ 


画 
面 
配 
色 
設 
定 
／ 
照 
明 
設 
定 


ディスプレイの照明を設定します 
＜照明設定＞ 


ディスプレイの照明の明るさや点灯時間を設定します。 
1 待受画面で 


メニュー 
「8 初めに行う設定」 「4 画面の明 
るさを設定する」を押す 


2「1 画面の明るさ」または「2 照明時間」を押す 


■ 明るさを設定するとき 


「1画面の明るさ」「1暗い」～「3明るい」のいずれか1 つの番号を押す 


●「1 暗い」 
：画面の明るさを標準より暗くします。 


●「2 標準の明るさ」：画面の明るさを標準にします。 


●「3 明るい」 
：画面の明るさを標準より明るくします。 


■ 照明時間を設定するとき 


「2 照明時間」「11 0 秒」～「55 分」のいずれか 1 つの番号を押す 


●「11 0 秒」：照明の点灯時間を 1 0 秒にします。 


●「21 5 秒」：照明の点灯時間を 1 5 秒にします。 


●「33 0 秒」：照明の点灯時間を 3 0 秒にします。 


●「41 分」 ：照明の点灯時間を 1 分にします。 


●「55 分」 ：照明の点灯時間を 5 分にします。 


3 設定した後に 


電話帳 を押す 


照明を設定した旨のメッセージが表示されます。 


「1画面の明るさ」：ディスプレイ点灯時の明るさを 


設定します。 


「2 照明時間」 
：照明の点灯時間を設定します。 


お買い上げ時 
画面の明るさ：標準の明るさ　照明時間：3 0 秒 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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照 
明 
設 
定 
／ 
時 
計 
表 
示 
設 
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4 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● テレビ電話通話中は、本機能の設定ではなく、テレビ電話画面の明るさの設定（→ P 1 0 1 ） 
に従った画面の明るさになります。 


お知らせ 


時計の表示を設定します＜時計表示設定＞ 


〈時計を表示するとき〉 


待受画面の時計表示の有無や、待受画面と背面ディスプレイの表示形式（2 4 時 


間／ 1 2 時間）を設定します。 


〈時計を表示しないとき〉 


1 待受画面で 


メニュー 
「8 初めに行う設定」 「8 時計を設 
定する」 「2 待受画面に時計を表示する」を押す 


「1待受時計表示」：時計を表示するかどうかを設定 


します。 


「2 表示形式」 
：時計の表示形式を 2 4 時間形式 


と 1 2 時間形式のどちらで表示 


するかを設定します。 


お買い上げ時 
待受時計表示：表示する　表示形式：2 4 時間形式 
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2「1 待受時計表示」または「2 表示形式」を押す 


■ 待受時計表示を設定するとき 


「1 待受時計表示」「1 表示する」または「2 表示しない」を押す 


■ 表示形式を設定するとき 


「2 表示形式」「12 4 時間形式」または「21 2 時間形式」を押す 


3 設定した後に 


電話帳 


を押す 


時計表示を設定した旨のメッセージが表示されます。 


4 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 
時 
計 
表 
示 
設 
定 
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あんしん設定 


暗証番号について 


FOMA 端末で利用する暗証番号について ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
1 7 0 


端末暗証番号を変更します＜端末暗証番号変更＞ 
・・・・・・・・・・・・・ 
1 7 2 


P IN コードを設定します＜ P IN コード設定＞ ・・・・・・・・・・・・・・・ 
1 7 3 


P IN ロックを解除します 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
1 7 9 


携帯電話の操作や機能を制限します 


各種ロック機能について 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
1 8 1 


他の人が使用できないようにします＜オールロック＞ 
・・・・・・・・・・・ 
1 8 2 


発信や着信ができないようにします＜セルフモード＞ 
・・・・・・・・・・・ 
1 8 3 


電話帳やメールなどの個人情報を表示 


　　しないようにします＜個人情報表示制限＞ 
・・・・・・・・・・・・・・ 
1 8 4 


ダイヤル発信を禁止します＜ダイヤル発信制限＞ 
・・・・・・・・・・・・・ 
1 8 5 


発着信や送受信を制限します 


リダイヤル・着信履歴・伝言メモの表示を 


　　制限します＜履歴表示制限＞ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
1 8 6 


シークレット設定されている情報を 


　　表示します＜シークレットモード＞ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
1 8 7 


指定した電話番号からの電話だけを 


　　受けません／受けます＜電話帳指定着信拒否／許可＞・・・・・・・・・・・ 
1 8 8 


発信者番号のわからない電話を 


　　受けません＜非通知理由別着信設定＞ 
・・・・・・・・・・・・・・・・ 
1 9 1 


電話帳未登録の相手の着信音を 


　　無音にします＜無音着信時間設定＞ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
1 9 3 


電話帳未登録の相手からの電話を 


　　受けません＜登録外着信拒否＞ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
1 9 5 


その他の「あんしん設定」について 


その他の「あんしん設定」について 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
1 9 6 
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Ｆ 
Ｏ 
Ｍ 
Ａ 
端 
末 
で 
利 
用 
す 
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暗 
証 
番 
号 
に 
つ 
い 
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F OMA 端末で利用する暗証番号に 
ついて 


FOMA 端末の機能には、暗証番号の必要なものがあります。暗証番号には、各 


種機能用の端末暗証番号、お申し込みいただくサービスで使用するネットワーク 


暗証番号、FOMA カード用 P IN1 コード・P IN2 コード、ｉモードパスワード 


の 4 種類があります。 


● 他の人に知られることを防ぐため、各暗証番号入力画面に入力された番号は 


「＊」で表示されます。 


● 万一、暗証番号やパスワードをお忘れになった場合は、他の人に勝手に変更 


されることを防止するために、FOMA 端末、および契約されたご本人と確認 


できるもの（運転免許証など）をドコモショップなど窓口までご持参いただ 


くことになりますのでご注意ください。 


● いたずら防止のため、端末暗証番号はご契約後に変更してください。また、設 


定した端末暗証番号は忘れないようにお気を付けください。 


端末暗証番号 


次の機能を利用する場合、端末暗証番号入力画面が表示されます。ダイヤルボタ 


ンで 4 ～ 8 桁の端末暗証番号を入力して 
を押し、認証操作を行ってくださ 


い。お買い上げ時の端末暗証番号は「0 0 0 0 」に設定されていますが、自由に 


変更することができます。→ P 1 7 2 
• 着信を拒否する相手を指定する 
• 着信を許可する相手を指定する 
• 電話帳登録外の着信を拒否する 
• 発番通知のない着信を設定する 
• 全ての操作を制限する 
• 個人の情報表示を制限する 
• 履歴の表示を制限する 
• シークレットモードに設定する 
• 電話帳のシークレットコード入力 
• ダイヤル入力での発信を制限する 
• 暗証番号を変更する 
• FOMA カードのPINコードを設定する 
• 各機能の全件削除※ 1 
• 個人情報詳細表示 
• 個人情報修正 
• 設定を初めの状態に戻す 
• 通話時間をリセットする 
• ソフトウェアを更新する 
• 受信したメール／送信したメールのフォルダ削除※ 2 


• ブックマークのフォルダ内削除 
• 接続先番号の編集 
• 例文一覧の全件を初期状態に戻す 


※ 1 ：機能によっては表示されません。 


※ 2 ：フォルダ内にメールがある時のみ表示されます。 


● 現在の端末暗証番号の入力を5 回連続して失敗すると、FOMA 端末の電源が 


自動的に切れます（再度電源を入れることはできます）。 
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ネットワーク暗証番号 


各種ネットワークサービスご利用時やドコモｅサイトでの各種手続き時にお使い 


いただく数字4 桁の番号で、ご契約時に設定します。電話番号の下4 桁など、わ 


かりやすい番号の使用は避け、他人に知られないよう十分ご注意ください。 


ネットワーク暗証番号をお忘れの場合は、取扱説明書裏面の「総合お問い合わせ 


先」までご相談ください。また、ドコモショップなど窓口では、運転免許証等の 


確認書類により、契約者ご本人であることを確認させていただいた上で、手続き 


させていただきます。 なお、「ユーザＩＤ」「パスワード」をお持ちの方は、パソ 


コンからドコモｅサイトでも手続きできます。 


※ 「ドコモｅサイト」については、取扱説明書裏面をご覧ください。 


P IN1 コード／ P IN2 コード 


FOMA カードには、「P IN1 コード」「P IN2 コード」という2 つの暗証番号があり 


ます。 


● P IN1 コード 


第三者によるFOMA 端末の無断使用を防ぐために、FOMA カードをFOMA 端 


末に差し込むたびに、またはFOMA 端末の電源を入れるたびに入力する4 ～ 


8 桁の暗証番号です。P IN1 コードを入力することにより、電話の発信、着信、 


各種通信機能の操作が可能になります。 


お買い上げ時は、P IN 1 コードを入力せずに F OMA 端末を使用できます。 


P IN1 コードによるチェックを行うように設定すると、電源を入れたときに 


P IN1 コードの入力が必要になります。→ P 1 7 3 


● P IN2 コード 


ユーザ証明書利用時や発行申請を行うときなどに使用する 4 ～ 8 桁の暗証 


番号です。→ P 2 4 3 、P 2 9 8 、P 3 0 0 


ｉモードパスワード 


マイメニュー登録／削除、メッセージサービス、ｉモード有料サービスのお申し 


込み・解約、メール設定を行う際には「パスワード」が必要になります。このパ 


スワードはお買い上げ時は「0 0 0 0 」に設定されていますが、自由に変更する 


ことができます。→ P 2 5 6 


この他にも各 IP（情報サービス提供者）が独自にパスワードを設定している場 


合があります。 


Ｆ 
Ｏ 
Ｍ 
Ａ 
端 
末 
で 
利 
用 
す 
る 
暗 
証 
番 
号 
に 
つ 
い 
て 
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端 
末 
暗 
証 
番 
号 
変 
更 


お買い上げ時の端末暗証番号や、現在設定している端末暗証番号を変更します。 
1 待受画面で 


メニュー 
「 
詳細な機能を設定する」 「8 操 
作の制限をする」 「6 暗証番号を変更する」を押す 


端末暗証番号入力画面が表示されます。 


2 現在の 4 ～ 8 桁の端末暗証番号を入力 
を押す 


3 新しい 4 ～ 8 桁の端末暗証番号を入力 
を押す 


4 操作 3 で入力した 4 ～ 8 桁の端末暗証番号を再度入力 


を押す 


端末暗証番号を変更した旨のメッセージが表示されます。 


● 入力した端末暗証番号は「＊」で表示されます。 


5 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


端末暗証番号を変更します 
＜端末暗証番号変更＞ 


● 入力した端末暗証番号は「＊」で表示されます。 


● 入力した端末暗証番号は「＊」で表示されます。 


お買い上げ時 
0 0 0 0 
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P IN1 コードは、FOMA 端末を不正に使用されないための4 ～ 8 桁の暗証番号 


です。 


P IN2 コードは、ユーザ証明書利用時や発行申請を行うときなどに使用する4 ～ 


8 桁の暗証番号です。 


● P IN1 コード、P IN2 コードは変更できます。→ P 1 7 5 、P 1 7 7 


P IN コードを設定します 
＜ P IN コード設定＞ 


FOMA 端末の電源を入れたときにP IN1 コードの入力を要求するように設定し 


ます。 
1 待受画面で 


メニュー 
「 
詳細な機能を設定する」 「8 操 
作の制限をする」 「7FOMA カードの P IN コードを設 
定する」を押す 


端末暗証番号入力画面が表示されます。 


2 4 ～ 8 桁の端末暗証番号を入力 
を押す 


3「3P IN1 コード使用」を押す 


P IN コードを使用するかどうかの確認画面が表示されます。 


● 入力した端末暗証番号は「＊」で表示されます。 


Ｐ 
Ｉ 
Ｎ 
コ 
ー 
ド 
設 
定 


電源を入れたときに P IN1 コードを入力するように設定します＜ P IN1 コード使用＞ 


お買い上げ時 
使用しない 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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Ｐ 
Ｉ 
Ｎ 
コ 
ー 
ド 
設 
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P IN1 コードを使用するように設定しているときは（→P 1 7 3 ）、FOMA 端末の 
電源を入れるとP IN1 コード入力画面が表示されます。正しいP IN1 コードを入 
力しないと、電話の発着信や、各種通信機能の操作ができません。 
1 FOMA 端末の電源が入っていない状態で 
を 2 秒以 
上押す 


4「1 使用する」を押す 


5 P IN1 コード入力 
を押す 


P IN1 コードを使用する旨のメッセージが表示されます。 


● ご契約時の P IN1 コードは「0 0 0 0 」に設定されています。 


● 入力した P IN1 コードは「＊」で表示されます。 


6 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


電源が入ります。 


●「2 使用しない」： 


F O M A 端末の電源を入れたときに P IN 1 


コードの入力を要求しないようにします。 


操作 6 に進みます。 


P IN1 コードを入力します 


● 目覚まし時刻に電源を入れるように設定しているときは（→P 4 6 7 ）、目覚ましの設定により 
自動的に電源が入ると、P IN1 コード入力画面よりも優先して目覚まし音が鳴ります。 
を 
押して目覚まし音を終了させると、P IN1 コードの入力画面が表示されます。 


お知らせ 


ご契約時 
0 0 0 0 
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F OMA カードの読み込みが始まると表示され、終わると消え 
ます。 
2 P IN1 コードを入力 
を押す 


● P IN1 コードを変更するときは、あらかじめP IN1 コードを使用するように設 


定する必要があります。→ P 1 7 3 


1 待受画面で 


メニュー 
「 
詳細な機能を設定する」 「8 操 
作の制限をする」 「7 FOMA カードの P IN コードを設 
定する」を押す 


端末暗証番号入力画面が表示されます。 


2 4 ～ 8 桁の端末暗証番号を入力 
を押す 


● 入力した端末暗証番号は「＊」で表示されます。 


P IN1 コードを変更します＜ P IN1 コード変更＞ 


Ｐ 
Ｉ 
Ｎ 
コ 
ー 
ド 
設 
定 


● P IN1 コードの入力を 3 回連続して失敗すると、P IN1 コードが認証できなかった旨のメッ 
セージが表示され、 
を押すと P IN1 コードが自動的にロックされます。 
を押すと 
P IN ロック解除コードの入力画面が表示されます。→ P 1 7 9 


お知らせ 


ご契約時 
0 0 0 0 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 



P IN １コードが認証された旨のメッセージが表示さ 


れます。 


● 入力した P IN1 コードは「＊」で表示されます。 
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3「1 P IN1 コード変更」を押す 


4 現在の P IN1 コードを入力 
を押す 


5 新しい 4 ～ 8 桁の P IN1 コードを入力 
を押す 


6 操作 5 で入力した 4 ～ 8 桁の P IN1 コードを再度入力 


を押す 


P IN1 コードを変更した旨のメッセージが表示されます。 


● 入力した P IN1 コードは「＊」で表示されます。 


● 操作 5 で入力した新しい P IN1 コードと一致しない場合、P IN1 コードが 


一致しない旨のメッセージが表示されます。 
を押して操作5 からやり 


直してください。 


● 入力した P IN1 コードは「＊」で表示されます。 


● 入力した P IN1 コードは「＊」で表示されます。 


Ｐ 
Ｉ 
Ｎ 
コ 
ー 
ド 
設 
定 
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● P IN2 コードは、Firs tP as s のユーザ証明書利用時や発行申請を行うときなど 


に使用します。→ P 2 4 3 、P 2 9 8 、P 3 0 0 


1 待受画面で 


メニュー 
「 
詳細な機能を設定する」 「8 操 
作の制限をする」 「7 FOMA カードの P IN コードを設 
定する」を押す 


端末暗証番号入力画面が表示されます。 


2 4 ～ 8 桁の端末暗証番号を入力 
を押す 


3「2 P IN2 コード変更」を押す 


● 入力した端末暗証番号は「＊」で表示されます。 


7 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 現在のP IN1 コードの入力に失敗すると、認証できなかった旨のメッセー 


ジが表示されます。 
を押して操作 4 からやり直してください。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


Ｐ 
Ｉ 
Ｎ 
コ 
ー 
ド 
設 
定 


P IN2 コードを変更します＜ P IN2 コード変更＞ 


● 現在の P IN1 コードの入力を 3 回連続して失敗すると、P IN1 コードが認証できなかった旨 
のメッセージが表示され、 
を押すとP IN1 コードが自動的にロックされます。 
を押 
すと P IN ロック解除コード入力画面が表示されます。→ P 1 7 9 


お知らせ 


ご契約時 
0 0 0 0 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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4 現在の P IN2 コードを入力 
を押す 


5 新しい 4 ～ 8 桁の P IN2 コードを入力 
を押す 


6 操作 5 で入力した 4 ～ 8 桁の P IN2 コードを再度入力 


を押す 


P IN2 コードを変更した旨のメッセージが表示されます。 


● 入力した P IN2 コードは「＊」で表示されます。 


● 操作 5 で入力した新しい P IN2 コードが一致しない場合、P IN2 コードが 


一致しない旨のメッセージが表示されます。 
を押して操作5 からやり 


直してください。 


7 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 現在のP IN2 コードの入力に失敗すると、認証できなかった旨のメッセー 


ジが表示されます。 
を押して操作 4 からやり直してください。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 入力した P IN2 コードは「＊」で表示されます。 


● 入力した P IN2 コードは「＊」で表示されます。 


Ｐ 
Ｉ 
Ｎ 
コ 
ー 
ド 
設 
定 


● 現在の P IN2 コードの入力を 3 回連続して失敗すると、P IN2 コードが認証できなかった旨 
のメッセージが表示され、 
を押すとP IN2 コードが自動的にロックされます。 
を押 
すと P IN ロック解除コード入力画面が表示されます。→ P 1 7 9 


お知らせ 
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P IN ロックを解除します 


P IN コード入力画面でP IN コードの入力を3 回連続して失敗すると、P IN コー 


ドが自動的にロックされます。その場合は、P IN ロック解除コードを入力して 


ロックを解除してから新しい P IN コードを設定します。 


● P IN ロック解除コードとは、P IN1 コード、P IN2 コードがロックされた状態 


を解除するための8 桁の番号です。お買い上げ時にお客様にお知らせします。 


P IN ロック解除コードを忘れた場合やP IN ロックを解除できなくなった場合 


は、ドコモショップなど窓口にお問い合わせください。 


● P IN1 コード、P IN2 コードともに操作方法は同じです。 


〈例〉P IN1 コードのロックを解除するとき 
1 P IN1 コードがロックされた旨の確認画面で 
を押す 


2 8 桁の P IN ロック解除コードを入力 
を押す 


3 新しい 4 ～ 8 桁の P IN1 コードを入力 
を押す 


Ｐ 
Ｉ 
Ｎ 
ロ 
ッ 
ク 
を 
解 
除 
し 
ま 
す 


● 入力した P IN1 コードは「＊」で表示されます。 


● 入力した P IN ロック解除コードは「＊」で表示さ 


れます。 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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Ｐ 
Ｉ 
Ｎ 
ロ 
ッ 
ク 
を 
解 
除 
し 
ま 
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4 操作 3 で入力した 4 ～ 8 桁の P IN1 コードを再度入力 


を押す 


P IN ロック解除コードが認証された旨のメッセージが表示されます。 


● 入力した P IN1 コードは「＊」で表示されます。 


● 操作3 で入力した新しいP IN1 コードと一致しない場合、新しいP IN1 コー 


ドが一致しない旨のメッセージが表示されます。 
を押して操作3 から 


やり直してください。 


5 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● P IN ロック解除コードの入力に失敗すると、認証できなかった旨のメッ 


セージが表示されます。 
を押して操作 2 からやり直してください。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● P IN ロック解除コードの入力を1 0 回連続して失敗すると、F OMA 端末が自動的にロックさ 
れます。 


お知らせ 


PIN1 コード、 
PIN2 コード 
入力 
3 回連続 
入力ミス 
P IN ロック 
解除コード 
入力 


F OMA 端末 
使用可能 
OK 


1 0 回連続 
入力ミス 


新PIN1 コード、 
新PIN2 コード 
設定可能 


ドコモショップ 
など窓口に 
お問い合わせ 
ください 


OK 
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FOMA 端末を他の人が勝手に使用したり、個人情報や電話帳データを見たりしな 


いように、さまざまなロック機能があります。目的に合わせてご利用ください。 


● 万一、端末暗証番号をお忘れになった場合は、他の人が勝手に変更すること 


を防止するために、FOMA 端末、および契約されたご本人と確認できるもの 


（運転免許証など）をドコモショップなど窓口までご持参いただくことになり 


ますのでご注意ください。 


● シークレットモード以外の下記ロック機能は、電源を切っても設定は保持さ 


れます。 


各種ロック機能について 


各 
種 
ロ 
ッ 
ク 
機 
能 
に 
つ 
い 
て 


項　目 


全ての操作を制限 
する 


セルフモードを設 
定する 


シークレットモー 
ドに設定する 


履歴の表示を制限 
する 


個人の情報表示を 
制限する 


ダイヤル入力での 
発信を制限する 


説　明 


各機能の操作などができなくなり、他の人が勝 
手に使用するのを防ぎます。 


電話の発着信やメールの送受信などの通信機能 
を利用できないようにします。 


電話帳データにシークレット属性を設定すると、 
そのデータは 4 ～ 8 桁の端末暗証番号の入力を 
行ってシークレットモードを設定したときのみ表 
示され、通常の状態では表示されなくなります。 


リダイヤルや着信履歴、伝言メモの表示を制限 
します。 


電話帳やメールなどが表示・編集できなくな 
り、個人情報の表示や改ざんを防ぎます。また、 
本機能を設定中に電話帳に登録されている相手 
と電話の発着信を行っても相手の名前は表示さ 
れず、メールを受信しても受信結果画面は表示 
されません。 


ダイヤルボタンで直接電話番号を入力して電話 
をかけることができなくなります。 


参照先 


P 1 8 2 


P 1 8 3 


P 1 8 7 


P 1 8 6 


P 1 8 4 


P 1 8 5 


複数のロック機能を同時に設定します 


たとえば、ダイヤルボタンによる電話発信と、電話帳や個人情報などの表示を同 


時に制限するときは、ダイヤル入力での発信を制限して（→ P 1 8 5 ）、個人の情 


報表示を制限します（→ P 1 8 4 ）。 


● 同時に設定した場合の待受画面の表示→ P 2 6 
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他の人が使用できないようにします 
＜オールロック＞ 


本機能を設定すると、各機能の操作などができなくなり、他の人が勝手に 


FOMA 端末を使用するのを防ぐことができます。 


● 本機能を設定中は、緊急通報（1 1 0 番、1 1 9 番、1 1 8 番）もできません。 


設定します 
1 待受画面で 


メニュー 
「 
詳細な機能を設定する」 「8 操 
作の制限をする」 「1 全ての操作を制限する」を押す 


端末暗証番号入力画面が表示されます。 


2 4 ～ 8 桁の端末暗証番号を入力 
を押す 


全ての操作を制限した旨のメッセージが表示されます。 


3 
を押す 


解除します 
1 本機能を設定中に 4 ～ 8 桁の端末暗証番号を入力 


を押す 


全ての操作の制限が解除された旨のメッセージが表示されます。 


本機能を設定中は、電話をかけたり、受けたりすることもできなくなります。 


待受画面に戻ります。 


● 本機能を設定中は、FOMA 端末を折り畳んでいる 


ときに(を押すと、背面ディスプレイに「オー 


ルロック中」と表示されます。 


オ 
ー 
ル 
ロ 
ッ 
ク 
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● 本機能を設定中の着信は拒否されて相手には話中音が流れますが、着信履歴には記録されま 
す。本機能を解除すると待受画面に 
が表示されます。 
● 本機能を設定中にメールやメッセージ R /F を受信しても、受信結果画面は表示されません。 
● 本機能を設定中は、待受画像を変更していても、標準の画像（草原）が表示されます。 
● 本機能を設定中は、目覚まし機能は動作しません。 


お知らせ 


2 
を押す 


待受画面に戻ります。 


オ 
ー 
ル 
ロ 
ッ 
ク 
／ 
セ 
ル 
フ 
モ 
ー 
ド 


発信や着信ができないようにします 
＜セルフモード＞ 


本機能を設定中は、電話の発着信やメールの送受信など、通信を必要とするすべ 


ての機能が使えなくなります。 


● 本機能を設定中に緊急通報（1 1 0 番、1 1 9 番、1 1 8 番）をすると、本機能 


は解除されます。 


1 待受画面で 


メニュー 
「 
詳細な機能を設定する」 「8 操 
作の制限をする」 「2 セルフモードを設定する」を押す 


セルフモードを設定するかどうかの確認画面が表示されます。 


2「1 設定する」を押す 


セルフモードを設定した旨のメッセージが表示されます。 


●「2 解除する」：セルフモードを解除します。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 本機能を設定中は、ディスプレイ上部に 
が表示されます。FOMA 端 


末を折り畳んでいるときには、背面ディスプレイに 
が表示されます。 


● 本機能を設定中は、電話をかけてきた相手には電波が届かないか電源が入っていない旨のガ 
イダンスが流れます。なお、ドコモの留守番電話サービス、転送でんわサービスは利用でき 
ます。 
● 本機能を設定していてもメールを作成できますが、送信はできません。 


お知らせ 


お買い上げ時 
解除する 
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個 
人 
情 
報 
表 
示 
制 
限 


電話帳やメールなどの個人情報を表示しないよ 
うにします＜個人情報表示制限＞ 


本機能を設定して、電話帳やメールなどの個人情報の表示や改ざんを防ぎます。 


● 電話帳登録外の着信を拒否しているときには、本機能を利用できません。 


→ P 1 9 5 


● 本機能を設定すると、設定前のリダイヤルと着信履歴は削除されますが、設 


定後にかけた電話はリダイヤルに、かかってきた電話は着信履歴に記録され 


ます。また、リダイヤルと着信履歴からは電話をかけることができます。 


1 待受画面で 


メニュー 
「 
詳細な機能を設定する」 「8 操 
作の制限をする」 「5 個人の情報表示を制限する」を 
押す 


端末暗証番号入力画面が表示されます。 


2 4 ～ 8 桁の端末暗証番号を入力 
を押す 


3「1 制限する」を押す 


個人の情報表示の制限を設定した旨のメッセージが表示されます。 


●「2 制限しない」：個人の情報表示の制限を解除します。 


● 


電話帳 


：本機能の動作説明を表示します。 


4 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 本機能を設定中は、待受画面に 
が表示されます。 


お買い上げ時 
制限しない 
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個 
人 
情 
報 
表 
示 
制 
限 
／ 
ダ 
イ 
ヤ 
ル 
発 
信 
制 
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個人情報の表示を制限すると 


● 次の機能と一部の設定が利用できなくなります。メニュー画面を表示した場 


合、利用できない機能がグレーなどで薄く表示され、選択できません。 
• 電話帳 
• 発番通知のない着信を設定する 
• ブックマークを見る 
• 目覚まし 
• メール／ショートメッセージ（S MS ）／メッセージ R /F ※ 


• ｉモード問い合わせ 
• 写真 
• ビデオ 
• メロディ 
• 個人情報 
• 伝言メモ 
• ｉモード 
• 写真のアルバムを見る 
• ビデオのアルバムを見る 
• 保存した曲の詳細を設定する 
• ソフトウェアを更新する 


※ ：受信されますが、受信結果画面は表示されません。 


● 本機能を設定中は、電話帳に登録されている相手から電話がかかってきても、 


相手の名前は表示されません。 


● 本機能の対象となっている画像やメロディを待受画面や着信音などに設定し 


ていると、本機能を設定中は設定がお買い上げ時の状態になります。本機能 


を解除すると、設定は元の状態に戻ります。ただし、「内蔵写真」や「内蔵メ 


ロディ」フォルダ内に登録されているデータを設定している場合は、本機能 


を設定してもお買い上げ時の状態には戻りません。 


● 外部機器からの A T コマンドによる本機能の設定／解除はできません。 


ダイヤルボタンを押して電話をかけられない状態にします。 


● 本機能を設定しても、緊急通報（1 1 0 番、1 1 9 番、1 1 8 番）はできます。 


● 本機能を設定すると、設定前のリダイヤルと着信履歴は削除されますが、設 


定後に電話帳などからかけた電話はリダイヤルに、かかってきた電話は着信 


履歴に記録されます。リダイヤルからは電話をかけることができます。 


1 待受画面で 


メニュー 
「 
詳細な機能を設定する」 「8 操 
作の制限をする」 「8 ダイヤル入力での発信を制限す 
る」を押す 


端末暗証番号入力画面が表示されます。 


2 4 ～ 8 桁の端末暗証番号を入力 
を押す 


ダイヤル入力での発信を制限するかどうかの確認画面が表示されます。 


ダイヤル発信を禁止します 
＜ダイヤル発信制限＞ 
お買い上げ時 
制限しない 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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ダイヤル入力での発信を制限すると 


● 次の操作はできません。 
• 着信履歴からの発信 
• 電話帳の修正、登録、削除 
• ショートメッセージ（S MS ）／ｉモードメールの送信（電話帳を利用して 


の送信、または電話帳に登録された相手からのメールへの返信は可能） 
• P hone T o（A V P hone T o）、Mail T o 機能 
• ダイヤル入力操作によるネットワークサービスの利用 


● 外部機器からの A T コマンドによる本機能の設定／解除はできません。 


3「1 制限する」を押す 


ダイヤル入力での発信の制限を設定した旨のメッセージが表示されます。 


●「2 制限しない」：ダイヤル入力での発信の制限を解除します。 


4 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 本機能を設定中は、待受画面に 
が表示されます。 


● 本機能を設定中に個人の情報表示を制限すると（→ P 1 8 4 ）、待受画面の 


は 
に切り替わります。→ P 2 6 


ダ 
イ 
ヤ 
ル 
発 
信 
制 
限 
／ 
履 
歴 
表 
示 
制 
限 


リダイヤル・着信履歴・伝言メモの表示を制 
限します＜履歴表示制限＞ 


リダイヤルや着信履歴、伝言メモの表示を規制して、他の人に発着信情報を知ら 


れないようにします。 
1 待受画面で 


メニュー 
「 
詳細な機能を設定する」 「8 操 
作の制限をする」 「4 履歴の表示を制限する」を押す 


端末暗証番号入力画面が表示されます。 


2 4 ～ 8 桁の端末暗証番号を入力 
を押す 


履歴の表示を制限するかどうかの確認画面が表示されます。 


3「1 制限する」を押す 


履歴表示を制限した旨のメッセージが表示されます。 


●「2 制限しない」：履歴表示の制限を解除します。 


お買い上げ時 
制限しない 
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4 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 本機能を「制限する」に設定しても、発着信情報はリダイヤル／着信履歴に記録されます。 
制限を解除すると、制限中に記録された発着信情報を見ることができます。 


お知らせ 


シークレット設定されている情報を表示 
します＜シークレットモード＞ 


電話帳データにシークレット属性を設定したり、シークレット属性を設定した 


データを表示したり、またシークレット属性を解除したりするときには、 


FOMA 端末をシークレットモードにする必要があります。 


設定します 
1 待受画面で 


メニュー 
「 
詳細な機能を設定する」 「8 操 
作の制限をする」 「3 シークレットモードに設定する」 
を押す 


シークレットモードを設定するかどうかの確認画面が表示されます。 


2「1 設定する」を押す 


端末暗証番号入力画面が表示されます。 


●「2 解除する」：シークレットモードを解除します。 


3 4 ～ 8 桁の端末暗証番号を入力 
を押す 


シークレットモードを設定した旨のメッセージが表示されます。 


4 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 本機能を設定中は、待受画面に が表示されます。 


お買い上げ時 
解除する 
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着信を拒否／許可する相手を登録します 


着信を拒否／許可する相手を電話帳から指定して登録します。 


● 拒否／許可する相手は、それぞれ最大 2 0 件登録できます。 


● FOMA カード電話帳から指定することはできません。 


〈例〉着信を拒否する相手を登録するとき 
1 待受画面で 


メニュー 
「 
詳細な機能を設定する」 「2 電 
話の詳細を設定する」 「2 着信を拒否する相手を指定 
する」を押す 


端末暗証番号入力画面が表示されます。 


● 着信を許可する相手を登録するときは、待受画面で 


メニュー 


「 
詳細な機能 


を設定する」「2電話の詳細を設定する」「3着信を許可する相手を指 


定する」を押します。 


指定した電話番号からの電話だけを受けませ 
ん／受けます＜電話帳指定着信拒否／許可＞ 


FOMA 端末電話帳に登録されている相手を指定して、着信を拒否／許可するよう 


に設定します。 


拒否を設定すると、指定した相手からの電話はつながりません。また、許可を設 


定すると、指定した相手からの電話のみつながります。 


相手が電話番号を通知してきた場合のみ有効です。 


● あらかじめ電話帳の登録が必要です。→ P 1 1 0 


● 番号通知お願いサービス（→P 4 9 4 ）や発信者番号通知のない相手に対する 


着信動作の設定（→ P 1 9 1 ）を併用されることをおすすめします。 


● 個人の情報表示を制限しているときには、本機能を利用できません。→P 1 8 4 


解除します 
1 シークレットモードを設定中に待受画面で 
を押す 


シークレットモードが解除されます。 


● 電話帳データにシークレット属性を設定する→ P 1 3 6 


お知らせ 
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2 4 ～ 8 桁の端末暗証番号を入力 
を押す 


3「3 相手を登録する」を押す 


4 登録先の番号を選択 
を押す 


電話帳の検索方法選択画面が表示されます。 


● 登録済みの相手を変更する：相手を選択 


メニュー 


「1編集する」を押します。 


● 登録済みの相手を削除する：相手を選択 


メニュー 「2 削除する」「1 削除 


する」を押します。操作 6 に進みます。 


5 登録する相手を検索して選択 


メニュー を押す 


着信を拒否／許可する相手に登録した旨のメッセージが表示されます。 


● 操作方法→ P 1 2 4 


6 
を押す 


登録一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● LR：前後のページを表示できます。 


電 
話 
帳 
指 
定 
着 
信 
拒 
否 
／ 
許 
可 


● 着信を拒否／許可した相手が発信者番号を通知しないで電話をかけてきた場合は、発信者番 


号通知のない相手に対する着信動作の設定に従って動作します。→ P 1 9 1 
● 登録した相手にシークレット属性が設定されている場合、シークレットモードを解除してい 
るときは、登録一覧には相手の名前が「＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊」と表示されます。また、解除中に着信 
があっても着信拒否／許可の動作は行われません。 
● 登録した相手の電話帳データを修正／削除した場合は、着信を拒否／許可に登録した相手の 
データも修正／削除されます。 


お知らせ 
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電話帳指定着信拒否または電話帳指定着信許可を設定します。 
● 電話帳指定着信拒否と電話帳指定着信許可を同時に設定できません。 


〈例〉着信拒否を設定するとき 
1 待受画面で 


メニュー 


「 
詳細な機能を設定する」 「2 電 
話の詳細を設定する」 「2 着信を拒否する相手を指定 
する」を押す 


端末暗証番号入力画面が表示されます。 
● 着信許可を設定するときは、待受画面で 


メニュー 


「 
詳細な機能を設定する」 


「2電話の詳細を設定する」「3着信を許可する相手を指定する」を押 
します。 


2 4 ～ 8 桁の端末暗証番号を入力 
を押す 


3「1 設定する」を押す 


着信拒否／着信許可を設定した旨のメッセージが表示されます。 
●「2 解除する」：着信拒否／許可設定を解除します。 
● 着信を拒否／許可する相手を登録していない場合は、相手が登録されていな 
い旨のメッセージが表示されます。 
を押して相手を登録してください。 
→ P 1 8 8 


4 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 
● 
を押すと待受画面に戻ります。 


電 
話 
帳 
指 
定 
着 
信 
拒 
否 
／ 
許 
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着信拒否／許可を設定します 


お買い上げ時 
解除する 


● 本機能の設定に関わらず、 着信拒否／許可に指定した電話番号に電話をかけることができます｡ 
● 電話帳指定着信拒否を設定中に拒否した電話番号の着信があった場合、または電話帳指定着 
信許可を設定中に許可していない電話番号の着信があった場合は、着信音は鳴らずに電話が 
切れ、相手には話中音が流れます。ただし、その場合でも着信履歴には記録されます。 
留守番電話サービス、転送でんわサービスの呼出時間を 0 秒に設定していた場合は、各サー 
ビスが動作して、着信履歴には記録されません。 
● ショートメッセージ（S MS ）やｉモードメールは、本機能の設定に関わらず受信されます。 


お知らせ 
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発信者番号のわからない電話を受け 
ません＜非通知理由別着信設定＞ 


発信者番号が通知されない着信があった場合、通知されない理由（発信者番号非 


通知理由→ P 4 9 ）によって異なる着信動作を設定します。 


● 発信者番号が通知されない電話がかかってくると、電話を受けたときの音 


（→ P 1 5 2 ）の設定より本機能で設定した着信音が優先して鳴ります。 


● 個人の情報表示を制限しているときには、本機能を利用できません。→P 1 8 4 
1 待受画面で 


メニュー 
「 
詳細な機能を設定する」 「2 電 
話の詳細を設定する」 「5 発番通知のない着信を設定 
する」を押す 


端末暗証番号入力画面が表示されます。 


2 4 ～ 8 桁の端末暗証番号を入力 
を押す 


3「1 非通知設定」～「3 公衆電話」のいずれか 1 つの番 
号を押す 


お買い上げ時 
非通知設定：設定を解除　通知不可能：設定を解除　公衆電話：設定を解除 


「1 非通知設定」：非通知設定の着信動作を設定し 


ます。 


「2 通知不可能」：通知不可能の着信動作を設定し 


ます。 


「3 公衆電話」 ：公衆電話などの着信動作を設定し 


ます。 


非 
通 
知 
理 
由 
別 
着 
信 
設 
定 


次 
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「1 着信音を選択」 ：発信者番号非通知理由ごとに 


着信音を設定します。 


「2着信音量を消音」：着信音を鳴らさないようにし 


ます。 


「3 着信を拒否」 
：着信を拒否します。 


「4 設定を解除」 
：着信動作の設定を解除します。 
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4「1 着信音を選択」～「4 設定を解除」のいずれか 1 つ 
の番号を押す 


●「2 着信音量を消音」：操作 6 に進みます。 


●「3 着信を拒否」 
：操作 6 に進みます。 


●「4 設定を解除」 
：操作 6 に進みます。 


5 フォルダを選択 
メロディを選択 
を 
押す 


着信音を設定した旨のメッセージが表示されます。 


● 操作方法→ P 4 5 2 


6 
を押す 


非通知理由の選択画面に戻ります。 


● 着信動作を設定した項目には「＊」が表示されます。設定済みの項目を選 


択して 
を押すと、操作 3 の画面が表示されます。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 本機能を「着信を拒否」に設定中に発信者番号が通知されない着信があった場合は、着信音 
は鳴らずに電話が切れ、相手には話中音が流れます。ただし、その場合でも着信履歴には記 
録されます。 
留守番電話サービス、転送でんわサービスの呼出時間を 0 秒に設定していた場合は、各サー 
ビスが動作して、着信履歴には記録されません。 
● 本機能と番号通知お願いサービス（→P 4 9 4 ）を同時に設定した場合は、番号通知お願いサー 
ビスが優先して動作します。 
● ショートメッセージ（S MS ）やｉモードメールは、本機能の設定に関わらず受信されます。 
● 発信者番号が通知されないテレビ電話の着信があった場合は、着信動作を「着信を拒否」に 
設定したときのみ本機能が動作します。それ以外に設定した場合は、テレビ電話の着信音の 
設定に従って動作します。→ P 1 5 2 


お知らせ 
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電話帳未登録の相手の着信音を無音にします 
＜無音着信時間設定＞ 


FOMA 端末電話帳またはFOMA カード電話帳に登録されていない相手や電話番 


号を通知してこない相手から電話がかかってきたときに、着信音やバイブレー 


タ、背面ディスプレイ、着信ランプの動作（呼出動作）をすぐに開始せずに、設 


定した時間が経過すると呼出動作を開始するように設定します。 


「ワン切り」など迷惑電話に効果的です。 


● 本機能を設定中は、次のように動作します。 
• 待受中または通話中に音声電話がかかってくると、無音着信時間内はディス 


プレイの表示のみで着信を知らせます。無音着信時間が経過すると、待受中 


の場合は通常の呼出動作を開始します。通話中の場合は通話中着信音が受話 


口から聞こえます。 
• 呼出時間が無音着信時間内の不在着信は、呼出なし着信として記録され、着 


信履歴に表示されません。また、新着情報と 
も表示されません。ただし、 


表示の切り替えにより、無音着信時間内の不在着信を表示することができま 


す。→ P 7 2 
• 通常の着信履歴と無音着信時間内の不在着信は、合わせて最大 3 0 件記録 


されます。 


1 待受画面で 


メニュー 


「 
詳細な機能を設定する」 「2 電 
話の詳細を設定する」 「9 無音着信時間を設定する」 
を押す 


2「1 無音着信動作」を押す 


無音着信動作を設定するかどうかの確認画面が表示されます。 


お買い上げ時 
無音着信動作：設定しない 


無 
音 
着 
信 
時 
間 
設 
定 


「1 無音着信動作」：本機能を有効にするかどうか 


を設定します。 


「2 無音着信時間」：着信してから呼出動作を開始 


するまでの時間を設定します。 


次 
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へ 
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く 
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3「1 設定する」を押す 


4 無音着信時間を入力 
を押す 


無音着信時間の設定画面に戻ります。 


● 1 ～ 9 9 秒の範囲で設定できます。 


5 


電話帳 


を押す 


無音着信時間を設定した旨のメッセージが表示されます。 


6 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


●「2 設定しない」：無音着信動作を設定しません。 


操作 5 に進みます。 


● 電話帳に登録されている相手から電話がかかってきても、次のような場合は無音着信時間内 
の不在着信として記録され、着信履歴に表示されません。 


• 個人の情報表示を制限している場合（→ P 1 8 4 ）で、相手が無音着信時間内で電話を切っ 
たとき 


• シークレットモードを解除している場合で、シークレット属性が設定されている相手が無音 
着信時間内で電話を切ったとき 


• 発信者番号を非通知で電話をかけてきた相手が、無音着信時間内で電話を切ったとき 
● 留守番電話サービスや転送でんわサービス、伝言メモ、オートスピーカーホン機能を設定し 
ているときは、本機能の設定に関わらず、着信後に設定した時間が経過すると各機能が動作 
します。 
ドライブモード中は、本機能は動作しません。 
● 発信者番号通知のない相手に対する着信動作（→ P 1 9 1 ）、着信を拒否／許可する相手 
（→P 1 8 8 ）、電話帳登録外の着信の拒否（→P 1 9 5 ）を設定中は、着信拒否の対象に設定し 
ている相手から電話がかかってくると、各機能が優先して動作します。 
● 本機能とイヤホンマイク接続時に自動で着信する設定（→P 4 7 8 ）や伝言メモを同時に設定 
している場合は、設定した時間によって動作の優先順位が異なります。 
● 本機能とオートスピーカーホン機能（→P 7 0 ）を同時に設定している場合、本機能を4 秒に 
設定すると、着信のタイミングによってはオートスピーカーホン機能が動作するまでの間に、 
着信音が鳴る場合があります。 
● 本機能は音声電話、テレビ電話ともに有効です。 


お知らせ 


無 
音 
着 
信 
時 
間 
設 
定 
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電話帳未登録の相手からの電話を受け 
ません＜登録外着信拒否＞ 


FOMA 端末電話帳またはFOMA カード電話帳に登録されていない相手からの着 


信を拒否します。 


● 番号通知お願いサービス（→P4 9 4 ）や着信を拒否する相手の設定（→P1 8 8 ）、 


発信者番号通知のない相手に対する着信動作の設定（→P 1 9 1 ）を併用される 


ことをおすすめします。 


● 個人の情報表示を制限しているときには、本機能を利用できません。→P 1 8 4 


● ショートメッセージ（S MS ）やｉモードメールは、本機能の設定に関わらず 


受信します。 


1 待受画面で 


メニュー 
「 
詳細な機能を設定する」 「2 電 
話の詳細を設定する」 「4 電話帳登録外の着信を拒否 
する」を押す 


端末暗証番号入力画面が表示されます。 


2 4 ～ 8 桁の端末暗証番号を入力 
を押す 


3「1 拒否する」を押す 


電話帳登録外の着信を拒否するように設定した旨のメッセージが表示されます。 


●「2 許可する」：電話帳登録外の着信を許可します。 


4 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


お買い上げ時 
許可する 


登 
録 
外 
着 
信 
拒 
否 


● 本機能を「拒否する」に設定中に電話帳に登録されていない電話番号からの着信があった場 
合や、電話帳に登録されている相手が発信者番号を通知せずに電話をかけてきた場合、また 
はシークレット属性を設定した電話帳データからシークレットモード設定中以外に着信があっ 
た場合は、着信音は鳴らずに電話が切れ、相手には話中音が流れます。ただし、その場合で 
も着信履歴には記録されます。 


お知らせ 


次 
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ー 
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へ 
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その他の「あんしん設定」について 


次のような「あんしん設定」を利用することができます。 


● 迷惑メールの対策に関する設定は、別冊の『FOMA ｉモード操作ガイド』も 


合わせてご覧ください。 


登 
録 
外 
着 
信 
拒 
否 
／ 
そ 
の 
他 
の 
「 
あ 
ん 
し 
ん 
設 
定 
」 
に 
つ 
い 
て 


あんしん設定 


メール選択受信 


メールアドレス 
変更 


ドメイン指定受信 


ｉモードメールの 
み受信／拒否 


未承認広告※ 
メール拒否 


ｉモード大量送信 
者からのメール受 
信制限 


「ｉモード災害伝 
言板」サービス 


アドレス指定受信／ 
拒否 


メール機能停止 


迷惑電話ストップ 
サービス 


Firs tP as s 


ソフトウェア更新 


目　的 


大量に届くメールの中から、必要なメールだけ 
を受信します。 


メールアドレスを変更します。 


指定するドメインからのメールのみを受信し 
ます。 


ｉモードどうしのメールだけを受信／拒否しま 
す。 


一方的に送られてくる広告メールを受信しま 
せん。 


1 日 1 台のｉモード携帯電話から送信される 
2 0 0 通目以降のｉモードメールを拒否します。 


災害時にｉモードを利用して、安否情報を登録／ 
確認します。 


受信するすべてのメールのうち、指定するアド 
レスからのメールを受信／拒否します。 


メール機能を一時的に停止します。 


いたずら電話や繰り返しかかってくる間違い電 
話などの「迷惑電話」を受けません。 


電子認証サービス「F irs tP as s 」を利用して、 
安全で信頼性のあるデータ通信を行います 
（Firs tP as s 対応のサイトに限ります）。 


必要な場合にパケット通信を使って F OMA 端 
末のソフトウェアを更新します。 


参照先 


P 3 4 2 


P 3 6 1 


P 3 7 2 


P 3 7 0 


P 3 6 9 


P 3 6 9 


『FOMA ｉモー 
ド操作ガイド』 
をご覧ください 


P 3 7 1 


P 3 7 5 


P 4 9 2 


P 2 4 8 、3 0 1 


P 6 1 7 


● 留守番電話サービス、転送でんわサービスの呼出時間を0 秒に設定していた場合は、各サー 
ビスが動作して、着信履歴には記録されません。 
● 本機能は音声電話、テレビ電話ともに有効です。 
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音声呼び出し／読み上げ機能 


音声で呼び出す電話帳の単語を登録します＜ボイスダイヤル登録＞ 
・・・・・ 
1 9 8 


音声で電話帳を呼び出します＜ボイスダイヤル＞ 
・・・・・・・・・・・・・ 
2 0 1 


音声で呼び出す機能の単語を登録します＜ボイスメニュー登録＞ 
・・・・・・ 
2 0 2 


音声で機能を呼び出します＜ボイスメニュー＞ 
・・・・・・・・・・・・・・ 
2 0 6 


機能の説明やメールの内容などを音声で読み上げます 
・・・・・・・・・・・ 
2 0 7 


音声読み上げ辞書によく使う単語を 


　　登録します＜音声読み上げ単語登録＞ 
・・・・・・・・・・・・・・・・ 
2 1 5 


198 


音 
声 
呼 
び 
出 
し 
／ 
読 
み 
上 
げ 
機 
能 


ボ 
イ 
ス 
ダ 
イ 
ヤ 
ル 
登 
録 


電話帳データを音声で呼び出せるように呼出辞書データとして単語を登録するこ 


とができます。 


● 最大 1 0 0 件登録できます。 


● 個人の情報表示を制限しているときには、本機能を利用できません。→P 1 8 4 


● 1 つの電話帳データに対して複数の単語を登録することはできません。 


● 複数の電話帳データに対して同じ単語を登録することはできません。 
1 待受画面で 


電話帳 


「3 音声で呼出す電話帳を登録する」 
を押す 


2 
を押す 


3「新規登録」を選択 
を押す 


電話帳の検索方法選択画面が表示されます。 


音声で呼び出す電話帳の単語を登録 
します＜ボイスダイヤル登録＞ 


単語が登録されている場合は、登録した電話帳デー 


タの一覧が表示されます。 


登録されている単語の件数と、登録できる件数が表 


示されます。 
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4 登録する相手を選択 
を押す 


5 単語の読みを入力 
を押す 


音声呼び出し用の単語を登録した旨のメッセージが表示されます。 


● 半角カタカナを登録できます。 


● 3 ～ 1 0 文字入力できます。 


● あらかじめ電話帳に登録されているフリガナの先頭1 0 文字が単語として 


入力されており、そのまま登録することもできます。 


● 登録済みの単語の読みを入力した場合、読みが既に登録されている旨のメッ 


セージが表示されます。 
を押すと単語の読みの入力画面に戻ります。 


6 
を押す 


電話帳データの一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 操作方法→ P 1 2 4 


● 登録済みの相手を選択した場合、同じ電話帳が登 


録されている旨のメッセージが表示されます。 


を押すと電話帳データの一覧に戻ります。 


● 文字入力のしかた→ P 5 5 8 
● 読みの中に次の文字を含む単語は登録できません。 
• 一文字目が「ン」「ー」「ァ」「ィ」「ゥ」「ェ」「ォ」「ャ」「ュ」「ョ」「ッ」「ﾞ」「ﾟ」 
• 認識しにくい文字 
〈例〉「ッー」「ンン」「ンー」「ンッ」「ーー」「ーッ」など 
• 空白（スペース） 
● ボイスダイヤルの単語に登録されている電話帳データを削除した場合は、ボイスダイヤルに 
登録されている単語も削除されます。 
● ボイスダイヤルの単語に登録されている電話帳データのフリガナを修正しても、ボイスダイ 
ヤルの単語の読みは変更されません。 
● シークレット属性（→ P 1 3 6 ）を設定した電話帳データは、シークレットモードを設定して 
いないと表示されません。→ P 1 8 7 
● ボイスダイヤルに登録された単語（呼出辞書データ）は、設定リセットで削除されます。→ P 4 7 9 


お知らせ 


登録した内容を確認します 
1 登録した電話帳データの一覧を表示する 


● 操作方法→ P 1 9 8 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
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く 
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登録した内容を修正します 
1 登録した電話帳データの一覧を表示する 


● 操作方法→ P 1 9 8 


2 修正する電話帳データを選択 


電話帳 を押す 


読みの入力画面が表示されます。 


3 単語の読みを修正する 


● 操作方法→ P 1 9 9 


● 
を押すと電話帳データの一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 
2 確認する電話帳データを選択 
を押す 


● 登録内容の確認画面からも同様に操作できます。 


お知らせ 


登録した内容を削除します 
1 登録した電話帳データの一覧を表示する 


● 操作方法→ P 1 9 8 


2 削除する電話帳データを選択 


メニュー 
「2 削除する」 
を押す 


選択した単語を削除するかどうかの確認画面が表示されます。 


3「1 削除する」を押す 


音声呼び出し用の単語を削除した旨のメッセージが表示されます。 


●「2 削除しない」：削除を中止します。 
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4 
を押す 


電話帳データの一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


ボ 
イ 
ス 
ダ 
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／ 
ボ 
イ 
ス 
ダ 
イ 
ヤ 
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● 登録内容の確認画面からも同様に操作できます。 


お知らせ 


音声で電話帳を呼び出します 
＜ボイスダイヤル＞ 


音声で電話帳を呼び出して、電話をかけることやメールを作成することができます。 


● あらかじめ電話帳をボイスダイヤルに登録しておく必要があります。→P 1 9 8 


● 周囲の雑音が大きい場合は、「入力された音声は認識できませんでした」と表 


示されます。なるべく静かな場所で呼び出しを行ってください。 


● 個人の情報表示を制限しているときには、本機能を利用できません。→P 1 8 4 
1 待受画面で 


電話帳 


を 1 秒以上押す 


2 
FOMA 端末を耳にあて、「ピー」と鳴ったらボイ 
スダイヤルに登録された単語の読み（→ P 1 9 9 ）を話す 


単語の読みに該当する電話帳が表示されます。 


● 目的の電話帳が表示されなかった場合などは、 


を押すと待受画面に戻ります。操作1 からやり直 


してください。 


● 該当する電話帳がない場合や、4 秒以内に話さな 


かった場合は、認識できなかった旨のメッセージ 


が表示されます。 
を押して操作 1 からやり直 


してください。 


次 
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● 発信方法を選択して電話をかけることもできます。→ P 1 3 0 
● ｉモードメール、ショートメッセージ（S MS ）を送信することもできます。→P 3 1 9 、P 3 8 4 


お知らせ 


3 
を押す 


● テレビ電話をかける場合は 
を押します。 


● 2 件目以降に登録されている電話番号に電話をかける場合は、LR 


を押して電話番号を選択 
または 
を押します。 


各機能を音声で呼び出せるように呼出辞書データとして登録することができます。 


● 最大 5 0 件登録できます。 


● お買い上げ時は、あらかじめ 1 5 件の機能が登録されています。 


● メニュー画面で表示される機能のみ登録できます。 


● 1 つの機能に対して複数の単語を登録することはできません。 


● 複数の機能に対して同じ単語を登録することはできません。 
1 待受画面で 


メニュー 


「8 初めに行う設定」 「7 音声呼出 
しを登録する」 「2 音声で呼出す機能を登録する」を 
押す 


2 
を押す 


音声で呼び出す機能の単語を登録し 
ます＜ボイスメニュー登録＞ 


登録されている機能の一覧が表示されます。 


登録されている単語の件数と、登録できる件数が表示 


されます。 
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3「新規登録」を選択 
を押す 


4 登録する機能を選択 
を押す 


5 単語の読みを入力 
を押す 


音声呼び出し用の単語を登録した旨のメッセージが表示されます。 


● 半角カタカナで入力できます。 


● 3 ～ 1 0 文字入力できます。 


● 登録済みの単語の読みを入力した場合、読みが既に登録されている旨のメッ 


セージが表示されます。 
を押すと単語の読みの入力画面に戻ります。 


6 
を押す 


機能の一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 
が付いている機能を選択して 
を押すと、 


次の階層が表示されます。 


● 登録済みの機能を選択した場合、同じ機能が登録 


されている旨のメッセージが表示されます。 


を押すと機能の一覧に戻ります。 


＜シークレットモードを選 
択した場合＞ 


● 文字入力のしかた→ P 5 5 8 
● 読みの中に次の文字を含む単語は登録できません。 
• 一文字目が「ン」「ー」「ァ」「ィ」「ゥ」「ェ」「ォ」「ャ」「ュ」「ョ」「ッ」「ﾞ」「ﾟ」 
• 認識しにくい文字 
〈例〉「ッー」「ンン」「ンー」「ンッ」「ーー」「ーッ」など 
• 空白（スペース） 
● ボイスメニューに登録された単語（呼出辞書データ）は、設定リセットで削除されます。 
また、編集した単語はお買い上げ時の状態に戻ります。→ P 4 7 9 


お知らせ 
次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 



登録可能な機能一覧が表示されます。 
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登録した内容を確認します 
1 登録した機能の一覧を表示する 


● 操作方法→ P 2 0 2 


2 確認する機能を選択 
を押す 


● 
を押すと機能の一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● お買い上げ時は次の機能が登録（呼出辞書データ）されています。 


呼び出す機能名 


音声電話の着信音を選ぶ 


電話を受けた時の音量を調節する 


伝言メモを再生する 


受信したメールを見る 


例文を使ってメールを作る 


届いているメール･メッセージを受信する 


写真を撮影する 


ビデオを撮影する 


写真のアルバムを見る 


ビデオのアルバムを見る 


目覚ましを使う 


電卓を使う 


発信者番号通知を設定する 


自分の電話番号を見る 


電池残量を確認する 


単語の読み 


オンセイ 


オンリョウ 


デンゴン 


ジュシンメール 


レイブン 


トイアワセ 


シャシンサツエイ 


ビデオサツエイ 


シャシンアルバム 


ビデオアルバム 


メザマシ 


デンタク 


バンゴウツウチ 


デンワバンゴウ 


デンチザンリョウ 
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ボ 
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ス 
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ー 
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登録した内容を修正します 
1 登録した機能の一覧を表示する 


● 操作方法→ P 2 0 2 


2 単語を修正する機能を選択 


電話帳 を押す 


読みの入力画面が表示されます。 


3 単語の読みを修正する 


● 操作方法→ P 2 0 3 


登録した内容を削除します 
1 登録した機能の一覧を表示する 


● 操作方法→ P 2 0 2 


2 削除する機能を選択 


メニュー 
「2 削除する」を押す 


選択した単語を削除するかどうかの確認画面が表示されます。 


3「1 削除する」を押す 


音声呼び出し用の単語を削除した旨のメッセージが表示されます。 


●「2 削除しない」：削除を中止します。 


4 
を押す 


機能の一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 登録内容の確認画面からも同様に操作できます。 


お知らせ 


● 登録内容の確認画面からも同様に操作できます。 


お知らせ 
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音声で機能を呼び出して、操作することができます。 


● あらかじめ機能をボイスメニューに登録しておく必要があります。→P 2 0 2 


● 周囲の雑音が大きい場合は、 
「入力された音声は認識できませんでした」と表 


示されます。なるべく静かな場所で呼び出しを行ってください。 


● 個人の情報表示を制限しているときに利用できない機能は、音声で呼び出す 


こともできません。→ P 1 8 4 


● 履歴の表示を制限しているときには、着信履歴（→P 7 1 ）、伝言メモ（→P 8 1 ） 


を呼び出すことはできません。→ P 1 8 6 


1 待受画面で 


メニュー 


を 1 秒以上押す 


2 
FOMA 端末を耳にあて、「ピー」と鳴ったらボイ 
スメニューに登録された単語の読み（→ P 2 0 3 ）を話す 


単語の読みに該当する機能が表示されます。 


● 目的の機能が表示されなかった場合は、 
を押して操作1 からやり直して 


ください。 


● 該当するデータがない場合や、4 秒以内に話さなかった場合は、認識でき 


なかった旨のメッセージが表示されます。 
を押して操作1 からやり直 


してください。 


音声で機能を呼び出します 
＜ボイスメニュー＞ 


ボ 
イ 
ス 
メ 
ニ 
ュ 
ー 
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機能の説明やメールの内容などを音 
声で読み上げます 


音声読み上げを設定します＜音声読み上げ設定＞ 


リダイヤルや着信履歴の内容 


メニュー画面やサブメニューの各機能 
説明 


サイト表示中の内容 


電話帳の内容や操作方法 


留守番電話サービスセンターにメッセー 
ジがあるとき 


文字入力モードを切り替えたとき 


オールロックやドライブモードなどの制 
限機能設定中のお知らせ※ 1 


日付・時刻・曜日、新着情報 
（→ P 2 7 ）※ 1 ※ 2 


各機能の設定画面や編集画面などの説明 


伝言メモの履歴 


待受中にダイヤルボタンを押して入力し 
た数字 


メールやメッセージ R /F の内容 


充電が完了したとき 


絵文字を選択したとき 


電卓の操作内容 


メニュー画面やサイト画面などの音声読み上げを行う画面を表示したとき、機 


能や項目の説明などを自動または手動で読み上げるように設定することができ 


ます。また、読み上げる声質や速さ、音量を設定することもできます。 


自動で音声読み上げを行うように設定すると、次の項目などを読み上げます。 


※ 1 ： ( を押すと読み上げます。 


※ 2 ： 日付・時刻の設定が必要です。→ P 4 6 


● 次の場合は音声読み上げを行いません。 
• マナーモードを設定中 
• 発信や着信、通話中など、電話の機能を使用中 


● メールやサイトの内容、電話帳の内容などは、正しく読み上げないことがあ 


ります。 


読み上げのルール→ P 2 1 1 
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音声読み上げの動作や声質、読み上げの速さを変更できます。また、読み上げる 


声の大きさを調節できます。→ P 2 4 


● マナーモードを設定中は、解除してから本機能の設定を行ってください。 


→ P 1 6 0 


お買い上げ時 
動作：なし　声質：女声　速さ：2 　音量：4 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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1 待受画面で 


メニュー 


「8 初めに行う設定」 「6 音声読み 
上げを使う」 「1 音声読み上げを設定する」を押す 


項　目 


1 動作 


2 声質 


3 速さ 


4 音量 


説　明 


読み上げの動作（自動／手動）を 
設定します。また、読み上げを行 
わないように解除することもでき 
ます。 


読み上げを行うときの声質（女声／ 
男声）を設定します。 


読み上げを行うときの速さを、1 
（低速）～ 5 （高速）の 5 段階で 
設定できます。 


読み上げを行うときの音量を、音 
量 1 （最小）～音量 6（最大）の 
6 段階で調節できます。 


2「1 動作」を押す 


3「1 自動で読み上げ」～「3 読み上げなし」のいずれか 
1 つの番号を押す 


「1 自動で読み上げ」：読み上げる画面で自動的に 


読み上げを行います。 


「2 手動で読み上げ」：読み上げる画面で ( を押 


すと読み上げを行います。 


「3 読み上げなし」 ：読み上げを行いません。 


●「3 読み上げなし」：操作 7 に進みます。 
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4「1 女性の声」または「2 男性の声」を押す 


5 速さを設定 
を押す 


6 UDLR または 
（音量 大・小）を押 


して音量を調節 
を押す 


音声読み上げの設定画面に戻ります。 


● 操作方法→ P 7 4 


7 


電話帳 を押す 


読み上げを設定した旨のメッセージが表示されます。 


8 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


●「自動で読み上げ」または「手動で読み上げ」に設定すると、読み上げを行 


う画面に 
が表示されます。待受画面を表示中にFOMA 端末を折り畳む 


と、背面ディスプレイに 
が表示されます。読み上げ中は点滅します。 


● UD を押して速さを設定します。 


機 
能 
の 
説 
明 
や 
メ 
ー 
ル 
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を 
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読 
み 
上 
げ 
ま 
す 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 



210 
210 


音 
声 
呼 
び 
出 
し 
／ 
読 
み 
上 
げ 
機 
能 


手動で読み上げ／ 
読み上げなし 


確認音が鳴ります。 


― 


自動で読み上げ 


0 ～ 9 、* 、 
# は読み上げます。 
その他のボタンは確認音 
が鳴ります。 


0 ～ 9 、* 、 
# は読み上げます。 
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音声読み上げの送出先を切り替えます＜スピーカー／受話口切替＞ 


読み上げの音声を、スピーカーと受話口のどちらから送出するかを設定します。 


● 音声送出先を「スピーカー」に設定すると、音量が急に大きくなり耳に傷害 


を与える恐れがありますので、FOMA 端末を耳から離して使用してください。 


お買い上げ時 
スピーカー 


動作の設定 


ボタン確認音の設定 


鳴らす 


鳴らさない 


お知らせ 


● F OMA 端末を折り畳んでいる場合は、(を1 秒以上押すと次の項目などを読み上げます。 


• 日付・時刻、曜日 
（日付・時刻が未設定の場合は、時計が設定されていない旨をお知らせします） 


• 新着情報 


• ドライブモード設定中のお知らせ 
● F OMA 端末を折り畳んで(を1 秒以上押して読み上げを行う場合、(以外のサイドボ 
タンを同時に押さないようにしてください。読み上げない場合があります。 
● 読み上げを途中で停止したいときは、読み上げ中に (、C、 
を押します。ただし、 
表示している画面や選択している項目により、読み上げが停止しない場合があります。読み 
上げを停止中に ( を押すと、はじめから読み上げます。 


● 読み上げ中に 
（音量 大・小）を押すと、音声読み上げの音量を調節できます。 


● スイッチ付イヤホンマイクを接続中は、音声読み上げの送出先の設定（→下記）に関わらず、 
イヤホンからのみ音声が聞こえます。 
● 本機能を「自動で読み上げ」に設定して、ｉモードメールやメッセージ R /F を表示したとき 
に添付のメロディを自動演奏するように設定していても、メールやメッセージR /F は読み上 
げられずメロディが演奏されます。メロディ演奏後に(を押すと、読み上げが開始されま 
す。→ P 2 9 0 、P 3 8 2 
● 本機能の「動作」とボタン確認音の設定（→ P 1 5 6 ）により、待受画面でボタンを押したと 
きの読み上げとボタン確認音の動作は次のようになります。 
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1 待受画面で 


メニュー 


「8 初めに行う設定」 「6 音声読み 
上げを使う」 「3 スピーカー／受話口の切替を行う」 
を押す 


2「1 スピーカー」または「2 受話口」を押す 


音声送出先を設定した旨のメッセージが表示されます。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


「1 スピーカー」：音声の送出先をスピーカーにし 


ます。 


「2 受話口」 
：音声の送出先を受話口にします。 


音声読み上げのルールについて 


メールやサイト、電話帳などの内容は、おおむね次の規則に基づいて読み上げら 


れます。希望のとおりに読み上げが行われない場合は、読み上げ用の単語を登録 


してください。→ P 2 1 5 


※ 音声読み上げ辞書に登録されている単語を別の読みかたで登録した場合は、 


登録した読みかたが優先されます。 


● 音声読み上げの開始時、または音声読み上げ時に次のようなことが起こると、 


読み上げを停止します。 
• 音声電話／テレビ電話がかかってきたとき 
• データ通信を行ったとき 
• 外部機器にデータを送信したとき 
• FOMA 端末を折り畳んだとき 
• 電池残量を音で確認したとき 
• 電池残量警告音が鳴ったとき 
• 目覚ましが起動したとき 
• ( を押したとき 
• 表示中の画面で停止操作が可能なボタン（ 
、C、(）を押したとき※ 


※ ：サイト画面を表示している場合、(、または (を 1 秒以上押して読 


み上げ動作を行ったときは、 
（音量 大・小）以外の任意のボタンを押 


したり、U や D を 1 秒以上押して連続スクロールをしても読み上 


げが停止します。 


ただし、表示しているサイトや項目によっては読み上げを停止しない場合 


があります。 


次 
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ルール／読み上げ例 


● 数字が並んでいる場合は、2 4 桁まで桁読みします。 
※ 先頭に「0 」がある場合は桁読みしません。 
〈例〉1 2 3 4 5 ：イチマンニセンサンビャクヨンジュウゴ 


● 読み上げ辞書に従って読み上げます。 
〈例〉i － mode：アイモード 
● 読み上げ辞書に登録されていない英字の文字列は、次のように 
読み上げます。 
• 英字文字列が 3 文字以下 
〈例〉abc ：エービーシー 
• 英字文字列が 4 文字以上 
すべてローマ字と判定できる場合はローマ字読みで読み上げ 
ます。 
〈例〉yamamoto：ヤマモト 
すべてローマ字と判定できない場合は、アルファベット読み 
で読み上げます。 
〈例〉yyyyy：ワイワイワイワイワイ 


● 一部の記号のみ読み上げます。 
● 絵文字を読み上げます。 
• 絵文字の読み上げ→ P 5 9 9 
● メールなどで使われる「(＾＾)」のような顔文字の一部を読み 
上げます。 
〈例〉(＾＾) 
： ニコ 
( ; 
; ) 
： シクシク 
(＾_ ＾)/ ～～～ ： バイバイ 
(＾_ ＾)Ｖ 
： ピースなど 
● 同一の記号・絵文字が3 つ以上連続する場合は、まとめて読み 
上げます。 
該当するのは、すべての絵文字と次の記号です。 
〆（）「」＜＞＋± × ÷ ＝≠ ≦≧∞∴♂♀° ′ ″ ℃￥＄¢ £ ％ 
＃＆＊＠§ ☆★○ ● ◎ ◇ ◆ □ ■ △ ▲ ▽ ▼ ※ 〒→←↑ ↓ 〓∈∋⊆ 
⊇⊂⊃∪∩∧∨¬ ⇒⇔∀∃∠⊥⌒∂∇≡≒√∽∝∵∫ ∬Å‰♯ 
♭♪† ‡ ¶ ∮ ∑∟⊿ 
〈例〉※ ※ ※ ：サンコノ　コメジルシ　マーク 


● 数字を「／」や「．」で区切ると、日付として読み上げます。 
※ 下記の形式以外の場合は日付として読み上げません。 
〈例〉2 0 0 4 ／ 9 ／ 2 9 （または 2 0 0 4 .9 .2 9 ）： 
ニセンヨネン　クガツ　ニジュークニチ 
4 ／ 9 ／ 2 9 （または 4 .9 .2 9 ）： 
ヨネン　クガツ　ニジュークニチ 
9 ／ 2 9 ：クガツ　ニジュークニチ 
H1 6 ／ 9 ／ 2 9 ： 
ヘーセージューロクネン　クガツ　ニジュークニチ 
S 4 5 ／ 1 ／ 1 ： 
ショウワヨンジュウゴネン　イチガツ　ツイタチ 
T 1 0 ／ 1 ／ 1 ： 
タイショウジューネン　イチガツ　ツイタチ 
M1 0 ／ 1 ／ 1 ： 
メージジューネン　イチガツ　ツイタチ 


読み上げ項目 


数字 


英字 


記号・絵文字 


日付 
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ルール／読み上げ例 


● 数字を「：」で区切ると、時刻として読み上げます。 
※ 下記の形式以外の場合は時刻として読み上げません。 
〈例〉9 ：3 0 （または 0 9 ：3 0 ）： 
クジ　サンジュップン 
A M1 1 ：3 0 （または 1 1 ：3 0 A M）： 
ゴゼン　ジューイチジ　サンジュップン 
P M1 1 ：3 0 （または 1 1 ：3 0 P M）： 
ゴゴ　ジューイチジ　サンジュップン 
2 3 ：3 0 ： 
ニジューサンジ　サンジュップン 
9 ：3 0 ：3 0 ： 
クジ　サンジュップン　サンジュービョウ 


●「R e：」「R e ＞」「R e［2 ］：」「R e［2 ］＞」「R e ＊ 2 ：」 
「R e ＊ 2 ＞」「R e^ 2 ：」「R e^ 2 ＞」はすべて「ヘンシン」 
と読み上げます。 
　これらが連続する場合は、「ヘンシン」と一回のみ読み上げ 
ます。 
●「F w：」「F w ＞」「F w［2 ］：」「F w［2 ］＞」「F w ＊ 2 ：」 
「Fw ＊ 2 ＞」「Fw^ 2：」「Fw^ 2 ＞」はすべて「テンソウ」と 
読み上げます。 
　これらが連続する場合は、「テンソウ」と一回のみ読み上げ 
ます。 
●「ヘンシン」と「テンソウ」が混ざって複数個連続する場合は、 
次のように読み上げます。 
〈例〉R e：Fw：Fw：R e：R e：R e： 


ヘンシン 
テンソウ 
ヘンシン 


● リンク項目は設定している声質と別の声質で読み上げます。 
● ダイレクトキーは「キー× × × 」と読み上げます。 
● ラジオボタン 
は「ボタンオン」、 
は「ボタンオフ」と 
読み上げます。 
● チェックボックス 
は「チェックアリ」、 
は「チェック 
ナシ」と読み上げます。 
● プルダウンメニューは「× コノセンタクシ」のあと、選択され 
ている項目を読み上げます。 
● 文字入力枠は「モジニュウリョク」と読み上げます。文字が入 
力されている場合は、入力されている文字も読み上げます。 
● パスワード入力枠が未入力のときは「パスワード」、入力済み 
のときは「パスワードニュウリョクスミ」と読み上げます。 
● ボタンは「× × × ボタン」と読み上げます。 
● サイトの内容を読み上げているときは、項目を読み上げた後に 
｢ピピッ｣という区切り音が鳴ります。 
● サイトを表示すると、ページのタイトルを最初に読み上げま 
す。ページの最初の項目を選択してもページタイトルを読み上 
げます。 
● サイトの内容を表示中に ( を押すと、選択している項目を 
読み上げます。また、( を 1 秒以上押すと、表示している 
ページの選択している項目以降をすべて読み上げます。選択し 
ている項目より前は読み上げません。 
● サイトのリンク項目は、設定と違う声質（「女性の声」に設定 
しているときは「男性の声」）で読み上げます。 
● サイトのリンク情報以外の項目を選択した場合は、深緑色に反 
転表示されます。なおサイトの背景、文字、リンク項目の反転 
表示の色により、読み上げる反転表示の色が変更されることが 
あります。 
● サイトの項目によっては、絵文字などを読み上げない場合があ 
ります。 


読み上げ項目 


時刻 


返信、転送 


サイト内の項目 


機 
能 
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ルール／読み上げ例 


● 文章の内容や記載内容（特に地名や固有名詞など）により、読 
み上げが行われない場合や、正しく読み上げが行われない場合 
があります。希望のとおりに読み上げが行われない場合は、読 
み上げ用の単語を登録してください。→ P 2 1 5 
●「は」を含む外来語（カタカナ語）がひらがなで表記された場 
合や、ひらがなの「は」が先頭にある場合は、読みかたを誤る 
場合があります。 
〈例〉はんどる 
：ワンドル 
ふるはうす：フルワウス 
● 読み上げの音声は自然の音声とは異なるため、聞きづらい音や 
アクセントになる場合があります。 
● 句読点（「。」「、」）がある場合は、句読点の位置で読み上げを 
区切ります。 
● 1 つ目の「 
」（改行マーク）を入力して改行し、2 つ目を続 
けて次の行に入力して1 行空いている場合、2 つ目の位置で読 
み上げを区切ります。「 
」（改行マーク）を入力して改行し、 
次の行に続けて文章を入力した場合は、区切らずにそのままつ 
なげて読み上げます。 
● 漢字を使用した場合、正しく読み上げが行われない場合もあり 
ます。メールでの読み誤りを減らすには、よくメールをやりと 
りする相手に次のことをお願いすることをおすすめします。 
• 句読点を多めに使ってメールを作成してください。 
• 読みが難しい漢字はカタカナにしてください。 
• カタカナを使う時には長音（「ー」）を多用してください。 
● 電話帳の名前の読み上げは、登録されている「フリガナ」を読 
み上げます。「フリガナ」が登録されていないときは、名前に 
入力された文字を読み上げます。 
● フリガナの登録時に長音（「ー」）を使用すると、正しく読める 
場合があります。 
● メールやサイトの内容を読み上げ中にUまたはDを押 
すと、読み上げが一時停止する場合があります。 
● 写真や動画、メロディなどの題名やファイル名が数字の羅列に 
なっている場合は、桁読みを行わずに数字を読み上げます。 
例） １２３４５：イチニサンヨンゴ 


読み上げ項目 


その他 
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音声読み上げ辞書によく使う単語を登 
録します＜音声読み上げ単語登録＞ 


よく使う単語の読みかたを音声読み上げ辞書に読上辞書データとして単語を登録 


し、読み上げが行われるすべての場面で、登録した「読み」で読み上げられるよう 


にします。 


たとえば、お買い上げ時は「五十嶺」を「ゴジュウミネ」と読み上げられます 


が、読み上げ辞書に登録することで正しく「イソミネ」と読み上げられます。 


● 最大 5 0 件登録できます。 
1 待受画面で 


メニュー 


「8 初めに行う設定」 「6 音声読み 
上げを使う」 「2 音声読み上げ用の単語を登録する」 
を押す 


2 
を押す 


3「新規登録」を選択 
を押す 


登録されている単語の件数と、登録できる件数が表 


示されます。 


単語が登録されている場合は、登録した単語の一覧 


が表示されます。 


● 一覧は区点コードの順に表示されます。 


音 
声 
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み 
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げ 
単 
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音 
声 
読 
み 
上 
げ 
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登 
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4 単語を入力 
を押す 


読みの入力画面が表示されます。 


● ひらがな／漢字入力モードでのみ入力できます。全角の英数字や記号を入 


力する場合は、付録の「記号・特殊文字入力一覧」をご覧ください。 


→ P 5 9 3 


● 全角で最大 6 文字入力できます。 


5 読みを入力 
を押す 


音声読み上げ用の単語を登録した旨のメッセージが表示されます。 


● 半角カタカナを入力できます。 


● 最大 1 2 文字入力できます。 


6 
を押す 


単語の一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 読みの登録時に長音（「ー」）を使用すると、正しく読める場合があります。 
● 読みの入力で「゛」（濁点）や「゜」（半濁点）を正しく入力していない場合や、先頭に「ッ」 
や「ー」、空白（スペース）を入力した場合は、単語を登録できません。 
● 音声読み上げ単語登録で登録された単語（読上辞書データ）は、設定リセットで削除されま 
す。→ P 4 7 9 
● 文字入力のしかた→ P 5 5 8 


お知らせ 


登録した内容を確認します 


登録した読み上げ用の単語と読みを確認します。 
1 単語の一覧を表示する 


● 操作方法→ P 2 1 5 


● 一覧は区点コードの順に表示されます。 


2 確認する単語を選択 
を押す 


● 
を押すと単語の一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 
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登録した内容を修正します 
1 単語の一覧を表示する 


● 操作方法→ P 2 1 5 


● 一覧は区点コードの順に表示されます。 


2 修正する単語を選択 


電話帳 


を押す 


単語の入力画面が表示されます。 


3 単語と読みを修正する 


● 操作方法→ P 2 1 6 


● 登録内容の確認画面からも同様に操作できます。 
● 区点コード一覧→ P 5 9 5 


お知らせ 


登録した内容を削除します 
1 単語の一覧を表示する 


● 操作方法→ P 2 1 5 


● 一覧は区点コードの順に表示されます。 


2 削除する単語を選択 


メニュー 


「2 削除する」を押す 


3「1 削除する」を押す 


音声読み上げ用の単語を削除した旨のメッセージが表示されます。 


●「2 削除しない」：削除を中止します。 


● 区点コード一覧→ P 5 9 5 


お知らせ 
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● 登録内容の確認画面からも同様に操作できます。 
● 区点コード一覧→ P 5 9 5 


お知らせ 
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4 
を押す 


単語の一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 
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カメラ 


カメラをご使用になる前に 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
2 2 0 


写真を撮影します＜写真撮影＞ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
2 2 3 


ビデオを撮影します＜ビデオ撮影＞ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
2 2 6 


撮影時の設定をします 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
2 2 8 
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カメラをご使用になる前に 


撮影して保存した静止画や動画でこんなこともできます 


カメラを使って撮影した写真やビデオは、表示／再生するだけでなく、次の操作 


ができます。 


● ｉモードメールに添付して送信→ P 4 3 0 、P 4 4 3 


● 待受画面に設定→ P 4 3 1 


● データ転送で送信→ P 6 0 5 


カメラのご使用について 


カメラで撮影するときは、FOMA 端末を開いて待受画面を表示させ、カメラ切 


替ボタン（)（ 
））を押してカメラを起動します。カメラを起動すると、ディ 


スプレイには外側カメラからの画像が表示されます。 


外側カメラ 


)： 
カメラ切替 
ボタン 


カメラからの画像が 
表示されます。 


内側カメラ 
• 内側カメラでは、 
自画像は鏡像表示 
されます。撮影後 
に保存した静止画 
や動画は、正像と 
なります。 


内側カメラと外側カメラを使って写真やビデオを撮影することができます。 


● カメラ画素数→ P 6 0 4 
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撮影時の留意事項 


● レンズに指紋や油脂などがつくと、きれいに撮影できません｡撮影前に柔らか 


い布できれいに拭いてください｡ 


● 外側カメラで撮影する場合は、レンズ部分を指などで覆わないようにしてく 


ださい。 


● 手ぶれにご注意ください｡FOMA端末が動かないようにしっかり持って撮影す 


るか、FOMA 端末を安定した場所に置き、セルフタイマー機能を利用して撮 


影してください｡ 


● 
を押してから実際に撮影されるまでに若干の時間差がありますので、 


を押してから少しの間、FOMA 端末を動かさないようにしてください｡ 


● 速く動いている被写体を撮影すると、 
を押したときにディスプレイに表示 


されていた位置とは若干ずれた位置で被写体が撮影される場合があります。 


● 暗い場所で写真撮影画面を表示すると、露光時間が自動的に長くなるため、 


ディスプレイの表示の更新がスムーズでない場合があります。 


● 動画撮影の際、手ぶれをおこしたり、動きの激しいものを撮影したりすると、 


画像が乱れることがあります。 


● カメラは非常に精密度の高い技術で作られていますが、常時明るく見えたり 


暗く見えたりするドットや線もあります｡また、特に光量が少ない場所での撮 


影では、若干粗く見えたり、白い線などのノイズが増えますのでご了承くだ 


さい｡ 


● FOMA 端末を暖かい場所に長時間置いた後で撮影したり、画像を保存したり 


すると、画質が劣化することがあります｡ 


● カメラ部分に直射日光が長時間あたると、内部のカラーフィルターが変色し 


て映像が変色することがあります｡ 


● 直接、太陽やランプなどの強い光源を撮影しようとしたり、電池残量が少な 


いと、画面が暗くなったり画像が乱れたりすることがありますのでご注意く 


ださい｡ 


● レンズの特性により、画像がゆがんで見える場合があります｡ 


● 室内で撮影する場合、蛍光灯などの影響で画面がちらつくことがありますが、 


「明るさの調節」の設定を変更することにより、ちらつきを軽減できる場合が 


あります。→ P 2 3 3 


また、撮影のタイミングによっては、画像の色合いが異なることがあります。 


● カメラで撮影した画像は、実際の被写体と色味や明るさが異なる場合があり 


ます｡ 


カ 
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● カメラを起動中に、F OMA 端末を開いた状態のまま約 5 分間何も操作をしなかった場合は、 
カメラを終了する旨のメッセージが表示され、カメラは自動的に終了します。 
を押すと 
待受画面に戻ります。 
● カメラを起動したままF OMA 端末を折り畳んでもカメラは終了しません。次に端末を開いた 
ときには撮影画面が表示されます。 


お知らせ 
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保存形式について 


説　明 


J P E G 


S サイズ（1 7 6 × 1 4 4 ）、待受（2 4 0 × 3 2 0 ）、 
M サイズ（3 5 2 × 2 8 8 ）、L サイズ（6 4 0 × 4 8 0 ） 


.jpg 


撮影日時により自動設定 
（例）2 0 0 4 年 9 月 2 9 日 1 2 時 3 4 分に撮影した場合 
→「2 0 0 4 0 9 2 9 1 2 3 4 」 
日付・時刻が設定されていない場合 
→「------------」 


2 0 0 件 
• データサイズや他の静止画の有無によっては実際に保存できる 
件数が少なくなる場合があります。 


項　目 


データ形式 


画像サイズ 


拡張子 


データ名 


最大保存件数 


著作権・肖像権について 


FOMA 端末を利用して録画や録音などされたもの並びにサイト（番組）やイン 


ターネットホームページ上の著作物を権利者に無断で複製、改変、編集などする 


行為は、個人で楽しむなどの場合を除き、著作権法上禁止されておりますのでお 


控えください。また、他人の肖像や氏名を無断で使用、改変などすると、肖像権 


の侵害となる場合がありますので、そのようなご利用もお控えください。録画ま 


たは録音などされたものをインターネットホームページなどで公開する場合も、 


著作権や肖像権に十分ご注意ください。なお、実演や興行、展示物などでは、個 


人として楽しむなどの目的であっても、録画または録音などが禁止されている場 


合がありますので、ご注意ください｡ 


カメラ付き携帯電話を利用して撮影や画像送信を行う際は、プライバシーなどにご配慮 
ください。 


静止画データ 
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カメラで撮影した写真（静止画データ）やビデオ（動画データ）の保存形式は次 


のとおりです。 
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動画データ 


説　明 


MP 4 （MobileMP 4 ） 


映像：MP E G-4 　音声：A MR 


1 7 6 × 1 4 4 （QC IF） 


.3 g p 


撮影日時により自動設定 
（例）2 0 0 4 年 9 月 2 9 日 1 2 時 3 4 分に撮影した場合 
動画→「2 0 0 4 0 9 2 9 1 2 3 4 」 
音声→「音声 0 9 2 9 1 2 3 4 」 
日付・時刻が設定されていない場合 
→「------------」 


メール添付、3 0 0 K バイト 


5 0 件 
• データサイズや他の動画の有無によっては実際に保存できる件 
数が少なくなる場合があります。 


項　目 


データ形式 


符号化方式 


画像サイズ 


拡張子 


データ名 


データサイズの 
制限 


最大保存件数 


カ 
メ 
ラ 
を 
ご 
使 
用 
に 
な 
る 
前 
に 
／ 
写 
真 
撮 
影 
•「アイテム」フォルダに保存されているフレームやスタンプなども枚数に含まれます。 
• 残り枚数を確認できます。→ P 4 4 0 
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写真を撮影します＜写真撮影＞ 


さまざまな撮影方法を選択して静止画を撮影します。 


● 通話中および音声録音中は写真を撮影できません。 


● 外側カメラで撮影する場合は、レンズ部分を指などで覆わないようにしてく 


ださい。 


● 撮影（保存）可能な枚数は、「写真の大きさ」の設定（→ P 2 3 2 ）や撮影状況 


によって変わります。撮影（保存）できる枚数の目安は次のとおりです。 


1 待受画面で)（ 
）を押す 


S サイズ 
（1 7 6 × 1 4 4 ） 


約 2 0 0 （枚） 


待受 
（2 4 0 × 3 2 0 ） 


約 2 0 0 （枚） 


L サイズ 
（6 4 0 × 4 8 0 ） 


約 1 5 2 （枚） 


M サイズ 
（3 5 2 × 2 8 8 ） 


約 2 0 0 （枚） 


写真の 
大きさ 


枚数 


写真の大きさと撮影（保存）できる 
残りの枚数が表示されます。 


写真撮影画面が表示されます。 


着信ランプは緑色で 2 秒間隔で点滅します。 


● 


メニュー 


：撮影時の設定ができます。→ P 2 2 8 


● 


電話帳 ：「撮影した写真」フォルダに保存されてい 


る撮影済みの写真を見ることができます。 


→ P 4 2 8 
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2 被写体にカメラを向けて 
を押す 


3「1 保存する」を押す 


写真を保存した旨のメッセージが表示されます。 


4 
を押す 


写真撮影画面に戻ります。 


●「写真のアルバムを見る」の「撮影した写真」フォルダに保存されます。 


→ P 4 2 8 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


撮影確認音（シャッター音）が鳴り、着信ランプが 


赤色で点滅して静止画が撮影され、左の画面が表示 


されます。 


● 


電話帳 


：撮影した写真を確認できます。 


● 画像の保存領域の空きが足りないときや最大保存件数を超えるときは、不要な写真を削除す 
るかどうかの確認画面が表示されます。撮影する場合は、画面の指示に従いF OMA 端末内の 
画像を削除します。→ P 3 6 
● 設定によっては、撮影した写真を保存するのに時間がかかる場合があります。 


お知らせ 


項　目 


1 保存する 


2 メールで送る 


3 待受画面に貼る 


4 撮りなおす 


説　明 


撮影した写真を保存します。 


撮影した写真を保存した後に、 
ｉモードメールに添付します。 
→ P 3 1 7 
•「写真の大きさ」が「S サイズ」 
以外のときは選択できません。 
→ P 2 3 2 


撮影した写真を保存した後に、待 
受画面に設定します。→ P 1 6 1 


撮影した写真を保存せずに撮り直 
します。 


写 
真 
撮 
影 
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● セルフタイマーのカウントダウン中にF OMA 端末を折り畳むと、その時点でカウントダウン 
および撮影が中止されます。 


お知らせ 


セルフタイマーを使って撮影します＜セルフタイマー＞ 


セルフタイマーを使用すると約 1 0 秒後に自動で静止画を撮影します。 
1 待受画面で )（ 
） 


メニュー 
「5 セルフタイマーを 
使う」を押す 


2 被写体にカメラを向けて 
を押す 


3 約 1 0 秒後に自動的に撮影される 


撮影確認音（シャッター音）が鳴り、着信ランプが赤色で点滅して静止画が 


撮影されます。 


● 保存時の操作は通常の写真撮影と同じです。→ P 2 2 4 


カウント音が鳴り、着信ランプが緑色で点滅します。 


撮影時間に近づくにつれ、点滅間隔が短くなります。 


● 
：セルフタイマーを途中で中止します。 


撮影までの残り秒数が表示されます。 


セルフタイマー待機中になります。 


● 


メニュー 


：撮影時の設定ができます。→ P 2 2 8 


● 


電話帳 ：「撮影した写真」フォルダに保存されてい 


る撮影済みの写真を見ることができます。 


→ P 4 2 8 


● セルフタイマーを解除するときは再度 


メニュー 


「5 セルフタイマーを解除」を押します。 
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ビデオを撮影します＜ビデオ撮影＞ 


さまざまな撮影方法を選択して動画を撮影します。また、動画と一緒に音声を録 
音します。 
● 通話中および音声録音中は動画を撮影できません。 


● 外側カメラで撮影する場合は、レンズ部分を指などで覆わないようにしてく 


ださい。 


● 撮影中にボタン操作を行うと、操作音が録音される場合があります。 


● 撮影（保存）可能な時間は「サイズを制限」「画質の設定」の設定（→P 2 3 3 、 


P 2 3 6 ）や撮影状況によって変わります。撮影（保存）できる時間の目安は 


次のとおりです。 


1 待受画面で )（ 
） 


メニュー 
「1 ビデオを撮影」を 
押す 


2 被写体にカメラを向けて 
を押す 


ビデオ撮影画面が表示されます。 


着信ランプは緑色で 3 秒間隔で点滅します。 


● 


メニュー 


：撮影時の設定ができます。→ P 2 2 8 


● 


電話帳 ：「撮影したビデオ」フォルダに保存されて 


いる撮影済みの動画を見ることができ 


ます。→ P 4 4 1 


撮影確認音が鳴り撮影が開始され、着信ランプは赤 


色で 3 秒間隔で点滅します。 


● 撮影終了までの時間の目安が 0 0 :0 0 :0 0 になる 


と、撮影が自動的に終了して操作 4 の画面が表示 


されます。 


撮影（保存）できる残り時間の目安が表示されます。 


撮影終了までの時間の目安が表示されます。 


撮影終了までの目安が表示されます。 


項　目 


1 回あたりの撮影 
時間 


最大録画時間 
（最大保存件数 
5 0 件） 


画質の設定 


長時間 


標準の画質 


高品質 


長時間 


標準の画質 


高品質 


メール添付 


約2 9（秒） 


約 1 4（秒） 


約 1 0（秒） 


約 4 0（分） 


約 1 9（分） 


約 1 3（分） 


3 0 0 K バイト 


約 9 0（秒） 


約 4 5（秒） 


約 3 0（秒） 


約 4 0（分） 


約 2 0（分） 


約 1 3（分） 


サイズの制限 
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3 
を押す 


確認音が鳴り撮影が休止します。 


● 
：撮影が再開されます。 


4 


メニュー を押す 


5「1 保存する」を押す 


ビデオを保存した旨のメッセージが表示されます。 


6 
を押す 


ビデオ撮影画面に戻ります。 


●「ビデオのアルバムを見る」の「撮影したビデオ」フォルダに保存されます。 


→ P 4 4 1 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


終了確認音が鳴り、撮影が終了して左の画面が表示 


されます。終了した時点までのビデオが保存対象と 


なります。 
● 


電話帳 ：撮影したビデオを確認できます。 


項　目 


1 保存する 


2 メールで送る 


3 撮りなおす 


説　明 


撮影したビデオを保存します。 


撮影したビデオを保存した後に、 
ｉモードメールに添付します。 
• 撮影したビデオが、メールに添 
付できるサイズを超えていると 
きは選択できません。 


撮影したビデオを保存せずに撮り 
直します。 


ビ 
デ 
オ 
撮 
影 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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ビ 
デ 
オ 
撮 
影 
／ 
撮 
影 
時 
の 
設 
定 
を 
し 
ま 
す 


● 動画の保存領域の空きが足りないときや最大保存件数を超えるときは、不要なビデオを削除 
するかどうかの確認画面が表示されます。撮影する場合は、画面の指示に従いF OMA 端末内 
の動画を削除します。→ P 3 6 
● ビデオ撮影画面上の時間表示はサイズ制限に達するまでの目安を示しています。撮影するビ 
デオにより誤差が生じます。 
● サイズ制限を「3 0 0 K バイト」に設定して撮影しても、撮影するビデオによっては3 0 0 K バ 
イトに到達しない場合があります。 
● 撮影中に充電を開始すると、設定によっては充電の開始を知らせる音が録音されます。 
→ P 1 5 7 
● 撮影中に撮影終了までの時間表示の更新が遅くなる場合があります。 
● 撮影中（一時停止中を含む）に電話がかかってきたり、F OMA 端末を折り畳んだりすると、 
その時点で撮影が中止されます。その後に電話を切ったり、F OMA 端末を開くと、撮影した 
ビデオの操作を選ぶ画面が表示されます。 
● 撮影中に目覚ましの設定時刻になった場合、その時点で撮影が中止されアラーム音が鳴りま 
す。アラームを解除すると撮影したビデオの操作を選ぶ画面が表示されますが、撮影したビ 
デオの最後にアラーム音が記録されることがあります。 
● 撮影中に電池が切れそうになると、電池残量警告音が鳴り、それまで撮影していたデータは、 
「ビデオのアルバムを見る」の「撮影したビデオ」フォルダに保存されますが、撮影したデー 
タの最後に電池残量警告音が録音されることがあります。 


お知らせ 


撮影時の設定をします 


撮影するときの設定を変更します。 


● 設定できる項目は次のとおりです。 


※ ：撮影終了後も設定内容が保持されます。 


項　目 


ズームします 


撮影モードを切り替えます 


外側と内側のカメラを切り替 
えます 


フレームを付けて撮影します 


写真の大きさを設定します※ 


ビデオのデータサイズを設定 
します※ 


参照先 


P 2 2 9 


P 2 2 9 


P 2 3 0 


P 2 3 0 


P 2 3 2 


P 2 3 3 


参照先 


P 2 3 3 


P 2 3 4 


P 2 3 5 


P 2 3 6 


P 2 3 7 


P 2 3 8 


項　目 


明るさを調節します※ 


色の濃さを調節します※ 


撮影日時の記録方法を設定し 
ます※ 


ビデオの画質を設定します※ 


シャッター音を設定します※ 


ディスプレイの照明を設定し 
ます※ 
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撮 
影 
時 
の 
設 
定 
を 
し 
ま 
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ズームします 


● 撮影待機中およびビデオ撮影中（休止中を含む）に操作できます。 


● 撮影する画像サイズによって変更できる表示倍率は次のとおりです。 
設定可：○ 　設定不可：－ 


カメラ切り替え 


外側カメラ 


内側カメラ 


画像サイズ 


S サイズ（1 7 6 × 1 4 4 ） 


待受（2 4 0 × 3 2 0 ） 


M サイズ（3 5 2 × 2 8 8 ） 


L サイズ（6 4 0 × 4 8 0 ） 


S サイズ（1 7 6 × 1 4 4 ） 


M サイズ（3 5 2 × 2 8 8 ） 


1 倍 


○ 


○ 


○ 


○ 


○ 


○ 


2 倍 


○ 


－ 


－ 


－ 


○ 


－ 


3 倍 


○ 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


1 写真撮影画面／ビデオ撮影画面で UD または 


（音量 大・小）を押し、ズーム倍率を変更する 


● しばらくするとズームが設定され、写真撮影画面／ビデオ撮影画面に戻り 


ます。 


ズーム倍率 


現在の倍率が表示 
されます。 


撮影モードを切り替えます 


写真撮影とビデオ撮影を切り替えます。 
1 写真撮影画面で 


メニュー 
「1 ビデオを撮影」を押す 


撮影モードが切り替わります。 


● ビデオ撮影画面から操作する場合は、 


メニュー 


「1写真を撮影」を押します。 


• ビデオ撮影時は、S サイズ（1 7 6 × 1 4 4 ）固定になります。 
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撮 
影 
時 
の 
設 
定 
を 
し 
ま 
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外側と内側のカメラを切り替えます 


撮影に使用するカメラを外側カメラと内側カメラで切り替えます。 
1 写真撮影画面／ビデオ撮影画面で )（ 
）を押す 


切り替えたカメラからの画像が表示されます。 


● )( 
)を押すたびに外側カメラ／内側カメラが切り替わります。 


● ズームを使用しているときに、カメラの切り替えを行うとズームが自動的に解除されます。 
● 外側カメラで「写真の大きさ」を「待受（2 4 0 × 3 2 0 ）」または「L サイズ（6 4 0 × 4 8 0 ）」 
に設定しているときに内側カメラに切り替えた場合は、自動的に「M サイズ（3 5 2 × 2 8 8 ）」 
に変更されます。 


お知らせ 


フレームを付けて撮影します＜フレーム選択＞ 


FOMA 端末に保存されているフレーム用の静止画を付けて撮影します。 


● 撮影待機中のみ操作できます。 
1 写真撮影画面／ビデオ撮影画面で 


メニュー 
「2 フレームを 
選ぶ」を押す 


2 フレームを選択 
を押す 


フレームが設定されます。 


● 


電話帳 


：撮影中の画面とフレームを重ねて表示して 


UDを押すと、フレームが切り替わ 


ります。 


● 付けたフレームを外す場合は、 


メニュー 


「3フレーム 


を外す」を押します。 


フレームの番号／フレーム件数 
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● フレームが表示されるまで、時間がかかることがあります。 
● お買い上げ時に登録されている次のフレームは、 
「写真の大きさ」を「S サイズ（1 7 6 × 1 4 4 ）」、 
「待受（2 4 0 × 3 2 0 ）」に設定したときに利用できます。 
＜ 1 7 6 × 1 4 4 ドットサイズ＞ 


お知らせ 


＜ 2 4 0 × 3 2 0 ドットサイズ＞ 


撮 
影 
時 
の 
設 
定 
を 
し 
ま 
す 
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撮 
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時 
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を 
し 
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撮影する写真の大きさを設定します。 


● 写真の撮影待機中のみ操作できます。 


● 写真を撮影した直後に表示される画面からメールを送る場合は、「S サイズ 


（1 7 6 × 1 4 4 ）」に設定します。→ P 2 2 3 


1 写真撮影画面で 


メニュー 
「6 写真の大きさ」を押す 


写真の大きさを設定します＜写真サイズ＞ 


2「1S サイズ（1 7 6 × 1 4 4 ）」～「4L サイズ（6 4 0 × 
4 8 0 ）」のいずれか 1 つの番号を押す 


撮影サイズを設定した旨のメッセージが表示されます。 


3 
を押す 


写真撮影画面に戻ります。 


画像サイズ 


1S サイズ 
（1 7 6 × 1 4 4 ） 


2待受 
（2 4 0 × 3 2 0 ） 


3M サイズ 
（3 5 2 × 2 8 8 ） 


4L サイズ 
（6 4 0 × 4 8 0 ） 


説　明 


ｉモードメールでｉモード端末 
やパソコンなどに送信するのに 
適したサイズです。 


待受画面に設定するのに適した 
サイズです。 


パソコンなどで表示するのに適 
したサイズです。 


パソコンなどで表示するのに適 
したサイズです。 


お買い上げ時 
S サイズ（1 7 6 × 1 4 4 ） 


● 「S サイズ（1 7 6 × 1 4 4 ）」以外の大きさで撮影した写真も、ｉモードメールに添付して送 
信できます。→ P 4 3 0 


お知らせ 
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撮影するビデオのデータサイズを設定します。 


● ビデオの撮影待機中のみ操作できます。 
1 ビデオ撮影画面で 


メニュー 
「5 サイズを制限」を押す 


2「1 メール添付」または「23 0 0 K バイト」を押す 


サイズ制限を設定した旨のメッセージが表示されます。 


3 
を押す 


ビデオ撮影画面に戻ります。 


ビデオのデータサイズを設定します＜ビデオサイズ＞ 


データサイズ 


1メール添付 


23 0 0 K バイト 


説　明 


ｉモードメールに添付してｉモー 
ド端末やパソコンなどに送信す 
るときに設定します。 


「メール添付」よりも長時間撮影 
するときに設定します。 
• 撮影後のデータサイズが1 0 0 K 
バイト以下ならｉモードメール 
に添付できます。 


お買い上げ時 
メール添付 


明るさを調節します＜明るさ調節＞ 


撮影時の明るさを調節します。 


● 5 段階で調節できます。 


● 撮影待機中のみ操作できます。 
1 写真撮影画面で 


メニュー 
「7 詳細を設定」 「1 明るさの 
調節」を押す 


現在の明るさが表示されます。 


● ビデオ撮影画面から操作する場合は、 


メニュー 


「6 


詳細を設定」「1 明るさの調節」を押します。 


お買い上げ時 
± 0 


撮 
影 
時 
の 
設 
定 
を 
し 
ま 
す 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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2 UD または 
（音量 大・小）を押し、明るさ 


を調節 
を押す 


明るさを調節した旨のメッセージが表示されます。 


3 
を押す 


写真撮影画面／ビデオ撮影画面に戻ります。 


色の濃さを調節します＜色の濃さ調節＞ 


● 撮影画像によっては、明るさを調節しても表示があまり変化しない場合があります。 


お知らせ 


● 撮影画像によっては、色の濃さを調節しても表示があまり変化しない場合があります。 


お知らせ 


撮影時の色の濃さを調節します。 


● 5 段階で調節できます。 


● 撮影待機中のみ操作できます。 
1 写真撮影画面で 


メニュー 
「7 詳細を設定」 「2 色の濃さ 
の調節」を押す 


2 UD または 
（音量 大・小）を押し、色の 


濃さを調節 
を押す 


色の濃さを調節した旨のメッセージが表示されます。 


3 
を押す 


写真撮影画面／ビデオ撮影画面に戻ります。 


お買い上げ時 
± 0 


現在の色の濃さが表示されます。 


● ビデオ撮影画面から操作する場合は、 


メニュー 


「6 


詳細を設定」「2 色の濃さの調節」を押します。 
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保存する写真に記録される撮影日時を設定します。保存後の写真を表示すると、 


画面右下に撮影日時が表示されます。 


● 記録された日付と時間は、変更や消去することはできません。 


1 写真撮影画面で 


メニュー 
「7 詳細を設定」 「3 撮影日時 
の記録」を押す 


2「1 日付と時間」～「3 表示しない」のいずれか 1 つの 
番号を押す 


撮影日時の表示を設定した旨のメッセージが表示されます。 


3 
を押す 


写真撮影画面に戻ります。 


項　目 


1日付と時間 


2日付のみ 


3表示しない 


説　明 


保存する写真に日付と時間が記録 
されます。 
（例）2 0 0 4 年9 月2 9 日1 2 時3 4 
分に撮影した場合 
→「2 0 0 4 /0 9 /2 9 1 2 :3 4 」 


保存する写真に日付が記録され 
ます。 
（例）2 0 0 4 年 9 月 2 9 日に撮影 
した場合 
→「2 0 0 4 /0 9 /2 9 」 


保存する写真に日付と時間が記 
録されません。 


お買い上げ時 
表示しない 


撮影日時の記録方法を設定します＜撮影日時記録設定＞ 


撮 
影 
時 
の 
設 
定 
を 
し 
ま 
す 


＜「日付と時間」に設定したとき＞ 
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撮 
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を 
し 
ま 
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ビデオ撮影後に保存するデータの画質を設定します。 


● 撮影待機中のみ操作できます。 
1 ビデオ撮影画面で 


メニュー 
「6 詳細を設定」 「3 画質の 
設定」を押す 


2「1 長時間」～「3 高画質」のいずれか 1 つの番号を 
押す 


画質を設定した旨のメッセージが表示されます。 


3 
を押す 


ビデオ撮影画面に戻ります。 


項　目 


1長時間 


2標準の画質 


3高画質 


お買い上げ時 
標準の画質 


ビデオの画質を設定します＜画質設定＞ 


● 画質によって撮影可能な時間が異なります。→ P 2 2 6 


お知らせ 


説　明 


長時間撮影するときに設定します。 
• 画質は「標準の画質」より悪く 
なります。 


標準の画質で撮影するときに設 
定します。 


最も良い画質で撮影するときに 
設定します。 
• 撮影時間は最も短くなります。 


237 
237 


カ 
メ 
ラ 


撮影時のシャッター音を設定します。 


● 撮影時のシャッター音を鳴らさないようにすることはできません。 
1 写真撮影画面で 


メニュー 
「7 詳細を設定」 「4 シャッ 
ター音の設定」を押す 


2「1 標準」～「5 スピード」のいずれか 1 つの番号を 
押す 


シャッター音を設定した旨のメッセージが表示されます。 


3 
を押す 


写真撮影画面／ビデオ撮影画面に戻ります。 


● ビデオ撮影画面から操作する場合は、 


メニュー 


「6詳 


細を設定」「4シャッター音の設定」を押します。 


「1 標準」「2 コミカル」「3 メタル」「4 チャイ 


ム」「5 スピード」から選択できます。 


● 


電話帳 


：シャッター音を確認できます。 


シャッター音を設定します＜シャッター音設定＞ 


お買い上げ時 
標準 


撮 
影 
時 
の 
設 
定 
を 
し 
ま 
す 
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撮 
影 
時 
の 
設 
定 
を 
し 
ま 
す 


2「1 端末設定に従う」または「2 常灯」を押す 


照明を設定した旨のメッセージが表示されます。 


3 
を押す 


写真撮影画面／ビデオ撮影画面に戻ります。 


撮影時のディスプレイの照明を設定します。 
1 写真撮影画面で 


メニュー 
「7 詳細を設定」 「5 照明の設 
定」を押す 


● ビデオ撮影画面から操作する場合は、 


メニュー 


「6詳 


細を設定」「5 照明の設定」を押します。 


項　目 


1端末設定に従う 


2常灯 


説　明 


「画面の明るさを設定する」の 
「照明時間」に従うように設定し 
ます。→ P 1 6 5 


撮影中は常時点灯するように設 
定します。 


ディスプレイの照明を設定します＜照明設定＞ 


お買い上げ時 
常灯 
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ｉモード 


ｉモードとは 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
2 4 0 


サイトを表示します＜ｉモードメニュー＞ 
・・・・・・・・・・・・・・・・ 
2 4 7 


サイトの見かたと操作 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
2 5 0 


マイメニューを使います＜マイメニュー＞ 
・・・・・・・・・・・・・・・・ 
2 5 5 


ｉモード用のパスワードを変更します＜ｉモードパスワード変更＞ 
・・・・・ 
2 5 6 


インターネットホームページを表示します＜インターネット接続＞ 
・・・・・ 
2 5 8 


ホームページやサイトを登録してすばやく表示します＜ブックマーク＞ 
・・・ 
2 6 1 


サイトの内容を保存します＜画面メモ＞ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
2 6 9 


サイトから画像を取り込みます＜画像保存＞ 
・・・・・・・・・・・・・・・ 
2 7 2 


サイトからメロディを取り込みます＜ｉメロディ＞ 
・・・・・・・・・・・・ 
2 7 3 


ｉモードの便利な機能 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
2 7 4 


ｉモードの詳細機能を設定します 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
2 7 9 


メッセージ R/F を受信したときは＜メッセージ R/F 受信＞ ・・・・・・・・・・ 
2 8 6 


メッセージ R/F があるかどうかを問い合わせます＜ｉモード問い合わせ＞ ・・・ 
2 9 1 


メッセージ R /F が着信したときの着信音を設定します ・・・・・・・・・・・ 
2 9 1 


メッセージ R /F が着信したときの振動パターンを設定します ・・・・・・・・ 
2 9 3 


受信したメッセージ R /F を表示します＜メッセージ R /F ＞ ・・・・・・・・・ 
2 9 4 


ユーザ証明書を操作します＜ユーザ証明書操作＞ 
・・・・・・・・・・・・・ 
2 9 8 
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ｉモードでは、ｉモード対応FOMA 端末（以下ｉモード端末）のディスプレイ 
を利用して、サイト（番組）接続、インターネット接続、ｉモードメールなどの 
オンラインサービスをご利用いただけます。 
● サイト（番組）接続 
ｉモードメニューからメニューリストを選択して、天気、ニュースなどIP（情 
報サービス提供者）が提供する各種オンラインサービスをご利用いただけます。 
● インターネット接続 
ｉモード端末にホームページアドレス（UR L）を直接入力することで、ｉモー 
ド対応のさまざまなホームページを見ることができます。 
● ｉモードメール 
ｉモード端末どうしをはじめ、インターネットのメールアドレスを持ってい 
る人となら誰とでもe-mailのやりとりが最大全角5 0 0 0 文字までできます。 
→ P 3 0 5 


サービスのしくみ 


● ｉモードはお申し込みが必要な有料サービスです。お申し込みに関するお問 
い合わせは、取扱説明書裏面をご覧ください。 


ｉモードとは 


ｉモードセンター 
IP （情報サービス提供 
者）とｉモード端末を 
つなぎます。またメー 
ルやメッセージをお預 
かりします。 


IP （情報サービス提供者） 
サイト（番組）を提供します。 


パソコン 


ｉ モード端末 


インターネット 


F O M A サービスエリア 
ｉモードのサービスエリアは、 
FOMA サービスエリア（通話 
のできるエリア）と同じです。 


● 新規でFOMA サービスをご契約いただきますと、当日よりすべてのサービスが利用できます。 
● mova サービス（ｉモードをご契約）から F OMA サービスへ契約を変更された場合、mova 
サービスで利用していた「マイメニュー」の内容は引き継がれます。サイトによって、F OMA 
に「マイメニュー」が引き継がれないサイトもありますので、その場合は再登録が必要です。 
なお、「マイメニュー」引継対応サイトについては、ｉMenu 内「お知らせ＆ヘルプ」で確認 
できます。 
● ｉモードは送受信した情報量（パケット数）に応じて課金されるサービスです。本取扱説明 
書においては、料金に関する情報は記載していません。ご利用料金等につきましては、ｉモー 
ドご契約時にお渡しする『F OMA ｉモード操作ガイド』をご覧ください。 
● ｉモードのサービス内容は変更することがありますので、詳しくは最新の『F OMA ｉモード 
操作ガイド』をご覧ください。 


お知らせ 
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ｉモード画面について 


ｉ 
モ 
ー 
ド 
と 
は 


メニュー名 


1ｉ M e n u 
を見る 


2ブック 
マークを 
見る 


3インター 
ネットに 
接続する 


4画面メモ 
を見る 


5メッセー 
ジを見る 


機　能 


ｉモードセンターへ接続すると、最初に表示 
されるページです。ここから各サイト（番組） 
や「週刊ｉガイド」などへアクセスします。 


お気に入りのホームページアドレスを 
ｉモード端末に登録しておくと、次回から 
直接アクセスできます。 


ホームページアドレスを直接入力すること 
でインターネットのｉモード対応ホーム 
ページに接続することができます。 


ｉモード端末に保存されたｉモードの画面 
を見ることができます。 


受信したメッセージR /F のリストを表示し 
ます。メッセージサービスは、欲しい情報が 
自動的に携帯電話に届くサービスです。 


＜全体イメージ＞ 


ｉモードセンターに接続すると、最初にｉ Menu が表 


示されます。ここから、各サイト（番組）や「週刊ｉガ 


イド」などへアクセスします｡ 


サイトの表示方法→ P 2 4 7 
※ 画面はイメージです。設定によっては、表示方法が異なる場合 
があります。 


サイト（番組）接続 


簡単なボタン操作でサイトに接続して、IP（情報サービス提供者）が提供する各 


種オンラインサービスを利用いただけます。 


たとえば銀行の残高照会・振込、チケット予約、ニュース、辞書検索、着信メロ 


ディのダウンロードなどさまざまなオンラインサービスがあります。 


サイトを表示するには 


＜全体イメージ＞ 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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● サイトによっては、ご利用になるために情報料が必要なもの（ｉモード有料サイト）があり 
ます。 
● IP（情報サービス提供者）が提供するサービスには、ご利用の際に別途お申し込みが必要な 
ものがあります。 
● ｉモードアイコンが点滅していても、ｉモードセンターとの通信中以外はパケット通信料は 
かかりません。 
● デュアルネットワークサービスご契約の場合、ｉ Menu 画面などが一部異なります。 


お知らせ 


メニュー名 


マイメニュー 


週刊ｉガイド 


メニューリスト 


とくする 
メニュー 


ｉエリア 


かんたん検索 


ｉアプリサーチ 


便利サイト 
サーチ 


マイボックス 


オプション設定 


お知らせ＆ 
ヘルプ 


料金＆お申込 


E ng lis h 


機　能 


よく利用するサイトを登録しておくと、次回から簡単にサイトに 
接続できます。→ P 2 5 5 
ｉMenu内の有料サイト等は自動的に登録されます。登録可能な件 
数は 4 5 件です。 


新着サイトやおすすめサイトなど最新のサイト情報を毎週月曜日 
から金曜日までの毎日更新して掲載します。 


すべてのサイトをジャンル別・地域別に紹介するリストです。ここ 
から見たいサイトを選んで接続できます。 


楽しいキャンペーン情報、プレゼントやお得な割引クーポン情報 
などが掲載されています｡毎週情報が更新されます（提供：D2 コ 
ミュニケーションズ）。 


今いる場所やその周辺に関する天気・地図・タウン情報などを簡 
単にご利用になれます。 


「ゲーム」「待受画面」などのカテゴリからキーワードなどで簡単 
にサイトを検索できます。 


ｉアプリを情報料が無料のものや、ゲームができるものなど、目 
的別に紹介しているメニューです。 


メニューリストの中から、日常的に利用できる便利なサイトを利 
用シーン別に合わせて紹介しているメニューです。 


サービスを提供するお店やサイトにあらかじめ登録することによ 
り簡単にアクセスする会員向けのサービスです。 


ｉモードメールの設定やｉモードパスワードの変更などを行います。 


ドコモからのお知らせや、ｉモードの利用方法やご利用規則を掲 
載しています。 


料金の確認やお支払い、また、ご契約内容の変更・各種サービス 
のお申込みができます。 


ｉ Menu を英語表記に変更できます。 
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こんなこともできます 


■ ｉモーション 


ｉモードのサイトから映像や音をｉモード端末に取り込み、再生して楽しむこ 


とができます｡ 


• ｉモーションを取り込む→ P 4 2 0 


• ｉモーションを再生する→ P 4 4 1 


• ｉモーションの自動再生設定をする→ P 4 2 5 


♪ 
♪ 


ニュースなどの 
映像や音など 


ｉモーション 


ｉモードセンター 
IP （情報サービス提供者） 
ｉモード端末 


• ｉモーションを取り込むには、ｉモードセンターを経由するパケット通信 


と、経由しないデジタル通信の 2 種類があります。 


■ S S L 通信 


S S L とは認証／暗号技術を使用して、プライバシーを守ってより安全にデー 


タ通信を行う方式のことです。S S L ページではデータを暗号化して送受信す 


ることにより、通信途中での盗聴やなりすまし、書き替えを防止し、クレジッ 


トカード番号や住所などお客様の個人情報をより安全にやりとりできるよう 


にしています。 


S S L 通信には、ｉモード端末から特別な操作なしに端末内のC A 証明書を利 


用し、S S L に対応したサイト（S S L ページ）を表示するものと、Firs tP as s 


センターからダウンロードしたユーザ証明書を利用し、Firs tP as s に対応し 


たサイト（S S L ページ）を表示するものと2 つあります。なお、サイトによっ 


て使用する証明書は異なります。 


• Firs tP as s センターに接続中は、メールの送受信、メッセージR /F の受信 


ができません。 


• ｉモード端末に保存されている C A 証明書を利用する→ P 2 8 4 


• Firs tP as s のユーザ証明書を利用する→ P 2 9 8 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 



解読 
暗号化 


なりすまし 


暗号化 
解読 


書きかえ 


※ ：なりすましとは、第三者がサイトになりすまして、不正にお客様の情報を入手したりすることです。 


盗聴 


※ 
ｉモードセンター 
IP （情報サービス提供者） 
ｉモード端末 
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■ FOMA カード動作制限機能 


お客様情報（電話番号・電話帳（一部）など）を格納している FOMA カード 


をｉモード端末に挿入して、サイトからダウンロードしたり、メールにて取得 


したメロディ・静止画・動画等のファイルを動作制限します。この機能によっ 


て、別のFOMA カードに差し替えたり、または未挿入の状態で電源をON に 


した場合は取得したファイルの再生・表示を不可にする機能です。→ P 3 4 


※ カメラ機能によりお客様が撮影した静止画・動画からｉモード端末内に保存し 
たデータについては、本機能の対象外となります。 
※ 着信音や待受画面設定などをｉモード端末に設定していた場合、本機能により 
設定がリセットされます。 


■ ｉメロディ 


サイトから最新の曲やお好みの曲をｉモード端末にダウンロードし、着信音 
として利用できます。→ P 2 7 3 


■ ｉアニメ 


サイトからお好みのアニメーション画像をｉモード端末に取り込み、待受画 
面や着信画面に表示できます。→ P 1 6 1 、P 1 4 2 


■ メッセージサービス 


メッセージサービスは、欲しい情報（メッセージ）が自動的にお客様のｉモー 
ド端末に届くサービスです。 
メッセージサービスにはメッセージR（リクエスト）とメッセージF（フリー） 
があります｡ 


• メッセージフリーの設定方法→ P 2 8 6 


• メッセージサービスの受信方法→ P 2 8 7 


• 問い合わせ方法→ P 2 9 1 


• メッセージF（フリー）の設定について、2 0 0 4 年1 0 月1 日以降にFOMA 


の新規ご契約と同時にｉモードをお申込みの場合は、メッセージF 設定を 


お客様ご自身で「受信しない」設定にご変更いただく必要がございますの 


で、ご了承ください。 


※ 上記の場合以外のお客様がメッセージF をご利用になるには、あらかじ 


めオプション設定からの受信設定が必要です。初期設定では、「受信し 


ない」設定になっております。 


ｉ 
モ 
ー 
ド 
と 
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メッセージリクエスト 
（メッセージ R ） 


メッセージフリー 
（メッセージ F） 


メッセージサービスを提供するサイトでお申し込みいただ 
くと、欲しい情報が自動的に届けられるメッセージです。 


パケット通信料無料で届けられるメッセージです｡ 
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■ トクだねニュース便 


メッセージR（リクエスト）機能を利用し、ニュースや天気などの情報をｉモー 


ド端末にドコモが配信するサービスです。 


トクだねニュース便はお申込みが必要な有料サービスです。お申込み完了後、 


自動的にマイメニュー登録され、マイメニューからアクセスしても同じ情報 


を見ることができます。 


• メッセージ R → P 2 9 4 


■ ｉモードパスワード 


有料サイトのお申し込みやマイメニューの登録・解除、ｉモードメールの設 


定などを行うときには「ｉモードパスワード」が必要です。ご契約時は 


「0 0 0 0 」に設定されていますので、お客様独自の4 桁の数字に変更してくだ 


さい。→ P 2 5 6 


ｉモードパスワードは他人に知られないように十分にご注意ください。 


インターネット接続 


インターネットホームページのアドレス（UR L ）を入力することにより、イン 


ターネットに接続し、ｉモード対応のインターネットホームページを表示するこ 


とができます。 


● 表示方法→ P 2 5 8 


● お客様のｉモード端末の電源が入っていない、圏外などで受信できないときは、メッセージ 
R /F はｉモードセンターに保管されます。 
● ｉモードセンターでのメッセージR /F の保管件数、保管期間は次のとおりです。最大保管期 
間を過ぎたメッセージ R / F は削除されます。最大保管件数を超えた場合は、最も古いメッ 
セージ R /F から順に削除されます。 


● ｉモードセンターに保管されたメッセージR /F は、ｉモード問い合わせ（→P 2 9 1 ）により 
受信できます。 


お知らせ 


メッセージ R 


メッセージ F 


最大保管件数 


3 0 0 件 


3 0 0 件 


最大保管期間 


7 2 時間 


7 2 時間 
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ｉモードのご使用にあたって 


● サイト（番組）やインターネット上のホームページ（インターネットホーム 


ページ）の内容は、一般に著作権法で保護されています。これらのサイト（番 


組）やインターネットホームページからｉモード端末に取り込んだ文章や画 


像などのデータを、個人として楽しむ以外に、著作権者の許可なく一部あるい 


は全部をそのまま、または改変して販売、再配布することはできません。 


● ｉモード端末に保存されている内容（メール、メッセージ R / F 、画面メモ､ 


ｉモーション）やブックマークなどの登録内容は、ｉモード端末の故障、修 


理やその他の取り扱いによっても消失する場合がありますので、登録内容や重 


要な内容は控えをとっておくことをおすすめします。万一、保存されている内 


容や登録した内容が消失した場合、当社としては責任を負いかねますので、あ 


らかじめご了承ください。 


● ｉモード端末の修理などを行った場合、ｉモード・ｉモーションにてダウン 


ロードした情報は、一部を除き著作権法により新しい携帯電話への移行を 


行っておりません。また、別の F OMA カードに差し替えたり、F OMA カー 


ドを未挿入のまま電源を ON にした場合、機種によってサイトから取り込ん 


だ静止画・ｉモーション・メロディやメールで送受信した添付データ（静止 


画・動画・メロディ）、「画面メモ」および「メッセージ R /F 」などを表示・ 


再生できません。 


● FOMA カード動作制限機能が設定されているデータを待受画面や着信音など 


に設定していると、別のFOMA カードに差し替えたり、FOMA カードを未挿 


入のまま電源ON にすると、設定内容は初期状態にリセットされます。データ 


を受信・ダウンロードしたときに使用したFOMA カードを差し込むと、設定 


は元の状態に戻ります。 


● パソコンをお持ちの場合は、添付のF 8 8 0 iE S 用のC D-R OM 内のF OMA F シリーズデータ 
リンクソフトと F OMA US B 接続ケーブル（別売）を利用して、メール、ブックマークなど 
の内容をパソコンに転送・保管することができます。→ P 6 0 5 


お知らせ 


● ｉモード対応のインターネットホームページ以外は正しく表示されない場合があります。 
ｉモード対応のインターネットホームページとは、ｉモード対応のタグなどで作成された 
ホームページのことです。 
● パソコン上での表示とは異なる場合があります。 
● UR L が 5 1 2 文字を超えるインターネットホームページは、表示できない場合があります。 


お知らせ 


ｉ 
モ 
ー 
ド 
と 
は 
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ｉモードに接続して、いろいろなサイトを表示します。 


● サイト画面はイメージです。実際に表示される画面とは異なる場合があります。 
1 待受画面で 
を 1 秒以上 
「1 ｉ Menu を見る」を 
押す 


● ｉモード接続中画面で 
：接続が中止されます。 


● ページ取得中画面で 


電話帳 


：ページの取得が中止されます。 


2「3 メニューリスト」を押す 


3 見たい項目を選択 
を押す 


サイトに接続されます。以降目的のページが表示されるまで、操作 3 と同じ 


操作を行います。 


サイトを表示します＜ｉモードメニュー＞ 


ｉモード中は 
点滅します。 


● 1、2 などの番号付きの項目は、項目に対応する 


番号のボタンを押して選択します（ダイレクトキー 


機能）。ただし、サイトによっては選択できない場 


合があります。 


ｉモード通信中 
に点滅します。 


ｉ 
モ 
ー 
ド 
メ 
ニ 
ュ 
ー 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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4 サイトを見終わったら 
を押す 


5「1 終了する」を押す 


待受画面に戻ります。 


ｉ 
モ 
ー 
ド 
メ 
ニ 
ュ 
ー 


S S L 対応のページに接続します 


S S L 対応ページでは、データを暗号化して送受信することにより、データの盗聴 


や書き替えを防ぎ、お客様の個人情報をより安全にやりとりすることができます。 


● S S L 対応のページによっては、日付・時刻の設定をしないと接続できない場 


合があります。→ P 4 6 


● F irs tP as s 対応のページに接続するには、ユーザ証明書を F irs tP as s セン 


ターからダウンロードし、緑色の F OMA カードに保存する必要があります 


（→ P 3 5 ）。青色の FOMA カードを差し込んでいる場合は接続できません。 


● サイト表示中からｉMenuを表示する場合は、 


メニュー 


「1ｉMenu」を押して選択して操作 
します。 
● サイト表示中の文字の大きさを変更できます。→ P 2 7 9 
● サイトによっては、利用するために情報料が必要なもの（ｉモード有料サイト）があります。 
● IP（情報サービス提供者）が提供するサービスには、ご利用の際に別途お申し込みが必要な 
ものがあります。 
● サイトによっては、項目選択時に次の画面が表示されることがあります。 


● 画像を含むサイトを表示したとき、画像の代わりに次のマークが表示されることがあります。 


：「画像表示・照明を設定する」 
（→P 2 8 0 ）で画像を表示しない設定にしているときや、 
受信中に圏外になるなどで画像を受信できなかったとき 


：画像のデータが不正なときや画像が見つからないとき 
：画像の UR L の誤りなど画像取得できないとき 


お知らせ 


• サイトからお客様の携帯電話情報が要求されたときに表示さ 
れます。「1 送信する」を押すと、お客様の携帯電話情報が 
送信されます。 
送信するお客様の携帯電話情報（F OMA 端末の製造番号、 
F OMA カードの製造番号）はインターネットを経由して IP 
（情報サービス提供者）に送信されるため、場合によっては 
第三者に知得されることがあります。 
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S S L 対応のページに接続します 


S S L 対応のページに接続する場合は次の画面が表示されます。 


S S L 対応のページから通常のページに進みます 


S S L 対応のページから通常のページに進む場合は次の画面が表示されます。 


●「1終了する」を押すと通常のページが表示され、ディ 


スプレイ上部の （点灯）が （点滅）に変わります。 


Firs tP as s 対応のページに接続します 


Firs tP as s 対応のページに接続する場合は次の操作が必要になります。 


①「1 送信する」 P IN2 コードを入力 
を押す 


② 
を押す 


● S S L 対応のページが表示されるとディスプレイ上部 


の （点滅）が （点灯）に変わります。 


● 表示中のページに使われている証明書を表示する場合 


は、 


メニュー 


「9UR L 等を確認」「2証明書詳細表示」 


を押します。→ P 2 8 4 


ｉ 
モ 
ー 
ド 
メ 
ニ 
ュ 
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次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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ｉ 
モ 
ー 
ド 
メ 
ニ 
ュ 
ー 
／ 
サ 
イ 
ト 
の 
見 
か 
た 
と 
操 
作 


● 接続先との通信の安全性が確認できない場合、接続するかどうかの確認画面が表示されます。 
接続するときは「1 接続する」、接続を中止するときは「2 接続しない」を押します。 
● S S L 通信を行うには、接続先と F OMA 端末に同じ認証機関が発行した「証明書」という電 
子情報が必要です。→ P 2 8 5 
● F irs tP as s 対応サイトに接続した際のパケット通信料は、パケ・ホーダイの対象となります。 
● P IN2 コード→ P 1 7 7 


お知らせ 


リンク先や項目を選択します 


リンク先を表示します 


表示中のページから関連するページへ進むための項目をリンク項目といいます。 


サイトの見かたと操作 


サイト表示中の基本的な操作方法について説明します。 


文字にリンク情報があるとき 
選択すると反転表示されます。 
を押すとリンク先のサイト 
が表示されます。 


1、2 などの番号付きのリンク項目のとき 
番号のボタンを押すとリンク先のサイトが表示されます（ダイ 
レクトキー機能）。ただし、サイトによっては選択できない場 
合があります。 


ラジオボタンを選択します 


（ラジオボタン）は、選択肢の中から１つだけ選択する場合のマークです。 


が選択されている状態、 
が選択されていない状態です。 


画像にリンク情報があるとき 
選択すると枠で囲まれます。 
を押すとリンク先のサイトが 
表示されます。 


UD を押してラジオボタンを選択 
を 


押す 


が 
に変わります。 


● 読み上げ機能を設定している場合は、サイト情報の内容を選択すると深緑色（背景や文字の 
色により色が変化します）に反転表示されますが、リンク情報ではありません。 


お知らせ 
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チェックボックスを選択します 


（チェックボックス）は、選択肢の中から複数項目を選択できる場合のマーク 


です。 
が選択されている状態、 
が選択されていない状態です。　 


プルダウンメニューを選択します 


プルダウンメニューは、選択肢が隠れた状態で表示されるメニューです。 


UDを押してプルダウンメニューを選択 
UDを押してメ 


ニュー項目を選択 
を押す 


UDを押してチェックボックスを選択 


を押す 


が 
に変わります。 


• 再度 
を選択して 
を押すと 
に戻ります。 


サ 
イ 
ト 
の 
見 
か 
た 
と 
操 
作 


● プルダウンメニューによっては、選択画面で項目を選択 
を押す操作を繰り返すこと 
により、複数の項目が選択できます。選択後に 


電話帳 


を押すと、選択項目がすべて反映された 
画面に戻ります。 


お知らせ 


文字を入力します 


入力欄を選択して文字を入力します。 


UD を押して入力欄を選択 
文字を入力 
を押す 


• 入力できる文字モードと文字数は、入力欄により異なります。 


• ｉモードパスワードなどを入力した場合、「＊」で表示されることがあります。 


● 文字入力のしかた→ P 5 5 8 


お知らせ 
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前のページに戻ります・進みます 


FOMA 端末は、ページの履歴を最大2 0 件記録しています。これにより前のペー 


ジに戻したり、次のページに進めたりできます。 


次のページに進めること 
を示します。 


前のページに戻れる 
ことを示します。 


2 つ前のページ 
1 つ前のページ 
現在のページ 


ボタンを押します 


ページの設定内容を確定してサイトに送信したり、ページの設定内容を取り消し 


たりできます。 


UD を押してボタンを選択 
を押す 


• ボタンの名称はサイトにより異なります。 
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※ ページA →ページB →ページC の順に表示（①、②）した後でペー 
ジA に戻り（③、④）、ページ D に進む（⑤）と、ページ A →ペー 
ジ B →ページ C の表示履歴は消去されます。 
ページD からページA には戻れますが、さらにページB へ戻るこ 
とはできません。 


⑤ 


① 


④ 


② 


③ 


ページ A 
ページ B 
ページ C 


● ページの履歴からUR L が削除されたページを再度表示する場合や、最新情報を読み込むよう 
に設定（作成）されたページを表示する場合は、再度通信が行われ新しいページが表示され 
ます。ただし、表示するページによっては、履歴にUR L が記録されていても通信を行う場合 
があります。 
● 入力した文字や設定などの情報は記録されません。 
● ｉモードを終了すると、記録されたページはすべて消去されます。 
● 次の画面例のように前のページに戻った後で別のページに進むと、古い表示の履歴は消去さ 
れます。 


お知らせ 


ページ D 
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画面をスクロールします 


サイトやインターネットホームページ、受信メールやメッセージ R /F の内容な 


どを表示中に画面をスクロールします。 


すべての行が表示されていないとき、またはリンク項目が選択 


できるときは▲ や▼ が表示されます。 


情報を再読み込みします 


ページの情報が正常に受信できなかった場合に、再読み込みを行ってページの情 


報を受信し直します。 
1 サイト表示中に 


メニュー 
「4 再読込みをする」を押す 


ページの情報が受信され、ページが再表示されます。 


● 接続が中断されるなどしてサイトが表示できなかった場合、上記操作で再読み込みを行うと 
ページを表示できることがあります。 


お知らせ 


U R L を表示します 


表示中のサイトや画面メモの UR L を表示します。 


〈例〉サイトの UR L を表示するとき 
1 サイト表示中に 


メニュー 
「9UR L 等を確認」 「1UR L を 
表示」を押す 


● UR L 履歴一覧、ブックマークが一覧で表示されている画面、画面メモ一覧から操作する場合 
は、 


メニュー 


「UR L を表示」を押して操作します。 


お知らせ 


サ 
イ 
ト 
の 
見 
か 
た 
と 
操 
作 


● UD：スクロールします。1 秒以上押すと 


連続スクロールとなります。 


● *# ：1 秒以上押すと画面単位でスクロー 


ルします。 
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マイメニューを使います 
＜マイメニュー＞ 


よく利用するサイトをマイメニューに登録することによって、次回からそのサイ 


トに簡単にアクセスすることができます。 


● mova サービス（ｉモードをご契約）からFOMA サービスへ契約を変更され 


た場合、mova サービスで利用していた「マイメニュー」の内容は引き継が 


れます。ただし、サイトによっては、FOMA に「マイメニュー」が引き継が 


れないサイトもありますので、その場合は再登録が必要です。 


マイメニューに登録します 


● マイメニュー登録にはｉモードパスワードが必要です。 


● マイメニューに登録できるのはｉモードのサイトだけです。ただし、登録で 


きないサイトもあります。インターネットホームページを登録する場合は 


ブックマークに登録します。 


● マイメニューには最大 4 5 件登録できます。 
1 マイメニューに登録したいサイトを表示し、「マイメ 
ニュー登録」を選択 
を押す 


ｉモードパスワード入力画面が表示されます。 


● 各サイトによりページ構成が異なりますので、該当する番号のボタンを押 


すか、該当する項目を選択 
を押します。 


2 ｉモードパスワード欄を選択 
ｉモードパス 
ワードを入力 
を押す 


入力したパスワードは「＊」で表示されます。 


● ｉモードパスワードは初期設定では「0 0 0 0 」に設定されています。 


3「決定」を選択 
を押す 


サイトがマイメニューに登録されます。 


● 
「1 終了する」を押すと待受画面に戻ります。 


● 有料サイトに申し込むと自動的にマイメニューに登録されます。 


お知らせ 


マ 
イ 
メ 
ニ 
ュ 
ー 
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マイメニューからサイトを表示します 
1 待受画面で 
を 1 秒以上 
「1 ｉ Menu を見る」 


「1 マイメニュー」 
を押す 


マイメニュー一覧が表示されます。 


2 表示したいサイトを選択 
を押す 


サイトが表示されます。 


● 
「1 終了する」を押すと待受画面に戻ります。 


マ 
イ 
メ 
ニ 
ュ 
ー 
／ 
ｉ 
モ 
ー 
ド 
パ 
ス 
ワ 
ー 
ド 
変 
更 


ｉモード用のパスワードを変更しま 
す＜ｉモードパスワード変更＞ 


マイメニュー登録／削除、メッセージサービスやｉモード有料サイトの申し込み／ 


解約、メール設定を行うときはｉモードパスワードが必要です。ｉモードパス 


ワードはｉモードご契約時には「0 0 0 0 」に設定されていますので、お客様独 


自のｉモードパスワードに変更してください。なお、ｉモードパスワードは他人 


に知られないように十分にご注意ください。 


● ｉモードパスワードをお忘れの場合は、ドコモショップなど窓口において運 


転免許証などの公的証明書によりご契約者本人であることを確認させていた 


だいた上で、ｉモードパスワードを「0 0 0 0 」にリセットさせていただくこ 


とになります。 


1 待受画面で 
を 1 秒以上 
「1 ｉ Menu を見る」 


「8 オプション設定」 「2 ｉモードパスワード変更」 
を押す 
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2 現在のパスワード欄を選択 
ｉモードパスワー 
ドを入力 
を押す 


3 新パスワード欄を選択 
新しいｉモードパス 
ワードを入力 
を押す 


4 新パスワード確認欄を選択 
操作 3 で入力した 
ｉモードパスワードをもう一度入力 
を押す 


5「決定」を選択 
を押す 


ｉモードパスワードが変更されます。 


● 入力した内容に誤りや、抜けがあったときはエラー画面が表示されます。 


「再入力」を選択 
を押してｉモードパスワードの設定画面に戻り、 


操作 2 から操作をやり直します。 


● 
「1 終了する」を押すと待受画面に戻ります。 


入力したパスワードは「＊」で表示されます。 


● ｉモードパスワードは初期設定では「0 0 0 0 」に 


設定されています。 


ｉ 
モ 
ー 
ド 
パ 
ス 
ワ 
ー 
ド 
変 
更 
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インターネットホームページを表示 
します＜インターネット接続＞ 


インターネットに接続して、ｉモード対応のホームページにアクセスします。 


接続先はインターネットホームページのアドレス（UR L）で指定します。 


● ｉモード対応のインターネットホームページ以外は正しく表示されない場合 


があります。 


1 待受画面で 
を 1 秒以上 
「3 インターネットに接 
続する」 「1 UR L を入力して接続する」を押す 


UR L 入力画面が表示されます。 


● 2 回目からは前回接続操作をした UR L が表示されます。 


2 
接続したいインターネットホームページの UR L 
を入力 


電話帳 を押す 


インターネットホームページに接続されます。 


● 半角で最大 2 5 6 文字入力できます。 


● 英字入力モード時に 1：「/」「．」「 - 」などの記号を入力できます。 


● 英字入力モード時に *：「http://www.」「.c o.jp」「.ne.jp」「.c om」 


「.html」などを入力できます。 


● 
「1 終了する」を押すと待受画面に戻ります。 


● サイト表示中から操作する場合は、 


メニュー 


「6 インターネットに接続」 「1UR L を入力」 
を押して操作します。 
● インターネットホームページ表示中に他のホームページに接続することができます。操作方 
法は、ｉモードのサイトの場合と同じです。 
● 受信データが1 ページの最大サイズを超えたときはメッセージが表示され、 
を押すと受 
信できた分のデータが表示されます。 
● 文字入力のしかた→ P 5 5 8 


お知らせ 
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U R L 履歴を使って表示します＜ U R L 履歴＞ 


FOMA 端末は、接続操作をしたインターネットホームページのUR L を新しい順 


に最大 5 件記録しています。この履歴からインターネットホームページに接続 


できます。 
1 待受画面で 
を 1 秒以上 
「3 インターネットに接続 
する」 「2 サイトの入力履歴から接続する」を押す 


2 表示したいインターネットホームページの UR L を選択 


を押す 


インターネットホームページに接続されます。 


● 
「1 終了する」を押すと待受画面に戻ります。 


● LR：UR L 履歴が複数ページある場合は、 


前後のページを表示できます。 


■ UR L 履歴を削除するとき 


① 削除する UR L を選択 


メニュー 


「2 削除する」 


「1 選択 1 件」を押す 


UR L 履歴を削除するかどうかの確認画面が表 


示されます。 
• UR L をすべて削除するときは 


メニュー 


「2 削 


除する」「2全件」 4 ～8 桁の端末暗証番 


号を入力 
を押します。 


②「1 削除する」を押す 


UR L 履歴を削除した旨のメッセージが表示さ 


れます。 
•「2削除しない」：UR L 履歴一覧に戻ります。 


③ 
を押す 


UR L 履歴一覧に戻ります。 


● サイト表示中から操作する場合は、 


メニュー 


「6インターネットに接続」 「2履歴から接続」 
を押して操作します。 
● U R L 履歴一覧で U R L が途中までしか表示されていないときは、 


メニュー 


「3U R L を表示」 
を押します。 
● UR L 履歴が 5 件を超えた場合は、古いものから上書きされます。 
● UR L をブックマークに登録する→ P 2 6 1 
● UR L をコピーする→ P 2 7 6 


お知らせ 
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UR L 履歴番号／ UR L 履歴件数 
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文字を正しく表示します＜文字コード＞ 


サイトやインターネットホームページの文字が正しく表示されないときは、文字 


コードを変更すると正しく表示できる場合があります。 
1 サイトやインターネットホームページ表示中に 


メニュー 


「0 表示を設定」 「3 文字コード変更」 「1 切替え」 
を押す 


文字コードを変更して再表示します。 


● 


メニュー 


「0表示を設定」「3 文字コード変更」「1切替え」を押す操作 


を繰り返すたびに、文字コードが自動選択→S J IS →E UC →J IS →UT F8 


の順に切り替わります。操作を 5 回繰り返すと元の表示に戻ります。 


● サイトやインターネットホームページを表示した時点では「自動選択」に 


設定されています。 


● この操作を繰り返しても、文字を正しく表示できない場合があります。 
● 文字が正しく表示されているときに文字コードを変更すると、正しく表示されなくなる場合 
があります。 
● 文字コードとは、文字をコンピュータで利用可能にするために作られた取り決めや仕組みの 
総称のことです。F OMA 端末でインターネットホームページやサイトを表示する際に、文字 
コードが一致していないと文字が正しく表示されません。 


お知らせ 
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ホームページやサイトを登録して 
すばやく表示します＜ブックマーク＞ 


特定の地域の天気予報や特定銘柄の株価情報など、同じサイトの同じページを頻 


繁に見るときは、ブックマークに登録すると便利です。登録したブックマークを 


選択するだけで、サイトやインターネットホームページをすばやく表示すること 


ができます。 


● タイトルが登録可能な最大文字数を超える場合は、超えた部分が削除されて 


登録されます。 


● サイトによってはブックマークに登録できないものがあります。 


ブックマークに登録します 


ブックマークを 5 個のフォルダに分けて登録できます。 
1 ブックマークに登録したいサイトを表示して 


メニュー 


「2 ブックマーク」 「1 ブックマークに登録」を押す 


登録先フォルダ選択画面が表示されます。 


2 登録先フォルダを選択 
を押す 


ブックマークを追加した旨のメッセージが表示されます。 


3 
を押す 


サイト表示に戻ります。 


● 
「1 終了する」を押すと待受画面に戻ります。 


● ブックマークが最大保存件数を超えるときは、登録済みのブックマークを書き替えるかどう 
かの確認画面が表示されます。保存する場合は、画面の指示に従い書き替えるブックマーク 
を選択します。→ P 3 6 
● 題名を変更できます。→ P 2 6 4 
● UR L は半角で最大 2 5 6 文字登録できます。 
● 画面メモ一覧、画面メモ表示画面、UR L 履歴一覧から操作する場合は、 


メニュー 


「ブックマー 
クに登録」を選択 
を押して操作します。 
● メッセージR /F 詳細表示画面から操作する場合は、 


メニュー 


「4登録する」 「3ブックマー 
クに登録する」を押して操作します。 


お知らせ 
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ブックマークからホームページやサイトを表示します 


登録したブックマークからインターネットホームページやサイトを表示します。 
1 待受画面で 
を 1 秒以上 
「2 ブックマークを見る」 
を押す 


2 フォルダを選択 
を押す 


3 表示したいブックマークを選択 
を押す 


サイトやインターネットホームページに接続されます。 


● 
「1 終了する」を押すと待受画面に戻ります。 


● フォルダの状態は、次のマークで確認できます。 


状　態 


ブックマークが保存されていない 


ブックマークが保存されている 


マーク 


● LR：ブックマークが複数ページある場合 


は、前後のページを表示できます。 


● ブックマークの状態は、次のマークで確認でき 


ます。 


• 簡易接続に登録→ P 2 6 5 


■ UR L を確認するとき 


U R L を確認するブックマークを選択 


メニュー 


「4UR L を表示」を押す 


UR L が表示されます。 


状　態 


簡易接続に登録されていない 


簡易接続に登録されている 


簡易接続に登録されているボタンの番号 


マーク 


～ 


● サイト表示中から操作する場合は、 


メニュー 


「2ブックマーク」 「2ブックマークを見る」を 
選択して操作します。 
● ブックマークの UR L をコピーする→ P 2 7 6 


お知らせ 
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ブックマークのフォルダ名を変更します 


保存されているブックマークのフォルダ名を変更します。 
1 待受画面で 
を 1 秒以上 
「2 ブックマークを見る」 
を押す 


ブックマーク一覧が表示されます。 


2 フォルダ名を変更するフォルダを選択 


メニュー 
「3 フォ 
ルダ名変更」を押す 


3 フォルダ名を入力 
を押す 


フォルダ名を変更した旨のメッセージが表示されます。 


4 
を押す 


ブックマーク一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 全角で最大 7 文字、半角で最大 1 4 文字入力でき 


ます。 


● 文字入力のしかた→ P 5 5 8 


お知らせ 
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ブックマークの題名を変更します 


登録されているブックマークの題名を変更します。 


● ブックマークの UR L は変更できません。 
1 待受画面で 
を 1 秒以上 
「2 ブックマークを見る」 


フォルダを選択 
を押す 


ブックマークが一覧で表示されます。 


2 題名を変更するブックマークを選択 


メニュー 
「1 題名 
を変更」を押す 


3 題名を入力 
を押す 


題名を変更した旨のメッセージが表示されます。 


4 
を押す 


ブックマークが一覧で表示されている画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 全角で最大 1 2 文字、半角で最大 2 4 文字入力で 


きます。 


● 題名に設定されているUR Lなどが入力できる文字数を超えた場合、超えた分は削除されます。 
● 何も入力しないで題名を登録すると、ブックマークが一覧で表示されている画面ではUR L の 
先頭が表示されます。 
● 文字入力のしかた→ P 5 5 8 


お知らせ 


265 
265 


ｉ 
モ 
ー 
ド 


少ないボタン操作でサイトを表示します 


ブックマークを簡易接続に登録すると、待受画面から手早くサイトやインター 


ネットホームページを表示できます。 


簡易接続できるように登録します 
1 待受画面で 
を 1 秒以上 
「2 ブックマークを見る」 


フォルダを選択 
を押す 


ブックマークが一覧で表示されます。 


2 登録するブックマークを選択 


メニュー 
「2 簡易接続に 
登録」を押す 


3 登録先を選択 
を押す 


簡易接続先に登録した旨のメッセージが表示されます。 


4 
を押す 


ブックマークが一覧で表示されている画面に戻ります。 


● ブックマークが一覧で表示されている画面で、登録されたブックマークの 


マークが 
から 
に変わり、対応するボタンの番号（ 
～ 
）が表示 


されます。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 登録先選択画面の番号（ 
～ 
）が、サイト表示 


に使用するキー（0 ～ 9）に対応していま 


す。登録したいボタンの番号を選択します。 


● LR：登録先選択画面を切り替えます。 


■ 簡易接続の登録を解除するとき 


ブックマークが一覧で表示されている画面で解除 


するブックマークを選択 


メニュー 


「2簡易接続を 


解除」 
を押す 


簡易接続に登録したサイトを表示します 


● 個人の情報表示を制限しているときには、本機能を利用できません。 


→ P 1 8 4 


1 待受画面で簡易接続に登録した番号（0 ～ 9）を 
入力 


メニュー 


「8 簡易サイト接続」を押す 


簡易接続に登録しているサイトやインターネットホームページに接続されます。 


● 
「1 終了する」を押すと待受画面に戻ります。 


ブ 
ッ 
ク 
マ 
ー 
ク 


簡易接続登録件数／全登録可能件数 
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ブックマークを削除します 


1 件ずつ削除したり、フォルダ内のブックマークをまとめて削除したり、すべて 


のブックマークをまとめて削除したりします。 


● ブックマークのフォルダは削除できません。 
1 待受画面で 
を 1 秒以上 
「2 ブックマークを見る」 


フォルダを選択 
を押す 


ブックマークが一覧で表示されます。 


● ブックマークを全件削除するときは、ブックマーク一覧で 


メニュー 


「2 全て 


削除」 4 ～8 桁の端末暗証番号を入力 
を押して操作3 に進みます。 


● フォルダ内のブックマークを全件削除するときは、ブックマーク一覧で 


フォルダを選択して 


メニュー 


「1 フォルダ内削除」 4 ～ 8 桁の端末暗証番 


号を入力 
を押して操作 3 に進みます。 


2 削除するブックマークを選択 


メニュー 
「3 削除する」 


「1 選択 1 件」を押す 


ブックマークを削除するかどうかの確認画面が表示されます。 


● フォルダ内のブックマークを全件削除するときは、 


メニュー 


「3削除する」 


「2フォルダ内全件」 4 ～8 桁の端末暗証番号を入力 
を押します。 


3「1 削除する」を押す 


ブックマークを削除した旨のメッセージが表示されます。 


●「2削除しない」：ブックマークが一覧で表示されている画面に戻ります。 


4 
を押す 


ブックマークが一覧で表示されている画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 簡易接続に登録されているブックマークを削除すると、簡易接続登録も解除されます。 


お知らせ 
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ブックマークを他のフォルダに移動します 


保存されているブックマークを別のフォルダに移動します。 
1 待受画面で 
を 1 秒以上 
「2 ブックマークを見る」 


フォルダを選択 
を押す 


ブックマークが一覧で表示されます。 


2 移動するブックマークを選択 


メニュー 
「6 フォルダを 
移動」を押す 


3 移動先フォルダを選択 
を押す 


ブックマークを移動した旨のメッセージが表示されます。 


4 
を押す 


ブックマークが一覧で表示されている画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


ブ 
ッ 
ク 
マ 
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ク 
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ブックマーク一覧の並び順を変更します 


ブックマーク一覧の並び順を一時的に並べ替えます。並べ替えはすべてのフォル 


ダが対象になります。 
1 待受画面で 
を 1 秒以上 
「2 ブックマークを見る」 
を押す 


ブックマーク一覧が表示されます。 


2 フォルダを選択 


メニュー 
「7 並び順を変更」を 
押す 


3「1 アクセス日付順」～「4 アクセス回数順」のいずれ 
か 1 つの番号を押す 


ブックマークが一時的に並び替わります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


説　明 


アクセス日時が新しい順に並べ替 
えます。 


題名を五十音順に並べ替えます。 


UR L をアルファベット順に並べ 
替えます。 


アクセス回数が多い順に並べ替え 
ます。 


項　目 


1 アクセス日付順 


2 題名順 


3 UR L 順 


4 アクセス回数順 


お買い上げ時 
アクセス日付順 


● ブックマークの表示を終了すると、並び順は「アクセス日付順」に戻ります。 
● 題名順の場合、題名に全角／半角の文字や英字、漢字、題名が無くUR L 表示になっているも 
のが混在していると、五十音順にならない場合があります。 


お知らせ 
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画 
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メ 
モ 
画面メモを表示します 


保存した画面メモを表示します。 
1 待受画面で 
を 1 秒以上 
「4 画面メモを見る」を 
押す 


サイトの内容を保存します＜画面メモ＞ 


お好きなサイトの画面を画面メモとして保存します。 


画面メモに保存します 


● 保存できる画面メモのデータサイズは、画面内の画像などを含め最大1 0 0 K 


バイトです。 


1 画面メモに保存したいサイトを表示して 


メニュー 
「3 画面 
メモに保存」を押す 


画面メモを保存した旨のメッセージが表示されます。 


2 
を押す 


サイト表示に戻ります。 


● 
「1 終了する」を押すと待受画面に戻ります。 


● 画面メモの保存領域の空きが足りないときや、最大保存件数を超えるときは、保存されている 
画面メモを上書きするかどうかの確認画面が表示されます。画面メモを保存する場合は、画面 
の指示に従い保存可能な空き領域に達するまで上書きする画面メモを選択します。→ P 3 6 
● 保護されている画面メモは上書きされません。 


お知らせ 
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● LR：画面メモが複数ページある場合は、 


前後のページを表示できます。 


● 画面メモの状態は、次のマークで確認できます。 


• 画面メモを保護する→ P 2 7 1 


状　態 


通常の画面メモ 


保護されている画面メモ 


マーク 


画面メモ番号／画面メモ件数 
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画面メモの題名を変更します 


保存されている画面メモの題名を変更します。 
1 待受画面で 
を 1 秒以上 
「4 画面メモを見る」を 
押す 


画面メモ一覧が表示されます。 


2 題名を変更する画面メモを選択 


メニュー 
「1 題名を変 
更」を押す 


3 題名を変更 
を押す 


題名を変更した旨のメッセージが表示されます。 


4 
を押す 


画面メモ一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 全角で最大 1 2 文字、半角で最大 2 4 文字入力で 


きます。 


● 画面メモの UR L をブックマークに登録する→ P 2 6 1 
● 画面メモに表示されている電話番号やメールアドレスを選択して電話帳に登録できます。 
→ P 2 7 7 


お知らせ 


● 画面メモ表示中からも同様に操作できます。 
● 文字入力のしかた→ P 5 5 8 


お知らせ 


2 表示する画面メモを選択 
を押す 


画面メモの内容が表示されます。 


● 画面メモ表示中の操作方法は、一部を除きサイト表示中と同じです。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 
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画面メモを削除します 


１件ずつ削除したり、すべての画面メモをまとめて削除したりします。 


● 保護されている画面メモは削除できません。全件削除しても保護されている 


画面メモは残ります。保護を解除してから削除してください。 


1 待受画面で 
を 1 秒以上 「4画面メモを見る」を押す 


画面メモ一覧が表示されます。 


2 削除する画面メモを選択 


メニュー 
「3 削除する」 


「1 選択 1 件」を押す 


画面メモを削除するかどうかの確認画面が表示されます。 


● 画面メモを全件削除するときは、 


メニュー 「3削除する」「2全件」 4 ～8 


桁の端末暗証番号を入力 
を押します。 


3「1 削除する」を押す 


画面メモを削除した旨のメッセージが表示されます。 


●「2 削除しない」：画面メモ一覧に戻ります。 


4 
を押す 


画面メモ一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 
画 
面 
メ 
モ 


画面メモを保護／解除します 


保存領域の空きがなくなっても上書きされないように、画面メモを最大2 5 件保 


護できます。 
1 待受画面で 
を 1 秒以上 「4画面メモを見る」を押す 


画面メモ一覧が表示されます。 


2 保護する画面メモを選択 


メニュー 
「4 保護する」を押す 


画面メモが保護されます。 


● 画面メモ一覧で、保護された画面メモのマークが 
に変わります。 


● 保護を解除するときは、保護されている画面メモを選択 


メニュー 「4保護 


を解除する」を押します。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 画面メモ表示中から操作する場合は、 


メニュー 


「3 削除する」 「1 削除する」を押して操作 
します。 
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サイトから画像を取り込みます 
＜画像保存＞ 


サイトから、お気に入りの画像やフレームなどをFOMA 端末に保存します。保 


存した画像は表示したり、待受画面などに設定したりできます。 


● 保存できる画像のデータサイズは最大 1 0 0 K バイトです。 


● GIF 形式、J P E G 形式の画像を保存できます。 
1 保存したい画像のあるサイトを表示して 


メニュー 


「5 画像 
を選択」を押す 


2 保存する画像を選択 
を押す 


3 
を押す 


画像を保存する旨のメッセージが表示されます。 


4 
を押す 


サイト表示に戻ります。 


●「写真のアルバムを見る」の「ｉモード」フォルダに保存されます。 


→ P 4 2 8 


● 
「1 終了する」を押すと待受画面に戻ります。 


● 各項目の説明→ P 4 3 2 


● 


メニュー 


：題名の変更や待受画面などに貼り付けるこ 


とができます。→ P 4 3 1 、P 4 3 2 


保存する画像に 
枠を付けます。 


● 画面メモ表示中からも同様に操作できます。 


お知らせ 


273 
273 


ｉ 
モ 
ー 
ド 


● 画像の保存領域の空きが足りないときや最大保存件数を超えるときは、不要な画像を削除する 
かどうかの確認画面が表示されます。画像を保存する場合は、画面の指示に従いFOMA 端末内 
の画像を削除します。→ P 3 6 
● 画像入りのサイトを表示する際、画像の横幅がディスプレイより大きいときは縮小して表示 
されます。 
● 画像によっては正しく表示できない場合があります。 
● 横縦（または縦横）のサイズが次の大きさを超える画像は保存できません。 
GIF 形式：6 4 0 × 4 8 0 （ドット）　　J P E G 形式：1 2 8 0 × 9 6 0 （ドット） 
● 文字入力のしかた→ P 5 5 8 


お知らせ 


サイトからお気に入りのメロディを取り込み、FOMA 端末に保存します（ｉメ 


ロディ対応）。保存したメロディは再生したり、着信音に設定したりできます。 
1 取り込みたいメロディのあるサイトを表示し、取り込む 
メロディを選択 
を押す 


2「2 保存する」を押す 


3 
を押す 


メロディを保存する旨のメッセージが表示されます。 


● ダウンロード中に 


電話帳 


：ダウンロードを中止でき 


ます。 


「1 再生する」 ：メロディを再生します。 


→ P 4 5 3 操作 3 


「2 保存する」 ：メロディを保存します。 


「3 保存しない」：メロディの保存を中止します。 


● 題名を変更するときは題名を入力 
を押しま 


す。全角で最大 2 5 文字、半角で最大 5 0 文字入 


力できます。 


サイトからメロディを取り込みます 
＜ｉメロディ＞ 


画 
像 
保 
存 
／ 
ｉ 
メ 
ロ 
デ 
ィ 
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4 
を押す 


サイト表示に戻ります。 


●「保存した曲の詳細を設定する」の「ｉモード」フォルダに保存されます。 


→ P 4 5 2 


● 
「1 終了する」を押すと待受画面に戻ります。 


● メロディの保存領域の空きが足りないときや最大保存件数を超えるときは、不要なメロディ 
を削除するかどうかの確認画面が表示されます。メロディを保存する場合は、画面の指示に 
従い F OMA 端末内のメロディを削除します。→ P 3 6 
● メロディによっては正しく再生できない場合があります。 
● 文字入力のしかた→ P 5 5 8 


お知らせ 


ｉモードの便利な機能 


表示中の画面の電話番号や e-mail アドレス、UR L から、直接電話をかけたり、 


メールを作成したり、サイトに接続したりすることができます。また、電話帳に 


登録することもできます。 


表示中の画面から電話をかけます＜ P hone T o（A V P hone T o）機能＞ 


表示中の画面（サイト、画面メモ、メッセージ R /F など）の電話番号から、直 


接電話（テレビ電話を含む）をかけます。 


〈例〉サイト中の電話番号に電話をかけるとき 
1 サイトを表示し、電話番号を選択 
を押す 


2「1 音声電話」～「33 2 K テレビ電話」のいずれか 
1 つの番号を押す 


電話をかけるかどうかの確認画面が表示されます。 


● テレビ電話をかけるときは、「26 4 K テレビ電話」または「33 2 K テレ 


ビ電話」を押します。 


● 反転表示される電話番号のみ選択できます。 
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3「1 電話をかける」を押す 


選択した電話番号に電話がかかります。 


●「2 電話をかけない」：電話をかけることを中止します。 


● 発信者番号通知→ P 4 8 


● サイトによっては P hone T o（A V P hone T o）機能を利用できない場合があります。 


お知らせ 


表示中の画面からメールを送信します＜ Mail T o 機能＞ 


表示中の画面（サイト、画面メモ、メッセージ R /F など）のメールアドレスか 


ら、直接ｉモードメールを作成します。 


● ショートメッセージ（S MS ）は作成できません。 


〈例〉サイト内のメールアドレスにｉモードメールを送信するとき 
1 サイトを表示し、メールアドレスを選択 
を押す 


選択したメールアドレスがあらかじめ宛先に設定されているメール作成画面 


が表示されます。 


● 反転表示されるメールアドレスのみ選択できます。 


2 ｉモードメールを作成して送信する 


選択したメールアドレスにｉモードメールが送信されます。 


● ｉモードメールの作成・送信方法→ P 3 1 3 、P 3 1 7 


● 複数のメールアドレスが列記されている場合、Mail T o 機能を利用できない場合があります。 
● サイトによっては Mail T o 機能を利用できない場合があります。 
● 表示しているサイトのUR L を、メールの本文に挿入してメールを作成できます。サイト表示 
中に 


メニュー 


「7 メールを作る」を押して操作します。 


お知らせ 


ｉ 
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ー 
ド 
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な 
機 
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表示中の画面からインターネットに接続します＜ Web T o 機能＞ 


表示中の画面（サイト、画面メモ、メッセージ R /F など）の UR L から、直接サ 


イトやインターネットホームページに接続します。 


〈例〉画面メモに表示されている UR L に接続するとき 
1 画面メモを表示し、UR L を選択 
を押す 


選択した UR L サイトに接続します。 


● 画面メモ表示方法→ P 2 6 9 


● 反転表示される UR L のみ選択できます。 


● 
「1 終了する」を押すと待受画面に戻ります。 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
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● 表示中の画面によってはUR L を選択 
を押すと、ｉモードに接続してサイトを表示す 
るかどうかの確認画面が表示されます。「1 接続する」を押すとサイトに接続します。 
● サイトによっては Web T o 機能を利用できない場合があります。 


お知らせ 


U R L をコピーします 


表示中のサイトや画面メモのUR L をコピーします。コピーした文字は、メール 


作成画面などの入力欄に貼り付けることができます。 


● コピーした文字は電源を切るまでFOMA 端末に保持され、別の場所に何度で 


も貼り付けることができます。 


● 保持できるのは 1 件だけです。新たにコピーを行うと、直前にコピーしてい 


る文字に上書きされます。 


〈例〉サイトの UR L をコピーするとき 
1 サイトの UR L を表示して 


メニュー 


「1UR L をコピー」を 
押す 


2 コピーする範囲の開始位置を選択 
終了位置を 
選択 
を押す 


UR L をコピーした旨のメッセージが表示されます。 


● 開始位置を選択し直すときは C を押します。 


● 開始位置を選択する前に 


メニュー 


：全文が選択されます。 


● 開始位置選択後に 


メニュー 


／ 


電話帳 


：カーソルが文頭／文末に移動します。 


3 
を押す 


UR L 表示画面に戻ります。 


● 
「1 終了する」を押すと待受画面に戻ります。 


4 貼り付け先の文字入力画面を表示し、文字を貼り付ける 


● 操作方法→ P 5 7 3 


● サイトの UR L の表示方法→ P 2 5 4 
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● UR L は半角で最大 2 5 6 文字コピーできます。 
● UR L 履歴一覧、ブックマークが一覧で表示されている画面、画面メモ一覧から操作する場合 
は 


メニュー 


を押し、「UR L をコピー」を選択 
を押して操作します。これらの画面から操 
作する場合は UR L 全体がコピーされます。 


お知らせ 


新規登録します 


〈例〉サイトの電話番号やメールアドレスを新規登録するとき 
1 電話番号やメールアドレスがあるサイトを表示する 
2 登録する電話番号やメールアドレスを選択 


メニュー 


「8 電話帳に登録」 「1 新規に登録」を押す 


3 名前などを設定して登録する 


● 電話帳の登録方法→ P 1 1 0 


電話番号やメールアドレスを電話帳に登録します 


表示中の画面（サイト、画面メモ、メッセージ R /F）の電話番号やメールアド 


レスを電話帳に登録します。新規に登録することも、登録済みの電話帳データに 


追加することもできます。 


● サイトによっては登録できない場合があります。 
● メッセージR /F 詳細表示画面から操作する場合は、登録する電話番号やメールアドレスを選 
択 


メニュー 


「4 登録する」 「1 電話帳新規登録」を押して操作します。 
● 画面メモ表示中から操作する場合は、登録する電話番号やメールアドレスを選択 


メニュー 


「9 電話帳に登録」 「1 新規に登録」を押して操作します。 


お知らせ 
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● 反転表示される電話番号、メールアドレスのみ登 


録できます。 
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● メッセージR /F 詳細表示画面から操作する場合は、登録する電話番号やメールアドレスを選 
択 


メニュー 


「4 登録する」 「2 電話帳追加登録」を選択して操作します。 
● 画面メモ表示中から操作する場合は、登録する電話番号やメールアドレスを選択 


メニュー 


「9 電話帳に登録」 「2 追加で登録」を押して操作します。 


お知らせ 


登録済みの電話帳データに追加します 


● 以前に登録した内容が変更されてしまう場合があるので、電話帳編集画面で 


登録内容を確認してください。 


〈例〉サイトの電話番号やメールアドレスを追加登録するとき 
1 電話番号やメールアドレスがあるサイトを表示する 
2 登録する電話番号やメールアドレスを選択 


メニュー 


「8 電話帳に登録」 「2 追加で登録」を押す 


3 追加登録する電話帳データを選択 
を押す 


4 内容を確認し、登録する 


● 電話帳の登録方法→ P 1 1 0 


● 反転表示される電話番号、メールアドレスのみ登 


録できます。 


● 検索方法→ P 1 2 4 
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ｉモードの詳細機能を設定します 


サイトやメッセージ R /F などの詳細機能を設定します。 


文字の大きさを変更します＜文字サイズ設定＞ 


お買い上げ時 
標準の大きさ 


サイトを表示するときの文字の大きさを設定します。 


1 待受画面で 


メニュー 
「 
詳細な機能を設定する」 


「6 ｉモードの詳細を設定する」 「2 文字の大きさを 
選ぶ」を押す 


2「1 標準の大きさ」または「2 大きく表示」を押す 


ｉモードサイト表示の文字の大きさを設定した旨のメッセージが表示されます。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


＜標準の大きさ： 
1 行全角で 1 0 文字（半角 2 0 文字）＞ 
＜大きく表示： 
1 行全角で 8 文字（半角 1 6 文字）＞ 


● 文字の大きさを変更すると、次にサイトを表示するときも変更後の文字の大きさで表示され 
ます。 


お知らせ 


「1 標準の大きさ」：1 行全角で 1 0 文字（半角 2 0 


文字）表示されます。 


「2大きく表示」 ：1 行全角で 8 文字（半角 1 6 文 


字）表示されます。 


280 


ｉ 
モ 
ー 
ド 


ｉ 
モ 
ー 
ド 
の 
詳 
細 
機 
能 
を 
設 
定 
し 
ま 
す 


サイトや画面メモ、メッセージ R /F などの内容を表示したときの画像や照明を 


設定します。 
1 待受画面で 


メニュー 


「 
詳細な機能を設定する」 


「6 ｉモードの詳細を設定する」 「3 画像表示・照明 
を設定する」を押す 


2「1 画像」～「3 照明設定」のいずれか 1 つの番号を押す 


■ 画像を表示するかしないかを設定するとき 


「1 画像」「1 表示する」または「2 表示しない」を押す 


●「表示しない」に設定すると、「アニメーション」は設定できません。 


■ アニメーションを再生するかしないかを設定するとき 


「2 アニメーション」「1 再生する」または「2 再生しない」を押す 


■ 照明方法を設定するとき 


「3 照明設定」「1 端末設定に従う」または「2 常に点灯させる」を押す 


●「端末設定に従う」に設定すると、「画面の明るさを設定する」の「照明時 


間」に従います。→ P 1 6 5 


●「常に点灯させる」に設定すると、サイトなどの表示中はディスプレイおよ 


びボタンの照明が常時点灯します。 


3 設定した後に 


電話帳 


を押す 


画像表示・照明を設定した旨のメッセージが表示されます。 


4 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


説　明 


画像を表示するかしないかを設定 
します。 


アニメーションを再生するかしな 
いかを設定します。 


ディスプレイおよびボタンの照明 
方法を設定します。 


項　目 


1 画像 


2 アニメーション 


3 照明設定 


画像の表示、照明を設定します＜画像表示・照明設定＞ 


お買い上げ時 
画像：表示する　アニメーション：再生する　照明設定：常に点灯させる 
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ｉモードセンターに接続するまでの最大待ち時間を設定します。接続が正常に行 


われないときなどに、設定した時間で自動的に接続を中断するので、ボタン操作 


で中断する必要はありません。 
1 待受画面で 


メニュー 
「 
詳細な機能を設定する」 


「6 ｉモードの詳細を設定する」 「5 接続までの待ち 
時間を設定する」を押す 


2「16 0 秒間」～「3 時間制限なし」のいずれか 1 つの 
番号を押す 


接続までの待ち時間を設定した旨のメッセージが表示されます。 


● 接続するまでの待ち時間を設定せずに、接続するまで待つときは「3時間 


制限なし」を押します。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


接続までの待ち時間を設定します＜接続待ち時間設定＞ 


お買い上げ時 
6 0 秒間 


● サイト表示中から操作する場合は、 


メニュー 


「0 表示を設定」 「1 表示・効果設定」を押し 
て操作します。 
●「画像」を「表示する」に設定しても、画像が正しく表示されない場合があります。 
●「画像」を「表示しない」に設定すると、画像の位置に 
が表示されます。 
●「アニメーション」を「再生しない」に設定したときは、アニメーションの最初の画像が表示 
されます。 
●「画像」の設定は、メッセージ R /F の本文に表示される画像の表示／非表示には影響します 
が、添付されている画像の表示／非表示には影響しません。 


お知らせ 


●「時間制限なし」に設定しても、電波状況などによりｉモードセンターとの接続が中断される 
ことがあります。 


お知らせ 
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ｉモードから接続先を変更します＜ IS P 接続通信＞ 


※ ドコモのｉモードサービスをご利用の場合は、設定を変更する必要はあり 


ません。 


IS P 接続通信とは 
ドコモのｉモード端末の接続先を切り替えることで、各種プロバイダ（IS P ）へ 
の接続が可能になります。プロバイダに接続した際にパケット通信料がかかりま 
す。 
※ ドコモへの新たなお申し込みは不要です。 


プロバイダ契約について 
● IS P 接続通信をご利用いただくには、別途プロバイダへのお申し込みが必要で 
す。各プロバイダのサービス内容（サイト接続、インターネット接続、メール 
機能など）、お申し込み方法については各プロバイダにお問い合わせください。 
● プロバイダが提供するサービス内容によっては、別途情報料などがかかる場 
合がありますが、ドコモよりご請求することはありません。 
● お客様が閲覧されるサイトによっては、お客様の電話番号が実際に閲覧され 
るサイトを提供するプロバイダに通知される場合があります。 
発信者番号の通知／非通知→ P 5 3 2 
● 登録できる接続先は最大 1 0 件です。 
● 通信中は接続先の設定／変更はできません。 
1 待受画面で 


メニュー 
「 
詳細な機能を設定する」 


「6 ｉモードの詳細を設定する」 「6 接続先番号を設 
定する」を押す 


2 編集するユーザ設定を選択 


メニュー 


を押す 


■ ｉモードを利用する設定に戻すとき 


「ｉモード」を選択 
を押す 


が 
に変わります。操作 8 に進みます。 


■ 以前に設定した接続先に変更するとき 


接続先を選択 
を押す 


が 
に変わります。操作 8 に進みます。 


お買い上げ時 
ｉモード 
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3 4 ～ 8 桁の端末暗証番号を入力 
を押す 


4「1 接続先名称」 
接続先名を入力 
を押す 


● 接続先名は全角で最大 6 文字、半角で最大 1 2 文字入力できます。 


5「2 接続先」 
接続先を入力 
を押す 


● 接続先は半角英数字で最大 9 9 文字入力できます。 


6「3 接続先アドレス」 
アドレスを入力 
を押す 


● 接続先アドレスは半角英数字で最大 3 0 文字入力できます。 


● 文字入力後に 


メニュー を押すと、全項目に入力した内容を削除することができ 


ます。 


7 


電話帳 
編集した接続先を選択 
を押す 


選択した接続先の 
が 
に変わります。 


8 


電話帳 を押す 


接続先を設定した旨のメッセージが表示されます。 


9 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 文字入力のしかた→ P 5 5 8 


お知らせ 
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証明書を表示して有効／無効を設定します＜証明書表示／使用設定＞ 


S S L通信用の証明書を表示して確認したり、有効／無効を設定したりできます。 


● 青色の F O M A カードを差し込んで使用している場合は、「ドコモ証明書」 


「ユーザ証明書」は表示されません。 


1 待受画面で 


メニュー 


「 
詳細な機能を設定する」 


「6 ｉモードの詳細を設定する」 「7 証明書の表示と 
使用を設定する」を押す 


2 表示する証明書を選択 
を押す 


● 設定状態は次のとおりです。 


：有効 
：無効 


● LR：証明書が複数ページある場合は、前 


後のページを表示できます。 


■ 証明書の有効／無効を設定するとき 


① 設定する証明書を選択 


メニュー 


を押す 


チェックボックスが 
または 
に切り替わり 


ます。 


• 無効に設定すると、その証明書を使うページ 


に接続できなくなります。 


② 


電話帳 


を押す 


S S L 通信に使用する証明書を登録した旨の 


メッセージが表示されます。 


③ 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


• 
を押すと待受画面に戻ります。 


● LR：前後の証明書を表示できます。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 
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● C A （C ertific ation A uthority）証明書 … 
認証会社が発行した証明書で、お買い上げ時の 
端末内に保存されています。 
● ドコモ証明書 
… F irs tP as s センターやF irs tP as s 対応サイトに接続するために必要 
な証明書で、あらかじめ緑色のF OMA カード内に保存されています。 
● ユーザ証明書 
… Firs tP as s 対応サイトへ接続するために必要な証明書で、ダウンロー 
ドすると緑色の F OMA カード内に保存されます。F irs tP as s セン 
ターで発行要求を行います。→ P 2 9 8 
● 証明書の表示内容 
証明書の所有者 
C N= 
… （C ommon Name）サーバの名前、管理者名、または識別番号 
O= 
… （Org anization）会社名など 
C = 
… （C ountry）国名 
証明書の発行者 
C N= 
… （C ommon Name）サーバの名前、管理者名、または識別番号 
OU= 
… （Org anization Unit）会社の部署など 
O= 
… （Org anization）会社名など 
有効期限 
シリアル番号 
● 証明書の所有者、発行者、有効期限について記述がない場合、記述がない項目は項目名のみ 
表示されます。 


お知らせ 


ｉ 
モ 
ー 
ド 
の 
詳 
細 
機 
能 
を 
設 
定 
し 
ま 
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メッセージ R /F を受信したときは 
＜メッセージ R /F 受信＞ 


メ 
ッ 
セ 
ー 
ジ 
Ｒ 
／ 
Ｆ 
受 
信 


メッセージサービスを提供するサイトにお申し込みいただくことにより、欲しい 


情報（メッセージ）が自動的に届きます。 


メッセージＦを受信するように設定します 
1 待受画面で 
を 1 秒以上 
「1 ｉ Menu を見る」 


「8 オプション設定」 「3 メッセージ［F］設定」を 
押す 


2「 
受信する」を選択 
を押す 


3 ｉモードパスワード欄を選択 
ｉモードパス 
ワードを入力 
を押す 


● 選択されると 
が 
に変わります。 


■ 受信しないようにするとき 


「 
受信しない」を選択 
を押す 
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メ 
ッ 
セ 
ー 
ジ 
Ｒ 
／ 
Ｆ 
受 
信 


4「決定」を選択 
を押す 


メッセージ F が設定されます。 


● 
「1 終了する」を押すと待受画面に戻ります。 


メッセージ R /F を自動的に受信します 


メッセージ R /F を受信すると、画面表示や着信音、バイブレータ、着信ランプ 


でお知らせします。受信したメッセージ R /F は FOMA 端末に保存されます。 
1 メッセージ R /F を受信する 


2 メッセージの受信結果が表示される 


と または が点滅し、左の画面が表示されます。 


● メッセージ受信中に 
を押すと受信を中止でき 


ます。 


メッセージR/F着信音が鳴り、着信ランプが点滅します。 


何も操作しないで約 1 5 秒経過すると受信前の画面 


に戻ります。 


● すぐに受信前の画面に戻したいときは C を押 


します。 


■ 受信したメッセージR /Fをすぐに確認するとき 


「2 メッセージ R 」または「3 メッセージ F」を 


押す 


メッセージ一覧が表示されます。→ P 2 9 4 


■ 受信に失敗したとき 


「2メッセージR 」 
「3メッセージF」の後ろに「× 」 


が表示されます。 


● メッセージ R /F を受信し直すには、「届いてい 


るメール・メッセージを受信する」を行ってく 


ださい。→ P 2 9 1 


■ メッセージR /Fの自動表示を設定しているとき 


受信前の画面に戻る前に、設定に従って受信した 


メッセージR /F の内容が表示されます。→P 2 8 9 


＜メッセージ R の場合＞ 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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セ 
ー 
ジ 
Ｒ 
／ 
Ｆ 
受 
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● F OMA 端末を折り畳んでいるときは背面ディスプレイに受信状態が表示されます。→ P 2 8 
● メッセージR /F の保存領域の空きが足りないときや、最大保存件数を超えるときは、古いメッ 
セージ R /F から順に上書きされます。ただし、未読のメッセージ R /F と保護されているメッ 
セージ R /F には上書きされません。残しておきたいメッセージ R /F は保護してください。 
→ P 2 9 6 
未読メッセージR /F と保護されているメッセージR /F で保存領域が満杯で上書きできないと 
きは、メッセージR /F の受信は中止され、画面には 
や 
のマークが表示されます。→P 2 6 
● F OMA 端末でメッセージR /F を受信すると、ｉモードセンターに保管されているメッセージ 
R /F は削除されます。 
● ｉモードセンターにメッセージR /F が残っているときは、 
や 
のマーク（→P 2 6 ）が 
表示されます。ただし、メッセージ R / F があっても表示されない場合もあります。また、 
ｉモードセンターの保管件数が満杯になったときは、マークが 
や 
に変わります。 
ｉモードセンターの保管件数→ P 2 4 5 
● ショートメッセージ（S MS ）受信中は、メッセージR /F は受信できません。また、ショート 
メッセージ（S MS ）の受信完了後も自動受信はされません。 
● 待受画面／メニュー画面以外（他の機能が起動中）のときや個人情報表示を制限しているとき 
には、ディスプレイ上部に 
または 
が表示されてメッセージR /F を自動受信しますが、受信 
中画面や受信結果画面は表示されず、着信音と着信ランプも動作しません。受信したメッセー 
ジ R /F を確認するには、他の機能を終了／各制限を解除してください。 


お知らせ 
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メッセージ R /F の受信結果画面（→ P 2 8 7 ）から受信前の画面に戻るときに、 


受信したメッセージ R /F の内容を自動的に表示できます。 
1 待受画面で 


メニュー 


「 
詳細な機能を設定する」 「5 メッ 
セージの詳細を設定する」 「2 未読メッセージを自動で 
表示する」を押す 


項　目 


1メッセージRのみ 


2メッセージF のみ 


3メッセージR優先 


4メッセージF 優先 


5自動表示しない 


説　明 


受信したメッセージ R を自動表 
示するように設定します。メッ 
セージ F のみ受信した場合は自 
動表示されません。 


受信したメッセージ F を自動表 
示するように設定します。メッ 
セージ R のみ受信した場合は自 
動表示されません。 


メッセージR とメッセージF を受 
信した場合に、メッセージR を優 
先して自動表示するように設定し 
ます。メッセージF のみ受信した 
場合はメッセージ F を自動表示 
します。 


メッセージR とメッセージF を受 
信した場合に、メッセージF を優 
先して自動表示するように設定し 
ます。メッセージR のみ受信した 
場合はメッセージ R を自動表示 
します。 


メッセージR/F を受信しても、自 
動で表示しないように設定します。 


メ 
ッ 
セ 
ー 
ジ 
Ｒ 
／ 
Ｆ 
受 
信 


受信したメッセージ R /F を自動的に表示するかどうかを設定します 


お買い上げ時 
メッセージ R 優先 


2「1 メッセージ R のみ」～「5 自動表示しない」のいず 
れか 1 つの番号を押す 


メッセージの自動表示方法を設定した旨のメッセージが表示されます。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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ジ 
Ｒ 
／ 
Ｆ 
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メッセージ R /F についているメロディの自動演奏を設定します 


お買い上げ時 
自動演奏する 


メロディが添付されているメッセージ R /F を表示したときに、メロディを自動 


的に演奏するかどうかを設定します。 
1 待受画面で 


メニュー 


「 
詳細な機能を設定する」 「5 メッ 
セージの詳細を設定する」 「1 メッセージのメロディ 
を自動演奏する」を押す 


2「1 自動演奏する」を押す 


添付されたメロディを自動演奏するように設定された旨のメッセージが表示 


されます。 


●「2 自動演奏しない」：自動演奏をしないようにします。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● メッセージ R /F の内容は約1 5 秒間表示されます。自動表示中にボタン操作を行わなかった 
場合は、メッセージ R /F は未読の状態で保存されます。 
● 受信結果画面からメールやメッセージ R /F の表示操作を行った場合は自動表示されません。 
また、「届いているメール・メッセージを受信する」でメッセージR /F を受信したときは、自 
動表示されません。 
● 待受画面／メニュー画面以外（他の機能が起動中）からは自動表示できません。 


お知らせ 


● 本機能の設定を変更すると、「添付のメロディを自動演奏する」の設定も変更されます。 
→ P 3 8 2 


お知らせ 
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メッセージR /F があるかどうかを 
問い合わせます＜ｉモード問い合わせ＞ 


圏外にいた間や電源を切っていた間にメッセージR /F が届いていないかを問い 


合わせます。 


● 電波状態によってはｉモード問い合わせができない場合がありますのでご了 


承ください。 


1 待受画面で 
を１秒以上 
「5 メッセージを見る」 


「3 届いているメール・メッセージを受信する」を押す 


ｉモード問い合わせが実行されます。ｉモードセンターにメッセージR /F が 


保管されていれば受信します。 


● ｉモード問い合わせ中に 
を押すと、問い合わせを中止できます。 


● 受信結果画面の操作は自動受信時と同じです。→ P 2 8 7 


ただし、ｉモード問い合わせでメッセージR /F を受信したときは、自動受 


信時とは異なり、約 1 5 秒経過しても元の画面には戻りません。メッセー 


ジ R /F を表示せずに待受画面に戻すときは C を 3 回押します。 


ｉ 
モ 
ー 
ド 
問 
い 
合 
わ 
せ 
／ 
メ 
ッ 
セ 
ー 
ジ 
Ｒ 
／ 
Ｆ 
が 
着 
信 
し 
た 
と 
き 
の 
着 
信 
音 
を 
設 
定 
し 
ま 
す 
　 


● 問い合わせを行うメッセージの種類は選択できます。→ P 3 4 4 


お知らせ 


メッセージ R 、メッセージ F を受信したときの着信音を設定します。 
1 待受画面で 
を１秒以上 
「5 メッセージを見る」 


「4 メッセージが届いた時の音を選ぶ」を押す 


メッセージR /F が着信したときの着信音を設定 
します 


お買い上げ時 
着信音設定：鳴らす　着信音：着信音 1 　鳴らす時間：3 秒 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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2「1 メッセージリクエスト」または「2 メッセージフ 
リー」を押す 


3「1 着信音設定」 「1 鳴らす」を押す 


メロディ一覧が表示されます。 


●「鳴らさない」に設定すると、「着信音」「鳴らす時間」は設定できません。 


操作 6 に進みます。 


●「2 着信音」 
：着信音から設定します。操作 4 に進みます。 


●「3 鳴らす時間」：鳴らす時間から設定します。操作 5 に進みます。 


4 フォルダを選択 
メロディを選択 
を押す 


着信音を鳴らす時間を設定する画面が表示されます。 


5 鳴らす時間を入力 
を押す 


操作 2 の画面に戻ります。 


6 


電話帳 を押す 


着信音を設定した旨のメッセージが表示されます。 


7 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


項　目 


1 着信音設定 


2 着信音 


3 鳴らす時間 


説　明 


着信音を鳴らすかどうかを設定し 
ます。 


着信音を鳴らすときのメロディを 
設定します。 


着信音を鳴らす時間を1 ～3 0 秒の 
間で設定します。 
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メッセージ R /F が着信したときの振 
動パターンを設定します 


お買い上げ時 
振動させない 


メッセージ R 、メッセージ F を受信したときの振動パターンを設定します。 
1 待受画面で 
を１秒以上 
「5 メッセージを見る」 


「5 メッセージが届いた時の振動を選ぶ」を押す 


2「1 メッセージリクエスト」または「2 メッセージフ 
リー」を押す 


3「1 パターン A で振動」～「4 振動させない」のいずれ 
か 1 つの番号を押す 


振動パターンを設定した旨のメッセージが表示されます。 


4 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 振動パターンについて→ P 1 5 5 
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メ 
ッ 
セ 
ー 
ジ 
Ｒ 
／ 
Ｆ 


受信したメッセージ R /F を表示し 
ます＜メッセージ R /F ＞ 


FOMA 端末に保存されているメッセージ R /F を表示します。 
● 未読の受信メッセージR /Fがあるときは待受画面に または が表示されます。 


〈例〉メッセージ R を表示するとき 
1 待受画面で 
を１秒以上 
「5 メッセージを見る」 


「1 メッセージリクエストを見る」を押す 


2 表示するメッセージ R を選択 
を押す 


メッセージ R /F 番号／メッセージ件数 


● メッセージF を表示するときは 
を1 秒以上 


「5メッセージを見る」「2メッセージフリーを 


見る」を押します。 


● LR：メッセージR/F が複数ページある場 


合は、前後のページを表示できます。 


● メッセージの状態は、次のマークで確認できます。 


状態マーク、添付マーク、メッセージ R /F 番号 


受信日時（受信当日：時刻　当日以外：日付）、題名 


● LR： 表示されている前後のメッセージ 


R /F を表示できます。 
● メッセージ本文は、次のマークで確認できます。 


説　明 


未読メッセージ 


既読メッセージ 


保護されたメッセージ 


添付画像 


添付画像＋添付メロディ 


添付メロディ 


異常添付データ 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


マーク 


添付データがある場合は、マーク、データ名、データサイズが 
表示されます。→ P 3 4 9 、P 3 5 3 、P 3 5 6 


マーク 


状　態 


添　付 


表示なし 


説　明 


メッセージを受信した日時 


メッセージのタイトル 
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メッセージ R /F の画像を再度読み込みます＜画像再読込み＞ 


メッセージR /F の本文中に未受信の画像があるときに、画像を受信し直します。 


●「画像表示・照明を設定する」で画像を「表示しない」に設定しているときは、 


再読み込みを行っても画像は受信できません。→ P 2 8 0 


● 画像によっては再読み込みを行っても表示できない場合があります。 
1 メッセージ R /F 一覧を表示する 


● 操作方法→ P 2 9 4 


2 メッセージ R /F を選択 
を押す 


メッセージ R /F の詳細表示画面が表示されます。 


● 
は受信していない画像データがあることを示します。 


3 画像を選択 


メニュー 


「1 再読込みをする」を押す 


画像が読み込まれます。 


● メッセージのメロディを自動演奏するように設定している場合（→P 2 9 0 ）、メロディが添付 
されているメッセージR /F を表示すると、「電話を受けた時の音量を調節する」（→P 7 7 ）で 
設定されている音量で、メロディが自動的に再生されます。再生を途中で止めるときはC 
を押します。 
● 本文中に画像が挿入されている場合は画像が表示されます。 
• 画像をF OMA 端末に取り込めます。操作方法はサイトから画像を保存するときと同じです。 
→ P 2 7 2 
• 画像を正常に受信できなかったときは受信し直すことができます。→下記 
• 画像が受信できなかったときは 
／ 
／ 
が表示されます。 
• 本文中に表示されている画像は削除できません。 
● 詳細表示画面に表示されている電話番号やメールアドレス、UR L を選択して、次の操作がで 
きます。 
• 電話帳に登録する→ P 2 7 7 
•ブックマークに登録する→ P 2 6 1 
• 電話をかける→ P 2 7 4 
•ｉモードメールを作成する→ P 2 7 5 
• サイトを表示する→ P 2 7 5 


お知らせ 


● 本文中に未受信の画像がないときは、再読み込みを行っても画像は受信されません。 


お知らせ 


メ 
ッ 
セ 
ー 
ジ 
Ｒ 
／ 
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メッセージ R /F を削除します＜メッセージ削除＞ 


1 件ずつ選択して削除したり、既読のメッセージR /F やすべてのメッセージR /F 


をまとめて削除したりします。 


● 保護されているメッセージR /F は削除できません。全件削除しても保護され 


ているメッセージ R /F は残ります。保護を解除してから削除してください。 


1 メッセージ R /F 一覧を表示する 


● 操作方法→ P 2 9 4 


2 削除するメッセージ R /F を選択 


メニュー 


「1 削除する」 


「1 選択 1 件」を押す 


メッセージを削除するかどうかの確認画面が表示されます。 


● 既読のみ削除するときは、 


メニュー 


「1 削除する」 「2 既読のみ全件」を押 


します。 


● 全件削除するときは、 


メニュー 「1削除する」「3メッセージ全件」を押し、 


4 ～ 8 桁の端末暗証番号を入力 
「1 削除する」を押します。 


3「1 削除する」を押す 


メッセージを削除した旨のメッセージが表示されます。 


4 
を押す 


メッセージ一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


メッセージ R /F を保護／解除します＜メッセージ保護／解除＞ 


保存領域の空きがなくなっても、メッセージ R /F を受信したときに上書きされ 


ないようにメッセージ R /F を保護します。 


● 未読のメッセージ R /F は保護できません。 
1 メッセージ R /F 一覧を表示する 


● 操作方法→ P 2 9 4 


● メッセージR /F 詳細表示画面から1 件削除する場合は、 


メニュー 


「2削除する」を押して操作 
します。 


お知らせ 
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2 保護するメッセージ R /F を選択 


メニュー 


「2 保護／解 
除する」 「1 選択 1 件保護」を押す 


メッセージ R /F が保護されます。 


● 状態マークが 
に変わります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


■ 保護を解除するとき 


メッセージR /F 一覧で保護を解除するメッセージR /F を選択 


メニュー 


「2保 


護／解除する」「2 選択 1 件解除」を押す 


● 保護を全件解除するときは、 


メニュー 


「2 保護／解除する」「3 全件解除」 


を押します。 


● メッセージ R /F の最大保護件数→ P 3 6 
● メッセージR /F 詳細表示画面から保護／保護を解除する場合は、 


メニュー 


「3保護する」もし 
くは「3 保護を解除する」を押して操作します。 


お知らせ 


メッセージ R /F 一覧の表示方法を変更します 


項　目 


1 全て表示 


2 未読のみ表示 


3 既読のみ表示 


4 保護のみ表示 


説　明 


すべてのメッセージを一覧表示し 
ます。 


未読のメッセージのみを一覧表示 
します。 


既読のメッセージのみを一覧表示 
します。 


保護されているメッセージのみを 
一覧表示します。 


メッセージ R /F 一覧をメッセージの状態別に表示します。 
1 メッセージ R /F 一覧を表示する 


● 操作方法→ P 2 9 4 


2 


メニュー 


「3 表示方法を変更」を押す 


お買い上げ時 
全て表示 


メ 
ッ 
セ 
ー 
ジ 
Ｒ 
／ 
Ｆ 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 



298 
298 


ｉ 
モ 
ー 
ド 


● メッセージ R /F 一覧の表示を終了すると「全て表示」に戻ります。 
●「既読のみ表示」では、保護されているメッセージ R /F は表示されません。 


お知らせ 


3「1 全て表示」～「4 保護のみ表示」のいずれか 1 つの 
番号を押す 


選択した表示方法で表示されます。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


メ 
ッ 
セ 
ー 
ジ 
Ｒ 
／ 
Ｆ 
／ 
ユ 
ー 
ザ 
証 
明 
書 
操 
作 


ユーザ証明書を操作します 
＜ユーザ証明書操作＞ 


Firs tP as s センターからユーザ証明書の発行要求や、ダウンロードができます。 


● 青色の FOMA カードではご利用になれません。 


● Firs tP as s センターに接続するには、日付・時刻の設定をしてください。 


→ P 4 6 


● Firs tP as s センター接続中は、LRによるページの移動はできません。 


ユーザ証明書の発行を要求してダウンロードします 
1 待受画面で 


メニュー 


「 
詳細な機能を設定する」 


「6 ｉモードの詳細を設定する」 「8 ユーザ証明書を 
操作する」を押す 
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2「次へ」を選択 
を押す 


3「証明書発行」を選択 
を押す 


4「実行」を選択 
を押す 


5 P IN2 コードを入力 
を押す 


P IN2 コードが認証された旨のメッセージが表示されます。 


6 
を押す 


完了画面が表示され、ユーザ証明書の発行申請が完了します。 


● 
「1 終了する」を押すと待受画面に戻ります。 


■ 発行された証明書を失効させるとき 


①「その他」を選択 
「証明書失効」を選択 


を押す 


ユーザ証明書を送信するかどうかの確認画面が 


表示されます。 


②「1 送信する」を押す 


P IN2 コード入力画面が表示されます。 


→ P 1 7 7 


③ P IN2 コードを入力 
を押す 


④「実行」を選択 
「次へ」を選択 


「実行」を選択 
を押す 


● P IN2 コード→ P 1 7 7 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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7「ダウンロード」を選択 
を押す 


8「実行」を選択 
を押す 


完了画面が表示され、ユーザ証明書がダウンロードされます。 


● 
「1 終了する」を押すと待受画面に戻ります。 
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• Firs tP as s とはドコモの電子認証サービスです。Firs tP as s を利用すること 
により、サイト側と FOMA 端末側がお互いの証明書を送付し合い、受け取っ 
た相手の証明書を検証してお互いの認証を行うクライアント認証が可能となり 
ます。 
• Firs tP as s はFOMA 端末からのインターネット通信と、FOMA 端末をパソコ 
ンに接続した状態でのインターネット通信でお使いいただくことが可能です。 
パソコンでご利用いただくためには、添付のC D-R OM 内のFirs tP as s P C ソ 
フトが必要です。 
• ユーザ証明書の発行要求をする際は、画面に表示される「Firs tP as s ご利用規 
則」をよくお読みになり、ご同意の上、要求してください。 
• ユーザ証明書のご利用には P IN2 コードの入力が必要です。→ P 1 7 7 
P IN2 コード入力後になされたすべての行為がお客様によるものとみなされま 
すので、FOMA カードまたはP IN2 コードが他人に使用されないよう十分ご注 
意ください。 
• FOMA カードの紛失、盗難にあった場合などは、ドコモショップなど窓口にて 
ユーザ証明書の失効を行うことができます。 
• Firs tP as s 対応サイトによって提供されるサイトや情報については、ドコモは 
何らの義務もないものとし、一切の責任を負いません。お客様とFirs tP as s 対 
応サイトとの間で解決をお願いいたします。 
• Firs tP as s およびS S L のご利用にあたり、ドコモおよび認証会社は安全性な 
どに関し保証を行うものではありませんので、お客様ご自身の判断と責任にお 
いてご利用ください。 


F irs t P a s s ご使用にあたって 


● F irs tP as s センターで表示される画面や操作方法は、変更されることがあります。 
● F irs tP as s センターに接続中は、メールの送受信やメッセージ R /F の受信はできません。 
● ユーザ証明書は、お客様がF OMA 契約されていることを証明するものです。ダウンロードし 
たユーザ証明書は緑色のF OMA カードに保存され、F irs tP as s に対応しているサイトで利用 
できます。 
● 添付のC D-R OM からF irs tP as s P C ソフトをパソコンにインストールすると、F OMA 端末 
をパソコンに接続して、パソコンのブラウザを使ってF irs tP as s の通信を行うことができま 
す。詳しくは C D-R OM 内の F irs tP as s Manual をご覧ください。「F irs tP as s Manual」 
（P DF 形式）をご覧になるには、A dobe R eader（バージョン6 .0 以上を推奨）が必要です。 
お使いのパソコンにインストールされていない場合は、アドビシステムズ株式会社のホーム 
ページから最新版をダウンロードできます（別途通信料がかかります）。詳しくはアドビシス 
テムズ株式会社のホームページを参照してください。 


お知らせ 
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証明書の発行先を変更します＜証明書発行先設定＞ 


お買い上げ時 
接続先：ドコモ 


Firs tP as s 以外のサービスを受けるときに、接続先を設定します。設定を変更す 
ると Firs tP as s センターに接続できなくなります。 


通常は設定を変更する必要はありません。 


1 待受画面で 


メニュー 


「 
詳細な機能を設定する」 


「6 ｉモードの詳細を設定する」 「9 証明書の発行先 
を変更する」を押す 


2「1 接続先」 「1 ドコモ」または「2 ユーザ設定」を 
押す 


● Firs tP as s に接続する設定に戻すときは「1 ドコモ」を押し、操作 5 に 


進みます。 


3「2 ユーザ設定接続先」 
接続先を入力 
を押す 


● ユーザ設定接続先は、半角英数字で最大 9 9 文字入力できます。 


4「3 初期画面 UR L」 
UR L を入力 
を押す 


● 設定初期画面 UR L は、半角英数字で最大 1 0 0 文字入力できます。 


5 


電話帳 を押す 


接続先を設定した旨のメッセージが表示されます。 


6 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


ユ 
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● 文字入力のしかた→ P 5 5 8 


お知らせ 
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FOMA 端末のメール機能について ・・ 3 0 4 


ｉモードメールを作成します 


簡単な操作でｉモードメールを作成して 
　　送信します＜簡単メール作成・送信＞ 
　 
・・・・・・・・・・・・・・・・ 3 1 3 
ｉモードメールを作成して 
　　送信します＜ｉモードメール作成・送信＞ 
　 
・・・・・・・・・・・・・・・・ 3 1 7 
よく送る相手にボタン 2 つでメールを 
　　作成します＜ツータッチメール＞ 
　 
・・・・・・・・・・・・・・・・ 3 2 1 
作成中のｉモードメールを保存しておき、 
　　あとで送信します＜ｉモードメール保存＞ 
　 
・・・・・・・・・・・・・・・・ 3 2 3 
ｉモードメールで静止画やメロディ、動画／ 
　　ｉモーション（音声）を送信します 
　 
・・・・・・・・・・・・・・・・ 3 2 4 
例文を利用してメールを 
　　作成します＜メール例文＞ 
・・・ 3 3 2 
未送信／送信したｉモードメールを 
　　見ます＜未送信／送信メール＞ ・・ 3 3 7 


ｉモードメールを受けます・操作します 


ｉモードメールを 
　　受信したときは＜ｉモードメール受信＞ 
　 
・・・・・・・・・・・・・・・・ 3 3 9 
ｉモードメールを選択して受信します 
　 
・・・・・・・・・・・・・・・・ 3 4 1 
ｉモードメールがあるかどうかを 
　　問い合わせます＜ｉモード問い合わせ＞ 
　 
・・・・・・・・・・・・・・・・ 3 4 3 
受信したｉモードメールを 
　　見ます＜受信メール＞ 
・・・・・ 3 4 5 
ｉモードメールに返事を 
　　出します＜ｉモードメール返信＞ 
　 
・・・・・・・・・・・・・・・・ 3 4 7 
ｉモードメールを他の宛先に 
　　転送します＜ｉモードメール転送＞ 
　 
・・・・・・・・・・・・・・・・ 3 4 8 
ｉモードメールに添付された静止画を 
　　操作します 
・・・・・・・・・・ 3 4 9 
ｉモードメールからｉモーションを 
　　受信・再生します＜ｉモーションメール＞ 
　 
・・・・・・・・・・・・・・・・ 3 5 3 
ｉモードメールに添付されたメロディを 
　　操作します 
・・・・・・・・・・ 3 5 6 
ｉモードメールに添付されたデータを 
　　削除します 
・・・・・・・・・・ 3 6 0 


メールの設定を行います 


ｉモードメールのアドレスや受信拒否などを 
　　設定します＜メール設定＞ 
・・・ 3 6 1 
メール受信時の着信音を 
　　設定します＜メール着信音設定＞ 
　 
・・・・・・・・・・・・・・・・ 3 7 7 
メール受信時の振動を 
　　設定します＜メール着信振動設定＞ 
　 
・・・・・・・・・・・・・・・・ 3 7 8 
メールにつける署名を 
　　登録します＜署名登録／設定＞ 
　 
・・・・・・・・・・・・・・・・ 3 7 9 
添付データを受信するかどうかを 
　　設定します＜添付データ受信設定＞ 
　 
・・・・・・・・・・・・・・・・ 3 8 0 
添付されたメロディを自動演奏するかどうかを 
　　設定します　 
・・・・・・・・・ 3 8 2 


ショートメッセージを使います 


ショートメッセージ（S MS ）を作成して送信 
　　します＜ S MS 作成・送信＞・・・ 3 8 3 
作成中のショートメッセージ（S MS ）を保存　 
　　しておき、あとで送信します＜S MS 保存＞ 
　 
・・・・・・・・・・・・・・・・ 3 8 6 
未送信／送信したショートメッセージ（S MS ） 
　　を見ます＜未送信／送信メール＞ 
　 
・・・・・・・・・・・・・・・・ 3 8 7 
ショートメッセージ（S MS ）を 
　　受信したときは＜ S MS 受信＞・・ 3 8 9 
ショートメッセージ（S MS ）があるかどうか 
　　を問い合わせます＜ S MS 問い合わせ＞ 
　 
・・・・・・・・・・・・・・・・ 3 9 0 
受信したショートメッセージ（S MS ）を 
　　見ます＜受信メール＞ 
・・・・・ 3 9 1 
ショートメッセージ（S MS ）に返事を 
　　出します＜ S MS 返信＞・・・・・ 3 9 3 
ショートメッセージ（S MS ）を他の宛先に 
　　転送します＜ S MS 転送＞・・・・ 3 9 4 
ショートメッセージ（S MS ）を　　 
　　FOMA カードに保存します ・・・ 3 9 5 
ショートメッセージ（S MS ）の 
　　設定をします＜ S MS 設定＞ ・・・ 4 0 1 


メールを管理します 


メールを管理します 
・・・・・・・・ 4 0 3 


メールの便利な機能 


メールの便利な機能 
・・・・・・・・ 4 1 5 


メール 
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F OMA 端末のメール機能について 


FOMA 端末では、ｉモードメール、ショートメッセージ（S MS ）の 2 種類の 


メール機能を利用できます。 


● ｉモードメールを利用するには、ｉモードのご契約が必要です。 


● ショートメッセージ（S MS ）は、ｉモードをご契約されていなくてもご利用 


いただけます。 


FOMA 端末→ FOMA 端末 
ｉモードメール、ショートメッセージ（S MS ）のどちらも使用できます（ショートメッ 
セージ（S MS ）は相手が FOMA 端末の場合のみ送受信できます）。 


FOMA 端末から mova サービスのｉモード端末へのメッセージ送信にはｉモードメール 
を使用します。 


i モードメール 


最大 7 0 文字（日本語） 
最大 1 6 0 文字（英語） 


最大全角 5 0 0 0 文字 
F OMA 
端末 
FOMA 
端末 


F OMA 
端末 
mova サービスの 
ｉモード端末 


mova サービスのｉモード端末から送られたｉモードメールとショートメールを受信で 
きます。ショートメールはショートメッセージ（S MS ）として受信します。 


mov a サービスのｉモード端末→ FOMA 端末 


mova サービスの 
ｉモード端末 


※ ショートメールとは、ドコモの携帯電話間で文字メッセージをやりとりできるサービスです。 


• FOMA 端末からショートメールを送信することはできません。特番1 6 5 5 をダイヤルし 


ても送信することはできません。 


F OMA 
端末 


→ 


※ mova サービスのｉモード端末の設定により異なります。 


i モードメール 


S MS 
→ 
S MS 


受信できません 


i モードメール 


最大全角 2 0 0 0 文字※ 
→ i モードメール 


S MS 
→ 
× 


i モードメール 


最大全角 2 5 0 文字 
→ i モードメール 


ショートメール 
特番 1 6 5 5 を 
ダイヤル 


S MS 
→ 


最大 5 0 文字 


メール機能の送受信について 


FOMA 端末→ mov a サービスのｉモード端末 
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■ メールを選択して受信します 


ｉモードセンターに保管されているｉモードメールの題名などを確認し、受 
信するｉモードメールを選択したり、受信前にｉモードセンターでｉモード 
メールを削除したりできます。→ P 3 4 1 、P 3 4 2 


メール設定を行います 


● その他詳細はｉモードご契約時にお渡しいたします『FOMA ｉモード操作ガ 
イド』をご覧ください。 


■ メールアドレスを変更します 


たとえば「doc omo.△ △ _ab1 2 3 4 yz@doc omo.ne.jp」のように、メールア 
ドレスの「@」より前の部分を、お好みのアドレスに変更できます。→P 3 6 1 


• ｉモードメールを送信する→ P 3 1 3 、P 3 1 7 
• ｉモードメールを受信したとき→ P 3 3 9 
• ｉモード問い合わせ方法→ P 3 4 3 


● メールアドレス 
doc omo.taro.△ △ @doc omo.ne.jp 
● メールアドレス 
doc omo.△ △ _ab1 2 3 4 yz@doc omo.ne.jp 


● メールアドレス 
doc omotaro@△ △ .□ □ □ .c o.jp 


A 
B 


C 
パソコン 


→ ：doc omo.△ △ _ab1 2 3 4 yz 
→ ：doc omo.taro.△ △ 
A 
B 
B 
A 


ｉモード端末どうしの宛先 


A 
C 


C 
A 


→ ：doc omotaro@△ △ .□ □ □ .c o.jp 


→ ：doc omo.taro.△ △ @doc omo.ne.jp 


ｉモード端末とe-mail間の宛先 


ｉモードセンター 


ｉモードメールについて 


ｉモードを契約するだけで、ｉモード端末（mova 含む）間はもちろん、イン 
ターネットを経由してパソコンの e-mail とのメールのやりとりができます。 


ｉモードご契約時のメールアドレスは次のようになります。 


新規にｉモードをご契約の場合 
@ マークより前がランダムな英数字の組み合わせになっていますので、 
ｉモード契約後にお客様のメールアドレスをご確認ください｡ 
（例）abc 1 2 3 4 ～ 7 8 9 xyz@doc omo.ne.jp 
● お客様のメールアドレスの確認方法（詳しくは→ P 3 6 3 ） 
　ｉ Menu → 8 オプション設定 → 1 メール設定 → アドレス確認 


● ｉモード端末（mova 含む）間でメールをやりとりする場合は、＠マークよ 
り前の部分のみのアドレスで送信できます。 
● パソコンなどのe-mailからメールを受信する場合は、＠doc omo.ne.jpも含 
めた全体を使用します。 


次 
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■ シークレットコードを登録します 


電話番号のアドレス利用時に、メールアドレスに加えて4 桁のシークレット 


コードを登録できます。シークレットコードを指定していないメールは受信 


されなくなるため、不要なメールの受信を避けられます。→ P 3 6 4 


■ メールアドレスを電話番号にします（アドレスリセット） 


メールアドレスを「携帯電話番号@doc omo.ne.jp」にすることができます｡ 


→ P 3 6 5 


■ メールアドレスを確認します 


現在設定されているメールアドレスを確認できます｡→ P 3 6 3 


■ 特定のメールを受信／拒否します 


以下のいずれかの方法でメールの受信／拒否設定を行うと、メールの受信を 


制限することができます。→ P 3 6 8 


① ドメイン指定受信 
• au・ボーダフォン・T U‐ K A・DDIポケットのうち、指定する会社から 


のメールの受信ができます。 
• また上記の会社以外から送信されたメールのうち、指定するドメインか 


らのメールを受信します。→ P 3 7 2 


※ NT T ドコモのｉモード・ｉショット・一定額到達通知サービス・e ビリング請求額 
お知らせメール・M-s tag e ビジュアルネットからのメールはすべて受信します。 
② アドレス指定受信／拒否 
• 受信するすべてのメールのうち、指定するアドレスからのメールを受信／ 


拒否します。→ P 3 7 1 


③ ｉモードメールのみ受信／拒否 
• ｉモードどうしのメールのみ受信（インターネット経由のメールを拒否）／ 


拒否します。→ P3 7 0 


④ ｉモードメール大量送信者からのメール受信制限 
• １日に１台のｉモード端末（mova 含む）から送信される 2 0 0 通目以 


降のｉモードメールを受信拒否します。初期設定では「拒否する」に設 


定されていますので、大量送信者からのメールを拒否したい場合は設定 


する必要はありません。→ P3 6 9 


⑤ 未承諾広告※ メール拒否 
• 受信者の同意なしに一方的に広告・宣伝を行うために送信される、メー 


ル表題部の最前部に「未承諾広告※ 」と記載されているメールを受信／ 


拒否します。初期設定では「拒否する」に設定されていますので、未承 


諾広告※ メールを拒否したい場合は設定する必要はありません。 
（送信者 


はメール件名欄の最前部に未承諾広告※（全角6 文字）と記載すること 


が法律で義務づけられています。）→ P3 6 9 


※ 「ドメイン指定受信」、「アドレス指定受信」、「アドレス指定拒否」、「ｉモードメール 
のみ受信」、「ｉモードメールのみ拒否」は同時に設定することができません。 
⑥ S MS 拒否 
• 全ての S MS または非通知 S MS のみを受信しないよう設定したり、設 


定の状況を確認することができます。 
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送受信できる文字数 


ｉモードメールで送受信できる文字数は次のとおりです。 


全角文字 
（漢字、ひらがな、絵文字など） 


1 5 文字 


ー 


5 0 0 0 文字 


半角文字 
（英字、数字、カタカナなど） 


3 0 文字 


5 0 文字 


1 0 0 0 0 文字 


項　目 


題名 


メールアドレス 


本文 


■ メール設定状況を確認します 


現在設定されているメール受信／拒否などの設定状況を確認できます。 


→ P 3 7 4 


■ メールのサイズを制限します 


あらかじめ指定したサイズによって、受信するｉモードメールを制限するこ 


とができます。→ P 3 6 7 


■ メール機能を停止します 


メール機能を利用されない場合、ｉモードセンターでのメール機能停止がで 


きます。→ P 3 7 5 


● ｉモードメールの本文は全角5 0 0 0 文字（1 0 0 0 0 バイト）まで送受信できますが、添付デー 
タのデータ量により送受信できる文字数が少なくなります。 
● 本文が受信できる文字数を超えた場合、本文の最後に「/」または「//」が挿入され、超えた 
分が自動的に削除されます。 
● mova サービスのｉモード端末へｉモードメールを送信する場合、本文として送信できるの 
は全角で最大 2 0 0 0 文字です。また、ｉショット・ｉモーションメールは UR L の記載され 
たメールとして送信され、それ以外の添付データは削除されます。 
● 題名が受信可能な文字数を超えた場合、超えた文字は削除されます。 
● ｉモード端末（mova 含む）どうしのメールのやりとり以外では半角カタカナ、絵文字を使 
用しないでください。正しく表示されない場合があります。 


お知らせ 


メールを受信できないとき 


ｉモードセンターに届いたｉモードメールは、すぐにお客様のFOMA 端末に送 


信されます。ただし、お客様のｉモード端末がテレビ電話中、電源が入っていな 


い、ｉモード圏外などで受信できないとき、またはメール選択受信設定を「利用 


する」にしているときは、ｉモードメールはｉモードセンターに保管されます。 


ｉモードセンターに保管されたメールは、一定の時間をおいて最大 3 回再送さ 


れます。設定により、ｉモードセンターに保管されているｉモードメールを選択 


して受信することができます。 
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こんなこともできます 


■ ファイル添付メール 


● メロディ添付メール 


サイトやインターネットホームページからダウンロードしたメロディデー 


タを、ｉモードメールに添付して送受信できます（メール添付やFOMA 端 


末外への出力を禁止されているメロディデータは送信できません）。 
• 送信する→ P 3 2 4 
• 受信したとき→ P 3 5 6 


● 画像添付メール 


サイトやインターネットホームページ、または外部メモリから取得した 


静止画データをｉモードメールに添付して送受信できます（メール添付や 


FOMA端末外への出力が禁止されている静止画データは送信できません）。 
• 送信する→ P 3 2 4 
• 受信したとき→ P 3 4 9 


■ ｉショット 


この端末で撮影した静止画データを添付データとしてｉモード端末（mova含 


む）およびパソコンや他社携帯電話の間で送受信できます。ただし、1 0 0 0 0 


バイトより大きく 1 0 0 K バイト以下の画像を FOMA 端末や mova サービス 


のｉモード端末へ送信した場合は、添付データ形式ではなく画像閲覧用UR L 


と画像の保存期限が記載されたメールとして送信され、そのUR L をクリック 


することで画像を取得できます。 


1 0 0 0 0 バイトより大きく1 0 0 K バイト以下の画像を送信する場合は、送信 


先アドレスの＠マークの後に｢p.｣を付与してください。 


最大保管期間 


7 2 0 時間 


● ｉモードセンターでのｉモードメールの最大保管件数、保管期間は次のとおりです。 


● 保管期間が超過したｉモードメールは自動的に削除されます。 
● 最大保管件数は、ｉモードメールのデータサイズにより異なります。保管件数を超えた場合 
は、ｉモードセンターではｉモードメールを受信せず、送信者にエラーメッセージとともに 
返信します。このときｉモード端末には 
または 
が表示されます。→ P 2 6 
ただし、メール選択受信設定を「利用する」にしているときは、保管件数を超えても 
また 
は 
は表示されません。 
● ｉモードセンターに保管されているｉモードメールは、ｉモード問合せ（→ P 3 4 3 ）やメー 
ル選択受信（→P 3 4 2 ）により受信できます。また、新しいｉモードメールが届いたときは、 
保管されている他のｉモードメール、メッセージ R /F もあわせて受信できます。 
● ｉモード端末でｉモードメールを受信するとｉモードセンターに保管されていたｉモードメー 
ルは削除されます。受信したｉモードメールはｉモード端末に保存されます。→ P 3 4 5 
● 極端に容量の大きいｉモードメールはｉモードセンターで受け付けないことがあります。 


お知らせ 


最大保管件数 


2 0 7 ～ 1 0 0 0 件 
（約 2 M バイトまで） 


ｉモードメール 
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（例）1 0 0 0 0 バイト以下の静止画像を添付する場合の送信先アドレス 


doc omo.taro.△ △ @doc omo.ne.jp 


1 0 0 0 0 バイトより大きい静止画像を添付する場合の送信先アドレス 


doc omo.taro.△ △ @p.doc omo.ne.jp 


mova サービスのｉモード端末へ送れるメール本文は最大全角 1 8 4 文字 


（3 6 9 バイト）で、複数データを添付した場合添付データは削除され、メー 


ル本文のみ通知されます。 
• 送信する→ P 3 2 4 
• 受信したとき→ P 3 5 2 


• ｉショットセンターでは最大 1 0 日間画像が保存され、保存期間経過後に 


自動的に削除されます。 
• ｉモード端末が、受信できるのは最大5 0 0 K バイトまでの静止画となりま 


す。また、取得した画像はｉモード端末の画面に合わせて画像サイズを自 


動的に変換します。 


添付画像 
として送信 


添付画像 
として送信 


ｉ ショットで 
静止画送信 


1添付動画 の U R L 
　を記載したメー ル 


1 0 0 0 0 バイトより 
大きく、1 0 0 K バイト 
以下 の 静止画像送信 
の 場合 


2メール上のUR L選 
　択 　 　を押す 
　（Web T o機能） 


3添付画像データ 


パソコンなど 


FOMA 端末 


ｉモードセンター 


mova サービスの 


i モード端末 


イ 
ン 
タ 
ー 
ネ 
ッ 
ト 



FOMA 端末 


FOMA 端末 


ｉ ショットセンター 


■ C c 、Bc c 送受信 


パソコンなどと同じように、ｉモードメール編集時に宛先をT o、Cc 、Bc c か 


ら選択できます。ただし、T o が1 件もない場合は、メールを送信できません。 


→ P 3 2 2 、P 3 3 8 、P 3 4 6 


■ デコメール 


文字や背景の色を変えたり画像を本文中に貼り付けるなど、装飾された楽し 


いメールを受信することが可能です。→ P 3 4 6 


ただし、この端末でデコメールを作成／編集して送信することはできません。 


■ メール同報送信 


同じｉモードメールを、一度に複数の宛先（最大 5 件）に送信できます。 


→ P 3 2 2 


● 通信料は、1 通のみ送信した場合と同じです。ただし、追加した宛先の情報量については通 
信料が増えます。 


お知らせ 
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ｉモーションメールについて 


ｉモーションメール対応端末で撮影した動画（録音した音声を含む）やサイト、 
インターネットホームページから取得した動画を対応端末およびパソコンや他社 
携帯電話との間で送受信できます（メール添付やFOMA 端末外への出力が禁止 
されている動画データは送信できません）。 
● ｉモーションメールを送信する→ P 3 2 4 


● ｉモーションメールを受信したとき→ P 3 5 3 


● サービスのしくみ 
ｉモーションメールに添付された動画データはｉモーションメールセンターに 
送信され、そこで保存されます（送信先がパソコンなどの場合は、直接添付デー 
タとして送信されます）。 
ｉモーションメール対応端末での受信時は、メール本文中に「 
あり」と表 
記され、受信者はメール本文中に表示されているUR L を選択して 
を押す 
ことにより、動画を取り込むことができます｡ 
ｉモーションメール非対応端末へ動画を添付して送信した場合は、ｉモーショ 


ンが連続静止画に変換され、UR L の記載されたメールとして受信されます。 


受信者は表示されているUR L を選択すると連続静止画を取り込むことができ 


ます。また、音声を添付して送信した場合、添付データは削除され、メール本 


文に［添付ファイル削除］と通知されます。 


• ｉモーションメールセンターでは最大 1 0 日間画像が保存され、保存期間 


経過後自動的に削除されます。 
• ｉモーションメール対応端末が、受信できるのは最大5 0 0 K バイトまでの 


動画となります。また、取得した動画はｉモーションメール対応端末の画 


面に合わせて画像サイズを自動的に変換します。 
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添 付 動 画 
として 送 信 


ｉモ ードメー ル 
として 送 信 


1 添 付 動 画 の 
　アイコン（ＵＲＬ） 
　を 記 載したメー ル 


3 添 付 動 画また は 
　 連 続 静 止 画データ 


パソコンなど 
ｉモードセンター 


イ 
ン 
タ 
ー 
ネ 
ッ 
ト 



ｉモーション 
メールセンター 


2メー ル 上 のＵＲＬ 
　 ( Ｗｅｂ Ｔｏ) を 選 択 


ｉモーションメール対応 
ＦＯＭＡ端末 


ｉモーション 


メール対応 
ＦＯＭＡ端末 


ｉモーション 


メール 
非対応端末 
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ショートメッセージ（S MS ）について 


FOMA 端末間で文字メッセージをやりとりできます。 
• ショートメッセージ（S MS ）を送信する→ P 3 8 3 
• ショートメッセージ（S MS ）を受信したとき→ P 3 8 9 
• S MS 問い合わせ方法→ P 3 9 0 


● 海外からはショートメッセージ（S MS ）の文字メッセージを送受信できません。 


お知らせ 


ショートメッセージ（S MS ）の宛先 


ショートメッセージ（S MS ）の宛先は「ご契約の携帯電話番号」です。 
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ショートメッセージ（S MS ）を受信できないとき 


ショートメッセージセンターに届いたショートメッセージ（S MS ）は、すぐに 


お客様の FOMA 端末に送信されます。ただし、お客様の FOMA 端末がテレビ 


電話中、電源が入っていない、圏外などで受信できないときは、ショートメッ 


セージ（S MS ）はショートメッセージセンターに保管されます。 


送受信できる文字数 


ショートメッセージ（S MS ）で送受信できる文字数は次のとおりです。 


※ ：半角の英数字と記号（｡ ｢ ｣ ､ ･ ﾞ ﾟ を除く）を送信できます。 
　　記号（ | ＾ { } [ ] ̃ ¥ ）を入力すると送信できる文字数が少なくなります。 


半角文字（英字・数字など） 


半角 1 6 0 文字※ 


全角文字 


全角・半角を問わず 7 0 文字 


2 0 文字（数字のみ） 


項　目 


宛先 


本文 


● ショートメッセージ（S MS ）では題名は送信できません。 
● ショートメッセージ（S MS ）の本文に半角カタカナ、絵文字を使用すると、受信側で正しく 
表示されない場合があります。 


お知らせ 


● ショートメッセージセンターでのショートメッセージ（S MS ）の最大保管期間は7 2 時間で 
す。送信者が保管する有効期間を指定することもできます。→ P 4 0 1 
● 保管期間が超過したショートメッセージ（S MS ）は自動的に削除されます。 
● ショートメッセージセンターに保管されているショートメッセージ（S MS ）は、S MS 問い 
合わせにより受信できます。→ P 3 9 0 
● F OMA 端末でショートメッセージ（S MS ）を受信すると、ショートメッセージセンターに 
保管されていたショートメッセージ（S MS ）は削除されます。受信したショートメッセージ 
（S MS ）は F OMA 端末に保存されます。→ P 3 9 1 


お知らせ 
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こんなこともできます 


■ 送達通知 


送信したショートメッセージ（S MS ）が相手に届いたかどうかを知らせる送 


達通知を受け取ることができます。→ P 4 0 1 


■ FOMA カードへの保存 


受信したショートメッセージ（S MS ）や送信したショートメッセージ（S MS ） 


を FOMA カードに保存できます。→ P 3 9 5 
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簡単な操作でｉモードメールを作成し 
て送信します＜簡単メール作成・送信＞ 


簡単な操作方法でｉモードメールを作成して送信することができます。 
1 待受画面で U を 1 秒以上押す 


2 


電話帳 


を押す 


● 前回、簡単メール作成でメールを作成した場合は、 


操作 2 の画面が表示されます。 


■ 音声を添付するとき 


「2 音声を送る」を押す 


• 以降は「■ 音声を添付するとき」の操作②～⑥ 


と同じ操作（→ P 3 2 6 ）を行います。操作後に 


操作 3 の画面が表示されます。 


■ 写真をその場で撮影して添付するとき 


「3 写真を送る」「1 今から撮影する」を押す 


• 以降は「■ 写真をその場で撮影して添付すると 


き」の操作②～④と同じ操作（→ P 3 2 7 ）を行 


います。操作後に操作3 の画面が表示されます。 


■ 写真をアルバムから選択して添付するとき 


「3写真を送る」「2アルバムから選ぶ」を押す 


• 以降は「■ 写真をアルバムから選択して添付する 


とき」の操作②と同じ操作（→P3 2 8 ）を行いま 


す。操作後に操作 3 の画面が表示されます。 


■ ビデオをその場で撮影して添付するとき 


「4ビデオを送る」「1今から撮影する」を押す 


• 以降は「■ ビデオをその場で撮影して添付すると 


き」の操作②～⑥と同じ操作（→P3 2 8 ）を行い 


ます。操作後に操作 3 の画面が表示されます。 


次 
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■ ビデオをアルバムから選択して添付するとき 


「4ビデオを送る」「2アルバムから選ぶ」を押す 


• 以降は「■ ビデオをアルバムから選択して添付 


するとき」の操作②～③と同じ操作（→P 3 2 9 ） 


を行います。操作後に操作 3 の画面が表示され 


ます。 


3「1 文章のみ送る」を押す 


4「2 直接入力する」 
宛先を入力 
を押す 


● 半角で最大 5 0 文字入力できます。 


● ｉモード端末にメールを送信するときは、メール 


アドレスの「@doc omo.ne.jp」は省略できます。 


● 英字入力モード時に 1： 


「＠」「．」「 - 」などを入力できます。 


● 英字入力モード時に *： 


「doc omo.ne.jp」「.c om」「.or.jp」などを入 


力できます。 


■ 電話帳から選択するとき 


①「1電話帳から選ぶ」 検索方法を選択 


を押す 


電話帳の検索結果の一覧が表示されます。 


• F OMA カードの電話帳から選択する場合は 


電話帳 を押します。 


② 送信する相手を選択 
を押す 


送信する相手のメールアドレス画面が表示され 


ます。 


③ メールアドレスを選択 
を押す 


左の画面に戻ります。「3 次へ進む」を押すと 


操作 5 の画面が表示されます。 


■ 追加された宛先を編集するとき 


● 新しくメールを作成する場合や追加された宛先 


が無い場合は操作できません。 


①「4 他アドレス編集」 編集するアドレスを選 


択 
を押す 


宛先入力画面が表示されます。 


② 宛先を編集 


電話帳 


を押す 


左の画面に戻ります。「3 次へ進む」を押すと 


操作 5 の画面が表示されます。 
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● 全角で最大 1 5 文字、半角で最大 3 0 文字入力で 


きます。 


● 


メニュー 


：絵文字や記号を入力したり、定型文を貼り 


付けたりすることができます。→ P 5 6 0 


5「3 次へ進む」を押す 


■ 操作 2 で音声を添付したとき 


左の画面が表示されます。 


● 題名には「音声メール」、本文には「音声付メー 


ルです。」と入力されています。 


「1 このまま送信」： 


このままｉモードメール（音声メール）を 


送信します。操作 1 2 に進みます。 


「2 題名本文を変更」： 


題名と本文を変更します。操作5 の画面が 


表示されます。 


6「1 直接入力する」 
題名を入力 
を押す 


簡 
単 
メ 
ー 
ル 
作 
成 
・ 
送 
信 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 



■ 例文から選択するとき 


①「2例文から選ぶ」 例文を選択 
を押す 


例文を読み込んだ旨のメッセージが表示され 


ます。 


• 題名を入力していた場合は、上書きするかど 


うかの確認画面が表示されます。 


「1 上書きする」： 


入力済みの文章を消去して例文を読み 


込みます。 


「2 上書きしない」： 


左の画面に戻ります。 


② 
を押す 


例文が読み込まれ、左の画面に戻ります。 
「3次 


へ進む」を押すと操作7 の画面が表示されます。 
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7「3 次へ進む」を押す 


8「1 本文を編集する」 
本文を入力 
を押す 


9「2 次へ進む」を押す 


10 内容を確認 
を押す 


● 全角で最大5 0 0 0 文字、半角で最大1 0 0 0 0 文字 


入力できます。 


● 


メニュー 


：絵文字や記号を入力したり、定型文を貼り 


付けたりすることができます。→ P 5 6 0 


● # ：文中で改行することができます。改行も 


本文の文字数に含まれます。 


簡 
単 
メ 
ー 
ル 
作 
成 
・ 
送 
信 


● 


メニュー ：作成したｉモードメールを修正します。 


「1 送信する」 
：ｉモードメールを送信します。 


「2 保存して終了」：作成したｉモードメールを「未 


送信のメールを見る」に保存し 


て終了します。 
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11「1 送信する」を押す 


ｉモードメールが送信されます。 


送信が終了すると、送信した旨のメッセージが表示されます。 


12 
を押す 


待受画面に戻ります。 


● 送信を途中で終了する場合は 
を押します。ただし、タイミングにより 


送信される場合があります。 


簡 
単 
メ 
ー 
ル 
作 
成 
・ 
送 
信 
／ 
ｉ 
モ 
ー 
ド 
メ 
ー 
ル 
作 
成 
・ 
送 
信 


● メールの保存領域に空きが足りないときや最大保存件数を超えるときは、メールを作成でき 
ない旨のメッセージが表示され、ｉモードメールを作成できません。 
「未送信のメールを見る」 
から不要なｉモードメール、ショートメッセージ（S MS ）を削除してください。→P 3 3 7 、P 4 0 6 
● データを添付しているときは、本文に入力できる文字数が減ります。 
● 文字入力のしかた→ P 5 5 8 


お知らせ 


ｉモードメールを作成して送信します。 
1 待受画面で U を 1 秒以上押す 


ｉモードメールを作成して送信しま 
す＜ｉモードメール作成・送信＞ 


● 簡単メール作成画面が表示されたときは、 


電話帳 


「1 切替える」を押します。 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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ｉ 
モ 
ー 
ド 
メ 
ー 
ル 
作 
成 
・ 
送 
信 


2 T o（宛先）欄を選択 
を押す 


3「2 直接入力する」 
宛先を入力 
を押す 


4 題名欄を選択 
題名を入力 
を押す 


● 半角で最大 5 0 文字入力できます。 


● ｉモード端末にメールを送信するときは、メール 


アドレスの「@doc omo.ne.jp」は省略できます。 


● 英字入力モード時に 1： 


「＠」「．」「 - 」などを入力できます。 


● 英字入力モード時に *： 


「doc omo.ne.jp」「.c om」「.or.jp」などを入 


力できます。 


● 全角で最大 1 5 文字、半角で最大 3 0 文字入力で 


きます。 


● 


メニュー 


：絵文字や記号を入力したり、定型文を貼り 


付けたりすることができます。→ P 5 6 0 


■ 電話帳から選択するとき 


①「1電話帳から選ぶ」 検索方法を選択 


を押す 


電話帳の検索結果の一覧が表示されます。 


• F OMA カードの電話帳から選択する場合は 


電話帳 を押します。 


② 送信する相手を選択 
を押す 


送信する相手のメールアドレス画面が表示され 


ます。 


③ メールアドレスを選択 
を押す 


操作1 の画面に戻ります。電話帳に登録されて 


いる名前がT o（宛先）欄に入力されています。 


操作 4 に進みます。 
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5 本文欄を選択 
本文を入力 
を押す 


6「送信する」を選択 
を押す 


ｉモードメールが送信されます。 


送信が終了すると、送信した旨のメッセージが表示されます。 


■ 署名付きで送信するとき 


メニュー 


3 を押す 


本文の最後に署名が挿入されて送信されます。 


● 署名はあらかじめ登録しておく必要があります。→ P 3 7 9 


● 署名の文字数も本文の文字数に含まれます。 


7 
を押す 


待受画面に戻ります。 


● 送信を途中で終了する場合は 
を押します。ただし、タイミングにより 


送信される場合があります。 


ｉ 
モ 
ー 
ド 
メ 
ー 
ル 
作 
成 
・ 
送 
信 


電話帳を表示してｉモードメールを作成します 


電話帳の検索結果一覧から、ｉモードメールを作成します。 


● 電話帳データにメールアドレスが登録されていない場合は、本機能を利用で 


きません。 


1 FOMA 端末電話帳の検索結果一覧を表示する 


● 検索方法→ P 1 2 4 操作 1 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 



● 全角で最大5 0 0 0 文字、半角で最大1 0 0 0 0 文字 


入力できます。 


● 


メニュー 


：絵文字や記号を入力したり、定型文を貼り 


付けたりすることができます。→ P 5 6 0 


● #：文中で改行することができます。改行も 


本文の文字数に含まれます。 
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● メールの保存領域に空きが足りないときや最大保存件数を超えるときは、メールを作成でき 
ない旨のメッセージが表示され、ｉモードメールを作成できません。 
「未送信のメールを見る」 
から不要なｉモードメール、ショートメッセージ（S MS ）を削除してください。→P 3 3 7 、P 4 0 6 
● データを添付しているときは、本文に入力できる文字数が減ります。 
● 定型文を利用して顔文字やあいさつ、返事などを入力できます。 
● 半角カタカナや絵文字は正しく表示されない場合がありますので、ｉモード端末（mova 含 
む）どうしのやりとり以外には使用しないでください。 
● 一部の絵文字（→ P 5 7 0 ）は、相手のｉモード端末の機種によっては正しく表示されない場 
合があります。 
● 電波状況により、相手に文字が正しく表示されない場合があります。 
● 送信が正常に終了したときは、ｉモードメールが「送信したメールを見る」に保存されます。 
送信メールの保存領域の空きが足りないときや最大保存件数を超えるときは、保護されてい 
ない古い送信メールから順に上書きされます。残しておきたい送信メールは保護してくださ 
い。→ P 4 0 9 
● 送信に失敗したときはエラーメッセージが表示され、ｉモードメールが「未送信のメールを 
見る」に保存されます。「未送信のメールを見る」からｉモードメールを表示して編集・送信 
できます。→ P 3 3 7 
● ｉモードメールを正常に送信できていても、電波状況によっては「送信できませんでした」と 
いうエラーメッセージが表示される場合があります。 
● 電話帳を表示して、電話帳の検索結果一覧からメールアドレスが複数登録されている相手を 
選択してメールを作成すると、1 件目に登録されているメールアドレスがT o（宛先）に設定 
されます。2 件目以降に登録されているメールアドレスを設定する場合は、F OMA 端末電話 
帳の詳細画面を表示し、2 件目以降のメールアドレスを選択してから作成します。→ P 1 2 9 
● 電話帳番号 0 ～ 9 に登録されている相手には簡単にｉモードメールを作成・送信できます 
（ツータッチメール）。 
● 文字入力のしかた→ P 5 5 8 


お知らせ 


ｉ 
モ 
ー 
ド 
メ 
ー 
ル 
作 
成 
・ 
送 
信 


2 メールを送信する相手を選択 


メニュー 


「2 メールを作 
る」を押す 


電話帳に登録されている名前が入力されます。 
● ｉモードメール作成方法→ P 3 1 7 
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ツ 
ー 
タ 
ッ 
チ 
メ 
ー 
ル 


よく送る相手にボタン 2 つでメール 
を作成します＜ツータッチメール＞ 


頻繁にメールを送る相手のメールアドレスを電話帳番号（→ P 1 1 4 ）の 0 ～ 9 


に登録しておくと、ダイヤルボタンとUの2 つのボタンを押すだけでｉモー 


ドメールやショートメッセージ（S MS ）を作成することができます。 


● 個人の情報表示を制限しているときには、本機能を利用できません。 
1 待受画面で電話帳番号（0 ～ 9）を入力 
U 
を押す 


2 ｉモードメールを編集して送信する 


● 操作方法→ P 3 1 7 


■ ショートメッセージ（S MS ）作成画面を表示するとき 


① 電話帳番号（0 ～ 9）を入力 
U を 1 秒以上押す 


入力した電話帳番号に登録されている名前が宛先に入力されたショート 


メッセージ（S MS ）作成画面が表示されます。 


② ショートメッセージ（S MS ）を編集して送信する 


● 操作方法→ P 3 8 3 


● 入力した電話帳番号の電話帳データに電話番号やメールアドレスが登録されていない場合や、 


電話帳データが登録されていない場合に U、または U を 1 秒以上押すと、宛先がな 


い／該当する電話帳データがない旨のメッセージが表示されます。 
を押すと、宛先が設 


定されていないｉモードメール／ショートメッセージ（S MS ）の作成画面が表示されます。 


● シークレット属性が設定されている電話帳データの場合、シークレットモードに設定してか 
ら操作してください。→ P 1 8 7 


お知らせ 


電話帳に登録されてい 
る名前が入力されます。 


電話帳番号 
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●「T o」と「C c 」に入力したメールアドレスは、受信側に表示されます。ただし、受信側の端 
末や機器、メールソフトなどによっては、表示されない場合があります。 
● 送信に失敗した宛先があるときはエラーメッセージが表示されます。 
を押すと、送信に 
失敗したメールアドレスの一覧が表示される場合があります。 


お知らせ 


宛先を追加します＜宛先追加＞ 


ｉモードメールを最大 5 人の相手に同時に送信することができます。 
1 ｉモードメールを作成する 


● 操作方法→ P 3 1 7 操作 1 ～ 5 


2 


メニュー 


「7 宛先を追加」を押す 


3「1T o」～「3Bc c 」のいずれか 1 つの番号を押す 


4 宛先の入力方法を選択し、宛先を入力して送信する 


● 操作方法は、宛先欄が 1 件の場合と同じです。→ P 3 1 8 


● 5 件まで宛先を追加できます。さらに追加する場合は、操作2 ～4 を繰り 


返し行います。 


「1T o」 ：送信相手のメールアドレスを入力します。 


T o に 1 件も入力されていないメールは 


送信できません。 


「2C c 」 ：直接の送信相手（T o）以外にメールの内 


容を知らせたい宛先を追加します。 


「3Bc c 」：T oやC c に設定した送信相手に知らせた 


くない宛先を追加します。入力したメー 


ルアドレスは他の送信相手には表示され 


ません。 


● 宛先を削除する場合は、削除する宛先を選択 


メニュー 


「8宛先を削除」「1削除する」を押し 


ます。 


ツ 
ー 
タ 
ッ 
チ 
メ 
ー 
ル 
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作成中のｉモードメールを保存しておき、 
あとで送信します＜ｉモードメール保存＞ 


作成中のｉモードメールを送信せずに保存したり、保存したｉモードメールを再 


編集して送信したりできます。 


ｉ 
モ 
ー 
ド 
メ 
ー 
ル 
保 
存 


作成中のｉモードメールを保存します 


作成途中のｉモードメールを、送信せずに保存しておきます。 
1 ｉモードメールを作成する 


● 操作方法→ P 3 1 7 操作 1 ～ 5 


2 


メニュー 


「2 保存する」を押す 


メールを保存した旨のメッセージが表示されます。 


3 
を押す 


待受画面に戻ります。 


● ｉモードメールが「未送信のメールを見る」に保存されます。→ P 3 3 7 


● 未送信メールの最大保存件数→ P 3 6 
● 題名、宛先、本文のいずれも入力されていない場合は保存できません。ただし、データを添 
付した場合は、他の項目を入力していなくても保存できます。 


お知らせ 


送信／保存したｉモードメールを編集・送信します 


送信したｉモードメールや、送信せずに保存したり送信に失敗したりしたｉモー 


ドメールを、編集・送信できます。 


〈例〉未送信メールを再編集するとき 
1 待受画面で U 
「4 未送信のメールを見る」を押す 


未送信メール一覧が表示されます。 


● 送信メールを再編集する場合は、U 「5送信したメールを見る」を押 


し、フォルダを選択 
を押します。 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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2 編集するｉモードメールを選択 
を押す 


3 ｉモードメールを編集して送信する 


● 操作方法→ P 3 1 3 、P 3 1 7 


ｉ 
モ 
ー 
ド 
メ 
ー 
ル 
保 
存 
／ 
ｉ 
モ 
ー 
ド 
メ 
ー 
ル 
で 
静 
止 
画 
や 
メ 
ロ 
デ 
ィ 
、 


動 
画 
／ 
ｉ 
モ 
ー 
シ 
ョ 
ン 
（ 
音 
声 
） 
を 
送 
信 
し 
ま 
す 


● 送信したメールを再編集するときは、編集する 


ｉモードメールを選択 


電話帳 


を押します。 


● 送信メール詳細表示画面からも同様にして編集できます。 
● 添付メロディを自動で再生するように設定している場合は、メロディが添付されている送信 
メールを表示すると、「電話を受けた時の音量を調節する」で設定されている音量で、メロ 
ディが自動的に再生されます。再生を止めるときは C を押します。→ P 7 7 、P 3 8 2 
● 文字入力のしかた→ P 5 5 8 


お知らせ 


ｉモードメールに静止画やメロディを添付して送信します。また、FOMA 端末 


で撮影した動画や音声を添付して、ｉモーションメールとして送信できます。 


● 添付可能なデータは次のとおりです。 


ｉモードメールで静止画やメロディ、動画／ 
ｉモーション（音声）を送信します 


データの種類 


メロディ 


1 0 0 0 0 バイト以内の 
静止画 


1 0 0 0 0 バイトを超え 
る静止画※ 1 


動画／ｉモーション※ 2 


（音声※ 3） 


1 件のメールに 
添付可能な最大 
件数 


1 0 件※ 4 


1 件※ 5 


添付の条件 


MFi 形式（→ P 3 5 6 ）のメロディ 
データは添付できません。 


静止画（GIF、J P E G）、アニメーショ 
ン（GIF ）のみ添付できます。 


静止画（J P E G）のみ添付できます。 


再生制限が設定（→P 4 4 6 ）されてい 
るものは添付できません。 
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※ 1 ：パソコンや他社携帯電話などに送信できます。ただし、ｉモード端末に送る場合 
は宛先のアドレスを変更（@ マークの後に「p.」を付けます）して送信します。 
→ P 3 0 9 
※ 2 ：相手は UR L の記載されたメールとして受信します。 
※ 3 ：ｉモーションメール非対応端末へ送信した場合、添付データは削除されます。相 
手の端末では本文に［添付ファイル削除］と表示され、音声を聞くことはできま 
せん。 
※ 4 ：静止画とメロディを合計最大1 0 件、メール本文を含め最大1 0 0 0 0 バイト添付 
できます。ただし、添付データのサイズによっては、添付可能な最大件数は少な 
くなります。 
※ 5 ：最大1 0 0 K バイトの静止画もしくは動画／ｉモーション（音声）の、どちらか1 
件のみ添付できます。 
● 本文（添付したメロディ・静止画を含む）の残りのデータ量が全角1 0 0 文字 


（半角 2 0 0 文字）分未満の場合は、動画／ｉモーション（音声）、1 0 0 0 0 バ 


イトを超える静止画を添付できません。 


● メール添付や F OMA 端末外への出力が禁止されているデータ（この端末で 


ファイル制限を「設定する」にした画像を除く）、FOMA カード動作制限機能 


が設定されているデータは添付できません。 


● mova サービスのｉモード端末へ送信する場合は、J P E G 形式の静止画（最 


大 1 0 0 K バイト）1 枚のみ添付できます。送信相手の端末には UR L の記載 


されたメール（ｉショットメール）として受信します。その際、送信できる 


メール本文の文字数は全角で最大 1 8 4 文字（3 6 9 バイト）です。それ以外 


の添付データは削除されます。 


1 メール作成画面を表示する 


● 操作方法→ P 3 1 7 操作 1 


2 


メニュー 


「4 添付データ」 「1 追加する」を押す 


3「1 音声」～「4 メロディ」のいずれか 1 つの番号を押す 


● 録音済みの音声を添付する場合は「■ ビデオをアルバムから選択して添付 


するとき」の操作を行います。 
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■ 音声を添付するとき 


● 音声は送話口から録音されます。周囲の雑音が少ないできるだけ静かな場 


所で録音してください。 


● 音声は 1 件につき約 6 0 秒録音できます。 


● 音声録音中にボタン操作を行うと、操作音が録音される場合があります。 


①「1 音声」を押す 


② 
を押す 


③ 
を押す 


確認音が鳴り録音が休止します。 


● 
：録音が再開されます。 


録音確認音が鳴り録音が開始されます。 


着信ランプが赤色で 5 秒間隔で点滅します。 


● 録音終了までの時間の目安が 0 0 ：0 0 ：0 0 に 


なると、録音が自動的に終了して操作④の画面 


が表示されます。 


音声録音画面が表示されます。 


着信ランプが緑色で 5 秒間隔で点滅します。 


録音（保存）できる残り時間の目安が表示されます。 


録音終了までの時間の目安が表示されます。 


録音終了までの目安が表示されます。 


● 次の操作を行った後に操作 4 に進みます。 


操　作 


■ 音声を添付するとき 


■ 写真をその場で撮影して添付するとき 


■ 写真をアルバムから選択して添付するとき 


■ ビデオをその場で撮影して添付するとき 


■ ビデオをアルバムから選択して添付するとき 


参照先 


下記 


P 3 2 7 


P 3 2 8 


P 3 2 8 


P 3 2 9 
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④ 


メニュー 


を押す 


⑤ 
を押す 


録音した音声を保存した旨のメッセージが表示されます。 


⑥ 
を押す 


メール作成画面に戻ります。録音した音声が添付されています。 


● 録音した音声は「ビデオのアルバムを見る」の「撮影したビデオ」フォ 


ルダに動画データとして保存されます。→ P 2 2 3 、P 4 4 1 


■ 写真をその場で撮影して添付するとき 


①「2 写真」「1 今から撮影する」を押す 


② 被写体にカメラを向けて 
を押す 


③ 
を押す 


写真を保存した旨のメッセージが表示されます。 


④ 
を押す 


メール作成画面に戻ります。撮影した写真が添付されています。 


● 撮影した写真は「写真のアルバムを見る」の「撮影した写真」フォルダ 


に保存されます。→ P 4 2 8 


終了確認音が鳴り、録音が終了して左の画面が表 


示されます。終了した時点までの音声が保存対象 


になります。 
● 


メニュー 


：録音した音声を保存せずに音声録音画面 


に戻ります。 


● 


電話帳 


：録音した音声を確認できます。 
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撮影確認音（シャッター音）が鳴り、着信ランプ 


が赤色で点滅して撮影され、左の画面が表示され 


ます。 
● 


メニュー ：撮影した写真を保存せずに写真撮影画面 


に戻ります。 


着信ランプが緑色で 2 秒間隔で点滅します。 


● 


メニュー 


：撮影時の設定ができます。→ P 2 2 8 


ただし、次の設定ができません。 


• 「ビデオを撮影」には切り替えられません。 
• 「写真の大きさ」は「S サイズ（1 7 6 × 1 4 4 ）」 


固定です。 


次 
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ー 
ジ 
へ 
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■ 写真をアルバムから選択して添付するとき 


● 添付できない画像は選択できません。 


①「2 写真」「2 アルバムから選ぶ」を押す 


② フォルダを選択 
静止画を選択 
を押す 


メール作成画面に戻ります。選択した静止画が添付されています。 


● 選択した静止画のデータサイズによっては、送信方法を選択する画面が 


表示されます。→ P 4 3 0 


■ ビデオをその場で撮影して添付するとき 


● ビデオ撮影中にボタン操作を行うと、操作音が録音される場合があります。 


①「3 ビデオ」「1 今から撮影する」を押す 


② 被写体にカメラを向けて 
を押す 


③ 
を押す 


確認音が鳴り撮影が休止します。 


● 
：撮影が再開されます。 


着信ランプが緑色で 3 秒間隔で点滅します。 


● 


メニュー 


：撮影時の設定ができます。→ P 2 2 8 


ただし、次の設定ができません。 


• 「写真を撮影」には切り替えられません。 
• 「サイズ制限」は「メール添付」固定です。 


撮影（保存）できる残り時間の目安が表示されます。 


撮影確認音が鳴り撮影が開始され、着信ランプは 


赤色で 3 秒間隔で点滅します。 


● 撮影終了までの時間の目安が 0 0 ：0 0 ：0 0 に 


なると、撮影が自動的に終了して操作④の画面 


が表示されます。 


撮影終了までの目安が表示されます。 


撮影終了までの時間の目安が表示されます。 
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④ 


メニュー 


を押す 


⑤ 
を押す 


ビデオを保存した旨のメッセージが表示されます。 


⑥ 
を押す 


メール作成画面に戻ります。撮影したビデオが添付されています。 


● 撮影したビデオは「ビデオのアルバムを見る」の「撮影したビデオ」フォ 


ルダに保存されます。→ P 4 4 1 


■ ビデオをアルバムから選択して添付するとき 


● 添付できない動画／ｉモーションは選択できません。 


①「3 ビデオ」「2 アルバムから選ぶ」を押す 


② フォルダを選択 
動画／ｉモーションを選択 
を押す 


③「1 このまま送る」を押す 


メール作成画面に戻ります。選択した動画／ｉモーションが添付されてい 


ます。 


終了確認音が鳴り、撮影が終了して左の画面が表 


示されます。終了した時点までのビデオが保存対 


象となります。 


● 


メニュー ：撮影したビデオを保存せずにビデオ撮影 


画面に戻ります。 


● 


電話帳 


：撮影したビデオを確認します。 


「1 このまま送る」 ：ビデオをそのまま添付し 


ます。 


「2 内容を確認する」：ビデオの内容を確認でき 


ます。 


「3 送信を中止する」：ビデオを添付せずに動画／ 


ｉモーション一覧に戻り 


ます。 


● 選択した動画／ｉモーションが送信できるサイズ 


を超えていたときは、先頭から切り出して送信す 


るかどうかの確認画面が表示されます。→P4 4 3 
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■ メロディを添付するとき 


● 添付できないメロディは選択できません。 


①「4 メロディ」を押す 


② フォルダを選択 
メロディを選択 
を押す 


メール作成画面に戻ります。選択したメロディが添付されています。 


4 ｉモードメールを編集して送信する 


● 操作方法→ P 3 1 7 
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● 音声録音画面／ビデオ撮影画面上の時間表示は目安です。録音する音声／撮影するビデオに 
より誤差が生じます。 
● 音声／画像／動画の保存領域の空きが足りないときや最大保存件数を超えるときは、不要な 
写真／ビデオを削除するかどうかの確認画面が表示されます。録音／撮影する場合は、画面 
の指示に従い F OMA 端末内のデータを削除します。→ P 3 6 
● 音声録音中に休止操作を繰り返し行うと、録音できる時間が短くなります。 
● 音声録音／ビデオ撮影中に充電を開始すると、設定によっては充電の開始を知らせる音が記 
録されます。→ P 1 5 7 
● 音声録音／ビデオ撮影中にメール着信があっても、録音／撮影を継続したままメールを受信 
できますが、録音／撮影終了までの時間表示の更新が遅くなる場合があります。 
● 音声録音／ビデオ撮影中（一時停止中を含む）に電話がかかってきたり、F OMA 端末を折り 
畳んだりすると、その時点で録音／撮影が中止されます。その後に電話を切ったり、F OMA 
端末を開くと、撮影したビデオの操作を選ぶ画面が表示されます。 
● 音声録音／ビデオ撮影中に目覚ましの設定時刻になった場合、その時点で録音が中止されア 
ラーム音が鳴ります。アラームを解除すると撮影したビデオの操作を選ぶ画面が表示されま 
すが、録音／撮影したデータの最後にアラーム音が記録されることがあります。 
● 音声録音／ビデオ撮影中に電池が切れそうになると、電池残量警告音が鳴り、それまで録音／ 
撮影していたデータは「ビデオのアルバムを見る」の「撮影したビデオ」フォルダに保存され 
ますが、録音／撮影したデータの最後に電池残量警告音が録音されることがあります。 
● メロディを送信する場合、受信側が F OMA F 8 8 0 iE S 、F 9 0 0 iC 、F 9 0 0 iT 、F 9 0 0 i以外の 
場合は受信したメロディを正しく再生できない場合があります。 
● メールに添付されたｉモーションをパソコンなどで再生する場合は、対応のソフトが必要と 
なります。詳細はドコモのホームページをご参照ください。 


お知らせ 


添付データを追加／解除する 


添付データを追加したり、解除したりします。 


〈例〉添付データを 1 件解除するとき 
1 データが添付されているメール作成画面を表示する 


● 操作方法→ P 3 2 5 操作 1 ～ 3 


2 解除する添付データを選択 


メニュー 


「4 添付データ」 
を押す 
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3「2 解除する」を押す 


解除するかどうかの確認画面が表示されます。 


■ 添付データを追加するとき 


「1 追加する」 追加するデータを選択する→ P 3 2 5 


■ 添付データを全件解除するとき 


「3 全て解除する」を押す 


4「1 解除する」を押す 


添付データが解除されます。 


● 添付データを解除しない場合は「2 解除しない」を押します。 
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例文を利用してメールを作成します 
＜メール例文＞ 


例文は、本文の先頭に同じ文章を入れたり、類似の内容を何度も送信したりする 


ために、あらかじめｉモードメールの内容を登録しておく機能です。例文を呼び 


出して内容を追加・修正するだけで、簡単にｉモードメールを作成できます。 


● お買い上げ時は次の例文が登録されています。 


題　名 


電話ください 


もうすぐ着きます 


今、行きます 


到着が遅れます 


遅くなります 


急用ができました 


電車の中です 


御礼申し上げます 


ご無沙汰してます 


今から帰ります 


本　文 


手が空いたら連絡ください。 


駅まで迎えに来てください。 


今、待ち合わせ場所に向かっています。 


すみません、待ち合わせに遅れます。 


ご飯はいりません。また連絡します。 


急用ができました。また連絡します。 


今、電車の中なので、後で連絡します。 


先日は有難うございました。楽しかったです。 


ご無沙汰しています。お暇なときにでもメールください。 


時ごろ家につきます。 


● ショートメッセージ（S MS ）には使用できません。 


● ダイヤル入力での発信を制限しているときは、電話帳に登録されていない宛 


先が入力されている例文を読み込むことはできません。 
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例文を使ってｉモードメールを作成します 


例文を使ってｉモードメールを作成して送信します。 
1 待受画面で U 
「3 例文を使ってメールを作る」を 
押す 


2 読み込む例文を選択 
を押す 


3 内容を追加・修正して送信する 


● 操作方法→ P 3 1 3 、P 3 1 7 


メ 
ー 
ル 
例 
文 


● 


電話帳 


：例文の本文を確認できます。 


● LR：前後のページを表示できます。 


例文の内容がメール作成画面に設定されます。 


作成したｉモードメールを例文として保存します 


題名、宛先、本文のうち登録する項目を設定して、既存の例文の内容を変更しま 


す。複数の相手に送信するために追加した宛先も登録することができます。 


また、登録した例文はお買い上げ時の内容に戻すことができます。 


● 例文は 1 0 件登録できます。 


● 添付データは例文に保存できません。 
1 メール作成画面を表示する 


● 操作方法→ P 3 1 7 操作 1 
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2 例文に保存する内容を作成する 


3 


メニュー 


「6 例文を使う」 「2 例文に保存」を押す 


4 保存先の例文を選択 
を押す 


例文に保存するかどうかの確認画面が表示されます。 


5「1 保存する」を押す 


例文を保存した旨のメッセージが表示されます。 


●「2 保存しない」：メール作成画面に戻ります。 


6 
を押す 


メール作成画面に戻ります。 


● 
「1 保存する」 
を押すと待受画面に戻ります。 


メ 
ー 
ル 
例 
文 


● 作成方法→ P 3 1 7 操作 2 ～ 5 
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例文を編集して保存します 


登録されている例文を一覧表示し、内容を確認してメール作成画面に設定します。 
1 待受画面で U 
「8 メールを設定する」 「4 例文 
を編集する」を押す 


2 編集する例文を選択 


メニュー 


「1 編集する」を押す 


3 編集した後に 


電話帳 を押す 


4 保存先の例文を選択 
を押す 


例文を上書きするかどうかの確認画面が表示されます。 


● LR：前後のページを表示できます。 


メ 
ー 
ル 
例 
文 


● 編集方法はｉモードメールを作成する場合と同じ 


です。→ P 3 1 8 操作 2 ～ 5 
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例 
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5「1 上書きする」を押す 


例文を上書きした旨のメッセージが表示されます。 


●「2 上書きしない」：例文編集画面に戻ります。 


6 
を押す 


例文一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


例文をお買い上げ時の状態に戻します 
1 待受画面で U 
「8 メールを設定する」 「4 例文 
を編集する」を押す 


例文一覧が表示されます。 


2 初期化する例文を選択 


メニュー 


「2 初期状態に戻す」 


「1 選択 1 件」を押す 


お買い上げ時の状態に戻した旨のメッセージが表示されます。 


● すべての例文をお買い上げ時の状態に戻すときは、 


メニュー 


「2初期状態に戻 


す」「2 全件」 4 ～ 8 桁の端末暗証番号を入力 
を押します。 


3 
を押す 


例文一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 
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● LR：メールが複数ページある場合は、前 


後のページを表示できます。 


● 宛先が電話帳に登録されているときは名前が表示 


されます。→ P 1 0 9 


フォルダ名 
メール番号／フォルダ内件数 


送信日時（送信当日：時刻　当日以外：日付）、宛先、 
題名 


未 
送 
信 
／ 
送 
信 
メ 
ー 
ル 


未送信／送信したｉモードメールを 
見ます＜未送信／送信メール＞ 


送信したｉモードメールは「送信したメールを見る」に保存されます。送信せず 


に保存したり送信に失敗したりしたｉモードメールは「未送信のメールを見る」 


に保存されます。 


〈例〉送信したメールを見るとき 
1 待受画面で U 
「5 送信したメールを見る」を押す 


2 フォルダを選択 
を押す 


● 未送信メールを表示する場合は、U 「4未送 


信のメールを見る」を押します。操作3 に進みます。 


● LR：フォルダが複数ページある場合は、 


前後のページを表示できます。 


● フォルダの状態は、次のマークで確認できます。 


保護メール数／全メール件数 


マーク 


（グレー） 


（ブルー） 


説　明 


メールが保存されていないフォルダ 


メールが保存されているフォルダ 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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3 表示するｉモードメールを選択して 
を押す 


状態マーク、添付／ S MS マーク、メール番号／件数 


● 未送信メール一覧でメールを選択 
を押す 


と、メール編集画面が表示されます。→ P 3 2 3 


● LR：前後のメールを表示できます。 


● メール本文は、次のマークで確認できます。 


説　明 


通常のｉモードメール 


保護されたメール 


1 0 0 0 0 バイト以内の静止画が添付 


メロディが添付されたメール 


1 0 0 0 0 バイト以内の静止画とメロディが添付 


録音した音声、ｉモーションが添付 


1 0 0 0 0 バイトを超える静止画が添付 


ショートメッセージ（S MS ） 


マーク 


状　態 


添　付※ 


S MS 


表示なし 


未 
送 
信 
／ 
送 
信 
メ 
ー 
ル 


※ ：複数のデータが添付されている場合は、 
または 
が優先して表示されます。 


● メールの状態は、次のマークで確認できます。 


● 添付データがある場合は、本文の最後に添付マー 


ク、データ名、データサイズが表示されます。 


→ P 3 4 9 、P 3 5 3 、P 3 5 6 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


マーク 
説　明 


メールを送信した日時 


メールの送信先のアドレスまたは名前 


メールの送信先のアドレスまたは名前 
→ P 3 2 2 


メールの題名 


● 送信日時・保存日時を表示するには日付・時刻の設定が必要です。→ P 4 6 
● 宛先や本文の文字をコピーできます。→ P 4 1 5 
● 詳細表示画面に表示されている電話番号やメールアドレス、UR L を選択して次の操作ができ 
ます。 
• 電話帳に登録する→ P 4 1 7 
• ブックマークに登録する→ P 4 1 8 
• 電話をかける→ P 2 7 4 
• ｉモードメールを作成する→ P 2 7 5 
• サイトを表示する→ P 2 7 5 


お知らせ 
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ｉ 
モ 
ー 
ド 
メ 
ー 
ル 
受 
信 


送信されてきたｉモードメールを自動的に受信し、画面表示や着信音、バイブ 


レータ、着信ランプでお知らせします。受信したｉモードメールは「受信した 


メールを見る」に保存されます。 
1 ｉモードメールを受信する 


2 ｉモードメールの受信結果が表示される 


ｉモードメールを受信したときは 
＜ｉモードメール受信＞ 


と 
が点滅し、左の画面が表示されます。 


● メール受信中に 
を押すと受信を中止できます 


が、受信中の状況によってはメールを受信する場 


合があります。 


が点灯してメール着信音が鳴り、着信ランプが点 


滅します。 


何も操作しないで約1 5 秒経過すると受信前の画面に 


戻ります。 


● すぐに受信前の画面に戻したいときは C を押 


します。 


● 待受画面に戻ると 
が消えます。 


■ 受信したメールをすぐに確認するとき 


「1 メール」を押す 


受信メールのフォルダ一覧が表示されます。 


→ P 3 4 5 


■ 受信に失敗したとき 


「1 メール」の後ろに「× 」が表示されます。 


● メールを受信し直すには、「届いているメール 


メッセージを受信する」を行ってください。 


→ P 3 4 3 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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● F OMA 端末を折り畳んでいるときは、背面ディスプレイに受信状態が表示されます。→P 2 8 
● 受信メールの保存領域の空きが足りないときや最大保存件数を超えるときは、古い受信メー 
ルから順に上書きされます。ただし、未読メールと保護されているメールには上書きされま 
せん。残しておきたい受信メールは保護してください。→ P 4 0 9 
未読メールと保護されているメールで保存領域が満杯で上書きできないときは、ｉモードメー 
ルの受信は中止され、画面には 
や 
のマークが表示されます。→ P 2 6 
● ｉモードセンターにｉモードメールが残っているときは、 
や 
のマーク（→ P 2 6 ）が表 
示されます。ただし、ｉモードメールがあっても表示されない場合もあります。また、ｉモー 
ドセンターの保管件数（→P 3 0 8 ）が満杯になったときは、マークが 
や 
に変わります。 
ｉモードセンターに残っているｉモードメールを受信する場合は、「届いているメール・メッ 
セージを受信する」（→ P 3 4 3 ）または「メール選択受信を行う」（→ P 3 4 2 ）を行ってくだ 
さい。ただし、受信メールが最大保存件数まで達しているときは、あらかじめ未読メールの内 
容を見る（→ P 3 4 5 ）、不要なメールを削除する（→ P 4 0 6 ）、保護を解除する（→ P 4 0 9 ） 
などを行う必要があります。 
● 新しいｉモードメールが届いたときには、ｉモードセンターで保管している他のｉモードメー 
ルもあわせて受信します。 
●「メール選択受信を設定する」を利用するにすると、メールを自動的に受信せずに、必要な 
メールだけを選択して受信できます。→ P 3 4 1 、P 3 4 2 
● 極端に容量の大きいｉモードメールは、ｉモードセンターで受け付けずに送信者に返信され 
ることがあります。 
● ｉモードメールではメロディや静止画を添付データとして送受信できます。対応していない 
添付データはｉモードセンターで削除されます。添付データが削除された場合は、題名の下 
に［添付ファイル削除］のメッセージが追加されます。 
● 受信可能なデータ量（添付可能なデータ量）を超えた添付データは、ｉモードセンターで削 
除されます。添付可能なデータ量→ P 3 2 4 
● ｉモーションメールを受信した場合は、動画／ｉモーションデータはｉモーションメールセ 
ンターに保存されます。 
● ショートメッセージ（S MS ）受信中にｉモードメールは受信できません。また、ショートメッ 
セージ（S MS ）の受信完了後も自動受信はされません。 
● F OMA 端末でｉモードメールを受信すると、ｉモードセンターのｉモードメールは削除され 
ます。 
● ｉモードメールを自動受信できないときは、ｉモードメールセンターに保管されます。保管 
されたメールは一定の時間をおいて最大 3 回再送されます。 
● 待受画面／メニュー画面以外（他の機能が起動中）のときや個人の情報表示を制限している 
ときにはメールを自動受信しますが、受信中画面や受信結果画面は表示されず、着信音と着 
信ランプも動作しません。受信したメールを確認するには、他の機能を終了／各制限を解除 
してください。 


お知らせ 


ｉ 
モ 
ー 
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ｉモードメールを選択して受信します 


送信されてきたｉモードメールを自動受信せず、選択して受信するように設定し 


ます。 


ｉ 
モ 
ー 
ド 
メ 
ー 
ル 
を 
選 
択 
し 
て 
受 
信 
し 
ま 
す 


1 待受画面で U 
「8 メールを設定する」 「5 メー 
ル選択受信を設定する」を押す 


2「1 利用する」を押す 


メール選択受信を利用するに設定した旨のメッセージが表示されます。 


● 選択受信を利用しない場合は「2 利用しない」を押します。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


ｉモードメールを自動で受信しないようにします＜メール選択受信設定＞ 


お買い上げ時 
利用しない 


●「利用する」に設定した場合、送られてきたｉモードメールは 
ｉモードセンターに保管され、F OMA 端末には自動的に配信 
されません。ｉモードセンターにメールが届くと左の画面が 
表示されますが、着信音や着信ランプは動作しません。 
●「届いているメール・メッセージを受信する」を行うと、 
ｉモードセンターに保管されているすべてのｉモードメール 
を受信できます。→ P 3 4 3 
●「利用する」に設定しても、ショートメッセージ（S MS ）、メッ 
セージ R /F は自動受信します。 


お知らせ 


● 


電話帳 


：本機能の動作説明を表示します。 
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ｉ 
モ 
ー 
ド 
メ 
ー 
ル 
を 
選 
択 
し 
て 
受 
信 
し 
ま 
す 


必要なメールだけを選択して受信します＜メール選択受信＞ 


ｉモードセンターに保管されているｉモードメールの題名などを確認し、必要な 


メールだけを選択して受信します。不要なｉモードメールを受信せずに削除する 


こともできます。 


● メール選択受信を利用するには、あらかじめ「メール選択受信を設定する」を 


利用する設定にしておく必要があります。→ P 3 4 1 


●「メール選択受信を設定する」を利用する設定にした場合でも、「届いている 


メール・メッセージを受信する」を行うと全メールを受信しますので、不要 


なメールを受信したくない場合には、 
「問合せ内容を選ぶ」の項目からメール 


を外しておいてください。→ P 3 4 4 


1 待受画面で U 
「6 メールがあるか問合わせる」 


「2 メール選択受信を行う」を押す 


2 メールごとにプルダウンメニューを選択 
「受 
信」「削除」「保留」のいずれかを選択 
を押す 


ｉモードに接続され、ｉモードセンターに保管され 


ているｉモードメールが一覧表示されます。 


● メールの末尾の絵文字の意味は次のとおりです。 


マーク 
説　明 


静止画データが添付されています。 


メロディデータが添付されています。 


ｉモーションが添付されています。 


●「保留」を選択した場合は、そのままｉモードセン 


ターに保管されます。ｉモード問い合わせなどで 


受信できます。 


● ページが複数ある場合には、メール一覧の最後に 


表示される「前ページ」 
「次ページ」を選択 


を押すと前後のページを表示できます。 


プルダウンメニュー 
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3「受信／削除」を選択 
を押す 


4「決定」を選択 
を押す 


「受信」を選択したメールはすぐに受信され、受信結果画面が表示されます。 


→ P 3 3 9 


■ ｉモードセンターに保管されている全メールを 
削除するとき 


「ｉモードセンターから全てのメールを」の「削 


除」を選択 
を押す 


ｉモードメールがあるかどうかを問い 
合わせます＜ｉモード問い合わせ＞ 


圏外にいた間や電源を切っていた間にｉモードメールが届いていないかを問い 


合わせます。 


● 電波状態によってはｉモード問い合わせができない場合がありますのでご了 


承ください。 


1 待受画面で U 
「6 メールがあるか問合わせる」 


「1 届いているメール・メッセージを受信する」を押す 


ｉモード問い合わせが実行されます。ｉモードセン 


ターにｉモードメールが保管されていれば受信します。 


● ｉモード問い合わせ中やメールの受信中に 
を 


押すと、問い合わせを中止できますが、問い合わ 


せの状況によってはメールを受信する場合があり 


ます。　 


● 受信結果画面の操作は自動受信時と同じです。 


→ P 3 3 9 


ただし、この操作でｉモードメールを受信したと 


きは、自動受信時とは異なり、約 1 5 秒経過して 


も元の画面には戻りません。 


● F OMA 端末を折り畳んでいるときに新しいｉモードメールを受信したときは、背面ディスプ 
レイの表示でお知らせします。→ P 2 8 


お知らせ 


ｉ 
モ 
ー 
ド 
メ 
ー 
ル 
を 
選 
択 
し 
て 
受 
信 
し 
ま 
す 
／ 
ｉ 
モ 
ー 
ド 
問 
い 
合 
わ 
せ 
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ｉモードセンターへ問い合わせをする際に、ｉモードメール、メッセージ R /F 


の中から受信する項目を設定します。 


● お買い上げ時はメール、メッセージR 、メッセージF のすべてに 
が付いて 


います。メッセージR やメッセージF の配信を希望しない場合は 
にしてく 


ださい。 


1 待受画面で 


メニュー 


「 
詳細な機能を設定する」 「4 
メールの詳細を設定する」 「1 問合せ内容を選ぶ」を 
押す 


2「1 メール」～「3 メッセージ F」のうち、選択する項 
目の番号を押す 


チェックボックスが 
または 
に切り替わります。 


3 


電話帳 


を押す 


問い合わせを行う項目を設定した旨のメッセージが表示されます。 


4 
を押す 


メニュー一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


問い合わせの内容を設定します＜ｉモード問い合わせ設定＞ 


● 設定状態は次のとおりです。 


：有効 
：無効 


● 


メニュー ：すべての項目を選択／解除します。 


お買い上げ時 
すべて選択 


ｉ 
モ 
ー 
ド 
問 
い 
合 
わ 
せ 


345 


メ 
ー 
ル 


状 態 


受 
信 
メ 
ー 
ル 


フォルダ名 


受信日時（受信当日：時刻　当日以外：日付）、送信元、 
題名（S MS ：本文の先頭） 


● LR：メールが複数ページある場合は、前 


後のページを表示できます。 


● 送信元が電話帳に登録されているときは名前が表 


示されます。→ P 1 0 9 


状 態 


説　明 


未読メール 


既読メール 


保護されたメール 


未読メール（返信済み） 


既読メール（返信済み） 


保護されたメール 
（返信済み） 


未読メール（返信不可） 


マーク 


メール番号／フォルダ内件数 


表示なし 


受信したｉモードメールは「受信したメールを見る」に保存されます。 
1 待受画面で U 
「1 受信したメールを見る」を押す 


未読メール数／全メール件数 


● LR ：フォルダが複数ページある場合は、 


前後のページを表示できます。 


● フォルダの状態は、次のマークで確認できます。 


マーク 


（グレー） 


（ブルー） 


説　明 


メールが保存されていないフォルダ 


メールが保存されているフォルダ 


未読メールが保存されているフォルダ 


説　明 


既読メール（返信不可） 


保護されたメール 
（返信不可） 


未読メール（転送済み） 


既読メール（転送済み） 


保護されたメール 
（転送済み） 


マーク 


2 フォルダを選択 
を押す 


受信したｉモードメールを見ます 
＜受信メール＞ 


● メールの状態は、次のマークで確認できます。 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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3 ｉモードメールを選択 
を押す 


状態マーク、宛先マーク、添付マーク、メール番号／フォルダ 
内件数 


● LR：前後のメールを表示できます。 


● メール本文は、次のマークで確認できます。 


マーク 
説　明 


送信元からどの宛先（T o、C c 、Bc c ）で 
送られてきたのかを示すマーク 


メールを受信した日時 


メールの送信元のアドレスまたは名前 


メールの送信先のアドレスまたは名前 
→ P 3 2 2 


メールの題名 


● 添付データがある場合は、マーク、データ名、デー 
タサイズが表示されます。 
→ P 3 4 9 、P 3 5 3 、P 3 5 6 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


受 
信 
メ 
ー 
ル 


添 付※ 
添 付※ 


S MS 


マーク 
マーク 
説　明 


添付データ無効 
→ P 3 4 9 


受信データ不正 


ショートメッセージ 
（S MS ） 


説　明 


1 0 0 0 0 バイト以内の 
静止画が添付 


メロディが添付 


1 0 0 0 0 バイト以内の 
静止画とメロディが 
添付 


● デコメールを受信・表示できます。ただし、文字の大きさを変更する装飾がされているデコ 
メールを表示した場合は、装飾がそのまま反映されずにこの端末内で作成される2 種類の文 
字の大きさに置き替わります。 
● ｉモードメールでは、送信元または宛先のメールアドレスが電話帳データのメールアドレス 
欄と照合されます。ショートメッセージ（S MS ）では、送信元または宛先の電話番号が電話 
帳データの電話番号欄と照合されます。 
• ｉモードメールの場合、メールアドレス全体が完全に一致した場合だけ名前が表示されま 
す。ｉモード端末のメールアドレスでは＠以降のドメイン名（「@doc omo.ne.jp」）の有無 
も含めて一致しないと名前は表示されません。ただし、携帯電話番号 @doc omo.ne.jp の 
相手からメールを受信した場合は、「@doc omo.ne.jp」を省略して電話帳に登録していて 
も、@ より前の部分が一致すれば名前が表示されます。 
• シークレット属性を設定した電話帳データにメールアドレスや電話番号が登録されている 
場合は、シークレットモードを設定していないと名前は表示されません。→ P 1 8 7 
● 宛先や本文の文字をコピーできます。→ P 4 1 5 


お知らせ 
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受 
信 
メ 
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ル 
／ 
ｉ 
モ 
ー 
ド 
メ 
ー 
ル 
返 
信 


ｉモードメールに返事を出します 
＜ｉモードメール返信＞ 


受信したｉモードメールに返信します。 


● 受信メールによっては返信できない場合があります。 
1 待受画面で U 
「1 受信したメールを見る」 
フォ 
ルダを選択 
を押す 


受信メール一覧が表示されます。 


2 返信するｉモードメールを選択 


電話帳 


を押す 


3 ｉモードメールを編集して送信する 


● 操作方法→ P 3 1 3 、P 3 1 7 


● 返信すると、受信メールの状態マークが 
／ 
から 
／ 
／ 
に変 


わります。→ P 3 4 5 


受信メールの送信元のメールアドレスが入力されます。 


先頭に「R E :」の付いた受信メールの題名が入力されます。 


● 受信メール詳細表示画面からも同様にして返信できます。 
● 返信時は本文、添付データともに引用されません。 


お知らせ 


● 


電話帳 


：簡単メール作成画面に切り替えて返信できます。 
→ P 3 1 4 操作 3 


■ 複数の宛先に送られた受信メールに返信する 
とき 
返信先を選択する画面が表示されます。 


「1 送信元のみ」：送信元のみに返信します。 


「2 全員に返信」：自分以外のすべての宛先と送 


信元に返信します。 


● 詳細表示画面に表示されている電話番号やメールアドレス、UR L を選択して、次の操作がで 
きます。 
• 電話帳に登録する→ P 4 1 7 
• ブックマークに登録する→ P 4 1 8 
• 電話をかける→ P 2 7 4 
• ｉモードメールを作成する→ P 2 7 5 
• サイトを表示する→ P 2 7 5 
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ｉモードメールを他の宛先に転送し 
ます＜ｉモードメール転送＞ 


受信したｉモードメールを他の宛先に転送します。 


● ｉモードメールで転送されます。 
1 待受画面で U 
「1 受信したメールを見る」 
フォ 
ルダを選択 
を押す 


受信メール一覧が表示されます。 


2 転送するｉモードメールを選択 


メニュー 


「2 転送する」 
を押す 


3 ｉモードメールを編集して送信する 


● 操作方法→ P 3 1 3 、P 3 1 7 


● 転送すると、受信メールの状態マークが 
／ 
から 
／ 
／ 
に変 


わります。→ P 3 4 5 


先頭に「F W:」の付いた受信メールの題名が入力されます。 


本文欄には受信メールの本文が入力されます。 


ｉ 
モ 
ー 
ド 
メ 
ー 
ル 
転 
送 
● 添付データのあるメールを転送する場合は、添付データを送るかどうかの確認画面が表示さ 
れ、本文のみを送ることもできます。 
● 受信メール詳細表示画面からも同様にして転送できます。 
● メール添付や F OMA 端末外への出力が禁止されているデータは転送メールに添付されませ 
ん。ただし、出力が禁止されていなくても、メロディデータの種類によっては添付されない 
場合があります。 
● 受信メール本文中に表示されるメロディ（MF i 形式）は転送メールには設定されません。 
● この端末で受信したデコメールは、添付データ（本文中に挿入されている画像も含む）と文 
字データのみ転送できます。 


お知らせ 


● 


電話帳 ：簡単メール作成画面に切り替えて転送でき 


ます。→ P 3 1 4 操作 4 
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ｉモードメールに添付されている静止画を表示・保存します。保存した静止画は 


「写真のアルバムを見る」で表示したり、待受画面などに設定したりできます。 


ｉ 
モ 
ー 
ド 
メ 
ー 
ル 
に 
添 
付 
さ 
れ 
た 
静 
止 
画 
を 
操 
作 
し 
ま 
す 


添付された静止画を表示します 


データ名のみ表示されている静止画を選択して、静止画を表示したり、元に戻し 


たりします。 
1 待受画面で U 
「1 受信したメールを見る」 
フォ 
ルダを選択 
を押す 


受信メール一覧が表示されます。 


2 静止画が添付されているｉモードメールを選択 


を押す 


データサイズの下に静止画が表示されます。 


● 添付された静止画は、次のマークで確認できます。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


■ 画像表示からデータ名表示にするとき 


表示されている静止画のデータ名を選択 


を押す 


＜全体イメージ＞ 


静止画のマークとデータ 
名、データサイズが表示 
されます。 


マーク 
説　明 


メール添付やこの端末の外へ 
転送可能なデータ 


メール添付やこの端末の外へ 
転送不可能なデータ 


異常データ 


1 0 0 0 0 バイト以内のデータ 


1 0 0 0 0 バイトを超えたデータ 


／ 


受　信 
メール 


送　信 
メール 


● 送信メール詳細表示画面からも同様にして表示／非表示を切り替えられます。 
● 静止画が添付されている受信メールを表示したときは、添付された静止画は自動的に表示さ 
れます。 
● メール本文の添付データ（ｉモーションが再生できるリンク項目、本文中に表示されるメロ 
ディ（MF i形式））が複数添付されていると添付データは無効になります。このとき添付マー 
クには 
が表示されます。 
● 静止画の横幅がディスプレイより大きいときは縮小して表示されます。 
● 静止画によっては正しく表示できない場合があります。 
● デコメールでは、メール詳細画面本文中に表示される画像のデータ名などは表示されません。 


お知らせ 


ｉモードメールに添付された静止画 
を操作します 
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ｉ 
モ 
ー 
ド 
メ 
ー 
ル 
に 
添 
付 
さ 
れ 
た 
静 
止 
画 
を 
操 
作 
し 
ま 
す 


添付された静止画を保存します 


添付されている静止画を保存します。 
1 待受画面で U 
「1 受信したメールを見る」 
フォ 
ルダを選択 
を押す 


受信メール一覧が表示されます。 


2 静止画が添付されているｉモードメールを選択 


を押す 


受信メール詳細表示画面が表示されます。 


3 保存する静止画のデータ名を選択 


メニュー 


「8 添付 
データ確認」 「2 画像を保存」を押す 


4 
を押す 


画像を保存した旨のメッセージが表示されます。 


5 
を押す 


受信メール詳細表示画面に戻ります。 


●「写真のアルバムを見る」の「ｉモード」フォルダに保存されます。 


→ P 4 2 8 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 各項目の説明→ P 4 3 2 


● 画像の保存領域の空きが足りないときや最大保存件数を超えるときは、不要な画像を削除す 
るかどうかの確認画面が表示されます。画像を保存する場合は、画面の指示に従いF OMA 端 
末内の画像を削除します。→ P 3 6 
● デコメールに挿入されている画像を保存するときは、メール詳細表示画面で 


メニュー 


「0 登 
録する」 「4 画像を選択」 
保存する画像を選択 
を押します。 
● 送信メール詳細表示画面からも同様にして保存できます。 
● 横縦（または縦横）のサイズが次の大きさを超える画像は保存できません。 
GIF 形式：6 4 0 × 4 8 0 （ドット）　　J P E G 形式：1 2 8 0 × 9 6 0 （ドット） 
● 添付されているフレームのサイズが1 7 6 × 1 4 4（ドット）、2 4 0 × 3 2 0（ドット）、3 5 2 × 
2 8 8 （ドット）以外の場合は保存できません。 


お知らせ 
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ｉ 
モ 
ー 
ド 
メ 
ー 
ル 
に 
添 
付 
さ 
れ 
た 
静 
止 
画 
を 
操 
作 
し 
ま 
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添付された静止画の題名を確認します 


静止画に付けられている題名を確認します。 
1 待受画面で U 
「1 受信したメールを見る」 
フォ 
ルダを選択 
を押す 


受信メール一覧が表示されます。 


● 送信メールに表示されている静止画の題名を確認するときは U 「5 


送信したメールを見る」 フォルダを選択 
を押します。 


2 静止画が添付されているｉモードメールを選択 


を押す 


受信メール詳細表示画面が表示されます。 


3 題名を表示する静止画のデータ名を選択 


メニュー 
「8 添 
付データ確認」 「5 題名を確認」を押す 


4 
を押す 


受信メール詳細表示画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 送信メール詳細表示画面から操作するときは、題名 


を確認する静止画のデータ名を選択 


メニュー 


「7 


添付データ確認」「5 題名を確認」を押します。 


● 送信メールでは、「.jpg 」などの拡張子は表示され 


ません。 
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ｉ 
モ 
ー 
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メ 
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ル 
に 
添 
付 
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れ 
た 
静 
止 
画 
を 
操 
作 
し 
ま 
す 


静止画を表示する U R L の記載されたメールの静止画を表示します 


1 0 0 0 0 バイトを超える静止画データが添付されて送られてきたメールは、静止 


画を表示するUR L が記載されています。静止画を表示するには、Web T o 機能 


でｉショットセンターに接続して静止画を表示します。 


● ｉショットセンターに接続して静止画を表示すると、パケット通信料がかか 


ります。 


1 待受画面で U 
「1 受信したメールを見る」 
フォ 
ルダを選択 
を押す 


受信メール一覧が表示されます。 


2 静止画を表示する UR L の記載されたｉモードメールを 
選択 
を押す 


3 UR L を選択 
「1 接続する」 
を押す 


静止画が表示されます。 


● 静止画を保存する方法は、サイトの画像を保存する場合と同じです。 


→ P 2 7 2 


● 受信したUR L の記載されたメールを、ｉモード対応機種以外に転送しても、静止画を表示でき 
ません。 
● 静止画を表示する UR L の記載されたｉモードメールは、静止画のマークでは確認できませ 
ん。→ P 3 4 9 


お知らせ 


静止画の保存期限 
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ｉモードメールからｉモーションを受 
信・再生します＜ｉモーションメール＞ 


送信元がメールに添付した動画／ｉモーションはｉモーションメールセンター 


に保管され、受信メールにはｉモーション閲覧のためのUR L と保存期限が記載 


されます（ ｉモーションメール）。このUR L を選択して、ｉモーションを受信 


したり、再生したりできます。 


● 再生時の音量はｉモーションの音量設定に従います。→ P 4 5 1 
1 待受画面で U 
「1 受信したメールを見る」 
フォ 
ルダを選択 
を押す 


受信メール一覧が表示されます。 


2 ｉモーションの UR L が記載されたｉモードメールを選択 


を押す 


ｉモーションが添付されていることを示す「 
あり」が表示 
されます。 


ｉモーションメールセンターでのｉモーションの保存期限が表 
示されます。 


ｉ 
モ 
ー 
シ 
ョ 
ン 
メ 
ー 
ル 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 



ｉモーション閲覧のための UR L が表示されます。 
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3 ｉモーションの UR L を選択 
を押す 


4 再生が終了する 


5「2 保存する」を押す 


「1 再生する」 
：ｉモーションを再生します。 


「2 保存する」 
：ｉモーションを保存します。 


「3 情報を表示する」：ｉモーションの情報を表示 


します。→ P 4 4 4 


「4 戻る」 
：ｉモーションを保存するか 


しないかを選択できます。 


● 題名を変更するときは、題名を入力します。全角・ 


半角を問わず最大 3 6 文字入力できます。 


ｉ 
モ 
ー 
シ 
ョ 
ン 
メ 
ー 
ル 


ｉモーションメールセンターに接続され、ｉモー 


ションの受信・再生が始まります。 


● 再生画面の操作方法→ P 4 4 2 
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● 送信メール詳細表示画面から「ファイル名」を選択して、 
を押すと同様に再生できます。 
ただし、動画／ｉモーションが F OMA 端末から削除されているときは再生できません。 
● ｉモード端末からｉモーションメールを受信した場合、ｉモーションセンターに保存された 
ｉモーション閲覧用 UR L 1 件につき 5 0 回まで取得することができます。5 0 回を超えた場 
合は、ｉモーションの取得ができなくなります。 
● メールに添付されたｉモーションをパソコンで再生する場合は、対応のソフトが必要となり 
ます。→ P 6 0 6 


お知らせ 


ｉ 
モ 
ー 
シ 
ョ 
ン 
メ 
ー 
ル 


6 
を押す 


ビデオを保存した旨のメッセージが表示されます。 


7 
を押す 


ｉモーションの取り込み完了画面に戻ります。 


●「ビデオのアルバムを見る」の「ｉモード」フォルダに保存されます。 


→ P 4 4 1 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 
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ｉ 
モ 
ー 
ド 
メ 
ー 
ル 
に 
添 
付 
さ 
れ 
た 
メ 
ロ 
デ 
ィ 
を 
操 
作 
し 
ま 
す 


ｉモードメールに添付されているメロディを再生・保存します。保存したメロ 


ディは再生したり、着信音に設定したりできます。 


● 発信元がFOMA F8 8 0 iE S 、F9 0 0 iC 、F9 0 0 iT 、F9 0 0 i以外の場合は受信 


したメロディを正しく再生できない場合があります。 


ｉモードメールに添付されたメロ 
ディを操作します 


説　明 


メール添付やこの端末の外へ転送可能なデータ※ 


メール添付やこの端末の外へ転送不可能なデータ 


異常データ 


マーク 


／ 


※ ：本文中に表示されるメロディ（MFi形式）は、メール添付や転送はできません。 


3 再生するメロディを選択 
を押す 


メロディが再生されます。 


● 再生を止めるときは 
を押します。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


添付されたメロディを再生します 


● 添付メロディの表示形式には、メロディデータの種類によって2 種類あります。 
1 待受画面で U 
「1 受信したメールを見る」 
フォ 
ルダを選択 
を押す 


受信メール一覧が表示されます。 


2 メロディが添付されているｉモードメールを選択 


を押す 


● 添付されたメロディは、次のマークで確認できます。 


〈本文の後に表示〉 
〈本文中に表示〉 


本文中にメロディ 
のマークと題名、 
データサイズが表 
示されます（MF i 
形式）。 


本文の後にメ 
ロディのマー 
クとファイル 
名、データサ 
イズが表示さ 
れます（S MF 
形式）。 
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● 送信メール詳細表示画面からも同様にして再生できます。 
● 本文中に表示されるメロディ（MF i 形式）に題名が設定されていない場合、題名にはメール 
を受信した日時が表示されます。 
● 添付のメロディを自動演奏する設定にしている場合は、メロディが添付されているメールを 
表示すると、 
「電話を受けた時の音量を調節する」で設定されている音量で自動的に再生され 
ます。再生を止めるときは 
を押します。→ P 7 7 、P 3 8 2 


お知らせ 


添付されたメロディを保存します 
1 待受画面で U 
「1 受信したメールを見る」 
フォ 
ルダを選択 
を押す 


受信メール一覧が表示されます。 


2 メロディが添付されているｉモードメールを選択 


を押す 


受信メール詳細表示画面が表示されます。 


3 保存するメロディを選択 


メニュー 
「8 添付データ確認」 


「2 メロディを保存」を押す 


4 
を押す 


メロディを保存した旨のメッセージが表示されます。 


5 
を押す 


受信メール詳細表示画面に戻ります。 


●「保存した曲の詳細を設定する」の「ｉモード」フォルダに保存されます。 


→ P 4 5 2 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 題名を変更するときはメロディの保存画面でタイ 


トルを入力 
を押します。全角で最大 2 5 文 


字、半角で最大 5 0 文字入力できます。 


ｉ 
モ 
ー 
ド 
メ 
ー 
ル 
に 
添 
付 
さ 
れ 
た 
メ 
ロ 
デ 
ィ 
を 
操 
作 
し 
ま 
す 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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ｉ 
モ 
ー 
ド 
メ 
ー 
ル 
に 
添 
付 
さ 
れ 
た 
メ 
ロ 
デ 
ィ 
を 
操 
作 
し 
ま 
す 


● メロディの保存領域の空きが足りないときや最大保存件数を超えるときは、不要なメロディ 
を削除するかどうかの確認画面が表示されます。メロディを保存する場合は、画面の指示に 
従い F OMA 端末内のメロディを削除します。→ P 3 6 
● 送信メール詳細表示画面からも同様にして保存できます。 
● 文字入力のしかた→ P 5 5 8 


お知らせ 


添付されたメロディの題名を確認します 


メロディに付けられている題名を確認します。 


〈例〉本文中に表示されているメロディ（MFi 形式）の題名を確認するとき 
1 待受画面で U 
「1 受信したメールを見る」 
フォ 
ルダを選択 
を押す 


受信メール一覧が表示されます。 


● 送信メールに表示されているメロディの題名を確認するときは、U 


「5 送信したメールを見る」 フォルダを選択 
を押します。 


2 メロディが添付されているｉモードメールを選択 


を押す 


受信メール詳細表示画面が表示されます。 


3 題名を確認するメロディを選択 


メニュー 
「8 添付デー 
タ確認」 「4 題名を確認」を押す 


4 
を押す 


受信メール詳細表示画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


お知らせ 


● 本文の後に表示されているメロディ（S MF 形式）の題名を確認するときは、メロディを選択 


メニュー 


「添付データ確認」を選択 
「題名を確認」を選択 
を押して操作 


します。 


● 送信メール詳細表示画面から操作するときは、題 


名を確認するメロディを選択 


メニュー 
「7 添付 


データ確認」「4 題名を確認」を押します。 
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本文中に表示されているメロディの表示を切り替えます 


本文中に表示されているメロディのデータを文字として表示することができます。 


● 本文の後に表示されるメロディ（S MF 形式）では本機能を利用できません。 
1 待受画面で U 
「1 受信したメールを見る」 
フォ 
ルダを選択 
を押す 


受信メール一覧が表示されます。 


2 メロディが添付されているｉモードメールを選択 


を押す 


受信メール詳細表示画面が表示されます。 


3 データ表示するメロディを選択 


メニュー 
「8 添付デー 
タ確認」 「5 データ表示あり」を押す 


● 本文の文字が誤ってメロディデータとして認識されてしまった場合は、この操作で文字を表 
示し、読むことができます。 


お知らせ 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


■ 題名表示に戻すとき 


データ表示されているメロディの先頭行を選択 


を押す 


ｉ 
モ 
ー 
ド 
メ 
ー 
ル 
に 
添 
付 
さ 
れ 
た 
メ 
ロ 
デ 
ィ 
を 
操 
作 
し 
ま 
す 
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ｉ 
モ 
ー 
ド 
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ー 
ル 
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れ 
た 
デ 
ー 
タ 
を 
削 
除 
し 
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ｉモードメールに添付されたデータ 
を削除します 


ｉモードメールに添付されている静止画、添付メロディを削除します。 


● メール本文中の添付データ（ｉモーションが再生できるリンク項目（ 
あり） 


や本文中に表示されるメロディ（MFi 形式））は削除できません。 


〈例〉添付されている静止画を削除するとき 
1 待受画面で U 
「1 受信したメールを見る」 
フォ 
ルダを選択 
を押す 


受信メール一覧が表示されます。 


● 送信メールに添付されているメロディを削除するときは、U 「5送信 


したメールを見る」 フォルダを選択 
を押します。 


2 静止画が添付されているｉモードメールを選択 


を押す 


受信メール詳細表示画面が表示されます。 


3 削除する静止画のデータ名を選択 


メニュー 
「8 添付 
データ確認」 「31 件削除」または「4 全て削除」を 
押す 


4「1 削除する」を押す 


データを削除した旨のメッセージが表示されます。 


5 
を押す 


受信メール詳細表示画面が表示されます。 


● 削除した添付データはデータ名が薄く表示されて選択できなくなります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 送信メール詳細表示画面から操作するときは、削 


除する静止画データを選択 


メニュー 「7添付デー 


タ確認」「3１件削除」または「4全て削除」を 


押します。 
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ｉモードメールのアドレスや受信拒 
否などを設定します＜メール設定＞ 


ｉモードセンターに接続して、ｉモードメールのアドレスや受信拒否などを設定 


します。 


● メール設定ができるのはお手持ちの FOMA 端末からだけです。 


● 詳しくは『FOMA ｉモード操作ガイド』をご覧ください。 


メ 
ー 
ル 
設 
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メールアドレスを変更します 


ｉモードメールアドレスを任意のメールアドレスに変更できます。 


●「doc omo.△ △ _ab1 2 3 4 yz@doc omo.ne.jp」のように、変更できるのは@マー 


クより前の部分（下線部分）となります。変更するときは、@マークより前の 


部分だけを入力してください。なお、変更部分は、半角英数字と「 _ 」（アン 


ダーバー）、「 . 」（ピリオド）、「 - 」（ハイフン）の記号を使って、3 文字以上 


3 0 文字まで設定できます。 
• メールアドレスの先頭は英字のみ使用できます。英字の大文字・小文字の区 


別はありません。 
• スペース（空白）は使用できません。 
•「 . 」（ピリオド）をアドレス内で連続使用したり、アドレスの最後に設定し 


たりすると、一部のプロバイダとメールを送受信できない場合があります。 


● 変更される際はなるべく桁数を増やし、英字と数字の組み合わせにより他人 


が簡単に想定できないアドレスにすることをおすすめします。 


● メールアドレスを変更すると、変更前のメールアドレスを再び使えなくなる 


場合がありますのでご注意ください。 


● 変更前のアドレスではｉモードメールが届かなくなり、送信者には宛先不明 


のエラーメッセージが表示されるか、エラーメールが返信されます。 


1 待受画面で U 
「7 メールアドレスを確認・変更す 
る」を押す 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 



ｉモードに接続され、メール設定画面が表示され 


ます。 
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2「アドレス変更」を選択 
を押す 


3 第 1 希望欄を選択 
任意のメールアドレスを入 
力 
を押す 


4 操作 4 と同様に第 2 希望、第 3 希望のメールアドレス 
を入力する 


● 第 2 希望、第 3 希望は入力しなくても先に進むことはできます。 


5 ｉモードパスワード欄を選択 
ｉモードパス 
ワードを入力 
を押す 


6「決定」を選択 
を押す 


メールアドレスが変更され、新しいメールアドレスが表示されます。 


● 変更が完了すると、すぐに新しいメールアドレスがご利用になれます。 


● 
「1 終了する」を押すと待受画面に戻ります。 


● 入力した i モードパスワードは「＊」で表示され 


ます。 


● ｉモードパスワードは初期設定では「0 0 0 0 」に 


設定されています。 


● @ マークより前の部分を入力します。 
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● メールアドレス変更前にｉモードセンターに保管されたメールは、メールアドレス変更後も 
受信することができます。 
● mova サービス（ｉモードをご契約）から F OMA サービスへ契約を変更された場合、mova 
サービスで利用していたｉモードメールアドレスは引き継がれます。 
● メールアドレスを変更しても、個人情報に登録したメールアドレスは変更されません。変更 
後のメールアドレスをあらためて個人情報に登録してください。→ P 5 0 
● 文字入力のしかた→ P 5 5 8 


お知らせ 


メールアドレスを確認します 


現在設定されているｉモードメールアドレスを確認します。 
1 メール設定画面を表示する 


2「アドレス確認」を選択 
を押す 


● 操作方法→ P 3 6 1 操作 1 


メ 
ー 
ル 
設 
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現在設定されているメールアドレスが表示されます。 


● 
「1終了する」を押すと待受画面に戻ります。 
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シークレットコードを登録します 


「携帯電話番号 @doc omo.ne.jp」のｉモードメールアドレスをご利用のとき、 


シークレットコードを登録すると、登録したシークレットコード（数字4 桁）が 


付いたメール以外は受信しません。送信者には宛先不明のエラーメッセージが表 


示されるか、エラーメールが返信されます。これにより不要なｉモードメールの 


受信を避けることができます。 


● ｉモードメールの送信時にはメールアドレスのシークレットコード部分は隠 


されるため、送信先にシークレットコードが表示されることはなく、受信者 


がそのまま返信することはできません。シークレットコードを指定せずにそ 


のまま返信すると、宛先不明のエラーメッセージが表示されるか、エラー 


メールが返信されます。 


●「携帯電話番号@doc omo.ne.jp」以外のメールアドレスではシークレットコー 


ドを登録できません。あらかじめアドレスリセット（→P 3 6 5 ）でメールアド 


レスを「携帯電話番号 @doc omo.ne.jp」に変更してからご利用ください。 


1 メール設定画面を表示し、「■ メールアドレス設定」の 
「その他設定」を選択 
を押す 


2「シークレットコード登録」を選択 
を押す 


3 シークレットコード欄を選択 
シークレット 
コード（4 桁の数字）を入力 
を押す 


● 入力モードは数字になっています。 


●「0 0 0 0 」は使用できません。 


4 ｉモードパスワード欄を選択 
ｉモードパスワー 
ドを入力 
を押す 


● 入力した i モードパスワードは「＊」で表示されます。 


● ｉモードパスワードは初期設定では「0 0 0 0 」に設定されています。 


● 操作方法→ P 3 6 1 操作 1 
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5「決定」を選択 
を押す 


シークレットコードが登録され、新しいメールアドレスが表示されます。 


● 電話番号以下の4 桁の数字がお客様の指定されたシークレットコードとな 


ります。 


● 登録が完了すると、すぐに新しいメールアドレスが利用できます。 


● 
「1 終了する」を押すと待受画面に戻ります。 


● シークレットコード登録を設定する前にｉモードセンターに保管されたメールは、設定後も 
受信することができます。 
● シークレットコード登録をしたときは、ドコモ以外のアドレスにメール送信を行った場合に、 
宛先不明などのエラーメッセージを受信できないことがあります。 
● シークレットコード登録を取り消すときは、メールアドレス変更（→ P 3 6 1 ）またはアドレ 
スリセット（→下記）を行ってください。 


お知らせ 


電話番号をメールアドレスにします＜アドレスリセット＞ 


ｉモードメールアドレスを「携帯電話番号 @doc omo.ne.jp」に変更します。 


● アドレスリセットを行うと、変更前のメールアドレスを再び使えなくなる場 


合がありますのでご注意ください。 


● リセット前のアドレスではｉモードメールが届かなくなります。送信者には 


宛先不明のエラーメッセージが表示されるか、エラーメールが返信されます。 


1 メール設定画面を表示し、 「■ メールアドレス設定」の 
「その他設定」を選択 
を押す 


● 操作方法→ P 3 6 1 操作 1 


メ 
ー 
ル 
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2「アドレスリセット」を選択 
を押す 


3 ｉモードパスワード欄を選択 
ｉモードパスワー 
ドを入力 
を押す 


4「確認」を選択 
を押す 


メールアドレスがリセットされ、新しいメールアドレスが表示されます。 


● アドレスリセットが完了すると、すぐに新しいメールアドレスが利用でき 


ます。 


● 
「1 終了する」を押すと待受画面に戻ります。 


● 入力したｉモードパスワードは「＊」で表示され 


ます。 


● ｉモードパスワードは初期設定では「0 0 0 0 」に 


設定されています。 


● アドレスリセット前にｉモードセンターに保管されたメールは、リセット後も受信できます。 


お知らせ 
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受信文字数（メールサイズ）を制限します 


受信するｉモードメールを、文字数（メールサイズ）によって制限します。 


● 初期設定では「全角 5 0 0 0 文字」に設定されています。 
1 メール設定画面を表示する 


2「メールサイズ制限」を選択 
受信する文字分 
を選択 
を押す 


3 ｉモードパスワード欄を選択 
ｉモードパス 
ワードを入力 
を押す 


4「決定」を選択 
を押す 


メールサイズ制限が設定されます。 


● 
「1 終了する」を押すと待受画面に戻ります。 


● 選択されると 
が 
に変わります。 


● 操作方法→ P 3 6 1 操作 1 


● 入力したｉモードパスワードは「＊」で表示され 


ます。 


● ｉモードパスワードは初期設定では「0 0 0 0 」に 


設定されています。 


メ 
ー 
ル 
設 
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● 設定された文字数を超えた場合はｉモードセンターで削除され、本文の最後に「/」または「//」 
が挿入され、削除された部分を見ることはできませんのでご注意ください。また、添付データ 
（ｉモーションが再生できるリンク項目（ 
あり）、本文中に表示されるメロディ（MF i形式）） 
はｉモードセンターで削除されます。 
● 添付データのあるｉモードメールの全体のサイズが、設定された文字数相当サイズを超えた 
場合、ｉモードセンターは次のような順位（①→③）でデータを削除します。 
①静止画、メロディ 
②メール本文 
③動画／ｉモーションの添付データ 


お知らせ 


ｉモードメールの受信を拒否します 


次のいずれかの方法でｉモードメールの受信を拒否できます。 


● 未承諾広告※ メール拒否 


メール表題部の最前部に未承諾広告※ と記載されているメールを受信または 


拒否できます。これにより、受信者の同意なしに一方的に広告・宣伝を行う 


ために送信されるメールを拒否することができます。初期設定では「拒否す 


る」に設定されていますので、未承諾広告※ メールを拒否したい場合は設定 


する必要はありません（送信者はメール表題部欄の最前部に未承諾広告※ 


（全角 6 文字）と記載することが法律で義務づけられています）。 


※ 受信したい場合の設定方法については『FOMA ｉモード操作ガイド』をご 


覧ください。 


● ｉモードメール大量送信者からのメール受信制限 


1 日に1 台のｉモード端末から送信される2 0 0 通目以降のｉモードメールを 


拒否します。初期設定では「拒否する」に設定されていますので、大量送信 


者からのメールを拒否したい場合は設定する必要はありません。 


※ 受信したい場合の設定方法については『FOMA ｉモード操作ガイド』をご 


覧ください。 


● ｉモードメールのみ受信／拒否 


• ｉモードどうしのメールのみ受信（インターネット経由のメールを拒否）／ 


拒否します。 


● アドレス指定受信／拒否 


• 受信するすべてのメールのうち、指定するアドレスからのメールを受信／拒 


否します。 


● ドメイン指定受信 


• ｉモード、ｉショット、e ビリング請求額お知らせメール、一定額到達通知 


サービスおよび他の携帯電話・P HS 会社（ドコモのP HS・アステルグルー 


プを除く）からのメールと、指定するドメインからのメールを受信します。 


※ ドメインとは「× × × @ △ △ △ .ne.jp」の下線部分のような、メールアドレ 


スの@より後ろの部分のことです。ドメインを指定することにより、指定 


したドメインで終わるメールアドレスからのメールを受信できます。 


※ 日本語のアドレスやドメインは設定できません。 
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未承諾広告※ メールを拒否します 
1 メール設定画面を表示する 


● 操作方法→ P 3 6 1 操作 1 


2「■ メール受信設定」の「その他設定」を選択 


「未承諾広告※ メール拒否」を選択 
「拒否す 
る」を選択 
を押す 


● 拒否しない場合は、「拒否しない」を選択 
を押します。 


● 選択すると 
が 
に変わります。 


3 ｉモードパスワード欄を選択 
ｉモードパス 
ワードを入力 
を押す 


● 入力したｉモードパスワードは「＊」で表示されます。 


● ｉモードパスワードは初期設定では「0 0 0 0 」に設定されています。 


4「決定」を選択 
を押す 


未承諾広告※ メール拒否が設定されます。 


● 
「1 終了する」を押すと待受画面に戻ります。 


※ ドメインを指定する場合は、ｉモードからのすべてのメールは受信します 


ので、「doc omo.ne.jp」を指定する必要はありません。「doc omo.ne.jp」 


を入力してしまうと、ｉモードになりすましたメールが届いてしまいます。 


● ｉモードメールのみ受信／拒否とアドレス指定受信／拒否、ドメイン指定受 


信は同時には利用できません。 


メ 
ー 
ル 
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ｉモードメール大量送信者からのメール受信を制限します 
1 メール設定画面を表示する 


● 操作方法→ P 3 6 1 操作 1 


2「■ メール受信設定」の「その他設定」を選択 


「ｉモードメール大量送信者からのメール受信制限」 
を選択 
「拒否する」を選択 
を押す 


● 拒否しない場合は、「拒否しない」を選択 
を押します。 


● 選択すると 
が 
に変わります。 


3 ｉモードパスワード欄を選択 
ｉモードパス 
ワードを入力 
を押す 


● 入力したｉモードパスワードは「＊」で表示されます。 


● ｉモードパスワードは初期設定では「0 0 0 0 」に設定されています。 
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ｉモードメールのみ受信／拒否をします 


● 設定が完了すると、拒否を設定したメールが届かなくなり、送信者には宛先 


不明のエラーメッセージが表示されるか、エラーメールが返信されます。 


〈例〉 
「ｉモードメールのみ受信」に設定するとき 


1 メール設定画面を表示する 


2「受信 / 拒否設定」を選択 
「ｉモードメールの 
み受信」を選択 
を押す 


3「次へ」を選択 
ｉモードパスワード欄を選択 


ｉモードパスワードを入力 
を押す 


4「決定」を選択 
を押す 


ｉモードメール大量送信者からのメール受信制限が設定されます。 


● 
「1 終了する」を押すと待受画面に戻ります。 


● 操作方法→ P 3 6 1 操作 1 


● 選択すると 
が 
に変わります。 


■ 「ｉモードメールのみ拒否」に設定するとき 


「ｉモードメールのみ拒否」を選択 
を押す 


● 現在登録されている設定を解除するには「設定 


解除」を選択 
を押します。 


● 入力したｉモードパスワードは「＊」で表示され 


ます。 


● ｉモードパスワードは初期設定では「0 0 0 0 」に 


設定されています。 


● 既に他の受信／拒否設定をしている場合、設定を 


変更するかの確認画面が表示されます。変更する 


場合には「はい」を選択 
を押します。 
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4「決定」を選択 
を押す 


ｉモードメールのみ受信／拒否が設定されます。 


● 
「1 終了する」を押すと待受画面に戻ります。 


メ 
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● ｉモードメールのみ受信／拒否を設定する前にｉモードセンターに保管されたメールは、設 
定後も受信することができます。 
●「ｉモードメールのみ受信」を設定した場合は、希望しているメール配信が届かなくなること 
があります。 
● 設定によっては、送信したｉモードメールがエラーになっても、宛先不明などのエラーメー 
ルを受信しなくなる場合があります。 


お知らせ 


アドレス指定受信／拒否をします 


● 設定が完了すると、拒否を設定したメールが届かなくなり、送信者には宛先 


不明のエラーメッセージが表示されるか、エラーメールが返信されます。 


〈例〉 
「アドレス指定受信」を設定するとき 


1 メール設定画面を表示する 


● 操作方法→ P 3 6 1 操作 1 


2「受信 / 拒否設定」を選択 
「アドレス指定受信」 
を選択 
を押す 


3「次へ」を選択 
メールアドレス欄を選択 


指定するメールアドレスを入力 
を押す 


● 選択すると 
が 
に変わります。 


■ 「アドレス指定拒否」を設定するとき 


「アドレス指定拒否」を選択 
を押す 


● 現在登録されている設定を解除するには「設定 


解除」を選択 
を押します。 


● ｉモード端末のメールアドレスを入力するときは 


「@doc omo.ne.jp」は省略できます。 


● 既に他の受信／拒否設定をしている場合、設定を 


変更するかどうかの確認画面が表示されます。変 


更する場合には「はい」を選択 
を押します。 


次 
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4「登録」を選択 
ｉモードパスワード欄を選択 


ｉモードパスワードを入力 
を押す 


5「決定」を選択 
を押す 


アドレス指定受信／拒否が設定されます。 


● 
「1 終了する」を押すと待受画面に戻ります。 


● 入力したｉモードパスワードは「＊」で表示され 


ます。 


● ｉモードパスワードは初期設定では「0 0 0 0 」に 


設定されています。 


ドメイン指定受信をします 
1 メール設定画面を表示する 


● 操作方法→ P 3 6 1 操作 1 


2「受信 / 拒否設定」を選択 
「ドメイン指定受信」 
を選択 
を押す 


3「次へ」を選択 
受信したい携帯・P HS の 
チェックボックスを選択 
を押す 


● 選択すると 
が 
に変わります。 


● 現在登録されている設定を解除するには「設定解 


除」を選択 
を押します。 


● お買い上げ時は 4 つの携帯電話・P HS 会社すべ 


てのチェックボックス 
が選択 
されています。 


● 既に他の受信／拒否設定をしている場合、設定を 


変更するかどうかの確認画面が表示されます。変 


更する場合には「はい」を選択 
を押します。 


● 受信したいドメインまたはメールアドレスを指定 


しない場合は、操作 5 に進みます。 


チェックボックス 
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4 受信したいドメインまたはアドレスの入力欄を選択 


受信したいドメインまたはアドレスを入力 


を押します 


5「登録」を選択 
ｉモードパスワード欄を選択 


ｉモードパスワードを入力 
を押す 


● 入力したｉモードパスワードは「＊」で表示されます。 


● ｉモードパスワードは初期設定では「0 0 0 0 」に設定されています。 


6「決定」を選択 
を押す 


ドメイン指定受信が設定されます。 


● 
「1 終了する」を押すと待受画面に戻ります。 


メ 
ー 
ル 
設 
定 


● アドレス指定受信／拒否、ドメイン指定受信を設定する前にｉモードセンターに保管された 
メールは設定後も受信することができます。 
●「アドレス指定受信」「ドメイン指定受信」を設定した場合は、希望しているメール配信が届 
かなくなることがあります。 
●「アドレス指定受信／拒否」の場合、ドメインは指定できません。 
● ｉモード、ｉショット、e ビリング請求額お知らせメール、一定額到達通知サービスおよび 
他の携帯電話・P HS 会社（ドコモの P HS ・アステルグループを除く）からのメールは、ド 
メインを入力しなくてもすべてのメールを受信しますので入力は不要です。入力してしまう 
と、携帯電話、P HS から送信したようにみえる「迷惑メール」が届いてしまいますので、ご 
注意ください。 
●「アドレス指定受信／拒否」「ドメイン指定受信」の場合、コンテンツプロバイダなどからの 
メール配信サービスを受けているときは、送信元のメールアドレスまたはドメインを指定し 
てください。 
● 設定によっては、送信したｉモードメールがエラーになっても、宛先不明などのエラーメー 
ルを受信しなくなる場合があります。 
● ｉモードサイトの利用に際し、利用内容確認などをメールで行う場合がありますので、これ 
らのメールを受信するために、各サイトのドメインやメールアドレスなどを指定してご利用 
ください。 


お知らせ 
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ー 
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現在の拒否設定を確認します 


現在の拒否設定内容を確認します。 
1 メール設定画面を表示する 


2「設定状況確認」を選択 
を押す 


現在の設定内容が表示されます。 


● 
「1終了する」を押すと待受画面に戻ります。 


● 操作方法→ P 3 6 1 操作 1 
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ｉモードメール機能を停止します 


ｉモードのメール機能を利用しない場合、ｉモードセンターでのメール機能停止 


を行うことができます。 


● メール機能を停止すると、停止前のメールアドレスを再び使えなくなる場合 


がありますのでご注意ください。 


● メール機能を停止すると、メールアドレスが「携帯電話番号@doc omo.ne.jp」 


にリセットされます。 


● メール機能を停止した場合、送信者には宛先不明のエラーメッセージが表示 


されるか、エラーメールが返信されます。 


1 メール設定画面を表示する 


2「■ メール機能停止」を選択 
を押す 


3 ｉモードパスワード欄を選択 
ｉモードパス 
ワードを入力 
を押す 


● 操作方法→ P 3 6 1 操作 1 


メ 
ー 
ル 
設 
定 


次 
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● 入力したｉモードパスワードは「＊」で表示され 


ます。 


● ｉモードパスワードは初期設定では「0 0 0 0 」に 


設定されています。 
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4「確認」を選択 
を押す 


メール機能が停止されます。 


● 設定が完了すると、すぐにメール機能が停止します。 


● 
「1 終了する」を押すと待受画面に戻ります。 


ｉモードメール機能を再開します 
1 メール設定画面を表示する 


2 ｉモードパスワード欄を選択 
ｉモードパス 
ワードを入力 
を押す 


● 入力したｉモードパスワードは「＊」で表示されます。 


● ｉモードパスワードは初期設定では「0 0 0 0 」に設定されています。 


3「メール開始」を選択 
を押す 


メール機能が再開されます。 


● 
「1 終了する」を押すと待受画面に戻ります。 


メ 
ー 
ル 
設 
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● 操作方法→ P 3 6 1 操作 1 


● メール機能停止前にｉモードセンターで保管されたｉモードメールは、受信時から7 2 0 時間 
そのまま保管され、ｉモード問い合わせ、またはメール選択受信で受信できます。 
● メール機能停止中はｉモードセンターで新しいメールの保管は行いません。 
● メール機能停止中にｉモードメールを送信した場合、エラーメッセージが表示されます。 
ｉモードメールの送信やｉモード問い合わせの操作を行うと、ｉモードセンターとの通信が 
行われ、パケット通信料がかかります。 


お知らせ 
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ｉモードメール、ショートメッセージ（S MS ）を受信したときの着信音を設定 


します。 
1 待受画面で U 
「8 メールを設定する」 「1 メー 
ルが届いた時の音を選ぶ」を押す 


2「1 メール着信音設定」 「1 鳴らす」を押す 


メロディ一覧が表示されます。 


●「鳴らさない」に設定すると、「着信音」「鳴らす時間」は設定できません。 


操作 5 に進みます。 


●「2 着信音」 
：着信音から設定します。操作 3 に進みます。 


●「3 鳴らす時間」：鳴らす時間から設定します。操作 4 に進みます。 


3 フォルダを選択 
メロディを選択 
を押す 


着信音を鳴らす時間を設定する画面が表示されます。 


4 鳴らす時間を入力 
を押す 


操作 1 の画面に戻ります。 


5 


電話帳 を押す 


着信音を設定した旨のメッセージが表示されます。 


6 
を押す 


メニュー一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


メール受信時の着信音を設定します＜メール着信音 


設定＞ 


説　明 


着信音を鳴らすかどうかを設定 
します。 


着信音を鳴らすときのメロディ 
を設定します。 


着信音を鳴らす時間を1 ～3 0 秒 
の間で設定します。 


メ 
ー 
ル 
着 
信 
音 
設 
定 


お買い上げ時 
メール着信音設定：鳴らす　着信音：着信音 1 　鳴らす時間：3 秒 


項　目 


1メール着信音 
設定 


2着信音 


3鳴らす時間 
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ｉモードメール、ショートメッセージ（S MS ）を受信したときの振動を設定し 


ます。 
1 待受画面で U 
「8 メールを設定する」 「2 メー 
ルが届いた時の振動を選ぶ」を押す 


2「1 パターン A で振動」～「4 振動させない」のいずれ 
か 1 つの番号を押す 


振動パターンを設定した旨のメッセージが表示されます。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


メール受信時の振動を設定します 
＜メール着信振動設定＞ 


● 振動パターンについて→ P 1 5 5 


メ 
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ル 
着 
信 
振 
動 
設 
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お買い上げ時 
振動させない 
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署 
名 
登 
録 
／ 
設 
定 


メールにつける署名を登録します 
＜署名登録／設定＞ 


ｉモードメールの本文に付ける署名を登録します。 


署名を登録します 


ｉモードメールの本文に付ける署名を登録します。署名に電話番号やメールアド 


レス、UR L を入れておくと、ｉモード端末にｉモードメールを送信した場合、 


相手が P hone T o（A V P hone T o）Mail T o、Web T o 機能を使うことがで 


きます。 
1 待受画面で U 
「8 メールを設定する」 「3 メー 
ルに付ける署名を登録する」 
署名を入力する 


2 
を押す 


署名を登録した旨のメッセージが表示されます。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 全角で最大5 0 文字、半角で最大1 0 0 文字入力で 


きます。 


次 
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署名を設定します 


● ショートメッセージ（S MS ）には署名を設定できません。 
1 ｉモードメールを作成する 


● 操作方法→ P 3 1 7 操作 1 ～ 5 


2 


メニュー 


「3 署名付きで送信」を押す 


ｉモードメールが送信されます。 
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● 署名も本文の文字数に含まれます。 
● 半角カタカナ、絵文字は正しく表示されない場合がありますので、ｉモード端末（mova 含 
む）どうしのメールのやりとり以外には使用しないでください。 
● 一部の絵文字（→ P 5 7 0 ）は、相手のｉモード端末の機種によっては正しく表示されない場 
合があります。 
● 文字入力のしかた→ P 5 5 8 


お知らせ 


添付データを受信するかどうかを設 
定します＜添付データ受信設定＞ 


1 待受画面で 


メニュー 


「 
詳細な機能を設定する」 「4 メー 
ルの詳細を設定する」 「2 添付の画像を受信する」を 
押す 


2「1 受信する」または「2 受信しない」を押す 


受信する／受信しないを設定した旨のメッセージが表示されます。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


ｉモードメールに添付されている静止画、添付メロディを受信するかどうかを設 


定します。 


画像データを受信するかどうかを設定します 


お買い上げ時 
受信する 


署 
名 
登 
録 
／ 
設 
定 
／ 
添 
付 
デ 
ー 
タ 
受 
信 
設 
定 


●「受信しない」に設定すると、添付データはｉモードセンターで削除され、受信できなくなり 
ますのでご注意ください。 


お知らせ 
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定 


1 待受画面で 


メニュー 


「 
詳細な機能を設定する」 「4 メー 
ルの詳細を設定する」 「3 添付のメロディを受信する」 
を押す 


2「1 受信する」または「2 受信しない」を押す 


受信する／受信しないを設定した旨のメッセージが表示されます。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


メロディデータを受信するかどうかを設定します 


お買い上げ時 
受信する 


●「受信しない」に設定すると、添付データはｉモードセンターで削除され、受信できなくなり 
ますのでご注意ください。 
● メール本文中に表示されるメロディ（MF i 形式）は、本設定に関わらず受信します。 


お知らせ 
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添付されたメロディを自動演奏する 
かどうかを設定します 


メロディが添付されているｉモードメールやメッセージR /Fを表示したときに、 


メロディを自動的に再生するかどうかを設定します。 
1 待受画面で 


メニュー 


「 
詳細な機能を設定する」 「4 メー 
ルの詳細を設定する」 「4 添付のメロディを自動演奏 
する」を押す 


2「1 自動演奏する」または「2 自動演奏しない」を押す 


自動演奏する／自動演奏しないを設定した旨のメッセージが表示されます。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


お買い上げ時 
自動演奏する 


添 
付 
さ 
れ 
た 
メ 
ロ 
デ 
ィ 
を 
自 
動 
演 
奏 
す 
る 
か 
ど 
う 
か 
を 
設 
定 
し 
ま 
す 
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Ｓ 
Ｍ 
Ｓ 
作 
成 
・ 
送 
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ショートメッセージ（S MS ）を作成 
して送信します＜ S MS 作成・送信＞ 


ショートメッセージ（S MS ）を作成して送信します。 


● ダイヤル入力での発信を制限しているときには、宛先に電話番号を直接入力 


できません。→ P 1 8 5 


1 待受画面で U 
「9S MS を使う」 「1S MS を作 
る」を押す 


2 T o（宛先）欄を選択 
を押す 


次 
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■ 電話帳から選択するとき 


①「1電話帳から選ぶ」 検索方法を選択 


を押す 


電話帳の検索結果の一覧が表示されます。 


• F OMA カードの電話帳から選択する場合は 


電話帳 


を押します。 


② 送信する相手を選択 
を押す 


送信する相手の電話番号画面が表示されます。 


③ 電話番号を選択 
を押す 


操作1 の画面に戻ります。電話帳に登録されて 


いる名前がT o（宛先）欄に入力されています。 


操作 4 に進みます。 
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3「2 直接入力する」 
宛先を入力 
を押す 


4 本文欄を選択 
本文を入力 
を押す 


5「送信する」を選択 
を押す 


ショートメッセージ（S MS ）が送信されます。 


送信が終了すると、送信した旨のメッセージが表示されます。 


6 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● S MS 設定で送信文字種を「日本語」に設定した 


場合は、全角・半角を問わず最大 7 0 文字入力で 


きます。→ P 4 0 1 


● S MS 設定で送信文字種を「英語」に設定した場 


合は、半角の英数字と記号（｡ ｢ ｣ ､ ･ ﾞ ﾟ を除 


く）を最大 1 6 0 文字入力できます。→ P 4 0 1 


● #：文中で改行することができます。改行も本 


文の文字数に含まれます。 


● 相手の FOMA 端末の電話番号を入力します。 


電話帳を表示してショートメッセージ（S MS ）を作成します 


電話帳の検索結果一覧から、ショートメッセージ（S MS ）を作成します。 


● 電話帳データに電話番号が登録されていない場合は、本機能を利用できません。 
1 FOMA 端末電話帳の検索結果一覧を表示する 


● 検索方法→ P 1 2 4 操作 1 
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● メールの保存領域に空きが足りないときや最大保存件数を超えるときは、ショートメッセー 
ジ（S MS ）を作成できない旨のメッセージが表示され、ショートメッセージ（S MS ）を作 
成できません。「未送信のメールを見る」から不要なｉモードメール、ショートメッセージ 
（S MS ）を削除してください。→ P 3 3 7 、P 4 0 6 
● 定型文を利用して顔文字やあいさつ、返事などを入力できます。→ P 5 6 5 
● 半角カタカナや一部の絵文字は、相手のF OMA 端末の機種によっては正しく表示されない場 
合があります。→ P 5 7 0 
● 電波状況により、相手に文字が正しく表示されない場合があります。 
● 送信する文字種や送達通知を受け取るかどうかは、あらかじめ S MS 設定で設定します。 
→ P 4 0 1 
● ショートメッセージ（S MS ）作成画面で送達通知を受け取るかどうかを設定する場合は、 


メニュー 


「4S MS 送達通知」を押します。ただし、この場合は作成中のショートメッセージ 
（S MS ）にのみ設定が有効になります。 
● 送信文字種により送信できない文字があります。→ P 3 1 2 
● 送信が正常に終了したときは、ショートメッセージ（S MS ）が「送信したメールを見る」に 
保存されます。送信メールの保存領域の空きが足りないときや最大保存件数を超えるときは、 
古い送信メールから順に上書きされます。ただし、保護されている送信メールには上書きさ 
れません。残しておきたい送信メールは保護してください。→ P 3 3 7 、P 4 0 9 
● 送信に失敗したときはエラーメッセージが表示され、ショートメッセージ（S MS ）が「未送 
信のメールを見る」に保存されます。「未送信のメールを見る」からショートメッセージ 
（S MS ）を編集・送信できます。→ P 3 3 7 
● メッセージ作成画面で送達通知を「要求する」に設定して送信した場合（→P 4 0 1 ）、ショー 
トメッセージ（S MS ）が相手の F OMA 端末に届いたことを知らせる送達通知が送られてき 
ます。送達通知は「受信したメールを見る」に保存されます。→ P 3 4 5 
● 送信文字種が英語の場合、一部の記号（| ＾ { } [ ] ̃ ¥ ）を入力すると送信できる文字数が 
少なくなるため、最大文字数以下の文字数でも送信できない場合があります。この場合は、入 
力文字を少なくして送信し直してください。 
● 発信者番号通知が「通知しない」に設定されていても、ショートメッセージ（S MS ）送信時 
は送信先に発信者番号が通知されます。 
● 電話帳番号0 ～9 に登録されている相手には簡単にショートメッセージ（S MS ）を作成・送 
信できます（ツータッチメール）。→ P 3 2 1 
● 電話帳を表示して、電話帳の検索結果一覧から電話番号が複数登録されている相手を選択し 
てメールを作成すると、1 件目に登録されている電話番号が T o（宛先）に設定されます。2 
件目以降に登録されている電話番号を設定する場合は、F OMA 端末電話帳の詳細画面を表示 
し、2 件目以降の電話番号を選択してから作成します。→ P 1 2 4 
● 文字入力のしかた→ P 5 5 8 


お知らせ 


2 ショートメッセージ（S MS ）を送信する相手を選択 


メニュー 


「3S MS を作る」を押す 


● ショートメッセージ（S MS ）作成方法→ P 3 8 3 


Ｓ 
Ｍ 
Ｓ 
作 
成 
・ 
送 
信 


電話帳に登録されている名前が入力されます。 
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Ｓ 
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作成中のショートメッセージ（S MS ）を保 
存しておき、あとで送信します＜ S MS 保存＞ 


作成中のショートメッセージ（S MS ）を送信せずに保存したり、保存したショー 


トメッセージ（S MS ）を再編集して送信したりできます。 


作成中のショートメッセージ（S MS ）を保存します 


作成途中のショートメッセージ（S MS ）を、送信せずに保存しておきます。 
1 ショートメッセージ（S MS ）を作成する 


● 操作方法→ P 3 8 3 操作 1 ～ 4 


2 


メニュー 


「2 保存する」を押す 


メールを保存した旨のメッセージが表示されます。 


3 
を押す 


メニュー一覧に戻ります。 


● ショートメッセージ（S MS ）が「未送信のメールを見る」に保存されます。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 未送信メールの最大保存件数→ P 3 6 
● 宛先、本文のいずれも入力されていない場合は保存できません。 


お知らせ 


送信・保存したショートメッセージ（S MS ）を編集・送信します 


送信したショートメッセージ（S MS ）や、送信せずに保存したり送信に失敗し 


たりしたショートメッセージ（S MS ）を編集・送信できます。 


〈例〉未送信ショートメッセージ（S MS ）を再編集するとき 
1 待受画面で U 
「4 未送信のメールを見る」を押す 


未送信メール一覧が表示されます。 


● 送信ショートメッセージ（S MS ）を再編集する場合は、U 「5 送信 


したメールを見る」 フォルダを選択 
を押します。 


● ショートメッセージ（S MS ）は 
が表示されます。 
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メ 
ー 
ル 
未送信／送信したショートメッセージ 
（S MS ）を見ます＜未送信／送信メール＞ 


保護メール件数／全メール件数 


2 編集するショートメッセージ（S MS ）を選択 
を 
押す 


3 ショートメッセージ（S MS ）を編集して送信する 


● 操作方法→ P 3 8 3 


● 送信したショートメッセージ（S MS ）を再編集す 


るときは、編集するショートメッセージ（S MS ） 


を選択 


電話帳 


を押します。 


● 送信ショートメッセージ詳細表示画面からも同様にして編集できます。 
● F OMA カード内のショートメッセージ（S MS ）を送信した場合、送信したショートメッセー 
ジ（S MS ）は本体の「送信したメールを見る」に保存されます。→ P 3 3 7 、P 3 9 5 
● 文字入力のしかた→ P 5 5 8 


お知らせ 


Ｓ 
Ｍ 
Ｓ 
保 
存 
／ 
未 
送 
信 
／ 
送 
信 
メ 
ー 
ル 


送信したショートメッセージ（S MS ）は「送信したメールを見る」に保存され 


ます。送信せずに保存したり送信に失敗したりしたショートメッセージ（S MS ） 


は「未送信のメールを見る」に保存されます。 


〈例〉送信したショートメッセージ（S MS ）を表示するとき 
1 待受画面で U 
「5 送信したメールを見る」を押す 


● 未送信メールを表示する場合は、U 「4 未送 


信のメールを見る」を押します。操作3 に進みます。 


● LR：フォルダが複数ページある場合は、 


前後のページを表示できます。 


● フォルダの状態をマークで確認できます。→P 3 3 7 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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未 
送 
信 
／ 
送 
信 
メ 
ー 
ル 


2 フォルダを選択 
を押す 


3 表示するショートメッセージ（S MS ）を選択 
を 
押す 


● LR：ショートメッセージ（S MS ）／メー 


ルが複数ページある場合は、前後の 


ページを表示できます。 


● ショートメッセージ（S MS ）は 
が表示されます。 


● 宛先が電話帳に登録されているときは名前が表示 


されます。→ P 1 0 9 


● メールの状態をマークで確認できます。→P 3 3 8 


フォルダ名 


送信日時（送信当日：時刻　当日以外：日付）、宛先 
本文の先頭 


メール番号／フォルダ内件数 


状態マーク、S MS マーク、メール番号／件数 


● 未送信ショートメッセージ（S MS ）ではショート 


メッセージ（S MS ）編集画面が表示されます。 


→ P 3 8 6 


● LR：前後のショートメッセージ（S MS ）／ 


メールを表示できます。 


● ショートメッセージ（S MS ）本文は、次のマーク 


で確認できます。 


マーク 
説　明 


ショートメッセージ（S MS ）を送信し 
た日時 


ショートメッセージ（S MS ）の送信先 
の電話番号または名前 


ショートメッセージ（S MS ）の題名「送 
信 S MS 」 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 送信日時・保存日時の表示には日付・時刻の設定が必要です。→ P 4 6 
● 宛先や本文の文字をコピーできます。→ P 4 1 5 
● 詳細表示画面に表示されている電話番号やメールアドレス、UR L を選択して次の操作ができ 
ます。 
• 電話帳に登録する→ P 4 1 7 
• ブックマークに登録する→ P 4 1 8 
• 電話をかける→ P 2 7 4 
• ｉモードメールを作成する→ P 2 7 5 
• サイトを表示する→ P 2 7 5 


お知らせ 


389 


メ 
ー 
ル 


Ｓ 
Ｍ 
Ｓ 
受 
信 


ショートメッセージ（S MS ）を受 
信したときは＜ S MS 受信＞ 


ショートメッセージ（S MS ）が送られてきたときは自動的に受信し、画面表示 


や着信音、バイブレータ、着信ランプでお知らせします。受信したショートメッ 


セージ（S MS ）は「受信したメールを見る」に保存されます。 
1 ショートメッセージ（S MS ）を受信する 


2 ショートメッセージ（S MS ）の受信結果が表示される 


が点滅し、左の画面が表示されます。 


● メッセージ受信中画面で 
を押すと、受信を中 


止できますが、受信中の状況によってはショート 


メッセージ（S MS ）を受信する場合があります。 


メール着信音が鳴り、着信ランプが点滅します。 


何も操作しないで約1 5 秒経過すると受信前の画面に 


戻ります。 


● すぐに受信前の画面に戻したいときは C を押 


します。 


■ 受信したショートメッセージ（S MS ）をすぐ 
に確認するとき 


「1 メール」を押す 


受信メールのフォルダ一覧が表示されます。 


→ P 3 9 1 


■ 受信に失敗したとき 


「1 メール」の後ろに「× 」が表示されます。 


● メールを受信し直すには、 
「届いているS MS を 


全部受信する」を行ってください。→ P 3 9 0 
次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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メ 
ー 
ル 


圏外にいた間や電源を切っていた間にショートメッセージ（S MS ）が届いてい 


ないかを問い合わせます。 


● 電波状態によってはS MS 問い合わせができない場合がありますのでご了承く 


ださい。 


1 待受画面で U 
「9S MS を使う」 「2 届いている 
S MS を全部受信する」を押す 


S MS 問い合わせが実行されます。ショートメッセージセンターにショート 


メッセージ（S MS ）が保管されていれば受信します。 


● ショートメッセージ問い合わせ中やショートメッセージ受信中に 
を押 


すと、問い合わせを中止できますが、問い合わせの状況によってはショー 


トメッセージ（S MS ）を受信する場合があります。 


● 受信結果画面の操作は自動受信時と同じです。→ P 3 8 9 


● 受信するまでに時間がかかる場合があります。 


お知らせ 


● F OMA 端末を折り畳んでいるときは、背面ディスプレイに受信状態が表示されます。→P 2 8 
● 受信メールの保存領域の空きが足りないときや、最大保存件数を超えるときは、古い受信メー 
ルから順に上書きされます。ただし、未読メールと保護されているメールには上書きされま 
せん。残しておきたい受信メールは保護してください。→ P 4 0 9 
未読メールと保護されているメールで保存領域が満杯で上書きできないときは、ショートメッ 
セージ（S MS ）の受信は中止され、画面には 
や 
のマークが表示されます。→ P 2 6 
● F OMA カードにショートメッセージ（S MS ）が2 0 件保存されているときは、 
「受信したメー 
ルを見る」に空きがあってもショートメッセージ（S MS ）を受信できないことがあり、画面 
には 
や 
のマークが表示されます。F OMA 端末本体に移動するか、F OMA カードの 
ショートメッセージ（S MS ）を削除してください。→ P 3 9 8 、P 3 9 9 
● 待受画面／メニュー画面以外（他の機能が起動中）のときや個人情報表示を制限しているとき 
には、ショートメッセージ（S MS ）を自動受信しますが、受信中画面や受信結果画面は表示さ 
れず、着信音と着信ランプも動作しません。受信したショートメッセージ（S MS ）を確認す 
るには、他の機能を終了／各制限を解除してください。 
● ｉモードメール、メッセージR /F 受信中は、ショートメッセージ（S MS ）を自動受信しませ 
ん。また、ｉモードメール、メッセージ R /F の受信完了後も自動受信はされません。「届い 
ている S MS を全部受信する」を行ってください。→下記 
● F OMA 端末でショートメッセージ（S MS ）を受信すると、ショートメッセージセンターに 
保管されているショートメッセージ（S MS ）は削除されます。 
● mova サービスのｉモード端末から送信したショートメールは、F OMA 端末ではショート 
メッセージ（S MS ）として受信します。 


お知らせ 


Ｓ 
Ｍ 
Ｓ 
受 
信 
／ 
Ｓ 
Ｍ 
Ｓ 
問 
い 
合 
わ 
せ 


ショートメッセージ（S MS ）があるかど 
うかを問い合わせます＜ S MS 問い合わせ＞ 
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受 
信 
メ 
ー 
ル 


受信したショートメッセージ（S MS ）は「受信したメールを見る」に保存され 


ます。 
1 待受画面で U 
「1 受信したメールを見る」を押す 


2 フォルダを選択 
を押す 


受信日時（受信当日：時刻　当日以外：日付）、送信元、 
本文の先頭または「S MS 送達通知」 


● LR：ショートメッセージ（S MS ）／メー 


ルが複数ページある場合は、前後の 


ページを表示できます。 


● ショートメッセージ（S MS ）は 
が表示されます。 


● 送信元が電話帳に登録されているときは名前が表 
示されます。→ P 1 0 9 
● メールの状態をマークで確認できます。→P 3 4 5 


フォルダ名 


メール番号／フォルダ内件数 


受信したショートメッセージ（S MS ） 
を見ます＜受信メール＞ 


未読メール数／全メール件数 


● LR：フォルダが複数ページある場合は、 


前後のページを表示できます。 


● フォルダの状態をマークで確認できます。 


→ P 3 4 5 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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メ 
ー 
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宛先マーク、S MS マーク、メール番号／フォルダ内件数 


● 送達通知の詳細表示画面では送信元に「S M S 


C enter」、題名に「S MS 送達通知」と表示され 


ます。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


マーク 
説　明 


ショートメッセージ（S MS ）を受信し 
た日時 


ショートメッセージ（S MS ）の送信元 
の電話番号または名前 


ショートメッセージ（S MS ）の送信元 
（返信不可） 


ショートメッセージ（S MS ）の題名「受 
信 S MS 」 


3 ショートメッセージ（S MS ）を選択 
を押す 


● LR：前後のメールを表示できます。 


● ショートメッセージ（S MS ）本文は、次のマーク 


で確認できます。 


● 受信したショートメッセージ（S MS ）に半角英数字や記号（｡ ｢ ｣ ､ ･ ﾞ ﾟを除く）以外の 
ラテン文字、ギリシア文字、記号、および区点コード一覧表（→ P 5 9 5 ）に記載されていな 
い全角文字が含まれていたときは、スペースで表示されます。 
● データ異常のショートメッセージ（S MS ）は次のように表示されます。 
受信メール一覧画面： 
が表示され、受信日時には--/--（受信当日のみ）となります。送信 
元は表示されません。 
ショートメッセージ（S MS ）詳細表示画面： 
が表示され、 
以外は表示されません。 
● 宛先や本文の文字をコピーできます。→ P 4 1 5 
● 詳細表示画面に表示されている電話番号やメールアドレス、UR L を選択して次の操作ができ 
ます。 
• 電話帳に登録する→ P 4 1 7 
• ブックマークに登録する→ P 4 1 8 
• 電話をかける→ P 2 7 4 
• ｉモードメールを作成する→ P 2 7 5 
• サイトを表示する→ P 2 7 5 


お知らせ 


受 
信 
メ 
ー 
ル 
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Ｓ 
Ｍ 
Ｓ 
返 
信 


ショートメッセージ（S MS ）に 
返事を出します＜ S MS 返信＞ 


受信したショートメッセージ（S MS ）に返信します。 


● 送信元に「非通知設定」「公衆電話」「通知不可能」が表示される受信ショー 


トメッセージ（S MS ）には返信できません。 


● mova サービスのｉモード端末からショートメールを受信した場合、FOMA 


端末ではショートメッセージ（S MS ）として受信しますが、受信したショー 


トメッセージ（S MS ）にショートメッセージ（S MS ）で返信することはで 


きません。メッセージの返信にはｉモードメールをご使用ください。 


→ P 3 1 3 、3 1 7 


1 待受画面で U 
「1 受信したメールを見る」 
フォ 
ルダを選択 
を押す 


受信メール一覧が表示されます。 


2 返信するショートメッセージ（S MS ）を選択 


電話帳 


を 
押す 


3 ショートメッセージ（S MS ）を編集して送信する 


● 操作方法→ P 3 8 3 


● 返信すると、受信ショートメッセージ（S MS ）の状態マークが 
／ 


から 
／ 
／ 
にに変わります。→ P 3 4 5 


● 受信ショートメッセージ詳細表示画面からも同様にして返信できます。 
● F OMA カード内のショートメッセージ（S MS ）から返信した場合、送信したショートメッ 
セージ（S MS ）は本体の「送信したメールを見る」に保存されます。→ P 3 3 7 、P 3 9 5 


お知らせ 


受信ショートメッセージ（S MS ）の送信元の電話番号または 
名前が入力されています。 
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Ｓ 
Ｍ 
Ｓ 
転 
送 


ショートメッセージ（S MS ）を 
他の宛先に転送します＜ S MS 転送＞ 


受信したショートメッセージ（S MS ）を他の宛先に転送します。 


● ショートメッセージ（S MS ）で転送されます。 
1 待受画面で U 
「1 受信したメールを見る」 
フォ 
ルダを選択 
を押す 


受信メール一覧が表示されます。 


2 転送するショートメッセージ（S MS ）を選択 


メニュー 


「2 転送する」を押す 


3 ショートメッセージ（S MS ）を編集して送信する 


● 操作方法→ P 3 8 3 


● 転送すると、受信ショートメッセージ（S MS ）の状態マークが 
／ 


から 
／ 
／ 
に変わります。→ P 3 4 5 


本文欄には受信ショートメッセージ（S MS ）の 
本文が入力されています。 


● 受信ショートメッセージ詳細表示画面からも同様にして転送できます。 
● F OMA カード内のショートメッセージ（S MS ）から転送した場合、送信したショートメッ 
セージ（S MS ）は本体の「送信したメールを見る」に保存されます。→ P 3 3 7 、P 3 9 5 


お知らせ 
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メ 
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シ 
ョ 
ー 
ト 
メ 
ッ 
セ 
ー 
ジ 
（ 
Ｓ 
Ｍ 
Ｓ 
） 
を 
Ｆ 
Ｏ 
Ｍ 
Ａ 
カ 
ー 
ド 
に 
保 
存 
し 
ま 
す 


ショートメッセージ（S MS ）を 
F OMA カードに保存します 


送受信したショートメッセージ（S MS ）を、FOMA 端末本体から移動またはコ 


ピーして FOMA カードに保存できます。 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 



F OMA 端末本体の S MS を F OMA カードへ移動／コピーします 


FOMA 端末本体に保存されているショートメッセージ（S MS ）を、FOMA カー 


ドに移動またはコピーします。 


● ｉモードメールは、FOMA カードに保存できません。 


● 「未送信のメールを見る」のショートメッセージ（S MS ）は、FOMA カード 


に保存できません。 


● 送信ショートメッセージ（S MS ）を移動／コピーすると、対応する送達通知 


が同時に F OMA カードの「F OMA カードの受信 S MS を見る」に移動／コ 


ピーされます。送達通知だけを移動／コピーすることはできません。 


〈例〉受信ショートメッセージ（S MS ）をFOMA カードに移動／コピーするとき 
1 待受画面で U 
「1 受信したメールを見る」 
フォ 
ルダを選択 
を押す 


受信メール一覧が表示されます。 


● 送信ショートメッセージ（S MS ）を移動／コピーするときは、U 


「5 送信したメールを見る」 フォルダを選択 
を押します。 


2 移動／コピーするショートメッセージ（S MS ）を選択 


メニュー 


「6FOMA カードへ保存」を押す 


3「1 移動する」または「2 コピーする」を押す 


移動またはコピーするかどうかの確認画面が表示されます。 


4「1 移動する」もしくは「1 コピーする」を押す 


メッセージを移動もしくはコピーした旨のメッセージが表示されます。 


● 送信メール一覧から操作するときは、移動／コピー 


するショートメッセージ（S MS ）を選択 


メニュー 


「5FOMA カードへ保存」を押します。 
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シ 
ョ 
ー 
ト 
メ 
ッ 
セ 
ー 
ジ 
（ 
Ｓ 
Ｍ 
Ｓ 
） 
を 
Ｆ 
Ｏ 
Ｍ 
Ａ 
カ 
ー 
ド 
に 
保 
存 
し 
ま 
す 


5 
を押す 


受信メール一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● F OMA カードには、送受信したショートメッセージ（S MS ）を合わせて最大2 0 件（送達通 
知は含まれません）保存できます。既に 2 0 件保存されているときは移動／コピーできませ 
ん。F OMA カードから不要なショートメッセージ（S MS ）を削除してください。→ P 3 9 9 
● 受信ショートメッセージ詳細表示画面、送信ショートメッセージ詳細表示画面からも同様に 
して F OMA カードへ移動やコピーができます。 
● 送信ショートメッセージ（S MS ）を F OMA カードに移動／コピーした場合、F OMA カード 
内の送信ショートメッセージ（S MS ）から送信日時のデータが消去されます。 


お知らせ 


F OMA カード内のショートメッセージ（S MS ）を見ます 


FOMA カードに保存されているショートメッセージ（S MS ）を表示します。 


〈例〉受信ショートメッセージ（S MS ）を表示するとき 
1 待受画面で U 
「9S MS を使う」 「4FOMA カー 
ドの受信 S MS を見る」を押す 


受信日時※（受信当日：時刻　当日以外：日付）、送信元または宛先 
本文の先頭または「S MS 送達通知」 
※ ：送信ショートメッセージ（S MS ）は、送信日時が表示さ 
れません。 


● 送信ショートメッセージ（S MS ）を表示するとき 


は、U 「9S MS を使う」「5FOMA カード 


の送信 S MS を見る」を押します。 


● LR：ショートメッセージ（S MS ）が複数 


ページある場合は、前後のページを 


表示できます。 


● 送信元が電話帳に登録されているときは名前が表 


示されます。→ P 1 0 9 


● ショートメッセージ（S MS ）の状態は、次のマー 


クで確認できます。 


メッセージ番号／全メッセージ件数 


説　明 


未読ショートメッセージ 


既読ショートメッセージ 


未読ショートメッセージ（返信不可能） 


既読ショートメッセージ（返信不可能） 


送達通知 


マーク 


表示なし 
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シ 
ョ 
ー 
ト 
メ 
ッ 
セ 
ー 
ジ 
（ 
Ｓ 
Ｍ 
Ｓ 
） 
を 
Ｆ 
Ｏ 
Ｍ 
Ａ 
カ 
ー 
ド 
に 
保 
存 
し 
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メッセージ番号／全メッセージ件数 


● LR：前後のメールを表示できます。 


● ショートメッセージ（S MS ）本文は、次のマーク 


で確認できます。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


説　明 


受信ショートメッセージ 


受信ショートメッセージ（返信不可能） 


送信ショートメッセージ 


送達通知→ P 4 0 1 


FOMA カード内のショートメッセージ 


マーク 


• 上記以外のマーク→ P 3 4 5 


2 ショートメッセージ（S MS ）を選択 
を押す 


● F OMA カード内のショートメッセージ（S MS ）からも、返信／転送、電話帳登録などの操 
作ができます。操作方法は本体に保存されているショートメッセージ（S MS ）と同じです。 
→ P 3 9 3 、P 3 9 4 


お知らせ 
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FOMA カード内のS MS をFOMA 端末本体へ移動／コピーします 


FOMA カードに保存されているショートメッセージ（S MS ）を、FOMA 端末 


本体の「受信したメールを見る」、 
「送信したメールを見る」に移動またはコピー 


します。 


● 送信ショートメッセージ（S MS ）を移動／コピーすると、対応する送達通知 


が同時に「受信したメールを見る」に移動／コピーされます。送達通知だけ 


を移動／コピーすることはできません。 


〈例〉受信ショートメッセージ（S MS ）を FOMA 端末本体に移動／コピーする 


とき 


1 待受画面で U 
「9S MS を使う」 「4FOMA カー 
ドの受信 S MS を見る」を押す 


受信ショートメッセージ一覧が表示されます。 


● 送信ショートメッセージ（S MS ）を移動／コピーするときは、U 


「9S MS を使う」「5FOMA カードの送信 S MS を見る」を押します。 


2 移動／コピーするショートメッセージ（S MS ）を選択 


メニュー 
「4 本体へ保存」を押す 


3「1 移動する」または「2 コピーする」を押す 


4 移動先またはコピー先フォルダを選択 
を押す 


メッセージを移動またはコピーした旨のメッセージが表示されます。 


● 送信ショートメッセージ一覧から操作するとき 


は、移動／コピーするショートメッセージ（S MS ） 


を選択 


メニュー 「3 本体へ保存」を押します。 


〈「1 移動する」を押した場合〉 
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F OMA カード内のショートメッセージ（S MS ）を削除します 


ショートメッセージ（S MS ）を 1 件ずつ削除したり、まとめて削除したり、送 


達通知だけをまとめて削除できます。 


● 送信ショートメッセージ（S M S ）を削除した場合、対応する送達通知が 


FOMA カード内にあれば、同時に削除されます。 


〈例〉受信ショートメッセージ（S MS ）を削除するとき 
1 待受画面で U 
「9S MS を使う」 「4FOMA カー 
ドの受信 S MS を見る」を押す 


受信ショートメッセージ一覧が表示されます。 


● 送信ショートメッセージ（S MS ）を削除するときは、U 「9S MS を 


使う」「5FOMA カードの送信 S MS を見る」を押します。 


2 削除するショートメッセージ（S MS ）を選択 


メニュー 


「3 削除する」を押す 


● 受信メールまたは送信メールの保存領域の空きが足りないときや、最大保存件数を超えると 
きは、移動／コピーできません。保護されていないショートメッセージ（S MS ）やｉモード 
メールがあっても上書きされません。→ P 3 6 
● 受信ショートメッセージ（S MS ）詳細表示画面、送信ショートメッセージ（S MS ）詳細表 
示画面からも同様にして、本体へ移動やコピーができます。 


お知らせ 


5 
を押す 


受信ショートメッセージ一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 送信ショートメッセージ一覧から操作するとき 


は、削除するショートメッセージ（S MS ）を選択 


メニュー 「2 削除する」を押します。 
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● 受信ショートメッセージ詳細表示画面、送信ショートメッセージ詳細表示画面から削除する 


場合は、 


メニュー 


「削除する」を選択 
「1 削除する」を押します。 


お知らせ 


3「1 選択 1 件」～「3 送達通知全件」のいずれか 1 つ 
の番号を押す 


メッセージを削除するかどうかの確認画面が表示されます。 


■ FOMA カード内のメッセージを１件削除するとき 


「1 選択１件」を押す 


■ FOMA カード内のメッセージを全件削除するとき 


「2FOMA カード内全件」 4 ～ 8 桁の暗証番号を入力 
を押す 


■ FOMA カード内の送達通知を全件削除するとき 


「3 送達通知全件」 4 ～ 8 桁の暗証番号を入力 
を押す 
• 受信ショートメッセージ（S MS ）のみ操作できます。 


4「1 削除する」を押す 


メッセージを削除した旨のメッセージが表示されます。 


5 
を押す 


受信ショートメッセージ一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


シ 
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ト 
メ 
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セ 
ー 
ジ 
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Ｍ 
Ｓ 
） 
を 
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Ｓ 
Ｍ 
Ｓ 
設 
定 


ショートメッセージ（S MS ）を利用する際の各種条件を設定します。 


通常はS MS C 、アドレス、T y pe of Numberの設定を変更する必要はありません。 


1 待受画面で U 
「9S MS を使う」 「3S MS を設 
定する」を押す 


説　明 


日本語のメッセージを送信する 
か、英語のメッセージを送信する 
かを選択します。文字種により送 
信できる文字数が異なります。 
→ P 3 1 2 


ショートメッセージ（S MS ）を送 
信する際に、相手に届いたことを 
知らせる送達通知の配信を要求す 
るかどうかを設定します。 


送信したショートメッセージ 
（S MS ）を相手が受け取れないと 
きに、ショートメッセージセン 
ターで保管する期間を選択します。 


ドコモ以外のS MS サービスを受 
ける場合に設定します。 
•「その他」に設定したときは、ア 
ドレス欄を選択し、アドレスを 
入力します。半角で最大2 0 文字 
入力できます。 


「international」「unknown」の 
いずれかを設定します。 


項　目 


送信文字種 


送達通知 


有効期間 


S MS C ※ 


Type of Number ※ 


※ ：左の画面で 


メニュー 


を押すと表示され、設定できます。 


お買い上げ時 
送信文字種：日本語　送達通知：要求しない　有効期間：3 日 
S MS C ：ドコモ　T y pe of Number：international 


ショートメッセージ（S MS ）の設定 
をします＜ S MS 設定＞ 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 



402 


メ 
ー 
ル 


2「1 送信文字種」～「3 有効期間」のうち、選択する項 
目の番号を押す 


■ 送信文字種を設定するとき 


「1 送信文字種」「1 日本語」または「2 英語」を押す 


■ 送達通知を設定するとき 


「2 送達通知」「1 要求する」または「2 要求しない」を押す 


■ 有効期間設定するとき 


「3 有効期間」「10 日」～「43 日」のいずれか 1 つの番号を押す 


3 


電話帳 を押す 


S MS を設定した旨のメッセージが表示されます。 


4 
を押す 


メニュー一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 送達通知を「要求する」に設定して送信した場合は、ショートメッセージが相手のF OMA 端 
末に届いたことを知らせる送達通知が送られてきます。送達通知は「受信したメールを見る」 
に保存されます。 


お知らせ 


Ｓ 
Ｍ 
Ｓ 
設 
定 
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メールを管理します 


メールのフォルダを作成します 


メールを保存するフォルダの作成や削除をします。 


●「受信したメールを見る」では「受信箱」フォルダ以外に最大 2 9 個、「送信 


したメールを見る」では「送信箱」フォルダ以外に最大 9 個作成できます。 


〈例〉受信メールのフォルダを追加するとき 
1 待受画面で U 
「1 受信したメールを見る」を押す 


フォルダ一覧が表示されます。 


● 送信メールのフォルダを追加するときは、U 「5 送信したメールを 


見る」を押します。 


2 


メニュー 
「1 フォルダを追加」 
フォルダ名を入力する 


3 
を押す 


フォルダを追加した旨のメッセージが表示されます。 


4 
を押す 


フォルダ一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


FOMA 端末には、メールをより使いやすくするためのさまざまな管理機能があ 


ります。 


● 全角で最大 7 文字、半角で最大 1 4 文字入力でき 


ます。 


■ フォルダ名を変更するとき 


フォルダ名を変更するフォルダを選択 


メニュー 


「3 フォルダ名変更」 フォルダ名を入力する 
• 「受信箱」「送信箱」フォルダのフォルダ名は変 


更できません。 


● 文字入力のしかた→ P 5 5 8 


お知らせ 
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メールのフォルダを削除します 


●「受信箱」「送信箱」フォルダは削除できません。 


● 保護されているメールがあるフォルダは削除できません。保護を解除してか 


らフォルダを削除してください。 


〈例〉受信メールのフォルダを削除するとき 
1 待受画面で U 
「1 受信したメールを見る」を押す 


フォルダ一覧が表示されます。 


● 送信メールのフォルダを削除するときは、U 「5 送信したメールを 


見る」を押します。 


2 削除するフォルダを選択 


メニュー 
「2 フォルダを削除」 
を押す 


フォルダを削除するかどうかの確認画面が表示されます。 


● フォルダ内にメールが残ったままフォルダを削除するときは、4 ～8 桁の 


端末暗証番号を入力 
を押します。 


3「1 削除する」を押す 


フォルダを削除した旨のメッセージが表示されます。 


4 
を押す 


フォルダ一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


メールを他のフォルダに移動します＜ｉモードメール移動＞ 


保存されているメールを別のフォルダに移動します。 


〈例〉受信メールを他のフォルダに移動するとき 
1 待受画面で U 
「1 受信したメールを見る」 
フォ 
ルダを選択 
を押す 


受信メール一覧が表示されます。 


● 送信メールを他のフォルダに移動するときは、U 「5 送信したメー 


ルを見る」を押します。 
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メールの保存件数を確認します＜メール件数を確認＞ 


受信メールまたは送信メールが何件保存されているかを、フォルダごとに確認し 


ます。 


〈例〉受信メールの保存件数を確認するとき 
1 待受画面で U 
「1 受信したメールを見る」を押す 


フォルダ一覧が表示されます。 


● 送信メールの保存件数を確認するときは、U 「5 送信したメールを 


見る」を押します。 


2 件数を確認するフォルダを選択 


メニュー 
「5 メール件 
数確認」を押す 


2 移動するメールを選択 


メニュー 
「5 フォルダを移動」 
を押す 


3 移動先フォルダを選択 
を押す 


メールを移動した旨のメッセージが表示されます。 


4 
を押す 


受信メール一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 送信メール一覧から操作するときは、移動する 


メールを選択 


メニュー 


「4フォルダを移動」を押 


します。 


メ 
ー 
ル 
を 
管 
理 
し 
ま 
す 


次 
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1 待受画面で U 
「1 受信したメールを見る」を押す 


フォルダ一覧が表示されます。 


■ 受信メールを全件削除するとき 


メニュー 


「4 メールを削除」「3 受信メール全件」 4 ～ 8 桁の端末暗証番号 


を入力 
を押す 
• 操作 5 に進みます。 


2 フォルダを選択 
を押す 


受信メール一覧が表示されます。 


メールを削除します＜ｉモードメール削除＞ 


「受信したメールを見る」「未送信のメールを見る」「送信したメールを見る」か 


ら不要なメールを削除します。 


● 保護されているメールは削除できません。まとめて削除する場合、条件に該 


当していても保護されているメールは残ります。保護を解除してから削除し 


てください。 


受信メールを削除します 


● 次の方法で削除できます。 


3 確認が終わったら 
を押す 


フォルダ一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


削除されるメール 


選択したメール 


フォルダ内の既読メール 


フォルダ内の全メール 
（未読も削除） 


全メール（未読も削除） 


実行する画面 


フォルダ 
一覧 


－ 


○ 


○ 


○ 


詳細表示 


○ 


－ 


－ 


－ 


メール 
一覧 


○ 


○ 


○ 


－ 


削除方法 


選択 1 件 


フォルダ内既読 


フォルダ内全件 


受信メール全件 


○ ：実行可　－：実行不可 
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3 削除するメールを選択 


メニュー 
「3 削除する」を押す 


4「1 選択 1 件」～「3 フォルダ内全件」のいずれか 1 つ 
の番号を押す 


メールを削除するかどうかの確認画面が表示されます。 


■ フォルダ内のメールを１件削除するとき 


「1 選択１件」を押す 


■ フォルダ内の既読メールを削除するとき 


「2 フォルダ内既読」を押す 


■ フォルダ内のメールを全件削除するとき 


「3 フォルダ内全件」 4 ～ 8 桁の端末暗証番号を入力 
を押す 


5「1 削除する」を押す 


メールを削除した旨のメッセージが表示されます。 


6 
を押す 


受信メール一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


メ 
ー 
ル 
を 
管 
理 
し 
ま 
す 
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未送信／送信したメールを削除します 


● 次の方法で削除できます。 


削除方法 


選択 1 件 


フォルダ内全件※ 1 


メール全件 


削除されるメール 


選択したメール 


フォルダ内の全メール 


全メール 


実行する画面 


フォルダ 
一覧 


－ 


○ 


○ ※ 1 


詳細表示 


○ ※ 1 


－ 


－ 


メール 
一覧 


○ 


○ 


○ ※ 2 


○ ：実行可　－：実行不可 


※ 1 ：送信メールのみ　　※ 2 ：未送信メールのみ 


〈例〉送信メールを削除するとき 
1 待受画面で U 
「5 送信したメールを見る」を押す 


フォルダ一覧が表示されます。 


● 未送信メールを削除するときは、U 「4 未送信メールを見る」を押 


して操作 3 に進みます。 


■ 送信メールを全件削除するとき 


メニュー 


「4メールを削除」「2送信メール全件」 4 ～8 桁の端末暗証番号 


を入力 
を押す 
• 操作 5 に進みます。 


2 フォルダを選択 
を押す 


送信メール一覧が表示されます。 


3 削除するメールを選択 


メニュー 
「2 削除する」を押す 


● 未送信メール一覧から操作するときは、削除する 


メールを選択 


メニュー 


「3削除する」を押します。 
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4「1 選択 1 件」または「2 フォルダ内全件」を押す 


メールを削除するかどうかの確認画面が表示されます。 


■ フォルダ内のメールを 1 件削除するとき 


「1 選択 1 件」を押す 


■ フォルダ内のメールを全件削除するとき 


「2 フォルダ内全件」 4 ～ 8 桁の端末暗証番号を入力 
を押す 


● 未送信メールを全件削除するときは、「2 全件」 4 ～ 8 桁の端末暗証番 


号を入力 
を押します。 


5「1 削除する」を押す 


メールを削除した旨のメッセージが表示されます。 


6 
を押す 


送信メール一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


メールを保護／解除します＜ｉモードメール保護＞ 


受信メール、送信メール、未送信メールの保存領域の空きがなくなっても、メー 


ルやショートメッセージ（S MS ）を受信したときに上書きされないように、メー 


ルを保護します。 


● 未読メールは保護できません。 


〈例〉受信メールを保護するとき 
1 待受画面で U 
「1 受信したメールを見る」 
フォ 
ルダを選択 
を押す 


受信メール一覧が表示されます。 


● 未送信メールを保護するときは、U 「4 未送信メールを見る」を押 


します。 


● 送信メールを保護するときは、U 「5送信したメールを見る」 フォ 


ルダを選択 
を押します。 


メ 
ー 
ル 
を 
管 
理 
し 
ま 
す 
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● 受信メール、送信メール、未送信メールの最大保護件数→ P 3 6 


● メール詳細画面から保護する場合は、 


メニュー 


「保護する」を押して操作します。保護解除す 


る場合は、 


メニュー 


「保護を解除」を押して操作します。 


● 全件保護の途中で最大保護件数を超える場合は、日時が新しいメールから順に、最大保護件 
数に達するまで保護されます。 


お知らせ 


2 保護するメールを選択 


メニュー 
「4 保護／解除する」 
を押す 


3「1 選択１件保護」または「2 全件保護」を押す 


● メールを保護すると状態マークが次のいずれかに変わります。 


受信メール 
： 
（既読）、 （返信不可）、 （返信済み）、 （転送済み） 


未送信メール ： 


送信メール 
： 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


■ 保護を解除するとき 


① 受信メール一覧、未送信メール一覧で、保護を解除するメールを選択 


メニュー 


「4 保護／解除する」を押す 
• 送信メール一覧から操作するときは、保護を解除するメールを選択 


メニュー 


「3 保護／解除する」を押します。 


②「3 選択１件解除」を押す 
• 保護を全件解除するときは、「4 全件解除」を押します。 


● 送信メール一覧から操作するときは、保護する 


メールを選択 


メニュー 


「3保護／解除する」を押 


します。 
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「受信したメールを見る」、「送信したメールを見る」のメール一覧の並び順を一 


時的に並べ替えます。 


●「未送信のメールを見る」、 
「FOMA カードの受信S MS を見る」、 
「FOMA カー 


ドの送信 S MS を見る」の並び順は変更できません。 


〈例〉受信メール一覧を並べ替えるとき 
1 待受画面で U 
「1 受信したメールを見る」 
フォ 
ルダを選択 
を押す 


受信メール一覧が表示されます。 


● 送信メール一覧の並び替えをするときは、U 「5 送信したメールを 


見る」 フォルダを選択 
を押します。 


2 


メニュー 
「7 並び順を変更」を押す 


3「1 日付順」～「3 題名順」のいずれか 1 つの番号を 
押す 


メールが一時的に並び替わります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


メール一覧の並び順を変更します＜並び順変更＞ 


● 送信メール一覧から操作するときは、 


メニュー 


「6 並び順を変更」を押します。 


「1 日付順」「2 宛先順」「3題名順」から選択で 


きます。 


お買い上げ時 
日付順 


● 受信メール一覧または送信メール一覧の表示を終了すると、並び順は「日付順」に戻ります。 
● 題名順の場合、題名に全角／半角の文字や漢字が混在していると、五十音順と一致しない場 
合があります。 
● フォルダ内にショートメッセージ（S MS ）が含まれているときに題名順でソートすると、一 
覧画面ではショートメッセージ（S MS ）は題名部分にメッセージの本文の先頭が表示される 
ため五十音順と一致しません。 


お知らせ 
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「受信したメールを見る」のメール一覧をメールの状態別に表示します。 


●「送信したメールを見る」、「未送信のメールを見る」、「FOMA カードの受信 


S MS を見る」、「FOMA カードの送信 S MS を見る」の表示方法は選択でき 


ません。 


1 待受画面で U 
「1 受信したメールを見る」 
フォ 
ルダを選択 
を押す 


受信メール一覧が表示されます。 


2 


メニュー 


「8 表示方法を変更」を押す 


3「1 全て表示」～「4 保護のみ表示」のいずれか 1 つの 
番号を押す 


選択した表示方法で表示されます。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


メール一覧の表示方法を変更します＜表示方法変更＞ 


● 受信メール一覧の表示を終了すると「全て表示」に戻ります。 
●「既読のみ表示」では、保護されている受信メールは表示されません。 


お知らせ 


お買い上げ時 
全て表示 


項　目 


1 全て表示 


2 未読のみ表示 


3 既読のみ表示 


4 保護のみ表示 


説　明 


すべてのメールを一覧表示します。 


未読のメールのみを一覧表示し 
ます。 


既読のメールのみを一覧表示し 
ます。 


保護されているメールのみを一覧 
表示します。 
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メールの文字の大きさを変更します＜文字サイズ設定＞ 


受信メールや送信メール、例文などの内容を表示するときの文字サイズを変更し 


ます。 


● メール作成／編集時の文字サイズは変更できません。 


〈例〉受信メールの文字サイズを変更するとき 
1 待受画面で U 
「1 受信したメールを見る」 
フォ 
ルダを選択 
を押す 


受信メール一覧が表示されます。 


2 メールを選択 


メニュー 
「7 小さく表示する」を 
押す 


文字の大きさが変わります。 


● 小さく表示されている場合は、 


メニュー 


「7 大きく表示する」を押します。 


お買い上げ時 
大きく表示する 


● 送信メール詳細表示画面、受信／送信ショートメッセージ詳細表示画面から操作する場合は、 


メニュー 


「大きく表示する」もしくは「小さく表示する」を選択 
を押して操作します。 


● 例文表示画面から操作する場合は、 


メニュー 


を押します。押すたびに文字の大きさが切り替わり 


ます。 
● 文字サイズを変更すると、次にメールを表示するときも同じ文字サイズで表示されます。 


お知らせ 


＜大きく表示する： 
1 行全角で 8 文字（半角 1 6 文字）＞ 


＜小さく表示する： 
1 行全角で 1 0 文字（半角 2 0 文字）＞ 


メ 
ー 
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メールの送信元や宛先などを確認します＜送信元／宛先確認＞ 


メールに表示されているメールアドレスや名前がすべて表示できない場合は、こ 


の方法でメールアドレスを確認できます。宛先が複数あるときは全宛先のメール 


アドレスを、受信メールの場合には自分以外の宛先を表示します。 


〈例〉受信メール一覧でメールアドレスを確認するとき 
1 待受画面で U 
「1 受信したメールを見る」 
フォ 
ルダを選択 
を押す 


受信メール一覧が表示されます。 


● 未送信／送信メール一覧→ P 3 3 7 操作 1 ～ 2 


2 アドレスを表示するメールを選択 


メニュー 
「0 送信元 
等を確認」を押す 


3 確認が終わったら 
を押す 


受信メール一覧に戻ります。 


■ メール詳細表示画面から表示するとき 


① メール詳細表示画面を表示する 
• 受信／送信メール詳細表示画面→ P3 3 7 操作 1 ～ 3 、P3 4 5 操作 1 ～ 3 
• 受信／送信ショートメッセージ詳細表示画面→ P 3 8 7 操作 1 ～ 3 、 


P 3 9 1 操作 1 ～ 3 


② 表示する送信元または宛先を選択 
を押す 


③ 確認が終わったら 
を押す 


メール詳細表示画面に戻ります。 


● 未送信／送信メール一覧から操作するときは、ア 


ドレスを表示するメールを選択 


メニュー 


「宛先を 


確認」を選択 
を押します。 


宛先確認では「題名：」「From：」は表示されま 


せん。 


● ショートメッセージ（S MS ）では電話番号を表示 


します。 
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受信メールの場合、自分以外の宛先が 
あると「T o:」「C c :」が表示されます。 


• ショートメッセージ（S MS ）では電話番号を表 


示します。 
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本文などをコピーします 


表示中のｉモードメール、ショートメッセージ（S MS ）中の文字をコピーしま 


す。コピーした文字は、メール作成画面や電話帳の登録画面などの入力欄に貼り 


付ることができます。 


● 次のコピーができます。 


● 記録できるのは1 件だけです。新たにコピーを行うと前にコピーした文字に 


上書きされます。 


〈例〉受信メール詳細表示画面からコピーするとき 
1 コピーする項目を含む受信メール詳細表示画面を表示 
する 


● 受信／送信メール詳細表示画面→ P 3 3 7 操作 1 ～ 3 、P 3 4 5 操作 1 ～ 3 


● 受信／送信ショートメッセージ詳細表示画面→ P 3 8 7 操作 1 ～ 3 、 


P 3 9 1 操作 1 ～ 3 　 


● FOMA カード内の受信／送信ショートメッセージ詳細表示画面 


→ P 3 9 6 操作 1 ～ 2 


● 例文一覧→ P 3 3 5 操作 1 


メールの便利な機能 


表示中のｉモードメール、ショートメッセージ（S MS ）の本文中の文字をコピー 


します。また、本文に電話番号やメールアドレスがあるとき、それらを選択して 


電話帳に登録することもできます。 


コピーする項目 


選択中の項目 


宛先または送信元 


題名 


本文 


説　明 


反転表示されている項目（メールアドレス、電話番号な 
ど）をコピーします。 


宛先または送信元をコピーします。 


題名をコピーします。 


本文中の指定した範囲の文字をコピーします。 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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メニュー 


「9 内容をコピー」を押す 


3「1 選択中の項目」～「3 本文」のいずれか 1 つの番号 
を押す 


コピーした旨のメッセージが表示されます。 


●「3 本文」を押した場合はコピーする範囲を指定します。→ P 5 7 3 


4 
を押す 


内容がコピーされます。 


5 貼り付け先の文字入力画面を表示し、文字を貼り付ける 


コピーした文字が貼り付けられます。 


● 操作方法→ P 5 7 3 


● コピーした文字は電源を切るまでF OMA 端末に記録され、別の場所に何度でも貼り付けるこ 
とができます。 


お知らせ 


■ 送信メール詳細表示画面から操作するとき 


メニュー 


「8 内容をコピー」を押す 


■ FOMA カード内の受信ショートメッセージ詳 
細表示画面から操作するとき 


メニュー 


「6 内容をコピー」を押す 


「1 送信元」「2 本文」から選択できます。 


■ FOMA カード内の送信ショートメッセージ詳 
細表示画面から操作するとき 


メニュー 


「5 内容をコピー」を押す 


「1 宛先」「2 本文」から選択できます。 


■ 例文一覧から操作するとき 


メニュー 


「3 内容をコピー」を押す 


「1宛先」「2題名」「3本文」から選択できます。 
• 「3本文」を選択すると、本文全体がコピーさ 


れます。 
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● 送信メール詳細表示画面、F OMA カード内の受信／送信ショートメッセージ詳細画面から操 


作する場合は、 


メニュー 


「登録する」を選択 
を押して操作します。 


● メール本文などに複数のメールアドレスが列記されている場合は、登録できないことがあり 
ます。 


お知らせ 


電話番号やアドレスを電話帳に登録します 


表示中のｉモードメール、ショートメッセージ（S MS ）中のメールアドレス、電 


話番号を電話帳に登録します。新規に登録することも、登録済みの電話帳データ 


に追加することもできます。 


● 表示中のｉモードメールやショートメッセージ（S MS ）にメールアドレスや 


電話番号、UR L が設定されていても、反転表示されていなければ登録操作は 


できません。ただし、受信メールでは送信元、送信メールでは宛先（複数宛 


先のときは選択可能）を反転表示して電話帳に登録することはでき、ｉモー 


ドメールではメールアドレス、ショートメッセージ（S MS ）では電話番号が 


登録できます。 


〈例〉受信メール詳細表示画面から電話帳登録するとき 
1 登録する項目を含む受信メール詳細表示画面を表示する 


● 受信メール詳細表示画面→ P 3 4 5 操作 1 ～ 3 


● 反転表示されるメールアドレス、電話番号のみ登録できます。 


2 項目を選択 


メニュー 


「0 登録する」を押す 


3「1 電話帳新規登録」または「2 電話帳追加登録」を 
押す 


● 以降の操作はサイトからの登録操作と同様です。 


→ P 2 7 7 、P 2 7 8 操作 3 以降 
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U R L をブックマークに登録します 


表示中のｉモードメール、ショートメッセージ（S MS ）の本文中に UR L があ 


るとき、その画面から直接、UR L をブックマークに登録できます。 


〈例〉受信メール詳細表示画面からブックマーク登録するとき 
1 登録する UR L を含む受信メール詳細表示画面を表示 
する 


● 受信メール詳細表示画面→ P 3 4 5 操作 1 ～ 3 


2 UR L を選択 


メニュー 


「0 登録する」を押す 


3「3 ブックマーク登録」 
登録先フォルダを選択 


を押す 


ブックマークを追加した旨のメッセージが表示されます。 


4 
を押す 


受信メール詳細表示画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 送信メール詳細表示画面、F OMA カード内の受信／送信ショートメッセージ詳細画面から操 


作する場合は、 


メニュー 


「登録する」を選択 
を押して操作します。 


お知らせ 
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ｉモーション 


ｉモーションを取り込みます 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
4 2 0 


ｉモーションの動作を設定します＜ｉモーション設定＞ ・・・・・・・・・・・ 
4 2 5 
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■ データを取り込みながら再生するｉモーション（標準タイプ）のとき 


取り込みが開始されると取り込みながら再生されます。 


● 再生中に次の操作ができます。 


サイトからｉモーションを取り込み再生します 


● ストリーミングタイプのｉモーションを再生するには、 
「ｉモーションの動作 


を設定します」の「ｉモーションタイプ」設定を「標準・ストリーミング」に 


設定しておく必要があります。→ P 4 2 5 


1 取り込みたいｉモーションのあるサイトを表示し、ｉモー 
ションを選択 
を押す 


ｉモーションを取り込みます 


サイトやインターネットホームページから、映像や音を取り込んで再生・保存で 


きます。 


● 再生する期間や期限が設定されているｉモーションを取り込む場合には、日 


付・時刻の設定が必要です。→ P 4 6 


ｉモーションが取り込まれます。 


※ ：データの取り込みは継続します。 
● 中断すると確認画面が表示されます。中断する 


場合は「1 中断する」を押します。 


● 再生中に終了すると確認画面が表示されます。 


→ P 4 2 3 


操作ボタン 


／ 


（音量 大・小） 


メニュー 


ｉモーションの動作 


休止※ ／再開 


音量調節 


停止※ 


中断※（取り込み中）／ 
終了※（取り込み終了後） 
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■ データを取り込んだ後に再生するｉモーション（標準タイプ）のとき 


取り込みが完了すると自動的に再生が開始されます。 


● 再生中に次の操作ができます。 


操作ボタン 


／ 


／ 


（音量 大・小） 


ｉモーションの動作 


中断 


音量調節 


■ データを取り込みながら再生するｉモーション（ストリーミングタイプ） 
のとき 


ストリーミング再生するかどうかの確認画面が表示 


され、「1 再生する」を押すと取り込みながら再生 


されます。 


● 再生中に次の操作ができます。 


● 中断すると確認画面が表示されます。中断する場 


合は「1 中断する」を押します。 


● 再生が終了するとサイトに戻り、保存できません。 


操作ボタン 


／ 


（音量 大・小） 


メニュー 


／ 


電話帳 


ｉモーションの動作 


休止／再開 


音量調節 


終了 


早送り再生 


次 
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● 再生中に終了すると確認画面が表示されます。 


→ P 4 2 3 
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● ｉモーションには、次のような種類があります。種類は取得するｉモーションごとにあらか 
じめ決められており、選択できません。 


● ストリーミングタイプのｉモーションを取り込むときに「ｉモーションタイプ」を「標準・ス 
トリーミング」に設定していない場合、設定を変更するかどうかの確認が表示され、設定を 
変更することができます。→ P 4 2 5 
●「ｉモーションの再生を設定する」の「自動再生設定」（→ P 4 2 5 ）を「自動再生しない」に 
しているときは、自動的に再生されません。ただし、ストリーミングタイプのｉモーション 
は設定に関わらず自動的に再生されます。 
● データを取り込みながらｉモーションを再生しているときに、電波状況などにより再生がで 
きなくなったり、停止したり、画像が乱れたりする場合があります。そのような場合でも標 
準タイプのｉモーションであれば、データの受信が正常に行われていると、受信完了後に再 
生できます。ただし、ｉモーションによってはデータを受信できても、正しく再生できない 
場合があります。 
● ｉモーションのデータが不正だった場合、ｉモーションの受信が中止されることがあります。 
● データを取り込みながらｉモーションを再生しているときにデータの受信待ちになり、再生 
が一時停止することがあります。データを受信すると自動的に再生が再開されます。 
● ｉモーション再生中に F OMA 端末を折り畳むと、その時点で再生が中断されます。 


標準タイプ 
（保存可※ ） 


ストリーミング 
タイプ（保存不可） 


ｉモーションのデータを取り込みながら再生 
します。取り込み完了後は、データを取り込 
んだ後に再生するときと同様に操作できます。 


ｉモーションのデータをすべて取り込んだ後 
に再生します。 


ｉモーションのデータを取り込みながら再生 
します。再生が終わったｉモーションデータ 
は消去され、繰り返し再生したり、F OMA 端 
末に保存することはできません。 


データを取り込みな 
がら再生 
（最大 3 0 0 K バイト） 


データを取り込んだ 
後に再生 
（最大 3 0 0 K バイト） 


データを取り込みな 
がら再生（最大 2 Ｍ 
バイト） 


説　明 


種　類 


再生回数制限 


再生期限制限 


再生期間制限 


説　明 


設定されている回数まで再生できます。F OMA 端末にｉモーション 
を保存すると再生回数がカウントされます。 


設定されている期限を過ぎていると再生・保存およびダウンロードで 
きません。 


設定されている期間の前は保存・ダウンロードできますが再生できま 
せん。設定されている期間を過ぎているときは再生・保存およびダウ 
ンロードできません。 


※ ：標準タイプのｉモーションによっては、保存できないものもあります。 


● ｉモーションには、次のような再生制限が設定されている場合があります。 


タイプ 
再生の種類 


種　類 


お知らせ 
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ｉ 
モ 
ー 
シ 
ョ 
ン 
を 
取 
り 
込 
み 
ま 
す 
● 題名などの保存時の情報は「ビデオのアルバムを見る」の「ｉモード」フォルダから参照し 
た場合のデータの詳細情報に反映されます。→ P 4 4 4 
● 動画／ｉモーションの保存領域の空きが足りないときや最大保存件数を超えるときは、不要 
な動画／ｉモーションを削除するかどうかの確認画面が表示されます。ｉモーションを保存 
する場合は、画面の指示に従い F OMA 端末内の動画／ｉモーションを削除します。→ P 3 6 
● 文字入力のしかた→ P 5 5 8 


サイトから取り込んだｉモーションを保存します 


● ストリーミングタイプや保存不可のｉモーションは保存できません。 
1 サイトからｉモーションを取り込み、再生が終了する 


2「2 保存する」を押す 


3 
を押す 


ビデオを保存した旨のメッセージが表示されます。 


4 
を押す 


操作 1 の画面に戻ります。 


●「ビデオのアルバムを見る」の「ｉモード」フォルダに保存されます。 


→ P 4 4 1 


● 
「1 終了する」を押すと待受画面に戻ります。 


● ｉモーションの取り込み方法→ P 4 2 0 


「1 再生する」 
：ｉモーションを再生します。 


「2 保存する」 
：ｉモーションを保存します。 


「3 情報を表示する」：ｉモーションの情報を表示し 


ます。→ P 4 4 4 


「4 戻る」 
：サイト表示に戻ります。 


● 題名を変更するときは、題名を入力 
を押し 


ます。全角・半角を問わず最大 3 6 文字入力でき 


ます。 


お知らせ 
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テロップ中にリンクが設定されていたときは 


〈例〉テロップ中のリンクに接続するとき 
1 サイトからｉモーションを取り込み、再生が終了する 


リンク先に接続するかどうかの確認画面が表示されます。 


● ｉモーションの取り込み方法→ P 4 2 0 


● ｉモーションのテロップ中にあるリンク項目は選択できません。 


2「1 続きをみる」を押す 


リンク先が表示されます。 


■ ｉモーションを保存するとき 


ｉモーションを保存していないときには、リンク先を表示する前に保存する 


かどうかの確認画面が表示されます。 


①「1 保存する」を押す 


ｉモーション保存画面が表示されます。 


• 保存せずにリンク先を表示したときは、取り込んだｉモーションのデー 


タは破棄されますのでご注意ください。 


② タイトル（表示名）を設定 
を押す 


保存が完了し、リンク先が表示されます。 


• 操作方法→ P 4 2 3 


● テロップ中に電話番号（P hone T o（A V P hone T o）→ P 2 7 4 ）やメールアドレス（Mail 
T o →P 2 7 5 ）などのリンクが設定されていたときも、再生終了時に確認画面が表示され、そ 
れぞれの操作ができます。また、表示された電話番号やメールアドレスは電話帳に登録でき 
ます。→ P 2 7 7 、P 2 7 8 
● 複数のリンク項目がある場合は、1 つのリンク項目が有効になります。有効になるリンク項 
目は、ｉモーションによって異なります。 


お知らせ 
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ｉ 
モ 
ー 
シ 
ョ 
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項　目 


1 自動再生設定 


2ｉモーションタ 
イプ 


説　明 


ｉモーションを取り込み中、また 
は取り込み終了後に自動的に再生 
するかどうかを設定します。 


取り込むｉモーションのタイプを 
設定します。 


ｉ 
モ 
ー 
シ 
ョ 
ン 
設 
定 


ｉモーションの動作を設定します 
＜ｉモーション設定＞ 


受信した標準タイプのｉモーションを自動的に再生するかどうかを設定したり、 


取り込み可能なｉモーションタイプを設定したりできます。 
1 待受画面で 


メニュー 


「 
詳細な機能を設定する」 


「6 ｉモードの詳細を設定する」 「4 ｉモーションの 
再生を設定する」を押す 


2「1 自動再生設定」または「2 ｉモーションタイプ」を 
押す 


■ ｉモーションを自動再生するかしないかを設定するとき 


「1自動再生設定」「1自動再生する」または「2自動再生しない」を押す 


•「自動再生しない」に設定しても、取り込み完了後に表示される画面から手 


動で再生することができます。 


• ストリーミングタイプのｉモーションは自動再生設定の設定に関わらず自 


動的に再生されます。 


■ ｉモーションタイプを設定するとき 


「2ｉモーションタイプ」「1標準」または「2標準・ストリーミング」を 


押す 


• ストリーミングタイプのｉモーションを再生するときは、「標準・ストリー 


ミング」に設定します。 


3 


電話帳 


を押す 


ｉモーションの設定を変更した旨のメッセージが表示されます。 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 



自動再生設定：自動再生する　ｉモーションタイプ：標準 
お買い上げ時 
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4 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● サイト表示中から操作する場合は 


メニュー 


「0表示を設定」 「2ｉモーション設定」を押し 
て操作します。 


お知らせ 


ｉ 
モ 
ー 
シ 
ョ 
ン 
設 
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データ表示／編集／管理 


静止画を使いこなします 


画像を表示します 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
4 2 8 


アルバムを利用します 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
4 3 4 


画像を削除します＜画像削除＞ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
4 3 8 


画像一覧の並び順を変更します＜並び順変更＞ 
・・・・・・・・・・・・・・ 
4 3 9 


画像の残り枚数を確認します＜残り枚数確認＞ 
・・・・・・・・・・・・・・ 
4 4 0 


動画を使いこなします 


動画／ｉモーションを再生します 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
4 4 1 


動画／ｉモーションを削除します＜動画削除＞ 
・・・・・・・・・・・・・・ 
4 4 7 


動画一覧の並び順を変更します＜並び順変更＞ 
・・・・・・・・・・・・・・ 
4 4 8 


動画／ｉモーションの表示サイズを 


　　設定します＜表示サイズ設定＞ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
4 4 9 


動画／ｉモーションを再生するときの照明を 


　　設定します＜照明設定＞ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
4 5 0 


動画／ｉモーションを再生するときの音量を 


　　設定します＜音量設定＞ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
4 5 1 


メロディを使いこなします 


メロディを再生します 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
4 5 2 


メロディを削除します＜メロディ削除＞ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
4 5 6 


メロディ一覧の並び順を変更します＜並び順変更＞ 
・・・・・・・・・・・・ 
4 5 7 


メロディを再生する位置を設定します＜再生位置設定＞ ・・・・・・・・・・・ 
4 5 8 
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画 
像 
を 
表 
示 
し 
ま 
す 


画像を表示します 


● 画像は、次の5 つの固定フォルダに分類して保存 


されます。 


1 待受画面で 


メニュー 
「4 写真・ビデオを撮る・見る」 


「3 写真のアルバムを見る」を押す 


参照先 


P 4 3 0 


P 4 3 1 


FOMA 端末に保存されている写真や画像を表示します。 


● 操作できる項目は次のとおりです。 


参照先 


P 4 3 1 


P 4 3 2 


項　目 


情報を表示します 


題名などを変更します 


項　目 


ｉモードメールに添付します 


待受画面に設定します 


マーク 
説　明 


作成したアルバム 


● アルバムを作成すると表示されます。→ P 4 3 4 


説　明 


カメラで撮影した写真が保存されている 
フォルダ 


ｉモードサイトやメールから取り込んだ 
画像が保存されているフォルダ 


お買い上げ時に FOMA 端末に内蔵され 
ているアイテム（フレーム）や、ダウン 
ロードしたフレームが保存されている 
フォルダ 


お買い上げ時に FOMA 端末に内蔵され 
ている写真が保存されているフォルダ 


データリンクソフトで受信した画像が保 
存されているフォルダ 


マーク 
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3 表示する画像を選択 
を押す 


画 
像 
を 
表 
示 
し 
ま 
す 


メモ表示： 
「メモ表示あり」に設定 
しているときに表示され 
ます。→ P 4 3 2 


● 画面より小さい画像を表示している場合は 


電話帳 


を 


押すと、拡大／等倍表示に切り替えられます。 


● 選択した画像がアニメーションのときは、自動的 


に再生されます。再生途中で 
を押すと停止し 


ます。もう一度押すと再開します。 


● UD：フォルダ内の前後の画像を表示でき 


ます。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


画像番号／フォルダ内の画像数 


題名 


● 


電話帳 


：押すたびに 6 枚の画像表示と題名のリス 
ト表示が切り替わります。 
● 画像の状態は、次のマークで確認できます。 


説　明 


GIF 形式の画像データ 


J P E G 形式の画像データ 


メールに添付可能なデータ 


メールに添付可能な縮小データ 


メールに添付不可能なデータ 


マーク 


表示なし 


フォルダ名 
題名 


画像番号／フォルダ内の画像数 
データ形式マーク、メール添付マーク 


2 フォルダを選択 
を押す 


お知らせ 


● 操作 2 の表示画面では、F OMA カード動作制限機能が設定されている画像は表示されず、 


が表示されます。→ P 3 4 
● パソコンをお持ちの場合は、添付のF 8 8 0 iE S 用のC D-R OM 内のF OMA F シリーズデータ 
リンクソフトと F OMA US B 接続ケーブル（別売）を利用して、画像をパソコンに転送・保 
管することができます。→ P 6 0 5 
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■ データサイズが 1 0 0 0 0 バイトを超える静止画 
を選択したとき 
左の画面が表示されます。 


「1 標準サイズで送る」： 


データサイズを縮小して添付します。 


• ｉモード端末に送信する場合に選択します。 


「2 最大サイズで送る」： 


データサイズを1 0 0 K バイト以下に縮小して 


添付します。 


• アドレスを変更してｉモード端末にも送信 


できます。→ P 3 0 9 


「3 送らない」： 


添付を中止します。 


画 
像 
を 
表 
示 
し 
ま 
す 


静止画を添付してｉモードメールを作成します 
1 P 4 2 8 の操作 1 ～ 2 を行う 
添付する静止画を選択 


メニュー 
「1 メールで送る」 
ｉモードメールを作成する 


● ｉモードメール作成方法→ P 3 1 3 、P 3 1 7 


お知らせ 


● 添付するときにデータサイズを変えた画像は、選択した画像と同じフォルダ内に同じ題名で 
保存され、 
が表示されます。 
● 添付できない画像からはｉモードメールを作成できません。→ P 3 2 4 
● 画像表示画面からも同様に操作できます。 


選択した画像があらかじめ「ファイル名」で 
添付されています。→ P 4 3 2 


■ データサイズが 9 0 0 1 ～ 1 0 0 0 0 バイトの静止 
画を選択したとき 
左の画面が表示されます。 


「1 縮小して送る」： 


データサイズを縮小して添付します。縮小す 


ると本文に書き込める文字数が増えます。 


「2 そのまま送る」： 


データサイズを変えずに添付します。 


「3 送らない」： 


添付を中止します。 
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画 
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画像の情報を表示します 
1 P 4 2 8 の操作 1 ～ 2 を行う 
情報を確認する画像を選 
択 


メニュー 
「3 情報を見る」を押す 


● 待受画面に設定できる画像の最大サイズは、横縦（または縦横）が 6 4 0 × 4 8 0 （ドット） 
までです。また、横縦のサイズが 2 4 0 × 3 2 0 （ドット）を超える画像は、縮小して待受画 
面に設定されます。 
● 画像表示画面からも同様に操作できます。 


お知らせ 


画像を待受画面に設定します 
1 P 4 2 8 の操作 1 ～ 2 を行う 
設定する画像を選択 


メニュー 
「2 待受画面に貼る」 「1 設定する」 
を 
押す 


待受画面に設定され、画像一覧に戻ります。 


●「2 設定しない」：画像一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 情報を見終わったら 
を押します。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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画 
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を 
表 
示 
し 
ま 
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説　明 


この端末内で表示される題名を表示します。 


メールで送信したり、データ転送でパソコンなどへ出力し 
たりすることができる「なし」／できない「あり」を表示 
します。 
• ファイル制限について→ P 4 3 3 


画像を表示したときの大きさを表示します。 
S サイズ→ 1 7 6 × 1 4 4 
M サイズ→ 3 5 2 × 2 8 8 
待受 
→ 2 4 0 × 3 2 0 
L サイズ→ 6 4 0 × 4 8 0 
• 上記サイズ以外の画像は数値（ドット）で表示されます。 


画像データのサイズを表示します。 


画像データの種類を表示します。 


この端末内で管理するための種類（静止画／アニメーショ 
ン）を表示します。 


画像データの名前が表示されます。 
• メールに添付したときなどに表示されます。 


画像を保存した日時を表示します。 


保存されている場所を表示します。 
カメラ 
→ 
（撮影した写真） 


ｉモード 
→ 


表示なし 
→ 
（アイテム）／ 
（内蔵写真） 


データ交換→ 


メモを表示します。 


項　目 


題名※ 


ファイル制限※ 


表示サイズ 


ファイルサイズ 


ファイル種別 


種別 


ファイル名 


保存日時 


保存元 


メモ※ 


画像の題名やメモ、ファイル制限を変更します 
1 P 4 2 8 の操作 1 ～ 2 を行う 
題名などを変更する画像を 
選択 


メニュー 
「4 題名等を変更」 「1 題名の変更」～ 
「4 ファイル制限の設定」のいずれか 1 つの番号を押す 


※ ：内容を変更することができます。→下記 


● 画像表示画面からも同様に操作できます。 


お知らせ 


■ 題名を変更するとき 


「1 題名の変更」 題名を入力 
を 


押す 


• 全角で最大 1 8 文字、半角で最大 3 6 文字入力 


できます。 
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● 画像表示画面からも同様に操作できます。 
● 画像データによっては設定できない項目があります。 
● この端末の外へ出力が禁止されている画像（この端末でファイル制限を「設定する」にした 
画像を除く）、サイト画面（画面メモを含む）やメールから保存してファイル制限が設定され 
ている画像は、「題名」と「メモ」のみ変更できます。 
● 文字入力のしかた→ P 5 5 8 


お知らせ 


ファイル制限について 


ファイル制限は、この端末で撮影した写真やビデオ、またデータリンクソフトで 


取り込んだ画像や動画を他の端末に送信したときに、それを受信した相手の端末 


から、さらに他の端末に送信／転送することを制限する機能です。従って、ファ 


イル制限を設定しても、この端末からの送信／転送は制限されません。 


ファイル制限を 
「設定しない」 


送信できます。 


ファイル制限を 
「設定する」 


＜お客様の F OMA 端末＞ 
＜他の携帯電話など＞ 


送信できません。 


画 
像 
を 
表 
示 
し 
ま 
す 


■ メモの内容を変更するとき 


「2 メモの変更」 メモを入力 
を 


押す 


• 全角で最大5 0 文字、半角で最大1 0 0 文字入力 


できます。 


■ 画像を表示したときにメモを表示するかしない 
かを設定するとき 


「3 メモ表示なし」もしくは「3 メモ表示あり」 


を押す 


■ ファイル制限を設定するとき 


「4ファイル制限の設定」「1設定する」を押す 


• ファイル制限を解除する場合は「2 設定しな 


い」を押します。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 
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アルバムを利用します 


イベントやジャンル別などで画像を整理し、保存するアルバムを作成して利用し 


ます。 


アルバムを作成します 


● 最大 1 0 0 個作成できます。 


● お買い上げ時に登録されている固定フォルダ（→ P 4 2 8 ）のフォルダ名は変 


更できません。 


1 待受画面で 


メニュー 


「4 写真・ビデオを撮る・見る」 


「3 写真のアルバムを見る」を押す 


アルバム一覧が表示されます。 


2 


メニュー 
「1 アルバムを追加」 
アルバム名を入力 


3 
を押す 


アルバムを追加した旨のメッセージが表示されます。 


4 
を押す 


アルバム一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 全角で最大 7 文字、半角で最大 1 4 文字入力でき 


ます。 


■ アルバム名を変更するとき 


アルバム名を変更するアルバムを選択 


メニュー 


「3 アルバム名変更」を押す 


ア 
ル 
バ 
ム 
を 
利 
用 
し 
ま 
す 
● 文字入力のしかた→ P 5 5 8 


お知らせ 
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アルバムを削除します 


● お買い上げ時に登録されている固定フォルダ（→P 4 2 8 ）は削除できません。 
1 待受画面で 


メニュー 
「4 写真・ビデオを撮る・見る」 


「3 写真のアルバムを見る」を押す 


アルバム一覧が表示されます。 


2 削除するアルバムを選択 


メニュー 


「2 アルバムを削除」 
を押す 


3「1 削除する」を押す 


アルバムを削除した旨のメッセージが表示されます。 


●「2 削除しない」：アルバム一覧に戻ります。 


● アルバム内に画像が残ったままアルバムを削除する場合は、4 ～8 桁の端 


末暗証番号を入力 
「1 削除する」を押します。 


4 
を押す 


アルバム一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


ア 
ル 
バ 
ム 
を 
利 
用 
し 
ま 
す 


● 待受画面やワンタッチダイヤルの着信画像に使用されている画像のあるアルバムを削除する 
と、設定されていた項目は標準の画像（草原）に戻ります。 


お知らせ 


436 
436 


デ 
ー 
タ 
表 
示 
／ 
編 
集 
／ 
管 
理 


作成したアルバムに画像を移動します 


固定フォルダ（→ P 4 2 8 ）に保存されている画像を、作成したアルバムへ移動 


したり、アルバム間で移動したりします。 


● フォルダによってできる操作が異なります。 


説　明 


画像を指定したアルバムに移動でき 
ます。 
• アルバム以外には移動できません。 


ー 


画像を指定したアルバムに移動した 
り、移動元の固定フォルダに戻した 
りできます。 


移動元のフォルダ名 


撮影した写真 


ｉモード 


アイテム 


データ変換 


内蔵写真 


アルバム 


できる操作 


アルバムに移動 


移動できません 


アルバムに移動 


1 待受画面で 


メニュー 
「4 写真・ビデオを撮る・見る」 


「3 写真のアルバムを見る」 
フォルダを選択 
を 
押す 


画像一覧が表示されます。 


2 移動する画像を選択 


メニュー 
「6 アルバムを移動」を 
押す 


3「1 選択 1 件」 
移動先のアルバムを選択 
を押す 


画像を移動した旨のメッセージが表示されます。 


ア 
ル 
バ 
ム 
を 
利 
用 
し 
ま 
す 


「1 選択１件」 
：選択した画像を移動します。 


「2 アルバム内全件」：アルバム内にあるすべての 


画像を移動します。 


「3 移動しない」 
：画像一覧に戻ります。 
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ア 
ル 
バ 
ム 
を 
利 
用 
し 
ま 
す 


4 
を押す 


画像一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


■ 画像をアルバムから固定フォルダに戻すとき 


① 待受画面で 


メニュー 


「4写真・ビデオを撮る・見る」「3写真のアルバムを 


見る」 アルバムを選択 
を押す 


画像一覧が表示されます。 


② 画像を選択 


メニュー 


「7 最初の 
に戻す」を押す 


画像を元に戻した旨のメッセージが表示されます。 


③ 
を押す 


画像一覧に戻ります。 


• 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 画像表示画面からも同様に操作できます。 


お知らせ 
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画 
像 
削 
除 


画像を削除します＜画像削除＞ 


1 件ずつ削除したり、フォルダ内の画像をまとめて削除します。 


●「内蔵写真」フォルダ内の画像は削除できません。 
1 待受画面で 


メニュー 


「4 写真・ビデオを撮る・見る」 


「3 写真のアルバムを見る」 
フォルダを選択 
を 
押す 


画像一覧が表示されます。 


2 削除する画像を選択 


メニュー 


「5 削除する」 「1 選択 
1 件」を押す 


3「1 削除する」を押す 


写真を削除した旨のメッセージが表示されます。 


● 削除する画像が、待受画面かワンタッチダイヤルの着信画像に利用されて 


いる場合は、待受かワンタッチに利用されている写真を削除するかどうか 


の確認画面が表示されます。削除するときは「1 削除する」を押します。 


待受画面に設定していた場合は、削除すると標準の画像（草原）に、ワン 


タッチダイヤルの着信画像に設定していた場合は設定なしに戻ります。た 


だし、メールを受信した場合は、相手の名前とメール受信中の画面が表示 


されます。 


4 
を押す 


画像一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● フォルダ内の画像を全件削除するときは、 


メニュー 


「5 削除する」 「2 アルバム内全件」 4 ～ 8 桁 


の端末暗証番号を入力 
を押します。 


● 画像表示画面からも同様に操作できます。 


お知らせ 
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並 
び 
順 
変 
更 


画像一覧の並び順を変更します 
＜並び順変更＞ 


画像一覧の並び順を変更します。 
1 待受画面で 


メニュー 


「4 写真・ビデオを撮る・見る」 


「3 写真のアルバムを見る」 
フォルダを選択 
を 
押す 


画像一覧が表示されます。 


2 


メニュー 
「8 並び順を変更」を押す 


3「1 題名で昇順」～「6 大きさで降順」のいずれか 1 つ 
の番号を押す 


選択した並び順で画像一覧が並び替わります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


説　明 


題名を五十音順に並べ替えます。 


題名を五十音順の逆に並べ替え 
ます。 


保存日時の古い順に並べ替えます。 


保存日時の新しい順に並べ替え 
ます。 


データサイズの小さい順に並べ 
替えます。 


データサイズの大きい順に並べ 
替えます。 


項　目 


1 題名で昇順 


2 題名で降順 


3 保存日時で昇順 


4 保存日時で降順 


5 大きさで昇順 


6 大きさで降順 


お買い上げ時 
保存日時で降順 


● 題名に全角／半角の文字や漢字が混在していると、並び替えた結果が五十音順にならない場 
合があります。 


お知らせ 
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画像をあと残り何枚まで保存できるかを確認します。 
1 待受画面で 


メニュー 


「4 写真・ビデオを撮る・見る」 


「3 写真のアルバムを見る」 
フォルダを選択 
を 
押す 


画像一覧が表示されます。 


2 


メニュー 


「9 残り枚数を確認」を押す 


3 確認が終わったら 
を押す 


画像一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


残 
り 
枚 
数 
確 
認 


画像の残り枚数を確認します 
＜残り枚数確認＞ 


● 画像表示画面からも同様にして操作できます。 
● お買い上げ時の残り枚数は 1 6 0 （L サイズは 1 4 1 ）枚になります。 
● 最大保存件数に近づくと、大きい画像サイズから残り枚数が少なくなります。 


お知らせ 
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FOMA 端末に保存されている動画／ｉモーションを再生します。 


● 操作できる項目は次のとおりです。 


1 待受画面で 


メニュー 


「4 写真・ビデオを撮る・見る」 


「4 ビデオのアルバムを見る」を押す 


2 フォルダを選択 
を押す 


動画／ｉモーションを再生します 


説　明 


カメラで撮影した動画が保存されている 
フォルダ 


ｉモードサイトやメールから取り込んだ 
ｉモーションが保存されているフォルダ 


お買い上げ時に FOMA 端末に内蔵され 
ている動画が保存されているフォルダ 


データリンクソフトで取り込んだ動画が 
保存されているフォルダ 


マーク 


● 動画／ｉモーションは、次の4 つの固定フォルダ 


に分類して保存されます。 


参照先 


P 4 4 3 


P 4 4 4 


参照先 


P 4 4 5 


P 4 4 5 


項　目 


題名を変更します 


ファイルを制限します 


項　目 


ｉモードメールに添付します 


情報を表示します 


説　明 


メールに添付可能なデータ 


メールに添付可能な切り出しデータ 


メールに添付不可能なデータ 


マーク 


表示なし 


● 


電話帳 


：押すたびに 6 枚の画像表示と題名のリスト 


表示が切り替わります。 


● 動画／ｉモーションの状態は、次のマークで確認 


できます。 


フォルダ名 
題名 


動画番号／フォルダ内の動画数 


メール添付マーク 
動 
画 
／ 
ｉ 
モ 
ー 
シ 
ョ 
ン 
を 
再 
生 
し 
ま 
す 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 



音声の場合や画像が 
表示できない場合に 
表示されます。 
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3 再生する動画／ｉモーションを選択 
を押す 


動 
画 
／ 
ｉ 
モ 
ー 
シ 
ョ 
ン 
を 
再 
生 
し 
ま 
す 


操作ボタン 


／ 


（音量 大・小） 


メニュー 


電話帳 


ｉモーションの動作 


一時停止／再開 


音量調節 


停止 
• 停止中に 
を押すと先 
頭から再生します。 


早送り再生 


● 再生中に次の操作ができます。 


● 再生が終わると自動的に停止します。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


再生バー：現在の再生位置を表示します。 
再生音量：現在の音量を表示します。 


再生時間：現在の再生時間を表示します。 


再生状態： 
再生中 
一時停止中 
停止中 


お知らせ 


● 音声を再生すると次の画面が表示されます。 


● 再生可能な動画／ｉモーションは次のとおりです。 


※ ：表示サイズによっては再生できないものもあります。 
● 再生制限について→ P 4 4 6 
● 長い間電池パックを外していると、F OMA 端末で保持している日付・時刻情報がリセットさ 
れることがあります。その場合、再生期限・再生期間が決められているｉモーションは再生 
できなくなります。 


• 動画／ｉモーションと同様に操作できます。 
• 音声データを再生しているときは、再生画面に画像などは表 
示されません。 


ファイル形式 
MP 4 （MobileMP 4 ） 


符号化方式 
映像：MP E G-4 または H.2 6 3 


音声：A MR または A A C 


表示サイズ 
1 7 6 × 1 4 4 ドット以下※ 
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動画／ｉモーションを添付してｉモードメールを作成します 
1 P 4 4 1 の操作 1 ～ 2 を行う 
添付する動画／ｉモー 
ションを選択 


メニュー 


「1 メールで送る」 「1 このま 
ま送る」 
ｉモードメールを作成する 


●「2 内容を確認する」：添付する前に再生して確認します。 


●「3 送信を中止する」：添付を中止します。 


● ｉモードメール作成方法→ P 3 1 3 、P 3 1 7 


選択した動画／ｉモーショ 
ンがあらかじめ「ファイル 
名」で添付されています。 
→ P 4 4 4 


● 添付できない動画／ｉモーションからはｉモードメールを作成できません。→ P 3 2 4 
● 添付したメロディ・静止画を含む本文の残りのデータ量が全角で最大 1 0 0 文字（半角 2 0 0 
文字）分未満の場合は、動画／ｉモーションを添付できません。 
● 添付したときに切り出した動画は、選択した動画と同じフォルダ内に同じ題名で保存され、 


が表示されます。 


■ 選択した動画／ｉモーションが送信できるサイズ 
を超えていたとき 
左の画面が表示されます。 


「1 切り出して送る」： 


先頭を切り出してメールに添付します。 


「2 送らない」： 


メール添付を中止します。 


お知らせ 


● 操作2 の表示画面では、他のアプリケーションの影響により6 枚の画像表示が表示できない 
ときや、音声データの場合は 
が表示されます。 
● パソコンをお持ちの場合は、添付のF 8 8 0 iE S 用のC D-R OM 内のF OMA F シリーズデータ 
リンクソフトと F OMA US B 接続ケーブル（別売）を利用して、動画／ｉモーションをパソ 
コンに転送・保管して再生することができます。ただし、動画／ｉモーションによっては、転 
送・保管ができないものがあります。→ P 6 0 5 、P 6 0 6 
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動画／ｉモーションの情報を表示します 
1 P 4 4 1 の操作 1 ～ 2 を行う 
情報を確認する動画／ 
ｉモーションを選択 


メニュー 


「2 情報を見る」を押す 


● 情報を見終わったら 
を押します。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


説　明 


動画／ｉモーション一覧で表示される題名を表示します。 


あらかじめ設定されているタイトルを表示します。 


メールで送信したり、データ転送でパソコンなどへ出力す 
ることができる「なし」／できない「あり」を表示します。 
• ファイル制限について→ P 4 3 3 


再生制限が設定されているかいないかを表示します。 
→ P 4 4 6 


再生可能かどうかを表示します。 


再生可能かどうかを表示します。 


テロップが挿入されているかどうかを表示します。→P 4 2 4 


再生時間を表示します。 


動画／ｉモーションを再生したときの表示サイズを表示し 
ます。 


動画／ｉモーションのデータサイズを表示します。 


動画／ｉモーションのデータの種類を表示します。 


動画／ｉモーションの音声データの種類を表示します。 


動画／ｉモーションデータの名前を表示します。 
• メールに添付したときなどに表示されます。 


動画／ｉモーションを保存した日時を表示します。 


保存されている場所を表示します。 
カメラ 
→ 
（撮影したビデオ） ｉモード 
→ 


表示なし → 
（内蔵ビデオ） 
データ交換→ 


この動画／ｉモーションの説明を表示します。 


作成者の名前などを表示します。 


著作者名や著作物の公表年月日などを表示します。 


項　目 


題名※ 


オリジナルタイトル 


ファイル制限※ 


再生制限 


画像 


音声 


テロップ 


再生時間 


表示サイズ 


ファイルサイズ 


ファイル種別 


音 


ファイル名 


保存日時 


保存元 


説明 


作成者 


コピーライト 


※ ：内容を変更することができます。→ P 4 4 5 
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● この端末で撮影したビデオの場合、「作成者」には個人情報に登録した名前が表示されます。 
個人情報に名前が登録されていないときは、「作成者」は設定されず「---」と表示されます。 
→ P 4 4 4 


お知らせ 


動画／ｉモーションの題名を変更します 
1 P 4 4 1 の操作 1 ～ 2 を行う 
題名を変更する動画／ 
ｉモーションを選択 


メニュー 


「3 題名を変更」 「1 題 
名を変更する」 
題名を入力 
を押す 


● 全角・半角を問わず最大 3 6 文字入力できます。 


● 変更した題名をあらかじめ設定されていたオリジ 


ナルタイトルに戻す場合は、「2 オリジナルタイ 


トルに戻す」を押します。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 文字入力のしかた→ P 5 5 8 


お知らせ 


動画／ｉモーションのファイル制限を設定します 
1 P 4 4 1 の操作 1 ～ 2 を行う 
ファイル制限を設定する 
動画／ｉモーションを選択 


メニュー 


「6 ファイル制限 
を設定」 「1 設定する」 
を押す 


● ファイル制限を解除する場合は「2 設定しない」 
を押します。 


● ファイル制限について→ P 4 3 3 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


動 
画 
／ 
ｉ 
モ 
ー 
シ 
ョ 
ン 
を 
再 
生 
し 
ま 
す 
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再生制限が設定されているときは 


ｉモーションに再生制限が設定されているときは、再生開始前に確認画面が表示 


されます。 


再生制限 


回数制限 


期限制限 


期間制限 


説　明 


「あと× 回再生できます。再生しますか？」と表示さ 
れます。再生するときは「再生する」、中止するとき 
は「再生しない」を選択します。 


「再生可能回数が終了しました。削除しますか？」と 
表示されます。削除するときは「削除する」、残すと 
きは「削除しない」を選択します。 


「× × × × 年× × 月× × 日× × 時× × 分まで再生可能 
です」と表示されます。 
を押すと再生が始まりま 
す。中止するときは C を押します。 


「再生可能期限が切れました。削除しますか？」と表 
示されます。削除するときは「削除する」、残すとき 
は「削除しない」を選択します。 


「あと× × 日間再生できます」と表示されます。 
を 
押すと再生が始まります。中止するときはCを押 
します。 


「再生可能日前です。再生できません」と表示されま 
す。 
を押すと動画／ｉモーション一覧に戻ります。 


「再生可能期限が切れました。削除しますか？」と表 
示されます。削除するときは「削除する」、残すとき 
は「削除しない」を選択します。 


状　態 


再生回数残あり 


規定回数再生 
済み 


期限内 


期限が過ぎた 


期間内 


期間前 


期間が過ぎた 


● 日付・時刻を変更しても、再生制限の期限や期間を延長することはできません。 
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動画／ｉモーションを削除します 
＜動画削除＞ 


1 件ずつ削除したり、フォルダ内の動画／ｉモーションをまとめて削除します。 


●「内蔵ビデオ」フォルダに保存されている動画は削除できません。 
1 待受画面で 


メニュー 
「4 写真・ビデオを撮る・見る」 


「4 ビデオのアルバムを見る」 フォルダを選択 
を 
押す 


動画／ｉモーション一覧が表示されます。 


2 削除する動画／ｉモーションを選択 


メニュー 
「4 削除 
する」 「1 選択 1 件」を押す 


3「1 削除する」を押す 


ビデオを削除した旨のメッセージが表示されます。 


●「2 削除しない」：動画／ｉモーション一覧に戻ります。 


4 
を押す 


動画／ｉモーション一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● フォルダ内の動画／ｉモーションを全件削除する 


ときは、 


メニュー 「4 削除する」「2 アルバム内全 


件」 4 ～ 8 桁の端末暗証番号を入力 
を押 


します。 
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動画一覧の並び順を変更します 
＜並び順変更＞ 


並 
び 
順 
変 
更 


動画／ｉモーション一覧の並び順を変更します。 
1 待受画面で 


メニュー 
「4 写真・ビデオを撮る・見る」 


「4 ビデオのアルバムを見る」 
フォルダを選択 


を押す 


動画／ｉモーション一覧が表示されます。 


2 


メニュー 


「5 並び順を変更」を押す 


3「1 題名で昇順」～「6 大きさで降順」のいずれか 1 つ 
の番号を押す 


選択した並び順で動画／ｉモーション一覧が並び替わります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


説　明 


題名を五十音順に並べ替えます。 


題名を五十音順の逆に並べ替え 
ます。 


保存日時の古い順に並べ替え 
ます。 


保存日時の新しい順に並べ替え 
ます。 


動画／ｉモーションのサイズの小 
さい順に並べ替えます。 


動画／ｉモーションのサイズの大 
きい順に並べ替えます。 


項　目 


1 題名で昇順 


2 題名で降順 


3 保存日時で昇順 


4 保存日時で降順 


5 大きさで昇順 


6 大きさで降順 


お買い上げ時 
保存日時で降順 


● 題名に全角／半角の文字や漢字が混在していると、並び替えた結果が五十音順と一致しない 
場合があります。 


お知らせ 
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動画／ｉモーションの表示サイズ（最大 2 4 0 × 2 0 0 ドット）に合わせて拡大 


して表示するかどうかを設定します。 
1 待受画面で 


メニュー 
「4 写真・ビデオを撮る・見る」 


「4 ビデオのアルバムを見る」を押す 


ビデオ一覧が表示されます。 


2 


メニュー 


「1 表示サイズ設定」を押す 


3「1 画面に合わせて表示する」または「2 元の大きさで 
表示する」を押す 


表示サイズを設定した旨のメッセージが表示されます。 


4 
を押す 


ビデオ一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


動画／ｉモーションの表示サイズを設定し 
ます＜表示サイズ設定＞ 


説　明 


表示サイズの高さと幅の比率を保 
持したまま拡大し、画面の表示サ 
イズに合わせて表示します。 


元の表示サイズに戻します。 


項　目 


1画面に合わせて 
表示する 


2元の大きさで表 
示する 


表 
示 
サ 
イ 
ズ 
設 
定 


お買い上げ時 
元の大きさで表示する 
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動画／ｉモーション再生中の照明動作を設定します。 
1 待受画面で 


メニュー 
「4 写真・ビデオを撮る・見る」 


「4 ビデオのアルバムを見る」を押す 


ビデオ一覧が表示されます。 


2 


メニュー 
「2 照明を設定」を押す 


3「1 常灯にする」または「2 端末設定に従う」を押す 


照明を設定した旨のメッセージが表示されます。 


4 
を押す 


ビデオ一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


動画／ｉモーションを再生するときの照 
明を設定します＜照明設定＞ 


説　明 


動画／ｉモーション再生中はディ 
スプレイの照明が常時点灯しま 
す。 


「画面の明るさを設定する」の「照 
明時間」に従います。→ P 1 6 5 


項　目 


1 常灯にする 


2端末設定に従う 


照 
明 
設 
定 


お買い上げ時 
常灯にする 
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動画／ｉモーション再生中の音量を設定します。 
1 待受画面で 


メニュー 
「4 写真・ビデオを撮る・見る」 


「4 ビデオのアルバムを見る」を押す 


ビデオ一覧が表示されます。 


2 


メニュー 
「3 音量を調節」を押す 


3 UDLR または 
（音量 大・小）を押 


して音量を調節 
を押す 


音量を設定した旨のメッセージが表示されます。 


4 
を押す 


ビデオ一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


動画／ｉモーションを再生するとき 
の音量を設定します＜音量設定＞ 


音 
量 
設 
定 
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FOMA 端末に保存されているメロディを再生できます。 


● 操作できる項目は次のとおりです。 


メロディを再生します 


メ 
ロ 
デ 
ィ 
を 
再 
生 
し 
ま 
す 


● メロディは、次の3 つの固定フォルダに分類して保 


存されます。 


参照先 


P 4 5 5 


P 4 5 5 


1 待受画面で 


メニュー 
「 
詳細な機能を設定する」 「3 音 
を設定する」 「6 保存した曲の詳細を設定する」を 
押す 


2 フォルダを選択 
を押す 


参照先 


P 4 5 3 


P 4 5 4 


項　目 


題名を変更します 


ファイルを制限します 


項　目 


ｉモードメールに添付します 


情報を表示します 


マーク 
説　明 


ｉモードサイトやメールから取り込んだ 
メロディが保存されているフォルダ 


お買い上げ時にFOMA端末に内蔵されて 
いるメロディが保存されているフォルダ 


データリンクソフトで取り込んだメロ 
ディが保存されているフォルダ 


フォルダ名 


マーク 


表示なし 


説　明 


メールに添付可能なデータ 


メールに添付不可能なデータ 


● メロディの状態は、次のマークで確認できます。 


メロディ番号／フォルダ内のメロディ数 


メール添付マーク 
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メ 
ロ 
デ 
ィ 
を 
再 
生 
し 
ま 
す 


3 再生するメロディを選択 
を押す 


メロディ番号／フォルダ内のメロディ数 


操作ボタン 


／ 


（音量 大・小） 


メロディの動作 


一覧に戻る 


フォルダ内の前後のメロ 
ディを再生 


音量調節 


● 再生中に次の操作ができます。 


● 再生が終わると一覧に戻るまで繰り返し再生します。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


再生音量：現在の音量を表示します。 


再生バー：現在の再生位置を表示します。 


再生中のメロディの題名 


メロディを添付してｉモードメールを作成します 
1 P4 5 2 の操作 1 ～ 2 を行う 
添付するメロディを選択 


メニュー 


「1 メールで送る」 ｉモードメールを作成する 


● パソコンをお持ちの場合は、添付のF 8 8 0 iE S 用のC D-R OM 内のF OMA F シリーズデータ 
リンクソフトとF OMA US B 接続ケーブル（別売）を利用して、メロディをパソコンに転送・ 
保管することができます。→ P 6 0 5 


お知らせ 


● 添付できないメロディからはｉモードメールを作成できません。→ P 3 2 4 
● 相手が F 8 8 0 iE S 、F 9 0 0 iC 、F 9 0 0 iT 、F 9 0 0 i 以外の場合、メロディを正しく送受信でき 
ないことがあります。 
● メロディ再生画面からも同様に操作できます。 


お知らせ 


● ｉモードメール作成方法→ P 3 1 3 、P 3 1 7 


選択したメロディがあらかじめ「ファイル名」で添付されてい 
ます。→ P 4 5 4 
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メロディの情報を表示します 
1 P 4 5 2 の操作 1 ～ 2 を行う 
情報を確認するメロディ 
を選択 


メニュー 


「2 情報を見る」を押す 


項　目 


題名※ 


オリジナルタイトル 


ファイル名 


ファイル制限※ 


ファイル種別 


ファイルサイズ 
（K バイト） 


再生時間 


保存日時 


保存元 


説　明 


この端末内で表示される題名を表示します。 


あらかじめ設定されているタイトルを表示します。 


メロディデータの名前を表示します。 
• メールに添付したときなどに表示されます。 


メールで送信したり、データ転送でパソコンなどへ出力し 
たりすることができる「なし」／できない「あり」を表示 
します。 
• ファイル制限について→ P 4 3 3 


メロディのデータの種類を表示します。 


メロディのデータサイズを表示します。 


再生時間を表示します。 


メロディを保存した日時を表示します。 


保存されている場所を表示します。 
ｉモード 
→ 
　　表示なし→ 
（内蔵メロディ） 
データ交換→ 


※ ：内容を変更することができます。→ P 4 5 5 


● 情報を見終わったら 
を押します。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


メ 
ロ 
デ 
ィ 
を 
再 
生 
し 
ま 
す 


● メロディ再生画面からも同様に操作できます。 


お知らせ 
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メ 
ロ 
デ 
ィ 
を 
再 
生 
し 
ま 
す 


メロディの題名を変更します 
1 P 4 5 2 の操作 1 ～ 2 を行う 
題名を変更するメロディ 
を選択 


メニュー 


「3 題名を変更」 「1 題名を変更する」 


題名を入力 
を押す 


● 全角で最大 2 5 文字、半角で最大 5 0 文字入力で 


きます。 


● 変更した題名をあらかじめ設定されていたオリジ 


ナルタイトルに戻す場合は、「2 オリジナルタイ 


トルに戻す」を押します。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● メロディ再生画面からも同様に操作できます。 
● 文字入力のしかた→ P 5 5 8 


お知らせ 


● サイトなどからダウンロードしたメロディや、お買い上げ時に登録されているメロディは、 
ファイル制限を変更できません。 
● メロディ再生画面からも同様に操作できます。 


お知らせ 


メロディのファイル制限を設定します 
1 P 4 5 2 の操作 1 ～ 2 を行う 
ファイル制限を設定する 
メロディを選択 


メニュー 


「6 ファイル制限を設定」 


「1 設定する」 
を押す 


● ファイル制限を解除する場合は「2 設定しない」 
を押します。 


● ファイル制限について→ P 4 3 3 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


456 
456 


デ 
ー 
タ 
表 
示 
／ 
編 
集 
／ 
管 
理 


メ 
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デ 
ィ 
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メロディを削除します 
＜メロディ削除＞ 


1 件ずつ削除したり、フォルダ内のメロディをまとめて削除します。 


●「内蔵メロディ」フォルダに保存されているメロディは削除できません。 
1 待受画面で 


メニュー 
「 
詳細な機能を設定する」 「3 音 
を設定する」 「6 保存した曲の詳細を設定する」 
フォルダを選択 
を押す 


メロディが一覧で表示されます。 


2 削除するメロディを選択 


メニュー 
「4 削除する」 


「1 選択 1 件」を押す 


3「1 削除する」を押す 


メロディを削除した旨のメッセージが表示されます。 


● 削除するメロディが、着信音か目覚ましに利用されている場合は、着信･目 


覚ましで利用されているメロディを削除するかどうかの確認画面が表示さ 


れます。削除するときは「1削除する」を押します。着信音に設定してい 


た場合は、削除するとお買い上げ時の着信音（着信音 1 ）に、目覚ましに 


設定していた場合は目覚まし 1 に戻ります。 


4 
を押す 


メロディが一覧で表示されている画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● フォルダ内のメロディを全件削除するときは、 


メニュー 


「4 削除する」 「2 フォルダ内全件」 


4 ～8 桁の端末暗証番号を入力 
を押します。 


● メロディ再生画面からも同様に操作できます。 


お知らせ 
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並 
び 
順 
変 
更 


メロディ一覧の並び順を変更します 
＜並び順変更＞ 


メロディを一覧で表示しているときの並び順を変更します。 
1 待受画面で 


メニュー 
「 
詳細な機能を設定する」 「3 音 
を設定する」 「6 保存した曲の詳細を設定する」 
フォルダを選択 
を押す 


メロディが一覧で表示されます。 


2 


メニュー 


「5 並び順を変える」を押す 


3「1 題名で昇順」～「6 大きさで降順」のいずれか 1 つ 
の番号を押す 


選択した並び順でメロディが一覧で表示されます。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


説　明 


題名を五十音順に並べ替えます。 


題名を五十音順の逆に並べ替え 
ます。 


保存日時の古い順に並べ替えます。 


保存日時の新しい順に並べ替え 
ます。 


メロディサイズの小さい順に並 
べ替えます。 


メロディサイズの大きい順に並 
べ替えます。 


項　目 


1題名で昇順 


2題名で降順 


3保存日時で昇順 


4保存日時で降順 


5大きさで昇順 


6大きさで降順 


お買い上げ時 
保存日時で降順 


● 題名に全角／半角の文字や漢字が混在していると、並び替えた結果が五十音順と一致しない 
場合があります。 


お知らせ 
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再 
生 
位 
置 
設 
定 


メロディを再生する位置を設定します 
＜再生位置設定＞ 


メロディを再生したときの再生位置を設定します。 
1 待受画面で 


メニュー 
「 
詳細な機能を設定する」 「3 音 
を設定する」 「6 保存した曲の詳細を設定する」を 
押す 


メロディ一覧が表示されます。 


2 


メニュー を押す 


3「1 フルコーラス再生」または「2 ポイント再生」を 
押す 


再生位置を設定した旨のメッセージが表示されます。 


4 
を押す 


メロディ一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


説　明 


メロディをすべて再生するように 
設定します。 


メロディを一部分のみ再生するよう 
に設定します。 
• 設定しても対応していないメロ 
ディではポイント再生を行いま 
せん。 


項　目 


1フルコーラス 
再生 


2ポイント再生 


お買い上げ時 
フルコーラス再生 
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その他の便利な機能 


マルチアクセスについて 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
4 6 0 


自動的に電源を ON にします＜自動電源 ON ＞ 
・・・・・・・・・・・・・・ 
4 6 3 


自動的に電源を OFF にします＜自動電源 OFF ＞ 
・・・・・・・・・・・・・ 
4 6 5 


目覚まし時刻に自動的に電源を入れます＜目覚まし自動電源 ON ＞ 
・・・・・ 
4 6 7 


指定した時刻に目覚まし音でお知らせします＜目覚まし機能＞ 
・・・・・・・ 
4 6 8 


通話時間・積算時間を確認します＜通話時間表示／積算時間表示＞ 
・・・・・ 
4 7 2 


電卓として使います＜電卓＞ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
4 7 4 


スイッチ付イヤホンマイクの 


　　使いかた（オプション）＜スイッチ付イヤホンマイク＞ 
・・・・・・・・ 
4 7 5 


イヤホンをつないで自動で電話を受けます＜イヤホン接続時着信設定＞ 
・・・ 
4 7 8 


各種機能の設定を初期状態に戻します＜設定リセット＞ ・・・・・・・・・・・ 
4 7 9 
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マルチアクセスについて 


マルチアクセスとは、音声電話とパケット通信（ｉモード、ｉモードメール、パ 
ソコンやP DA などとFOMA 端末をつないで行うデータ通信）の 2 つの通信を 
同時に利用できる機能です。 
たとえば、F8 8 0 iE S ではｉモードを利用しながら、かかってきた音声電話を受 
けたり、ｉモードメールを受信したりすることができます。 


利用できる操作 


ｉモードメールを受信する 


ショートメッセージ（S MS ）を受信する 


パケット通信を行う 


かかってきた音声電話を受ける 


ｉモードメールを受信する 


かかってきた音声電話を受ける 


ショートメッセージ（S MS ）を受信する 


現在の状態 


音声電話通話中 


ｉモード中 


パケット通信中 


参照先 


下記 


P 3 8 9 


P 4 6 1 


P 4 6 2 


P 3 3 9 


P 4 6 2 


P 3 8 9 


● マルチアクセス機能で同時に利用できる通信の詳細については、「マルチアクセスの組 
み合わせについて」をご覧ください。→ P 6 0 1 


マ 
ル 
チ 
ア 
ク 
セ 
ス 
に 
つ 
い 
て 


マルチアクセスでできる主な操作 


マルチアクセス機能を利用して、次のような操作ができます。 


● マルチアクセス機能を利用中は、それぞれの通信に通信料金がかかります。 


お知らせ 


通話中にｉモードメールを受信します 


音声電話通話中にｉモードメールを受信します。 
1 通話中にメールを受信する 


メールの受信中はディスプレイ上部に 
と 
が点滅 


表示され、受信が終了すると 
が表示されます。 


● 着信音は鳴りません。 


● 通話中にメールの内容を確認することはできません。 


お知らせ 
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通話中にパケット通信を行います 


音声電話通話中にパケット通信を行います。 
1 通話中にパソコンから発信操作を行う 


パケット通信が始まります。 


● 電話はつながったままなので、そのまま話せます。 


パケット通信を行う前にスピーカーホン機能を利 


用して通話を行っていた場合はそのまま機能を利 


用でき、画面を見ながら話すことができます。 


→ P 5 5 


● パケット通信を終了するには 
を押します。 


マ 
ル 
チ 
ア 
ク 
セ 
ス 
に 
つ 
い 
て 


ｉモード中・パケット通信中に電話をかけます 


サイト閲覧中に音声電話をかけます。 


● スイッチ付イヤホンマイク（→ P 4 7 6 ）または P hone T o 機能（→ P 2 7 4 ） 


を利用してのみ電話をかけることができます。 


● パソコンとつないだパケット通信中も、同様にして電話をかけることができ 


ます。 


〈例〉サイト表示中に電話をかけるとき 
1 ｉモード中にスイッチ付イヤホンマイクのスイッチを 
1 秒以上押す 


電話がつながります。 


● 音声電話の着信中にパケット通信や6 4 K データ通信の着信があった場合、画面は通信画面に 
切り替わり、電話に出ることはできません。通信の着信が切れたり通信を終了したりすると、 
電話に出られるようになります。 


お知らせ 


次 
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マ 
ル 
チ 
ア 
ク 
セ 
ス 
に 
つ 
い 
て 


ｉモード中・パケット通信中に電話を受けます 


サイト閲覧中にかかってきた音声電話を受けます。 


● パソコンとつないだパケット通信中も、同様にして電話を受けることができ 


ます。 


〈例〉サイト表示中に電話を受けるとき 
1 電話がかかってくる 


2 
を押す 


電話がつながります。 


着信中の画面が表示されます。 


2 お話しが終わったら 
またはスイッチ付イヤホンマイ 


クのスイッチを１秒以上押す 


サイト表示中画面に戻ります。 


● ｉモード中でもP hone T o機能を利用してテレビ電話をかけることはできますが、ｉモード 
は切断されます。→ P 2 7 4 


お知らせ 
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サイト表示中画面に戻ります。 
3 お話しが終わったら 
を押す 


マ 
ル 
チ 
ア 
ク 
セ 
ス 
に 
つ 
い 
て 
／ 
自 
動 
電 
源 
Ｏ 
Ｎ 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 



自動的に電源を ON にします 
＜自動電源 ON ＞ 


お買い上げ時 
停止する 


指定した時刻にFOMA 端末の電源が自動的に入るように設定します。また、設 


定を 1 回のみとするか、毎日繰り返し行うかを設定します。 


● 日付・時刻の設定が必要です。→ P 4 6 


● 自動的に電源が切れる時刻と同時刻に設定することはできません。→P 4 6 5 
1 待受画面で 


メニュー 
「 
詳細な機能を設定する」 「9 決 
めた時刻に電源を入／切する」 「1 電源が入る時刻を 
設定する」を押す 


「1 自動電源入」：自動で電源を入れるかどうかを 


設定します。 


「2 時刻」 
：自動で電源を入れる時刻を設定 


します。 


「3 繰り返し」 ：自動で電源を入れる設定を繰り 


返すかどうかを設定します。 


● スピーカーホン機能の利用のしかた→ P 5 5 


お知らせ 
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自 
動 
電 
源 
Ｏ 
Ｎ 


2「1 自動電源入」を押す 


3「1 入れる」を押す 


4 時刻を入力 
を押す 


5「1 毎日繰り返す」または「2 繰り返さない」を押す 


電源を入れる時刻を設定する画面に戻ります。 


6 


電話帳 を押す 


電源を入れる設定を起動／停止した旨のメッセージが表示されます。 


7 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


｢1 入れる｣ 
：自動で電源を入れるようにします。 


｢2 入れない｣ ：自動で電源を入れないようにします。 


●「2 入れない」：操作 6 に進みます。 


「1 毎日繰り返す」：毎日指定した時刻に自動的に電 


源を入れます。 


「2 繰り返さない」：1 回のみ指定した時刻に自動的 


に電源を入れます。 


● 2 4 時間制で入力します。時、分が 0 ～ 9 のとき 


は、前に 0 を付けます。 
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● 指定した時刻にF OMA 端末の電源が入っている場合は、本機能は動作しません。また、繰り 
返しを「繰り返さない」に設定したときは、指定した時刻に一度だけF OMA 端末の電源が入 
り、本機能は「停止する」に設定されます。 
● P IN1 コードを使用するように設定しているときは（→P 1 7 3 ）、指定した時刻に電源が入った 
後、P IN1 コード入力の画面が表示されます。P IN1 コード入力後、待受画面が表示されます。 


お知らせ 


自 
動 
電 
源 
Ｏ 
Ｎ 
／ 
自 
動 
電 
源 
Ｏ 
Ｆ 
Ｆ 


自動的に電源を OF F にします 
＜自動電源 OF F ＞ 


お買い上げ時 
停止する 


指定した時刻に FOMA 端末の電源が自動的に切れるように設定します。また、 


設定を 1 回のみとするか、毎日繰り返し行うかを設定します。 


● 日付・時刻の設定が必要です。→ P 4 6 


● 自動的に電源が入る時刻と同時刻に設定することはできません。→ P 4 6 3 
1 待受画面で 


メニュー 


「 
詳細な機能を設定する」 「9 決 
めた時刻に電源を入／切する」 「2 電源が切れる時刻 
を設定する」を押す 


2「1 自動電源切」を押す 


｢1 切る｣ 
：自動で電源を切るようにします。 


｢2 切らない｣ ：自動で電源を切らないようにします。 


「1 自動電源切」：自動で電源を切るかどうかを設 


定します。 


「2 時刻」 
：自動で電源を切る時刻を設定し 


ます。 


「3 繰り返し」 ：自動で電源を切る設定を繰り返 


すかどうかを設定します。 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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自 
動 
電 
源 
Ｏ 
Ｆ 
Ｆ 


● 目覚まし動作中に本機能の指定した時刻になった場合、目覚ましの動作後に電源が切れます。 


目覚まし音鳴動中に 
以外のボタンを押してスヌーズ動作※ にすると、電源は切れません。 


を押してスヌーズ動作を終了し、待受画面に戻った後に電源が切れます。→ P 4 7 1 


● 待受画面表示中以外のときに指定した時刻になった場合、電源は切れません。動作中のそれ 
ぞれの機能を終了して待受画面に戻った後、電源が切れます。 
● 指定した時刻にF OMA 端末の電源が入っていない場合は、本機能は動作しません。また、繰 
り返しを「繰り返さない」に設定したときは、指定した時刻に一度だけF OMA 端末の電源が 
切れ、本機能は「停止する」に設定されます。 
※ ：目覚ましを止めても、一定時間おきに再度目覚まし音を鳴らす動作のことです。→ P 4 7 1 


お知らせ 


3「1 切る」を押す 


4 時刻を入力 
を押す 


5「1 毎日繰り返す」または「2 繰り返さない」を押す 


電源が切れる時刻を設定する画面に戻ります。 


6 


電話帳 


を押す 


電源を切る設定を起動／停止した旨のメッセージが表示されます。 


7 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


●「2 切らない」：操作 6 に進みます。 


「1 毎日繰り返す」：毎日指定した時刻に自動的に 


電源を切ります。 


「2 繰り返さない」：1 回のみ指定した時刻に自動 


的に電源を切ります。 


● 2 4 時間制で入力します。時、分が 0 ～ 9 のとき 


は、前に 0 を付けます。 
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目覚まし時刻に自動的に電源を入れま 
す＜目覚まし自動電源 ON ＞ 


目覚ましの時刻に電源が入っていなかったときは、電源を自動的に入れて目覚ま 


し音が鳴るようにします。 
1 待受画面で 


メニュー 


「 
詳細な機能を設定する」 「9 決 
めた時刻に電源を入／切する」 「3 目覚まし時刻に電 
源を入れる」を押す 


2「1 入れる」を押す 


目覚まし時刻に電源を入れるように設定した旨のメッセージが表示されます。 


●「2入れない」：電源が切れているとき、目覚まし時刻に電源を入れません。 


→ P 4 6 8 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


お買い上げ時 
入れない 


目 
覚 
ま 
し 
自 
動 
電 
源 
Ｏ 
Ｎ 
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目 
覚 
ま 
し 
機 
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指定した時刻に目覚まし音でお知らせ 
します＜目覚まし機能＞ 


指定した時刻に、設定した目覚まし音でお知らせするように設定します。また、 


1 回のみ行うか、毎日繰り返し行うか、特定の曜日で繰り返して行うかを設定し 


ます。 


● 日付・時刻の設定が必要です。→ P 4 6 


● 個人の情報表示を制限しているときには、本機能を利用できません。→P 1 8 4 


● 電源を切っている場合は、指定した時刻になっても目覚ましは動作しません。 


目覚ましを動作させるには、目覚まし時刻に自動的に電源を入れる設定を 


行ってください。→ P 4 6 7 


1 待受画面で 


メニュー 


「6 目覚ましを使う」を押す 


2「1 目覚まし」を押す 


「1 動かす」：目覚ましを設定します。 


「2 止める」：目覚ましを解除します。 


項　目 


1 目覚まし 


2 時刻 


3 繰り返し 


4 音 


5 音量 


説　明 


目覚ましを設定／解除します。 


目覚ましの開始時刻を設定します。 


目覚ましを繰り返し動作させるか 
どうかを設定します。 


目覚まし音の種類を設定します。 


目覚まし音の音量を設定します。 


お買い上げ時 
目覚まし：停止 
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3「1 動かす」を押す 


4 時刻を入力 
を押す 


5「1 毎日繰り返す」～「3 繰り返さない」のいずれか 
1 つの番号を押す 


●「1 毎日繰り返す」 ：操作 8 に進みます。 


●「2 曜日を指定する」：操作 6 に進みます。 


●「3 繰り返さない」 ：操作 8 に進みます。 


6「1 日曜日」～「7 土曜日」のうち、選択する項目の番 
号を押す 


「1 毎日繰り返す」 ：毎日目覚ましを起動させます。 


「2 曜日を指定する」：特定の曜日に目覚ましを起動 


させます。 


「3 繰り返さない」 ：1 回のみ目覚ましを起動させ 


ます。 


● 2 4 時間制で入力します。時、分が 0 ～ 9 のとき 


は、前に 0 を付けます。 


● 押したダイヤルボタンに対応した数字の 
が 


に変わります。 


● 
：曜日を選択／解除します。 


● 


メニュー ：すべての曜日を選択／解除します。 


目 
覚 
ま 
し 
機 
能 


●「2 止める」：操作 1 0 に進みます。 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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7 


電話帳 を押す 


メロディ一覧が表示されます。 


8 フォルダを選択 
メロディを選択 
を 
押す 


9 UDLR または 
（音量 大・小）を 


押して音量を調節 
を押す 


目覚ましの設定画面に戻ります。 


10 


電話帳 を押す 


目覚ましを設定した旨のメッセージが表示されます。 


● 目覚ましと同時に電源を入れるには、待受画面で 


メニュー 「 
詳細な機能を 


設定する」「9決めた時刻に電源を入／切する」「3目覚まし時刻に電 


源を入れる」を押して設定します。→ P 4 6 7 


11 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 目覚ましを設定すると、待受画面に 
が表示されます。FOMA 端末を折り 


畳んでいるときは、背面ディスプレイに 
が表示されます。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


目 
覚 
ま 
し 
機 
能 


● 操作方法→ P 4 5 2 
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目覚まし時刻になると 


設定した時刻になるとディスプレイのバックライトが点 


灯して左の画面が表示され、設定した音量で目覚まし音 


が鳴ります。 


● FOMA 端末を折り畳んでいるときは、背面ディスプ 


レイに「時間です」と時刻が表示されます。 


● 目覚まし音鳴動中に 
： 


目覚まし音などが止まり、待受画面に戻ります。 


● 目覚まし音鳴動中に次の操作をすると、左の画面は 


そのままで目覚まし音などが止まり、スヌーズ動作 


（1 分間鳴った後、4 分間停止）を 3 0 分間繰り返し 


ます。 
• 約 1 分間何も操作をしない 


• 
、 
（音量 大・小）、)（ 
）以外のい 


ずれかのボタンを押す 


■ 設定した時刻に通話を行っているとき 


目覚まし音ではなく警告音が鳴り、画面の表示でお知らせします。 
を押す 


と通話中画面に戻ります。 


■ 設定した時刻に目覚ましの設定画面を表示しているときや電源を切って 
いるとき、ソフトウェア更新中のとき 
目覚ましは動作せず、次のようになります。 


● 繰り返しが「毎日繰り返す」または「繰り返さない」に設定されている場 


合は、翌日の同時刻に目覚ましが鳴るように再設定されます。 


● 繰り返しが「曜日を指定する」に設定されている場合は、翌日以降の指定 


された曜日の同時刻に目覚ましが鳴るように再設定されます。 


■ 設定した時刻にデータの送受信（パケット通信は除く）や電話の発着信・ 
切断を行っているとき 
それぞれの動作が終了すると、目覚ましが動作します。 


■ ドライブモード中のとき 


目覚まし音は鳴らず、ディスプレイのバックライトも点灯せずに画面の表示 


のみでお知らせします。 


■ マナーモード中のとき 


目覚まし音は鳴らず、パターンＡで振動してお知らせします。→ P 1 5 5 


● F OMA 端末を折り畳んでいるときに目覚まし音を止めるには ( を押します。 


お知らせ 


目 
覚 
ま 
し 
機 
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通 
話 
時 
間 
表 
示 
／ 
積 
算 
時 
間 
表 
示 


通話時間・積算時間を確認します 
＜通話時間表示／積算時間表示＞ 


最後に行った音声／テレビ電話の通話時間、またはデータ通信の通信時間を確認 


します。また、これまでに行った通話・通信の積算時間を確認します。 


● 発信／着信どちらの場合でも、直前に行った通話・通信時間の目安が表示さ 


れます。 


● 以前に積算の通話時間をリセット（→ P 4 7 3 ）した場合は、リセット時から 


現在までの積算した通話時間の目安が表示されます。 


1 待受画面で 


メニュー 


「 
詳細な機能を設定する」 「7 情 
報の表示やリセットを行う」 「1 通話時間を見る」を 
押す 


2「1 直前の通話時間」または「2 積算の通話時間」を 
押す 


● 
を押すと項目の選択画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


＜直前の通話時間＞ 
＜積算の通話時間＞ 


● 積算の通話時間が 9 9 9 9 時間 5 9 分 5 9 秒を超えると 0 秒に戻り再カウントされます。 
● パケット通信で使用した時間は含まれません。 
● 表示される時間はあくまでも目安であり、正確なものではありません。 


お知らせ 
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積算時間をリセットします＜積算リセット＞ 


積算の通話時間をリセットします。 
1 待受画面で 


メニュー 


「 
詳細な機能を設定する」 「7 情 
報の表示やリセットを行う」 「3 通話時間をリセット 
する」を押す 


端末暗証番号入力画面が表示されます。 


2 4 ～ 8 桁の端末暗証番号を入力 
を押す 


3「1 音声電話」～「4 全ての通話」のいずれか 1 つの番 
号を押す 


リセットするかどうかの確認画面が表示されます。 


4「1 リセットする」を押す 


積算の通話時間をリセットした旨のメッセージが表示されます。 


●「2 リセットしない」：リセットを中止します。 


5 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 
通 
話 
時 
間 
表 
示 
／ 
積 
算 
時 
間 
表 
示 


「1 音声電話」 ：音声電話の積算時間をリセットし 


ます。 


「2 テレビ電話」：テレビ電話の積算時間をリセット 


します。 


「3 データ通信」：データ通信の積算時間をリセット 


します。 


「4 全ての通話」：すべての積算時間をリセットし 


ます。 
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電卓として使います＜電卓＞ 


FOMA 端末で＋、－、× 、÷ の計算ができます。 
1 待受画面で 


メニュー 
「7 電卓を使う」を押す 


● 電卓画面のデザインは、操作に使用するボタンの位置と機能がわかるよう 


になっています。 


2 計算する 


● 次のボタンを押して操作ができます。 


電 
卓 


電卓画面 


操作ボタン 


～ 


メニュー 


説　明 


数字を入力します。 


掛け算を行います。 


割り算を行います。 


引き算を行います。 


足し算を行います。 


計算を実行します。 


計算を取り消します。 


小数点を入力します。 


表示中の数字の＋と－を切り替えます。 


＜例＞ 1 8 ＋ 3 0 ＝を計算するとき 


1 
8 
＋ 
3 
0 
＝ 
→ 
4 8 と表示されます。 


1 
8 
R 
3 
0 


● 


メニュー 


を押すと計算結果が消去されます。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 
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● 最大 8 桁入力できます。 


● 計算結果の整数部分が 8 桁を超えるとエラーとなり、「E 」と表示されます。解除するには、 


メニュー 


を押します。小数点を含む数値が8 桁を超える場合は、表示に収まらない小数部分が四 


捨五入されて表示されます。 


お知らせ 


電 
卓 
／ 
ス 
イ 
ッ 
チ 
付 
イ 
ヤ 
ホ 
ン 
マ 
イ 
ク 


スイッチ付イヤホンマイクの使いかた 
（オプション）＜スイッチ付イヤホンマイク＞ 


イヤホンマイク端子に別売のスイッチ付イヤホンマイクを接続すると、スイッチ 


を押すだけで電話をかけたり受けたりすることができます。 


● スイッチ付イヤホンマイクのコードを F OMA 端末に巻き付けないでくださ 


い。アンテナがうまく働かなくなることがあります。 


● スイッチ付イヤホンマイクのコードをアンテナ部分に近づけると、雑音が入 


ることがあります。 


● スイッチ付イヤホンマイクのプラグは、確実にFOMA 端末に差し込んでくだ 


さい。差し込みが不十分な場合は、音が聞こえないことがあります。 


● ステレオイヤホンセットには、対応しておりません。 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 



スイッチ付イヤホンマイクを接続します 


FOMA 端末にスイッチ付イヤホンマイクを接続します。 


● 平型スイッチ付イヤホンマイク（別売）などを差し込んで使用できます。 


※ イヤホンジャック変換アダプタP 0 0 1 を使うと、従来のイヤホンマイクを使 


うことができます。 


1 イヤホンマイク端子に、スイッチ付イヤホンマイクの接 
続プラグを差し込む 


イヤホンマイク 
端子カバー 


接続プラグ 
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スイッチを使って電話をかけます 


あらかじめ電話帳番号0 の電話帳データの1 件目にかけたい電話番号を登録す 


ると、待受画面表示中にスイッチ付イヤホンマイクのスイッチを押すだけで電話 


をかけることができます。 
1 待受画面でスイッチ付イヤホンマイクのスイッチを 1 秒 
以上押す 


「ピピッ」と音がするまで押し続けます。 


電話帳番号0 の電話帳データ1 件目に登録されている電話番号に電話がかか 


ります。 


● FOMA 端末を折り畳んでいるときは、背面ディスプレイに通信状態が表示 


されます。 


2 お話しが終わったらスイッチを 1 秒以上押す 


「ピッ」と音がするまで押し続けます。 


● 
を押しても通話を終了することができます。 


● 個人の情報表示を制限しているときには、電話をかけることができません。→ P 1 8 4 
● 電話帳番号 0 の電話帳データにシークレット属性（→ P 1 3 6 ）が設定されている場合、シー 
クレットモードを解除しているときは電話をかけることができません。 
● 通話中に電話番号を入力してスイッチを1 秒以上押しても、別の相手に電話をかけることは 
できず、通話中の電話が切れます。 
● オートスピーカーホン機能を設定中にスイッチ付イヤホンマイクを接続すると、設定が解除 
されます。 
● スイッチ付イヤホンマイクを接続中は、F OMA 端末を折り畳んでも通話は終了しません。 


お知らせ 


ス 
イ 
ッ 
チ 
付 
イ 
ヤ 
ホ 
ン 
マ 
イ 
ク 
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スイッチを使って電話を受けます 


あらかじめスイッチ付イヤホンマイクを接続しておきます。 
1 電話がかかってきたらスイッチを 1 秒以上押す 


「ピピッ」と音がするまで押し続けると、電話がつながります。 


● 着信音の鳴る位置は、スピーカー／イヤホン切替の設定に従って鳴ります。 


● FOMA 端末を折り畳んでいるときは、背面ディスプレイに通信状態が表示 


されます。 


2 お話しが終わったらスイッチを 1 秒以上押す 


「ピッ」と音がするまで押し続けます。 


● 
を押しても通話を終了することができます。 


ス 
イ 
ッ 
チ 
付 
イ 
ヤ 
ホ 
ン 
マ 
イ 
ク 


● スピーカー／イヤホン切替→ P 1 5 9 


お知らせ 


通話中にかかってきた別の電話を受けます 


キャッチホンをご契約いただくと、通話中に別の音声電話がかかってくると「プ 


プ… ププ… 」という通話中着信音（→P 6 8 ）が聞こえます。サービスを「開始」 


に設定すると、キャッチホンがご利用いただけます。 
1 通話中に電話がかかってくる 


通話中着信音が聞こえます。 


2 スイッチを 1 秒以上押す 


キャッチホン中（マルチ接続中）の画面が表示されます。 


最初の相手との通話が保留になり、後からかかってきた電話を受けます。 


● 通話中に 


電話帳 


：通話の相手を切り替えます。 


● 通話中に 
：現在通話中の相手も保留します。もう一度 
を押すと解 


除します。 


● 音声電話通話中は、外部機器からのテレビ電話の着信があっても電話を受けることはできま 
せん。キャッチホンを契約しているときは、着信履歴には不在着信として残ります。 
→ P 4 8 6 　 
外部機器からのテレビ電話通話中に音声電話やテレビ電話、6 4 K データ通信の着信があっ 
た場合も同様です。 
● スイッチ付イヤホンマイクを接続中は、F OMA 端末を折り畳んでも通話は終了しません。 


お知らせ 
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イ 
ヤ 
ホ 
ン 
接 
続 
時 
着 
信 
設 
定 


イヤホンをつないで自動で電話を受けます 
＜イヤホン接続時着信設定＞ 


スイッチ付イヤホンマイク（別売）などを接続しているときに着信があった場 


合、設定した呼出時間が経過すると自動的に応答することができます。 


音声／テレビ電話を受けたとき、接続したイヤホンマイクなどから音声が聞こ 


えます。 


● テレビ電話を本機能で受けた場合、相手にはカメラオフ画像を送信して自動 


的にテレビ電話を開始します。 


● 伝言メモ、留守番電話サービス、転送でんわサービスと本機能を同時に設定 


している場合、設定した呼出時間により、優先順位が異なります。 


● 通話中の着信は、本機能が設定されていても動作しません。 


● ドライブモード中は、本機能は動作しません。 
1 待受画面で 


メニュー 


「 
詳細な機能を設定する」 「2 電 
話の詳細を設定する」 「6 イヤホンマイク接続時に自 
動で着信する」を押す 


2「1 応答方法」 「2 自動で応答する」を押す 


応答時間の設定画面が表示されます。 


●「1 手動で応答する」：手動で応答します。操作 4 に進みます。 


3 時間を入力 
を押す 


イヤホンマイク使用中の着信方法の設定画面に戻ります。 


● 応答時間の秒数を 0 ～ 1 2 0 の間で入力します。 


4 


電話帳 を押す 


イヤホンマイク使用中の着信方法を設定した旨のメッセージが表示されます。 


お買い上げ時 
応答方法：手動 


「1 応答方法」：イヤホンマイク接続時に自動と手動 


のどちらで接続するかを設定します。 


「2 応答時間」：着信から自動で応答するまでの時間 


を設定します。 
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5 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 発信者番号通知のない相手に対する着信動作（→P191）、着信を拒否／許可する相手 
（→ P 1 8 8 ）、電話帳登録外の着信の拒否（→ P 1 9 5 ）を設定中は、対象に設定している相手 
から電話がかかってくると、各機能が優先して動作します。 
● 伝言メモの応答時間と本機能の応答時間を同じ時間には設定できません。→ P 8 4 


お知らせ 


イ 
ヤ 
ホ 
ン 
接 
続 
時 
着 
信 
設 
定 
／ 
設 
定 
リ 
セ 
ッ 
ト 


各種機能の設定を初期状態に戻しま 
す＜設定リセット＞ 
お買い上げ時 
すべて選択 


各種機能の設定をお買い上げ時の状態に戻します。 


● 本機能を行ったときにお買い上げ時の状態に戻る機能については、メニュー 


一覧をご覧ください。→ P 5 8 0 


● メニュー一覧に記載されていない機能やお客様が登録したデータで、本機能 


を実行することでお買い上げ時の設定や状態に戻るものは次のとおりです。 


説　明 


基本設定を選択すると解除されます。 


基本設定を選択すると解除されます。 


基本設定を選択すると解除されます。 


予測辞書データを選択すると消去されます。 


ユーザ辞書データを選択すると消去されます。 


読上辞書データを選択すると消去されます。 


呼出辞書データを選択すると消去され、お 
買い上げ時の状態に戻ります。 


機能／データ 


マナーモード 


ドライブモード 


ワンタッチダイヤル 
登録 


予測変換機能で記録 
されたデータ 


単語登録のデータ 


音声読み上げ単語登 
録のデータ 


ボイスメニュー／ボ 
イスダイヤル登録の 
データ 


参照先 


P 1 6 0 


P 7 9 


P 1 3 8 


P 5 6 4 


P 5 7 5 


P 2 1 5 


P 1 9 8 、 
2 0 2 
次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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設 
定 
リ 
セ 
ッ 
ト 


1 待受画面で 


メニュー 


「 
詳細な機能を設定する」 「7 情 
報の表示やリセットを行う」 「4 設定を初めの状態に 
戻す」を押す 


端末暗証番号入力画面が表示されます。 


2 4 ～ 8 桁の端末暗証番号を入力 
を押す 


3「1 基本設定」～「8 呼出辞書データ」のうち、お買い 
上げ時の状態に戻さない項目の番号を押す 


● 押したダイヤルボタンに対応した数字の 
が 
に変わり、選択が解除さ 


れます。 
● 
：項目を選択／解除します。 


● 


メニュー ：すべての項目を選択／解除します。 


4 


電話帳 を押す 


設定をお買い上げ時の状態に戻すかどうかの確認画面が表示されます。 


5「1 戻す」を押す 


設定をお買い上げ時の状態に戻した旨のメッセージが表示されます。 


●「2 戻さない」：リセットを中止します。 


6 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 
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ネットワークサービス 


● ネットワークサービスについてご不明な点は、取扱説明書裏面の「総合お問い合わせ先」ま 
でお問い合わせください。 
●「留守番電話サービス」、「キャッチホン」、「転送でんわサービス」、「迷惑電話ストップサービ 
ス」、「ｉモード」は、取扱説明書裏面のドコモ e サイトにてお申し込みいただけます。 


利用できるネットワークサービス 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
4 8 2 


留守番電話サービスを利用します 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
4 8 3 


キャッチホンを利用します 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
4 8 6 


転送でんわサービスを利用します 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
4 8 8 


迷惑電話ストップサービスを利用します 
・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
4 9 2 


番号通知お願いサービスを利用します 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
4 9 4 


デュアルネットワークサービスを利用します 
・・・・・・・・・・・・・・・ 
4 9 5 


ガイダンスを日本語と英語で切り替えます 
・・・・・・・・・・・・・・・・ 
4 9 6 


サービスダイヤルを利用します 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
4 9 8 


通話中に電話がかかってきたときの 


　　応対方法を選びます＜通話中着信動作選択＞ 
・・・・・・・・・・・・・ 
4 9 9 


通話中着信設定を利用します 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
5 0 0 


遠隔操作を利用します 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
5 0 0 
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利用できるネットワークサービス 


FOMA 端末を便利に利用するために、次のネットワークサービスをご利用いた 


だけます。 


サービス名 


留守番電話 
サービス 
→ P 4 8 3 


キャッチホン 
→ P 4 8 6 


転送でんわ 
サービス 
→ P 4 8 8 


迷惑電話ストップ 
サービス 
→ P 4 9 2 


発信者番号通知 
→ P 4 8 


番号通知お願い 
サービス 
→ P 4 9 4 


ドライブモード 
→ P 7 9 


デ ュ ア ル ネ ッ ト 
ワークサービス 
→ P 4 9 5 


英語ガイダンス 
→ P 4 9 6 


サービスダイヤル 
→ P 4 9 8 


内　容 


電波が届かない所にいるとき、電源を 
切っているときなどに、お客様に代わっ 
て伝言メッセージをお預かりします。 


現在お話し中の通話を保留にしたまま、 
第三者と通話できます。 


電波が届かない所にいるとき、電源を 
切っているときなどに、かかってきた電 
話を自動的に転送します。 


相手先の電話番号を登録すると、以後登 
録した電話番号からの着信には、自動的 
にガイダンスが応答して迷惑電話を拒否 
します。 


自分の電話番号を電話をかけた相手に通 
知します。 


発信者番号が通知されない電話に番号通 
知をお願いする旨のガイダンスを流した 
後、自動的に電話を切ります。 


運転中に電話がかかってくると、運転中の 
ため電話に出られない旨のガイダンスが自 
動応答します。 


1 つの電話番号でFOMA 端末とmova を 
使い分けて利用できます。 


音声ガイダンスを英語で聞けます。 


ドコモ総合案内・受付や、ドコモ故障窓口 
へ電話をかけます。 


月額使用料 


有料 


有料 


無料 


有料 


無料 


無料 


無料 


有料 


無料 


無料 


申し込み 


必要 


必要 


必要 


必要 


不要 


不要 


不要 


必要 


不要 


不要 


お申し込み、お問い合わせについては取扱説明書裏面の「総合お問い合わせ先」 
までお問い合わせください。 
本書では各ネットワークサービスの概要説明のみ記載しております。詳しい操作 
や注意事項については、『ネットワークサービス操作ガイド』をご覧ください。 


利 
用 
で 
き 
る 
ネ 
ッ 
ト 
ワ 
ー 
ク 
サ 
ー 
ビ 
ス 


ネ 
ッ 
ト 
ワ 
ー 
ク 
サ 
ー 
ビ 
ス 
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● 
留守番電話サービスと転送でんわサー 


ビスの両方をお申し込みになっても、 


2 つのサービスを同時にはご利用にな 


れません。転送でんわサービスを開始 


に設定すると、留守番電話サービスは 


自動的に停止になります（その後、転 


送でんわサービスを停止に設定しても、 


留守番電話サービスは自動的には再開 


しません）。 


● 
着信中の電話を、留守番電話サービス 


センターに転送できます。→ P 6 8 


通話中にかかってきた電話も留守番 


電話サービスセンターに転送できま 


す。→ P 4 9 9 


● 
プッシュ式の一般電話、公衆電話な 


どからも、「ネットワーク暗証番号」 


を利用して留守番電話サービスの操 


作ができます。あらかじめ遠隔操作 


を開始に設定してください。 


→ P 5 0 0 


● 
番号通知お願いサービスを開始に設定 


中に「非通知設定」の電話がかかって 


くると、発信者番号通知をお願いする 


内容のガイダンスが流れます。伝言 


メッセージはお預かりできません。 


● 
テレビ電話がかかってきたときは、 


留守番電話サービスを開始に設定し 


ていても留守番電話サービスセン 


ターに接続されず、テレビ電話着信 


が継続されます。 


電話をかけてきた方には、応答メッセー 
ジでお答えして伝言メッセージをお預か 
りします。 


● 
日本全国どこからでも伝言メッセージを聞 


くことができます。 


● 
電波の届かない所にいるとき、電源を切っ 


ているとき、電話に出られないときなど 


に、お客様に代わって伝言メッセージをお 


預かりします。 


● 
留守番電話サービスは、お申し込みが必要 


なオプションサービスです。ご利用には月 


額使用料がかかります。 


● 
サービスエリア外や電波の届いていない場 


所では、留守番電話サービスの操作はでき 


ません。電波状態のよい場所で操作してく 


ださい。 


● 
伝言メッセージは１件あたり最長 3 


分、最大 2 0 件録音できます。 


● 
伝言メッセージは最長 7 2 時間保存 


されます。 


● 
電話に出られないことをお伝えする 


だけの、不在案内機能もあります。 


● 
留守番電話サービスを開始に設定し 


ていても、電話をかけたり、受けたり 


できます。 


● 
着信音が鳴っている間は、電話に出 


ることができます。着信音が鳴る時 


間（呼出時間）は変更できます。 


→ P 4 8 4 


● 
応答しなかった電話は、留守番電話 


サービスセンターに接続して伝言 


メッセージをお預かりします。待受 


画面の新着情報や着信履歴で、着信 


があったことをお知らせします。 


留 
守 
番 
電 
話 
サ 
ー 
ビ 
ス 
を 
利 
用 
し 
ま 
す 


留守番電話サービ 
スを利用します 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 



ネ 
ッ 
ト 
ワ 
ー 
ク 
サ 
ー 
ビ 
ス 
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○ ○ ○ 
ステップ 2 


○ ○ ○ 
ステップ 3 


※ ：急いでいるときなど、留守番電話の応答メッ 


セージを省略して伝言メッセージを録音する 


場合は、応答メッセージが流れているときに 


# を押すと、すぐに伝言メッセージの録 


音モードに切り替えられます。 


留守番電話サービスの利用料金 


留守番電話サービスをご利用になるには、毎 
月の使用料とは別に伝言メッセージの再生な 
どにかかる通話料が必要となります。 


3 「1 設定する」または「2 設定 
しない」を押す 


呼出時間の入力画面が表示されます。 
● 「2 設定しない」： 
呼出時間を設定せずに、ご契約 
時の呼出時間（10 秒）で留守番 
電話サービスを開始します。 
操作 5 に進みます。 


4 
呼出時間を入力 
を押す 


ネットワークに接続され、留守番電話 
サービスを開始した旨のメッセージが 
表示されます。 
● 呼出時間の秒数を 0 ～ 1 2 0 の間で 
入力します。 


5 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


電話をかけてきた方が伝言を録音 
する※ 


伝言メッセージを再生する 


留守番電話サービスを開始／停止 
します 


留守番電話サービスを開始または停止しま 
す。また、設定内容を確認します。 


開始します 
1 
待受画面で 


メニュー 


「9 ネット 
ワークサービスを使う」 
「1 留守番サービスを使う」 
「3 留守番サービスを開始する」 
を押す 


開始するかどうかの確認画面が表示さ 
れます。 


2 「1 開始する」を押す 


呼出時間を設定するかどうかの確認画 
面が表示されます。 
● 「2 開始しない」： 
操作を中止します。 


● 呼出時間だけを設定する場合には待受画 
面で 


メニュー 


「9 ネットワークサービスを 
使う」「1留守番サービスを使う」「6 
留守番呼出時間を設定する」を押して操 
作します。 
● お話し中（パケット通信中）に別の電話が 
かかってきても、その電話を留守番電話 
サービスセンターでお受けすることもで 
きます。→ P 4 9 9 
かかってきた電話を手動で接続させるこ 
ともできます。→ P 6 8 
● 呼出時間の設定を変更していた場合、設 
定は保持されます。 


お知らせ 


留 
守 
番 
電 
話 
サ 
ー 
ビ 
ス 
を 
利 
用 
し 
ま 
す 


停止します 
1 
待受画面で 


メニュー 


「9 ネット 
ワークサービスを使う」 
「1 留守番サービスを使う」 
「4 留守番サービスを停止する」 
を押す 


停止するかどうかの確認画面が表示さ 
れます。 


ネ 
ッ 
ト 
ワ 
ー 
ク 
サ 
ー 
ビ 
ス 


留守番電話サービスの基本的な流れ 
○ ○ ○ 
ステップ 1 


サービスを開始に設定する 
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● 新しい伝言メッセージがあるときは、待 
受画面からすばやく伝言メッセージを再 
生できます。→ P 2 7 
● F OMA 端末を折り畳んでいるときは、背 
面ディスプレイに 
が表示され、着 
信音（着信音1 ）が5 回鳴ります。→P 2 5 


お知らせ 


2 「1 停止する」を押す 


ネットワークに接続され、留守番電話 
サービスを停止した旨のメッセージが 
表示されます。 
● 「2 停止しない」： 
操作を中止します。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


設定内容を確認します 
1 
待受画面で 


メニュー 


「9 ネット 
ワークサービスを使う」 
「1 留守番サービスを使う」 
「7 留守番サービスの設定を確 
認する」を押す 


設定内容を確認するかどうかの確認画 
面が表示されます。 


2 「1 確認する」を押す 


ネットワークに接続され、設定内容が 
表示されます。 
● 「2 確認しない」： 
操作を中止します。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


伝言メッセージを聞きます 


新しい伝言メッセージがあると、待受画 
面に「 
」が表示された後、 
留守番電話件数が増加した旨のメッセー 
ジが表示され、着信音（着信音 1 ）が 5 
回鳴ります。 


1 
待受画面で 


メニュー 


「9 ネット 
ワークサービスを使う」 
「1 留守番サービスを使う」 
「1 留守番メッセージを再生す 
る」を押す 


再生するかどうかの確認画面が表示さ 
れます。 


2 「1 再生する」を押す 


ネットワークに接続され、受話口から 
音声ガイダンスが聞こえます。 
● 「2 再生しない」： 
操作を中止します。 


3 
音声ガイダンスの指示に従って 
操作する 


伝言メッセージが再生されます。 


● 設定内容表示中に次の操作ができます。 


• 留守番電話サービスの開始： 


メニュー 


「1 留守番電話開始」を押します。 


• 留守番電話サービスの停止： 


メニュー 


「2 留守番電話停止」を押します。 


• 留守番電話呼出時間の設定： 


メニュー 


「3 呼出時間の設定」を押します。 


お知らせ 


留 
守 
番 
電 
話 
サ 
ー 
ビ 
ス 
を 
利 
用 
し 
ま 
す 
音声ガイダンスで留守番電話サー 
ビスを設定します 


音声ガイダンスを聞きながら留守番電 
話サービスを設定します。 


1 
待受画面で 


メニュー 


「9 ネット 
ワークサービスを使う」 


「1 留守番サービスを使う」 
「5 留守番サービスの詳細を設 
定する」を押す 


設定するかどうかの確認画面が表示 
されます。 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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2 「1 設定する」を押す 


留守番電話サービスセンターに電話が 
かかり、受話口から音声ガイダンスが 
聞こえます。 
● 「2 設定しない」： 
操作を中止します。 


3 
音声ガイダンスの指示に従って 
操作する 


留守番電話サービスが設定されます。 
● 新しい伝言メッセージがあるか確認 
するときや、伝言メッセージを聞く 
ときは、1 度電話を切ってから操作 
してください。 


新しい伝言メッセージがあるか確 
認します 


新しい伝言メッセージがあるかどうかを 
留守番電話サービスセンターに問い合わ 
せます。 


1 
待受画面で 


メニュー 


「9 ネット 
ワークサービスを使う」 
「1 留守番サービスを使う」 
「2 メッセージがあるか問合せ 
る」を押す 


メッセージを問い合わせるかどうかの 
確認画面が表示されます。 


2 「1 問合せる」を押す 


ネットワークに接続され、問い合わせ 
ている旨のメッセージが表示されます。 
● 「2 問合せない」： 
操作を中止します。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 新しい伝言メッセージがあると、待 


受画面に「 
」が表示 


されます。 


留 
守 
番 
電 
話 
サ 
ー 
ビ 
ス 
を 
利 
用 
し 
ま 
す 
／ 
キ 
ャ 
ッ 
チ 
ホ 
ン 
を 
利 
用 
し 
ま 
す 


通話中に第三者から電話がかかってき 
たことを、通話中着信音「ププ… プ 
プ… 」でお知らせします。通話中の電話 
を保留にして、第三者と通話すること 
ができます。 
● 
通話中の電話を保留にして、新たに別の相 
手に電話をかけられます。 
● 
キャッチホンは、お申し込みが必要なオ 
プションサービスです。ご利用には月額 
使用料がかかります。 
● 
サービスエリア外や電波の届いていない 
場所では、キャッチホンの操作はできま 
せん。電波の状態のよい場所で操作して 
ください。 
● 
番号通知お願いサービスを「開始」に設定 
中に「非通知設定」の着信があった場合 
は、番号通知お願いガイダンスが流れ、 
キャッチホンはご利用できません。 
→ P 4 9 4 
● 
キャッチホンを契約している場合は、 
サービスを「開始する」に設定し、通話中 
着信動作選択を「通常着信する」に設定し 
ていると、通話中／通信中の着信を受け 
ることができます。→ P 4 9 9 
● 
次のとき、キャッチホンは動作しません。 
• 1 0 4 、1 1 0 、1 1 7 、1 1 8 、1 1 9 にか 
けているとき 
• ダイヤル中、および相手を呼び出し中 
のとき 
• 留守番電話サービスをご利用のお客様 
で、メッセージの再生など、留守番電話 
サービスセンターに接続されている間 
• 1 4 1 1 （留守番電話サービスの開始）、 
1 4 2 0（転送でんわサービスの停止）な 
ど、各種ネットワークサービスの設定 
を行うために、4 桁の電話番号にかけて 
いるとき 
• テレビ電話通話中（着信履歴には不在 
着信として残ります） 
• 音声電話通話中にテレビ電話がかかっ 
てきたとき（着信履歴には不在着信と 
して残ります） 
● 
キャッチホンを契約している場合は、 
キャッチホンを「停止する」に設定してい 
る場合でも、通話中／通信中に着信があ 


ると着信中画面が表示されたり 
が点 


滅したりしますが、着信を受けることは 


できません。 
● 
通話保留中も発信者の方の料金は加算さ 
れ続けます。 
● 
通話中にテレビ電話をかけることはでき 
ません。 


キャッチホンを 
利用します 


ネ 
ッ 
ト 
ワ 
ー 
ク 
サ 
ー 
ビ 
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● 伝言メッセージの問い合わせを行った後 
にお預かりした伝言メッセージは、再度 
メッセージ問い合わせを行っても確認で 
きない場合があります。 


お知らせ 
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キャッチホンを開始／停止します 


キャッチホンを開始または停止します。ま 
た、設定内容を確認します。 


開始します 
1 
待受画面で 


メニュー 


「9 ネット 
ワークサービスを使う」 
「2 キャッチホンを使う」 
「1 キャッチホンを開始する」 
を押す 


開始するかどうかの確認画面が表示さ 
れます。 


2 「1 開始する」を押す 


ネットワークに接続され、キャッチホ 
ンを開始した旨のメッセージが表示さ 
れます。 
● 「2 開始しない」： 
操作を中止します。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● キャッチホンを使用するときは、通話中 
着信動作を「通常着信する」に設定してく 
ださい。→ P 4 9 9 
他の設定になっている場合は、キャッチ 
ホンを開始しても応答できません。 


お知らせ 
キ 
ャ 
ッ 
チ 
ホ 
ン 
を 
利 
用 
し 
ま 
す 


停止します 
1 
待受画面で 


メニュー 


「9 ネット 
ワークサービスを使う」 
「2 キャッチホンを使う」 
「2 キャッチホンを停止する」 
を押す 


停止するかどうかの確認画面が表示さ 
れます。 


設定内容を確認します 
1 
待受画面で 


メニュー 


「9 ネット 
ワークサービスを使う」 
「2 キャッチホンを使う」 
「3 キャッチホンの設定を確認 
する」を押す 


設定内容を確認するかどうかの確認画 
面が表示されます。 


2 「1 確認する」を押す 


ネットワークに接続され、設定内容が 
表示されます。 
● 「2 確認しない」： 
操作を中止します。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


2 「1 停止する」を押す 


ネットワークに接続され、キャッチホ 
ンを停止した旨のメッセージが表示さ 
れます。 
● 「2 停止しない」： 
操作を中止します。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


お話し中の通話を保留にしてかかってき 
た電話に出ます　　　　　　　　　　　 
1 
通話中に 
を押す 


キャッチホン（マルチ接続）中の画面が 
表示されます。最初の相手との通話が 
保留になり、後からかかってきた電話 
を受けられます。 
● 通話中に 


電話帳 


： 
通話の相手を切り替えます。 
● 通話中に 
： 
現在通話中の相手も保留にしま 
す。もう一度 
を押すと解 
除します。 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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保留中の通話を終わらせます 
1 
キャッチホン中（マルチ接続中） 
に 


メニュー 


「2 保留相手を切断」 
を押す 


保留中の相手との通話を終了します。 


● 電話帳、着信履歴、リダイヤルから電話を 


かける場合は、通話中に 


メニュー 


「2 電話 


帳を見る」／「3着信履歴を見る」／「4 


リダイヤルを見る」 相手を選択 
を 


押して操作します。 


お知らせ 


● キャッチホン中に別の電話がかかってき 
ても受けることはできません。ただし、着 
信履歴には不在着信として残ります。 


お知らせ 


電波が届かない所にいるとき、電源を 
切っているとき、電話に出られないとき 
などに、F OMA 端末にかかってきた電 
話を、ご家庭やオフィスなどに自動的に 
転送します。 


● 
全国の F OMA サービスエリア内ならどこ 
でも利用できます。 
● 
転送でんわサービスは、お申し込みが必要 
なオプションサービスです。ご利用には月 
額料金はかかりません。 
● 
サービスエリア外や電波の届いていない場 
所では、転送でんわサービスの操作はでき 
ません。電波状態のよい場所で操作してく 
ださい。 


2 
一方の相手との通話が終わった 


ら 
を押す 


一方の相手との通話が終了して着信音 
が鳴ります。 


● 
：保留中の相手との通話を再開 


します。 


キ 
ャ 
ッ 
チ 
ホ 
ン 
を 
利 
用 
し 
ま 
す 
／ 
転 
送 
で 
ん 
わ 
サ 
ー 
ビ 
ス 
を 
利 
用 
し 
ま 
す 


転送でんわサービス 
を利用します 


ネ 
ッ 
ト 
ワ 
ー 
ク 
サ 
ー 
ビ 
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お話し中の通話を保留にして別の相手に 
電話をかけます　　　　　　　　　　　 
1 
通話中に電話番号をダイヤル 
する 


入力した電話番号が表示されます。 


2 
を押す 


新しくかけた相手と通話できます。話 
し中の通話は自動的に保留になります。 


● 通話中に 


電話帳 


： 
通話の相手を切り替えます。 
● 通話中に 
： 
現在通話中の相手も保留しま 
す。もう一度 
を押すと解 
除します。 


3 
新しくかけた相手との通話が終 


わったら 
を押す 


新しくかけた相手との通話が終了します。 


● 
：保留中の相手との通話が再開 


します。 


お話し中の通話を終わらせてかかってき 
た電話に出ます　　　　　　　　　　　 
1 
通話中に 
を押す 


かかってきた電話の着信音が鳴ります。 


2 
を押す 


新しくかかってきた電話と通話できます。 


● キャッチホン中（マルチ接続中）の通話切 
り替えで保留になった相手の端末に流れ 
る保留音は、通話中保留のときに流れる 
メロディとは異なります。→ P 5 6 


お知らせ 
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● 
転送先の登録は 1 件です。 


● 
転送でんわサービスを開始に設定し 


ていても、通常どおり電話をかけた 


り、受けたりできます。 


● 
応答しなかった電話は、転送先に転 


送します。 


● 
着信音が鳴る時間（呼出時間）は変 


更できます。→ P 4 9 0 


● 
着信中の電話を転送できます。 


→ P 6 8 


また、通話中にかかってきた電話も 


転送できます。→ P 4 9 9 


● 
転送でんわサービスと留守番電話 


サービスの両方をお申し込みになっ 


ても、2 つのサービスを同時には利 


用できません。留守番電話サービス 


を開始に設定すると、転送でんわ 


サービスは自動的に停止になります 


（その後、留守番電話サービスを停 


止に設定しても、転送でんわサービ 


スは自動的には再開しません）。 


● 
番号通知お願いサービスを開始に設 


定中に「非通知設定」の電話がか 


かってくると、発信者番号通知をお 


願いする内容のガイダンスが流れま 


す。転送先には転送されません。 


● 
プッシュ式の一般電話、公衆電話な 


どからも、「ネットワーク暗証番号」 


を利用して転送でんわサービスの操 


作ができます。あらかじめ遠隔操作 


を開始の設定にしてください。 


→ P 5 0 0 


● 
テレビ電話がかかってきたときは、 


転送でんわサービスを開始に設定し 


ていても、転送先を 3 G - 3 2 4 M 


（→ P 9 0 ）に準拠したテレビ電話対 


応機に設定していない場合は接続さ 


れません。転送先の電話機をあらか 


じめご確認の上、転送設定を行って 


ください。また、テレビ電話をかけ 


た側には転送中のガイダンスは流れ 


ません。 


転 
送 
で 
ん 
わ 
サ 
ー 
ビ 
ス 
を 
利 
用 
し 
ま 
す 


転送でんわサービスの基本的な流れ 
○ ○ ○ 
ステップ 1 


○ ○ ○ 
ステップ 2 


○ ○ ○ 
ステップ 3 


転送先の電話番号を登録する 


○ ○ ○ 
ステップ 4 


転送でんわサービスを開始に設定する 


お客様の FOMA 端末に電話がかかる 


電話に出ないと自動的に指定した転送 
先に転送される 


月額使用料　無料 
＋ 
通話料 


発信者 


転送でんわ 
サービスの 
ご契約者 


転送先 
← 
→ 
← 
→ 


転送でんわサービスの利用料金 


電話をかけた方 
のご負担です。 
転送でんわサービ 
スのご契約者のご 
負担です。 


※ 転送でんわサービスを契約している電話機 
より転送を行った場合、転送元から転送先 
までの通話料金は、転送でんわサービスご 
契約者のご負担となります。 
※ 転送でんわサービスの転送先登録、サービ 
スの開始・停止、呼出時間の設定の通話料 
は無料です。 


転送でんわサービスを開始／停止 
します 


転送でんわサービスを開始または停止しま 
す。また、転送先の電話番号などの設定内 
容を確認します。 
● 転送でんわサービスを開始に設定して 
いる場合、コレクトコール（料金着信払 
通話）での着信はできません。 
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6 「1 設定する」または「2 設定 
しない」を押す 


呼出時間の入力画面が表示されます。 
● 「2 設定しない」： 
呼出時間を設定せずに、ご契 
約時の呼出時間（7 秒）で転 
送でんわサービスを開始しま 
す。操作 8 に進みます。 


7 
呼出時間を入力 
を押す 


ネットワークに接続され、転送でんわ 
サービスを開始した旨のメッセージが 
表示されます。 
● 呼出時間の秒数を 0 ～ 1 2 0 の間で 
入力します。 


8 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 電波が届かない場合や電源が入っていな 
い場合は、着信音が鳴らずに自動的に転 
送されます。この場合も転送元から転送 
先までの通話料金は、転送でんわサービ 
スご契約者のご負担となります。 
● 転送先から申し出があり、当社が必要と認 
めるときは、お客様に代わってその転送を 
中止させていただくことがあります。 
● P B X 、ポケットベル※ 、F A X を転送先とし 
た場合、かけてきた方に誤解を与えるこ 
とがありますので、ご注意ください。 
※ ：2 0 0 1 年 1 月から、NT T ドコモのポ 
ケットベルは「クイックキャスト」に 
名称が変わりました。 
● お話し中（パケット通信中）に別の電話が 
かかってきても、その電話を転送先へ転 
送することもできます。→ P 4 9 9 
かかってきた電話を手動で転送させるこ 
ともできます。→ P 6 8 
● 呼出時間の設定を変更していた場合、設 
定は保持されます。 


お知らせ 


開始します 
1 
待受画面で 


メニュー 


「9 ネット 
ワークサービスを使う」 
「3 転送サービスを使う」 
「1 転送サービスを開始する」 
を押す 


開始するかどうかの確認画面が表示さ 
れます。 


2 「1 開始する」を押す 


転送先電話番号を設定するかどうかの 
確認画面が表示されます。 
● 「2 開始しない」： 
操作を中止します。 


3 「1 設定する」または「2 設定 
しない」を押す 


転送先電話番号の入力画面が表示され 
ます。 
● 「2 設定しない」： 
転送先電話番号を設定しません。 
操作 6 に進みます。 


4 
転送先電話番号を入力する 


● 転送先として、フリーダイヤルおよ 
び 1 1 0 番などの 3 桁の電話番号は 
指定できません。 
● 最大 2 6 桁入力できます。 
● 「＃」「 
」を入力できます。 


■ 転送先電話番号を電話帳から設定す 
るとき 


① 


メニュー 


「7 電話帳を呼出す」を押す 
電話帳の検索方法選択画面が表示さ 
れます。 
② 転送先電話番号を検索して選択 


を押す 
電話番号が入力され、転送先電話番 
号の設定画面に戻ります。 
● 操作方法→ P 1 2 4 


5 
を押す 


呼出時間を設定するかどうかの確認画 
面が表示されます。 
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停止します 
1 
待受画面で 


メニュー 


「9 ネット 
ワークサービスを使う」 
「3 転送サービスを使う」 
「2 転送サービスを停止する」 
を押す 


停止するかどうかの確認画面が表示さ 
れます。 


2 「1 停止する」を押す 


ネットワークに接続され、転送でんわ 
サービスを停止した旨のメッセージが 
表示されます。 
● 「2 停止しない」： 
操作を中止します。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


転 
送 
で 
ん 
わ 
サ 
ー 
ビ 
ス 
を 
利 
用 
し 
ま 
す 


設定内容を確認します 


転送でんわサービスの利用の有無や転送先 
の電話番号などを確認します。 


1 
待受画面で 


メニュー 


「9 ネット 
ワークサービスを使う」 
「3 転送サービスを使う」 
「5 転送サービスの設定を確認 
する」を押す 


設定内容を確認するかどうかの確認画 
面が表示されます。 


2 「1 確認する」を押す 


ネットワークに接続され、設定内容が 
表示されます。 
● 「2 確認しない」： 
操作を中止します。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


転送先を変更します 
1 
待受画面で 


メニュー 


「9 ネット 
ワークサービスを使う」 
「3 転送サービスを使う」 
「3 転送先を変更する」を押す 


転送先電話番号の入力画面が表示され 
ます。 


2 
転送先電話番号を入力 
を押す 


転送先に設定するかどうかの確認画面 
が表示されます。 
● 操作方法→ P 4 9 0 


3 「1 設定する」を押す 


ネットワークに接続され、転送先電話 
番号を設定した旨のメッセージが表示 
されます。 
● 「2 設定しない」： 
操作を中止します。 


4 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


転送先が通話中のとき留守番電話 
サービスで応対します 


転送先の電話が通話中で転送できないとき 
に、留守番電話サービスで応対するように 
設定します。 
● 留守番電話サービスのご契約が必要 
です。 


1 
待受画面で 


メニュー 


「9 ネット 
ワークサービスを使う」 
「3 転送サービスを使う」 
「4 転送先が通話中の時の設定 
をする」を押す 


留守番電話サービスセンターへ接続す 
るかどうかの確認画面が表示されます。 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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2 「1 接続する」を押す 


ネットワークに接続され、留守番電話 
サービスで応対するように設定した旨 
のメッセージが表示されます。 
● 「2 接続しない」： 
留守番電話サービスでの応対 
を解除します。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 
転 
送 
で 
ん 
わ 
サ 
ー 
ビ 
ス 
を 
利 
用 
し 
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す 
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惑 
電 
話 
ス 
ト 
ッ 
プ 
サ 
ー 
ビ 
ス 
を 
利 
用 
し 
ま 
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迷惑電話を自動的に着信拒否します。 
迷惑電話の登録操作をすると、以降、同 
じ電話番号から電話がかかってきたと 
きに、着信を拒否するガイダンスを流 
して通話を終了します。 


● 
最大 3 0 件登録できます。 
● 
迷惑電話ストップサービスは、お申し込 
みが必要なオプションサービスです。ご 
利用には月額使用料がかかります。 
● 
サービスエリア外や電波の届いていない 
場所では、迷惑電話ストップサービスの 
操作はできません。電波状態のよい場所 
で行ってください。 
● 
着信拒否に登録した電話番号からテレビ 
電話がかかってきたときは、着信を拒否 
するガイダンスを流さずにテレビ電話は 
切断されます。 


迷惑電話ストップ 
サービスを利用し 
ます 


最後に通話した電話番号を登録し 
ます 
1 
迷惑電話がかかってきた後に 


メニュー 


「9 ネットワークサービ 
スを使う」 「4 迷惑電話ストッ 
プを使う」 「1 迷惑電話着信拒 
否を登録する」を押す 


登録するかどうかの確認画面が表示さ 
れます。 


2 「1 登録する」を押す 


ネットワークに接続され、登録した旨 
のメッセージが表示されます。 
● 最後に通話した電話番号が、着信拒 
否する迷惑電話番号として登録され 
ます。不在着信など通話していない 
場合は登録の対象になりません。 
● 「2 登録しない」： 
操作を中止します。 


■ 既に 3 0 件登録されているとき 


最も古い電話番号を削除して登録する 
かどうかの確認画面が表示されます。 
「1登録する」を押すと、最も古い電話 
番号が削除され、新しい電話番号が登 
録されます。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


電話番号を指定して登録します 
1 
待受画面 144 


音声ガイダンスの指示に従っ 


て操作する 


指定した電話番号が登録されます。 
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迷 
惑 
電 
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サービス名 


留守番電話 
サービス 


転送でんわ 
サービス 


キャッチホ 
ン 


番号通知 
お願い 
サービス 


ドライブ 
モード 


着信拒否登録した電話番 
号からの着信の取り扱い 


着信拒否ガイダンスが流 
れます。メッセージはお預 
かりしません。 


着信拒否ガイダンスが流 
れます。転送先には転送さ 
れません。 


着信拒否ガイダンスが流 
れます。 


着信拒否ガイダンスが流 
れます。番号通知お願い 
サービスのガイダンスは 
流れません。 


着信拒否ガイダンスが流 
れます。ドライブモードの 
ガイダンスは流れません。 


● 迷惑電話ストップサービスを設定中の着 
信と、各サービスとの関係は次のとおり 
です。 


お知らせ 


お知らせ 


● 発信者番号非通知の電話でも着信拒否登 
録できます。 
● 着信拒否に登録した電話番号は、確認や 
問い合わせができません。着信拒否登録 
した電話番号をメモなどに控えておくこ 
とをおすすめします。 
● 国際電話は着信拒否に登録できません。 
● 着信拒否に登録した電話番号から電話がか 
かってきても、着信音は鳴りません。着信 
履歴にも残りません。 


登録した電話番号を削除します 


最後に登録した電話番号から1 件ずつ削除 
できます。すべての電話番号をまとめて削 
除することもできます。 


1 
待受画面で 


メニュー 


「9 ネット 
ワークサービスを使う」 
「4 迷惑電話ストップを使う」 
を押す 


「2 迷惑電話全登録を削除する」： 
電話番号を全件削除します。 
「3 迷惑電話 1 登録を削除する」： 
最後に登録した電話番号を削除 
します。 


2 「2 迷惑電話全登録を削除する」 
または「3 迷惑電話 1 登録を削 
除する」を押す 


削除するかどうかの確認画面が表示さ 
れます。 


3 「1 削除する」を押す 


ネットワークに接続され、電話番号を削 
除した旨のメッセージが表示されます。 
● 「2削除しない」： 
操作を中止します。 


4 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 
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3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


発信者番号を通知してこない電話がか 
かってくると、発信者番号の通知をお願 
いする旨のガイダンスで応答します。迷 
惑電話などによるトラブルを防ぎ、安心 
して携帯電話を活用できます。 


● 
番号通知お願いサービスは、音声電話での 
みの対応です。 
● 
発信者番号の非通知理由が「非通知設定」 
の場合に、番号通知お願いサービスが動作 
します。非通知理由が「通知不可能」およ 
び「公衆電話」の場合は動作しません。 
● 
ガイダンスが応答している間は、発信者に 
通話料金がかかります。 
● 
番号通知お願いサービスはお申し込み不要 
です。また、月額使用料、工事費もかかり 
ません。 
● 
サービスエリア外や電波の届いていない場 
所では、番号通知お願いサービスの操作は 
できません。電波状態のよい場所で行って 
ください。 


● 番号通知お願いサービス開始中の着信と、 
各サービスの関係は次のとおりです。 


お知らせ 


サービス名 


留守番電話 
サービス 


転送でんわ 
サービス 


キャッチホ 
ン 


迷惑電話 
ストップ 
サービス 


ドライブ 
モード 


発信者番号を通知しない 
着信の取り扱い 


番号通知お願いガイダンス 
が流れます。メッセージは 
お預かりしません。 


番号通知お願いガイダン 
スが流れます。転送先には 
転送されません。 


番号通知お願いガイダン 
スが流れます。 


着信拒否に登録した電話番 
号から着信すると、着信拒 
否ガイダンスが流れます。 
番号通知お願いサービスの 
ガイダンスは流れません。 


番号通知お願いガイダン 
スが流れます。ドライブ 
モードのガイダンスは流 
れません。 


番 
号 
通 
知 
お 
願 
い 
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ー 
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ス 
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● 番号通知お願いサービスを開始に設定し 
ているときに、「非通知設定」の電話が 
かかってきたときは、着信音は鳴らず、 
着信履歴にも残りません。 
● 番号通知お願いサービスは、お客様ご自 
身の FOMA カードを取り付けた FOMA 
端末からのみ開始／停止の操作ができま 
す（留守番電話サービスや転送でんわ 
サービスなどで可能な遠隔操作はできま 
せん→P 5 0 0 ）。なお、開始／停止の操作 
には通話料金はかかりません。 
● 発信者番号通知のない相手に対する着信 
動作の設定（→P 1 9 1 ）と本サービスを 
同時に設定した場合は、本サービスが優 
先されます。 


お知らせ 


番号通知お願いサービスを開始し 
ます 
1 
待受画面で 


メニュー 


「9 ネット 
ワークサービスを使う」 
「5 番号通知お願いサービスを 
使う」 「1 番号通知お願いサー 
ビスを開始する」を押す 


開始するかどうかの確認画面が表示さ 
れます。 


2 「1 開始する」を押す 


ネットワークに接続され、番号通知お 
願いサービスを開始した旨のメッセー 
ジが表示されます。 
● 「2 開始しない」： 
操作を中止します。 


番号通知お願いサー 
ビスを利用します 
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設定内容を確認します 
1 
待受画面で 


メニュー 


「9 ネット 
ワークサービスを使う」 
「5 番号通知お願いサービスを 
使う」 「3 番号通知お願いサー 
ビスを確認する」を押す 


設定内容を確認するかどうかの確認画 
面が表示されます。 


2 「1 確認する」を押す 


ネットワークに接続され、設定内容が 
表示されます。 
● 「2 確認しない」： 
操作を中止します。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


番 
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番号通知お願いサービスを停止し 
ます 
1 
待受画面で 


メニュー 


「9 ネット 
ワークサービスを使う」 
「5 番号通知お願いサービスを 
使う」 「2 番号通知お願いサー 
ビスを停止する」を押す 


停止するかどうかの確認画面が表示さ 
れます。 


2 「1 停止する」を押す 


ネットワークに接続され、番号通知お 
願いサービスを停止した旨のメッセー 
ジが表示されます。 
● 「2 停止しない」： 
操作を中止します。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


デュアルネットワー 
クサービスを利用し 
ます 


mov a を使えるようにします 
1 
mov a で「1 5 4 0 」をダイヤル 


音声ガイダンスの指示に従っ 
て操作する 


mova が利用できるようになります。 


デュアルネットワークサービスを利用す 
ると、お使いになっているFOMA 端末の 
電話番号で、mova を利用することがで 
きます。 
FOMA サービスエリア外でも、mova に 
切り替えることで通信が可能になります。 


● 
F OMA と mova を同時に利用することは 
できません。 
● 
デュアルネットワークサービスは、お申し 
込みが必要なオプションサービスです。ご 
利用には月額使用料がかかります。 
● 
サービスエリア外や電波の届いていない場 
所では、F OMA 端末と mova の切り替え 
はできません。電波状態のよい場所で操作 
してください。 


F OMA 端末を使えるようにします 
1 
待受画面で 


メニュー 


「9 ネット 
ワークサービスを使う」 
「8 その他のサービスを使う」 
「3 デュアルネットワークを使 
う」 「1 デュアルネットワーク 
を切替える」を押す 


切り替えるかどうかの確認画面が表示 
されます。 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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利用状況を確認します 
1 
待受画面で 


メニュー 


「9 ネット 
ワークサービスを使う」 
「8 その他のサービスを使う」 
「3 デュアルネットワークを使 
う」 「2 デュアルネットワーク 
の状態を確認する」を押す 


利用状況を確認するかどうかの確認画 
面が表示されます。 


2 「1 確認する」を押す 


ネットワークに接続され、現在の利用 
状況が表示されます。 
● 「2 確認しない」： 
操作を中止します。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


デ 
ュ 
ア 
ル 
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2 「1 切替える」を押す 


ネットワーク暗証番号入力画面が表示 
されます。 
● 「2 切替えない」： 
操作を中止します。 


3 
4 桁のネットワーク暗証番号を 
入力 
を押す 


ネットワークに接続され、ネットワー 
クを切り替えた旨のメッセージが表示 
されます。 


4 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● ネットワ－ク暗証番号→ P 1 7 1 


お知らせ 


● F O M A 端末では従来どおり F O M A の 
ｉモードが利用できます。m o v a でも 
ｉモードを利用することが可能ですが、 
一部利用できないサービスがあります。 
また、ｉモード利用時や各種ネットワー 
クサービスにおいては、F OMA 、mova そ 
れぞれのネットワーク設備を利用するた 
めの制限事項や注意事項があります。詳 
しくは『ネットワークサービス操作ガイ 
ド』をご覧ください。 


お知らせ 


電波が届かない所にいたり、電源を切っ 
ている場合などに相手が聞くガイダンス 
を、英語に変更します。自分が聞くガイ 
ダンス（電話をかけたときの言語）と相 
手へのガイダンス（電話をかけてきたと 
きの言語）の両方が切り替えられます。 


● 
利用できるガイダンス言語は、 
「日本語」と 
「英語」です。 
● 
英語ガイダンスはお申し込み不要です。ま 
た、月額使用料もかかりません。 
● 
サービスエリア外や電波の届いていない場 
所では、ガイダンスの切り替え操作はでき 
ません。電波状態のよい場所で操作してく 
ださい。 
● 
テレビ電話で発信または着信したときは、 
英語ガイダンスは利用できません。 
● 
ドコモの携帯電話どうしでの通話の場合、 
流れるガイダンスは発信者側の発信時の設 
定が着信時の設定より優先されます。 


ガイダンスを日本語 
と英語で切り替え 
ます 


ネ 
ッ 
ト 
ワ 
ー 
ク 
サ 
ー 
ビ 
ス 


497 


ガ 
イ 
ダ 
ン 
ス 
を 
日 
本 
語 
と 
英 
語 
で 
切 
り 
替 
え 
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1 
待受画面で 


メニュー 


「9 ネット 
ワークサービスを使う」 
「8 その他のサービスを使う」 
「2 英語ガイダンスを使う」 
「1 ガイダンスを設定する」を 
押す 


電話をかけたときの言語を設定するか 
どうかの確認画面が表示されます。 


2 「1 設定する」または「2 設定 
しない」を押す 


「1 日本語」：自分が聞くガイダンスを 
日本語にします。 
「2 英語」 ：自分が聞くガイダンスを 
英語にします。 
● 「2 設定しない」： 
電話をかけたときの言語を設 
定しません。操作4 に進みます。 


3 「1 日本語」または「2 英語」 
を押す 


電話をかけてきたときの言語設定をす 
るかどうかの確認画面が表示されます。 


4 「1 設定する」または「2 設定 
しない」を押す 


「1 日本語」： 
相手が聞くガイダンスを日本語 
にします。 
「2 日本語＋英語」： 
相手が聞くガイダンスを日本語 
→英語の順にします。 
「3 英語＋日本語」： 
相手が聞くガイダンスを英語→ 
日本語の順にします。 
● 「2 設定しない」： 
電話をかけてきたときの言語を 
設定しません。操作6 に進みま 
す。ただし、電話をかけたとき 
の言語も設定しなかった場合 
は、メニュー画面に戻ります。 


5 「1 日本語」～「3 英語＋日本 
語」のいずれか 1 つの番号を押す 


ネットワークに接続され、音声ガイダ 
ンスを設定した旨のメッセージが表示 
されます。 


6 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 
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設定内容を確認します 
1 
待受画面で 


メニュー 


「9 ネット 
ワークサービスを使う」 
「8 その他のサービスを使う」 
「2 英語ガイダンスを使う」 
「2 ガイダンスの設定を確認す 
る」を押す 


確認するかどうかの確認画面が表示さ 
れます。 


2 「1 確認する」を押す 


ネットワークに接続され、設定内容が 
表示されます。 
● 「2 確認しない」： 
操作を中止します。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


ドコモ故障窓口や、ドコモ総合案内・受 
付へ電話をかけます。 


● 
サービスダイヤルはお申し込み不要です。 
また、月額使用料もかかりません。 
● 
サービスエリア外や電波の届いていない場 
所では、サービスダイヤルの操作はできま 
せん。電波状態のよい場所で操作してくだ 
さい。 
● 
お使いの F OMA カードによっては、ドコ 
モ故障窓口とドコモ総合案内・受付の項目 
番号が異なる場合や表示されない場合があ 
ります。 


総合案内・受付へ電話をかけます 
1 
待受画面で 


メニュー 


「9 ネット 
ワークサービスを使う」 
「8 その他のサービスを使う」 
「4 サービスダイヤルを使う」 
「1 ドコモ総合案内・受付に電 
話する」を押す 


発信するかどうかの確認画面が表示さ 
れます。 


2 「1 電話する」を押す 


ドコモ総合案内・受付に電話がかかり 
ます。 
● 「2 電話しない」： 
操作を中止します。 


故障の問い合わせをします 
1 
待受画面で 


メニュー 


「9 ネット 
ワークサービスを使う」 
「8 その他のサービスを使う」 
「4 サービスダイヤルを使う」 
「2 ドコモ故障問合せ窓口に電 
話する」を押す 


発信するかどうかの確認画面が表示さ 
れます。 


2 「1 電話する」を押す 


ドコモ故障問合せに電話がかかります。 
● 「2 電話しない」： 
操作を中止します。 


サービスダイヤルを 
利用します 
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通 
話 
中 
着 
信 
動 
作 
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1 
待受画面で 


メニュー 


「9 ネット 
ワークサービスを使う」 
「7 通話中着信動作を選ぶ」を 
押す 


通話中に電話がか 
かってきたときの応 
対方法を選びます 
＜通話中着信動作選択＞ 


音声電話通話中または6 4 K データ通信 
中に別の電話がかかってきたときに、留 
守番電話や転送でんわなどで対応し 
ます。 


● 
留守番電話サービス、転送でんわサービス 
は、あらかじめご契約が必要なオプション 
サービスです。 
● 
サービスエリア外や電波の届いていない場 
所でも操作できます。 
● 
通話中に 6 4 K データ通信の着信やテレビ 
電話がかかってきた場合、または 6 4 K 
データ通信中に 6 4 K データ通信の着信や 
テレビ電話がかかってきた場合は、「着信 
拒否」になります。 


「1 通常着信する」： 
通話中または 6 4 K データ通信中 
に別の電話がかかってきたとき 
は、応答、切断、保留の操作がで 
きます。キャッチホンをご契約 
の上、サービスを開始している 
場合に有効です。 
「2 留守番電話」： 
通話中または6 4 K データ通信中 
にかかってきた電話を留守番電 
話サービスで応答します。 
「3 電話を転送する」： 
通話中または6 4 K データ通信中 
に別の電話がかかってきたとき 
は、あらかじめ登録されている 
転送先に転送します。 
「4 電話を拒否する」： 
通話中または6 4 K データ通信中 
に別の電話がかかってきたとき 
は、着信を拒否して呼び出され 
ないようにします。 


2 「1 通常着信する」～「4 電話 
を拒否する」のいずれか 
1 つの番号を押す 


通話中着信動作を設定した旨のメッ 
セージが表示されます。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 着信動作を選択しても、通話中着信設定 
は開始にはなりません。開始操作をして 
ください。→ P 5 0 0 
● 留守番電話サービスを停止に設定中でも、 
本機能を「留守番電話」に設定した場合は 
留守番電話サービスは自動的に開始に設 
定され、動作します。 


お知らせ 
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通話中着信動作（→P 4 9 9 ）で設定した 
応答方法を開始／停止します。 
また、設定内容を確認します。 


● 
サービスエリア外や電波の届いていない場 
所では、通話中着信設定はできません。電 
波状態のよい場所で操作してください。 


通話中着信設定を開始します 
1 
待受画面で 


メニュー 


「9 ネット 
ワークサービスを使う」 
「6 通話中着信設定を使う」 
「1 通話中着信設定を開始する」 
を押す 


通話中着信設定を開始するかどうかの 
確認画面が表示されます。 


2 「1 開始する」を押す 


ネットワークに接続され、通話中着信 
設定を開始した旨のメッセージが表示 
されます。 
● 「2 開始しない」： 
操作を中止します。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


通話中着信設定を停止します 
1 
待受画面で 


メニュー 


「9 ネット 
ワークサービスを使う」 
「6 通話中着信設定を使う」 
「2 通話中着信設定を停止する」 
を押す 


通話中着信設定を停止するかどうかの 
確認画面が表示されます。 


2 「1 停止する」を押す 


ネットワークに接続され、通話中着信 
設定を停止した旨のメッセージが表示 
されます。 
● 「2 停止しない」： 
操作を中止します。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


設定内容を確認します 
1 
待受画面で 


メニュー 


「9 ネット 
ワークサービスを使う」 
「6 通話中着信設定を使う」 
「3 通話中着信設定を確認する」 
を押す 


設定内容を確認するかどうかの確認画 
面が表示されます。 


2 「1 確認する」を押す 


ネットワークに接続され、設定内容が 
表示されます。 
● 「2 確認しない」： 
操作を中止します。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


留守番電話サービスや転送でんわサービ 
スなどを、プッシュ式の一般電話や公衆 
電話から操作できるようにします。 


● 
サービスエリア外や電波の届いていない場 
所では、遠隔操作の設定はできません。電 
波状態のよい場所で行ってください。 
● 
F OMA 端末から固定留守番電話機などを 
操作する場合、相手側の機器によっては受 
信できないことがあります。 


遠隔操作を利用し 
ます 


通話中着信設定を 
利用します 
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遠隔操作を開始します 
1 
待受画面で 


メニュー 


「9 ネット 
ワークサービスを使う」 
「8 その他のサービスを使う」 
「1 遠隔操作設定を使う」 
「1 遠隔操作を開始する」を 
押す 


遠隔操作を開始するかどうかの確認画 
面が表示されます。 


2 「1 開始する」を押す 


ネットワークに接続され、遠隔操作を開 
始した旨のメッセージが表示されます。 
● 「2 開始しない」： 
操作を中止します。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


遠隔操作を停止します 
1 
待受画面で 


メニュー 


「9 ネット 
ワークサービスを使う」 
「8 その他のサービスを使う」 
「1 遠隔操作設定を使う」 
「2 遠隔操作を停止する」を 
押す 


遠隔操作を停止するかどうかの確認画 
面が表示されます。 


2 「1 停止する」を押す 


ネットワークに接続され、遠隔操作を停 
止した旨のメッセージが表示されます。 
● 「2 停止しない」： 
操作を中止します。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


設定内容を確認します 
1 
待受画面で 


メニュー 


「9 ネット 
ワークサービスを使う」 
「8 その他のサービスを使う」 
「1 遠隔操作設定を使う」 
「3 遠隔操作の設定を確認する」 
を押す 


設定内容を確認するかどうかの確認画 
面が表示されます。 


2 「1 確認する」を押す 


ネットワークに接続され、設定内容が 
表示されます。 
● 「2 確認しない」： 
操作を中止します。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 
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データ通信をはじめる前に 


データ通信の準備の流れ 
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5 0 6 


パソコンと FOMA 端末を接続します ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
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通信設定ファイルについて 


通信設定ファイル（ドライバ）をインストールします 
・・・・・・・・・・・ 
5 0 8 


インストールした通信設定ファイル（ドライバ）を確認します 
・・・・・・・ 
5 0 9 


通信設定ファイル（ドライバ）をアンインストールします ・・・・・・・・・・・ 
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FOMA P C 設定ソフトを利用します 
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5 1 2 
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5 2 4 


W-T C P 設定でパケット通信の設定を最適化します ・・・・・・・・・・・・・ 
5 2 5 


接続先（A P N）を設定します ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
5 2 7 


FOMA P C 設定ソフトを利用しない設定方法について 


ダイヤルアップネットワークを設定します 
・・・・・・・・・・・・・・・・ 
5 2 9 


ダイヤルアップ接続します 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
5 4 1 


A T コマンドについて 


A T コマンドについて ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
5 4 3 


A T コマンド一覧 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
5 4 4 


データ通信 
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パケット通信 


パケット通信は送受信したデータ量に応じ 
て課金されるので、メールの送受信など、比 
較的少ないデータ量を高速でやりとりする 
のに適しています。ネットワークに接続し 
ていても、データの送受信を行っていない 
ときには通信料がかからないので、ネット 
ワークに接続したまま必要なときにデータ 
を送受信するという使いかたができます。 
ドコモのインターネット接続サービス 
「mopera」など、FOMA のパケット通信 
に対応したアクセスポイントを利用して、 
受信最大 3 8 4 kbps 、送信最大 6 4 kbps 
（一部機種を除く）の高速パケット通信が 
可能です。通信環境や混雑状況の影響によ 
り通信速度が変化するベストエフォートに 
よる提供です。 
本通信は、添付の C D-R OM より関連ソフ 
トをパソコンにインストールし、FOMA 端 
末とパソコンを接続して各種設定を行うと 
利用できます。データ量の大きいファイル 
の送受信を行った場合、通信料が高額にな 
る恐れがありますのでご注意ください。 


データ通信について 


F OMA 端末から利用できるデータ通 


信の形態や接続方法、および利用時の 


留意点について説明します。 


6 4 K データ通信 


6 4 K データ通信はネットワークに接続し 
ている時間の長さに応じて課金されるの 
で、マルチメディアコンテンツのダウン 
ロードなど、比較的データ量の多い送受信 
を行うのに適しています。 
ドコモのインターネット接続サービス 
「mopera」など、FOMA 6 4 K データ通信 
に対応したアクセスポイント、または 
IS D N の同期 6 4 K アクセスポイントを利 
用します。 
本通信は、添付の C D-R OM より関連ソフ 
トをパソコンにインストールし、FOMA 端 
末とパソコンを接続して各種設定を行うと 
利用できます。 


データ転送 


データ転送はFOMA US B接続ケーブルを 
使ってデータを転送・交換する、課金が発 
生しない通信形態です。電話帳や送受信 
メール、ブックマークなどの各種データを 
送受信します。 
F O M A 端末と他の F O M A 端末や携帯電 
話、パソコンなどを接続することによって 
利用できます。パソコンとデータを送受信 
する場合には、添付の C D-R OM より関連 
ソフトをパソコンにインストールしてから 
ご利用ください。 


F OMA 端末と他の機器との接続方法 


FOMA US B 接続ケーブル（別売）を使っ 
て、US B ポートを装備したパソコンと接 
続します。→ P 5 0 7 


● ご使用前に通信設定ファイルのインス 


トールが必要です。 


ご利用時の留意事項 


インターネットサービスプロバイダの利用料について 


インターネットを利用する場合は、ご利用に 
なるインターネットサービスプロバイダに対 
する利用料が必要になります。この利用料 
は、FOMA サービスの利用料とは別に直接 
インターネットサービスプロバイダにお支払 
いいただきます。利用料の詳しい内容につい 
ては、ご利用のインターネットサービスプロ 
バイダにお問い合わせください。 
ドコモのインターネット接続サービス 
「mopera」は、お申し込み手続き不要、月 
額使用料無料です。 


F OMA 端末から利用できるデータ 
通信形態 


FOMA 端末の通信形態は、パケット通信、 
6 4 K データ通信、データ転送の 3 つに分 
類されます。 
● FOMA 端末はFA X 通信をサポートして 
いません。 
● FOMA 端末をmus eaと接続してデータ 
通信を行う場合、mus ea をアップデー 
トしてご利用ください。アップデートの 
方法などの詳細については、ドコモの 
ホームページをご覧ください。 
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接続先（インターネットサービスプロバイダなど）の設定について 


パケット通信と 6 4 K データ通信では接続 
先が異なります。パケット通信を行うとき 
はパケット通信対応の接続先、6 4 K デー 
タ通信を行うときはFOMA 6 4 K データ通 
信、または IS DN 同期 6 4 K 対応の接続先 
をご利用ください。 
● D oP a のアクセスポイントには接続で 
きません。 
● P IA F S などの P HS 6 4 K /3 2 K データ 
通信のアクセスポイントには接続でき 
ません。 


ネットワークアクセス時のユーザ認証について 


接続先によっては、接続時にユーザ認証 
（ID とパスワード）が必要な場合がありま 
す。その場合は、通信ソフト（ダイヤルアッ 
プネットワーク）でID とパスワードを入力 
して接続してください。ID とパスワードは 
接続先のインターネットサービスプロバイ 
ダまたは接続先のネットワーク管理者から 
付与されます。詳しい内容については、イ 
ンターネットサービスプロバイダまたは接 
続先のネットワーク管理者にお問い合わせ 
ください。 


パソコンのブラウザを利用してのアクセス認証について 


パソコンのブラウザを利用してのアクセス 
認証でFirs tP as s（ユーザ証明書）が必要 
な場合があります。その場合は、添付の 
C D-R OM からFirs tP as s P C ソフトをイ 
ンストールし、設定を行ってください。詳 
しくはC D-R OM内のFirs tP as s Manual 
をご覧ください。「F irs tP as s Manual」 
（P D F 形式）をご覧になるには、A dobe 
R eader（バージョン 6 .0 以上を推奨）が 
必要です。お使いのパソコンにインストー 
ルされていない場合は、アドビシステムズ 
株式会社のホームページから最新版をダウ 
ンロードできます（別途通信料がかかりま 
す）。詳しくはアドビシステムズ株式会社 
のホームページを参照してください。 


項　目 


パソコン本体 


OS 


必要メモリ 


ハードディ 
スク容量 


ブラウザ 


必要環境 


P C -A T 互換機 


Windows 9 8 S E 、 
Windows Me、 
Windows 2 0 0 0 
P rofes s ional、 
Windows X P 
（各日本語版） 


Windows 9 8 S E 、 
Windows Me、 
Windows 2 0 0 0 
P rofes s ional： 
3 2 MB 以上 
Windows X P ： 
1 2 8 MB 以上 


1 0 MB 以上の空き容量 


Internet E xplorer 
5 .5 以上 
※ Windows X P の場 
合は Internet 
E xplorer 6 .0 以上 


※ 必要メモリ・ハードディスク容量は、パソ 
コンのシステム構成によって異なる場合が 
あります。 


パケット通信および 6 4 K データ通信の条件 


FOMA 端末で通信を行うには、次の条件が 
必要です。 
● FOMA US B 接続ケーブル（別売）に対 
応したパソコンであること 
● FOMA サービスエリア内であること 
● パケット通信の場合、アクセスポイン 
トがFOMA のパケット通信に対応して 
いること 
● 6 4 K データ通信の場合、接続先が 
FOMA 6 4 K データ通信、またはIS DN 
同期 6 4 K に対応していること 
ただし、上記の条件が整っていても、基地 
局が混雑していたり、電波状況が悪かった 
りする場合は通信できないことがあります。 
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パソコンと F OMA 端末を接続して、パ 
ケット通信および 6 4 K データ通信を利 
用する場合の準備について説明します。 
次のような流れになります。 


FOMA P C 設定ソフトを使わずに 
通信の設定をする→ P 5 2 9 


デ 
ー 
タ 
通 
信 
に 
つ 
い 
て 
／ 
デ 
ー 
タ 
通 
信 
の 
準 
備 
の 
流 
れ 


FOMA P C 設定ソフトをインストール 
する→ P 5 1 3 


かんたん設定で 
パケット通信の 
設定をする 


● mopera ※ 


→ P 5 1 6 
● その他のプロバ 
イダ→ P 5 1 7 


接続する→ P 5 2 2 
● 切断する→ P 5 2 3 


※ :「mopera」はお申し込み手続き不要のドコモのイン 
ターネット接続サービスです。簡単にインターネッ 
トに接続をしたいという方には、 
「mopera」での通 
信の設定をおすすめします。 


接続する→ P 5 4 1 
● 切断する→ P 5 4 2 


■ データ通信の用語集 


● A P N（A c c es s P oint Name） 


パケット通信で接続するインターネット 
サービスプロバイダや社内ＬＡＮを識別 
する文字列。モペラは、「mope ra .ne . 
jp」が A P N となります。 


● c id（C ontext Identifier） 


パケット通信の接続先（A P N）に対応し 
て、F OMA 端末に登録した A P N に割り 
当てられる登録番号。FOMA 端末では 1 
から 1 0 までの 1 0 件が使えます。 


● DNS （Domain Name S y s tem） 


ドメインネーム（例：mopera.ne.jp）を、 
コンピュータで使うIP アドレスに変換す 
るシステムのこと。 


● OBE X （Objec t E xc hang e） 


データ通信の国際規格の 1 つ。OBE X に 
対応している携帯電話、パソコン、デジタ 
ルカメラ、プリンタなどの間で、データの 
送受信ができます。 


● QoS （Quality of S erv ic e） 


サービスの品質。通信時にユーザの意図 
どおりに、回線を利用するための技術。 
FOMA 端末では、接続するときの通信速 
度などを設定できます。→P 5 5 3 、P 5 5 4 


● W-C DMA 


世界標準規格として認定された第三世代 
移動通信システム（IMT -2 0 0 0 ）の1 つ。 
FOMA 端末は、W-C DMA 規格に準拠し 
ています。 


● W-T C P 


FOMA ネットワークでパケット通信を行 
う際に、T C P /IP の伝送能力を最大限に生 
かすための T C P パラメータ。 
FOMA 端末の通信性能を最大限に活用す 
るには、この通信設定が必要です。 


● パソコンの管理者権限を持ったユーザ 


Windows X P 、2 0 0 0 P rofes s ionalを 
使用するときに、OS のシステムなどすべ 
てにアクセスできる権限のこと。1 台の 
パソコンに最低 1 人は、パソコンの管理 
者権限を持つユーザが設定されています。 
通常、パソコンの管理者権限がないユー 
ザは、ドライバのインストールができま 
せん。 


通信設定ファイルをインストールする 
→ P 5 0 8 


データ通信の準備 
の流れ 


パソコンと FOMA 端末を接続する 
→ P 5 0 7 


インストール後の確認をする→ P 5 0 9 


かんたん設定で 
6 4 K データ通信 
の設定をする 


● mopera ※ 


→ P 5 1 9 
● その他のプロバ 
イダ→ P 5 2 0 
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通信設定ファイルについて 


F OMA 端末をパソコンに接続してデータ 
通信を行うには、添付の C D-R OM から通 
信設定ファイルをインストールする必要が 
あります。→ P 5 0 8 


F OMA P C 設定ソフトについて 


添付のCD-ROMからFOMA P C 設定ソフト 
をパソコンにインストールして使うと、 
FOMA 端末とパソコンを接続して、データ 
通信を行うのに必要なさまざまな設定を、簡 
単な操作で行うことができます。→ P 5 1 2 


動作環境の確認 


通信設定ファイル・FOMA P C 設定ソフト 
は、次の動作環境でご利用ください。 


項　目 


パソコン本体※ 1 


OS 


必要メモリ※ 2 


ハードディスク 
容量※ 2 


必要環境 


P C -A T 互換機 


Windows 9 8 、 
Windows Me、 
Windows 2 0 0 0 
P rofes s ional、 
Windows X P 
（各日本語版） 


Windows 9 8 、 
Windows Me： 
3 2 MB 以上 
Windows 2 0 0 0 
P rofes s ional： 
6 4 MB 以上 
Windows X P ： 
1 2 8 MB 以上 


5 MB 以上の空き容量 


※ 1 ：US B 接続の場合は、US B ポート（US B 
仕様 1 .1 /2 .0 に準拠）が必要です。 
※ 2 ：必要メモリ･ハードディスク容量は、 
「F OMA P C 設定ソフト」に関する動作環 
境です。なお、パソコンのシステム構成 
によっては異なることがあります。 


● 動作環境によってはご使用になれない場 
合があります。また、上記の動作環境以 
外でのご使用による問い合わせおよび動 
作保証は、当社では責任を負いかねます 
のであらかじめご了承ください。 


パソコンとF OMA 
端末を接続します 


パソコンと FOMA 端末は、電源が入っ 
ている状態で接続してください。 


● 
初めてパソコンに接続する場合は、必ず通 
信設定ファイルをインストール後に接続し 
てください。→ P 5 0 8 


F OMA U S B 接続ケーブルで接続 
します 
1 
FOMA US B 接続ケーブルの 
FOMA 端末側を FOMA 端末の 
外部接続端子に差し込む 


US B コネクタ 


ラベル面を 
上にする 
端子キャップを 
開ける 


● 通信設定ファイルがインストールされ 
ている場合は、パソコンと FOMA 端 
末が接続されると、FOMA 端末の画 
面に 
が表示されます。 


次 
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2 
FOMA US B 接続ケーブルのパ 
ソコン側をパソコンの US B コ 
ネクタに差し込む 


● 通信設定ファイルのインストール前 
に パ ソ コ ン に 接 続 し た 場 合 は 、 
FOMA US B 接続ケーブルが、差し 
込まれたことを自動的に認識してド 
ライバが要求され、ウィザード画面 
が 表 示 さ れ ま す 。 そ の 場 合 は 、 
FOMA 端末を取り外し、ウィザード 
画面で［キャンセル］をクリックし 
て、終了してください。 


取り外しかた 
（1 ）F OMA US B 接続ケーブルのF OMA 端末側 
のリリースボタンを押して（①）、F OMA 端 
末から引き抜きます（②）。 


（2 ）パソコンから F OMA US B 接続ケーブルを 
引き抜きます。 


リリース 
ボタン 


リリース 
ボタン 


② 


① 


通信設定ファイルのインストールは、ご 
使用になるパソコンにFOMA 端末を初め 
て接続するときに必要です。2 回目以降 
の接続からは、インストールは不要です。 


● 
Windows X P 、2 0 0 0 P rofes s ional で 
「通信設定ファイル」のインストールを行 
う場合は、必ずパソコンの管理者権限を 
持ったユーザで行ってください。それ以外 
のユーザが行うとエラーになります。パソ 
コンの管理者権限の設定操作については各 
パソコンメーカーやマイクロソフト社にお 
問い合わせください。 
● 
インストールを始める前に、稼動中の他の 
プログラムがないことをご確認ください。 
稼動中のプログラムがあった場合は、プロ 
グラムを保存・終了させた後、インストー 
ルを行ってください。 
● 
インストール時には、あわせてパソコンの 
取扱説明書もご参照ください。 


〈例〉Window s X P にインストール 


するとき 


● 
Windows X P 以外のOS をご使用のと 
きは、画面の表示が異なります。 


1 
FOMA F8 8 0 iE S 用 C D-R OM 
をパソコンにセットする 


※ FOMA 端末は操作1 ～3 を行った後 
にパソコンに接続してください。 


2 ［スタート］メニュー→［ファイ 
ル名を指定して実行］の順にク 
リック 「名前」に「＜CD-ROM 
ドライブ名＞：¥ US BDR IV E 
¥ F8 8 0 iES i.exe」と入力 
［OK］をクリックする 


F OMA F 8 8 0 iE S ドライバをインス 
トールするかどうかの確認画面が表示 
されます。 


通信設定ファイル 
（ドライバ）をイン 
ストールします 
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3 ［はい］をクリックする 


FOMA F8 8 0 iE S をパソコンに接続す 
る旨の画面が表示されます。 


4 
FOMA 端末をパソコンに接続 
する 


インストール中の画面が表示され、イ 
ンストールが自動的に完了します。 
● F O M A 端末は電源の入った状態で 
接続してください。 
● 接続方法→ P 5 0 7 
● インストールされるデバイスの種類 
とデバイス名を確認してください。 
→ P 5 1 0 


● インストールには数分かかることがあり 
ます。 
● Windows を再起動する旨の画面が表示さ 
れたときは、画面の指示に従い、再起動し 
てください。 
● 通信設定ファイルのインストールを行う 
前にパソコンと F O M A 端末を接続する 
と、自動的に別のドライバがインストー 
ルされてしまう場合があります。その場 
合、P 5 0 8 の操作 2 でアンインストール 
する必要がある旨のメッセージが表示さ 
れます。このときは表示に従ってアンイ 
ンストールを行った後、もう一度操作1 ～ 
4 を行って通信設定ファイルをインス 
トールしてください。 
● インストールに失敗して P 5 1 1 の操作 1 
の画面で「F OMA F 8 8 0 iE S US B 」が表 
示されていないときは、［スタート］メ 
ニュー→「ファイル名を指定して実行」の 
順にクリックして「＜C D-R OM ドライブ 
名＞：￥US B D R IV E ￥F 8 8 0 iE S i.exe」 
を指定 ［OK ］をクリックして直接通信 
設定ファイルをアンインストールした後、 
再度インストールしてください。 
● 何らかの原因により、パソコンが F OMA 
端末を認識できなくなった場合は、通 
信設定ファイルをアンインストールし 
（→ P 5 1 1 ）、再度インストールしてくだ 
さい。 


お知らせ 


インストールした通 
信設定ファイル（ドラ 
イバ）を確認します 


インストールしたドライバをパソコンで確 
認する方法について説明します。 


● 
F OMA 端末がパソコンに正しく認識され 
ていない場合、設定および通信を行うこと 
はできません。 


〈例〉Windows X P で確認するとき 
1 ［スタート］メニュー→「コント 
ロールパネル」→［パフォーマ 
ンスとメンテナンス］アイコン 
→［システム］アイコンの順に 
クリックする 


「システムのプロパティ」画面が表示さ 
れます。 


■ W indow s 2 0 0 0 P rofes s ional、 
Me、9 8 のとき 


［スタート］メニューをクリックし、「設 
定」→「コントロールパネル」の順に選 
択 
［システム］アイコンをダブルク 
リックする 


2 ［ハードウェア］タブをクリック 


［デバイスマネージャ］をク 
リックする 


デバイスマネージャ画面が表示され 
ます。 


■ Windows Me、9 8 のとき 


［デバイスマネージャ］タブをクリック 
する 
「デバイスマネージャ」画面が表示され 
ます。 
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Windows X P の場合 


Windows 2 0 0 0 P rofes s ional の場合 


● 
通信設定ファイルをインストールすると、 
次のドライバがインストールされます。 


デバイスの 
種類 


ポート 
（C OM/ 
LP T ） 


モデム 


ユニバーサ 
ル シリアル 
バス 
（US B： 
Univ ers al 
S erial Bus ） 
コントローラ 


デバイス名 


● F OMA F 8 8 0 iE S 
C o m m a nd P o rt 
（C OMx） 
● FOMA F8 8 0 iE S 
OBE X P ort 
（C OMx） 
（C OMx はお使いの 
パソコンによって異 
なります） 


● FOMA F8 8 0 iE S 


● FOMA F8 8 0 iE S 
● F OMA F 8 8 0 iE S 
C ommand ※ 


● F OMA F 8 8 0 iE S 
Modem ※ 


● F OMA F 8 8 0 iE S 
OB E X ※ 


※ ：Windows Me、9 8 の場合のみ表示 
されます。 


3 
各デバイスをクリック 
インス 
トールされたデバイス名を確認 
する 


「ポート（COM とLP T）」または「ポー 
ト（COM ／LP T ）」、「US B（Univers al 
S erial Bus ）コントローラ」または「ユ 
ニバーサルシリアルバスコントローラ」、 
「モデム」の箇所に、インストールした 
デバイス名がすべて表示されていること 
を確認します。 


Windows Me、9 8 の場合 
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通信設定ファイルのアンインストール手 
順を説明します。 


● 
OS によって画面表示などが異なります。 
● 
Windows X P 、2 0 0 0 P rofes s ional で 
「通信設定ファイル」のアンインストール 
を行う場合は、必ずパソコンの管理者権限 
を持ったユーザで行ってください。それ以 
外のユーザが行うとエラーになります。パ 
ソコンの管理者権限の設定操作については 
各パソコンメーカーやマイクロソフト社に 
お問い合わせください。 
● 
F OMA 端末をパソコンから取り外す必要 
があります。 


〈例〉W ind o w s X P でアンインス 


トールするとき 


1 ［スタート］メニュー→「コント 
ロールパネル」→［プログラム 
の追加と削除］アイコンの順に 
クリックする 


「プログラムの追加と削除」画面が表示 
されます。 


■ W indow s 2 0 0 0 P rofes s ional、 
Me、9 8 のとき 
［スタート］メニューをクリックし、「設 
定」→「コントロールパネル」の順に選 
択 ［アプリケーションの追加と削除］ 
アイコンをダブルクリックする 
「アプリケーションの追加と削除」画面 
（Windows Me、9 8 の場合は、「アプ 
リケーションの追加と削除のプロパ 
ティ」画面）が表示されます。 


通信設定ファイル 
（ドライバ）をアンイ 
ンストールします 


2 「FOMA F8 8 0 iE S US B」を選 
択 ［変更と削除］をクリック 
する 


FOMA F8 8 0 iE S ドライバをアンイン 
ストールするかどうかの確認画面が表 
示されます。 


3 ［はい］をクリックする 


通信設定ファイルのアンインストール 
が開始されます。 


4 ［OK ］をクリックする 


通信設定ファイルのアンインストール 
が終了します。 


● インストールに失敗したとき、または操 
作 2 の画面に「F OMA F 8 8 0 iE S US B 」 
が表示されていないときは、［スタート］ 
メニュー→「ファイル名を指定して実行」 
の順にクリックして「＜C D-R OM ドライ 
ブ名＞：￥U S B D R IV E ￥F 8 8 0 iE S i. 
exe」を指定→［OK ］をクリックして直 
接通信設定ファイルをアンインストール 
してください。 
● Windows Me、9 8 では通信設定ファイル 
をアンインストール後、すぐにインストー 
ルし直してデータ通信を行うと、パソコン 
などの環境によっては正しく通信できない 
ことがあります。その場合は、F O M A 
US B 接続ケーブルを一度抜き差ししてか 
らデータ通信を行ってください。 
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F O M A 端末をパソコンに接続してパ 
ケット通信や6 4 K データ通信を行うに 
は、通信に関するさまざまな設定が必要 
です。 


F OMA P C 設定ソ 
フトによる通信の設 
定について 


F OMA P C 設定ソフトについて 


FOMA P C 設定ソフトを使うと、簡単な操 
作で次の設定ができます。 


● 
かんたん設定 


ガイドに従い操作することで、 
「FOMA 
データ通信用ダイヤルアップの作成」 
を行い、同時に「W-T C P の設定」など 
を自動で行います。 


● 
W-T C P の設定 


「F OMA パケット通信」を利用する前 
に、パソコン内の通信設定を最適化し 
ます。 
通信性能を最大限に活用するには、 
「W-T C P 設定」による通信設定の最適 
化が必要です。 


● 
接続先（A P N）の設定 


「パケット通信」を行う際に必要な「接 
続先（A P N）の設定」を行います。 
F O M A パケット通信の接続先には、 
6 4 K データ通信と異なり、通常の電話 
番号は使用しません。あらかじめ接続先 
ごとに、FOMA 端末に AP N（Ac c es s 
P oint Name）と呼ばれる接続先名を設 
定し、その登録番号（c id）を接続先電 
話番号欄に指定して接続します。c id の 
1 番には標準で、mopera に接続するた 
めのAP N「mopera.ne.jp」が登録され 
ていますが、その他のプロバイダや社内 
LANに接続する場合はAP N設定が必要 
になります。 


FOMA P C 設定ソフトのインストールからインターネット接続までの流れ 


FOMA P C 設定ソフトの動作環境をご確認 
ください。→ P 5 0 7 


ステップ 1 
FOMA P C 設定ソフトをインス 
トールする→ P 5 1 3 


「FOMA P C 設定ソフト」は、データ 
通信対応のすべての FOMA 端末で利 
用できます。 


ステップ 2 
設定前の準備 


設定を行う前に次のことを確認して 
ください。 
● FOMA 端末とパソコンの接続 
→ P 5 0 7 
● FOMA 端末がパソコンに認識され 
ているか→ P 5 0 9 


ステップ 3 
かんたん設定で通信の設定を行う 


● mopera を利用したパケット通信 
→ P 5 1 6 
● その他のプロバイダを利用したパ 
ケット通信→ P 5 1 7 
● moperaを利用した6 4 K データ通 
信→ P 5 1 9 
● その他のプロバイダを利用した 
6 4 K データ通信→ P 5 2 0 
その他の設定は、P 5 2 9 以降を参照 
してください。 


ステップ 4 
接続する→ P 5 2 2 


インターネットに接続します。 


● F OMA 端末がC OM2 0 より大きい番号と 
して認識されている場合は、A P N 設定の 
際、A P N の情報の取得・書き込みができ 
ません。その場合はWindows 標準添付の 


「ハイパーターミナル」を使って設定しま 
す。→ P 5 3 0 


お知らせ 


● F OMA P C 設定ソフトを使わずにパケッ 
ト通信や6 4 K データ通信を設定すること 
もできます。 


• パケット通信、6 4 K データ通信→ P 5 2 9 


お知らせ 
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● 
次の F O M A 端末に同梱されている「W - 
T C P 環境設定ソフト（以後、旧「W-T C P 
設 定 ソ フ ト 」 と 呼 び ま す ）」、 お よ び 
「F OMA データ通信設定ソフト（以後、旧 
「F OMA データ通信設定ソフト」と呼びま 
す）」がインストールされている場合は、あ 
らかじめそれらのソフトをアンインストー 
ルしてください。 
（F O M A N 2 0 0 1 、F O M A N 2 0 0 2 、 
F O M A P 2 4 0 1 、F O M A P 2 0 0 2 、 
F OMA F 2 6 1 1 、F OMA T 2 1 0 1 V ） 
● 
Windows X P 、2 0 0 0 P rofes s ional で 
「F OMA P C 設定ソフト」のインストール 
を行う場合は、必ずパソコンの管理者権限 
を持ったユーザで行ってください。それ以 
外のユーザが行うとエラーになります。 
パソコンの管理者権限の設定操作について 
は、各パソコンメーカーやマイクロソフト 
社にお問い合わせください。 
● 
インストールを始める前に、稼動中の他の 
プログラムがないことをご確認ください。 
稼動中のプログラムがあった場合は、使用 
中のプログラムを保存・終了させた後、イ 
ンストールを行ってください。 


〈例〉Window s X P にインストール 


するとき 


● 
Windows X P 以外のOS をご使用のと 
きは、画面の表示が異なります。 


F OMA P C 設定ソ 
フトをインストール 
します 


1 
FOMA F8 8 0 iE S 用 C D-R OM 
をパソコンにセットする 


2 ［スタート］メニュー→［ファイ 
ル名を指定して実行］の順にク 
リック 「名前」に「＜ C D- 
ROM ドライブ名＞:¥ FOMA _ 
P C S ET¥ S ETUP .EX E」を指定 


［OK ］をクリックする 


3 ［次へ］をクリックする 


製品ライセンス契約の確認画面が表示 
されます。 
● 旧「W-T C P 設定ソフト」および旧 
「F OMA データ通信設定ソフト」が 
インストールされているという画面 
が表示された場合は、P 5 1 4 を参照 
してください。 


4 
内容を確認の上、契約内容に同 
意する場合は［はい］をクリッ 
クする 


● 「FOMA P C 設定ソフト」の使用許諾 
契約書です。［いいえ］をクリックす 
ると、インストールは中止されます。 
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5 「タスクトレイに常駐する」が選 
択されていることを確認 ［次 
へ］をクリックする 


● セットアップ後、タスクトレイに 
「W-T C P 設定」が常駐します。 
→ P 5 2 5 
これは、「W-T C P 通信」の最適化の 
設定･解除を操作する機能で、常駐 
をおすすめします。 
インストール後に常駐の設定は変更 
できます。 


6 
インストール先を確認 ［次へ］ 
をクリックする 


● 変更する場合は［参照］をクリック 
し、任意のインストール先を指定し 
て［次へ］をクリックします。 


7 
プログラムフォルダのフォルダ名 
を確認 ［次へ］をクリックする 


● 変更する場合はフォルダ名を入力し 
て［次へ］をクリックします。 


8 ［完了］をクリックする 


「F O M A P C 設定ソフト」が起動し 
ます。 
● このまま各種設定を行えます。 
→ P 5 1 5 


F O M A P C 設定ソフト インス 
トール時の留意事項 


旧「W-T C P 設定ソフト」がインストールされている場合 


旧「W-T C P 設定ソフト」がインストール 
されている場合に表示されます。「アプリ 
ケーション（プログラム）の追加と削除」か 
ら旧「W-T C P 設定ソフト」を削除してく 
ださい。→ P 5 2 4 


旧「FOMA データ通信設定ソフト」がインストールされている場合 


旧「FOMA データ通信設定ソフト」がイン 
ストールされている場合に表示されます。 
［はい］をクリックすると、旧「FOMA デー 
タ通信設定ソフト」のアンインストールが 
自動的に行われた後、「FOMA P C 設定ソ 
フト」がインストールされます。 


既に「FOMA P C 設定ソフト」がインストールされている場合 


既に「F OMA P C 設定ソフト」がインス 
トールされている場合に表示されます。 
「はい」をクリックすると、「FOMA P C 設 
定ソフト」のアンインストールが自動的に 
行われた後、「FOMA P C 設定ソフト」が 
インストールし直されます。 
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インストール途中で［キャンセル］をクリックした場合 


セットアップ途中で［キャンセル］や［い 
いえ］をクリックし、インストールを中 
断した場合に表示されます。インストー 
ルを継続する場合は［継続］を、意図的 
に中止する場合は［中止］をクリックし 
てください。 


F OMA P C 設定ソフトのかんたん設定 
では、表示される内容に従って選択・入 
力を進めていくと、簡単に FOMA 用ダ 
イヤルアップを作成できます。 


● 
設定を行う前に F OMA 端末とパソコンが 
正しく接続されていることを確認してくだ 
さい。→ P 5 0 7 


通信の設定を行いま 
す（かんたん設定） 


F OMA P C 設定ソフトを起動します 


1 ［スタート］メニューをクリック 


「プログラム」（Windows X P 
の場合は、「すべてのプログラ 
ム」）→「FOMA PC 設定ソフト」 
を順に選択 「FOMA PC 設定ソ 
フト」をクリックする 


「FOMA P C 設定ソフト」が起動し、下 
の画面が表示されます。 
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3 「mopera 接続」を選択 ［次へ］ 
をクリックする 


FOMA 端末設定取得の確認画面が表示 
されます。 
● mopera 以外のプロバイダをご利用 
の場合→ P 5 1 7 


4 ［OK ］をクリックする 


パソコンに接続された FOMA 端末から 
「接続先（AP N）情報」を取得します。し 
ばらくお待ちください。 


5 
接続名を入力 ［次へ］をクリッ 
クする 


「接続名」に任意の接続名を入力します。 
● 次の記号（半角文字）は入力できま 
せん。 
¥ /:＊? !<>|” 


かんたん設定からパケット通信を 
選択します 


mopera を利用したパケット通信設定方法 


最大3 8 4 kbpsの高速パケット通信※ の設定 
を行います。利用するプロバイダはドコモ 
のインターネット接続サービス「mopera」 
です。 
※ ：【高速パケット通信】送受信したデータ 
量に応じて課金されます。接続時間を 
気にせずデータ通信ができます。受信 
最大3 8 4 kbps 、送信最大6 4 kbps（一 
部機種を除く）の高速パケット通信が 
可能です。通信環境や混雑状況の影響 
により通信速度が変化するベストエ 
フォートによる提供です。パケット通 
信を利用して画像を含むホームページ 
の閲覧、データのダウンロードなどの 
データの多い通信を行うと、通信料が 
高額となりますのでご注意ください。 


1 
FOMA P C 設定ソフトを起動 
［かんたん設定］をクリックする 


2 「パケット通信」を選択 ［次 
へ］をクリックする 


Windows Me、9 8 の場合 


Windows X P、2 0 0 0 Professional の場合 
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6 ［次へ］をクリックする 


● 接続先が mopera の場合は、「ユー 
ザー名」・「パスワード」の入力は不 
要です。 
● ご使用の O S が W in d o w s X P 、 
2 0 0 0 P rofes s ionalの場合は、使用 
可能なユーザーを選択してください。 


7 「最適化を行う」が選択されてい 
ることを確認 ［次へ］をク 
リックする 


パケット通信に必要な W -T C P 設定を 
最適化します。既に最適化されている 
場合には、この画面は表示されません。 


8 
設定情報を確認 ［完了］をク 
リックする 


設定された内容が一覧で表示されます。 
設定内容に誤りがないことを確認して 
ください。 
「デスクトップにダイヤルアップの 
ショートカットを作成する」が選択され 
ていれば自動的にショートカットが作成 
されます。 
設定内容を変更する場合は［戻る］をク 
リックします。 


9 ［OK ］をクリックする 


設定変更を有効にするためには、パソ 
コンを再起動する必要があります。再 
起動をする旨の画面が表示された場合 
は［はい］をクリックしてください。 
● 既に W-T C P 設定が最適化されてい 
る場合は、再起動する必要はありま 
せん。 
● 通信を行う→ P 5 2 2 


その他のプロバイダを利用したパケット通信設定方法 


最大 3 8 4 kbps の高速パケット通信※ の設 
定を行います。 
※ ：高速パケット通信→ P 5 1 6 


1 
P 5 1 6 の操作 1 ～ 4 を行う 


操作 3 の接続先は「その他」を選択し 
ます。 
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2 
接続名を入力 ［接続先（A PN） 
設定］をクリックする 


「接続名」に任意の接続名を入力します。 
● 次の記号（半角文字）は入力できま 
せん。 
¥ /:＊? !<>|” 
「接続先（A P N）の選択」にはあら 
かじめ、mopera に接続するための 
A P N「mopera.ne.jp」が設定され 
ています。 
● 「発信者番号通知を行う」を選択す 
ると、通信実行時に発信者番号を通 
知します。 


■ 高度な設定（T C P /IP の設定） 


［詳細情報の設定］をクリックすると 
「IP アドレス」・「ネームサーバー」の設 
定画面が表示されます。ご加入のプロ 
バイダや、社内 L A N などのダイヤル 
アップ情報として入力が必要な場合は、 
入力指示情報を基に、各種アドレスを 
登録してください。 


3 
接続先（A P N）を設定する 


番号（cid※ 1 ）にはあらかじめ、mopera 
に接続するためのAP N「mopera.ne.jp」 
が設定されています。 


①［追加］をクリックする 
「接続先（A P N）の追加」画面が表示 
されます。 


②「接続先（A P N）」にご利用のプロバ 
イダのFOMA パケット網に対応した 
接続先名（A P N）を正しく入力し、 
［OK ］をクリックする 
「接続先（AP N）設定」画面に戻ります。 
● 「接続先（APN）」には半角文字で、英 
数字、ハイフン（-）、ピリオド（.）の 
み入力できます。 
※ c id は 1 ～ 1 0 まで登録可能です。 


4 ［OK ］をクリックする 


操作 1 の画面に戻ります。「接続先 
（AP N）の選択」には、操作 3 で設定し 
た「接続先（AP N）」が表示されています。 


5 「接続先（A P N）の選択」で接 
続先名（A P N）を確認 ［次へ］ 
をクリックする 


6 
ユーザー名・パスワードを入力 


［次へ］をクリックする 


「ユーザー名」・「パスワード」には、プ 
ロバイダから提供された各種情報を、 
大文字・小文字などに注意し、正確に入 
力してください。 
● ご使用の O S が W in d o w s X P 、 
2 0 0 0 P rofes s ionalの場合は、使用 
可能なユーザーを選択してください。 


Windows X P、2 0 0 0 Professional の場合 


Windows Me、9 8 の場合 
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7 「最適化を行う」が選択されてい 
ることを確認 ［次へ］をクリッ 
クする 


パケット通信に必要な W -T C P 設定を 
最適化します。 
● 既に最適化されている場合には、操 
作 6 の画面は表示されません。 


8 
設定情報を確認 ［完了］をク 
リックする 


設定された内容が一覧で表示されます。 
設定内容に誤りがないことを確認して 
ください。 
● 「デスクトップにダイヤルアップの 
ショートカットを作成する」が選択 
されていれば自動的にショートカッ 
トが作成されます。 
● 設定内容を変更する場合は［戻る］ 
をクリックします。 


9 ［OK ］をクリックする 


設定変更を有効にするためには、パソ 
コンを再起動する必要があります。再 
起動をする旨の画面が表示された場合 
は［はい］をクリックしてください。 
● 既に W-T C P 設定が最適化されてい 
る場合は、再起動する必要はありま 
せん。 
● 通信を行う→ P 5 2 2 


かんたん設定から 6 4 K データ通 
信を選択する場合 


mopera を利用した 6 4 K データ通信設定方法 


通信速度6 4 kbps の6 4 K データ通信※の設 
定を行います。利用するプロバイダはドコモ 
のインターネット接続サービス「mopera」 
です。 
※ ：【6 4 K データ通信】6 4 kbps の安定し 
た通信速度でデータを送受信するこ 
とができます。データ量に関係なく、 
接続された時間に応じて課金されま 
すので、マルチメディアコンテンツ 
のダウンロードなど、比較的データ 
量の多い送受信をする場合に適して 
います。 


1 
P 5 1 6 の操作 1 ～ 3 を行う 


操作2 の接続方法は「6 4 K データ通信」 
を選択します。 


2 
接続名の入力とモデムを入力 
［次へ］をクリックする 


「接続名」に任意の接続名を入力します。 
● 次の記号（半角文字）は入力できま 
せん。 
　 ¥ /:＊? !<>|” 
「モデムの選択」が「FOMA F880iES 」 
に設定されていることを確認してく 
ださい。 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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5 ［OK ］をクリックする 


● 通信を行う→ P 5 2 2 


その他のプロバイダを利用した 6 4 K データ通信設定方法 


通信速度 6 4 kbps の 6 4 K データ通信※ の 
設定を行います。 
※ ：6 4 K データ通信→ P 5 1 9 


1 
P 5 1 6 の操作 1 ～ 3 を行う 


操作2 の接続方法は「6 4 K データ通信」、 
操作 3 の接続先は「その他」を選択し 
ます。 


2 
各項目を設定 ［次へ］をク 
リックする 


IS DN 同期6 4 K アクセスポイントを持 
つプロバイダに接続する場合は、ダイ 
ヤルアップ作成時に次の項目をそれぞ 
れ登録します。 
● 接続名：任意 
● モデムの選択：FOMA F8 8 0 iE S 
● 電話番号： 
プロバイダ情報を基に正しく入力し 
てください。入力できる文字は次の 
とおりです。 
0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D P T W a bc 
dptw!@＄-.( )+ 
#,& および半角ス 
ペース 
● 「発信者番号通知を行う」を選択す 
ると、通信実行時に発信者番号を通 
知します。 


3 ［次へ］をクリックする 


● 接続先が mopera の場合は、「ユー 
ザー名」・「パスワード」の入力は不 
要です。 
● ご使用の O S が W in d o w s X P 、 
2 0 0 0 P rofes s ionalの場合は、使用 
可能なユーザーを選択してください。 


4 
設定情報を確認 ［完了］をク 
リックする 


設定された内容が一覧で表示されます。 
設定内容に誤りがないことを確認して 
ください。 
● 「デスクトップにダイヤルアップの 
ショートカットを作成する」が選択 
されていれば自動的にショートカッ 
トが作成されます。 
● 設定内容を変更する場合は［戻る］ 
をクリックします。 


Windows Me、9 8 の場合 


Windows X P 、2 0 0 0 P rofessional の場合 


通 
信 
の 
設 
定 
を 
行 
い 
ま 
す 
（ 
か 
ん 
た 
ん 
設 
定 
） 


デ 
ー 
タ 
通 
信 


521 


Windows X P、2 0 0 0 Professional の場合 


Windows Me、9 8 の場合 


■ 高度な設定（T C P /IP の設定） 


［詳細情報の設定］をクリックすると 
「IP アドレス」・「ネームサーバー」の設 
定画面が表示されます。ご加入のプロ 
バイダや、社内 L A N などのダイヤル 
アップ情報として入力が必要な場合は、 
入力指示情報を基に各種アドレスを登 
録してください。 


3 
ユーザー名・パスワードを入力 


［次へ］をクリックする 


「ユーザー名」・「パスワード」には、プ 
ロバイダから提供された各種情報を、 
大文字・小文字などに注意し、正確に入 
力してください。 
● ご使用の O S が W in d o w s X P 、 
2 0 0 0 P rofes s ionalの場合は、使用 
可能なユーザーを選択してください。 


4 
設定情報を確認 ［完了］をク 
リックする 


設定された内容が一覧で表示されます。 
設定内容に誤りがないことを確認して 
ください。 
「デスクトップにダイヤルアップの 
ショートカットを作成する」が選択され 
ていれば自動的にショートカットが作成 
されます。 
設定内容を変更する場合は［戻る］をク 
リックします。 


5 ［OK ］をクリックする 


● 通信を行う→ P 5 2 2 
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アイコンは O S 
によって異なり 
ます。 


● F OMA 端末には、パケット通信を実行す 
ると発信中の画面、6 4 K データ通信を実 
行すると呼出中の画面がそれぞれ表示さ 
れ、接続すると次の画面が表示されます。 


● FOMA 端末を折り畳んでいるときは、背面 
ディスプレイに通信状態が表示されます。 
● パソコンに表示される通信速度は、実際 
の通信速度とは異なる場合があります。 
● データ通信を実行する場合、アイコン作 
成時のF OMA 端末を接続した場合のみ有 
効です。 
● F 8 8 0 iE S 以外の F OMA 端末を接続する 
場合は、ご利用になる F OMA 端末の通信 
設定ファイルをインストールする必要が 
あります。→ P 5 0 8 


お知らせ 


＜パケット通信 
のとき＞ 
＜ 6 4 K データ 
通信のとき＞ 


3 
接続を実行する 


● mope ra を選択した場合は「ユー 
ザー名」・「パスワード」とも空欄の 
まま、［ダイヤル］をクリックし 
ます。 
● その他のプロバイダやダイヤルアッ 
プ接続の場合は、 
「ユーザー名」・「パ 
スワード」を入力して［ダイヤル］を 
クリックします。 
「パスワードを保存する」を選択す 
ると、次回からは入力の必要がなく 
なります。 
● OS によっては、接続完了画面が表 
示されることがあります。「OK 」を 
クリックしてください。 


F OMA P C 設定ソフトで設定した通信 
の実行や切断について説明します。ま 
た、6 4 K データ通信中や音声電話通話 
中に着信したときなどの対応についても 
説明します。 


1 
FOMA 端末とパソコンを接続 
する 


● 接続方法→ P 5 0 7 


2 
デスクトップの接続 
アイコンをダブルク 
リックする 


通信が開始されます。 
● 次の方法でも接続す 
ることができます。 


■ Windows X P のとき 


［スタート］メニューをクリックし、「す 
べてのプログラム」→「アクセサリ」→ 
「通信」を順に選択 「ネットワーク接 
続」をクリック 
接続アイコンをダブ 
ルクリックする 


■ W indow s 2 0 0 0 P rofe s s iona l、 
Me、9 8 のとき 


［スタート］メニューをクリック 「プロ 
グラム」→「アクセサリ」→「通信」を 
順に選択 「ネットワークとダイヤル 
アップ接続」（Me、9 8 の場合は「ダイ 
ヤルアップネットワーク」）をクリック 
し、接続アイコンをダブルクリックする 


F OMA P C 設定ソ 
フトで設定した通信 
を実行します 


Ｆ 
Ｏ 
Ｍ 
Ａ 
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2 ［切断］をクリックする 


接続が切断されます。 


画面は OS により異なります。 


6 4 K データ通信の着信があったときは 


6 4 K データ通信の着信があると表示され 
ます。パソコンで対応する操作をしてくだ 
さい。 
● 6 4 K データ通信中にさらに別の 6 4 K 
データ通信の着信があったときは、着 
信を拒否し、履歴に不在着信として残 
ります。 


切断するには 


インターネットブラウザを終了しただけで 
は切断されない場合があります。確実に切 
断するには、次の操作を行ってください。 


1 
タスクトレイの 
をダブルク 
リックする 


接続の画面が表示されます。 


サブメニュー 


留守番電話 


転送でんわ 


電話を拒否 


データ通信 
終了 


説　明 


留守番電話の設定に従っ 
て、かかってきた音声電 
話に対応します。 


転送でんわの設定に従っ 
て、かかってきた音声電 
話を転送します。 


かかってきた音声電話を 
切断します。 


現在通信中の 6 4 K デー 
タ通信を切断します。 


6 4 K データ通信中に音声電話がか 
かってきたときは 


6 4 K データ通信中に音声電話がかかって 
くると表示されます。 


メニュー 


を押して次の項目から選択できます。 


音声電話通話中に 6 4 K データ通 
信の着信があったときは 


音声電話通話中に 6 4 K データ通信の着信 
があったときは、着信を拒否し、履歴に不 
在着信として残ります。 


● 全ての操作を制限中（→ P 1 8 2 ）に 6 4 K 
データ通信の着信があったときや、音声 
電話がかかってきたときは、着信を拒否 
し、履歴に不在着信として残ります。 
● 外部機器が未接続の状態で着信があった 
場合は、着信を拒否し、履歴に不在着信と 
して残ります。 


お知らせ 


Ｆ 
Ｏ 
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Ａ 



Ｐ 
Ｃ 
設 
定 
ソ 
フ 
ト 
で 
設 
定 
し 
た 
通 
信 
を 
実 
行 
し 
ま 
す 


デ 
ー 
タ 
通 
信 


524 


アンインストールします 


〈例〉 Windows X P でアンインストール 
するとき 


1 ［スタート］メニュー→「コント 
ロールパネル」の順にクリック 


［プログラムの追加と削除］ 
アイコンをクリックする 


「プログラムの追加と削除」画面が表示 
されます。 


■ W indow s 2 0 0 0 P rofes s ional、 
Me、9 8 のとき 


［スタート］メニューをクリック 「設定」 
→「コントロールパネル」の順に選択 


［アプリケーションの追加と削除］アイ 
コンをダブルクリックする 
「アプリケーションの追加と削除」画面 
（Windows Me、9 8 の場合は、「アプ 
リケーションの追加と削除のプロパ 
ティ」画面）が表示されます。 


2 「NT T DoC oMo FOMA P C 設 
定ソフト」を選択 ［変更と削 
除］をクリックする 


ファイル削除の確認画面が表示され 
ます。 


「NT T DoC oMo 
F OMA P C 設定 
ソフト」を選択して 


ここを 
クリック 


F O M A P C 設定ソフトのアンインス 
トール手順を説明します。 


● 
OS によって画面表示などが異なります。 
● 
Windows X P 、2 0 0 0 P rofes s ional で 
「FOMA P C 設定ソフト」のアンインストー 
ルを行う場合は、必ずパソコンの管理者権 
限を持ったユーザで行ってください。それ 
以外のユーザが行うとエラーになります。 
パソコンの管理者権限の設定操作について 
は、各パソコンメーカーやマイクロソフト 
社にお問い合わせください。 


F OMA P C 設定ソ 
フトをアンインス 
トールします 


●「FOMA P C 設定ソフト」を終了さ 
せる 
「終了」をクリックします。 
常駐設定を解除せずにアンインストー 
ルを実行しようとすると、下のような 
画面が表示されます。アンインストー 
ルプログラムを中断し、それぞれのプ 
ログラムを終了させてください。 


アンインストールを実行する前に 


FOMA P C 設定ソフトをアンインストール 
する前に、FOMA 用に変更された通信設定 
を元に戻す必要があります。 
●「W-T C P 設定ソフト」の常駐設定 
を解除する 
画面右下のタスクトレイの 
を右ク 
リックして、「常駐させない」をクリッ 
クします。 


右クリック 
右クリック 


クリック 


Ｆ 
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3 
削除するプログラム名を確認 
［はい］をクリックする 


F O M A P C 設定ソフトのアンインス 
トールが開始されます。 


4 ［OK ］をクリックする 


F O M A P C 設定ソフトのアンインス 
トールが終了します。 


■「W-T C P 最適化」の解除 


W -T C P が最適化されている場合は下 
の画面が表示されます。 
アンインストールする場合は［はい］を 
クリックしてください。 
「W-T C P 最適化」の解除は、再起動後 
に行われます。 


W-T C P の役割 


「W-T CP 設定ソフト」はFOMA ネットワー 
クでパケット通信を行う際に、T C P /IP の 
伝送能力を最適化するための「T C P パラ 
メータ設定ツール」です。FOMA 端末の通 
信性能を最大限に活用するには、このソフ 
トウェアによる通信設定が必要です。 


「W-TC P 設定ソフト」を利用してパソコ 
ンのパケット通信の設定をFOMA ネット 
ワーク用に最適化する方法と最適化を解 
除する方法について説明します。 


W - T C P 設定でパ 
ケット通信の設定を 
最適化します 


最適化の設定と解除 


Windows X P の場合 


Windows X P の場合は、ダイヤルアップ 
ごとの最適化設定が可能です。 


1 「FOMA P C 設定ソフト」を起 
動する 


● 起動方法→ P 5 1 5 


■ タスクトレイから W -T C P 設定を起 
動する場合 


タスクトレイの 
を左クリックすると、 
W-T C P 設定を直接起動できます。その 
場合は、操作 3 に進みます。 


左クリック 
次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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■ 最適化を解除するとき 


「W-T CP 設定（ダイヤルアップ）」画面 
で［システム設定］をクリックします。 


［最適化を解除する］をクリックし、画 
面表示に従ってパソコンを再起動する 
と、最適化が解除されます。 


Windows 2 0 0 0 P rofes s ional、Me、9 8 の場合 
1 
P 5 2 5 の操作 1 ～ 2 を行う 


2 
次の操作を行う 


■ システム設定が最適化されていない 
とき 


［最適化を行う］をクリックすると、再起 
動を確認する画面が表示されます。現在 
開いているすべてのプログラムを終了さ 
せ、最適化設定を有効にするために、パ 
ソコンを再起動してください。 


2 ［W-T C P 設定］をクリックする 
3 
次の操作を行う 


■ システム設定が最適化されていない 
とき 


［最適化を行う］をクリックすると、 
「W- 
T C P 設定（ダイヤルアップ）」画面が表 
示されます。 
最適化するダイヤルアップを選択して 
［実行］をクリックすると、システム設 
定、ダイヤルアップ設定それぞれの最 
適化が実行されます。 
システム設定の最適化は、画面表示に 
従ってパソコンを再起動後に有効にな 
ります。 


■ システム設定が最適化されている 
とき 


内容を変更する場合は設定を行ってく 
ださい。 
変更した内容はパソコンを再起動後に 
有効になります。 


Ｗ 



― 



Ｔ 
Ｃ 
Ｐ 
設 
定 
で 
パ 
ケ 
ッ 
ト 
通 
信 
の 
設 
定 
を 
最 
適 
化 
し 
ま 
す 


デ 
ー 
タ 
通 
信 


527 


■ システム設定が最適化されている 
とき 


F OMA 端末以外での通信などの理由 
から設定を解除する場合は、［最適化 
を解除する］をクリックしてくださ 
い。再起動を確認する画面が表示され 
ます。現在開いているすべてのプログ 
ラムを終了し、最適化解除を有効にす 
るために、パソコンを再起動してくだ 
さい。 


パ ケ ッ ト 通 信 を 行 う 場 合 の 接 続 先 
（A P N）を設定します。接続先（A P N）は 
最大 1 0 件設定でき、登録番号（cid）の 
1 ～ 1 0 に登録して管理します。 


● 
設定を行う前に F OMA 端末とパソコンが 
正しく接続されていることを確認してくだ 
さい。→ P 5 0 7 
● 
ドコモのインターネット接続サービス 
「mopera」以外の接続先（A P N）につい 
ては、インターネットサービスプロバイダ 
またはネットワーク管理者にお問い合せく 
ださい。 


1 「FOMA P C 設定ソフト」を起動 
する 


● 起動方法→ P 5 1 5 


2 ［接続先（A P N）設定］をク 
リック 
FOMA 端末設定取得画 
面で［OK ］をクリックする 


接続されたFOMA 端末に自動的にアク 
セ ス し 、 登 録 さ れ て い る 「 接 続 先 
（A P N）情報」を読み込みます。 


3 
接続先（A P N）の設定を行う 


次の操作ができます。 


接続先（A P N）を設 
定します 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 



Ｗ 



― 



Ｔ 
Ｃ 
Ｐ 
設 
定 
で 
パ 
ケ 
ッ 
ト 
通 
信 
の 
設 
定 
を 
最 
適 
化 
し 
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す 
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ダイヤルアップ作成機能 


「接続先（A P N）設定」画面で追加・編集 
された接続先（A P N）を選択して［ダイヤ 
ルアップ作成］をクリックします。 
「FOMA 
端末設定書き込み」画面が表示されますの 
で、［はい］をクリックしてください。 
FOMA 端末へ接続（A P N）情報の書き込 
み終了後、「パケット通信用ダイヤルアッ 
プの作成」画面が表示されます。 
任意の接続名を入力し、「アカウント・パス 
ワードの設定」をクリックしてください 
（mopera の場合は不要）。ユーザー名とパ 
スワードを入力して（W in d o w s X P 、 
2 0 0 0 P rofessionalの場合は使用可能ユー 
ザーの選択をして） 
［OK ］をクリックしてく 
ださい。 
ご利用のプロバイダより、IP および DNS 
情報の設定が指示されている場合、「パ 
ケット通信用ダイヤルアップの作成」画面 
で［詳細情報の設定］をクリックし、必要 
な情報を登録後、［OK ］をクリックしてく 
ださい。 
設定を入力後、［FOMA 端末へ設定を書き 
込む］をクリックして、上書きを確認して 
から、書き込みを実行してください。 


● 接続先（A P N）設定はF OMA 端末に登録 
される情報のため、異なるF OMA 端末（故 
障修理により交換された端末など）を接 
続する場合は、A P N を登録し直してくだ 
さい。 
● パソコンに登録されている接続先（A P N） 
を継続利用する場合は、同じA P N の登録 
番号（c id）をF OMA 端末に登録してくだ 
さい。 
● お買い上げ時、c id 1 にはドコモのイン 
ターネット接続サービス「mopera」に接 
続するための A P N、「mopera.ne.jp」が 
あらかじめ登録されています。 
● FOMA 端末が C OM2 0 より大きい番号と 
して認識されている場合は、A P N 設定の 
際、AP Nの情報の取得・書き込みができま 
せん。その場合はWindows 標準添付の「ハ 
イパーターミナル」を使って設定します。 


→ P 5 3 0 


お知らせ 


接続先（A P N）の追加・編集・削除 


■ 接続先（A P N）を追加するとき 


「接続先（A P N）設定」画面で、［追加］ 
をクリックする 


■ 登録済みの接続先（A P N）を編集ま 
たは修正するとき 


「接続先（A P N）設定」画面で、対象の 
接続先（A P N）を一覧から選択 ［編 
集］をクリックする 


■ 登録済みの接続先（A P N）を削除する 
とき 


「接続先（A P N）設定」画面で、対象の 
接続先（A P N）を一覧から選択 ［削 
除］をクリックする 
• 番号（c id）の 1 に登録されている接 
続先（A P N）は削除できません。 


ファイルへの保存 


FOMA 端末に登録された接続先（A P N）設 
定のバックアップを取ったり、編集中の接 
続先（A P N）設定を保存する場合は、ツー 
ルバーの「ファイル」メニュー→「名前を 
付けて保存」または「上書き保存」の順に 
クリックします。 


ファイルからの読み込み 


パソコンに保存された接続先（AP N）設定 
を再編集したり、FOMA 端末に書き込んだ 
りする場合は、ツールバーの「ファイル」メ 
ニュー→「開く」の順にクリックします。 


FOMA 端末からの接続先（A P N）情報の読み込み 


FOMA 端末に手動でアクセスし、登録され 
た接続先（A P N）設定を読み込む場合は、 
ツールバーの「ファイル」メニュー→ 
「F O M A 端末から設定を取得」の順にク 
リックします。 


FOMA 端末への接続先（A P N）情報の書き込み 


表示されている接続先（A P N ）設定を 
F O M A 端末に書き込む場合は、「接続先 
（A P N）設定」画面で［FOMA 端末へ設定 
を書き込む］をクリックします。 


接 
続 
先 
（ 
Ａ 
Ｐ 
Ｎ 
） 
を 
設 
定 
し 
ま 
す 


デ 
ー 
タ 
通 
信 


529 


F OMA P C 設定ソフトを使わずに、パ 
ケット通信／ 6 4 K データ通信のダイヤ 
ルアップ接続の設定を行う方法について 
説明します。次のような流れになります。 


● 
パケット通信、6 4 K データ通信→ P 5 0 4 
● 
パケット通信および 6 4 K データ通信の条 
件→ P 5 0 5 


パケット通信の 
設定方法 
6 4 K データ通 
信の設定方法 


※ 6 4 K データ通信の 
設 定 方 法 に つ い て 
は、「6 4 K データ通 
信を設定する」をあ 
わ せ て ご 覧 く だ さ 
い。→ P 5 4 1 


通信設定ファイルをインストールする 
→ P 5 0 8 
パソコンと FOMA 端末を接続する 
→ P 5 0 7 


接続先（A P N）を 
設定する→ P 5 3 0 
※ 接続先が mopera の 
場合は、この設定は 
不要です。 


発信者番号の通知／非通知を設定する 
→ P 5 3 2 


その他の設定をする（A T コマンド） 
→ P 5 4 3 


ダイヤルアップネットワークの 
設定をする→ P 5 3 2 


Windows X P 
をお使いのとき 


Windows 
2 0 0 0 
P rofes s ional 
をお使いのとき 


Windows Me 
をお使いのとき 


Windows 9 8 
をお使いのとき 


ダイヤルアップネット 
ワークを設定します 


ご使用の OS 
接続先を 
設定する 


P 5 3 2 


P 5 3 5 


P 5 3 8 


P 5 3 9 


TC P/IP を 
設定する 


P 5 3 4 


P 5 3 7 


P 5 3 8 


P 5 4 0 


参照先 


▼ 


※ 設定内容の詳細については、インターネット 
サービスプロバイダやネットワーク管理者に 
お問い合わせください。 


▼ 
▼ 
▼ 
▼ 


接続する→ P 5 4 1 
● 切断する→ P 5 4 2 


● A T コマンドとは、モデム制御用のコマン 
ドです。FOMA 端末はAT コマンドに準拠 
し、さらに拡張コマンドの一部や独自の 
AT コマンドをサポートしています。 
● 6 4 K データ通信のアクセスポイントとし 
て、ドコモのインターネット接続サービス 
「mopera」をご利用になる場合は、接続先 
の番号を「＊ 9 6 0 1 」に設定します。 
●「発信者番号の通知／非通知」は必要に応 
じて設定してください（moperaをご利用 
になる場合は、「通知」に設定する必要が 
あります）。 
●「その他の設定」は必要に応じて設定して 
ください。お買い上げ時のままでも利用 
できます。 
● 設定内容の詳細については、インター 
ネットサービスプロバイダやネットワー 
ク管理者にお問い合わせください。 


お知らせ 


（右の段につづきます） 
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接続先（A P N）を設定します 


パケット通信の設定をします 


設定を行うためには、AT コマンドを入力す 
るための通信ソフトが必要です。ここでは 
Windows 標準添付の「ハイパーターミナ 
ル」を使った設定方法を説明します。 


パケット通信を行う場合の接続先（A P N） 
を設定します。接続先（AP N）は最大 1 0 
件設定でき、登録番号 c i d 1 ～ c i d 1 0 
（→ P 5 3 1 ）を付けて管理します。c id1 に 
は、あらかじめドコモのインターネット接 
続サービス「mopera」に接続するための 
AP N「mopera.ne.jp」が設定されています 
ので、c id を設定するときは、2 ～1 0 の番 
号に設定することをおすすめします。 
● 登録した c id はダイヤルアップ接続設 
定での接続番号となります。→ P 5 3 1 
● mopera 以外の接続先（AP N）について 
は、インターネットサービスプロバイダ 
またはネットワーク管理者にお問い合わ 
せください。 


〈例〉Windows X P で設定する場合 


● Windows X P 以外の OS をご使用のと 
きは、画面表示が異なります。 


1 
FOMA 端末とパソコンを接続 
する 


● 接続方法→ P 5 0 7 


2 ［スタート］メニューをクリック 


「すべてのプログラム」→ 
「アクセサリ」→「通信」の順に 
選択 「ハイパーターミナル」 
をクリック（9 8 ではさらに 
「Hypertrm」アイコンをダブル 
クリック）する 


● Windows X P 以外の OS をお使い 
の場合は、「すべてのプログラム」が 
「プログラム」と表示されます。 
ハイパーターミナルが起動します。 


3 
｢名前｣に接続先名など任意の名前 
を入力 ［OK ］をクリックする 


電話番号の詳細設定画面が表示され 
ます。 


4 「接続方法」から「FOMA F8 8 0 iES 」 
を選択 「電話番号」に実在しな 
い電話番号（「0 」など）を仮入力 


［OK ］をクリックする 


● 市外局番には、Windows に設定さ 
れている値「0 3 」などが表示されて 
いますが、接続先（A P N）の設定と 
は関係ありませんので、任意の値を 
設定してください。 


5 
接続画面が表示されたら［キャ 
ンセル］をクリックする 


お買い上げ時 
c id1 ：mopera.ne.jp　c id2 ～ 1 0 ：設定なし 
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接続先（A P N）と登録番号（c id）について 


パケット通信の接続先（AP N）は、FOMA 
端末の登録番号cid1 ～cid1 0 に設定できま 
す。お買い上げ時、cid1 にはドコモのイン 
ターネット接続サービス「mopera」に接続 
するための AP N、「mopera.ne.jp」があら 
かじめ登録されています。mopera以外のイ 
ンターネットサービスプロバイダや社内 
LAN などに接続する場合は、cid2 ～cid1 0 
に AP N を登録してください。 
● 接続先の設定は、パケット通信用の電 
話帳登録として考えることができます。 
接続先の設定項目をFOMA 端末の電話 
帳と比較すると、次のようになります。 


接続先の設定 
項目 


登録番号 
（c id） 


A P N 


FOMA 端末の電話帳 
の登録項目 


登録番号（メモリ番 
号） 


相手の電話番号 


ダイヤルアップの接続先を指定すると 
きは、次のように入力します。 


＊ 9 9 ＊＊＊（c id の番号）＃ 


〈例〉 c i d 2 に設定されている接続先 
（A P N）を指定するとき 
＊ 9 9 ＊＊＊ 2 ＃ 


■ A T コマンドで接続先（A P N）設定を 
確認するとき 


● A T +C GDC ONT ? 


詳細→ P 5 5 3 


■ A T コマンドを入力しても画面に何も 
表示されないとき 
● A T E 1 


詳細→ P 5 4 9 


6 
接続先（A P N）を入力 
を 
押す 


● 「AT +CGDCONT＝＜c id＞,“ P P P ”, 
“ AP N”」の形式で入力します。 
→ P 5 5 3 
＜ c id ＞：2 ～ 1 0 までのうち任意 
の番号を入力します。 
“ P P P ” 
：そのまま“ P P P ” と入力 
します。 
“ A P N” 
：接続先（A P N）を“ ” で 
囲んで入力します。 
● 「O K 」と表示されれば、接続先 
（A P N）の設定は完了です。 
● 現在の接続先（A P N）設定を確認す 
る場合は、 
「A T +C GDC ONT ? 
」と 
入力すると、A P N設定が一覧で表示 
されます。→ P 5 5 3 


7 「OK 」と表示されていることを 
確認 ［ファイル］メニュー→ 
「ハイパーターミナルの終了」の 
順にクリックする 


ハイパーターミナルが終了します。 
● 「セッションX X X を保存しますか? 」 
と表示されますが、保存する必要は 
ありません。 


■ A T コマンドで接続先（A P N）設定を 
リセットするとき 
リセットした場合、＜ c id ＞ = 1 のみ 
「mope ra .ne .jp」（初期値）に戻り、 
＜cid ＞=2 ～ 1 0 の設定は未登録にな 
ります。 
● A T +C GDC ONT = 
： 
すべての c id をリセットする場合 
● A T +C GDC ONT = ＜ c id ＞ 
： 
特定の c id のみリセットする場合 
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発信者番号はお客様の大切な情報なので、 
通知する際には十分にご注意ください。 


1 
P 5 3 0 の操作 1 ～ 5 を行う 


2 
パケット通信時の発信者番号の 
通知（1 8 6 ）／非通知（1 8 4 ） 
を設定する 


● 「A T ＊DGP IR = ＜n＞」の形式で入 
力します。→ P 5 4 5 
A T ＊ DGP IR =1 
： 
パケット通信確立時、接続先 
（A P N）に「1 8 4 」を付けて接続 
します。 
A T ＊ DGP IR =2 
： 
パケット通信確立時、接続先 
（A P N）に「1 8 6 」を付けて接続 
します。 


3 「OK 」と表示されていることを 
確認 ［ファイル］メニュー→ 
「ハイパーターミナルの終了」の 
順にクリックする 


ハイパーターミナルが終了します。 


発信者番号の通知／非通知を設定 
します 


お買い上げ時 
設定なし 


■ ダイヤルアップネットワークでの通 
知／非通知設定について 
ダイヤルアップネットワークの設定で 
も、接続先の番号に「1 8 6 」（通知）／ 
「1 8 4 」（非通知）を付けることができ 
ます。 
＊ D G P IR コマンド、ダイヤルアップ 
ネットワークの設定の両方で「1 8 6 」 
（通知）／「1 8 4 」（非通知）の設定を 
行った場合、発信者番号の通知／非通 
知は次のようになります。 


＊DGP IR コマンドによる 


通知／非通知設定 


ダイヤルアップ 


ネットワークの設定（＜cid＞=1 の場合） 


＊9 9 ＊＊＊1 # 


1 8 4 ＊9 9 ＊＊＊1 # 


1 8 6 ＊9 9 ＊＊＊1 # 


通 
知 


● ＊ DGP IR コマンドによる通知／非 
通知設定を「設定なし」に戻すには、 
「A T ＊DGP IR =0 」と入力してくだ 
さい。 
● ドコモのインターネット接続サービ 
ス「mopera」をご利用になる場合 
は、発信者番号の通知／非通知を「通 
知」に設定する必要があります。 


非 
通 
知 


設 
定 
な 
し 


通知 非通知 通知 


非通知 


通知 


Window s X P でダイヤルアップ 
ネットワークを設定します 


Windows X P では「ネットワークの接続 
ウィザード」を使用して、接続先と T C P / 
IP プロトコルの両方を設定します。 


接続先を設定します 


〈例〉＜ c id ＞ =1 を使いドコモのインター 
ネット接続サービス「mopera」へ接 
続する場合 


1 ［スタート］メニューをクリック 


「すべてのプログラム」→ 
「アクセサリ」→「通信」の順に 
選択 「ネットワーク接続」を 
クリックする 


「ネットワーク接続」画面が表示され 
ます。 
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8 「IS P 名」に任意の接続名を入力 


［次へ］をクリックする 


9 「電話番号」に接続先の番号を入 
力 ［次へ］をクリックする 


10 「ユーザー名」と「パスワード」 
には何も入力せず、各項目を画 
面例のように設定 ［次へ］を 
クリックする 


新しい接続ウィザードの完了画面が表 
示されます。 
● mopera以外のプロバイダに接続す 
る場合は、「ユーザー名」と「パス 
ワード」にプロバイダまたはネット 
ワーク管理者から指定されたユー 
ザー名とパスワードを入力してくだ 
さい。 


11 ［完了］をクリックする 


新しく作成した接続ウィザードが表示 
されます。 


12 
設定内容を確認 ［キャンセル］ 
をクリックする 


● ここではすぐに接続せずに、設定の 
確認だけを行います。 


2 「ネットワークタスク」の「新し 
い接続を作成する」をクリック 
する 


「新しい接続ウィザード」画面が表示さ 
れます。 


3 ［次へ］をクリックする 


ネットワーク接続の種類を選択する画 
面が表示されます。 


4 「インターネットに接続する」を 
選択 ［次へ］をクリックする 


準備画面が表示されます。 


5 「接続を手動でセットアップす 
る」を選択 ［次へ］をクリック 
する 


インターネット接続画面が表示され 
ます。 


6 「ダイヤルアップモデムを使用し 
て接続する」を選択 ［次へ］ 
をクリックする 


● モデムが複数インストールされてい 
ない場合、この画面は表示されませ 
ん。操作 8 に進みます。 


7 「モデム－ FOMA F8 8 0 iE S 
（C OMx）」を選択 ［次へ］を 
クリックする 
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T C P /IP プロトコルを設定します 
1 
作成した接続先アイコンを選択 


「ファイル」メニュー→「プ 
ロパティ」の順にクリックする 


2 ［全般］タブの各項目の設定を確 
認する 


● パソコンに2 台以上のモデムが接続 
されている場合は、「接続方法」の 
「モデム-FOMA F8 8 0 iE S 」を選択 
します。 
Windows 2 0 0 0 では、選択されて 
いたモデムから違うモデムに変更す 
ると「電話番号」の各項目が初期化 
されますので、再度接続先電話番号 
を入力してください。 
● 「ダイヤル情報を使う」を非選択 
（ 
）にします。 


3 ［ネットワーク］タブをクリック 


各項目の設定を確認する 


● 「呼び出すダイヤルアップサーバー 
の種類」は「P P P :W indows 9 5 / 
9 8 /NT 4 /2 0 0 0 ,Internet」に設定 
します。 
● 「この接続は次の項目を使用します」 
は、「インターネットプロトコル 
（T C P / IP ）」だけを選択します。 
「QoS パケットスケジューラ」は設 
定変更できませんので、そのままに 
しておいてください。 


4 ［設定］をクリックする 


「P P P 設定」画面が表示されます。 


5 
すべての項目を非選択（ 
）に 
して［OK ］をクリックする 


接続先のプロパティ画面に戻ります。 


6 ［OK ］をクリックする 


接続先とT C P /IP プロトコルが設定さ 
れます。 
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7 「インターネット接続を手動で設 
定するか、またはローカルエリ 
アネットワーク（LA N）を使っ 
て接続します」を選択 ［次へ］ 
をクリックする 


インターネット接続の設定選択画面が 
表示されます。 


8 「電話回線とモデムを使ってイン 
ターネットに接続します」を選 
択 ［次へ］をクリックする 


● 複数のモデムがインストールされて 
いない場合、この画面は表示されま 
せん。 操作1 0 に進みます。 


9 「インターネットへの接続に使う 
モデムを選択する」が「FOMA 
F8 8 0 iE S 」に設定されているこ 
とを確認 ［次へ］をクリック 
する 


● 「F OMA F 8 8 0 iE S 」に設定されて 
いない場合は、「FOMA F8 8 0 iE S 」 
に設定してください。 


Window s 2 0 0 0 P rofes s ionalでダイ 


ヤルアップネットワークを設定します 


W indows 2 0 0 0 P rofe s s iona l では 
「ネットワークの接続ウィザード」を使用 
して、接続先とT C P /IP プロトコルの両方 
を設定します。 


接続先を設定します 


〈例〉＜c id＞=1 を使い、ドコモのインター 
ネット接続サービス「mopera」へ接 
続する場合 


1 ［スタート］メニューをクリック 


「プログラム」→「アクセサ 
リ」→「通信」の順に選択 


「ネットワークとダイヤルアップ 
接続」をクリックする 


「ネットワークとダイヤルアップ接続」 
画面が表示されます。 


2 ［新しい接続の作成］アイコンを 
ダブルクリックする 


「所在地情報」画面が表示されます。 
● この画面は［新しい接続の作成］ア 
イコンを初めてダブルクリックした 
ときに表示されます。2 回目以降の 
場合は、操作 5 に進みます。 


3 「市外局番」を入力 ［OK ］を 
クリックする 


「電話とモデムのオプション」画面が表 
示されます。 


4 ［OK ］をクリックする 


「ネットワークの接続ウィザード」画面 
が表示されます。 


5 ［次へ］をクリックする 


ネットワーク接続の種類を選択する画 
面が表示されます。 


6 「インターネットにダイヤルアッ 
プ接続する」を選択 ［次へ］ 
をクリックする 


「インターネット接続ウィザード」の開 
始画面が表示されます。 
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10 「電話番号」に接続先の番号を入 
力 ［詳細設定］をクリックする 


詳細接続プロパティ画面が表示されま 
す。 
● 「市外局番とダイヤル情報を使う」 
を非選択（ 
）にします。 


11 ［接続］タブの各項目を画面例の 
ように設定する 


12 ［アドレス］タブをクリック 


各項目を画面例のように設定 
する 


13 ［OK ］をクリックする 


インターネットアカウントの接続情報 
画面に戻ります。 


14 ［次へ］をクリックする 


インターネットアカウントのログイン 
情報画面が表示されます。 


15 「ユーザー名」と「パスワード」 
には何も入力せず、［次へ］をク 
リックする 


確認画面が表示されます。 
● mopera以外のプロバイダに接続す 
る場合は、「ユーザー名」と「パス 
ワード」にプロバイダまたはネット 
ワーク管理者から指定されたユー 
ザー名とパスワードを入力して操作 
1 7 に進みます。 


16 「はい」をクリック 
続けて表 
示される画面でもう一度「はい」 
をクリックする 


コンピュータの設定画面が表示され 
ます。 


17 「接続名」に任意の接続名を入力 


［次へ］をクリックする 


インターネットメールアカウントの設 
定画面が表示されます。 
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18 「いいえ」を選択 ［次へ］をク 
リックする 


インターネット接続ウィザードの終了 
画面が表示されます。 


19 ［完了］をクリックする 


「ネットワークとダイヤルアップ接続」 
画面に戻ります。 


2 ［全般］タブの各項目の設定を確 
認する 


● 複数のモデムがインストールされて 
いる場合は、「接続の方法」の「モデ 
ム-FOMA F8 8 0 iE S（C OMX ）」を 
選択します。 
Windows 2 0 0 0 では、選択されて 
いたモデムから違うモデムに変更す 
ると「電話番号」の各項目が初期化 
されますので、再度接続先電話番号 
を入力してください。 
● 「ダイヤル情報を使う」を非選択 
（ 
）にします。 


3 ［ネットワーク］タブをクリック 


各項目の設定を確認する 


● 「呼び出すダイヤルアップサーバー 
の種類」は「P P P :W indows 9 5 / 
9 8 /NT 4 /2 0 0 0 ,Internet」に設定 
します。 
● コンポーネントは「インターネット 
プロトコル（TCP /IP ）」だけを選択し 
ます。 
「P P P の設定」画面が表示され 
ます。 


T C P /IP プロトコルを設定します 
1 
作成した接続先アイコンを選択 


「ファイル」メニュー→「プ 
ロパティ」の順にクリックする 


接続先のプロパティ画面が表示され 
ます。 
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4 ［設定］をクリックする 


5 
すべての項目を非選択（ 
）に 
して［OK ］をクリックする 


接続先のプロパティ画面に戻ります。 


6 ［OK ］をクリックする 


接続先と T C P /IP プロトコルが設定さ 
れます。 


Window s Me でダイヤルアップ 
ネットワークを設定します 


接続先を設定します 


〈例〉 ＜cid＞=1 を使い、ドコモのインター 
ネット接続サービス「mopera」へ接 
続する場合 


1 ［スタート］メニューをクリック 
し、「プログラム」→「アクセサ 
リ」→「通信」の順に選択 「ダ 
イヤルアップネットワーク」を 
クリックする 


初めて操作したときは、「ダイヤルアッ 
プネットワークへようこそ」画面が表 
示されます。 
● 2 回目以降は「ダイヤルアップネッ 
トワークへようこそ」画面は表示さ 
れません。操作 3 に進みます。 


2 ［次へ］をクリックする 


「ダイヤルアップネットワーク」画面が 
表示されます。 


3 ［新しい接続］アイコンをダブル 
クリックする 


4 「接続名」に任意の接続名を入力 


［次へ］をクリックする 


● 「モデムの選択」が「FOMA F880iES 」 
に設定されていることを確認してく 
ださい。設定されていない場合は、 
「FOMA F8 8 0 iE S 」に設定します。 


5 
接続先の番号を入力 ［次へ］を 
クリックする 


● 「市外局番」には何も入力しません。 


6 
接続先名を確認 ［完了］をク 
リックする 


接続先が設定されます。 


T C P /IP プロトコルを設定します 
1 
作成した接続先アイコンを選択 


「ファイル」メニュー→「プ 
ロパティ」の順にクリックする 


接続先のプロパティ画面が表示され 
ます。 
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2 ［全般］タブの各項目の設定を確 
認する 


● 「市外局番とダイヤルのプロパティ 
を使う」を非選択（ 
）にします。 
● 「接続方法」が「FOMA F8 8 0 iE S 」 
に設定されていることを確認してく 
ださい。設定されていない場合は、 
「FOMA F8 8 0 iE S 」に設定します。 


3 ［ネットワーク］タブをクリック 


各項目の設定を確認する 


● 「ダイヤルアップサーバーの種類」は 
「P P P :インターネット、W indows 
2 0 0 0 /NT 、Windows Me」に設定 
します。 
● 「使用できるネットワークプロトコル」 
は「TCP /IP 」だけを選択します。 


4 ［セキュリティ］タブをクリック 


「ユーザー名」と「パスワー 
ド」には何も入力せず、［OK ］ 
をクリックする 


T C P /IP が設定されます。 


● mopera以外のプロバイダに接続す 
る場合は、「ユーザー名」と「パス 
ワード」にプロバイダまたはネット 
ワーク管理者から指定されたユー 
ザー名とパスワードを入力してくだ 
さい。 


Window s 9 8 でダイヤルアップ 
ネットワークを設定します 


接続先を設定します 


〈例〉＜c id＞=1 を使い、ドコモのインター 
ネット接続サービス「mopera」へ接 
続する場合 


1 ［スタート］メニューをクリック 


「プログラム」→「アクセサ 
リ」→「通信」の順に選択 「ダ 
イヤルアップネットワーク」 ク 
リックする 


初めて操作したときは、「ダイヤルアッ 
プネットワークへようこそ」画面が表 
示されます。 
● 2 回目以降は「ダイヤルアップネッ 
トワークへようこそ」画面は表示さ 
れません。操作 3 に進みます。 


2 ［次へ］をクリックする 


「ダイヤルアップネットワーク」画面が 
表示されます。 
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3 ［新しい接続］アイコンをダブル 
クリックする 


4 「接続名」に任意の接続名を入力 
して［次へ］をクリックする 


接続先電話番号の指定画面が表示され 
ます。 
● 「 モ デ ム の 選 択 」 が 「 F O M A 
F8 8 0 iES 」に設定されていることを 
確認してください。設定されていな 
い場合は、「FOMA F8 8 0 iES 」に設 
定します。 


5 
接続先の番号を入力 ［次へ］ 
をクリックする 


● 「市外局番」には何も入力しません。 


6 
接続先名を確認 ［完了］をク 
リックする 


接続先が設定されます。 


T C P /IP プロトコルを設定します 
1 
作成した接続先アイコンを選択 


「ファイル」メニュー→「プ 
ロパティ」の順にクリックする 


接続先のプロパティ画面が表示され 
ます。 


2 ［全般］タブの各項目の設定を確 
認する 


● 「市外局番とダイヤルのプロパティ 
を使う」を非選択（ 
）にします。 
● 「接続の方法」が「FOMA F8 8 0 iES 」 
に設定されていることを確認してく 
ださい。設定されていない場合は、 
「FOMA F8 8 0 iES 」に設定します。 
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F OMA P C 設定ソフトを使わずに、パ 
ケット通信／6 4 K データ通信のダイヤ 
ルアップ接続を行う方法について説明し 
ます。 


〈例〉 Windows X P でダイヤルアップ接 
続するとき 


● 
Windows X P 以外の OS をご使用のと 
きは、画面の表示などが異なります。 


1 
FOMA 端末とパソコンを接続 
する 


● 接続方法→ P 5 0 7 


2 ［スタート］メニューをクリック 


「すべてのプログラム」→「ア 
クセサリ」→「通信」 「ネット 
ワーク接続」をクリックする 


● Windows X P 以外のOS をお使いの 
場合は、［スタート］メニューをク 
リック 「プログラム」→「アクセサ 
リ」→「通信」の順に選択 「ダイヤ 
ルアップネットワーク」をクリック 
します。 


3 ［サーバーの種類］タブをクリッ 
ク 
各項目の設定を確認する 


● 「ダイヤルアップサーバーの種類」は 
「P P P :インターネット、W indow s 
NT S erver、Windows 9 8 」に設 
定します。 
● 「使用できるネットワークプロトコル」 
は「TCP /IP 」だけを選択します。 


4 ［OK ］をクリックする 


T C P /IP が設定されます。 


ダイヤルアップ接続 
します 


6 4 K データ通信を設定します 


6 4 K データ通信の接続先および T C P / IP 
プロトコルを設定します。6 4 K データ通 
信では、接続先（A P N)の設定の代わりに 
インターネットサービスプロバイダやネッ 
トワーク管理者から指定されたアクセスポ 
イントの電話番号を入力します。その他の 
ダイヤルアップネットワークの設定は、パ 
ケット通信と同様です。 


● 
6 4 K データ通信のアクセスポイントとし 
て、ドコモのインターネット接続サービス 
「mopera」をご利用になる場合は、接続先 
の番号を「＊ 9 6 0 1 」に設定します。 
● 「発信者番号の通知／非通知」は必要に応 
じて設定してください（mopera をご利用 
になる場合は、「通知」に設定する必要が 
あります）。 
● 「その他の設定」は必要に応じて設定して 
ください。お買い上げ時のままでも利用で 
きます。 
● 
設定内容の詳細については、インターネッ 
トサービスプロバイダやネットワーク管理 
者にお問い合わせください。 
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2 ［切断］をクリックする 


接続が切断されます。 
3 
接続先のアイコンをダブルク 
リックする 


「接続」画面が表示されます。 


4 
各項目を確認 ［ダイヤル］を 
クリックする 


接続先へ接続されます。 
● Windows X P 以外の OS をお使い 
の場合は、各項目を確認して、「接 
続」をクリックします。 
● 「ダイヤル」または「電話番号」には、 
ダイヤルアップネットワークに設定 
した接続先の番号が表示されます。 
● 接続先が mopera の場合は、「ユー 
ザー名」・「パスワード」の入力は不 
要です。 


切断するには 


インターネットブラウザを終了しただけで 
は切断されない場合があります。確実に切 
断するには、次の操作を行ってください。 


1 
タスクトレイの 
をダブルク 
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A T コマンドとは、パソコンでFOMA 端 
末の各機能を設定するためのコマンド 
（命令）です。パソコンでコマンドを入 
力すると、その内容に従って FOMA 端 
末が動作します。 


A T コマンドの入力形式 


A T コマンドは、コマンドの先頭に必ず 
「A T 」を付けて入力します。必ず半角英数 
字で入力してください。以下に入力例を示 
します。 


A T D ＊ 9 9 ＊＊＊ 1 # 


A T コマンドはコマンドに続くパラメータ 
（数字や記号）を含めて、必ず 1 行で入力 
します。1 行とは最初の文字から 
を押し 
た直前までの文字のことで、最大 1 6 0 文 
字（「A T 」含む）入力できます。 


コマンド：コマンド名です。 


パラメータ：コマンドの内容です。 


リターンマーク：E nter 
キーを押します。コマン 
ドの区切りになります。 


A T コマンドについて 


A T コマンドの入力モード 


A T コマンドでFOMA 端末を操作する場合 
は、パソコンをターミナルモードにしてく 
ださい。ターミナルモードにすると、キー 
ボードから入力された文字がそのまま通信 
ポートに送られ、FOMA 端末を操作するこ 
とができます。 


● 
オフラインモード 
F OMA 端末が待受の状態です。通常A T コ 
マンドで F OMA 端末を操作する場合は、 
この状態で操作を行います。 
● 
オンラインデータモード 
F OMA 端末が通信中の状態です。この状 
態のときに A T コマンドを入力すると、送 
られてきた文字をそのまま通信先に送信し 
て、通信先のモデムを誤動作させることが 
あります。通信中は A T コマンドを入力し 
ないでください。 


● 
オンラインコマンドモード 
F OMA 端末が通信中の状態でも、特別な 
操作（→下記）をすれば A T コマンドで 
F OMA 端末を操作することができる状態 
になります。その場合、通信先との接続を 
維持したまま A T コマンドを実行し、終了 
すると再び通信を続けられます。 


● ターミナルモードとは、パソコンを1 台の 
通信端末（ターミナル）のように動作させ 
るモードです。キーボードから入力した文 
字が通信ポートに接続されている機器や回 
線に送られます。 


お知らせ 


オンラインデータモードとオンライ 


ンコマンドモードを切り替えます 


F OMA 端末をオンラインデータモードか 
らオンラインコマンドモードに切り替える 
には、次の方法があります。 
•「+++」コマンドまたは「S 2 」レジスタに 
設定したコードを入力します。 
•「A T &D1 」に設定されているときに、R S - 
2 3 2 C （＊）の E R 信号を OF F にします。 
また、オンラインコマンドモードからオン 
ラインデータモードに切り替えるには、 
「A T O 
」と入力します。 


（＊）U S B インターフェースにより、R S - 
2 3 2 C の信号線がエミュレートされて 
いますので、通信アプリケーションに 
よる R S -2 3 2 C の信号線制御が有効に 
なります。 
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A T コマンド一覧 


● 
A T コマンド入力時に、使用している P C や通信ソフトのフォント設定により、「￥」を入力 
しても「＼」と表示される場合があります。 
● 
F OMA 端末の電源を切らずに電池パックを取り外した場合、設定値が記録されない場合があ 
ります。 
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A T コマンド 


AT % V 


AT &C ＜n＞ 


AT &D＜n＞ 
　 
　 


AT &F 


AT &S ＜n＞ 


A T &W 


AT ＊DANT E 


概　要 


FOMA端末のバージョ 
ンを表示します。 


D T E への回路C D 
（DCD）信号の動作条 
件を設定します。※ 1 


オ ン ラ イ ン デ ー タ 
モ ー ド の と き に 、 
DT E から受け取る回 
路E R（D T R ）信号が 
「ON 」から「OF F 」に 
変わったときの動作 
を設定します。※ 1 


FOMA端末のATコマ 
ンド設定値を工場出 
荷時の状態にリセッ 
トします。通信中に 
本コマンドを入力し 
た場合は、回線を切 
断してからリセット 
します。 


DT E へ出力するデー 
タセットレディ（DR） 
信号の制御のしかた 
を設定します。※ 1 


現在の設定値を 
FOMA端末に記録し 
ます。 


F OMA 端末の受信レ 
ベル表示を数字で表 
示します。 


パラメータ／説明 


FOMA端末のバージョンをV erX .X X 
などの形式で表示します。 


n＝０:回路C Dを常にON 　　　 
n＝１:回路CD信号は回線接続状態に 
従って変化します（お買い上げ 
時） 
「&C １」に設定する場合は、接続完了 
時のCONNECTを送出する直前にCD 
信号を「ON」にします。回路が切断さ 
れ、"NO C A R R IE R "を送出する直前 
にC D信号を「OFF｣にします。 


n＝０:状態を無視します（常にONと 
みなす） 
n＝１:ONからOFFに変わるとオンラ 
インコマンドモード 
n＝２:ONからOFFに変わると回線を 
切断しオフラインモード（お買 
い上げ時） 
　 


＿＿ 


n=０: 常時ON（お買い上げ時） 
n=１: 回線接続時にDR 信号ON 
　 


＿＿ 


「A T ＊D A N T E 」を設定すると 
「D A N T E :＜n＞」の形式で表示され 
ます。 
n=０: 
n=１: 
n=２: 
n=３: 


コマンド実行例 


AT % V 
　　 
V er１.００ 　 
OK 


AT &C １ 
OK 


AT &D１ 
OK 
　 
　 


AT &F 
OK 


AT &S ０ 
OK 
　 


A T &W 
OK 


AT ＊DANT E 
＊DANT E :３ 
OK 
AT ＊DANT E =？ 
＊DANT E :(０-３) 
OK 
（表示可能な値の範囲 
を表示する） 
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AT＊DGANS M=＜n＞ 


AT ＊DGAP L=＜n＞ 
［，＜c id＞] 


AT ＊DGAR L=＜n＞ 
［，＜c id＞] 


AT ＊DGP IR =＜n＞ 


AT ＊DR P W 


A T コマンド 


パケット着信呼に対 
する着信拒否／許可 
設定のモードを設定 
します。本コマンド 
の設定は、設定コマ 
ンド入力後のパケッ 
ト通信着信呼のみ有 
効です。※ 2 


パケット着信呼に対 
して着信を許可する 
接続先（AP N）を設定 
します。AP N設定は 
「+C GDC ONT 」で定 
義された＜c id＞パラ 
メータを使用します。 
※ 2 


パケット着信に対し 
て着信を拒否する接 
続先（A P N）を設定し 
ます。A P N 設定は 
「+ C GD C ONT 」で定 
義された＜cid＞パラ 
メータを使用します。 
※ 2 


本 コ マ ン ド の 設 定 
は、発信時、着信時 
に有効です。ダイヤ 
ルアップネットワー 
クの設定でも、接続 
先の番号に「１８６」 
（通知）／「１８４」 
（非 
通知）を付けることが 
できます。※ 2 


F OMA 端末が受信す 
る電波の受信電力指 
標を表示します。 


概　要 


n=０: 着信拒否設定および着信許可 
設定を「OFF」に設定します（お 
買い上げ時） 
n=１: 着信拒否設定を「ＯＮ」にしま 
す 
n=２: 着信許可設定を「ＯＮ」にしま 
す 


＜n＞パラメータによって着信許可リ 
ストへの追加および削除を指定し、 
＜c id ＞パラメータを省略した場合 
は、＜c id＞のすべてをリストに追加 
（ ＜ n 
＞ ＝ ０ ）あ る い は 削 除 
（＜n＞=１）します。本コマンドで追 
加（削除）しようとする＜c i d ＞が 
「+ C GD C ONT 」コマンドで定義され 
てない場合でも、リストへ追加（削 
除）できます。 
n=０: リストへ追加（＜c id＞で定義 
されたA P Nを着信許可リスト 
に追加します。） 
n=１: リストから削除（＜c id＞で定 
義されたA P Nを着信許可リス 
トから削除します。） 


＜n＞パラメータによって着信拒否リ 
ストへの追加および削除を指定し、 
＜c id ＞パラメータを省略した場合 
は、＜c id＞のすべてをリストに追加 
（ ＜ n 
＞ ＝ ０ ）あ る い は 削 除 
（＜n＞＝１）します。本コマンドで追 
加（削除）しようとする＜c i d ＞が 
「+ C GD C ONT 」コマンドで定義され 
ていない場合でも、リストへ追加（削 
除）できます。 
n＝０: リストへ追加（＜c id＞で定義 
されたA P N を着信拒否リス 
トに追加します。）　 
n＝１: リストから削除（＜c id＞で定 
義されたA P Nを着信拒否リス 
トより削除します。）　 


n＝０: パケット通信確立時、A P Nに 
そのまま接続します（お買い上 
げ時） 
n＝１: パケット通信確立時、A P Nに 
「１８４」を付けて接続します 
n＝２: パケット通信確立時、A P Nに 
「１８６」を付けて接続します 
本コマンドとダイヤルアップネット 
ワークの両方で「１８６」 
（通知）／「１８４」 
（非通知）を設定した場合については、 
5 3 2 ページの表をご覧ください。 


「A T ＊D R P W 」を設定すると「＊ 
D R P W :＜n＞」の形式で表示されま 
す。 


パラメータ／説明 
コマンド実行例 


AT＊DGANS M=０ 


OK 
AT ＊DGANS M？ 
＊DGANS M :０ 
OK 


AT＊DGAPL=０,１ 
OK 
AT ＊DGAP L？ 
A T ＊DGA P L :１ 
OK 


AT＊DGA R L =０,１ 
OK 
AT ＊DGAR L？ 
＊DGAR L :１ 
OK 


AT＊DGP IR =０ 
OK 
AT＊DGP IR ? 
＊DGP IR : ０ 
OK 


A T ＊DR P W 
＊DR P W:０ 
OK 
AT ＊DR P W=？ 
＊DR P W:(０-７５) 
OK 
（表示可能な値の範囲 
を表示する） 
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A T コマンド 
概　要 
パラメータ／説明 
コマンド実行例 


＋＋＋ 


AT +C E E R 


AT +C GDC ONT 


A T +C GE QMIN 


AT +C GE QR E Q 


A T +C GMR 


AT +C GR E G=＜ｎ＞ 


AT +C GS N 


AT +C LIP ＝＜n＞ 


F OMA 端末のモード 
をオンラインデータ 
モードからオンライ 
ンコマンドモードへ 
移行します。 
エスケープガード区 
間は「１秒」の固定値 
です。 


直前の通信の切断理 
由を表示します。 


パケット発信時の接 
続先（AP N）を設定し 
ます。※ 2 


パケット通信を確立 
し た と き に ネ ッ ト 
ワーク側から通知さ 
れるQ o S（サービス 
品質）を許可するかど 
うかの判定基準を登 
録します。※ 2 


パケット通信を確立 
し た と き に ネ ッ ト 
ワ ー ク へ 要 求 す る 
QoS（サービス品質） 
を許可するかどうか 
の判定基準を登録し 
ます。※ 2 


FOMA端末のバージョ 
ンを表示します。 


ネットワーク登録状 
態を通知するかどう 
かを設定します。通 
知されている内容は 
圏内／圏外です。※ 1 


F OMA 端末の製造番 
号を表示します。 


６４K データ通信の着 
信時に、相手の発信 
番号をパソコンに表 
示できます。※ 1 


＿＿ 
　　　　　　　 


「切断理由一覧」を参照。→P 5 5 2 


「AT コマンドの補足説明」を参照。 
→P 5 5 3 


「AT コマンドの補足説明」を参照。 
→P 5 5 3 


「AT コマンドの補足説明」を参照。 
→P 5 5 4 


＿＿ 


＜n＞ 
０ : 設定しません（お買い上げ時） 
１: 設定します 
「AT+C GR E G=1」に設定すると、 
"+C GR EG：<s tat>"の形式で通 
知されます。<s tat>パラメータ 
は「０,１,４,５」をサポートします。 
＜s tat＞ 
０: 圏外 
１: 圏内（home） 
４: 不明 
５: 圏外（vis itor） 


＿＿ 


＜n＞ 
０: リザルトを出しません（お買い上 
げ時） 
１: リザルトを出します 
「CLIP ？」のとき、AT +CLIP ＝＜n＞, 
＜m＞を表示します。 
＜m＞ 
０: 発信時に相手に番号を通知しない 
NW設定 
１: 発信時に相手に番号を通知する 
NW設定 
２: 不明 


＿＿ 


AT +C E E R 
+C E E R : ３６ 
OK 


「ATコマンドの補足説 
明」を参照。→P 5 5 3 


「ATコマンドの補足説 
明」を参照。→P 5 5 3 


「ATコマンドの補足説 
明」を参照。→P 5 5 4 


A T +C GMR 
１２３４５６７８９０１２３４５６ 
OK 


A T + C G R E G =１ 
OK 　　　　　　　　 
（通知ありに設定）　 
AT +C GR E G? 
+C GR E G:１,０ 
OK 
（圏外を意味している） 


A T + C G S N 
　 
１２３４５６７８９０１２３４５ 
OK 


AT +C LIP =0 
OK 
AT +C LIP ? 
+C LIP :0 ,1 
OK 
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A T コマンド 
概　要 
パラメータ／説明 
コマンド実行例 


AT +C LIR ＝＜n＞ 


AT +C ME E ＝＜n＞ 


AT +C NUM 


AT +C R ＝＜mode＞ 


AT +C R C＝＜n＞ 


AT +C LIR =2 
OK 
AT +C LIR ? 
+C LIR :2 ,4 
OK 


A T +C ME E =０ 
OK 
AT +C NUM 
E R R OR 
A T +C ME E =１ 
OK 
AT +C NUM 
+C ME E R R OR :１０ 


AT +C NUM 
+C NUM : "+ ８１９０ 
１２３４５６７８", １４５ 
OK 


A T +C R =1 
OK 
AT D＊９９＊＊＊１# 
+C R : GP R S 
C ONNE C T 
　 
　 


　 


A T +C R C =０ 
OK 


＜n＞ 
０: サービスご契約の設定どおり　　 
１: 通知しません　　　　　　　　　 
２: 通知します（お買い上げ時） 
「+CLIR？」のとき、AT+CLIR＝＜n＞, 
＜m＞を表示します。 
＜m＞ 
０: CLIR は起動していません（常時通 
知） 
１: CLIR は常時起動しています（常時 
非通知） 
２: 不明 
３: CLIR テンポラリーモード（非通知 
デフォルト） 
４: CLIR テンポラリーモード（通知デ 
フォルト） 


エラーを"E R R O R "のみで表示する 
か、理由を文字あるいは数値でレ 
ポートするかを設定します。 
＜n＞ 
０: リザルトコードを使用せずに 
"ER R OR "を表示します（お買い上 
げ時）　 
１: リザルトコードを使用し、数字で 
理由を表示します 
２: リザルトコードを使用し、文字で 
理由を表示します 
「n=１」または「n=２」でエラーレポー 
ト表示に設定した場合、エラーレ 
ポートは次のように表示されます。 
+C ME E R R OR ：xxxx （xxxxには、 
数字または文字が表示されます。「エ 
ラーレポート一覧」→P 5 5 2 ） 


number : 電話番号 
type 
: １２９もしくは１４５ 
１２９ : 国際アクセスコード 
+を含まない 
１４５ : 国際アクセスコード 
+を含む 


<mode> 
０ :回線接続時に表示しません（お買 
い上げ時） 
１: 回線接続時に表示します 


n＝０ :拡張リザルトコードを使用し 
ません（お買い上げ時） 
n＝１: 拡張リザルトコードを使用し 
ます 


６４K データ通信の発 
信時に、電話番号を 
相手に通知するかど 
うかを設定します。 
※ 2 


F OMA 端末のエラー 
レポートの有無を設 
定します。※ 1 


F OMA 端末の自局番 
号を表示します。 


回 線 接 続 時 に 
"C ONNE C T "のリザ 
ルトコードが表示さ 
れる前に、パケット 
通信／６４K データ通 
信を表示するかどう 
かを設定します。※ 1 


パケット通信のとき 
は、"G P R S "と表示 
され６４K データ通信 
のときは"S Y N C "と 
表示されます。 


着信時に拡張リザル 
トコードを使用する 
かどうかを設定しま 
す。※ 1 
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A T コマンド 
概　要 
パラメータ／説明 
コマンド実行例 


A T +C R E G＝＜n＞ 


AT +GMI 


AT +GMM 


AT +GMR 


AT +IFC ＝＜n,m＞ 


AT +WS ４６＝＜n＞ 


AT A 


A / 


ネ ッ ト ワ ー ク の 圏 
内／圏外情報を表示 
するかを設定します。 
※ 1 


F OMA 端末のメーカ 
の名前が半角英数字 
で表示されます。 


FOMA端末の製品名の 
略称（FOMA F８８０iES） 
がアルファベットお 
よび数字で表示され 
ます。 


FOMA端末のバージョ 
ンを表示します。 


パソコンとF OMA 端 
末 間 の ロ ー カ ル フ 
ロー制御方式を設定 
します。※ 1 


発信時に使用する無 
線ネットワークを設 
定します。発信に影 
響を与えるものでは 
ありません。 


パケット着信および 
６４Kデータ通信の着 
信時に入力すると、着 
信処理を行います。 


直前に実行したコマ 
ンドを再実行すると 
きに使用します。 


「AT +CR EG＝１」で圏内／圏外に設定 
すると、"+C R E G:<n>, <s tat>"の形 
式で通知されます。<s tat>パラメー 
タは「０,１,４」をサポートします。 
<n> 
０ :通知なし 
１:通知あり 
<s tat> 
０ :圏外 
１:圏内 
４:不明 


＿＿ 


　 


＿＿ 


FOMA端末のバージョンをV erX .X X 
などの形式で表示します。 


DC E by DT E（＜ｎ＞） 
０: フロー制御を行いません 
１: X ON/X OFFフロー制御を行いま 
す 
２: R S /C S（R T S /C T S ）フロー制御 
を行います（お買い上げ時） 
DT E by DC E （＜ｍ＞） 
０: フロー制御を行いません 
１: X ON/X OFFフロー制御を行いま 
す 
２: R S /C S（R T S /C T S ）フロー制御 
を行います（お買い上げ時） 


n＝２２: FOMAネットワーク 
（固定値） 


パケット着信中には、「AT A１８４ 
」 
（発信者番号通知なし着信動作）およ 
び「A T A１８６ 
」 
（発信者番号通知あ 
り着信動作）を入力できます。 


＿＿ 


　 


AT +C R E G=１ 
OK 
（通知ありに設定） 
AT +C R E G？ 
+C R E G :１, ０ 
OK 
（圏外を意味している） 
　 


AT +GMI 
FUJ IT S U 
OK 


AT +GMM 
FOMA F８８０iE S 
OK 


AT +GMR 
V er１.００ 
OK 


AT +IFC =２,２ 
OK 


AT +WS４６=２２ 
OK 


R ING 
AT A 
C ONNE C T 


A / 
OK 
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A T コマンド 
概　要 
パラメータ／説明 
コマンド実行例 


A T D 


AT E ＜n＞ 


A T H 


AT I＜n＞ 


A T O 


AT Q＜n＞ 


AT V ＜n＞ 


発信処理を行います。 
※ 3 


パソコンから送信され 
た本コマンドに対し 
て、F O M A 端末がエ 
コーを返すかどうかを 
設定します。※ 1 


パケット通信および 
６４K データ通信時に 
入力すると、回線を 
切断します。 


確認コードを表示し 
ます。 


通信中にオンライン 
コマンドモードから 
オ ン ラ イ ン デ ー タ 
モードに戻る。 


リザルトコードを表 
示するかどうかを設 
定します。※ 1 


リザルトコードの表示 
方法を設定します。 
※ 1 


パケット通信： 
　AT D＊９９＊＊＊＜c id＞# 
「AT D＊９９#」を入力した場合： 
「＜c id＞＝１」を用います。 
（＜c id＞ 
の入力を省略した場合は、「＜c id＞ 
＝１」になります）。　 
「AT D１８４*９９」で始まる書式を入力 
した場合： 
指定した＜c id＞に規定したAP Nに 
対して "１８４"が付加されます（発信 
者番号通知ありの "１８６"でも同様の 
操作ができます）。 
６４K データ通信： 
AT D[パラメータ][電話番号] 
　 
相手の電話番号に「０～９、*、#、A 、 
a､B､b､C ､c 、D、d、-（ハイフン）、ス 
ペース、T 、t、P 、p、!、W、w、@、， 
（カ 


ンマ）」以外を設定した場合は、発 
信できません。　　の文字は入力 
可能ですが、ダイヤル時には認識 
されません。 


n=０ :エコーバックなし 
n=１:エコーバックあり（お買い上げ 
時） 
通常はn= １で使用します。パソコン 
にエコー機能がある場合、n=０ に設 
定すると文字が二重に表示されなく 
なります。 


＿＿ 


n=０:NT T DoC oMo 
n=１:製品名の略称を表示します 
（FOMA F８８０iE S ） 
n=２:製品のバージョンを "V erX .X X " 
などの形式で表示します 


＿＿ 


n=０:リザルトコードを表示します 
（お買い上げ時） 
n=１:リザルトコードを表示しません 


すべてのリザルトコードを数字表記 
あるいは英文字表記で表示します。 
n=０:リザルトコードを数字表記で表 
示します 
n=１:リザルトコードを英文字表記で 
表示します（お買い上げ時） 


A T D＊９９＊＊＊１# 


C ONNE C T 


A T E１ 
OK 


（通信中） 
+++ 
OK 
A T H 
NO C AR R IE R 


A T I０ 
NT T DoC oMo 
OK 


A TO 
C ONNE C T 


A T Q０ 
OK 


A T V１ 
OK 
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A T コマンド 
概　要 
パラメータ／説明 
コマンド実行例 


AT X ＜n＞ 


AT Z 


AT S ０ ＝＜n＞ 


AT S ２＝＜n＞ 


AT S ３＝＜n＞ 


AT S ４＝＜n＞ 


AT S ５＝＜n＞ 


AT S ６＝＜n＞ 


接続のCONNECT表 
示に速度表示の有無 
を 設 定 し ま す 。 ま 
た、ビジートーン、 
ダイヤルトーンの検 
出を行います。※ 1 


F O M A 端末のA T コ 
マ ン ド 設 定 値 を リ 
セットします。※ 4 


FOMA 端末が自動着 
信するまでの呼び出 
し 回 数 を 設 定 し ま 
す。※ 1 


エスケープキャラク 
タ の 設 定 を 行 い ま 
す。 


復帰（C R ）キャラク 
タ の 設 定 を 行 い ま 
す。 


改行（LF）キャラクタ 
の設定を行います。 


バックスペース（BS ） 
キャラクタの設定を 
行います。 


ダイヤルするまでの 
ポーズ時間（秒）を設 
定します。 


ビジートーン検出： 
接続先が通話中のとき、BUS Y 応答 
を送出します。 
ダイヤルトーン検出： 
FOMA端末に接続されているかどう 
かを判定します。 
速度表示： 
接続時のC ONNE C T 表示に速度を 
表示するかどうかを設定します。 
n=０: ビジートーン検出なし、ダイ 
ヤルトーン検出なし、速度表 
示なし 
n=１: ビジートーン検出なし、ダイ 
ヤルトーン検出なし、速度表 
示あり 
n=２: ビジートーン検出なし、ダイ 
ヤルトーン検出あり、速度表 
示あり 
n=３: ビジートーン検出あり、ダイ 
ヤルトーン検出なし、速度表 
示あり 
n=４: ビジートーン検出あり、ダイ 
ヤルトーン検出あり、速度表 
示あり（お買い上げ時） 


FOMA端末のAT コマンド設定値を不 
揮発メモリの内容にリセットしま 
す。通信中に本コマンドを入力した 
場合は、回線を切断してからリセッ 
トします。 


n=０ : 自動着信しません（お買い上げ 
時） 
n=１～２５５: 指定したリング数で自 
動着信します 


n=０～１２７（お買い上げ時 n=４３） 
n=１２７に設定するとエスケープは無 
効になります。 


A T コマンド文字列の最後を認識する 
キャラクタを定義します。エコー 
バックされたコマンド文字列とリザ 
ルトコードの最後に付きます。設定 
値は変更できません（お買い上げ時n= 
１３）。 


英文でリザルトコードを表示する場 
合、[ C R ] キャラクタの後に付きま 
す。設定値は変更できません（お買い 
上げ時 n＝１０）。 


A T コマンド入力中にこのキャラクタ 
を検出すると、入力バッファの最後 
のキャラクタを削除します。設定値 
は変更できません（お買い上げ時 n＝ 
８）。 


本コマンドによりレジスタは設定さ 
れますが、動作しません。 
n :２～１０（お買い上げ時 n=５） 


A T X１ 
OK 


（オンライン時） 
AT Z 
NO C AR R IE R 
（オフライン時） 
AT Z 
OK 


A T S０=０ 
OK 


A T S２=４３ 
OK 
A T S２? 
０４３ 
OK 


A T S３=１３ 
OK 
A T S３? 
０１３ 
OK 


A T S４=１０ 
OK 
A T S４? 
０１０ 
OK 


A T S５=８ 
OK 
AT S５? 
００８ 
OK 


A T S６=１０ 
OK 
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A T コマンド 
概　要 
パラメータ／説明 
コマンド実行例 


A T S７=６０ 
OK 


A T S８=３ 
OK 


AT S１０=１ 
OK 


AT S３０=３ 
OK 


AT S１０３=０ 
OK 


AT S１０４=０ 
OK 


AT ￥S 
E 1 Q０ V １ X４ 
&C 1 &D２ &S０ 
￥V０ 
S ０００=０００ 
S ００２=０４３ 
S ００３=０１３ 
S ００４=０１０ 
S ００５=００８ 
S ００６=００５ 
S ００７=０６０ 
S ００８=００３ 
S ０１０=００１ 
S ０３０=０００ 
S １０３=００１ 
S １０４=００１ 
OK 


A T ￥V１ 
OK 


接続完了までの待ち 
時間（秒）を設定しま 
す。※ 1 


カンマダイヤルする 
ま で の ポ ー ズ 時 間 
（秒）を設定します。 


自動切断の遅延時間 
（秒）を設定します。 
（１/１０秒）※ 1 


データの送受信をこ 
の時間以上行わない 
と切断します。 


着サブアドレスを付 
けて発信する場合の 
区 切 り を 設 定 し ま 
す。 


発サブアドレスを付 
けて発信する場合の 
区 切 り を 設 定 し ま 
す。 


現在の設定されてい 
る各コマンドとＳレ 
ジスタの内容を表示 
します。 


接続時の応答コード 
仕様を選択します。 
※ 1 


AT S ７＝＜n＞ 


AT S ８＝＜n＞ 


AT S １０＝＜n＞ 


AT S ３０＝＜n＞ 


AT S １０３＝＜n＞ 


AT S １０４＝＜n＞ 


AT ￥S 


AT ￥V ＜n＞ 


n：１～２５５（お買い上げ時 n=６０） 
６４K データ通信呼およびパケット通 
信発呼の発呼時に、F OMA 端末がパ 
ソコンからA T D 入力を受信してから 
設定した秒数が経過しても、F OMA 
端末がパソコンに"C ONNE C T "を送 
出できない場合は、"NO C A R R IE R " 
のリザルトを返し、切断処理へ移行 
します。値を「１２１～２５５」に設定し 
た場合、"OK "のリザルトを返します 
が、値は「１２０」に設定されます。 


本コマンドによりレジスタは設定さ 
れますが、ポーズ時間（３秒）に影響し 
ません。 
n＝０ : ポーズしません 
n：１～２５５（お買い上げ時 n=３） 


本コマンドによりレジスタは設定さ 
れますが、動作しません。 
n：１～２５５（お買い上げ時 n=１） 


本コマンドの設定は、６４K データ通 
信時のみ有効です。<n>は分単位で設 
定します。 
n：０～２５５（お買い上げ時 n=０） 
n＝０は不活動タイマオフ 


本コマンドの設定は、６４K データ通 
信時のみ有効です。 
n＝０: ＊アスタリスク 
n＝１: /スラッシュ（お買い上げ時） 
n＝２: ￥マークあるいはバックス 
ラッシュ 


本コマンドの設定は、６４K データ通 
信時のみ有効です。 
n＝０: #シャープ 
n＝１: % パーセント（お買い上げ時） 
n＝２: &アンド 


＿＿ 


本コマンドは、A T X < n > コマンド 
（→P 5 5 0 ）がn=０以外のときのみ有 
効です。 
n＝０ : 拡張リザルトコードを使用し 
ません（お買い上げ時） 
n＝１ : 拡張リザルトコードを使用し 
ます 
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※ 1 ：「& W」コマンドでFOMA端末に記録されます。 
※ 2 ：「& F」 
「Z ｣コマンドによるリセットは行われません。 
※ 3 ：「AT DN 
」や「AT DL 
」でリダイヤル発信ができます。 
※ 4 ：「& W」コマンドを使用する前に「Z 」コマンドを実行すると、最後に記録した状態に戻り、それまでの変更 
内容は消去されます。 


切断理由一覧 


■ パケット通信 


数字表示 
文字表示 
理　由 


１０ 
S IM not ins erted 
F OMA カードがセットされていません。 


１５ 
S IM wrong 
ドコモ以外のS IM（F O M A カードに相当する 
ＩＣカード）が挿入されています。 


１６ 
inc orrec t pas s word 
パスワードが間違っています。 


１００ 
unknown 
不明なエラーです。 


■ 6 4 K データ通信 


値 
理　由 


２７ 
A P N が存在しないか、もしくは正しくありません。 


３０ 
ネットワークによって切断されました。 


３３ 
パケット通信の契約がされていません。 


３６ 
正常に切断されました。 


値 
理　由 


１ 
指定した番号は存在しません。 


１６ 
正常に切断されました。 


１７ 
相手側が通信中のため、通信ができません。 


１８ 
発信しましたが、指定時間内に応答がありませんでした。 


１９ 
相手側が呼出し中のため通信ができません。 


２１ 
相手側が着信を拒否しました。 


６３ 
ネットワークのサービスおよびオプションが有効ではありません。 


６５ 
提供されていない処理速度を指定しました。 


８８ 
端末属性の異なる端末に発信したか、もしくは着信を受けました。 


エラーレポート一覧 
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■ コマンド名：+C GE QMIN ＝[パ 
ラメータ] 


● 概要 
P P P パケット通信確立時にネット 
ワーク側から通知される Q o S 
（サービス品質）を許容するかどう 
かの判定基準値を登録します。 
● 書式 
A T + C G E QMIN ＝[＜ c id ＞［，， 
＜ Ma ximum bit ra t e U L ＞［， 
＜ Maximum bitrate DL ＞］］］ 


● パラメータ説明 
＜ c id ＞＊：１～１０ 
＜ Maximum bitrate UL ＞＊ 
：なし（初期値）または６４ 
＜ Maximum bitrate DL ＞＊ 
：なし（初期値）または３８４ 
「＊＜ c id ＞」は、FOMA 端末内に 
登録するパケット通信での接続先 
（AP N）を管理する番号です。 
FOMA 端末では「１～１０」が登録 
できます。「M a ximum bit ra t e 
UL 」および「Maximum bitrate 
DL」では、FOMA 端末と基地局間 
の上りおよび下りの最低通信速度 
（kbps ）を設定します。「なし（お買 
い上げ時）」に設定した場合は、す 
べての速度を許容しますが、 
「６４」 
および「３８４」を設定した場合、 
これらの速度以下の接続は許容され 
ないため、パケット通信が接続され 
ない場合がありますのでご注意くだ 
さい。 
● 実行例 
（1 ）上り／下りすべての速度を許容 
する場合のコマンド 
（＜ cid ＞＝２の場合） 
A T +C GE QMIN ＝２ 
OK 
（2 ）上り６４k b p s ／下り３８４ 
kbps の速度のみ許容する場合 
のコマンド 
（＜ c id ＞＝３の場合） 
AT+CGEQMIN＝３,,６４,３８４ 
OK 


ＡＴコマンドの補足説明 


■ コマンド名：+C GDC ONT ＝ 
［パラメータ］ 


● 概要 
　パケット発信時の接続先（A P N）の 
設定を行います。 
● 書式 
　+C GDC ONT ＝［＜c id＞［，"P P P " 
［，"＜ A P N ＞ "］］］ 


● パラメータ説明 
　＜ c id ＞＊ 
：１～１０ 
＜ A P N ＞＊ ：任意 
「＊＜cid＞」は、FOMA 端末内に登 
録するパケット通信での接続先 
（AP N）を管理する番号です。FOMA 
端末では「１～１０」が登録できま 
す。お買い上げ時、「＜ cid ＞ = １」 
には、mope ra に接続するための 
AP N（「mopera.ne.jp」）が登録され 
ています。＜AP N＞は接続先を示す 
接続ごとの任意の文字列です。 
● 実行例 
「abc」というAP N 名を登録する場 
合のコマンド（＜cid＞＝３の場合） 
A T + C G D C O N T ＝３，"P P P "， 
"abc" 
OK 
● パラメータを省略した場合の動作 


A T +C GDC ONT ＝ 
すべての＜ c id ＞の設定をクリア 
します。ただし、「＜c id ＞＝１」の 
設定はお買い上げ時の状態に再設 
定されます。 


A T +C GDC ONT ＝＜ c id ＞ 
指定された＜ c id ＞の設定をクリ 
アします。ただし、「＜ c id ＞＝１」 
の設定はお買い上げ時の状態に再 
設定されます。 


A T +C GDC ONT ＝？ 
設定可能な値のリスト値を表示し 
ます。 


A T +C GDC ONT ？ 
現在の設定値を表示します。 
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（3 ）上り６４kbps ／下りすべての 
速度のみ許容する場合のコマ 
ンド 
（＜ c id ＞＝４の場合） 
A T +C GE QMIN ＝４,, ６４ 
OK 
（4 ）上りすべての速度／下り３８４ 
kbps 速度のみ許容する場合の 
コマンド 
（＜ c id ＞＝５の場合） 
A T +C GE QMIN ＝５,,,３８４ 


OK 
● パラメータを省略した場合の動作 


A T +C GE QMIN ＝ 
すべての＜c id＞の設定をクリアし 
ます。 


A T +C GE QMIN ＝＜ c id ＞　 
指定された＜c id＞をお買い上げ時 
の状態に戻します。 


A T +C GE QMIN ＝？ 
設定可能な値のリストを表示し 
ます。 


A T +C GE QMIN？ 
現在の設定を表示します。 


■ コマンド名：+C GE QR E Q ＝ 
［パラメータ］ 


● 概要 
P P P パケット通信時の発信時に 
ネットワークへ要求する Q o S 
（サービス品質）を設定します。 
● 書式 
A T +C GE QR E Q ＝[＜ c id ＞］ 


● パラメータ説明 
上り６４kbps ／下り３８４kbps の 
速度で接続を要求するコマンドの 
み設定可能です。各c idにはその内 
容がお買い上げ時に設定されてい 
ます。 
＜ c id ＞＊ ：１～１０ 
「＊＜c id ＞」は、FOMA 端末内に 


登録するパケット通信での接続先 
（A P N ）を管理する番号です。 
FOMA 端末では「１～１０」が登録 
できます。 


● 実行例 
（＜ c id ＞＝３の場合） 
A T +C GE QR E Q ＝３ 
OK 
● パラメータを省略した場合の動作 


A T +C GE QR E Q ＝ 
すべての＜ c id ＞をお買い上げ時 
の状態に戻します。 


A T +C GE QR E Q ＝＜ c id ＞ 
指定された＜ c id ＞をお買い上げ 
時の状態に戻します。 


A T +C GE QR E Q ＝？ 
設定可能な値のリスト値を表示し 
ます。 


A T +C GE QR E Q？ 
現在の設定を表示します。 
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リザルトコード 


■ リザルトコード 


※ ：「R E S T R IC T ION」（数字：１００）が 
表示された場合は、通信ネットワーク 
が混雑しています。しばらくしてから 
接続し直してください。 


数字表示 


文字表示 


０ 


OK 


１ 


C ONNE C T 


２ 


R ING 


３ 


NO C A R R IE R 


４ 


E R R OR 


６ 


NO DIA L T ONE 


７ 


B US Y 


８ 


NO A NS WE R 


１００※ 


R E S T R IC T ION ※ 


１０１ 


DE L A Y E D 


意　味 


正常に実行しました。 


相手と接続しました。 


着信が来ています。 


回線が切断されました。 


コマンドを受け付けるこ 
とができません。 


ダイヤルトーンの検出が 
できません。 


話中音の検出中です。 


接続完了　タイムアウト 
しました。 


ネットワークが規制中 
です。 


リダイヤル発信規制中 
です。 


● A T V ＜n ＞コマンド（→P 5 4 9 ）がn=１ 
に設定されている場合には英文字表記 
（初期値）、n= ０に設定されている場合に 
は数字表記でリザルトコードが表示され 
ます。 
● 従来の R S -２３２C で接続するモデムとの 
互換性を保つため通信速度の表示はしま 
すが、F OMA 端末－P C 間はUS B ケーブ 
ルで接続されているため、実際の接続速 
度と異なります。 


お知らせ 


■ 拡張リザルトコード 


数字表示 


文字表示 


５ 


C ONNE C T １２００ 


１０ 


C ONNE C T ２４００ 


１１ 


C ONNE C T ４８００ 


１３ 


C ONNE C T ７２００ 


１２ 


C ONNE C T ９６００ 


１５ 


C ONNE C T １４４００ 


１６ 


C ONNE C T １９２００ 


１７ 


C ONNE C T ３８４００ 


１８ 


C ONNE C T ５７６００ 


１９ 


CONNECT １１５２００ 


２０ 


CONNECT ２３０４００ 


２１ 


CONNECT ４６０８００ 


意　味 


F OMA 端末－P C 間速度 
１２００ bps で接続し 
ました。 


F OMA 端末－P C 間速度 
２４００ bps で接続し 
ました。 


F OMA 端末－P C 間速度 
４８００ bps で接続し 
ました。 


F OMA 端末－P C 間速度 
７２００ bps で接続し 
ました。 


F OMA 端末－P C 間速度 
９６００ bps で接続し 
ました。 


F OMA 端末－P C 間速度 
１４４００ bps で接続 
しました。 


F OMA 端末－P C 間速度 
１９２００ bps で接続 
しました。 


F OMA 端末－P C 間速度 
３８４００ bps で接続 
しました。 


F OMA 端末－P C 間速度 
５７６００ bps で接続 
しました。 


F OMA 端末－P C 間速度 
１１５２００ bps で接 
続しました。 


F OMA 端末－P C 間速度 
２３０４００ bps で接 
続しました。 


F OMA 端末－P C 間速度 
４６０８００ bps で接 
続しました。 
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■ リザルトコード表示例 


A T X ０が設定されているとき 


AT¥ V コマンド（→P 5 5 1 ）の設定に 
関わらず、接続完了の際にCONNECT 
のみの表示となります。 
文字表示例：A T D ＊９９＊＊＊１# 
C ONNE C T 
数字表示例：A T D ＊９９＊＊＊１# 
１ 


A T X １が設定されているとき 


• A T X１、A T ¥ V０が設定されてい 
る場合（初期値） 
接続完了のときに、C ONNE C T 
＜FOMA 端末－P C 間の速度＞の 
書式で表示します。 
文字表示例： 
A T D ＊９９＊＊＊１# 
C ONNE C T ４６０８００ 
数字表示例： 
A T D ＊９９＊＊＊１# 
１ ２１ 


■ 通信プロトコルリザルトコード 


数字表示 


文字表示 


１ 


P P P overUD 


２ 


A V ３２ K 


３ 


A V ６４ K 


５ 


P A C K E T 


意　味 


P P P o v e rU D で接続 
（B C = U D I、+ C B S T = 
１１６ , １ , ０） 


A V （テレビ電話） 
［３２ K ］で接続 


A V （テレビ電話） 
［６４ K ］で接続 


P A C K E T で接続 


• A T X１、A T ¥ V１が設定されてい 
る場合※ 1 


接続完了のときに、次の書式で表 
示します。 
C ONNE C T ＜FOMA 端末－P C 間 
の速度＞ ＜通信プロトコル＞ 
＜接続先 A P N ＞ ／ ＜上り方向 
（FOMA 端末→無線基地局間）の最 
高速度＞ ／ ＜下り方向（FOMA 端 
末←無線基地局間）の最高速度＞※ 2 


文字表示例： 
A T D ＊９９＊＊＊１# 
C ONNE C T ４６０８００ 
P A C K E T mopera.ne.jp/ 
６４/３８４ 
（mopera.ne.jp に、上り最 
大６４kbps 、下り最大３８４ 
kbps で接続したことを表 
します。） 
数字表示例： 
A T D ＊９９＊＊＊１# 
１ ２１ ５ 


※ 1 ： A T X１、A T ¥ V１を同時に設定し 
た場合、ダイヤルアップ接続が正 
しくできない場合があります。 
A T ¥ V０だけでのご利用をおすす 
めします。 
※ 2 ： A T ¥ V １が設定されている場合、 
＜接続先A P N＞以降はP A C K E T 
で接続している場合のみ表示され 
ます。 
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文字入力 


文字入力について 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
5 5 8 


かな方式で文字を入力します＜かな方式＞ 
・・・・・・・・・・・・・・・・ 
5 6 1 


定型文・記号・絵文字を入力します 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
5 6 5 


定型文を修正／登録します＜定型文登録＞ 
・・・・・・・・・・・・・・・・ 
5 7 1 


文字のコピーと貼り付け＜文字コピー＞ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
5 7 3 


区点コードで入力します＜区点コード入力＞ 
・・・・・・・・・・・・・・・ 
5 7 4 


よく使う単語を登録します＜単語登録＞ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
5 7 5 


電話帳を引用して入力します＜電話帳呼出＞ 
・・・・・・・・・・・・・・・ 
5 7 7 


入力予測機能を使用します／使用しません＜文字入力方法設定＞ 
・・・・・・ 
5 7 8 
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文 
字 
入 
力 
に 
つ 
い 
て 


文字の種類 


ひらがな／漢字 


カタカナ 


英字 


数字 


記号 


絵文字 


文字入力について 


全角 


○ 


○ 


○ 


○ 


○ 


○ 


半角 


― 


○ 


○ 


○ 


○ 


― 


FOMA 端末には電話帳やメールなど、文字を入力して活用する多くの機能があ 


ります。 


● 文字の入力は「かな方式」で行います。かな方式は、1 つのボタンに複数の文 


字が割り当ててあり、ボタンを押すたびに文字が変わります。文字の割り当て 


については付録の「ダイヤルボタンの文字割り当て一覧」をご覧ください。 


→ P 5 9 2 


● 文字の種類には「全角文字」と「半角文字」があります。 


全角文字は、半角文字 2 文字分にカウントされます。半角文字では、濁点・ 


半濁点も 1 文字分にカウントされます。 


● 入力する文字の呼び出しかたがわからない場合などは、区点コードで入力す 


ることができます。→ P 5 7 4 


● 入力できる漢字は J IS 第一水準漢字・第二水準漢字の 6 3 5 5 文字です。 


● 複雑な漢字は一部変形もしくは省略して表示されます。 


● 全角の英数字の入力モードはありません。全角の英数字、記号の入力につい 


ては付録の「記号・特殊文字入力一覧」をご覧ください。→ P 5 9 3 


文字の種類 


○ ：入力可　―：入力文字なし 


文 
字 
入 
力 


559 


インライン入力 


入力欄を選択して 0 ～ 9、*、# を押すと、入力欄に文字が直接 


入力できます。 


〈文字を確定した状態〉 


文字入力のガイド表示について 


画面右下に 
が表示されている画面で 


電話帳 


を押すと、文字入力のガイド 


画面を表示することができます。ガイド画面では、入力文字の切り替え、大／小 


文字の切り替えの操作を画像で説明しています。改行が可能な画面では、ガイド 


画面に改行の操作も表示されます。 


文 
字 
入 
力 
に 
つ 
い 
て 


入力モード 


入力可能な範囲（これ以上入力できません） 


ガイド行 


カーソル（点滅）：文字が入力（挿入）される位置を示します。 


UDLR で移動できます。 


全画面入力 


入力欄を選択して 
を押すと、入力エリアが全画面表示されます。 


文字入力画面の見かた 


文字の入力欄には、画面を切り替えて文字を入力する全画面入力と、画面を切り 


替えずに入力欄に直接文字を入力するインライン入力の 2 種類があります。 


〈文字入力のガイド表示の例〉 


文 
字 
入 
力 


● ガイド画面の画像は、改行ができない場合は改行 


のガイド表示が表示されないなど、表示する画面 


により異なります。 
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項　目 


1絵文字を入力 


2記号を入力 


3定型文を貼付け 


4編集を取り消す 


5文字をコピー 


6コピー貼付け 


7電話帳を呼出す 


8入力予測有効／ 
入力予測無効 


9区点コード入力 


説　明 


絵文字を一覧から入力し 
ます。 


記号を一覧から入力し 
ます。 


定型文を一覧から入力し 
ます。 


文字入力を終了します。 


文字をコピーします。 


コピーした文字を貼り付 
けます。 


電話帳データの内容を入 
力します。 


予測変換候補を表示する 
かどうかを設定します。 


区点コードを使って入力 
します。 


参照先 


P5 6 6 


P5 6 6 


P5 6 5 


－ 


P5 7 3 


P5 7 3 


P5 7 7 


P5 7 8 


P5 7 4 


※ ひらがな／漢字入力モード中は、文字が確定され 


ているときに表示されます。 


文字入力画面のサブメニュー 


入力欄によって表示される項目が異なります。 


※ 入力画面によっては、表示されない入力モードがあります。 


入力モードを切り替えます 


を押すたびに、次のように入力モードが切り替わります。 


入力モード 


文 
字 
入 
力 
に 
つ 
い 
て 


文 
字 
入 
力 


〈ひらがな／漢字〉 
〈半角カタカナ〉 
〈半角英字〉 
〈半角数字〉 
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かな方式で文字を入力します 
＜かな方式＞ 


〈例〉電話帳の登録で「鈴木」と入力するとき 
1 待受画面で 


電話帳 


「2 電話帳に登録する」を押す 


2「すずき」と入力する 


● ボタンを押し間違えたときは C を押して取り消します。 


■ 同じボタンに割り当てられている文字を続けて入力するとき 


最初の文字を入力した後に R を押してカーソルを右に移動させ、次の文 


字を入力します。 


■ 別のボタンに割り当てられている文字を続けて入力するとき 


続けてボタンを押すと、カーソルは自動的に移動して文字が入力されます。 


■ 文字に「゛」「゜」を付けるとき 


文字を入力して * を押します。 


〈例〉「ほ」を入力して * を押すと、押すたびに「ぼ」→「ぽ」→「ほ」と 


入力が切り替わります。 


「゛」「゜」が付けられない文字のときは、「゛」「゜」が全角で入力され 


ます。 


と表示されます。 


「す」→ 3 を 3 回押します。 


R を押して、カーソルを 1 つ右に移動し 


ます。 


「ず」→ 3 を 3 回押して * を押します。 


「き」→ 2 を 2 回押します。 


か 
な 
方 
式 


文 
字 
入 
力 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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電話帳 


■ 小文字を入力するとき 


文字入力後に 
を押します。英字の大文字を入力するときも同様に操作 


します。小文字への切り替えが可能な文字については付録の「ダイヤルボタ 


ンの文字割り当て一覧」（→ P 5 9 2 ）をご覧ください。 


〈例〉「あ」を入力して 
を押すと「ぁ」→「あ」→「ぁ」と入力が切り 


替わります。 


3 


電話帳 を押す 


■ 変換候補を一覧表示するとき 


電話帳 


を 1 回押しても目的の文字が表示されないときは、UD または 


電話帳 を押すと変換候補が一覧表示されます。 


UD を押して変換候補を選択し、 
を押します（候補の番号のダイ 


ヤルボタンを押しても選択できます）。 


● 変換候補の一覧が複数ページあるときは、 


電話帳 を押して次ページ、 


メニュー 


を押 


して前ページに切り替えることができます。 


4 
を押す 


文字が確定します。 


■ ひらがなのまま確定するとき 


ひらがなを入力した状態で 
を押します。 


■ カタカナに変換するとき 


ひらがなを入力した状態で 


メニュー 


を押します。 


● 予測変換候補が表示されていない場合はDを押 


しても 変換されます。予測変換→ P 5 6 4 


● C：変換前の状態に戻ります。 


電話帳 


/ 


D 


か 
な 
方 
式 


文 
字 
入 
力 


変換候補の番号／ 
変換候補の件数 
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■ 文字を挿入するとき 


UDLRを押して挿入する位置までカーソルを移動し、文字を 


入力します。入力した文字はカーソル位置に挿入されます。 


■ 文字を削除するとき 


● カーソルが入力文字の途中にある場合（例： 
） 
• C 
：カーソル位置の 1 文字を削除します。 
• C を 1 秒以上：カーソル位置の文字とそれ以降のすべての文字を削 


除します。 


● カーソルが入力文字の末尾にある場合（例： 
） 
• C 
：カーソルの左の 1 文字を削除します。 
• C を 1 秒以上：すべての入力文字を削除します。 


■ 改行するとき 


改行する位置にカーソルを移動して # を押します。 


● 改行した位置には「 
」（改行マーク）が表示されます。 


● 入力欄によっては改行できない場合があります。 


5 
を押す 


文字入力が終了して、フリガナの入力画面が表示されます。 


● 入力した文字を無効にして文字入力を終了するには、すべての文字を削除 


してから C を押します。 


複数の文節を一括変換するには 


複数の文節を一括変換して、文章を簡単に入力できます。 


● 全角で最大 2 4 文字まで一括して変換できます。 


〈例〉「イタリア料理を食べに行こう。」と入力するとき 


変換 


メニュー 


全確定 


変換部分確定 


変換範囲変更 


変換範囲変更 


電話帳 


L 


R 


か 
な 
方 
式 


文 
字 
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入力予測機能を利用します 


FOMA 端末には、文字を入力すると、読みの先頭部分が一致する予測変換候補 


が一覧表示される入力予測機能が搭載されています。予測変換候補には一度入力 


した単語が自動的に予測辞書データとして登録されるので、次に同じ内容を入力 


するときには、先頭の文字を入力するだけですばやく入力できます。 


● 次の単語や文字列が候補として表示されます。 
• 標準搭載の単語 
• かな方式で入力した単語 
• 単語登録した文字列 


● 入力予測機能は、ひらがな／漢字入力モードだけ利用できます。 


● 予測変換候補を表示しないように設定することもできます。→ P 5 7 8 
1 文字を入力する 


予測変換候補リストが表示されます。 


2 D 
候補を選択 
を押す 


● 目的の候補がない場合、 


電話帳 


を押すと変換候補が表示され、予測変換候補 


が消えます。 


● 続けて文字を入力すると候補が絞り込まれます。候補が絞り込まれた後は、 


再度 D を押してから候補を選択します。 


● １文字、2 文字、3 文字と文字を入力するたびに 


候補は絞り込まれます。 


● 


電話帳 


：変換候補を表示します。 


● 
：ひらがなのまま確定します。 


● 


メニュー 


：全角カタカナに変換します。 


か 
な 
方 
式 


文 
字 
入 
力 


● ひらがなで読みを入力して、記号や絵文字、アルファベット、ギリシャ文字などを入力でき 
ます。読みと文字の対応は、付録の「記号・特殊文字入力一覧」「絵文字入力変換・読み上げ 
一覧」をご覧ください。→ P 5 9 3 、P 5 9 9 


お知らせ 


予測候補の 
番号／予測 
候補の件数 
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定型文・記号・絵文字を一覧から入力します。 


定型文・記号・絵文字を入力します 


定型文を入力します 
1 文字入力画面で 


メニュー 


「3 定型文を貼付け」を押す 


2 フォルダを選択 
を押す 


3 一覧から選択 
を押す 


定型文が挿入されます。 


● LR：前後のページを表示できます。 


● 入力予測機能で登録された単語や文字列（予測辞書データ）は、設定リセットで削除されます。 
→ P 4 7 9 


お知らせ 


● 定型文が入力できる場合のみ選択できます。 


● 選択した定型文はカーソル位置に挿入されます。 
● 定型文を入力したとき、編集中の文章が入力可能な文字数を超える場合は、貼り付けるかどう 
かの確認画面が表示され、「1 貼り付ける」を押すと入力可能な文字数以降は削除されます。 
● 顔文字の一部は「かお」の変換候補として表示されます。 
● 定型文一覧→ P 5 6 7 


お知らせ 


か 
な 
方 
式 
／ 
定 
型 
文 
・ 
記 
号 
・ 
絵 
文 
字 
を 
入 
力 
し 
ま 
す 


文 
字 
入 
力 


定型文の番号／定型文の件数 
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記号・絵文字を入力します 
1 文字入力画面で 


メニュー 


「1 絵文字を入力」または 
「2 記号を入力」を押す 


2 一覧から選択 
を押す 


記号・絵文字が挿入されます。 


● 


メニュー 


／ 


電話帳 


：前後のページを表示できます。 


● 次のかっこの左側（例：｛ ）を選択した場合は、右側のかっこ（例：｝）も 


自動的に入力されます。 


• 半角記号：( )　[ ]　{ }　｢ ｣ 
• 全角記号：（ ）〔 〕［ ］｛ ｝〈 〉《 》「 」『 』【 】 


● 記号・絵文字が入力できる場合のみ選択でき 


ます。 


● 記号は文字入力画面で入力できるものが一覧で表示されます。 
● 記号や絵文字は、データ転送を行った際、正しく表示されない場合があります。 
● 絵文字を入力してｉモード端末以外の相手にメールを送信すると、正しく表示されない場合 
があります。 
● 絵文字 2（→ P 5 7 0 ）を入力してメールを送信すると、相手端末によっては正しく表示され 
ない場合があります。 
● 記号・絵文字一覧→ P 5 7 0 
● 記号・特殊文字入力一覧→ P 5 9 3 
● 絵文字入力変換・読み上げ一覧→ P 5 9 9 


お知らせ 


〈記号入力の場合〉 


定 
型 
文 
・ 
記 
号 
・ 
絵 
文 
字 
を 
入 
力 
し 
ま 
す 


文 
字 
入 
力 
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OK です。 


こんばんは。 


お疲れさま。 


おまかせします。 


遅れます。 


出席します。 


もう少し待って下 
さい。 


今どこにいますか？ 


NG です。 


おやすみなさい。 


ありがとうござい 
ました。 


お待ちしています。 


あとで連絡します。 


欠席します。 


すぐ連絡下さい。 


おはようございます。 


ごぶさたしております。 


ごめんなさい。 


すぐ行きます。 


先に行きます。 


再開します。 


迎えに来て下さい。 


こんにちは。 


さようなら。 


いってらっしゃい。 


お休みします。 


戻ってきます。 


すぐに戻って下さい。 


先に行って下さい。 


定型文一覧 


挨拶・連絡（2 9 種類） 


○ ○ の件、よろしく 
お願い致します。 


○ ○ 時頃まで携帯 
電話の電源を切り 
ます。 


本日の会議は、○ ○ 
となりました。 


お知らせします。 


待ち合わせの変更 
です。場所は○ ○ 
です。時間は○ ○ 
時です。 


○ ○ 時頃出社しま 
す。 


本日のご訪問は、 
○ ○ となりました。 


よろしくお伝えく 
ださい。 


○ ○ の件、確認しま 
した。 


直行します。 


F A X を確認して下 
さい。 


ご伝言をお願いいた 
します。 


予定変更です。至急 
電話下さい。 


直帰します。 


ご報告いたします。 


いつもお世話になっ 
ています。 


ビジネス（1 6 種類） 
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顔文字（1 5 種類） 


【おはよう】　おは 
よう 
今日も一日 
頑張りましょう 


【遅れます】　ごめ 
んなさい 
遅れま 
す。あと○ ○ 分くら 
いで着きます。 


【乗車中です】　 
す 
みません。今、電車 
に乗っているため電 
話に出られません。 
降りたら折り返し連 
絡します 


【ビデオ録画】 ○ 
○ 時から○ ○ チャ 
ンネルで放送する 
○ ○ をビデオ録画 
しておいてくださ 
い 


【おやすみ】　おや 
すみなさい 
また 
明日ね 


【外食して帰る】 今 
日は外で食べて帰 
ります 
ご飯はい 
りません。 


【今から帰る】 今、 
終わりました 
こ 
れから帰ります 


【帰ってきなさい】 
　今、どこに居る 
んですか 
遅くな 
らないうちに帰っ 
てきなさい 


【楽しかったよ】　 
今日はとっても楽 
しかったよ。ありが 
とう 


【誕生日】　 
HAPPY 
B IR T HDA Y ！お誕 
生日おめでとう 


【洗濯物】　雨が降 
りそうです。洗濯物 
を取りこんでおい 
てください 


【お届けもの】　 


今日○ ○ を送って 
おきました。届いた 
ら 連 絡 く だ さ い 


【元気？】　お元気で 
すか？ご無沙汰し 
ております 


【アドレス変更】 


アドレス変更し 
ました。新アドレス 
は @docomo.ne.jp 
です。電話帳を変更 
してください。番号 
は変わりません。 


【今夜の夕食】　今 
から買い物して帰 
ります 
今夜の夕 
食は何がいいです 
か？ 


絵文字入り（1 5 種類） 
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【寒中見舞い】　寒 
さ厳しき折、お変わ 
りございませんか。 
御身ご大切になさ 
いますようお祈り 
申し上げます。 


【結婚祝い】　時下 
益々ご清栄のこと 
とお慶び申し上げ 
ます。この度はご結 
婚おめでとうござ 
います。お二人の門 
出を心より祝福申 
し上げます。 


【就職祝い】 ご就職 
おめでとうござい 
ます。健康に留意さ 
れ、ご活躍されるこ 
とを心よりお祈り 
申し上げます。 


【誕生日祝い】 心か 
ら○ ○ 様のお誕生 
日をお祝いいたし 
ますとともに、今後 
のご健康と御繁栄 
を祈念いたします。 


【暑中見舞い】　暑 
中お見舞い申し上 
げます。時節柄、ご 
健康には十分ご留 
意のうえご活躍く 
ださいますよう心 
から祈念いたして 
おります。盛夏 


【出産祝い】　時下 
益々ご清祥のこと 
とお慶び申し上げ 
ます。この度はご 
出産おめでとうご 
ざいます。お子様 
の壮健なご成長を 
祈念いたします。 


【病気見舞い】　お 
体の具合はいかが 
でしょうか。一日 
も早いご回復を祈 
念し、心よりお見 
舞い申し上げます。 


【成功祝い】　ご成 
功の報に接し、心よ 
りお祝い申し上げ 
ますとともに、今後 
の益々のご活躍を 
祈念いたします。 


【御礼】 時下益々ご 
盛栄のこととお慶び 
申し上げます。この 
度は丁寧なお心遣い 
をいただき、厚く御 
礼申し上げます。 


【入学祝い】 　ご入学 
おめでとうございま 
す。充実した学生生 
活を送り、さらに大 
きく飛躍されること 
をお祈りいたします。 


【転居案内】 転居の 
ご案内を申し上げま 
す。住所、電話番号 
などは追ってお知ら 
せいたします。取り 
急ぎご連絡まで。 


【就任祝い】 この度 
のご就任、心からお 
喜び申し上げます。 
今後ますますのご健 
勝とご隆盛をお祈り 
いたします。 


【残暑見舞い】 残暑 
お見舞い申し上げ 
ます。残暑ことのほ 
か厳しい折柄、皆様 
のご健康をお祈り 
申し上げます。盛夏 


【卒業祝い】 ご卒業 
おめでとうござい 
ます。新しい人生の 
門出を心よりお祝 
い申し上げます。 


【詫状】 この度は多 
大なご迷惑をおか 
けし、誠に申し訳あ 
りません。何卒ご寛 
容の上、引続きご愛 
顧賜りますようお 
願い申し上げます。 


【人事異動通知】 こ 
の度弊社の人事異 
動により○ ○ へ移 
動となりました。今 
後ともご指導ご鞭 
撻の程、宜しくお願 
いいたします。 


アドレス・データ形式（9 種類） 


http://www. 


.c o.jp 


.html 


@doc omo.ne.jp 


.or.jp 


.c om 


.g o.jp 


.ne.jp 


.ac .jp 


ユーザ作成（最大 5 0 件） 


文例集（1 6 種類） 


● 顔文字を使ったメールを送信する場合、相手端末のディスプレイの大きさ、表示文字数やフォ 
ントにより、形がくずれたり、見えかたが異なるなど、正しく表示されない場合があります。 


お知らせ 
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■ 絵文字一覧 
■ 記号一覧 


絵文字 2 


絵文字 1 
全角記号 
半角記号 


記号・絵文字一覧 


● 次のかっこの左側（例：｛ ）を選択した場合は、右側のかっこ（例：｝）も自動的に入力され 
ます。 
()　[ ]　{}　「 」「 」（ ）〔 〕［ ］｛ ｝＜ ＞《 》『 』【 】 


お知らせ 
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定型文を新しく登録することや、お買い上げ時に登録されている定型文を編集し 


て新しい定型文として登録することができます。新しく登録した定型文は「ユー 


ザ作成」に登録されます。 


● 
「ユーザ作成」には最大 5 0 件登録できます。 


1 待受画面で 


メニュー 


「 
詳細な機能を設定する」 「1 入 
力に関する設定を行う」 「3 よく使う定型文を登録す 
る」を押す 


■ 登録済みの定型文を修正して登録するとき 


① 利用したい定型文が登録されているフォルダを選択 
利用したい定 


型文を選択 
を押す 


定型文が表示されます。 


② 
を押す 


定型文編集の画面が表示されます。操作 3 に進みます。 


2「ユーザ作成」のフォルダを選択 
「＜新しい定 
型文＞」を選択 
を押す 


定型文を修正／登録します 
＜定型文登録＞ 


定 
型 
文 
登 
録 
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3 定型文を入力 
を押す 


定型文を登録した旨のメッセージが表示されます。 


● 全角で最大 6 4 文字、半角で最大 1 2 8 文字入力できます。 


4 
を押す 


定型文一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 定型文一覧→ P 5 6 7 


お知らせ 


定型文を削除します 


●「ユーザ作成」に登録されている定型文のみ削除できます。 
1「ユーザ作成」の定型文一覧を表示する 


● 操作方法→ P 5 7 1 


2 定型文を選択 


メニュー 


を押す 


3「1 削除する」を押す 


定型文を削除した旨のメッセージが表示されます。 


●「2 削除しない」：削除を中止します。 
定 
型 
文 
登 
録 


文 
字 
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4 
を押す 


定型文一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 操作2 で定型文を選択して 
を押し、定型文の詳細画面で 


メニュー 


を押しても操作できます。 


お知らせ 


文字入力画面から文字のコピーを行い、別の場所に貼り付けます。別の文字入力 


画面に貼り付けることもできます。 


● コピーした文字は電源を切るまでFOMA 端末に保持され、別の場所に何度で 


も貼り付けることができます。 


● 保持できるのは1 件だけです。新たにコピーを行うと内容は上書きされます。 


文字のコピーと貼り付け 
＜文字コピー＞ 


文字をコピーします 


入力済みの文字を選択してコピーを行います。 
1 文字入力画面で 


メニュー 


「5 文字をコピー」を押す 


2 開始位置にカーソルを合わせて 
を押す 


● 


メニュー 


：全文を選択します。 


3 終了位置にカーソルを合わせて 
を押す 


コピーした旨のメッセージが表示されます。 


● 


メニュー 


／ 


電話帳 


：カーソルを文頭／文末に移動します。 


4 
を押す 


文字入力画面に戻ります。 


文字を貼り付けます 


コピーした文字を文字入力画面に貼り付けます。 


● 貼り付けを行ったとき、編集中の文章が入力可能な文字数を超える場合は、 


入力可能な文字数以降は削除されます。 


定 
型 
文 
登 
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字 
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区点コード一覧表にある文字、数字、記号を 4 桁の区点コードを使って入力し 


ます。 


〈例〉「携」（区点コード 2 3 4 0 ）を入力するとき 
1 文字入力画面で 


メニュー 


「9 区点コード入力」を押す 


2 4 桁の区点コード（この場合は 2340） 
を入力 
を押す 


「携」が入力されます。 


● 有効な区点コードは 0 1 0 1 ～ 8 4 0 6 です。 


● 対応する文字、数字、記号がない区点コードの入力は無効です。 


区点コードで入力します 
＜区点コード入力＞ 


文 
字 
コ 
ピ 
ー 
／ 
区 
点 
コ 
ー 
ド 
入 
力 


1 文字入力画面で、貼り付ける位置にカーソルを合わせて 


メニュー 


「6 コピー貼付け」を押す 


文字がカーソル位置に挿入されます。 


● コピーした文字種と、貼り付け先の文字種が適合しないときは、貼り付けられません。たと 
えば、メールアドレス欄（半角英数字）にひらがなや漢字などの文字は貼り付けられません。 
● 改行が入力できない入力画面に、改行を含んだ文字列を貼り付けた場合は、空白に置き換え 
られます。 


お知らせ 


お知らせ 


● 区点コード一覧→ P 5 9 5 


文 
字 
入 
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単 
語 
登 
録 


よく使う単語をあらかじめユーザ辞書データに登録しておき、文字の変換のとき 


に簡単に呼び出します。 


● 最大 5 0 件登録できます。 
1 待受画面で 


メニュー 


「 
詳細な機能を設定する」 「1 入 
力に関する設定を行う」 「2 よく使う単語を登録する」 
を押す 


2 
を押す 


■ 登録済みの単語を修正するとき 


修正する単語を選択 


電話帳 


を押す 


単語の入力画面が表示されます。操作 4 に進みます。 


3「新規登録」を選択 
を押す 


よく使う単語を登録します 
＜単語登録＞ 


登録されている単語の件数と、登録できる件数が表 


示されます。 


単語が登録されている場合は、登録した単語の一覧 


が表示されます。 
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4 単語を入力 
を押す 


5 読みを入力 
を押す 


単語を登録した旨のメッセージが表示されます。 


● ひらがなを入力できます。 


● 最大 1 6 文字入力できます。 


6 
を押す 


単語の一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● 全角で最大1 2 文字、半角で最大2 4 文字入力でき 


ます。 


● 登録できる文字の種類は次のとおりです。 
• ひらがな／漢字 
• 全角／半角カタカナ 
• 全角／半角英字 
• 全角／半角数字 
• 全角／半角記号 
• 絵文字 


お知らせ 


● 単語と読みが入力されていないと登録できません。 
● 読みにひらがなと長音、濁点、半濁点以外の文字が入力されていた場合は、登録できません。 
● 単語と読みの組み合わせで、同じ単語が既に登録されている場合は登録できません。 
● 同じ読みの単語は、最大 5 つ登録できます。さらに登録する場合は、読みを変更して登録し 
てください。 
● 単語登録で登録された単語（ユーザ辞書データ）は、設定リセットで削除されます。→P 4 7 9 


単語を削除します 
1 単語の一覧を表示する 


● 操作方法→ P 5 7 5 


2 削除する単語を選択 


メニュー 


「2 削除する」を押す 
単 
語 
登 
録 
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3「1 削除する」を押す 


単語を削除した旨のメッセージが表示されます。 


●「2 削除しない」：削除を中止します。 


4 
を押す 


単語の一覧に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


お知らせ 


● 登録内容の確認画面からも同様に操作できます。 


単 
語 
登 
録 
／ 
電 
話 
帳 
呼 
出 


電話帳の登録内容を引用して入力することができます。 


● 個人の情報表示を制限しているときには、本機能を利用できません。 


→ P 1 8 4 


1 文字入力画面で 


メニュー 


「7 電話帳を呼出す」を押す 


電話帳の検索画面が表示されます。 


2 引用する電話帳データを検索して選択 
を押す 


3 引用する内容を選択 
を押す 


選択した内容が挿入されます。 


電話帳を引用して入力します 
＜電話帳呼出＞ 


● 操作方法→ P 1 2 4 


文 
字 
入 
力 


お知らせ 


● 入力画面によっては、選択した内容が挿入されない場合があります。 
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入力予測機能を使用します／使用しま 
せん＜文字入力方法設定＞ 


文字を入力するときに、入力予測機能を使用するかどうかを設定します。 
1 待受画面で 


メニュー 


「 
詳細な機能を設定する」 「1 入 
力に関する設定を行う」 「1 文字の入力方法を設定す 
る」を押す 


2「1 有効にする」または「2 無効にする」を押す 


入力予測機能を有効／無効に設定した旨のメッセージが表示されます。 


3 
を押す 


メニュー画面に戻ります。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


文字入力中に設定を変更します 
1 文字入力画面で 


メニュー 


「8 入力予測無効」を押す 


入力予測機能が無効に設定されます。 


● 入力予測機能が無効に設定されているときに有効にする場合は、文字入力 


画面で 


メニュー 


「8 入力予測有効」を押します。 


お買い上げ時 
有効にする 


● 入力予測の予測辞書データは、設定リセットでお買い上げ時の状態に戻ります。→ P 4 7 9 


お知らせ 
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メニュー一覧 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
5 8 0 


ダイヤルボタンの文字割り当て一覧 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
5 9 2 


記号・特殊文字入力一覧 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
5 9 3 


区点コード一覧 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
5 9 5 


絵文字入力変換・読み上げ一覧 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
5 9 9 


マルチアクセスの組み合わせについて 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
6 0 1 


FOMA 端末から利用できるサービス ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
6 0 2 


オプション・関連機器のご紹介 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
6 0 3 


主な仕様 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
6 0 4 


データリンクソフトのご紹介 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
6 0 5 


FOMA 端末と外部機器とのデータ連携 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
6 0 6 


困ったときには 


故障かな？と思ったら、まずチェック 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
6 0 7 


こんな表示が出たら 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
6 0 9 


保証とアフターサービス 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
6 1 5 


ソフトウェア更新を利用します〈ソフトウェア更新〉・・・・・・・・・・・・ 
6 1 7 


付録 
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メニュー一覧 


● メニューの右側に「 
」があるときはさらにメニューが分類されています。 


● 表中の「―」は、該当する項目がないことを表しています。 


● 音声読み上げをするように設定しているときは、音声で機能の説明を行いま 


す。→ P 2 0 7 


お買い上げ時 


－ 


－ 


－ 


着信音設定： 
鳴らす 
着信音：着信音1 


着信音設定： 
鳴らす 
着信音：ハープ 


振動させない 


振動させない 


音量 4 


音量 4 


－ 


停止する※ 


参照先 


P 7 1 


P124 


P110 


P152 


P152 


P155 


P155 


P 7 6 


P 7 4 


P 8 7 


P 8 1 


メインメニュー一覧 


メニュー 


1 電話して 
きた相手 
を見る 


2 電話を 
使う 


1 電話帳の内 
容を見る 


2 電話帳に登 
録する 


3 電話を受け 
た時の音を 
選ぶ 


4 電話を受け 
た時の振動 
を選ぶ 


5 電話を受け 
た時の音量 
を調節する 


6 相手の声の 
音量を調節 
する 


7 伝言メモを 
使う 


1 音声電話の 
着信音を 
選ぶ 


2 テレビ電話 
の着信音を 
選ぶ 


1 音声電話の 
振動を選ぶ 


2 テレビ電話 
の振動を 
選ぶ 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


1 伝言メモを 
再生する 


2 伝言メモを 
開始する 


－ 


－ 


－ 


－ 


メ 
ニ 
ュ 
ー 
一 
覧 


付 
録 


※ ：設定を変更している場合、設定リセットを実行してもお買い上げ時の設定には戻り 
ません。→ P 4 7 9 


581 
581 


お買い上げ時 


標準※ 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


着信音設定： 
鳴らす 
着信音：着信音 1 
鳴らす時間： 
3 秒 


振動させない 


－ 


参照先 


P 8 5 


P119 


P345、 
3 9 1 


P313、 
3 1 7 


P332 


P337 


P337 


P343 


P342 


P361 


P377 


P378 


P379 


メニュー 


2 電話を 
使う 


3 メールを 
使う 


7 伝言メモを 
使う 


8 電話帳のグ 
ループ名を 
変更する 


1 受信した 
メールを 
見る 


2 メールを 
作る 


3 例文を使っ 
てメールを 
作る 


4 未送信の 
メールを 
見る 


5 送信した 
メールを 
見る 


6 メールがあ 
るか問合わ 
せる 


7 メールアド 
レスを確認・ 
変更する 


8 メールを設 
定する 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


1 届いている 
メール・ 
メッセージ 
を受信する 


2 メール選択 
受信を行う 


－ 


－ 


－ 


1 メールが届 
いた時の音 
を選ぶ 


2 メールが届 
いた時の振 
動を選ぶ 


3 メールに付 
ける署名を 
登録する 


－ 


－ 


－ 


3 伝言メモの 
メッセージ 
を選ぶ 


－ 


※ ：設定を変更している場合、設定リセットを実行してもお買い上げ時の設定には戻り 
ません。→ P 4 7 9 
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582 
582 


お買い上げ時 


－ 


利用しない 


－ 


－ 


送信文字種： 
日本語 
送達通知： 
要求しない 
有効期間：3 日 
S MS C：ドコモ 
アドレス： 
81903101652 
T ype of 
Number： 
international 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


参照先 


P335 


P341 


P383 


P390 


P401 


P396 


P396 


P223 


P226 


P428 


P441 


P247 


メニュー 


3 メールを 
使う 


4 写真・ビデ 
オを撮る・ 
見る 


5 ｉモード 
を使う 


8 メールを設 
定する 


9 S MS を 
使う 


1 写真を撮影 
する 


2 ビデオを撮 
影する 


3 写真のアル 
バムを見る 


4 ビデオの 
アルバムを 
見る 


1 ｉ Menu 
を見る 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


4 例文を編集 
する 


5 メール選択 
受信を設定 
する 


1 S MS を 
作る 


2 届いている 
S MS を全 
部受信する 


3 S MS を設 
定する 


4 FOMA カー 
ドの受信 
S MS を 
見る 


5 FOMA カー 
ドの送信 
S MS を 
見る 


※ ：設定を変更している場合、設定リセットを実行してもお買い上げ時の設定には戻り 
ません。→ P 4 7 9 
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583 
583 


お買い上げ時 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


着信音設定： 
鳴らす 
着信音： 
着信音 1 
鳴らす時間： 
3 秒 


振動させない 


目覚まし： 
停止※ 


－ 


－ 


－ 


参照先 


P262 


P258 


P259 


P269 


P294 


P294 


P291 


P291 


P293 


P468 


P474 


P 4 8 


P 4 9 


メニュー 


5 ｉモード 
を使う 


6 目覚まし 
を使う 


7 電卓を 
使う 


8 初めに行 
う設定 


2 ブックマー 
クを見る 


3 インター 
ネットに接 
続する 


4 画面メモを 
見る 


5 メッセージ 
を見る 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


1 UR L を入 
力して接続 
する 


2 サイトの入 
力履歴から 
接続する 


－ 


1 メッセージ 
リクエスト 
を見る 


2 メッセージ 
フリーを 
見る 


3 届いている 
メール・ 
メッセージ 
を受信する 


4 メッセージ 
が届いた時 
の音を選ぶ 


5 メッセージ 
が届いた 
時の振動を 
選ぶ 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


1 発信者番号 
通知を使う 


1 発信者番号 
通知を設定 
する 


2 発信者番号 
通知設定を 
確認する 


－ 


－ 


※ ：設定を変更している場合、設定リセットを実行してもお買い上げ時の設定には戻り 
ません。→ P 4 7 9 
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584 
584 


お買い上げ時 


標準の画像 
（草原） 


ブルー 


画面の明るさ： 
標準の明るさ 
照明時間：3 0 秒 


鳴らす 


動作：なし 
声質：女声 
速さ：2 
音量 4 


－ 


スピーカー 


－ 


－ 


－ 


待受時計表示： 
表示する 
表示形式： 
2 4 時間形式 


－ 


－ 


参照先 


P161 


P164 


P165 


P156 


P207 


P215 


P210 


P198 


P202 


P 4 6 


P166 


P485 


P486 


メニュー 


8 初めに行 
う設定 


9 ネットワー 
クサービス 
を使う 


2 待受画面の 
画像を設定 
する 


3 画面の配色 
を設定する 


4 画面の明る 
さを設定 
する 


5 ボタンを押 
した時の音 
を設定する 


6 音声読み上 
げを使う 


7 音声呼出し 
を登録する 


8 時計を設定 
する 


1 留守番サー 
ビスを使う 


－ 


－ 


－ 


－ 


1 音声読み 
上げを設定 
する 


2 音声読み上 
げ用の単語 
を登録する 


3 スピーカー／ 
受話口の切 
替を行う 


1 音声で呼出 
す電話帳を 
登録する 


2 音声で呼出 
す機能を登 
録する 


1 日付と時刻 
を設定する 


2 待受画面に 
時計を表示 
する 


1 留守番メッ 
セージを再 
生する 


2 メッセージ 
があるか問 
合せる 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


※ ：設定を変更している場合、設定リセットを実行してもお買い上げ時の設定には戻り 
ません。→ P 4 7 9 
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585 
585 


お買い上げ時 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


参照先 


P484 


P484 


P485 


P484 


P485 


P487 


P487 


P487 


P490 


P491 


P491 


P491 


P491 


P492 


メニュー 


9 ネットワー 
クサービス 
を使う 


1 留守番サー 
ビスを使う 


2 キャッチホ 
ンを使う 


3 転送サービ 
スを使う 


4 迷惑電話ス 
トップを 
使う 


3 留守番サー 
ビスを開始 
する 


4 留守番サー 
ビスを停止 
する 


5 留守番サー 
ビスの詳細 
を設定する 


6 留守番呼出 
時間を設定 
する 


7 留守番サー 
ビスの設定 
を確認する 


1 キャッチホ 
ンを開始 
する 


2 キャッチホ 
ンを停止 
する 


3 キャッチホ 
ンの設定を 
確認する 


1 転送サービ 
スを開始 
する 


2 転送サービ 
スを停止 
する 


3 転送先を変 
更する 


4 転送先が通 
話中の時の 
設定をする 


5 転送サービ 
スの設定を 
確認する 


1 迷惑電話着 
信拒否を登 
録する 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


※ ：設定を変更している場合、設定リセットを実行してもお買い上げ時の設定には戻り 
ません。→ P 4 7 9 
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586 
586 


お買い上げ時 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


通常着信する※ 


参照先 


P493 


P493 


P494 


P495 


P495 


P500 


P500 


P500 


P499 


P501 


P501 


P501 


P496 


P498 


メニュー 


9 ネットワー 
クサービス 
を使う 


4 迷惑電話ス 
トップを 
使う 


5 番号通知お 
願いサービ 
スを使う 


6 通話中着信 
設定を使う 


7 通話中着信 
動作を選ぶ 


8 その他の 
サービスを 
使う 


2 迷惑電話全 
登録を削除 
する 


3 迷惑電話 1 
登録を削除 
する 


1 番号通知お 
願いサービ 
スを開始 
する 


2 番号通知お 
願いサービ 
スを停止 
する 


3 番号通知お 
願いサービ 
スを確認 
する 


1 通話中着信 
設定を開始 
する 


2 通話中着信 
設定を停止 
する 


3 通話中着信 
設定を確認 
する 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


※ ：設定を変更している場合、設定リセットを実行してもお買い上げ時の設定には戻り 
ません。→ P 4 7 9 


－ 


1 遠隔操作設 
定を使う 


2 英語ガイダ 
ンスを使う 


1 遠隔操作を 
開始する 


2 遠隔操作を 
停止する 


3 遠隔操作の 
設定を確認 
する 


1 ガイダンス 
を設定する 


2 ガイダンス 
の設定を確 
認する 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 
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587 
587 


お買い上げ時 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


参照先 


P495 


P496 


P498 


P498 


P617 


P 5 0 


P578 


P575 


P571 


P147 


P190 


P190 


P195 


メニュー 


9 ネットワー 
クサービス 
を使う 


0 自分の電 
話番号を 
見る 


詳細な機 
能を設定 
する 


8 その他の 
サービスを 
使う 


3 デュアル 
ネットワー 
クを使う 


4 サービスダ 
イヤルを 
使う 


5 ソフトウェ 
アを更新 
する 


1 デュアル 
ネットワー 
クを切替 
える 


2 デュアル 
ネットワー 
クの状態を 
確認する 


1 ドコモ総合 
案内・受付 
に電話する 


2 ドコモ故障 
問合せ窓口 
に電話する 


－ 


－ 
－ 


1 入力に関す 
る設定を 
行う 


2 電話の詳細 
を設定する 


1 文字の入力 
方法を設定 
する 


2 よく使う単 
語を登録 
する 


3 よく使う定 
型文を登録 
する 


1 電話帳の登 
録件数を 
見る 


2 着信を拒否 
する相手を 
指定する 


3 着信を許可 
する相手を 
指定する 


4 電話帳登録 
外の着信を 
拒否する 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


有効にする 


－ 


－ 


－ 


解除する 


解除する 


許可する 
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588 
588 


お買い上げ時 


非通知設定： 
　設定を解除 
通知不可能： 
　設定を解除 
公衆電話： 
　設定を解除 


応答方法：手動 


表示する 


解除する 


設定しない 


相手を大きく 


標準の明るさ 


かけ直さない 


送る 


携帯電話本体※ 


拡大して表示 


参照先 


P191 


P478 


P163 


P 7 0 


P193 


P100 


P101 


P102 


P103 


P105 


P104 


メニュー 


詳細な機 
能を設定 
する 


2 電話の詳細 
を設定する 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


1 テレビ電話 
画面の表示 
を設定する 


2 テレビ電話 
画面の明る 
さを設定 
する 


3 音声再発信 
を設定する 


4 発信時の自 
画像送信を 
設定する 


5 テレビ電話 
着信先の機 
器を設定 
する 


6 テレビ電話 
画面の大き 
さを設定 
する 


5 発番通知の 
ない着信を 
設定する 


6 イヤホンマ 
イク接続時 
に自動で着 
信する 


7 背面の画面 
表示を設定 
する 


8 オートス 
ピーカーホ 
ンを設定 
する 


9 無音着信時 
間を設定 
する 


0 テレビ電話 
を設定する 


メ 
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ー 
一 
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※ ：設定を変更している場合、設定リセットを実行してもお買い上げ時の設定には戻り 
ません。→ P 4 7 9 


589 
589 


お買い上げ時 


知らせる 


鳴らす 


イヤホンマイク 
＋スピーカー 


高音で鳴らす 


高音で鳴らす 


－ 


すべて選択 


受信する 


受信する 


自動演奏する 


自動演奏する 


メッセージ R 
優先 


すべて選択 


標準の大きさ※ 


参照先 


P157 


P 4 4 


P159 


P158 


P 6 5 


P452 


P344 


P380 


P381 


P382 


P290 


P289 


P344 


P279 


メニュー 


詳細な機 
能を設定 
する 


3 音を設定 
する 


4 メールの詳 
細を設定 
する 


5 メッセージ 
の詳細を設 
定する 


6 ｉモードの 
詳細を設定 
する 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


1 充電開始と 
完了時の音 
を設定する 


2 電池残量の 
警告音を設 
定する 


3 イヤホンマ 
イク利用時 
の切替を設 
定する 


4 通話状態が 
悪い時に音 
で知らせる 


5 再接続した 
時の音を 
選ぶ 


6 保存した曲 
の詳細を設 
定する 


1 問合せ内容 
を選ぶ 


2 添付の画像 
を受信する 


3 添付のメロ 
ディを受信 
する 


4 添付のメロ 
ディを自動 
演奏する 


1 メッセージ 
のメロディ 
を自動演奏 
する 


2 未読メッ 
セージを自 
動で表示 
する 


1 問合せ内容 
を選ぶ 


2 文字の大き 
さを選ぶ 


※ ：設定を変更している場合、設定リセットを実行してもお買い上げ時の設定には戻り 
ません。→ P 4 7 9 
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590 
590 


お買い上げ時 


画像：表示する 
アニメーショ 
ン：再生する 
照明設定：常に 
点灯させる 


自動再生設定： 
自動再生する 
ｉモーションタ 
イプ：標準 


6 0 秒間 


ｉモード 


－ 


－ 


接続先：ドコモ 


－ 


－ 


－ 


すべて選択 


－ 


解除する 


参照先 


P280 


P425 


P281 


P282 


P284 


P298 


P302 


P472 


P 4 3 


P473 


P479 


P182 


P183 


メニュー 


詳細な機 
能を設定 
する 


6 ｉモードの 
詳細を設定 
する 


7 情報の表示 
やリセット 
を行う 


8 操作の制限 
をする 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


3 画像表示・ 
照明を設定 
する 


4 ｉモーショ 
ンの再生を 
設定する 


5 接続までの 
待ち時間を 
設定する 


6 接続先番号 
を設定する 


7 証明書の表 
示と使用を 
設定する 


8 ユーザ証明 
書を操作 
する 


9 証明書の発 
行先を変更 
する 


1 通話時間を 
見る 


2 電池残量を 
確認する 


3 通話時間を 
リセット 
する 


4 設定を初め 
の状態に 
戻す 


1 全ての操作 
を制限する 


2 セルフモー 
ドを設定 
する 
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591 


お買い上げ時 


解除する 


制限しない 


制限しない※ 


0 0 0 0 ※ 


P IN1 コード 
変更：0 0 0 0 ※ 


P IN2 コード 
変更：0 0 0 0 ※ 


PIN1 コード使 
用：使用しない※ 


制限しない 


停止する 


停止する 


入れない 


参照先 


P187 


P186 


P184 


P172 


P173 


P185 


P463 


P465 


P467 


メニュー 


詳細な機 
能を設定 
する 


8 操作の制限 
をする 


9 決めた時刻 
に電源を 
入／切する 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


－ 


3 シークレッ 
トモードに 
設定する 


4 履歴の表示 
を制限する 


5 個人の情報 
表示を制限 
する 


6 暗証番号を 
変更する 


7 FOMA 
カードの 
P IN コード 
を設定する 


8 ダイヤル入 
力での発信 
を制限する 


1 電源が入る 
時刻を設定 
する 


2 電源が切れ 
る時刻を設 
定する 


3 目覚まし時 
刻に電源を 
入れる 


※ ：設定を変更している場合、設定リセットを実行してもお買い上げ時の設定には戻り 
ません。→ P 4 7 9 


参照先 


P 1 2 4 


P 1 1 0 


P 1 9 8 


P 1 1 9 


メニュー 


1電話帳の内容を見る 


2電話帳に登録する 


3音声で呼出す電話帳を登録する 


4電話帳のグループ名を変更する 


電話帳メニュー一覧 


● 文字の全角／半角は、実際の表示と異なる場合があります。 
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かな方式では、ダイヤルボタンには次のように文字が割り当てられています。 


ボタン 
半角数字入 
力モード※ 2 


１ 


２ 


３ 


４ 


５ 


６ 


７ 


８ 


９ 


０ 
＋※ 3 


P ※ 3 


改行（ 
） 
＃ 
T ※ 3 


半角カタカナ入力 
モード 


ア　イ　ウ　エ　オ　１ 


カ　キ　ク　ケ　コ　２ 


サ　シ　ス　セ　ソ　３ 


タ　チ　ツ　テ　ト　４ 


ナ　ニ　ヌ　ネ　ノ　５ 


ハ　ヒ　フ　ヘ　ホ　６ 


マ　ミ　ム　メ　モ　７ 


ヤ　ユ　ヨ　８ 


ラ　リ　ル　レ　ロ　９ 


ワ　ヲ　ン　ー　、　。　・ 
？　！　「　」　□ 　０ 


゛　゜ 


改行（ 
） 


大文字と小文字の切 
り替え 


ひらがな／漢字入力 
モード※ 1 


あ　い　う　え　お　１ 


か　き　く　け　こ　２ 


さ　し　す　せ　そ　３ 


た　ち　つ　て　と　４ 


な　に　ぬ　ね　の　５ 


は　ひ　ふ　へ　ほ　６ 


ま　み　む　め　も　７ 


や　ゆ　よ　８ 


ら　り　る　れ　ろ　９ 


わ　を　ん　ー　、　。　・ 
？　！　「　」　□ 　０ 


゛　゜ 


改行（ 
） 


大文字と小文字の切 
り替え 


□ ： 空白を示します。 
　 ： 文字入力後に 
（小文字）を押すたびに、大文字と小文字が切り替わります。 
※ 1 ：数字は半角で入力されます。 
※ 2 ：数字モードの「 
」「#」「P 」「T 」「+」は、これらの文字が有効な入力欄でだ 
け入力できます。 
※ 3 ：該当するボタンを 1 秒以上押すと入力できます。 


半角英字入力モード 


．　/　＠　 
　－　：　＿ 
[　￥　]　＾　｀　｛　｜　｝ 
１ 
　 
ａ　ｂ　ｃ　２ 


ｄ　ｅ　ｆ　３ 


ｇ　ｈ　ｉ　４ 


ｊ　ｋ　ｌ　５ 


ｍ　ｎ　ｏ　６ 


ｐ　ｑ　r　ｓ　７ 


ｔ　ｕ　ｖ　８ 


ｗ　ｘ　ｙ　ｚ　９ 


！　” 　＃　＄　％　＆ 


　’ 　（　）　＊　＋　，　； 


　＜　＝　＞　？　□ 　0 


@doc omo.ne.jp　 
.com 
.or.jp 
.go.jp 
.ne.jp .co.jp .ac.jp 
http://www. www. 
.html .htm 


改行（ 
） 


大文字と小文字の切 
り替え 


ダイヤルボタンの文字割り当て一覧 


ダ 
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読　み 


あーる 


あい 


あるふぁ 


あんだーばー 


あんど 


いー 


いーた 


いこーる 


いおた 


いち 


いぷしろん 


えっくす 


えっち 


えー 


えい 


えいち 


えす 


えぬ 


えふ 


えむ 


える 


えん 


おー 


おう 


おす 


おみくろん 


おめが 


おんぐすと 
ろーむ 


おんぷ 


入力文字 


Ｒ r 


Ｉｉ 


α Α 


_ 


＆ 


Ｅｅ 


Η η 


＝ 


Ι ι 


① I 


Ε ε 


Ｘｘ 


Ｈｈ 


Ａａ 


Ａａ 


Ｈｈ 


Ｓｓ 


Ｎｎ 


Ｆｆ 


Ｍｍ 


Ｌｌ 


￥ 


Ｏｏ 


Ｏｏ 


♂ 


Ο ο 


Ω ω 


Å 


♪ 


記号・特殊文字入力一覧 


ひらがな／漢字入力モードで読みを入力して変換してください。→ P 5 6 1 


読　み 


かっこ 


かっぱ 


かい 


かける 


かぶ 


かぶしきがい 
しゃ 


から 


かろりー 


がんま 


きゅー 


きゅう 


きごう 


きろ 


きろぐらむ 


きろめーとる 


く 


くさい 


ぐらむ 


けー 


入力文字 


「」【】『』 
《》〈〉｛｝ 
〔〕［］（） 


Κ κ 


Χ χ 


× 


（株） 


（株） 


～ 


γ Γ 


Ｑｑ 


⑨ IX 


〃々＠× 
÷ ∴／＼ 
∞∈∋⊆ 
⊇⊂⊃∪ 
∩ 
∑∮ 


≧ 
√∽∝∵ 
∫ ∬Å≫ 
‰† ‡ ∨ 
¶ § ≦＞ 
＜≠ ≪∧ 
¬ ∀∃∠ 
⊥⌒∂∇ 
≡≒± 


kg 


km 


⑨ IX 


Ξ ξ 


K ｋ 


アー 
ル 


キ 
　ロ 


グラ 


ム 


昭和 


カロ 


リー 


読　み 


けい 


こめ 


こめじるし 


ころん 


ご 


さん 


さんかく 


し 


しゃーぷ 


しょうわ 


しー 


しーしー 


しーた 


しかく 


しぐま 


しち 


しめ 


じぇー 


じぇい 


じゅう 


じゅういち 


じゅうく 


じゅうご 


じゅうさん 


じゅうし 


じゅうしち 


じゅうに 


じゅうはち 


じゅうよん 


じゅうろく 


入力文字 


K ｋ 


※ 


※ 


： 


⑤ V 


③ III 


△ ▲ ▽ ▼ 


④ IV 


＃ 


C ｃ 


c ｃ 


θ Θ 


□ ■ ◇ ◆ 


Σ σ 


⑦ VII 


Ｊｊ 


Ｊｊ 


⑩ X 


⑪ 


⑲ 


⑮ 


⑬ 


⑭ 


⑰ 


⑫ 


⑱ 


⑭ 


⑯ 
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読　み 


じー 


すらっしゅ 


せくしょん 


せみころん 


せんち 


せんちめーとる 


せんと 


ぜーた 


ぜっと 


たいしょう 


たう 


たす 


だい 


だいひょう 


だぶりゅ 


だぶりゅー 


てぃー 


てー 


てん 


てんてん 


でぃー 


でるた 


でんわ 


とん 


どう 


どしー 


どる 


なな 


入力文字 


Ｇｇ 


／＼ 


§ 


； 


cm 


cm 


Ζ ζ 


Ｚｚ 


Τ τ 


＋ 


（代） 


（代） 


Ｗｗ 


Ｗｗ 


Ｔｔ 


Ｔｔ 


‘ 
ゝ、ヾ 
¨ … ‥ 
｀ゞ´ ヽ 
” “ ’ 



Ｄｄ 


Δ δ 


々〃 


℃ 


＄ 


⑦ VII 


ト 
　　ン 


大正 


セン 
チ 


¢ 


セン 
ト 


読　み 


なみ 


なんばー 


に 


にゅー 


にじゅう 


のま 


はいふん 


はち 


はてな 


ぱい 


ばつ 


ぱーせんと 


ひく 


ひしがた 


びっくり 


びー 


ぴー 


ふぁい 


ふらっと 


ぶい 


ぷさい 


ぷらす 


へいせい 


へいほうめー 
とる 


へくたーる 


べーた 


ぺーじ 


ほし 


まいなす 


入力文字 


～ 


No. 


② II 


Ν ν 


⑳ 


々 


－ 


⑧ VIII 


？ 


Π π 


× 


％　 


－ 


◇ ◆ 


！ 


Ｂｂ 


Ｐｐ 


Φ φ 


♭ 


Ｖｖ 


Ψ ψ 


＋ 


m2 


β Β 


☆★ 


－ 


平成 


パー 
セント 


ヘ ク 
タール 


ペー 
ジ 


ド 
　 ル 


読　み 


まる 


みゅー 


みり 


みりぐらむ 


みりばーる 


みりめーとる 


めーとる 


めいじ 


めす 


やじるし 


ゆー 


ゆう 


ゆうげんがいしゃ 


ゆうびん 


ゆうびんばんごう 


ゆぷしろん 


よん 


らむだ 


りっとる 


ろー 


ろく 


わっと 


わい 


わる 


入力文字 


○ ◎ ● 
。 


Μμ 


mm 


mg 


mm 


明治 


♀ 


↑ ↓ → 
←⇔⇒ 


Ｕｕ 


（有） 


（有） 


〒 


〒 


υ Υ 


④ IV 


λ Λ 


Ρ ρ 


⑥ VI 


Ｙｙ 


÷ 


ミ 
リ 


ミ リ 


バール 


ワッ 
ト 


リッ 
トル 


メー 
トル 


※ 特殊記号の表示には、実際の表示と見えかたが異なるものがあります。 
※ 入力文字の中には、全角文字しか存在しないもの、半角文字しか存在しないもの、 
全角文字と半角文字の両方が存在するものがあります。 
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※ 区点コード入力の操作→ P 5 7 4 


※ 区点コード一覧の表示は、実際の表示と見えかたが異なるものがあります。 


区点コード一覧 


区 
点 
コ 
ー 
ド 
一 
覧 
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区点コード一覧（つづき） 


区 
点 
コ 
ー 
ド 
一 
覧 
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区点コード一覧（つづき） 


区 
点 
コ 
ー 
ド 
一 
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区点コード一覧（つづき） 


599 


絵文字入力変換・読み上げ一覧 


ひらがな／漢字入力モードで読みを入力して変換してください。→ P 5 6 1 


また、一覧から入力することもできます。→ P 5 6 6 


てんびんざまーく 


さそりざまーく 


いてざまーく 


やぎざまーく 


みずがめざまーく 


うおざまーく 


でんわへまーく 


めーるへまーく 


ふぁっくすへまーく 


どこもていきょうまーく 


どこもぽいんとまーく 


ゆうりょうまーく 


むりょうまーく 


あいでぃーまーく 


ぱすわーどまーく 


つぎありまーく 


くりあまーく 


さーちまーく 


にゅーまーく 


いちじょうほうまーく 


ふりーだいやるまーく 


しゃーぷだいやるまーく 


もばきゅうまーく 


けっていまーく 


いえまーく 


びるまーく 


ゆうびんきょくまーく 


びょういんまーく 


ぎんこうまーく 


えーてぃーえむまーく 


ほてるまーく 


こんびにまーく 


がそりんすたんどまーく 


ちゅうしゃじょうまーく 


しんごうまーく 


といれまーく 


れすとらんまーく 


きっさてんまーく 


ばーまーく 


びーるまーく 


えもじ 
くいっくきゃすとまーく 


きつえんまーく 


きんえんまーく 


かめらまーく 


かばんまーく 


ほんまーく 


りぼんまーく 


ぷれぜんとまーく 


ばーすでーまーく 


でんわまーく 


けいたいでんわまーく 


めもまーく 


てれびまーく 


げーむまーく 


しーでぃーまーく 


くつまーく 


めがねまーく 


くるまいすまーく 


いぬまーく 


ねこまーく 


りぞーとまーく 


くりすますまーく 


あいもーどまーく 


あいもーどまーく 


めーるまーく 


おんせんまーく 


かわいいまーく 


ちゅっまーく 


ぴかぴかまーく 


ひらめきまーく 


むかっまーく 


ぱんちまーく 


ばくだんまーく 


ねむいまーく 


びっくりまーく 


びっくりまーく 


びっくりまーく 


どーんまーく 


あせあせまーく 


あせたらーっまーく 


読　み 変 換 
音声読み上げ 
読　み 変 換 
音声読み上げ 
読　み 変 換 
音声読み上げ 


だっしゅまーく 


うーまーく 


うーんまーく 


るんるんまーく 


むーどまーく 


わーいまーく 


ぷんぷんまーく 


がくーまーく 


もうやだーまーく 


ふらふらまーく 


めまーく 


みみまーく 


ぐーまーく 


ちょきまーく 


ぱーまーく 


あしまーく 


しかくいち 


しかくに 


しかくさん 


しかくよん 


しかくご 


しかくろく 


しかくなな 


しかくはち 


しかくきゅう 


しかくぜろ 


すぽーつまーく 


やきゅうまーく 


ごるふまーく 


てにすまーく 


さっかーまーく 


すきーまーく 


ばすけっとまーく 


もーたーすぽーつまーく 


おひつじざまーく 


おうしざまーく 


ふたござまーく 


かにざまーく 


ししざまーく 


おとめざまーく 



せいざ 







そのた 



















ちず 


えもじ 




おんぷ 



かお 






からだ 







すうじ 











すぽーつ 









せいざ 
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ふぁーすとふーどまーく 


ぶてぃっくまーく 


びよういんまーく 


からおけまーく 


えいがまーく 


ゆうえんちまーく 


おんがくまーく 


あーとまーく 


えんげきまーく 


いべんとまーく 


ちけっとまーく 


しんげつまーく 


かけづきまーく 


はんげつまーく 


みかづきまーく 


まんげつまーく 


はれまーく 



かちんこまーく 


ふくろまーく 


ぺんまーく 


ひとかげまーく 


いすまーく 


よるまーく 


すーんまーく 


おんまーく 


えんどまーく 


とけいまーく 


じてんしゃまーく 


れんちまーく 


ぱそこんまーく 


えんぴつまーく 


くりっぷまーく 


さゆうまーく 


じょうげまーく 


りさいくるまーく 


えぬじーまーく 


まるひまーく 


きんしまーく 


くうしつまーく 



ごうかくまーく 


まんしつまーく 


きけんまーく 


こぴーらいとまーく 


とれーどまーく 


れじすとれっどまーく 


あいあぷりまーく 


あいあぷりまーく 


どるぶくろまーく 


うでどけいまーく 


とけいまーく 


おにぎりまーく 


しょーとけーきまーく 


ぱんまーく 


どんぶりまーく 


ゆのみまーく 


とっくりまーく 


わいんぐらすまーく 


ばななまーく 


りんごまーく 


さくらんぼまーく 


くろーばーまーく 



ちゅーりっぷまーく 


わかばまーく 


もみじまーく 


さくらまーく 


かたつむりまーく 


ひよこまーく 


ぺんぎんまーく 


さかなまーく 


うままーく 


ぶたまーく 


てぃーしゃつまーく 


じーんずまーく 


けしょうまーく 


ゆびわまーく 


おうかんまーく 


ちゃぺるまーく 


どあまーく 


がっこうまーく 


なみまーく 


ふじさんまーく 


すのぼーまーく 


はしるひとまーく 



むむまーく 


ほっまーく 


ひやあせまーく 


ひやあせまーく 


ぷくっまーく 


ぼけーまーく 


らぶらぶまーく 


あっかんべーまーく 


うぃんくまーく 


うれしいまーく 


がまんまーく 


ねこまーく 


なきまーく 


なみだまーく 


うまいまーく 


うっしっしまーく 


げっそりまーく 


おーけーまーく 


らぶれたーまーく 


がまぐちさいふまーく 



くもりまーく 


あめまーく 


ゆきまーく 


かみなりまーく 


たいふうまーく 


きりまーく 


こさめまーく 


はーとまーく 


すぺーどまーく 


だいやまーく 


くらぶまーく 


でんしゃまーく 


ちかてつまーく 


しんかんせんまーく 


せだんまーく 


あーるぶいまーく 


ばすまーく 



ふねまーく 


ひこうきまーく 


はーとまーく 


はーとまーく 


しつれんまーく 


はーとまーく 


みぎななめうえ 


やじるしまーく 


みぎななめした 


やじるしまーく 


ひだりななめうえ 


やじるしまーく 


ひだりななめした 


やじるしまーく 


ぐっどまーく 


ばっどまーく 



読　み 変 換 
音声読み上げ 


変 換 
音声読み上げ 
音声読み上げ 
音声読み上げ 
音声読み上げ 
変 換 
変 換 
変 換 


読　み 変 換 
音声読み上げ 
読　み 変 換 
音声読み上げ 


ちず 
てんき 


トランプ 


のりもの 


のりもの 


やじるし 


はーと 


つき 


てんき 


の絵文字は、絵文字を選択して入力してください。→ P 5 6 6 
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● 絵文字 1 の 
と絵文字 2 （→ P 5 7 0 ）はひらがな／漢字入力 
モードで変換して入力することができません。入力方法→ P 5 6 6 
● 絵文字を入力してｉモード端末以外の相手にメールを送信すると、正しく表示されない場合が 
あります。 
● 絵文字 2（→ P 5 7 0 ）を入力してメールを送信すると、相手端末によっては正しく表示され 
ない場合があります。 


お知らせ 


マルチアクセスの組み合わせについて 


現在実行中の動作ごとに、発生・実行する処理の動作可否を次に示します。 


発生・実行 
する処理 


現在の状態 


音声電話通話中 


テレビ電話通話中 


ｉモード中 


ｉモードメール 
送受信中 


ショートメッセージ 
（S MS ）送受信中 


6 4 K データ通信中 


パケット通信中 


音声電話 
の発着信 


× ※ 1 、1 8 


× ※ 2 、1 8 


○ ※ 3 、4 


○ ※ 3 


○ ※ 3 


× ※ 5 、1 8 


○ ※ 3 


テレビ 
電話の 
発着信 


× ※ 2 


× ※ 2 


× 
※ 2 、4 、6 


× ※ 2 、6 


× ※ 7 


× ※ 2 


× ※ 2 、6 


シ ョ ー ト 
メッセージ 
（S MS ）の 
送受信 


○ ※ 9 、1 6 


× 


○ ※ 1 3 、1 6 


○ ※ 1 4 、1 9 


○ ※ 1 5 、1 9 


× ※ 16 


○ ※ 1 3 、1 6 


6 4 K 
データ 
通信の 
発着信 


× ※ 2 、2 0 


× ※ 2 


× ※ 2 、6 


× ※ 2 、6 


○ ※ 17 


× ※ 2 


× ※ 2 、6 


パケット 
通信の発 
着信 


○ 


× 


× 


× 


○ 


× 


× 


ｉモード 
接続 


× 


× 


－ 


○ ※ 8 


× 


× 


× 


ｉモード 
メールの 
送受信 


○ ※ 9 、1 6 


× 


○ ※ 1 0 、1 6 


× ※ 11 


○ ※ 1 2 、1 9 


× 


× 


○ ：現在の通信状態を維持したまま、新たに通信を実行できます。 
× ：発着信や送受信できません。 
－：実現しない組み合わせです。 


※ 1 ：キャッチホンをご契約の場合、通話中に別の電話をかけたり受けたりできます。 
※ 2 ：キャッチホンをご契約の場合は、電話の着信動作は行われずに着信履歴には不 
在着信として残ります。 
※ 3 ：スイッチ付イヤホンマイクを利用して電話をかけることができます。 
※ 4 ：P hone T o機能を利用して電話をかけることができます。ただし、テレビ電話 
をかける場合は、ｉモードの通信は切断されます。 
※ 5 ：キャッチホンをご契約の場合、現在の通信を終了して電話に出るか着信を拒否 
するかを選択できます。 
※ 6 ：転送でんわサービスをご契約の場合は、転送でんわサービスで対応できます。 
※ 7 ：電話を受けることができます。 
※ 8 ：ｉモードの通信が切断されたサイト画面表示中のみメール受信中にｉモードに 
接続できます。 
※ 9 ：電話帳、個人情報からメールを作成・送信できます。 
※ 1 0 ：Mail T o 機能を利用して、またはサブメニューから「7 メールを作る」を押 
してメールを作成・送信できます。 
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※ 1 1 ：受信できますが、送信中に受信した場合は、受信できないことがあります。 
※ 1 2 ：ショートメッセージ（S MS ）送信中は受信できます。ショートメッセージ 
（S MS ）受信中は受信できず、ｉモードセンターに保管されます。 
※ 1 3 ：かかってきた音声電話を受けて通話中に、電話帳からショートメッセージ 
（S MS ）を作成・送信できます。 
※ 1 4 ：ｉモードメール送信中は受信できます。ｉモードメール受信中は受信できず、 
ショートメッセージセンターに保管されます。 
※ 1 5 ：送信中に受信した場合は、受信できないことがあります。 
※ 1 6 ：着信／受信することはできますが、着信音は鳴りません。 
※ 1 7 ：ネットワークの状況により着信に失敗する場合があります。 
※ 1 8 ：留守番電話サービス、転送でんわサービスをご契約の場合は、かかってきた 
電話に各サービスで対応できます。 
※ 1 9 ：送信どうしは実行できません。 
※ 2 0 ：着信しませんが、着信履歴には不在着信として残ります。 
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こんなサービスが利用できます 


利用できるサービス 


コレクトコール（料金着信払通話） 


一般電話の番号案内 
およびドコモとご契約の携帯電話の番号案内（有料） 
（電話番号の案内を希望されないお客様については、 
ご案内できません） 


電報の発信（有料）　午前 8 時～午後 1 0 時 


時報サービス（有料） 


天気予報（有料） 


警察への緊急通報 


消防・救急への緊急通報 


海上で事件・事故が起きた時の緊急通報 


災害用伝言ダイヤル（有料） 


電話番号 


（局番なし）1 0 6 


（局番なし）1 0 4 


（局番なし）1 1 5 


（局番なし）1 1 7 


知りたい地域の市外局番＋1 7 7 


（局番なし）1 1 0 


（局番なし）1 1 9 


（局番なし）1 1 8 


（局番なし）1 7 1 


※ 全ての操作を制限しているときには、緊急通報（1 1 0 番、1 1 9 番、1 1 8 番） 


もできません。→ P 1 8 2 


FOMA 端末から利用できるサービス 
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● コレクトコール（1 0 6 ）をご利用の際には、電話を受けた方に、通話料と 1 回の通話ごとの 
取扱手数料 9 0 円（税込 9 4 .5 円）がかかります（2 0 0 4 年 8 月現在）。 
● 番号案内（1 0 4 ）をご利用の際には、案内料 1 0 0 円（税込1 0 5 円）に加えて通話料がかか 
ります。また、目や上肢などの不自由な方には、無料でご案内をしております。詳しくは一 
般電話から 1 1 6 番（NT T 営業窓口）までお問い合わせください（2 0 0 4 年 8 月現在）。 
● F OMA 端末から 1 1 0 番・1 1 9 番・1 1 8 番通報の際は、発信場所が特定できません。警察・ 
消防機関側から確認などの電話をする場合があるため、携帯電話からかけていることと、電 
話番号を伝えてから、明確に現在地を伝えてください。また、通報は途中で通話が切れない 
ように移動せず通報して、通報後はすぐに電源を切らず 1 0 分程度は着信のできる状態にし 
ておいてください。 
● おかけになった地域により、管轄の消防署・警察署に接続されない場合があります。接続さ 
れない場合は、お近くの公衆電話または一般電話からおかけください。 
● 一般電話の「転送でんわ」、「ボイスワープ」をご利用のお客様で、転送先を携帯電話に指定 
した場合、一般電話／携帯電話の設定によって携帯電話が通話中、サ－ビスエリア外、およ 
び電源を切っているときでも、発信者には呼出音が聞こえることがあります。 
● 1 1 6 番（NT T 営業窓口）、ダイヤル Q2 、伝言ダイヤル、クレジット通話などのサービスは 
ご利用できませんのでご注意ください（一般電話から、F OMA 端末へおかけになる際の自動 
クレジット通話は利用できます）。 


お知らせ 
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FOMA 端末にさまざまなオプション機器を組み合わせることで、パーソナルか 


らビジネスまでさらに幅広い用途に対応できます。なお、地域によってお取扱い 


していない商品もあります。 


詳しくは、当社営業窓口などへお問い合わせください。また、オプションの詳細 


については各機器の取扱説明書などをご覧ください。 


● A C アダプタ F0 3 


● FOMA A C アダプタ 0 1 


● 卓上ホルダ F0 6 


● 電池パック F0 6 


● リアカバー F0 6 


● キャリングケース F0 6 


● DC アダプタ F0 1 


● FOMA DC アダプタ 0 1 


● FOMA US B 接続ケーブル 


● スイッチ付イヤホンマイク P 0 0 1 ※ ／ P 0 0 2 ※ 


● 平型スイッチ付イヤホンマイク P 0 1 ／ P 0 2 


● 平型ステレオイヤホンセット P 0 1 


● イヤホンターミナル P 0 0 1 ※ 


● ステレオイヤホンセット P 0 0 1 ※ 


● FOMA 海外兼用 A C アダプタ 0 1 


※：イヤホンジャック変換アダプタ P 0 0 1 を接続しないとご使用になれません。 


オプション・関連機器のご紹介 
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主な仕様 


品名 


サイズ 


質量 


連続待受時間 


連続通話時間 


電池パック種別 


電池容量 


A C アダプタ F0 3 での充電時間 


DC アダプタ F0 1 での充電時間 


カメラ画素数 


デジタルズーム 


FOMA F8 8 0 iE S 


高さ 1 0 3 × 幅 5 1 × 厚さ 2 3 mm（折り畳み時） 


約 1 2 0 g （電池パック装着時） 


静止時：約 3 8 0 時間 
移動時：約 2 9 0 時間 


音声電話時　：約 1 2 0 分 
テレビ電話時：約 8 5 分 


リチウムイオン電池 


7 3 0 mA h 


約 1 3 0 分 


約 1 3 5 分 


内側カメラ：有効画素数約 1 1 万画素 
（記録画素数約 1 0 万画素） 
外側カメラ：有効画素数約 3 2 万画素 
（記録画素数約 3 1 万画素） 


内側カメラ：最大 2 倍 
外側カメラ：最大 3 倍 


● 連続通話時間とは、電波を正常に送受信できる状態で通話に使用できる時間の目 


安です。 


● 連続待受時間とは、電波を正常に受信できる状態での時間の目安です。なお、電 


池の充電状態、機能設定状況、気温などの使用環境、利用場所の電波状態（電波 


が届かないか弱い場合など）などにより、待受時間は約半分程度になる場合があ 


ります。 


● ｉモード通信を行うと連続通話（通信）・連続待受時間は短くなります。また、通 


話やｉモード通信をしなくてもｉモードメールを作成したり、音声読み上げをす 


ると連続通話・連続待受時間は短くなります。 


● 静止時の連続待受時間とは、FOMA 端末を折り畳み、電波を正常に受信できる 


静止状態での平均的な利用時間です。 


● 移動時の連続待受時間とは、FOMA 端末を折り畳み、電波を正常に受信できるエリ 


ア内で「静止」「移動」と「圏外」を組み合わせた状態での平均的な利用時間です。 


● 充電時間は、FOMA 端末の電源を切って、電池パックが空の状態から充電したとき 


の目安です。FOMA 端末の電源を入れて充電した場合、充電時間は長くなります。 


主 
な 
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F OMA F シリーズ データリンクソフト（以後、「データリンク」と呼びます） 
を利用して、FOMA 端末の電話帳やメールなどのデータを、US B 接続できるパ 
ソコンにバックアップできます。 
詳しい操作については、データリンクのヘルプをお読みください。 
● データリンクのインストールや起動、アンインストールなど、操作に関する 
詳細は、添付の C D-R OM をご覧ください。 
● Windows X P 、2 0 0 0 P rofes s ionalでインストールやアンインストールを 
行う場合は、パソコンの管理者権限を持ったユーザで実行してください。そ 
れ以外のユーザが行うとエラーになります。 


データリンクソフトのご紹介 


転送可能データ 


● データリンクを使うと次のデータをF8 8 0 iE S に保存できる最大件数まで転 
送することができます。→ P 3 6 、P 1 0 8 
• 電話帳データ（FOMA 端末／ FOMA カード） • ブックマーク 
• 受信メール 
• メロディ 
• 送信メール 
• 画像 
• 未送信メール 
• 動画／ｉモーション 
● ワンタッチダイヤルに設定されている着信画像、FOMA 端末外への出力が禁 
止されている（この端末でファイル制限を「設定する」にしたデータを除く） 
画像や動画／ｉモーション、メロディは、パソコンへの転送はできません。 
● F8 8 0 iE S 以外で撮影された動画／ｉモーションは、転送できない場合があり 
ます。 


● データ転送を行うには FOMA US B 接続ケーブル（別売）が必要です。 
● データリンクはF8 8 0 iE S 、F9 0 0 iC 、F9 0 0 iT 、F9 0 0 i、F2 1 0 2 V 、F2 0 5 1 
に対応しています。 


項　目 


OS 


C P U 


必要メモリ 


ハードディスク容量 


ディスプレイ 


ドライバ 


必要環境 


Windows X P 、Windows 2 0 0 0 P rofes s ional、 
Windows Me 


P entium 1 6 6 MHz以上の性能を持つプロセッサを推奨 


3 2 MB 以上 


2 0 MB 以上の空き容量 


Hig h C olor (1 6 bit)以上推奨 


FOMA F8 8 0 iE S 通信設定ファイル 
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動作環境の確認 


● データリンクは、次の動作環境でご利用ください。 
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● データリンクでの各データの呼びかたと、FOMA端末内での呼びかたが異なるものがあります。 


お知らせ 


FOMA F シリーズ データリンクソフト 
C opyrig ht© 2 0 0 4 F UJ IT S U L IMIT E D 
■ データリンクソフトに関するホームページ 
ht t p:/ / w w w .fmw orld.ne t / produc t / 
phone/datalink/ 


■ お問い合わせ先：富士通株式会社 


携帯 PHS OK 0 1 2 0 -1 7 6 -7 6 9 


※ 携帯電話、P HS からもご利用になれます。 


受付時間：1 0 ：0 0 ～1 9 ：0 0 　（日・祝日を除く） 


※ ダイヤルの番号をよくご確認の上、お間違いのないよ 
うおかけください。 


● FOMA F シリーズデータリンクソフトはフリーウェアとして無料配布を行っておりますが、著 
作権は富士通株式会社に帰属します。使用許諾契約書についてはインストール先のLic ens e.txt 
をご覧ください。 
● 富士通株式会社は、本ソフトウェアの不稼働、稼働不良を含む法律上の瑕疵担保責任、その他の 
保証責任を負わないものとします。また、本ソフトウェアの商品性、またはお客様の特定の目的 
に対する適合性について、いかなる保証も行わないこととします。本ソフトウェアの使用また 
は、本ソフトウェアを使用できないことにより生じた直接的損害、間接的損害、特別な事情から 
生じた損害、お客様のデータ喪失及び逸失利益等について、いかなる責任も負いません。 


動画再生ソフトのご紹介 


パソコンで動画 （MP 4 ファイル）を再生するには、アップルコンピュータ（株） 


の Quic kT ime™ P layer（無料）ver.6 .4 以上（またはver.6 .3 ＋3 GP P ）が必 


要です。 


Quic kT imeは、http://www.apple.c o.jp/quic ktime/download/よりダウン 


ロードしていただけます。 


● ダウンロードするには、インターネットと接続した環境のパソコンが必要で 


す。また、ダウンロードにあたっては別途通信料がかかります。 


● 動作環境、ダウンロード方法、操作方法など詳細については、上記ホームペー 


ジをご覧ください。 


F OMA 端末で撮影した動画データをパソコンなどで再生します 


FOMA 端末で撮影した動画（MP 4 ファイル）をメール添付などでデータ転送 


し、パソコンで再生することができます。 


● FOMA 端末内で対応している動画ファイル→ P 4 4 2 
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F OMA 端末と外部機器とのデータ連携 
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故障かな？と思ったら、まずチェック 


故障かな？と思ったときは、まず下記の点をお調べください。 


故 
障 
か 
な 
？ 
と 
思 
っ 
た 
ら 
、 
ま 
ず 
チ 
ェ 
ッ 
ク 
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症　状 


ディスプレイに「しばらく 
お待ちください」と表示さ 
れ、消えない 


ダイヤルボタンを押しても 
発信できない 


ダイヤルしたが話中音（プー 
プー音）が鳴ってつながら 
ない 


ディスプレイに「 
」が 
表示され、話中音（プープー 
音）が鳴る 


■ 電話関連 


チェック 


• 回線が非常に混み合っていますの 
で、しばらくたってからおかけ直 
しください。 
を押すと、「しば 
らくお待ちください」の文字情報 
を消すことができます。 


• ダイヤル入力での発信を制限してしていませんか。 
→ P1 8 5 


• 市外局番を忘れていませんか。 
→ P 5 4 
• 発信音を聞かず、急いでダイヤルしていませんか。 
•「 
」が表示されていませんか。 
→ P 4 5 
• FOMA カードが取り付けられていますか。→ P 3 3 


• サービスエリア外か、電波の弱い場所にいませんか。 
→ P 4 5 


チェック 


• FOMA カードが正しく取り付けられていないか、破 
損している可能性があるときに表示されます。 
FOMA カードが正しく取り付けられているかご確認 
ください。 
→ P 3 3 


• FOMA カードが正しく取り付けられていないか、 
FOMA カードに異常があります。 
→ P 3 3 


• 全ての操作を制限しています。解除してください。 
→ P 1 8 2 


• 通常の電源を切る操作や自動的に電源が切れる時 
刻の設定（→ P 4 6 5 ）以外で電源が切れると（電池 
パックが外れてしまった場合など）、これらの機能 
（→ P 4 6 3 ）は動作しません。 


症　状 


FOMA 端末の電源を入れる 
と「FOMA カードを挿入し 
てください」とメッセージ 
が表示される 


ディスプレイに「このカー 
ドは認識できません」と表 
示される 


ディスプレイに「全ての操 
作を制限しています」と表 
示されている 


自動的に電源が入る時刻を 
設定しても、指定した時刻 
に電源が入らない 


■ 設定・操作関連 
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症　状 


ダウンロードデータ・メー 
ル添付のデータ・メッセー 
ジ R /F の表示や再生ができ 
ない 


メール受信時に、設定した 
メール着信音と違う着信音 
が鳴る 


受信メール、送信メール、未 
送信メールの一覧を表示し 
たときに「データが壊れて 
います。お買い上げ時の状 
態に戻しますか？」と表示 
される 


チェック 


• FOMA カード動作制限機能により、FOMA カード 
を差し替えた場合や FOMA カードを差し込んでい 
ない場合は、これらの機能は動作しません。 
→ P 3 4 


• ワンタッチダイヤルのメール着信音が設定されていま 
せんか。メール着信音を設定したワンタッチダイヤル 
の相手からメールを受信すると、ワンタッチダイヤル 
で設定したメール着信音が鳴ります。 
→ P 1 4 4 、3 7 7 


• 予期しない操作などにより、データが壊れています。 
「1戻す」を押すとデータは削除され、お買い上げ時 
の状態に戻ります。 
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■ メール・データ関連 


症　状 


F O M A 端末の電源が入ら 
ない（FOMA 端末が使えな 
い） 


充電中に充電ランプが点滅 
する 


ディスプレイ上部が点滅し 
てピピピというアラーム音 
が鳴っている 


■ 電源・充電関連 


チェック 


• 電池パックが正しく取り付けられていますか。 
→ P 3 8 
• 電池切れになっていませんか。 
→ P 4 4 
• デュアルネットワークサービスで m o v a が有効と 
なっている場合、FOMA 端末でのサービスの利用は 
できません。FOMA 端末が有効になっているかご確 
認ください。詳しくは『ネットワークサービス操作ガ 
イド』をご覧ください。 


• 通話／通信中の場合は、ただちに終了してください。 
FOMA 端末から AC アダプタ（または卓上ホルダ）、 
DC アダプタを外してセットし直し、正しい方法で再 
度充電を行ってください。 
→ P 3 9 
以上の操作を行っても正常に充電できない場合は、 
ドコモショップなど窓口にご連絡ください。 


• 電池が少なくなってきています。充電してください。 
→ P 3 9 


チェック 


• 通常の電源を切る操作や自動的に電源が切れる時刻 
の設定（→P 4 6 5 ）以外で電源が切れると（電池パッ 
クが外れてしまった場合など）、これらの機能は動作 
しません。 
• 目覚まし時刻に電源を入れるように設定してくだ 
さい。 
→ P 4 6 7 


■ 設定・操作関連 


症　状 


目覚ましを設定しても、電 
源が切れているときに指定 
した時刻に動作しない 
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こんな表示が出たら 


電話やカメラ、ｉモードやショートメッセージサービス（S MS ）利用中の主な 


エラーメッセージを示します（五十音順）。 


● エラーメッセージ中の「（数字）」または「（xxx）」は、ｉモードセンターより 


送信されたエラーを区別するためのコードです。 


こ 
ん 
な 
表 
示 
が 
出 
た 
ら 


付 
録 


エラーメッセージ 


個人の情報表示が制限さ 
れています 


セルフモード中です 


ダイヤル発信が制限され 
ています 


FOMA カードを挿入して 
ください 


P IN ロック解除コードが 
ロックされています 


■ 電話関連 


説　明 


個人の情報表示を制限しているため、電話帳などの個人情報か 
ら電話をかけることができません。→ P 1 8 4 


セルフモードを設定中のため、電話をかけることができませ 
ん。→ P 1 8 3 


ダイヤル入力での発信を制限しているため、電話をかけるこ 
とができません。→ P 1 8 5 


FOMA カードが取り付けられていないため、電話をかける 
ことができません。F OMA カードを取り付けてください。 
→ P 3 3 


P INコードがロックされています。P INロック解除コードを 
入力してください。→ P 1 7 9 


エラーメッセージ 


写真の保存件数がいっぱ 
いです。不要な写真を削 
除しますか？ 


写真の保存領域がいっぱ 
いです。不要な写真を削 
除しますか？ 


ビデオの保存件数がいっ 
ぱいです。不要なビデオ 
を削除しますか？ 


ビデオの保存領域がいっ 
ぱいです。不要なビデオ 
を削除しますか？ 


■ カメラ関連 


説　明 


保存件数が最大数のため、写真を保存できません。不要な写 
真を削除してください。→ P 4 3 8 


FOMA 端末の保存領域が不足しているため、写真を保存で 
きません。不要な写真を削除してください。→ P 4 3 8 


保存件数が最大数のため、ビデオを保存できません。不要な 
ビデオを削除してください。→ P 4 4 7 


FOMA 端末の保存領域が不足しているため、ビデオを保存 
できません。不要なビデオを削除してください。→ P 4 4 7 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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こ 
ん 
な 
表 
示 
が 
出 
た 
ら 


付 
録 


説　明 


を押すと送信に失敗した宛先が表示されます。宛先が正し 
いか確認の上、電波状態のよい場所で送信し直してください。 


サイトやインターネットホームページから規定時間内に応答 
がありませんでした。しばらく待ってから操作し直してくだ 
さい。 


F OMA カードが正しく取り付けられていないか、F OMA 
カードに異常があります。→ P 3 3 


ショートメッセージ（S MS ）の宛先に2 1 桁以上の電話番号 
が設定されているため、送信できません。宛先が正しいか確 
認してください。→ P 3 8 4 


電波の届かない場所かFOMAサービスエリア外にいるため実 
行できません。 


F OMA カードが正しく取り付けられていないか、F OMA 
カードに異常があります。→ P 3 3 


サイトの証明書が書き替えられています。接続できません。 


サイトの証明書が、FOMA 端末でサポートしていない証明 
書です。接続するときは「接続する」、接続を中止するとき 
は「接続しない」を選択して 
を押します。 


サイトの証明書の有効期限前か期限が過ぎています。接続す 
るときは「接続する」、接続を中止するときは「接続しない」 
を選択して 
を押します。なお、日付・時刻が未設定また 
は間違っている場合も表示されることがあります。日時を正 
しく設定してください。→ P 4 6 


F OMA 端末の証明書の有効期限前か期限が過ぎています。 
接続するときは「接続する」、接続を中止するときは「接続 
しない」を選択して 
を押します。なお、日付・時刻が未 
設定または間違っている場合も表示されることがあります。 
日付・時刻を正しく設定してください。→ P 4 6 


サイトの証明書の CN 名（サーバ名）が実際のサーバ名と一 
致していません。接続するときは「接続する」、接続を中止す 
るときは「接続しない」を選択して 
を押します。→P 2 8 5 


動画／ｉモーションがサポートしていない形式です。再生で 
きない場合があります。 


日付・時刻が設定されていないため受信できません。日付・ 
時刻を設定してください。→ P 4 6 


ｉモーションのデータが再生できない場合に表示されます。 


メロディのデータが再生できない場合に表示されます。 


エラーメッセージ 


いくつかの宛先に送信で 
きませんでした（5 6 1 ） 


応答がありませんでした 
（4 0 8 ） 


カード情報を認識できま 
せん 


桁数が多いため宛先を設 
定できません 


圏外です 


このカードは認識できま 
せん 


このサイトとの S S L 通信 
は無効です 


このサイトの安全性が確 
認できません。接続しま 
すか？ 


このサイトは安全でない 
可能性があります。接続 
しますか？ 


この接続先の安全性が確 
認できません。接続しま 
すか？ 


この接続先は安全でない 
可能性があります。接続 
しますか？ 


このデータは再生できな 
い可能性があります 


このデータを取得するた 
めには時刻設定をしてく 
ださい 


このビデオは再生できま 
せん 


このメロディは再生でき 
ません 


■ ｉモード関連 
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エラーメッセージ 


このｉモーションを再生 
するためにはｉモーショ 
ンタイプを変更してくだ 
さい 


サービス未契約です 


サービス未提供です 


再生可能日前です。再生 
できません 


再生制限データに誤りがあ 
るため取得できません 


最大サイズを超えたので 
中断しました 


サイトが移動しました 
（3 0 1 ） 


サイトに接続できません 
でした（4 0 3 ） 


指定サイトがみつかりま 
せん（4 0 4 ） 


指定サイトに表示データ 
がありません（2 0 4 ） 


指定したサイトへは接続 
できませんでした（5 0 4 ） 


しばらくお待ちください 


受信が中断されました。 
受信できなかったメッ 
セージがあります 


受信に失敗しました 


受信を拒否されました 


情報が正しくないため再 
生できません 


既にメッセージをお預か 
りしています 


説　明 


ｉモーションタイプ設定が「標準タイプ」の設定のままスト 
リーミングタイプのｉモーションをダウンロードしようとし 
ました。ｉモーション設定でｉモーションタイプを変更して 
ください。→ P 4 2 5 


ｉモードの契約がされていないため実行できません。ｉモー 
ドを利用するには申し込みが必要です。 


ショートメッセージサービス（S MS ）が未提供です。 


ｉモーションに設定されている再生期間より前なので、再生 
できません。→ P 4 4 6 


再生制限データが誤っているため受信できません。 


サイト画面の受信中に最大サイズを超えたため、中断しまし 
た。サイト画面では 
を押すと受信済みの画面を表示でき 
ます。 


サイトやインターネットホームページのUR L が変更されて 
います。 


指定のサイトやインターネットホームページに接続を拒否さ 
れました。 


サイトやインターネットホームページが見つかりませんでし 
た。 


指定のサイトにデータがありませんでした。 


ｉモードセンターが混み合っています。しばらくたってから 
操作し直してください。 


回線がたいへん混み合っています。しばらく待ってから送信 
し直してください。 


ｉモードの利用が現在規制されています。しばらく待ってか 
ら操作し直してください。 


受信中にエラーが発生したため、ショートメッセージ 
（S MS ）をすべて受信できませんでした。電波状態のよい場 
所に移動して、S MS 問い合わせを行ってください。→P 3 9 0 


受信中にエラーが発生したため受信できませんでした。電波 
状態のよい場所に移動して操作し直してください。それでも 
同じエラーになる場合はしばらく待ってから操作し直してく 
ださい。 


S MS センターにショートメッセージ（S MS ）の受信を拒否 
されました。 


添付されたメロディや動画／ｉモーションのデータが不正な 
ため再生できませんでした。 


既にショートメッセージ（S MS ）は送信済みです。 


こ 
ん 
な 
表 
示 
が 
出 
た 
ら 


付 
録 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 
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説　明 


電波状態のよい場所に移動して操作し直してください。それ 
でも同じエラーになる場合は、しばらく待ってから操作し直 
してください。 


ｉモードセンターとの接続に失敗しました。電波状態のよい 
場所に移動して操作し直してください。 


ｉモードセンターが混み合っています。しばらくたってから 
操作し直してください。 


ｉモードセンターにメッセージがいっぱいの場合に表示しま 
す。FOMA 端末内のメール・メッセージ受信領域を空けた 
状態で、メール・メッセージを受信してください。→P 3 4 3 


ｉモードメールの宛先が正しいか確認してください。 


ｉモードメールまたはショートメッセージ（S MS ）の送信に 
失敗しました。電波状態のよい場所で送信し直してください。 


ショートメッセージ（S MS ）の送信が拒否されました。 


受信中に通信が中断されました。電波状態のよい場所に移動 
し、しばらくたってから操作し直してください。 


データ送受信中の場合に表示します。データ送受信中は 
ｉモード接続できません。→ P 5 0 4 、6 0 5 


1 0 0 0 0 バイトを超える静止画はｉモード端末（～@docomo. 
ne.jp）には送信できません。送信先アドレスの＠マークの後 
に｢p.｣を付与することで、1 0 0 0 0 バイトより大きく1 0 0 K 
バイト以下の画像を送信することができます。→ P 3 0 9 


電波状態のよい場所に移動して操作し直してください。それ 
でも同じエラーになる場合は、しばらく待ってから操作し直 
してください。 


ｉモードへのユーザ登録中です。 


サイトやインターネットホームページの入力欄に入力された 
文字数が多すぎて送信できません。文字数を減らしてから送 
信し直してください。 


サイトやインターネットホームページの入力データに誤りが 
あります。入力データを確認してください。 


指定のサイトやインターネットホームページには接続できま 
せん。 


「基本認証」の画面で C を押して認証を中止したときに 
表示されます。 


エラーメッセージ 


接続が中断されました 


接続できません 


設定時間内に接続できま 
せんでした 


センターにメッセージが 
いっぱいです 


送信できませんでした。 
宛先を確認してください 
（4 5 1 ) 


送信できませんでした 
送信できませんでした 
（xxx） 


送信を拒否されました 


ダウンロードできません 
でした 


データ転送モード中です 


添付された画像はｉモー 
ド携帯電話へ送信できま 
せん。宛先を変更するか 
画像を添付する際縮小し 
てください 


問合せできませんでした 


登録中です。しばらくし 
てからご利用ください 
（5 5 4 ） 


入力データまたはUR L が 
長すぎます 


入力データをご確認くだ 
さい（2 0 5 ） 


認証タイプに未対応です 
（4 0 1 ） 


認証を中止しました 


こ 
ん 
な 
表 
示 
が 
出 
た 
ら 


付 
録 
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説　明 


サイトやインターネットホームページの基本認証画面に入力 
したユーザ名かパスワードに誤りがあります。再入力してく 
ださい。 


FOMA 端末の保存領域が不足しているため、ショートメッ 
セージ（S M S ）を保存できません。ショートメッセージ 
（S MS ）を FOMA カードに移動するか削除してください。 
→ P 3 9 6 、3 9 9 


指定のサイトやインターネットホームページがｉモードに対 
応していません。UR L が間違っている可能性があります。 


受信データにエラーがあるため表示できませんでした。 


受信メールの保存領域の空きが不足しているためメールを受 
信できません。未読メールを読むか、メールの保護を解除す 
るか、メールを削除してください。 
→ P 3 4 5 、3 9 1 、3 9 5 、4 0 6 、4 0 9 


受信メールが最大保存件数に達しているためショートメッ 
セージ（S MS ）を受信できません。未読メールを読むか、メー 
ルの保護を解除するか、メールを削除してください。 
→ P 3 4 5 、3 9 1 、3 9 5 、3 9 9 、4 0 6 、4 0 9 


ショートメッセージ（S MS ）を受信中に受信メールが最大保 
存件数に達したため、ショートメッセージ（S MS ）をすべ 
て受信できませんでした。未読メールを読むか、メールの保 
護を解除するか、メールを削除してから、S MS 問い合わせ 
を行ってください。 
→ P 3 4 5 、3 9 0 、3 9 1 、3 9 5 、3 9 9 、4 0 6 、4 0 9 


メッセージR /F の保存領域の空きが不足しているため、メッ 
セージ R /F を受信できません。未読のメッセージ R /F を読 
むか、メッセージR /F の保護を解除するか、メッセージR /F 
を削除してください。→ P 2 9 4 、2 9 6 


メモリが不足したため処理を中断します。 
を押すと元の 
画面に戻ります。 


クライアント証明書がダウンロードされていません。 
→ P 3 0 0 


クライアント証明書の有効期限が切れています。→ P 2 9 8 


F O M A カードの保存領域が不足しているため、ショート 
メッセージ（S MS ）を保存できません。ショートメッセー 
ジ（S MS ）を FOMA 端末に移動するか削除してください。 
→ P 3 9 8 、3 9 9 


サイトやインターネットホームページからダウンロードした 
データやメールの添付データ、メッセージ R /F の表示・再 
生を保存したときは異なるF0 MA カードを挿入しています。 
→ P 3 4 


エラーメッセージ 


パスワードをご確認くだ 
さい（4 0 1 ） 


保存領域がいっぱいで保 
存できません 


無効なデータを受信しま 
した（xxx） 


メールがいっぱいです 


メール／メッセージが 
いっぱいです。これ以上 
受信できません 


メール／メッセージが 
いっぱいです。受信でき 
なかったメッセージがあ 
ります 


メッセージがいっぱいで 
す 


メモリ不足です。メイン 
メニューに戻ります。 


ユーザ証明書がありませ 
ん。接続しますか？ 


ユーザ証明書の有効期限 
が切れています。接続し 
ますか？ 


FOMA カードがいっぱい 
です 


FOMA カードが異なるた 
めご利用できません 


次 
ペ 
ー 
ジ 
へ 
続 
く 



こ 
ん 
な 
表 
示 
が 
出 
た 
ら 


付 
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説　明 


FOMA カードが挿入されていません。FOMA カードを挿入 
して利用してください。 


ｉモーション（標準タイプ）データ取得時または、データ取 
得中の再生時に、受信可能な最大サイズを超えたので、受信 
を中断しました。 
受信可能な最大サイズ→ P 4 2 2 


データ取り込み中の再生（ストリーミングタイプ）時に、受 
信可能な最大サイズを超えたので、受信を中断しました。 
受信可能な最大サイズ→ P 4 2 2 


ｉモード接続中は実行できません。 


S MS 設定のショートメッセージセンターの設定が誤ってい 
ます。→ P 4 0 1 


S S L 通信中にエラーが発生したか、その他のクライアント 
認証に関わるサーバ側での認証エラーのため中断しました。 


S S L 通信の認証処理で問題が検出されました。接続は中止 
されます。 


FOMA 端末の証明書が無効に設定されています。接続する 
には設定を変更してください。→ P 2 8 4 


サイトの証明書に問題があるときに表示される接続確認画面 
で「接続しない」を選択した場合に表示されます。 


UR L が長すぎるためブックマークに登録できません。 


エラーメッセージ 


FOMA カードが挿入され 
ていないためご利用でき 
ません 


ｉモーションが再生サイ 
ズを超えています 


ｉモーションが最大サイ 
ズを超えています 


ｉモード接続中のため設 
定できません 


S M S センター設定を確 
認してください 


S S L 通信が切断されまし 
た 


S S L 通信が無効です 


S S L 通信が無効に設定さ 
れています 


S S L 通信を切断しました 


UR L が長すぎて登録でき 
ません 


こ 
ん 
な 
表 
示 
が 
出 
た 
ら 


付 
録 
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保 
証 
と 
ア 
フ 
タ 
ー 
サ 
ー 
ビ 
ス 


付 
録 


保証とアフターサービス 


保証について 


● FOMA 端末をお買い上げいただくと、保証書がついていますので、必ずお受 


け取りください。 


記載内容および『販売店名・お買上げ日』などの記載事項をお確かめの上、大 


切に保管してください。必要事項が記載されていない場合は、すぐにお買い 


上げいただいた販売店へお申しつけください。無償保証期間は、お買い上げ 


日より 1 年間です。 


● この製品は付属品を含め、改良のため予告なく製品の全部または一部を変更 


することがありますので、あらかじめご了承ください。 


アフターサービスについて 


◎ 調子が悪いときは 


修理を依頼される前に、この取扱説明書の「故障かな？と思ったら、まず 


チェック」をご覧になってお調べください。→ P 6 0 7 


それでも調子がよくないときは、取扱説明書裏面の「故障お問い合わせ先」に 


ご連絡の上、ご相談ください。 


◎ お問い合わせの結果、修理が必要な場合 


ドコモ指定の故障取扱窓口にご持参いただきます。ただし、故障取扱窓口の 


営業時間内の受付となります。また、ご来店時には必ず保証書をご持参くだ 


さい。 


◎ 保証期間内は 


● 保証書の規定に基づき無償で修理を行います。 
● 故障修理を実施の際は、必ず保証書をお持ちください。保証期間内であっても 
保証書の提示がないもの、お客様のお取り扱い不良による故障・損傷は有償修 
理となります。 
● ドコモの指定以外の機器および消耗品の使用に起因する故障は、保証期間内で 
あっても有償修理となります。 
◎ 次の場合は、修理できないことがあります。 


● 水濡れシールが反応している場合、試験の結果、水濡れ・結露・汗などによる 
腐食が発見された場合、および内部の基板が破損・変形している場合は修理で 
きないことがありますのであらかじめご了承願います。なお、保証対象外です 
ので修理を実施できる場合でも有償修理となります。 
◎ 保証期間が過ぎた場合は 


● ご要望により有償修理いたします。 


◎ 部品の保有期間は 


● FOMA 端末の補修用性能部品（機能を維持するために必要な部品）の最低 


保有期間は、製造打ち切り後6 年間です。この部品保有期間を修理可能期 


間といたします。また、保有期間が経過した後も、故障箇所によっては修 


理可能なことがありますので、 取扱説明書裏面の連絡先へお問い合わせく 


ださい。 
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◆ メモリダイヤル（電話帳機能）およびダウンロード情報などについて◆ 


● お客様ご自身で携帯電話機などに登録された情報内容は、別にメモを取るなど 


して保管してくださるようお願いいたします。情報内容の変化、消失に関し、当 


社は何らの義務を負わないものとし、一切の責任を負いかねます。 


● 携帯電話を機種変更や故障修理する際に、お客様が作成されたデータまたは外 


部から取り込まれたデータあるいはダウンロードされたデータなどが変化・消 


失などする場合があります。また、当社の都合によりお客様の携帯電話を代替 


品と交換することにより修理に代えさせていただく場合がありますが、その際 


にはこれらデータなどは一部を除き交換後の製品に移し替えることができませ 


ん。当社はこれらの責任を負うものではありません。 


◎ お願い 


● FOMA 端末、FOMA カードおよび付属品の改造はおやめください。 
• 火災・けが・故障の原因となります。 
• FOMA 端末、FOMA カードは、電波の混信やネットワークの故障を防ぐ 


ため、法律により技術基準が定められており、技術基準を満たさない 


FOMA 端末、FOMA カードは使用できません。 
• 改造（部品の交換・改造・塗装など）が施された場合は、改造部分を元 


の状態（ドコモ純正品状態）に戻していただいた場合のみ、故障修理の 


お取り扱いをさせていただきます。ただし、改造の内容によっては、故 


障修理をお断りする場合があります。 
• 改造が原因による故障・損傷の場合は、保証期間内であっても有償修理と 


なります。 


● FOMA 端末に貼付されている銘板シールは、剥がさないでください。 


銘板シールには、技術基準を満たす証明書の役割があり、銘板シールが故 


意に剥がされたり、貼り替えられた場合など、銘板シールの内容が確認で 


きないときは、技術基準適合の判断ができないため、故障修理をお受けで 


きない場合がありますので、ご注意願います。 


● 各種機能の ON/OFF 設定などの情報は、FOMA 端末の故障・修理やその 


他取り扱いによって、クリア（リセット）される場合があります。お手数 


をおかけしますが、この場合は再度、設定を行ってくださるようお願いし 


ます。 


● FOMA端末の受話口部やスピーカーに磁気を発生する部品を使用していま 


す。キャッシュカードなど、磁気の影響を受けやすいものを近づけますと 


カードが使えなくなることがありますので、ご注意ください。 


● 電話機が濡れたり湿気を帯びてしまった場合は、すぐに電源を切って電池 


パックを外し、お早めに故障取扱窓口へご来店ください。ただし、電話機 


の状態によっては修理できないことがあります。 
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ソフトウェア更新を利用します 
＜ソフトウェア更新＞ 


FOMA 端末のソフトウェアを更新する必要があるかどうかチェックし、必要な 
場合にはｉモードを使ってソフトウェアの一部をダウンロードしてソフトウェア 
を更新する機能です。 
※ ソフトウェア更新を行う場合のパケット通信料は無料です。 
ソフトウェア更新が必要な場合は、ドコモのホームページおよびｉMenuの「お 
知らせ＆ヘルプ」にてご案内させていただきます。 
ソフトウェア更新には、次の 2 種類の方法があります。 
• 即時更新：更新したいときすぐに更新を行います。→ P 6 1 9 
• 予約更新：更新する日時を予約すると、予約した日時に自動的にソフトウェア 
が更新されます。→ P 6 2 1 
● 次の場合はソフトウェアを更新できません。 
• 全ての操作を制限しているとき→ P 1 8 2 　　 
• 日付・時刻を設定していないとき→ P 4 6 　　 
• 電池残量が十分残っていないとき→ P 4 3 　　 
• 通話中 
•「 
」が表示されているとき→ P 4 5 
• 個人の情報表示を制限しているとき→ P 1 8 4 
• セルフモードを設定中→ P 1 8 3 
• 他の機能を使用しているとき 
• FOMA カードが未挿入のとき→ P 3 2 
• P IN1 コード入力中→ P 1 7 4 
• P IN1 コードロック中→ P 1 7 9 
• 電源が入っていないとき→ P 4 5 


● ソフトウェア更新の際、お客様の携帯電話端末固有の情報（機種や製造番号 


など）が、自動的にサーバ（当社が管理するソフトウェア更新用サーバ）に 


送信されます。当社は送信された情報を、ソフトウェア更新以外の目的には 


利用いたしません。 
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● 接続先番号を「ｉモード」以外に設定している場合でもソフトウェア更新を行うことができ 
ます。→ P 2 8 2 
● ソフトウェア更新（ダウンロード、書き換え）には時間がかかることがあります。 
● P IN1 コードを使用するように設定中にソフトウェア更新を実行すると、ソフトウェア書き 
換え終了後の自動再起動時に、P IN1 コード入力画面が表示されます。正しい P IN1 コード 
を入力しないと、電話の発着信や、各種通信機能の操作ができません。→ P 1 7 4 
● ソフトウェア更新中は、他の機能を利用することはできません。ただし、ダウンロード中は 
音声電話の着信のみ受けることができます。 
● ソフトウェア更新中に目覚ましなどが設定されていても、ソフトウェア更新が継続され、目 
覚ましなどは起動しません。 
● ソフトウェア更新の際には、サーバ（当社のサイト）へ S S L 通信を行います。S S L 証明書 
を有効に設定してください。→ P 2 8 4 
● ソフトウェア更新は、電池をフル充電して、電池残量が十分にある状態（ 
）で実行してく 
ださい。 
● ソフトウェア更新は、電波が強く、アンテナマークが 3 本表示されている状態（ 
）で、移 
動せずに実行することをおすすめします。 
● ソフトウェア更新後、表示されたｉモードセンター蓄積状態表示のアイコンは消えます。ま 
た、メールを選択して受信するように設定している場合、ソフトウェア更新中にメールが届 
くと、ソフトウェア更新後にｉモードセンターにメールがあることを通知する画面が表示さ 
れないことがあります。→ P 3 4 3 
● ソフトウェア更新中は、電池パックを絶対に外さないでください。更新に失敗する恐れがあ 
ります。更新に失敗すると、電源を入れる／切る以外の操作はできなくなります。その場合 
は、ドコモ指定の故障取扱窓口までご相談ください。 
● ソフトウェア更新は、F OMA 端末に登録された電話帳、カメラ画像、ダウンロードデータな 
どのデータを残したまま行うことができますが、お客様の F OMA 端末の状態（故障・破損・ 
水濡れなど）によってはデータの保護ができない場合がございますので、あらかじめご了承 
願います。 


お知らせ 


1 待受画面で 


メニュー 


「9 ネットワークサービスを使う」 


「8 その他のサービスを使う」 「5 ソフトウェアを更 
新する」を押す 
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2 4 ～ 8 桁の端末暗証番号を入力 
注意事項を確 
認 
を押す 


3 
ソフトウェア更新が必要かどうかを確認 
する 


● 携帯電話情報を送信する旨のメッセージで 
を押すとサーバに接続さ 


れ、携帯電話情報（携帯電話の機種や製造番号など）を送出します。 


■ 更新が必要ないとき 


ソフトウェア更新が必要かどうかをチェックした結 


果、更新の必要がない場合は左の画面が表示されま 


す。 
を押してFOMA 端末をそのままご利用くだ 


さい。 


すぐにソフトウェアを更新します＜即時更新＞ 


● サーバが混みあっていて、即時更新ができない場合があります。 
1 更新方法の選択画面を表示する 


● 操作方法→ P 6 1 8 
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2「1 今すぐ更新する」 
を押す 


ダウンロードが開始されます。ダウンロード中は着信ランプが点滅します。 


● 
を押さずに約5 秒経過すると、自動的に更新情報のダウンロードが開 


始されます。 


● ダウンロード中に 
：ダウンロードを中止します。 


● ダウンロードを途中で中止したときは、最初からソフトウェア更新をやり 


直してください。 


■ サーバが混み合っているとき 


3 
を押す 


ソフトウェアの書き換えが開始されます。書き換え中は、着信ランプが点滅 


します。 


書き換えが終了すると、自動的に再起動が行われます。 


● 約 5 秒間何も操作をしないと、自動的に書き換えが開始されます。 


● ソフトウェアの書き換え中はすべてのボタン操作が無効となり、更新を中 


止することもできません。 


サーバが混み合っている場合は左の画面が表示され 


ます。「1更新を予約する」を押して、更新日時を予 


約してください。→ P 6 2 1 
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4 自動的に再起動する 


再起動すると、再度サーバと通信を行いますので、しばらくお待ちください。 


5 
を押す 


更新が終了して待受画面が表示されます。 


日時を予約してソフトウェアを更新します＜予約更新＞ 


ダウンロードに時間がかかる場合、サーバが混みあっている場合には、あらかじ 


めソフトウェア更新を起動する日時をサーバと通信して設定しておくことができ 


ます。 
1 更新方法の選択画面を表示する 


● 操作方法→ P 6 1 8 


2「2 更新を予約する」を押す 
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3 希望日時を選択 
「1 予約する」を押す 


■ 表示されている予約候補以外から選択するとき 


①「その他の日時」を選択 
を押す 


② 希望日を選択 
を押す 


③ 希望時間帯を選択 
を押す 


サーバに接続され、選択した希望日・時間帯に近い予約候補が表示されます。 


● LR：希望時間帯の候補が複数ページある場合は、前後のページ 


を表示できます。 


● 


電話帳 


：時間帯の左に表示されている記号の説明を表示できます。 


● LR：希望日時の候補が複数ページある場 


合は、前後のページを表示できます。 


● LR：希望日の候補が複数ページある場 


合は、前後のページを表示でき 


ます。 
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予約の確認・変更・取り消しをします 


ソフトウェア更新の予約日時を確認することができます。 
1 待受画面で 


メニュー 
「9 ネットワークサービスを使う」 


「8 その他のサービスを使う」 「5 ソフトウェアを更 
新する」を押す 


端末暗証番号入力画面が表示されます。 


2 4 ～ 8 桁の端末暗証番号を入力 
を押す 


④ 希望日時を選択 
を押す 


⑤「1 予約する」を押す 


指定した日時に予約した旨のメッセージが表示されます。 


4 
を押す 


予約の設定が完了してメニュー画面に戻ります。 


予約日時になると、携帯電話は自動的にソフトウェア更新を開始します。 


予約日時前には、電池が十分充電されていることを確認の上、電波の十分届 


くところで携帯電話を待受画面にしておいてください。 


● 予約中は、待受画面に が表示されます。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 


● ソフトウェア更新の予約では、サーバの日時が表示されます。 


お知らせ 


● LR：希望日時の候補が複数ページある 


場合は、前後のページを表示でき 


ます。 
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3 内容を確認する 


●「1 終了する」：確認を終了します。 


■ 予約を変更するとき 


「2 変更する」 
を押す 


予約候補の選択画面が表示されます。 


● 以降の操作は、予約更新の「表示されている予約候補以外から選択すると 


き」の操作②からと同じです。→ P 6 2 2 


● 携帯電話情報を送信する旨のメッセージで 
を押すとサーバに接続さ 


れ、携帯電話情報（携帯電話の機種や製造番号など）を送出します。 


■ 予約を取り消すとき 


①「3 取消す」を押す 


②「1 取消す」 
を押す 


③ 
を押す 


予約が取り消され、メニュー画面に戻ります。 


● 携帯電話情報を送信する旨のメッセージで 
を押すとサーバに接続さ 


れ、携帯電話情報（携帯電話の機種や製造番号など）を送出します。 


● 
を押すと待受画面に戻ります。 
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予約の日時になると 


● 予約日時になると左の画面が表示され、自動的にダ 
ウンロードが開始されます。ダウンロードが完了す 
るとソフトウェアの書き換えが行われ、再起動され 
ます。 
● ソフトウェア更新を中止する場合は 
「1終了す 
る」を押します。 


● 他の機能を使用していると予約日時になっても起動しないことがあるのでご注意ください。 
● 同じ日時に目覚ましなどが設定されていた場合には、目覚ましなどが優先され、ソフトウェ 
ア更新が起動されない場合があります。 


お知らせ 
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索引／クイックマニュアル 


目的別索引 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
6 2 8 


索引 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
6 3 5 


クイックマニュアル 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
6 4 6 
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電源の入れかた／切りかた 


電源を入れます／切ります＜電源 ON ／ OFF ＞ .........................................4 5 


自動的に電源を ON にします＜自動電源 ON ＞ ........................................ 4 6 3 


自動的に電源を OFF にします＜自動電源 OFF ＞ .................................... 4 6 5 


目覚まし時刻に自動的に電源を入れます＜目覚まし自動電源 ON ＞ ..... 4 6 7 


いろいろな電話のかけかた 


電話をかけます .................................................................................................5 4 


テレビ電話をかけます .....................................................................................9 0 


相手に自分の電話番号を通知します＜発信者番号通知＞ ...........................4 8 


1 回の通話ごとに発信者番号を通知／ 


　　非通知にします＜ 1 8 6 ／ 1 8 4 ＞ .........................................................6 0 


スピーカーホン機能を利用して通話します ......................................... 5 5 、9 2 


通話中に保留にします＜通話中保留＞ ................................................ 5 6 、9 2 


前にかけた相手にかけ直します＜リダイヤル＞ ...........................................5 8 


着信履歴を利用します＜着信履歴＞ ..............................................................7 1 


ボタン 1 つで電話をかけます＜ワンタッチダイヤル＞ ............................ 1 4 8 


少ないボタン操作で電話をかけます＜ツータッチダイヤル＞ ................. 1 4 9 


電話帳から電話をかけます＜電話帳検索＞ ................................................ 1 2 4 


通話時間・積算時間を確認します＜通話時間表示／積算時間表示＞ ..... 4 7 2 


表示中の画面から電話を 


　　かけます＜ P hone T o（AV P hone T o）機能＞ ............................. 2 7 4 


スイッチ付イヤホンマイクの使いかた 


　　（オプション）＜スイッチ付イヤホンマイク＞ .................................. 4 7 5 


国際電話を利用します＜ WOR LD C ALL ＞.................................................6 3 


電話を受ける 


電話を受けます .................................................................................................6 6 


テレビ電話を受けます .....................................................................................9 4 


すぐに電話に出られないとき保留にします＜応答保留＞ ...........................7 8 


電話に出られないときに用件を録音します＜伝言メモ＞ ...........................8 1 


自動で電話を受けます＜オートスピーカーホン機能＞ ...............................7 0 


着信中の電話に出られないときに用件を 


　　録音します＜クイック伝言メモ＞ ..........................................................8 6 


留守番電話サービスを利用します ...............................................................4 8 3 


転送でんわサービスを利用します ...............................................................4 8 8 


キャッチホンを利用します ...........................................................................4 8 6 


イヤホンをつないで自動で電話を 


　　受けます＜イヤホン接続時着信設定＞ ................................................ 4 7 8 


運転中に電話を受けないようにします＜ドライブモード＞........................7 9 


629 


索 
引 
／ 
ク 
イ 
ッ 
ク 
マ 
ニ 
ュ 
ア 
ル 


目 
的 
別 
索 
引 


スピーカーホン機能を利用して通話します ......................................... 5 5 、9 2 


通話中に保留にします＜通話中保留＞ ................................................ 5 6 、9 2 


イヤホンだけから着信音を鳴らします＜スピーカー／イヤホン切替＞ .. 1 5 9 


電話から鳴る音を消します＜マナーモード＞ ............................................ 1 6 0 


携帯電話から鳴る着信音を変えます＜着信音設定＞ ................................ 1 5 2 


着信を振動でお知らせします＜バイブレータ＞ ........................................ 1 5 5 


通話時間・積算時間を確認します＜通話時間表示／積算時間表示＞ ..... 4 7 2 


指定した電話番号からの電話だけを受けません／ 


　　受けます＜電話帳指定着信拒否／許可＞ ............................................ 1 8 8 


発信者番号のわからない電話を受けません＜非通知理由別着信設定＞.... 1 9 1 


番号通知お願いサービスを利用します ....................................................... 4 9 4 


スイッチ付イヤホンマイクの使いかた 


　　（オプション）＜スイッチ付イヤホンマイク＞ .................................. 4 7 5 


伝言メモを使いたい 


電話に出られないときに用件を録音します＜伝言メモ＞ ...........................8 1 


伝言メモを再生／削除します ..........................................................................8 6 


着信中の電話に出られないときに用件を 


　　録音します＜クイック伝言メモ＞ ..........................................................8 6 


時計を利用したい 


日付・時刻を合わせます＜日付時刻設定＞ ...................................................4 6 


指定した時刻に目覚まし音でお知らせします＜目覚まし機能＞ ............. 4 6 8 


目覚まし時刻に自動的に電源を入れます＜目覚まし自動電源 ON ＞ ....... 4 6 7 


テレビ電話を利用したい 


テレビ電話通話中の画面の見かた ..................................................................9 0 


テレビ電話をかけます .....................................................................................9 0 


テレビ電話を受けます .....................................................................................9 4 


カメラをオン／オフにします ..........................................................................9 7 


外側と内側のカメラを切り替えます ..............................................................9 7 


カメラで撮っている画像を拡大します ..........................................................9 9 


通話中の画面の明るさを設定します＜テレビ電話画面明るさ設定＞ ..... 1 0 1 


通話中の親画面の大きさを設定します＜テレビ電話画面大きさ設定＞ .. 1 0 4 


通話中の画面表示を設定します＜テレビ電話画面表示設定＞ ................. 1 0 0 


テレビ電話をかけたときに自画像を送るかどうかを 


　　設定します＜発信時自画像送信設定＞ ................................................ 1 0 3 


テレビ電話がつながらないときの動作を 


　　設定します＜音声再発信設定＞ ........................................................... 1 0 2 


メニューについて 


メニュー操作のしかた .....................................................................................2 9 


メインメニュー一覧 ......................................................................................5 8 0 
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電話帳メニュー一覧 ......................................................................................5 9 1 


音声で呼び出す機能の単語を登録します＜ボイスメニュー登録＞ ......... 2 0 2 


音声で機能を呼び出します＜ボイスメニュー＞ ........................................ 2 0 6 


文字を入力したい 


かな方式で文字を入力します＜かな方式＞................................................ 5 6 1 


入力予測機能を使用します／使用しません＜文字入力方法設定＞ ......... 5 7 8 


文字のコピーと貼り付け＜文字コピー＞ ................................................... 5 7 3 


定型文・記号・絵文字を入力します ...........................................................5 6 5 


よく使う単語を登録します＜単語登録＞ ................................................... 5 7 5 


ダイヤルボタンの文字割り当て一覧 ...........................................................5 9 2 


記号・特殊文字入力一覧...............................................................................5 9 3 


絵文字入力変換・読み上げ一覧 ...................................................................5 9 9 


区点コードで入力します＜区点コード入力＞ ............................................5 7 4 


区点コード一覧 ..............................................................................................5 9 5 


個人情報を確認したい 


自分の電話番号を確認します＜個人情報表示＞ ...........................................5 0 


メールアドレスを確認します .......................................................................3 6 3 


メールアドレスを変えたい 


メールアドレスを変更します .......................................................................3 6 1 


電話番号をメールアドレスにします＜アドレスリセット＞..................... 3 6 5 


暗証番号を変えたい 


端末暗証番号を変更します＜端末暗証番号変更＞ .................................... 1 7 2 


P IN1 コードを変更します＜ P IN1 コード変更＞ ..................................... 1 7 5 


P IN2 コードを変更します＜ P IN2 コード変更＞ ..................................... 1 7 7 


電話帳を使いたい 


文字入力について ..........................................................................................5 5 8 


FOMA 端末電話帳に登録します＜電話帳登録＞....................................... 1 1 0 


電話帳を修正します＜電話帳修正＞ ...........................................................1 3 2 


電話帳を削除します＜電話帳削除＞ ...........................................................1 3 5 


グループ名を変更します＜グループ名変更＞ ............................................1 1 9 


電話帳から電話をかけます＜電話帳検索＞................................................ 1 2 4 


少ないボタン操作で電話をかけます＜ツータッチダイヤル＞ ................. 1 4 9 


よく連絡を取り合う相手を登録します＜ワンタッチダイヤル登録＞ ..... 1 3 8 


ボタン 1 つで電話をかけます＜ワンタッチダイヤル＞ ............................ 1 4 8 


音声で呼び出す電話帳の単語を登録します＜ボイスダイヤル登録＞ ..... 1 9 8 


音声で電話帳を呼び出します＜ボイスダイヤル＞ .................................... 2 0 1 


知られたくない電話帳を守ります＜シークレット属性設定／解除＞ ..... 1 3 6 
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ディスプレイの表示を変えたい 


ディスプレイの見かた .....................................................................................2 5 


時計の表示を設定します＜時計表示設定＞ ................................................ 1 6 6 


待受画面の表示を変えます＜待受画面設定＞ ............................................ 1 6 1 


電話がかかってきたときの背面ディスプレイの表示を 


　　設定します＜背面表示設定＞ ...............................................................1 6 3 


ディスプレイの照明を設定します＜照明設定＞ ........................................ 1 6 5 


画面のカラー配色を変更します＜画面配色設定＞ .................................... 1 6 4 


音の大きさや種類を変えたい 


相手の声の音量を調節します＜受話音量＞ ...................................................7 4 


着信音の音量を調節します＜着信音量＞ ......................................................7 6 


電話から鳴る音を消します＜マナーモード＞ ............................................ 1 6 0 


携帯電話から鳴る着信音を変えます＜着信音設定＞ ................................ 1 5 2 


ボタンを押したときに鳴る音を設定します＜ボタン確認音＞ ................. 1 5 6 


充電時の確認音を設定します＜充電確認音＞ ............................................ 1 5 7 


イヤホンだけから着信音を鳴らします＜スピーカー／イヤホン切替＞ .. 1 5 9 


カメラを使いたい 


写真を撮影します＜写真撮影＞ ...................................................................2 2 3 


ビデオを撮影します＜ビデオ撮影＞ ........................................................... 2 2 6 


撮影時の設定をします ..................................................................................2 2 8 


保存した画像、動画／ｉモーション、メロディを操作したい 


画像を表示します ..........................................................................................4 2 8 


画像を削除します＜画像削除＞ ...................................................................4 3 8 


画像の残り枚数を確認します＜残り枚数確認＞ ........................................ 4 4 0 


動画／ｉモーションを再生します ...............................................................4 4 1 


動画／ｉモーションを削除します＜動画削除＞ ........................................ 4 4 7 


メロディを再生します ..................................................................................4 5 2 


メロディを削除します＜メロディ削除＞ ................................................... 4 5 6 


アルバムを利用します ..................................................................................4 3 4 


声で操作したい 


音声で呼び出す機能の単語を登録します＜ボイスメニュー登録＞ ......... 2 0 2 


音声で機能を呼び出します＜ボイスメニュー＞ ........................................ 2 0 6 


音声で呼び出す電話帳の単語を登録します＜ボイスダイヤル登録＞ ..... 1 9 8 


音声で電話帳を呼び出します＜ボイスダイヤル＞ .................................... 2 0 1 


音声読み上げを使いたい 


音声読み上げのルールについて ...................................................................2 1 1 


音声読み上げ辞書によく使う単語を 


　　登録します＜音声読み上げ単語登録＞ ................................................ 2 1 5 


632 


索 
引 
／ 
ク 
イ 
ッ 
ク 
マ 
ニ 
ュ 
ア 
ル 


目 
的 
別 
索 
引 


機能の説明やメールの内容などを音声で読み上げます ............................ 2 0 7 


電卓として使いたい 


電卓として使います＜電卓＞ .......................................................................4 7 4 


機能を制限したい 


ダイヤル発信を禁止します＜ダイヤル発信制限＞ .................................... 1 8 5 


電話帳やメールなどの個人情報を表示しないように 


　　します＜個人情報表示制限＞ ...............................................................1 8 4 


シークレット設定されている情報を 


　　表示します＜シークレットモード＞ ................................................... 1 8 7 


リダイヤル・着信履歴・伝言メモの表示を 


　　制限します＜履歴表示制限＞ ...............................................................1 8 6 


他の人が使用できないようにします＜オールロック＞ ............................ 1 8 2 


電源を入れたときに P IN1 コードを入力するように 


　　設定します＜ P IN1 コード使用＞ ....................................................... 1 7 3 


電話帳未登録の相手からの電話を受けません＜登録外着信拒否＞ ......... 1 9 5 


電話帳未登録の相手の着信音を無音にします＜無音着信時間設定＞ ..... 1 9 3 


指定した電話番号からの電話だけを受けません／ 


　　受けます＜電話帳指定着信拒否／許可＞ ............................................1 8 8 


発信者番号のわからない電話を受けません＜非通知理由別着信設定＞.... 1 9 1 


発信や着信ができないようにします＜セルフモード＞ ............................ 1 8 3 


メールを使いたい 


簡単な操作でｉモードメールを作成して 


　　送信します＜簡単メール作成・送信＞................................................ 3 1 3 


ｉモードメールを作成して送信します＜ｉモードメール作成・送信＞ ... 3 1 7 


例文を利用してメールを作成します＜メール例文＞ ................................ 3 3 2 


ｉモードメールに返事を出します＜ｉモードメール返信＞..................... 3 4 7 


ｉモードメールを他の宛先に転送します＜ｉモードメール転送＞ ......... 3 4 8 


電話帳を表示してｉモードメールを作成します ........................................ 3 1 9 


よく送る相手にボタン 2 つでメールを 


　　作成します＜ツータッチメール＞ ....................................................... 3 2 1 


ｉモードメールで静止画やメロディ、動画／ｉモーション（音声）を 


　　送信します ..............................................................................................3 2 4 


宛先を追加します＜宛先追加＞ ...................................................................3 2 2 


メールにつける署名を登録します＜署名登録／設定＞ ............................ 3 7 9 


メールの保存件数を確認します＜メール件数を確認＞ ............................ 4 0 5 


メール受信時の着信音を設定します＜メール着信音設定＞..................... 3 7 7 


メール受信時の振動を設定します＜メール着信振動設定＞..................... 3 7 8 


ショートメッセージ（S MS ）を作成して 


　　送信します＜ S MS 作成・送信＞ ........................................................3 8 3 


ショートメッセージ（S MS ）に返事を出します＜ S MS 返信＞............ 3 9 3 
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ショートメッセージ（S MS ）を他の宛先に 


　 
転送します＜ S MS 転送＞ ...................................................................3 9 4 


電話帳を表示してショートメッセージ（S MS ）を作成します ............... 3 8 4 


ショートメッセージ（S MS ）の設定をします＜ S MS 設定＞ ............... 4 0 1 


文字入力について ..........................................................................................5 5 8 


定型文・記号・絵文字を入力します ........................................................... 5 6 5 


メールを見たい 


受信したｉモードメールを見ます＜受信メール＞ .................................... 3 4 5 


ｉモードメールがあるかどうかを 


　　問い合わせます＜ｉモード問い合わせ＞ ............................................ 3 4 3 


未送信／送信したｉモードメールを見ます＜未送信／送信メール＞ ..... 3 3 7 


メールの送信元や宛先などを確認します＜送信元／宛先確認＞ ............. 4 1 4 


メールの文字の大きさを変更します＜文字サイズ設定＞ ........................ 4 1 3 


ｉモードメールに添付された静止画を操作します .................................... 3 4 9 


ｉモードメールからｉモーションを 


　　受信・再生します＜ｉモーションメール＞ ........................................ 3 5 3 


ｉモードメールに添付されたメロディを操作します ................................ 3 5 6 


ｉモードメールを選択して受信します ....................................................... 3 4 1 


受信したショートメッセージ（S MS ）を見ます＜受信メール＞ ........... 3 9 1 


ショートメッセージ（S MS ）があるかどうかを 


　 
問い合わせます＜ S MS 問い合わせ＞ ................................................ 3 9 0 


未送信／送信したショートメッセージ（S MS ）を 


　　見ます＜未送信／送信メール＞ ........................................................... 3 8 7 


FOMA カード内のショートメッセージ（S MS ）を見ます ..................... 3 9 6 


表示中の画面からメールを送信します＜ Mail T o 機能＞ ........................ 2 7 5 


メールを整理したい 


メールのフォルダを作成します ...................................................................4 0 3 


メールを他のフォルダに移動します＜ｉモードメール移動＞ ................. 4 0 4 


メールを削除します＜ｉモードメール削除＞ ............................................ 4 0 6 


メールのフォルダを削除します ...................................................................4 0 4 


ショートメッセージ（S MS ）を FOMA カードに保存します................. 3 9 5 


FOMA カード内の S MS を 


　　FOMA 端末本体へ移動／コピーします .............................................. 3 9 8 


FOMA カード内のショートメッセージ（S MS ）を削除します.............. 3 9 9 


ｉモードを使いたい 


サイトの見かたと操作 ..................................................................................2 5 0 


サイトを表示します＜ｉモードメニュー＞ ................................................ 2 4 7 


マイメニューを使います＜マイメニュー＞ ................................................ 2 5 5 


ホームページやサイトを登録してすばやく 


　　表示します＜ブックマーク＞ ...............................................................2 6 1 
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サイトの内容を保存します＜画面メモ＞ ................................................... 2 6 9 


簡易接続に登録したサイトを表示します ................................................... 2 6 5 


インターネットホームページを表示します＜インターネット接続＞ ..... 2 5 8 


サイトから画像を取り込みます＜画像保存＞ ............................................2 7 2 


サイトからメロディを取り込みます＜ｉメロディ＞ ................................ 2 7 3 


表示中の画面からインターネットに接続します＜ Web T o 機能＞ ........ 2 7 5 


文字の大きさを変更します＜文字サイズ設定＞ ........................................ 2 7 9 


ｉモーションを再生したい 


サイトからｉモーションを取り込み再生します ........................................ 4 2 0 


ｉモードメールからｉモーションを 


　　受信・再生します＜ｉモーションメール＞ ........................................ 3 5 3 


メッセージサービスを利用したい 


受信したメッセージ R /F を表示します＜メッセージ R /F ＞ .................. 2 9 4 


メッセージ F を受信するように設定します ...............................................2 8 6 


メッセージ R /F があるかどうかを 


　　問い合わせます＜ｉモード問い合わせ＞ ............................................2 9 1 


メッセージ R /F が着信したときの着信音を設定します ........................... 2 9 1 


メッセージ R /F が着信したときの振動パターンを設定します................ 2 9 3 


ネットワークサービスを使いたい 


留守番電話サービスを利用します ...............................................................4 8 3 


キャッチホンを利用します ...........................................................................4 8 6 


番号通知お願いサービスを利用します ....................................................... 4 9 4 


迷惑電話ストップサービスを利用します ................................................... 4 9 2 


転送でんわサービスを利用します ...............................................................4 8 8 


データ通信をしたい 


パソコンと FOMA 端末を接続します .........................................................5 0 7 


通信設定ファイル（ドライバ）をインストールします ............................ 5 0 8 


FOMA P C 設定ソフトによる通信の設定について ................................... 5 1 2 


ダイヤルアップネットワークを設定します................................................ 5 2 9 
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宛先削除.......................................... 3 2 2 
宛先追加.......................................... 3 2 2 
アドレス確認 .................................. 3 6 3 
アドレス指定受信／拒否............... 3 7 1 
アドレス表示 .................................. 4 1 4 
アドレスリセット .......................... 3 6 5 
アフターサービス .......................... 6 1 5 
アルバム削除 .................................. 4 3 5 
アルバム作成 .................................. 4 3 4 
暗証番号.......................................... 1 7 0 
　端末暗証番号 .............................. 1 7 0 
　端末暗証番号変更 ...................... 1 7 2 
　ネットワーク暗証番号............... 1 7 1 
　ｉモードパスワード .................. 1 7 1 
　P IN1 コード ............................... 1 7 1 
　P IN2 コード ............................... 1 7 1 
アンテナ............................................. 2 3 
イヤホン接続時着信設定............... 4 7 8 
イヤホンマイク端子 ......................... 2 3 
インターネットサービスプロバイダの 
　利用料.......................................... 5 0 4 
インターネット接続 ...................... 2 5 8 
　UR L 入力 .................................... 2 5 8 
　UR L 履歴 .................................... 2 5 9 
インライン入力 .............................. 5 5 9 
内側カメラ ......................................... 2 2 
英語ガイダンス .............................. 4 9 6 
　設定確認 ...................................... 4 9 8 
絵文字 ............................................. 5 6 6 
　一覧 ............................................. 5 7 0 
　入力 ............................................. 5 6 6 
絵文字入力変換・読み上げ一覧 ... 5 9 9 
エラーメッセージ .......................... 6 0 9 
遠隔操作.......................................... 5 0 0 
　開始 ............................................. 5 0 1 
　設定確認 ...................................... 5 0 1 
　停止 ............................................. 5 0 1 
応答保留............................................. 7 8 
オートスピーカーホン機能 .............. 7 0 
オプション・関連機器 .................. 6 0 3 


オフラインモード .......................... 5 4 3 
主な仕様.......................................... 6 0 4 
オールロック .................................. 1 8 2 
音声検索.......................................... 1 2 5 
音声再発信設定 .............................. 1 0 2 
音声呼び出し .................................. 1 9 7 
　電話帳.......................................... 2 0 1 
　メニュー機能 .............................. 2 0 6 
音声読み上げ .................................. 2 0 7 
　スピーカー／受話口切替 ........... 2 1 0 
　設定 ............................................. 2 0 7 
　単語登録 ...................................... 2 1 5 
ルール.......................................... 2 1 1 
音声読み上げボタン ......................... 2 3 
オンラインコマンドモード ........... 5 4 3 
オンラインデータモード............... 5 4 3 
音量調節 
　受話音量 ......................................... 7 4 
　着信音量 ......................................... 7 6 


カ 


外部接続端子 ..................................... 2 3 
顔文字 ............................................. 5 6 8 
各部の名称と機能 ............................. 2 2 
画像 ................................................. 4 2 8 
　アルバム ...................................... 4 3 4 
　移動 ............................................. 4 3 6 
　固定フォルダに戻す .................. 4 3 7 
　削除 ............................................. 4 3 8 
　情報を見る .................................. 4 3 1 
　題名などを変更 .......................... 4 3 2 
　添付データ表示 
　　（ｉモードメール）.................. 3 4 9 
　並び順を変更 .............................. 4 3 9 
　残り枚数を確認 .......................... 4 4 0 
　表示 ............................................. 4 2 8 
　ファイル制限について............... 4 3 3 
　待受画面に貼る .......................... 4 3 1 
　ｉモードメール作成 .................. 4 3 0 
カーソル.......................................... 5 5 9 
かな方式.......................................... 5 6 1 
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カメラ ............................................. 2 2 0 
　明るさの調節 .............................. 2 3 3 
　色の濃さの調節 .......................... 2 3 4 
　カメラ切り替え .......................... 2 3 0 
　撮影日時記録設定 ...................... 2 3 5 
　撮影モード切り替え .................. 2 2 9 
　写真撮影 ...................................... 2 2 3 
　写真の大きさ .............................. 2 3 2 
　写真の保存形式 .......................... 2 2 2 
　写真の保存枚数 .......................... 2 2 3 
　シャッター音を設定 .................. 2 3 7 
　照明の設定 .................................. 2 3 8 
　ズーム.......................................... 2 2 9 
　セルフタイマー .......................... 2 2 5 
　ビデオ画質の設定 ...................... 2 3 6 
　ビデオ撮影 .................................. 2 2 6 
　ビデオのサイズを制限............... 2 3 3 
　ビデオの撮影（保存）可能時間 
　　 ................................................. 2 2 6 
　ビデオの保存形式 ...................... 2 2 3 
　フレーム選択 .............................. 2 3 0 
画面配色設定 .................................. 1 6 4 
画面メモ.......................................... 2 6 9 
　削除 ............................................. 2 7 1 
　題名を変更 .................................. 2 7 0 
　表示 ............................................. 2 6 9 
　保護／解除 .................................. 2 7 1 
　保存 ............................................. 2 6 9 
　保存・登録・保護件数.................. 3 6 
簡易接続.......................................... 2 6 5 
　登録 ............................................. 2 6 5 
　表示 ............................................. 2 6 5 
簡単メール作成 .............................. 3 1 3 
記号 ................................................. 5 6 6 
　一覧 ............................................. 5 7 0 
　入力 ............................................. 5 6 6 
記号・特殊文字入力一覧............... 5 9 3 
キャッチホン .................................. 4 8 6 
　開始 ............................................. 4 8 7 
　設定確認 ...................................... 4 8 7 
　停止 ............................................. 4 8 7 
クイック伝言メモ ............................. 8 6 
区点コード一覧 .............................. 5 9 5 
区点コード入力 .............................. 5 7 4 
グループ検索 .................................. 1 2 6 


グループ名変更 .............................. 1 1 9 
圏外 .................................................... 4 5 
国際電話............................................. 6 3 
　電話をかける ................................. 6 4 
故障かな？と思ったら、 
　まずチェック .............................. 6 0 7 
個人情報............................................. 5 0 
　修正 ................................................ 5 0 
　表示 ................................................ 5 0 
個人情報表示制限 .......................... 1 8 4 
コピー 
　ショートメッセージ（S MS ）... 3 9 5 
　電話帳.......................................... 1 2 0 
　文字 ............................................. 5 7 3 
　ｉモードメール .......................... 4 1 5 
　UR L ............................................. 2 7 6 
こんな表示が出たら ...................... 6 0 9 


サ 


再接続アラーム ................................. 6 5 
サイト接続 ...................................... 2 4 7 
サイドボタンでできる主な操作 ...... 2 4 
再読込み 
　サイト.......................................... 2 5 4 
　メッセージ R /F .......................... 2 9 5 
撮影 
　写真 ............................................. 2 2 3 
　ビデオ.......................................... 2 2 6 
サービスダイヤル .......................... 4 9 8 
サブメニュー機能選択 ..................... 3 1 
自局電話番号 ..................................... 5 0 
シークレットコード登録............... 3 6 4 
シークレットコード入力............... 1 3 3 
シークレット属性設定／解除 ....... 1 3 6 
シークレットモード ...................... 1 8 7 
自動演奏設定 ..................... 2 9 0 、3 8 2 
自動再生設定 .................................. 4 2 5 
自動受信 
　ショートメッセージ（S MS ）... 3 8 9 
　メッセージ R /F .......................... 2 8 7 
　ｉモードメール .......................... 3 3 9 
自動着信 
　イヤホン接続時着信設定 ........... 4 7 8 
　オートスピーカーホン機能 .......... 7 0 
自動電源 OFF ................................. 4 6 5 
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自動電源 ON ................................... 4 6 3 
自動表示設定 .................................. 2 8 9 
写真 
　撮影 ............................................. 2 2 3 
　見る ............................................. 4 2 8 
写真 de コール .............................. 1 3 8 
充電確認音 ...................................... 1 5 7 
充電時間............................................. 3 7 
充電端子............................................. 2 3 
充電方法............................................. 3 9 
　卓上ホルダ ..................................... 4 1 
　AC アダプタ .................................. 4 0 
　DC アダプタ .................................. 4 2 
充電ランプ ......................................... 2 3 
受信メール ...................................... 3 4 5 
　移動 ............................................. 4 0 4 
　削除 ............................................. 4 0 6 
　自動受信 ...................................... 3 3 9 
　送信元／宛先を確認 .................. 4 1 4 
　並び順を変更 .............................. 4 1 1 
　表示方法を変更 .......................... 4 1 2 
　フォルダ削除 .............................. 4 0 4 
　フォルダ作成 .............................. 4 0 3 
　フォルダ名変更 .......................... 4 0 3 
　保護／解除 .................................. 4 0 9 
　メール件数を確認 ...................... 4 0 5 
　文字の大きさを変更 .................. 4 1 3 
受話音量............................................. 7 4 
受話口 ................................................ 2 2 
消音 .................................................... 7 6 
使用時間............................................. 3 7 
証明書 
　失効 ............................................. 2 9 9 
　使用を設定 .................................. 2 8 4 
　操作 ............................................. 2 9 8 
　ダウンロード .............................. 3 0 0 
　発行先設定 .................................. 3 0 2 
　発行要求 ...................................... 2 9 8 
　表示 ............................................. 2 8 4 
照明設定.......................................... 1 6 5 
　カメラ.......................................... 2 3 8 
　サイト.......................................... 2 8 0 
　動画／ｉモーション .................. 4 5 0 
初期化 
　例文 ............................................. 3 3 6 


ショートメッセージ（S MS ） 
　移動（FOMA カード→ 
　　FOMA 端末本体）................... 3 9 8 
　移動（FOMA 端末本体→ 
　　FOMA カード）....................... 3 9 5 
　削除（FOMA カード）................. 3 9 9 
　削除（FOMA 端末本体）........... 4 0 6 
　作成 ............................................. 3 8 3 
　自動受信 ...................................... 3 8 9 
　受信ショートメッセージ 
　　（S MS ）表示 .......................... 3 9 1 
　設定 ............................................. 4 0 1 
　送受信できる文字数 .................. 3 1 2 
　送達通知 ...................................... 4 0 1 
　転送 ............................................. 3 9 4 
　問い合わせ .................................. 3 9 0 
　ブックマーク登録 ...................... 4 1 8 
　編集 ............................................. 3 8 6 
　返信 ............................................. 3 9 3 
　保存 ............................................. 3 8 6 
　保存件数 ......................................... 3 6 
　未送信／送信ショートメッセージ 
　　表示.......................................... 3 8 7 
　有効期間 ...................................... 4 0 1 
　FOMA カード内ショート 
　　メッセージ（S MS ）表示 ..... 3 9 6 
署名 
　設定 ............................................. 3 7 9 
　付ける.......................................... 3 7 9 
　登録 ............................................. 3 7 9 
スイッチ付イヤホンマイク ........... 4 7 5 
スクロール ...................................... 2 5 4 
スヌーズ.......................................... 4 7 1 
スピーカー ......................................... 2 2 
スピーカー／イヤホン切替 ........... 1 5 9 
スピーカーホン機能 ............... 5 5 、9 2 
静止画 
　添付データ表示 .......................... 3 4 9 
　表示 ............................................. 4 2 8 
　メール作成 .................................. 4 3 0 
積算リセット .................................. 4 7 3 
接続先 
　インターネットサービス 
　　プロバイダ .............................. 5 0 5 
　AP N ............................................ 5 3 0 
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接続先設定 ......................... 2 8 2 、3 0 2 
　接続先にダイヤルアップ 
　　接続............................. 5 2 2 、5 4 1 
接続待ち時間設定 .......................... 2 8 1 
切断する............................. 5 2 3 、5 4 2 
設定リセット .................................. 4 7 9 
セルフタイマー .............................. 2 2 5 
セルフモード .................................. 1 8 3 
全画面入力 ...................................... 5 5 9 
送信メール ...................................... 3 3 7 
　宛先を確認 .................................. 4 1 4 
　移動 ............................................. 4 0 4 
　件数確認 ...................................... 4 0 5 
　削除 ............................................. 4 0 8 
　並び順を変更 .............................. 4 1 1 
　フォルダ削除 .............................. 4 0 4 
　フォルダ作成 .............................. 4 0 3 
　保護／解除 .................................. 4 0 9 
　文字の大きさを変更 .................. 4 1 3 
送達通知.......................................... 4 0 1 
送話口 ................................................ 2 3 
外側カメラ ......................................... 2 3 
ソフトウェア更新 .......................... 6 1 7 
　起動 ............................................. 6 1 8 
　即時更新 ...................................... 6 1 9 
　予約確認 ...................................... 6 2 3 
　予約更新 ...................................... 6 2 1 
　予約取り消し .............................. 6 2 3 
　予約変更 ...................................... 6 2 3 


タ 


タイマー............................................. 5 8 
ダイヤルアップネットワークの 
　設定 ............................................. 5 2 9 
　Windows 2 0 0 0 
　 
P rofes s ional ........................ 5 3 5 
　Windows 9 8 ............................ 5 3 9 
　Windows Me ............................ 5 3 8 
　Windows X P ............................ 5 3 2 
ダイヤル発信制限 .......................... 1 8 5 
ダイヤルボタンの文字割り当て 
　一覧 ............................................. 5 9 2 
ダイレクトキー機能 ...................... 2 5 0 
ダウンロード 
　画像 ............................................. 2 7 2 


　証明書.......................................... 3 0 0 
　メロディ ...................................... 2 7 3 
　ｉモーション .............................. 4 2 0 
卓上ホルダ ......................................... 4 1 
単語登録.......................................... 5 7 5 
　削除 ............................................. 5 7 6 
端末暗証番号 .................................. 1 7 0 
　変更 ............................................. 1 7 2 
チェックボックス .......................... 2 5 1 
着信音設定 ...................................... 1 5 2 
　メッセージ R /F .......................... 2 9 2 
　メール.......................................... 3 7 7 
　メロディ一覧 .............................. 1 5 4 
着信音量............................................. 7 6 
着信拒否............................................. 6 8 
着信ランプ ......................................... 2 3 
着信履歴............................................. 7 1 
　削除 ................................................ 7 3 
　電話帳登録 .................................. 1 1 7 
　不在着信 ......................................... 7 2 
通信形態.......................................... 5 0 4 
　データ転送 .................................. 5 0 4 
　パケット通信 .............................. 5 0 4 
　6 4 K データ通信 ........................ 5 0 4 
通信設定ファイル　 
　アンインストール ...................... 5 1 1 
　インストール .............................. 5 0 8 
　確認 ............................................. 5 0 9 
通話時間表示 .................................. 4 7 2 
　積算の通話時間 .......................... 4 7 2 
　直前の通話時間 .......................... 4 7 2 
通話中着信設定 .............................. 5 0 0 
　開始 ............................................. 5 0 0 
　設定確認 ...................................... 5 0 0 
　停止 ............................................. 5 0 0 
通話中着信動作選択 ...................... 4 9 9 
通話中保留 ............................... 5 6 、9 2 
通話品質アラーム .......................... 1 5 8 
ツータッチダイヤル ...................... 1 4 9 
ツータッチメール .......................... 3 2 1 
定型文 ............................................. 5 6 5 
　一覧 ............................................. 5 6 7 
　削除 ............................................. 5 7 2 
　登録・修正 .................................. 5 7 1 
　入力 ............................................. 5 6 5 
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ディスプレイ ..................................... 2 2 
　ガイド行 ......................................... 2 7 
　画面配色設定 .............................. 1 6 4 
　照明設定 ...................................... 1 6 5 
　新着情報 ......................................... 2 7 
　名前の表示 .................................. 1 0 9 
　背面ディスプレイの主な表示 ....... 2 8 
　待受画面設定 .............................. 1 6 1 
　見かた............................................. 2 5 
デコメール表示 .............................. 3 4 6 
データ通信の用語集 ...................... 5 0 6 
データ通信利用上の留意点 ........... 5 0 4 
データリンクソフト ...................... 6 0 5 
デュアルネットワークサービス ... 4 9 5 
　利用状況確認 .............................. 4 9 6 
テレビ電話 ......................................... 9 0 
　明るさ選択 ........................ 9 8 、1 0 1 
　親画面サイズ変更 ............ 9 9 、1 0 4 
　音声再発信設定 .......................... 1 0 2 
　カメラオン／オフ ......................... 9 7 
　カメラ切り替え ............................. 9 7 
　画面の見かた ................................. 9 0 
　スピーカーホン機能 ..................... 9 2 
　着信中の操作 ................................. 9 5 
　通話中の操作 ................................. 9 3 
　通話中保留 ..................................... 9 2 
　テレビ電話画面明るさ設定 ....... 1 0 1 
　テレビ電話画面大きさ設定 ....... 1 0 4 
　テレビ電話画面表示設定 ........... 1 0 0 
　テレビ電話着信先機器設定 ....... 1 0 5 
　電話を受ける ................................. 9 4 
　電話をかける ................................. 9 0 
　発信時自画像送信設定............... 1 0 3 
　表示設定 ......................................... 9 8 
　表示倍率 ......................................... 9 9 
　プッシュ信号（DT MF）送信 ...... 9 9 
電源 
　入れる............................................. 4 5 
　切る ................................................ 4 6 
自動電源 OFF ............................. 4 6 5 
　自動電源 ON ............................... 4 6 3 
目覚まし自動電源 ON ............... 4 6 7 
伝言メモ............................................. 8 1 
　クイック伝言メモ ......................... 8 6 
　再生 ................................................ 8 7 


　削除 ................................................ 8 8 
　設定 ................................................ 8 1 
　伝言メモメッセージ選択 .............. 8 5 
　電話帳登録 .................................. 1 1 7 
　呼出時間設定 ................................. 8 4 
転送 
　ショートメッセージ（S MS ）... 3 9 4 
　ｉモードメール .......................... 3 4 8 
転送でんわサービス ...................... 4 8 8 
　開始 ............................................. 4 9 0 
　設定確認 ...................................... 4 9 1 
　停止 ............................................. 4 9 1 
　転送先通話中時設定 .................. 4 9 1 
　転送先変更 .................................. 4 9 1 
電卓 ................................................. 4 7 4 
電池 .................................................... 3 7 
　充電 ................................................ 3 9 
　充電時間 ......................................... 3 7 
　使用時間 ......................................... 3 7 
　電池が切れそうになると .............. 4 4 
　電池残量確認 ................................. 4 3 
　電池残量警告音 ............................. 4 4 
電池残量確認 ..................................... 4 3 
電池残量警告音 ................................. 4 4 
電池パック ......................................... 3 7 
　寿命 ................................................ 3 8 
　取り付けかた ................................. 3 8 
　取り外しかた ................................. 3 9 
添付データ 
　音声録音 ...................................... 3 2 6 
　解除 ............................................. 3 3 1 
　削除 ............................................. 3 6 0 
　自動演奏設定 .............................. 3 8 2 
　受信設定 ...................................... 3 8 0 
　静止画表示 ..................... 3 4 9 、3 5 2 
　題名表示切り替え ...................... 3 5 9 
　題名を確認 ..................... 3 5 1 、3 5 8 
　追加 ............................................. 3 3 1 
　保存 ....................3 5 0 、3 5 3 、3 5 7 
　メロディ再生 .............................. 3 5 6 
電話帳（FOMA カード）................. 1 2 4 
　グループ検索 .............................. 1 2 6 
　削除 ............................................. 1 3 5 
　詳細表示 ...................................... 1 2 9 
　電話番号検索 .............................. 1 2 8 
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　登録内容をコピー ...................... 1 2 3 
　名前の表示 .................................. 1 0 9 
　発信方法の選択 .......................... 1 3 0 
　フリガナ検索 .............................. 1 2 7 
　本体へコピー .............................. 1 2 2 
　メール作成 ..................... 3 1 9 、3 8 3 
　5 0 音順検索 ............................... 1 2 4 
電話帳（FOMA 端末本体）........... 1 2 4 
　音声検索 ...................................... 1 2 5 
　グループ検索 .............................. 1 2 6 
　グループ変更 .............................. 1 3 3 
　グループ名変更 .......................... 1 1 9 
　削除 ............................................. 1 3 5 
　シークレットコード入力 ........... 1 3 3 
　シークレット属性設定／解除 ... 1 3 6 
　修正 ............................................. 1 3 2 
　詳細表示 ...................................... 1 2 9 
　ツータッチダイヤル .................. 1 4 9 
　ツータッチメール ...................... 3 2 1 
　電話帳番号検索 .......................... 1 2 8 
　電話番号検索 .............................. 1 2 8 
　登録 ............................................. 1 1 0 
　登録件数確認 .............................. 1 4 7 
　登録内容をコピー ...................... 1 2 3 
　名前の表示 .................................. 1 0 9 
　発信方法の選択 .......................... 1 3 0 
　フリガナ検索 .............................. 1 2 7 
　メール作成 ..................... 3 1 9 、3 8 4 
　リダイヤルなどから登録 ........... 1 1 7 
　ワンタッチダイヤル .................. 1 4 8 
　ワンタッチダイヤル登録 ........... 1 3 8 
　5 0 音順検索 ............................... 1 2 4 
　FOMA カードへコピー ............. 1 2 0 
電話帳検索 ...................................... 1 2 4 
電話帳削除 ...................................... 1 3 5 
電話帳指定着信拒否／許可 ........... 1 8 8 
電話帳修正 ...................................... 1 3 2 
電話帳登録 ...................................... 1 1 0 
　サイト.......................................... 2 7 7 
　ｉモードメール .......................... 4 1 7 
電話帳番号検索 .............................. 1 2 8 
電話番号検索 .................................. 1 2 8 
電話を受ける ..................................... 6 6 
　スピーカーホン機能 ..................... 5 5 
　着信中の操作 ................................. 6 8 


　通話中着信音 ................................. 6 8 
　通話中保留 ..................................... 5 6 
　ディスプレイの表示 ..................... 6 6 
　はっきりボイス ............................. 5 5 
電話をかける ..................................... 5 4 
　スピーカーホン機能 ..................... 5 5 
　通話中の操作 ................................. 5 6 
　通話中保留 ..................................... 5 6 
　電話帳.......................................... 1 2 4 
　はっきりボイス ............................. 5 5 
　プッシュ信号（DT MF）送信 ...... 5 8 
　ポーズ／タイマー／＋.................. 5 7 
動画／ｉモーション 
　音量を設定 .................................. 4 5 1 
　再生 ............................................. 4 4 1 
　再生制限 ...................................... 4 4 6 
　削除 ............................................. 4 4 7 
　情報を見る .................................. 4 4 4 
　照明を設定 .................................. 4 5 0 
　題名を変更 .................................. 4 4 5 
　テロップ ...................................... 4 2 4 
　並び順を変更 .............................. 4 4 8 
　表示サイズ設定 .......................... 4 4 9 
　ファイル制限について............... 4 3 3 
　ファイル制限を設定 .................. 4 4 5 
　ｉモーションメールから 
　　受信・再生 .............................. 3 5 3 
　ｉモードメール作成 .................. 4 4 3 
同報送信（宛先追加）.................... 3 2 2 
登録外着信拒否 .............................. 1 9 5 
特徴 ....................................................... 4 
時計表示設定 .................................. 1 6 6 
ドコモ故障問合せ窓口 .................. 4 9 8 
ドコモ総合案内・受付 .................. 4 9 8 
ドメイン指定受信 .......................... 3 7 2 
ドライブモード ................................. 7 9 
取扱上の注意について ..................... 1 6 


ナ 


名前の表示 ...................................... 1 0 9 
並び順を変更 
　画像 ............................................. 4 3 9 
　動画／ｉモーション .................. 4 4 8 
　ブックマーク .............................. 2 6 8 
　メロディ ...................................... 4 5 7 
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　ｉモードメール .......................... 4 1 1 
入力モード切り替え ...................... 5 6 0 
入力予測機能 .................................. 5 6 4 
ネットワーク暗証番号 .................. 1 7 1 
ネットワークサービス .................. 4 8 2 
　英語ガイダンス .......................... 4 9 6 
　遠隔操作 ...................................... 5 0 0 
　キャッチホン .............................. 4 8 6 
　サービスダイヤル ...................... 4 9 8 
　通話中着信設定 .......................... 5 0 0 
　通話中着信動作選択 .................. 4 9 9 
　デュアルネットワーク 
　　サービス .................................. 4 9 5 
　転送でんわサービス .................. 4 8 8 
　発信者番号通知 ............................. 4 8 
　番号通知お願いサービス ........... 4 9 4 
　迷惑電話ストップサービス ....... 4 9 2 
　留守番電話サービス .................. 4 8 3 
残り枚数確認 .................................. 4 4 0 


ハ 


バイブレータ .................................. 1 5 5 
　メッセージ着信 .......................... 2 9 3 
　メール着信 .................................. 3 7 8 
背面ディスプレイ ............................. 2 3 
　主な表示 ......................................... 2 8 
　背面表示設定 .............................. 1 6 3 
　見かた............................................. 2 5 
パケット通信の条件 ...................... 5 0 5 
パケット通信の設定 ......... 5 1 6 、5 3 0 
はっきりボイス ................................. 5 5 
発信時自画像送信設定 .................. 1 0 3 
発信者番号通知 ................................. 4 8 
　設定 ................................................ 4 8 
　設定（データ通信）.................... 5 3 2 
　設定確認 ......................................... 4 9 
発信者番号非通知理由 ..................... 4 9 
貼り付け.......................................... 5 7 3 
番号通知お願いサービス............... 4 9 4 
　開始 ............................................. 4 9 4 
　設定確認 ...................................... 4 9 5 
　停止 ............................................. 4 9 5 
非通知理由別着信設定 .................. 1 9 1 
日付時刻設定 ..................................... 4 6 
不在着信............................................. 7 2 


ブックマーク .................................. 2 6 1 
　移動 ............................................. 2 6 7 
　簡易接続で表示 .......................... 2 6 5 
　簡易接続に登録 .......................... 2 6 5 
　サイト表示 .................................. 2 6 2 
　削除 ............................................. 2 6 6 
　題名を変更 .................................. 2 6 4 
　登録 ............................................. 2 6 1 
　並び順を変更 .............................. 2 6 8 
　フォルダ名変更 .......................... 2 6 3 
　保存・登録件数 ............................. 3 6 
プッシュ信号（DT MF） 
　送信 ...................................... 5 8 、9 9 
フリガナ検索 .................................. 1 2 7 
プルダウンメニュー ...................... 2 5 1 
フレーム 
　一覧 ............................................. 2 3 1 
　カメラ.......................................... 2 3 0 
編集 
　ショートメッセージ（S MS ）... 3 8 6 
　ｉモードメール .......................... 3 2 3 
返信 
　ショートメッセージ（S MS ）... 3 9 3 
　ｉモードメール .......................... 3 4 7 
ボイスダイヤル .............................. 2 0 1 
　削除 ............................................. 2 0 0 
　修正 ............................................. 2 0 0 
　登録 ............................................. 1 9 8 
　登録内容確認 .............................. 1 9 9 
　呼び出し ...................................... 2 0 1 
ボイスメニュー .............................. 2 0 6 
　削除 ............................................. 2 0 5 
　修正 ............................................. 2 0 5 
　登録 ............................................. 2 0 2 
　登録内容確認 .............................. 2 0 4 
　呼び出し ...................................... 2 0 6 
ポケットベル ..................................... 5 7 
保護／解除 
　画面メモ ...................................... 2 7 1 
　メッセージ R /F .......................... 2 9 6 
　ｉモードメール .......................... 4 0 9 
保証 ................................................. 6 1 5 
ポーズ ................................................ 5 7 
保存 
　形式 ............................................. 2 2 2 
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　件数 ................................................ 3 6 
　サイトの画像 .............................. 2 7 2 
　時間（ビデオ）............................ 2 2 6 
　枚数（写真）................................ 2 2 3 
　メール添付の静止画 .................. 3 5 0 
ボタン確認音 .................................. 1 5 6 
保留 
　応答保留 ......................................... 7 8 
　通話中保留 ........................... 5 6 、9 2 
本書の見かた ........................................ 1 
本体付属品および主なオプション品に 
　ついて............................................. 2 0 


マ 


マイメニュー .................................. 2 5 5 
待受画面設定 .................................. 1 6 1 
マナーモード .................................. 1 6 0 
マルチアクセス .............................. 4 6 0 
　組み合わせ .................................. 6 0 1 
マルチカーソルボタン ..................... 2 3 
未承諾広告※ メール拒否............... 3 6 9 
未送信メール .................................. 3 3 7 
　宛先を確認 .................................. 4 1 4 
　削除 ............................................. 4 0 8 
　電話帳に登録 .............................. 4 1 7 
　編集 ............................................. 3 2 3 
無音着信時間設定 .......................... 1 9 3 
迷惑電話ストップサービス ........... 4 9 2 
　削除 ............................................. 4 9 3 
　登録 ............................................. 4 9 2 
目覚まし機能 .................................. 4 6 8 
　スヌーズ ...................................... 4 7 1 
目覚まし自動電源 ON ................... 4 6 7 
メッセージ R /F 
　画像再読込み .............................. 2 9 5 
　削除 ............................................. 2 9 6 
　自動受信 ...................................... 2 8 7 
　受信設定 ...................................... 2 8 6 
　着信音設定 .................................. 2 9 1 
　着信振動設定 .............................. 2 9 3 
　問い合わせ .................................. 2 9 1 
　表示方法を変更 .......................... 2 9 7 
　保護／解除 .................................. 2 9 6 
　保存件数・保護件数 ..................... 3 6 
　未読メッセージ自動表示 ........... 2 8 9 


　メロディ自動演奏 ...................... 2 9 0 
メニュー 
　一覧 ............................................. 5 8 0 
　機能選択 ......................................... 2 9 
　サブメニュー機能選択.................. 3 1 
　ショートカット操作 ..................... 3 0 
メールアドレス 
　確認 ............................................. 3 6 3 
　変更 ............................................. 3 6 1 
　リセット ...................................... 3 6 5 
メール機能再開 .............................. 3 7 6 
メール機能停止 .............................. 3 7 5 
メール拒否設定確認 ...................... 3 7 4 
メール件数を確認 .......................... 4 0 5 
メールサイズ制限 .......................... 3 6 7 
メール自動受信 .............................. 3 3 9 
メール選択受信 .............................. 3 4 2 
メール選択受信設定 ...................... 3 4 1 
メール大量送信者からのメール 
　受信制限 ...................................... 3 6 9 
メール着信音設定 .......................... 3 7 7 
メール着信振動設定 ...................... 3 7 8 
メールドメイン指定受信............... 3 7 2 
メロディ 
　一覧 ............................................. 1 5 4 
　再生 ................................ 3 5 6 、4 5 2 
　再生位置設定 .............................. 4 5 8 
　削除 ............................................. 4 5 6 
　情報を見る .................................. 4 5 4 
　題名を変更 .................................. 4 5 5 
　添付データ .................................. 3 5 6 
　並び順を変更 .............................. 4 5 7 
　ファイル制限について............... 4 3 3 
　ファイル制限を設定 .................. 4 5 5 
　保存件数 ......................................... 3 6 
　保存（サイト）............................ 2 7 3 
　保存（ｉモードメール）............. 3 5 7 
　ｉモードメール作成 .................. 4 5 3 
目的別索引 ...................................... 6 2 8 
文字コード ...................................... 2 6 0 
文字コピー ...................................... 5 7 3 
　文字貼り付け .............................. 5 7 3 
文字情報................................ 9 3 、6 0 7 
文字入力.......................................... 5 5 8 
　インライン入力 .......................... 5 5 9 


643 


索 
引 
／ 
ク 
イ 
ッ 
ク 
マ 
ニ 
ュ 
ア 
ル 


索 
引 


　ガイド表示 .................................. 5 5 9 
　顔文字.......................................... 5 6 8 
　かな方式 ...................................... 5 6 1 
　画面の見かた .............................. 5 5 9 
　記号・絵文字一覧 ...................... 5 7 0 
　区点コード入力 .......................... 5 7 4 
　サブメニュー .............................. 5 6 0 
　全画面入力 .................................. 5 5 9 
　ダイヤルボタンの文字割り当て 
　　一覧.......................................... 5 9 2 
　単語登録 ...................................... 5 7 5 
　定型文一覧 .................................. 5 6 7 
　定型文・記号・絵文字入力 ....... 5 6 5 
　定型文登録 .................................. 5 7 1 
　電話帳呼出 .................................. 5 7 7 
　入力モード切り替え .................. 5 6 0 
　入力予測機能 .............................. 5 6 4 
　複数文節一括変換 ...................... 5 6 3 
　文字コピー .................................. 5 7 3 
　文字入力方法設定 ...................... 5 7 8 
　文字の種類 .................................. 5 5 8 
　文字貼り付け .............................. 5 7 3 
文字入力方法設定 .......................... 5 7 8 
文字の大きさを変更 
　サイト.......................................... 2 7 9 
　メール.......................................... 4 1 3 


ヤ 


ユーザ辞書データ .......................... 5 7 5 
ユーザ証明書 ..................... 2 8 4 、2 9 8 
ユーザ認証 ...................................... 5 0 5 
予測辞書データ .............................. 5 6 4 
呼出辞書データ ................. 1 9 8 、2 0 2 
読上辞書データ .............................. 2 1 5 


ラ 


ラジオボタン .................................. 2 5 0 
リセット 
　積算時間 ...................................... 4 7 3 
　設定 ............................................. 4 7 9 
リダイヤル ......................................... 5 8 
　削除 ................................................ 5 9 
　電話帳登録 .................................. 1 1 7 
履歴表示制限 .................................. 1 8 6 
リンク ............................................. 2 5 0 


留守番電話サービス ...................... 4 8 3 
　音声ガイダンスでの設定 ........... 4 8 5 
　開始 ............................................. 4 8 4 
　設定確認 ...................................... 4 8 5 
　停止 ............................................. 4 8 4 
　伝言メッセージ再生 .................. 4 8 5 
　メッセージ問い合わせ............... 4 8 6 
留守番メッセージ再生 .................. 4 8 5 
例文 ................................................. 3 3 2 
　初期状態に戻す .......................... 3 3 6 
　編集 ............................................. 3 3 5 
　保存 ............................................. 3 3 3 
　ｉモードメール作成 .................. 3 3 3 


ワ 


ワンタッチダイヤル 
　電話をかける .............................. 1 4 8 
　登録 ............................................. 1 3 8 
ワンタッチダイヤル登録............... 1 3 8 
　解除 ............................................. 1 4 6 
　画像設定 ...................................... 1 4 2 
　新規登録 ...................................... 1 4 1 
　設定情報確認 .............................. 1 4 6 
　着信音設定 .................................. 1 4 4 
　電話帳選択 .................................. 1 3 8 
　登録相手変更 .............................. 1 4 2 
ワンタッチダイヤルボタン .............. 2 2 


英数字・記号 


1 8 4 ................................................... 6 1 
1 8 6 ................................................... 6 1 
5 0 音順検索 ................................... 1 2 4 
6 4 K データ通信中の着信 ............ 5 2 3 
6 4 K データ通信の条件 ................. 5 0 5 
6 4 K データ通信の設定 ................. 5 1 9 
#3 1 # ................................................. 6 1 
＊ 3 1 # ............................................... 6 1 
＋ ........................................................ 5 8 
AC アダプタ ..................................... 4 0 
AT コマンド ................................... 5 4 3 
　A .................................................. 5 4 8 
　A/ ................................................ 5 4 8 
　D .................................................. 5 4 9 
　E ................................................... 5 4 9 
　H .................................................. 5 4 9 
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　I .................................................... 5 4 9 
　O .................................................. 5 4 9 
　Q .................................................. 5 4 9 
　S 0 ............................................... 5 5 0 
　S 1 0 ............................................ 5 5 1 
　S 1 0 3 ......................................... 5 5 1 
　S 1 0 4 ......................................... 5 5 1 
　S 2 ............................................... 5 5 0 
　S 3 ............................................... 5 5 0 
　S 3 0 ............................................ 5 5 1 
　S 4 ............................................... 5 5 0 
　S 5 ............................................... 5 5 0 
　S 6 ............................................... 5 5 0 
　S 7 ............................................... 5 5 1 
　S 8 ............................................... 5 5 1 
　V .................................................. 5 4 9 
　X .................................................. 5 5 0 
　Z .................................................. 5 5 0 
　% V .............................................. 5 4 4 
　&C ............................................... 5 4 4 
　&D ............................................... 5 4 4 
　&F ................................................ 5 4 4 
　&S ............................................... 5 4 4 
　&W .............................................. 5 4 4 
　＊ DANT E .................................. 5 4 4 
　＊ DGANS M .............................. 5 4 5 
　＊ DGAP L .................................. 5 4 5 
　＊ DGAR L .................................. 5 4 5 
　＊ DGP IR ................................... 5 4 5 
　＊ DR P W .................................... 5 4 5 
　+C E E R ....................................... 5 4 6 
　+C GDC ONT ............................. 5 4 6 
　+C GE QMIN ............................... 5 4 6 
　+C GE QR E Q .............................. 5 4 6 
　+C GMR ...................................... 5 4 6 
　+C GR E G .................................... 5 4 6 
　+C GS N ...................................... 5 4 6 
　+C LIP ......................................... 5 4 6 
　+C LIR ......................................... 5 4 7 
　+C ME E ....................................... 5 4 7 
　+C NUM ...................................... 5 4 7 
　+C R ............................................. 5 4 7 
　+C R C .......................................... 5 4 7 
　+C R E G ....................................... 5 4 8 
　+GMI........................................... 5 4 8 


　+GMM ........................................ 5 4 8 
　+GMR ......................................... 5 4 8 
　+IFC ............................................ 5 4 8 
　+WS 4 6 ...................................... 5 4 8 
　+++ ............................................. 5 4 6 
　￥S .............................................. 5 5 1 
　￥V .............................................. 5 5 1 
AT コマンド一覧............................ 5 4 4 
AT コマンドの入力形式 ................. 5 4 3 
AT コマンドの入力モード ............ 5 4 3 
AV P hone T o ............................... 2 7 4 
Bc c ................................................. 3 2 2 
C A 証明書 ....................................... 2 8 4 
C c .................................................... 3 2 2 
DC アダプタ ...................................... 4 2 
Firs tP as s ...................................... 3 0 1 
FOMA カード.................................... 3 2 
　暗証番号 ......................................... 3 4 
　機能差分 ......................................... 3 5 
　動作制限機能 ................................. 3 4 
　取り付けかた ................................. 3 3 
　取り外しかた ................................. 3 3 
FOMA カード電話帳 ..................... 1 0 8 
FOMA カード内のショート 
　メッセージ（S MS ）................... 3 9 5 
　削除 ............................................. 3 9 9 
　表示 ............................................. 3 9 6 
　保存件数 ......................................... 3 6 
　本体に移動／コピー .................. 3 9 8 
　FOMA カードに移動／コピー ... 3 9 5 
FOMA 端末から利用できる 
　サービス ...................................... 6 0 2 
FOMA 端末の保存・登録・ 
　保護件数 ......................................... 3 6 
FOMA 端末電話帳 ......................... 1 0 8 
FOMA F シリーズデータリンク 
　ソフト.......................................... 6 0 5 
FOMA P C 設定ソフト .................. 5 1 2 
　アンインストール ...................... 5 2 4 
　インストール .............................. 5 1 3 
FOMA US B 接続ケーブルで 
　接続 ............................................. 5 0 7 
ｉショットメール ............. 3 0 9 、3 5 2 
ｉメロディ ...................................... 2 7 3 
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ｉモーション 
　再生 ............................................. 4 4 1 
　再生回数制限 ................. 4 2 2 、4 4 6 
　再生期間制限 ................. 4 2 2 、4 4 6 
　再生期限制限 ................. 4 2 2 、4 4 6 
　再生設定 ...................................... 4 2 5 
　ストリーミングタイプ ................ 4 2 2 
　テロップ ...................................... 4 2 4 
　取り込む ...................................... 4 2 0 
　標準タイプ .................................. 4 2 2 
　保存 ............................................. 4 2 3 
　保存件数 ......................................... 3 6 
ｉモーションメール ...................... 3 5 3 
　作成 ................................ 3 2 4 、4 4 3 
　受信・再生 .................................. 3 5 3 
ｉモード問合せ 
　メッセージ R /F .......................... 2 9 1 
　ｉモードメール .......................... 3 4 3 
ｉモード問合せ設定 ...................... 3 4 4 
ｉモードの詳細を設定 .................. 2 7 9 
ｉモードパスワード ...................... 1 7 1 
　変更 ............................................. 2 5 6 
ｉモードメニュー .......................... 2 4 7 
ｉモードメール 
　簡単作成 ...................................... 3 1 3 
　コピー.......................................... 4 1 5 
　作成 ............................................. 3 1 7 
　シークレットコード登録 ........... 3 6 4 
　署名 ............................................. 3 7 9 
　設定 ............................................. 3 6 1 
　送受信できる文字数 .................. 3 0 7 
　転送 ............................................. 3 4 8 
　添付データ .........3 4 9 、3 5 3 、3 5 6 
　問い合わせ .................................. 3 4 3 
　ブックマーク登録 ...................... 4 1 8 
　編集 ............................................. 3 2 3 
　返信 ............................................. 3 4 7 
　保存件数・保護件数 ..................... 3 6 
　ｉモーション受信・再生 ........... 3 5 3 
ｉモードメール大量送信者からのメール 
　受信制限 ...................................... 3 6 9 
ｉモードメールのみ受信／拒否 ... 3 7 0 
ｉ Menu ......................................... 2 4 1 
IS P 接続通信 .................................. 2 8 2 
Mail T o ........................................... 2 7 5 


　サイト.......................................... 2 7 5 
　メール.......................................... 2 7 5 
P hone T o ...................................... 2 7 4 
　サイト.......................................... 2 7 4 
　メール.......................................... 2 7 4 
P IN ロック解除コード .................. 1 7 9 
P IN1 コード ................................... 1 7 1 
　入力 ............................................. 1 7 4 
P IN1 コード使用 ........................... 1 7 3 
P IN1 コード変更 ........................... 1 7 5 
P IN2 コード ................................... 1 7 1 
P IN2 コード変更 ........................... 1 7 7 
S (サイレント) ................................... 7 7 
S MS 作成 ....................................... 3 8 3 
S MS 設定 ....................................... 4 0 1 
S S L 通信 ........................................ 2 4 3 
　S S L ページ接続 ......................... 2 4 9 
S V ......................................... 7 7 、1 5 6 
T o .................................................... 3 2 2 
UR L コピー .................................... 2 7 6 
UR L 入力 ........................................ 2 5 8 
UR L 表示 ........................................ 2 5 4 
UR L 履歴 ........................................ 2 5 9 
V ...................................................... 1 5 6 
Web T o .......................................... 2 7 5 
　サイト.......................................... 2 7 5 
　メール.......................................... 2 7 5 
WOR LD C ALL ................................ 6 3 
　電話をかける ................................. 6 4 
WOR LD WING ................................ 3 5 
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クイックマニュアル 


クイックマニュアルの使いかた 
1 キリトリ線から切り離す（5 枚） 


※ 切り離しの際にはケガなどにご注意ください。 


2 それぞれを横半分に折る 


3 それぞれを縦半分に折る 


9 
8 


17 
16 


1 


8 


16 


クイックマニュアル記載内容 


電話／テレビ電話 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
1 


電話帳の登録 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
5 


電話帳の検索 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
7 


電話帳の修正 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
8 


文字の入力 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
9 


カメラ機能 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1 3 


ｉモードメール 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1 7 


その他の機能 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2 1 


ディスプレイの見かた 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2 6 


メニュー一覧 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2 9 


ネットワークサービス 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3 6 


FOMA 端末から利用できるサービス ・・・・・・・・・・・・・・・・3 8 


キリトリ線 


ドコモの携帯電話、PHS からの場合　　　　一般電話などからの場合 


（局番なしの） 


　1 5 1 （無料）　　　0 1 2 0 -8 0 0 -0 0 0 


故障、異常かなと思われたら、下記のところま 
でお問い合わせください。 


※ 一般電話などからはご利用になれ 
　ません。 
※ ドコモの携帯電話、P H S か 
　らもご利用になれます。 


○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
クイックマニュアル 


総合お問い合わせ先〈DoCoMo インフォメーションセンター〉 


取扱説明書に不明な点がございましたら、下記 
のところまでお問い合わせください。 


ドコモの携帯電話、PHS からの場合　　　　一般電話などからの場合 


（局番なしの） 


　1 1 3 （無料）　　　0 1 2 0 -8 0 0 -0 0 0 


・ダイヤルの番号をよくご確認の上、お間違いのないよ 
　うおかけください。 


※ 一般電話などからはご利用になれ 
　ません。 
※ ドコモの携帯電話、P H S か 
　らもご利用になれます。 


故障お問い合わせ先 


1 


電話／テレビ電話 


電話／テレビ電話のかけかた 


1 . 待受画面で電話番号を入力する 


2 . 電話をかける 


● 音声電話をかけるとき 


を押す 


・ 
を 1 秒以上： 


スピーカーホン機能を利用して音 


声電話をかけます。 


2 


● テレビ電話をかけるとき 


を押す 


・ 
を 1 秒以上： 


スピーカーホン機能を利用してテ 


レビ電話をかけます。 


・ テレビ電話の通信速度を指定する 


場合： 


メニュー 「5 通知でテレビ電話」ま 


たは「6 非通知テレビ電話」 


「1 6 4 K テレビ電話」または 


「23 2 K テレビ電話」を押す 


3 


3 . 通話する 


4 . 通話が終了したら 
を押す 


発信者番号を通知する／通知しない 
● 音声電話をかけるとき 
待受画面で電話番号を入力 


メニュー 


「3 通知で音声電話」または「4 非通 
知音声電話」を押す 
● テレビ電話をかけるとき 
待受画面で電話番号を入力 


メニュー 


「5 通知でテレビ電話」または「6 非 
通知テレビ電話」を押す 


音声電話をかけます。 


テレビ電話をかけます。 


キリトリ線 


4 


通話を保留する 


通話中に 
を押す 


・ 
を押すたびに保留／解除されます。 


スピーカーホン機能を利用する 


通話中に 
を押す 


・ 
を押すたびに設定／解除されます。 


電話／テレビ電話の受けかた 


1 . 電話がかかってくる 


2 . 電話を受ける 


● 音声電話を受けるとき 


を押す 


● テレビ電話を受けるとき 


を押す 


・ 
：カメラオフ画像でテレビ電話を 


受けます。 


3 . 通話する 


4 . 通話が終了したら 
を押す 


5 


電話帳の登録 


FOMA 端末電話帳の登録 


1 . 待受画面で 


電話帳 「2 電話帳に登録 


する」を押す 


2 . 名前を入力 
を押す 
3 . フリガナを確認／修正 
を押す 
4 . 電話番号を入力 
を押す 
5 .「1 入力する」または「2 入力しな 
い」を押す 
・「1 入力する」： 
2 ～3 件目を入力します。操作4 
を繰り返します。 
・「2 入力しない」：入力しません。 


6 


6 . メールアドレスを入力 
を押す 
7 .「1 入力する」または「2 入力しな 
い」を押す 
・「1 入力する」： 
2 ～3 件目を入力します。操作6 
を繰り返します。 
・「2 入力しない」：入力しません。 
8 . グループを選択 
を押す 
9 . 電話帳番号(0 ～4 9 9 ) を入力 


を押す 


10 .「1登録する」または「2 終了する」 
を押す 
・「1 登録する」： 
音声呼出し／ワンタッチダイヤ 
ル登録を設定します。 
・「2 終了する」：設定しません。 


11 . 登録先を選択する 


7 


● ワンタッチダイヤル登録を設定するとき 
「1 ワンタッチダイヤル登録」「1 ワ 
ンタッチ1 」～「3ワンタッチ3 」 電 
話番号／メールアドレスの選択 
音声／ 
テレビ電話／メール着信音を設定 


を押す 
● 音声呼出しを設定するとき 
「2 音声呼出し登録」 
単語を入力 


を押す 


1 2 .「3 終了する」を押す 


電話帳の検索 


1 . 待受画面で 


電話帳 「1 電話帳の内容 


を見る」を押す 


2 .「15 0 音順検索」～「6電話帳番号 


検索」を押す 


● FOMA カード電話帳を検索するとき 


電話帳 


「15 0 音順検索」～「4 電話 


番号検索」を押す 


3 . 目的の相手を検索して選択する 


キリトリ線 
キリトリ線 
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電話帳の修正 


1 .「電話帳の検索」（→P 7 ）の操作1 ～ 


3 を行う 


2 . 


メニュー 


「4 修正する」を押す 


3 . 必要な項目を修正する 


4 .「1 上書きする」または「2 新規登 


録する」を押す 


・「1 上書きする」： 


上書きして登録します。 


・「2 新規登録する」： 


新しく登録します。電話帳番号 


を入力 
を押します。 


・以降の操作は「FOMA 端末電話帳の 


登録」の操作1 0 ～1 2 と同じです。 
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文字入力画面の見かた 


入力可能な文字数 


入力可能な範囲 
（これ以上は入力 
できません） 


入力モード 


文字の入力 


入力モードの切り替え 


文字入力画面表示中に 
を複数回 


押す 


・入力モードの切り替わりかた 


→ ひらがな／漢字 → 


半角数字←半角英字←半角カタカナ ← 
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文字の入力・変換（かな方式） 


〈例〉「鈴木」と入力するとき 


1 . ひらがな／漢字入力モードで文字を 


入力する 


「す」： 3 を 3 回 
R（カーソ 


ルを１つ右に移動）を押す 


「ず」： 3 を 3 回 
* を押す 


「き」： 2 を 2 回押す 


・文字を挿入する場合： 


カーソルを挿入位置に移動 
文字 


を入力する 


・入力した文字の確定前にできる操作 


C ：入力した文字を取り消し 


ます。 


：大文字／小文字を切り替 


えます。 


*（複数回）： 


濁点「゛」や半濁点「゜」を付加 


します。 
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2 . 


電話帳 


を押す 


・U ／D ／ 


電話帳 


： 


　変換候補一覧を表示します。 


・C：変換前の状態に戻します。 


3 . 
を押す 


文字の削除 


カーソルが文中にあるとき 


C：カーソル位置の文字を削除します。 


C を 1 秒以上： 


カーソル位置から最後までの文字を 


すべて削除します。 


カーソルが文末にあるとき 


C：カーソル位置の左にある文字を 


削除します。 


C を 1 秒以上： 


入力した文字をすべて削除します。 


キリトリ線 
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絵文字・記号・定型文の入力 


絵文字を入力する 


1 . 文字入力中に 


メニュー 「1絵文字を入 


力」を押す 


2 . 絵文字を選択 
を押す 


・ 


メニュー ／ 


電話帳 


：ページを切り替え 


ます。 


記号を入力する 


1 . 文字入力中に 


メニュー 「2 記号を入 


力」を押す 


2 . 記号を選択 
を押す 


・ 


メニュー ／ 


電話帳 


：ページを切り替え 


ます。 


定型文を入力する 


1 . 文字入力中に 


メニュー 「3定型文を貼 


付け」を押す 


2 . フォルダを選択 
定型文を選 


択 
を押す 


・LR：ページを切り替えます。 
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カメラ機能 


写真／ビデオの撮影 


写真を撮影する 


1 . 待受画面で)（ 
）を押す 


2 . 被写体にカメラを向けて 
を押す 


3 .「1 保存する」 
を押す 


写真の大きさと撮 
影（保存）できる残 
りの枚数 
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ビデオを撮影する 


1 . 待受画面で)（ 
）を押す 


2 . 


メニュー 


「1 ビデオを撮影」を押す 


3 . 被写体にカメラを向けて 
を押す 


4 . 


メニュー 


を押す 


5 .「1 保存する」 
を押す 


撮影（保存）できる 
残り時間の目安 
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撮影した写真の表示／ビデオの再生 


写真を表示する 


1 . 待受画面で 


メニュー 「4 写真・ビデオ 


を撮る・見る」を押す 
2 .「3 写真のアルバムを見る」を押す 
3 .「撮影した写真」のアルバムを選択 


を押す 
4 . 表示する写真を選択 
を押す 


・UD： アルバム内の他の写 
真を表示します。 


キリトリ線 
キリトリ線 
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ビデオを再生する 


1 . 待受画面で 


メニュー 「4 写真・ビデオ 


を撮る・見る」を押す 
2 .「4ビデオのアルバムを見る」を押す 
3 .「撮影したビデオ」のアルバムを選 
択 
を押す 
4 . 再生するビデオを選択 
を押す 


・UD ／ 
(音量 大・小)： 


再生中の音量を調整します。 
・ 
： 再生を一時停止／再開し 
ます。 
・ 


メニュー ： 再生を停止します。 
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ｉモードメールの作成・送信 


未送信メールと送信メールは、それぞれ 


最大 5 0 件保存できます。 


1 . 待受画面で U を 1 秒以上押す 


項　目 


題名 


メールアドレス 


本文 


全角文字 


1 5 文字 


― 


5 0 0 0 文字 


半角文字 


3 0 文字 


5 0 文字 


1 0 0 0 0 文字 


宛先欄 
題名欄 


本文欄 


ｉモードメール 


送受信できる文字数 
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2 . 宛先欄を選択 
を押す 


3 . 宛先を入力する 


・「1 電話帳から選ぶ」： 


電話帳から選択します。電話帳 


を検索（→ P 7 ） 相手を選択 


を押します。 


・「2 直接入力する」： 


直接入力します。宛先を入力 


を押します。 


4 . 題名欄を選択 
題名を入力 


を押す 


5 . 本文欄を選択 
本文を入力 


を押す 


6 .「送信する」を選択 
を押す 


・メールを保存する： 


メニュー 


「2 保存する」 
を 


押します。 
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データの添付 


1 . 待受画面で U を 1 秒以上押す 


2 . 


メニュー 


「4 添付データ」「1 追加 


する」を押す 


・添付データを解除する： 


「2解除する」または「3全て解 


除する」を押します。 


3 .「1 音声」～「4 メロディ」を押す 


● 音声を添付するとき 


「1 音声」 音声を録音して保存する 


● 写真を添付するとき 


「2写真」 写真を撮影／アルバムから 


写真を選択する 


● ビデオを添付するとき 


「3ビデオ」 ビデオを撮影／アルバム 


からビデオを選択する 


● メロディを添付するとき 


「4 メロディ」 メロディを選択する 


キリトリ線 
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ｉモードメールの受信 


受信メールは、最大2 0 0 件保存できます。 


1 . メールを受信する 


メール着信音が鳴り、着信ランプが点 


滅して受信結果画面が表示されます。 


2 .「1 メール」を押す 


3 . フォルダを選択 
を押す 


4 . メールを選択 
を押す 


ｉモード問い合わせ 


1 . 待受画面で U 「6 メールがある 


か問合わせる」を押す 


2 .「1届いているメール・メッセージを 


受信する」を押す 
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その他の機能 


リダイヤルを表示する 


1 . 待受画面で R を押す 


リダイヤルから電話をかける 


1 . 待受画面で R を押す 


2 . U D を押して目的の電話番号 


を表示する 


3 . 
または 
を押す 
● 発信者番号通知／非通知で音声電話をかけるとき 
リダイヤル表示中に音声電話をかける 


ときと同様に操作します。→ P 3 
● 発信者番号通知／非通知でテレビ電話をかけるとき 
リダイヤル表示中にテレビ電話をかけ 


るときと同様に操作します。→ P 3 
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着信履歴を表示する 


1 . 待受画面で L を押す 


着信履歴から電話をかける 


1 . 待受画面で L を押す 


2 . U D を押して目的の電話番号 


を表示する 


3 . 
または 
を押す 


● 発信者番号通知／非通知で音声電話をかけるとき 


着信履歴表示中に音声電話をかけると 


きと同様に操作します。→ P 3 
● 発信者番号通知／非通知でテレビ電話をかけるとき 
着信履歴表示中にテレビ電話をかける 


ときと同様に操作します。→ P 3 
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マナーモードを設定／解除する 


1 . 待受画面で#を1 秒以上 
を 
押す 
・解除する：マナーモードを設定中 
に # を 1 秒以上 


を押す 


ドライブモードを設定／解除する 


1 . 待受画面で*を1 秒以上 
を 
押す 
・解除する：ドライブモードを設定 
中に*を1 秒以上 


を押す 


伝言メモを設定／解除する 


1 . 待受画面でDを1 秒以上 
を 
押す 
・解除する： 伝言メモを設定中に 


Dを1 秒以上 
を押す 


キリトリ線 
キリトリ線 


24 


伝言メモを再生する 


1 . 待受画面で D 
を押す 


2 . 目的の伝言メモを選択 
を押す 


3 .「1 削除する」または「2 削除しな 


い」を押す 


・「1 削除する」： 


伝言メモを削除します。 
を押 


します。 


・「2 削除しない」： 


伝言メモを削除しません。 


クイック伝言メモを利用する 


1 . 電話がかかってくる 


2 . 


メニュー 


「1 伝言メモ」を押す 
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自分の電話番号を確認する 


1 . 待受画面で 


メニュー 


「0自分の電話番 


号を見る」を押す 


● 通話中に自分の電話番号を見るとき 
通話中に 


メニュー 


「0 自分の電話番号」 


を押す 


・ C：通話中の画面に戻ります。 
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ディスプレイの見かた 


ディスプレイ上部 


1 
：電池残量の表示 


2 
：受信レベルの表示 


：圏外の表示 


：セルフモードの設定中 


：ターミナルリンク中 


：データ転送（送受信）中など 


3 
：ｉモード接続中・パケット通信中 


：S S L ページ表示中 


：パソコンを接続してパケット通信中 


：パソコンを接続してデータ送受信中 


4 
：シークレットモードの設定中 


5 
：音声電話の通話中 


：テレビ電話の通話中（6 4 K ） 


：テレビ電話の通話中（3 2 K ） 


：6 4 K でデータの通信中 


：外部機器と接続してテレビ電話通話中 


：音声読み上げ可能など 


1 
2 34 5 6 7 8 9 


27 


6 
：メールの受信完了通知 


※ 待受画面に戻ると表示が消えます。 


7 
：スピーカーホン機能の動作中 


：オートスピーカーホン機能の設定中 


：ｉモード通信中 


：ｉモーションデータの取り込み中 


8 
：マナーモードの設定中　 


：音声電話のバイブレータと着信音量 


の消音を同時に設定中 


：音声電話のバイブレータを設定中 


：着信音量を消音に設定中 


：文字入力モードの表示 


：メールの受信中 


：メッセージ R の受信中　 


：メッセージ F の受信中 


9 
：ドライブモードの設定中 


：FOMA カードを読み込み中 


キリトリ線 
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ディスプレイ下部 


1 
：伝言メモが満杯 


：未確認の伝言メモあり 


：伝言メモの設定中 


2 
：未確認の不在着信情報あり 


3 
：受信メール状態表示 


4 
：受信メッセージ R 状態表示 


5 
：受信メッセージ F 状態表示 
6 
：ｉモードセンター蓄積状態表示 


7 
：ソフトウェア更新の予約中 


8 
：FOMA US B ケーブルの接続中 


9 
：個人の情報表示の制限中 


：ダイヤル入力での発信を制限中 


! 
：目覚ましを設定中 


1 2 3 456789 ! 
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メニュー一覧 


1 電話してきた相手を見る 
2 電話を使う 


1 電話帳の内容を見る 
2 電話帳に登録する 
3 電話を受けた時の音を選ぶ 


1 
音声電話の着信音を選ぶ 


2 
テレビ電話の着信音を選ぶ 


4 電話を受けた時の振動を選ぶ 


1 
音声電話の振動を選ぶ 


2 
テレビ電話の振動を選ぶ 


5 電話を受けた時の音量を調節する 
6 相手の声の音量を調節する 
7 伝言メモを使う 


1 
伝言メモを再生する 


2 
伝言メモを開始する 


3 
伝言メモのメッセージを選ぶ 


8 電話帳のグループ名を変更する 


3 メールを使う 


1 受信したメールを見る 
2 メールを作る 
3 例文を使ってメールを作る 
4 未送信のメールを見る 
5 送信したメールを見る 


各機能の先頭の数字や記号は、ショート 
カット操作のボタンを示します。 
＜操作例＞電卓を使う： 


メニュー 


7 を押す 
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3 メールを使う 


6 メールがあるか問合わせる 


1 
届いているメール・メッセージを受信する 


2 
メール選択受信を行う 


7 メールアドレスを確認・変更する 
8 メールを設定する 


1 
メールが届いた時の音を選ぶ 


2 
メールが届いた時の振動を選ぶ 


3 
メールに付ける署名を登録する 


4 
例文を編集する 


5 
メール選択受信を設定する 


9 S MS を使う 


1 
S MS を作る 


2 
届いている S MS を全部受信する 


3 
S MS を設定する 


4 
FOMA カードの受信 S MS を見る 


5 
FOMA カードの送信 S MS を見る 


4 写真・ビデオを撮る・見る 


1 写真を撮影する 
2 ビデオを撮影する 
3 写真のアルバムを見る 
4 ビデオのアルバムを見る 


5 ｉモードを使う 


1 ｉ Menu を見る 
2 ブックマークを見る 
3 インターネットに接続する 


1 
UR L を入力して接続する 


2 
サイトの入力履歴から接続する 
4 画面メモを見る 
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5 ｉモードを使う 


5 メッセージを見る 


1 
メッセージリクエストを見る 


2 
メッセージフリーを見る 


3 
届いているメール・メッセージを受信する 


4 
メッセージが届いた時の音を選ぶ 


5 
メッセージが届いた時の振動を選ぶ 


6 目覚ましを使う 
7 電卓を使う 
8 初めに行う設定 


1 発信者番号通知を使う 


1 
発信者番号通知を設定する 


2 
発信者番号通知設定を確認する 


2 待受画面の画像を設定する 
3 画面の配色を設定する 
4 画面の明るさを設定する 
5 ボタンを押した時の音を設定する 
6 音声読み上げを使う 


1 
音声読み上げを設定する 


2 
音声読み上げ用の単語を登録する 


3 
スピーカー／受話口の切替を行う 


7 音声呼出しを登録する 


1 
音声で呼出す電話帳を登録する 


2 
音声で呼出す機能を登録する 


8 時計を設定する 


1 
日付と時刻を設定する 


2 
待受画面に時計を表示する 


9 ネットワークサービスを使う 


1 留守番サービスを使う 


1 
留守番メッセージを再生する 
2 
メッセージがあるか問合せる 


キリトリ線 
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9 ネットワークサービスを使う 


1 留守番サービスを使う 


3 
留守番サービスを開始する 


4 
留守番サービスを停止する 


5 
留守番サービスの詳細を設定する 


6 
留守番呼出時間を設定する 


7 
留守番サービスの設定を確認する 


2 キャッチホンを使う 


1 
キャッチホンを開始する 


2 
キャッチホンを停止する 


3 
キャッチホンの設定を確認する 


3 転送サービスを使う 


1 
転送サービスを開始する 


2 
転送サービスを停止する 


3 
転送先を変更する 


4 
転送先が通話中の時の設定をする 


5 
転送サービスの設定を確認する 


4 迷惑電話ストップを使う 


1 
迷惑電話着信拒否を登録する 


2 
迷惑電話全登録を削除する 


3 
迷惑電話 1 登録を削除する 


5 番号通知お願いサービスを使う 


1 
番号通知お願いサービスを開始する 


2 
番号通知お願いサービスを停止する 


3 
番号通知お願いサービスを確認する 


6 通話中着信設定を使う 


1 
通話中着信設定を開始する 


2 
通話中着信設定を停止する 


3 
通話中着信設定を確認する 
7 通話中着信動作を選ぶ 
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9 ネットワークサービスを使う 


8 その他のサービスを使う 


1 
遠隔操作設定を使う 
1 
遠隔操作を開始する 


2 
遠隔操作を停止する 


3 
遠隔操作の設定を確認する 


2 
英語ガイダンスを使う 
1 
ガイダンスを設定する 


2 
ガイダンスの設定を確認する 


3 
デュアルネットワークを使う 
1 
デュアルネットワークを切替える 
2 
デュアルネットワークの状態を確認 
する 


4 
サービスダイヤルを使う 
1 
ドコモ総合案内・受付に電話する 


2 
ドコモ故障問合せ窓口に電話する 


5 
ソフトウェアを更新する 


0 自分の電話番号を見る 


詳細な機能を設定する 
1 入力に関する設定を行う 


1 
文字の入力方法を設定する 


2 
よく使う単語を登録する 


3 
よく使う定型文を登録する 


2 電話の詳細を設定する 


1 
電話帳の登録件数を見る 


2 
着信を拒否する相手を指定する 


3 
着信を許可する相手を指定する 


4 
電話帳登録外の着信を拒否する 


5 
発番通知のない着信を設定する 


6 
イヤホンマイク接続時に自動で着信する 
7 
背面の画面表示を設定する 
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詳細な機能を設定する 
2 電話の詳細を設定する 


8 
オートスピーカーホンを設定する 


9 
無音着信時間を設定する 


0 
テレビ電話を設定する 
1 　テレビ電話画面の表示を設定する 
2 　テレビ電話画面の明るさを設定する 
3 　音声再発信を設定する 
4 　発信時の自画像送信を設定する 
5 　テレビ電話着信先の機器を設定する 
6 　テレビ電話画面の大きさを設定する 


3 音を設定する 


1 
充電開始と完了時の音を設定する 


2 
電池残量の警告音を設定する 


3 
イヤホンマイク利用時の切替を設定する 


4 
通話状態が悪い時に音で知らせる 


5 
再接続した時の音を選ぶ 


6 
保存した曲の詳細を設定する 


4 メールの詳細を設定する 


1 
問合せ内容を選ぶ 


2 
添付の画像を受信する 


3 
添付のメロディを受信する 


4 
添付のメロディを自動演奏する 


5 メッセージの詳細を設定する 


1 
メッセージのメロディを自動演奏する 
2 
未読メッセージを自動で表示する 
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詳細な機能を設定する 
6 ｉモードの詳細を設定する 


1 
問合せ内容を選ぶ 


2 
文字の大きさを選ぶ 


3 
画像表示・照明を設定する 


4 
ｉモーションの再生を設定する 


5 
接続までの待ち時間を設定する 


6 
接続先番号を設定する 


7 
証明書の表示と使用を設定する 


8 
ユーザ証明書を操作する 


9 
証明書の発行先を変更する 


7 情報の表示やリセットを行う 


1 
通話時間を見る 


2 
電池残量を確認する 


3 
通話時間をリセットする 


4 
設定を初めの状態に戻す 


8 操作の制限をする 


1 
全ての操作を制限する 


2 
セルフモードを設定する 


3 
シークレットモードに設定する 


4 
履歴の表示を制限する 


5 
個人の情報表示を制限する 


6 
暗証番号を変更する 


7 
FOMA カードの P IN コードを設定する 


8 
ダイヤル入力での発信を制限する 


9 決めた時刻に電源を入／切する 


1 
電源が入る時刻を設定する 


2 
電源が切れる時刻を設定する 
3 
目覚まし時刻に電源を入れる 


キリトリ線 
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ネットワークサービス 


主なネットワークサービスを開始／停止する 


1 .待受画面で 


メニュー 


「9 ネットワーク 


サービスを使う」 


● 留守番電話サービスを設定するとき 


「1 留守番サービスを使う」「3 留守 


番サービスを開始する」または「4 留 


守番サービスを停止する」 


・以降、画面の指示に従い操作します。 


● キャッチホンを設定するとき 


「2 キャッチホンを使う」「1 キャッ 


チホンを開始する」または「2 キャッ 


チホンを停止する」 


・以降、画面の指示に従い操作します。 


● 転送でんわサービスを設定するとき 


「3 転送サービスを使う」 「1 転送 


サービスを開始する」または「2 転送 


サービスを停止する」 


・以降、画面の指示に従い操作します。 
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● 迷惑電話ストップサービスを利用するとき 


「4 迷惑電話ストップを使う」「1 迷 


惑電話着信拒否を登録する」「1登録 


する」 
を押す 


● 番号通知お願いサービスを設定するとき 


「5 番号通知お願いサービスを使う」 


「1 番号通知お願いサービスを開始 


する」または「2 番号通知お願いサー 


ビスを停止する」 


・以降、画面の指示に従い操作します。 
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FOMA 端末から利用できるサービス 


利用できるサービス 


コレクトコール（料金着信払通話） 


一般電話の番号案内 
およびドコモとご契約の携帯電話 
の番号案内（有料） 
（電話番号の案内を希望されないお 
客様については、ご案内できま 
せん） 


電報の発信（有料） 
午前 8 時～午後 1 0 時 


時報サービス（有料） 


天気予報（有料） 


警察への緊急通報 


消防・救急への緊急通報 


海上で事件・事故が起きた時の緊 
急通報 


災害用伝言ダイヤル（有料） 


電話番号 


（局番なし）1 0 6 


（局番なし）1 0 4 


（局番なし）1 1 5 


（局番なし）1 1 7 


知りたい地域の市 
外局番＋ 1 7 7 


（局番なし）1 1 0 


（局番なし）1 1 9 


（局番なし）1 1 8 


（局番なし）1 7 1 
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取扱説明書に不明な点がございましたら、下記 
のところまでお問い合わせください。 


総合お問い合わせ先〈DoCoMo インフォメーションセンター〉 


故障お問い合わせ先 


ドコモの携帯電話、PHS からの場合　　　　一般電話などからの場合 


（局番なしの） 


　1 5 1 （無料）　　　0 1 2 0 -8 0 0 -0 0 0 


故障、異常かなと思われたら、下記のところま 
でお問い合わせください。 


※ 一般電話などからはご利用になれ 
　ません。 
※ ドコモの携帯電話、P H S か 
　らもご利用になれます。 


ドコモの携帯電話、PHS からの場合　　　　一般電話などからの場合 


（局番なしの） 


　1 1 3 （無料）　　　0 1 2 0 -8 0 0 -0 0 0 


・ダイヤルの番号をよくご確認の上、お間違いのないよ 
　うおかけください。 


※ 一般電話などからはご利用になれ 
　ません。 
※ ドコモの携帯電話、P H S か 
　らもご利用になれます。 


○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
マナーもいっしょに携帯しましょう 


FOMA 端末を使用する場合は、周囲の方の迷惑にならないように注意しましょう。 


○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
こんな場合は必ず電源を切りましょう 


■ 使用禁止の場所にいる場合 
携帯電話を使用してはいけない場所があります。以下の場所では、必ず F OMA 端末の電源を 
切ってください。 
・ 航空機内 ・病院内 
※ 医用電気機器を使用している方がいるのは病棟内だけではありません。ロビーや待合室など 
でも、必ず電源を切ってください。 
■ 運転中の場合 
FOMA 端末のご使用は、安全な走行の妨げとなり危険です。 
※ 車を安全なところに停車させてからご使用になるか、ドライブモードをご利用ください。 
■ 満員電車の中など、植込み型心臓ペースメーカおよび植込み型除細動器を装着した方 
が近くにいる可能性がある場合 
植込み型心臓ペースメーカおよび植込み型除細動器に悪影響を与える恐れがあります。 
■ 劇場・映画館・美術館など公共の場所にいる場合 
静かにすべき公共の場所で FOMA 端末を使用すると、周囲の方への迷惑になります。 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
使用する場所や声・着信音の大きさに注意しましょう 


■ レストランやホテルのロビーなどの静かな場所で FOMA 端末を使用する場合は、声 
の大きさなどに気をつけましょう。 
■ 街の中では、通行の妨げにならない場所で使用しましょう。 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
プライバシーに配慮しましょう 


この印刷物はリサイクルに配慮して製本されています。不要となった際、回収・リサイクルに出しましょう。 


こんな機能が公共のマナーを守ります 
かかってきた電話に応答しない設定や、FOMA 端末から鳴る音をすべて消す設定など、便利 
な機能があります。 
● マナーモード 
ボタン確認音・着信音など FOMA 端末から鳴る音をすべて消します。→ P 1 6 0 
● ドライブモード 
電話をかけてきた相手に、運転中のため電話に出られないことを知らせるガイダンスを流 
し、電話を切ります。電話がかかってきても着信音が鳴らないので安全に運転できます。 
→ P 7 9 
● バイブレータ 
電話がかかってきたことを、振動でお知らせします。→ P 1 5 5 
● 伝言メモ 
電話に出られない場合に、電話をかけてきた相手の用件を録音します。→ P 8 1 


その他にも、留守番電話サービス、転送でんわサービスなどのオプションサービスが利用で 
きます。→ P 4 8 3 、P 4 8 8 


カメラ付き携帯電話を利用して撮影や画像送信を行う際は、プライバシーなどにご配慮ください。 
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総合お問い合わせ先 
〈D oC oMo インフォメーションセンター〉 


■ ドコモの携帯電話、P HS からの場合 


※ 一般電話などからはご利用できません。 
※ 一般電話などからはご利用できません。 


（局番なしの）1 5 1 （無料） 


故障お問い合わせ先 


■ ドコモの携帯電話、P HS からの場合 


（局番なしの）1 1 3 （無料） 


■ 一般電話などからの場合 
　　 0 1 2 0 -8 0 0 -0 0 0 
　※ドコモの携帯電話、P HS からもご利用になれます。 


● ダイヤルの番号をよくご確認の上、お間違いのない 
ようにおかけください。 


■ 一般電話などからの場合 
　　 0 1 2 0 -8 0 0 -0 0 0 
　※ドコモの携帯電話、P HS からもご利用になれます。 


● ダイヤルの番号をよくご確認の上、お間違いのない 
ようにおかけください。 
● なお、詳しくはFOMA 端末などに添付の「全国サービ 
スステーション一覧」でご確認ください。 


● ｉ モ ード は こ ちら ｉMenu　 □ 料金＆お申込　 ■ ドコモeサイト 
● パソコンなどはこちら http://www.es ite.nttdoc omo.c o.jp/ 


「留守番電話サービス」、「キャッチホン」、「転送でんわサービス」、 
「迷惑電話ストップサービス」、「WOR LD C A LL 」、「WOR LD WING 」は 
ドコモeサイトにてお申し込みいただけます。 


▼ 


▼ 


パケット通信料無料 


※ ｉモードからご利用になる場合、ドコモにお申し込みいただいた「ネットワーク暗証番号」が必要となります。 
※ ｉモードからご利用になる場合のパケット通信料は無料です。ただし一部パケット通信料がかかる場合があります。 
※ パソコンなどからご利用になる場合、 
「ユーザID 」「パスワード」が必要となります。 
※「ネットワーク暗証番号」および「ユーザID」「パスワード」をお持ちでない方・お忘れの方は下記総合お問い合わせ先にご相談ください。 
※ ご契約内容によりご利用になれない場合があります。 
※ システムメンテナンスなどにより、ご利用になれない場合があります。 
※ 一部ご利用できない料金プランがあります。 
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